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第 28 回 日 本 寄生 中 学会 記事 特集 





日 本 寄生 中 学会 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 内 





海草 の 純粋 有 効 成分 きま サン ト 
ニン さぁ を 最も 効果 的 に 配合 し 、 
最高 度 の 駆 昧 を 腔 揮 す る …… 


多年 の 研究 と 最新 の 技術 が うん だ 駆虫 薬 マ ク 
ニン SS は 、 そ の 高い 刻 虫 率 が 多数 の 上 臨床 実験 
で 実証 きれ 、 そ を の 上 副作用 が な く 。 の みや す 
い 虫 下 し と し て 好評 を えて いま す 。 

マク ニン 8 は 、 夜 ね る まえ か 、 ま た だ は 朝 お き 
て すぐ の むだ け で 、 下 剤 を の まな く て も 、 確 
実に 回 中 を と る と と が で きま す 。 


団 休 用 お よび 学童 用 マク ニン S は 、 
須 全 で 、 高 い 駆 中 率 を も ち 、 配 布 に 
便利 な の で 集団 寂 虫 に 最適 で す 。 


価格 も 特に 低 際 な の で 、 学校 、 工場 
会 往 等 で 非 営 な 好評 を えて いま す 。 











(包装 ) 3 錠 (大 人 一 人 分 ) 80 円 ・6 商 150 円 
団体 用 2 錠 x100 (大 入 109 入 分 》 
学童 用 emem 300 負 
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〔 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 集 3 筐 


第 28 回 日 本 茶 生 貝 学会 総会 









期 日 昭和 34 年 4 月 6, 7 日 
会 場 東京 大 学 法文 学 第 21 (23) 番 教室 
会 長 赤木 勝雄 (日 本 医大 教授 ) 


第 1 日 4 月 6 日 (午前 8 時 開会 ) 
演 説 1^27 (午前 ) 62< 78 (午後 ) 
示 説 28<61 (午前 ) 79~113 (午後 ) 
絵 会 午後 1 時 
第 6 回 小泉 賞 授賞 式 (財団 法人 東京 寄生 虫 予防 協会 ) . 
受賞 者 大 森 南 三郎 博士 (長崎 大 学 風土 病 研究 所 教授 ) 
「 表 体内 に お ける バン クロ フト 系 状 虫 の 発育 に 関す る 研究 」 
第 2 日 4 月 7 日 (午前 9 時 開会 ) 
演 説 114<140 (午前 ) 172<187 (午後 ) 
示 説 141<171 (午前 ) 
特別 講演 「 我 が 国 に 於 ける 包 虫 症 に 関す る 研究 」 
山下 次 郎 博士 (北海 道 大 学 獣医 学部 家 才 寄 生 虫 病 学 教室 教授 ) 














総会 に お けろ る 決議 事項 






1. 次 期 寄 生 虫 学会 総会 会 長 と し て 北大 山下 次 郎 教授 を 決定 (開催 他 札幌 ) 
2. 昭和 33 年 度 会 計 報 告 を 承認 
3. 幹事 改選 の 結果 , 全員 再任 







日 本 寄生 中 学会 規約 










第 1 条 本 会 は 日 本 寄生 虫 学会 と 称す る 。 
第 2 条 本 会 は 寄生 虫 及 び 寄 生 虫 病 に 関す る 学術 の 研究 進歩 を 図る を 目的 と する 。 
第 3 条 本 会 は 前 項 の 目的 を 達する 為 に 漁 の 事業 を 行う 。 
学術 絵 会 及び 支部 大 会 を 開催 する 。 
機関 雑誌 を 発行 する 。 
第 4 条 会 員 た らん と する も の は 現 会 員 の 紹介 に より 幹事 会 の 承諾 を 経て 入会 する も る の と する 。 
第 5 条 本 会 に 次 の 役員 を お く 。 
会 長 1 名 評議 員 若干 名 幹事 6 名 絵 会 幹事 1 名 
第 6 条 会 長 は 本 会 の 事務 を 絵理 する 。 幹事 は 会 長 を 補佐 し て 本 会 の 事務 を 処理 する 。 
評議 員 は 本 会 重要 の 件 を 審議 する 。 総会 幹事 は 総会 の 事務 に あたる 。 
会 長 は 評議 員 会 の 推薦 し た 者 に つき , 総会 の 議 を 経て 之 を 定め る 。 
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太 和 34 年 6 月 (1959)〕 


第 8 条 評議 員 は 評議 員 会 の 推薦 し た 者 に つき , 総会 の 議 を 経て 之 を 定め る 。 

第 9 条 幹事 は 評議 員 の 互選 に よ つ て 定め る 。 総会 幹事 は 会 長 が 委嘱 する 。 

第 10 条 会 長 及び 総会 幹事 の 任期 は 1 ヵ年 と する 。 幹事 の 任期 は 2 ヵ年 と する 。 但 し 重任 は 妨げ な 
い 。 

第 11 条 本 会 に は 名 誉 会 員 を 置く こと が 出来 る 。 名 誉 会 員 は 評議 員 会 の 議 を 経て 総会 に 於 て 推挙 す 
る 。 

第 12 条 本 会 は 絵 会 の 決議 を 経て 地方 支部 を 設け る 事 が 出来 る 。 
会 計 

第 13 条 本 会 の 会 費 は 1 ヵ年 金 1000 円 と する 。 

第 14 条 地方 部 会 は 部 会 費 を 別に 徴収 する こと が 出来 る 。 そ の 額 は 各部 会 に 於 て 定め る 。 

第 15 条 会 員 若 し 引続き 会 費 を 納入 し な い 時 に は 会 員 の 資格 を 失 5 。 

第 16 条 名 准 会 員 は 会 費 を 免除 せ られ る 。 

第 17 条 会 計 年 度 は 1 月 1 日 より 12 月 31 日 迄 と する 。 

第 18 条 本 規約 は 総会 の 決議 を 経 ざ れ ば 変更 する こと を 得 な い 。 

稚 則 1. 本 会 の 事務 所 は 東京 都 品川 区 上 大 崎 予 防衛 生研 究 所 内 に お く 。 
2. 本 会 は 衛生 動物 学会 と 緊 な 連繋 を 保つ て 運営 する こと ゝ する 。 
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〔 寄 生 昌 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 3 生 











松 林 久 吉 松 村 竜 雄 松 崎 義 周 宮 崎 一 記 
森 下 EE 村 下 敵 2 表 長 花 操 新 美 大 四郎 
大 越 伸 岡 部 浩 洋 岡村 一 各 大 森 南 三 郎 
尾 崎 佳 正 大 鈴 正 満 佐藤 入 郎 沢田 藤 一 人 郎 
沢 田 利 貞 杉浦 三郎 佐 々 な 清 水 重 矢 
田 中 英雄 谷 川 久 治 渡 辺 昇 蔵 山口 左 促 
柳沢 利 喜 雄 山下 次 郎 横 川 宗 雄 
日 本 医学 会 評議 員 小宮 義孝 同 連絡 員 石崎 達 学術 用 語 審議 会 委員 小宮 義孝 


民 


庶 務 委員 本 部 : 安 組 剛一 男 (会 計 ) 柳沢 十 四 男 
鈴 木 了 司 和久 津 見 晴 意 (編集) ( 予 研 寄生 昌 ) 





北 支 部 : 大 林 正 士 (北大 獣医 ) 西 災 部 : 伏 見 純 一 ( 阪 大 微 研 ) 
東 表 部: 本 部 兼任 南 支部 : 川島 健治 郎 ( 九 大 寄生 昌 ) 
第 1 回 総会 以来 の 開催 地 及 び 会 長 
開催 地 開催 年 度 会 開催 地 開催 年 度 会 胡 

第 1 回 東京 市 昭和 4 年 五島 清太郎 第 15 回 東京 市 昭和 18 年 横 川 定 
第 2 回 大 阪 市 昭和 5 年 桂 田 富士 郎 第 16 回 高槻 市 昭和 22 年 江 ロ 季 爺 
第 3 回 京都 市 昭和 6 年 療 浪 第 第 17 回 東京 都 昭和 23 年 赤木 勝 苑 
第 4 回 名 古屋 市 昭和 7? 年 林 直 助 第 18 回 京都 市 昭和 24 年 森 下 族 
第 5 回 福岡 市 昭和 8 年 大 平 得 三 第 19 回 東京 都 昭和 25 年 長野 寛 涯 N 
第 6 回 東京 市 昭和 9 年 宮島 軸 之 助 第 20 回 東京 都 昭和 26 年 小 宣 義 凌 ( 
第 7 回 大 阪 市 昭和 10 年 吉田 貞雄 第 21 回 京都 市 昭和 27 年 小 杯 晴 治 分 
第 8 回 東京 市 昭和 11 年 小 泉 丹 第 22 回 福岡 市 昭和 28 年 宮 時 一 苔 E 
第 9 回 東京 市 昭和 12 年 宮川 米 次 第 23 回 東京 都 昭和 29 年 松林 久 胡 3 
第 10 回 京都 市 昭和 13 年 山口 左 促 第 24 回 京都 市 昭和 30 年 小 杯 晴 治朗 8 
第 11 回 岡山 市 昭和 14 年 鈴木 稔 第 25 回 東京 都 昭和 31 年 宮川 米 殊 「 
第 12 回 千葉 市 昭和 15 年 石橋 松 蔵 第 26 回 箱根 間 本 町 昭和 32 年 松崎 義 周 
第 13 回 大 阪 市 昭和 16 年 吉田 貞雄 第 27 回 枝 阜 市 昭和 33 年 森下 損 玩 
第 14 回 東京 市 昭和 17 年 緒方 知 三 人 郎 第 28 回 東京 都 昭和 34 年 赤本 勝 各 
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総 会 演 題目 録 


4 月 6 日 演 説 


ォ キ シキ ノリ ン 誘 導体 の 和 赤痢 アテ メー バ に 対す る 作用 ・ 上 ーー ドー 平林 明 ( 北 研 ・ 和 寄生 昌 )… 


トキ ソプラ スマ に 関す る 研究 (1) 実験 動物 と し て の マウ ス に つい て 


ee 小宮 義孝 ・ 小 林 昭 夫 ・ 石 井 俊 礁 ・ 小 山 力 ・ 熊 田 三 由 ( 巴 研 ・ 寄 生 昌 )・・ 
新潟 県 の トキ ッ ソプラ スマ 症 … で ドド に に 大 鶴 正 満 ・ 田 中 安 ・ 小 島 誠 司 ( 新 大 ・ 医 動物 ) ‥・ 


トキ ソプラ スマ に 起因 する と 思わ れる 眼 疾患 者 の 色素 試験 成績 (SF.T.) な ら び に 


脳 水 睡 小児 か ら の 分 離 株 に つ \ N て ーーー ドド < トド トド トト トト トト トト トト トド トト トド ドド トッ ・・ こ ここ 小池 保 ( 慶 大 e 寄生 昌 ) ャ ・ 
トリ ュ モ ナス の 生存 能力 に つい て ………・ 高田 季 久 ・ 亀 田 幸 政 ・ 山 田 節夫 ・ 野 場 満 ( 坂 市 大 ・ 医 動物 ) …・ 


トリ ュ モ ナス の 滅 粉 分 解 能 に 関す る 研究 (2) 


ポト ーー お 高田 季 久 ・ 亀 田 幸 政 ・ 山 田 節夫 ・ 織 田 行 正 ( 阪 市 大 ・ 医 動物 ) 
実験 的 並 に 臨床 的 膝 ト リュ モナ ス 感 染 に お ける 2, 3 の 免 商 反 応 に つい て …… 新 井 博 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 ) …・ 


7 アァ c7zozz の の S の の g2 の 7 が S と 77zcZozz の の S gg が 2e の 先 疫 学 的 関連 性 に つい て 


た す す すす た すす すす ド すす すす ミミ ミミ ミミ まさ ささ きき 浜田 義雄 ・ 岡 本 清 ・ 見 方 洪 三 郎 (武田 薬 工 ・ 醸 酵 研 )・・ 


塔 養 zzz74727z coZ と 湯 粉 に つい て (3) 塔 地 内 Mg の 意義 


上 PE っ ーー 鈴木 未 南 ・ 田 所 博之 ( 素 大 ・ 衛 生 ) 


Trypanosoma の AK 型 に 関す る 遺伝 学 的 研究 (8 ) Actinomycin に よる 


アァ goso が の 6 の 2 の 5 の AK 型 出現 機 友 ……・・… 猪木 正三 ・ 坂 本 等 ・ 松 代 愛 三 ( 敏 研 ・ 寄 生 虫 )…・ 
米国 = ュー オリ ンズ の へ ビ か ら え た 顎 口 虫 幼 曳 た テア の アレン 宮崎 一 郎 ( 九 大 ・ 寄 生 虫 )・・ 


糸状 虫 類 に 関す る 電子 顕微 鏡 学 的 研究 
< な 02 と を 橋 野 源義 ( 鹿 大 ・ 二 内 科 ) 影 井 昇 ・ 堀 栄 太郎 ・ 阿 部 康男 ( 鹿 大 ・ 二 病理 ) 


Bancroft 糸状 虫 幼 昌 の 組織 化学 的 研究 ・………・…・ 山路 鉄 三郎 ・ 握 栄 太郎 ・ 阿 部 康男 ( 鹿 大 ・ 二 病理 ) ‥ 


77Z 2 が s の 免 商 学 的 研究 (3) 成虫 お よび microflaria の 抗原 性 


時 PP で 7 スール タイチ セイ ク も ポス に て の と AS 小山 二 三 人 ( 日 獣医 大 e 寄生 虫 ) eo 


綿 旧 糸 状 虫 が 7 が ozzosoz2es cg に 対す る Diethylcarbamazine (スパ トニ ン ) の 間 和 投 与 法 に 
ょ る 治療 に 関す る 研究 


3 3 佐藤 孝 癌 ・ 佐 藤 金 作 ・ 田 中 英文 ・ 基 杉 幹太 郎 ・ 長 田 泰 博 ・ 林 滋 生 ・ 佐 々 学 ( 伝 研 ・ 寄 生 昌 )…・ 


糸状 虫 仔 虫 の 定期 出現 性 に 関す る 研究 一 一 諸 種 楽 剤 に よる 仔 由 誘 出 試験 


すす で キャ アイ 大 石 勇 ・ 久 米 清治 (農工 大 ・ 戦 医 )・・ 


奄美 大 島 に 於 ける バン クロ フト 系 状 虫 症 の 地 的 殿 除 法 の 研究 
A 4 法人 を 佐々 学 ・ 佐 藤 孝 慈 ・ 長 田 泰博 ・ 池 庄司 敏明 ( 伝 研 ・ 寄 生 虫 ) 


田中 定 ( 東 医 歯 大 ・ 公 衛 ) 福島 英雄 ・ 米 沢 藤 士 ( 鹿 大 ・ 二 内 科 ) 泉 熊 一 (名 瀬 保健 所 )・…・ 


東京 都 下 伊 豆 諸 島 の 青ヶ島 及び 小島 に お ける フイ ラリ プア 症 の 調査 な ら び に 地域 肛 除 に 関す る 研究 


1 も < 人 hy て な いす か まん 林 滋 生 ・ 佐 藤 孝 慈 ・ 長 田 泰 博 ・ 福 井 正信 ( 伝 研 ・ 寄 第 )…・ 


演題 追加 臣 緩 県 に 於 ける バン クロ フト 系 状 虫 症 の 除 法 の 研究 


19. 
20. 





さすが 下野 修 ・ 波 多野 精 美 ・ 但 川 武夫 ・ 山 岡 邦夫 (愛媛 県 ・ 衛 生 部 ) 


佐々 学 ( 伝 研 ・ 寄 生 虫 ) 池 庄司 敏明 (Dieldrin 協会 ) 矢田 部 勤 ( 神 松 名 診療 所 ) …・ 
糸状 昌 の ミク ロフ ィ ラ リア 集 虫 法 に よる 疫学 的 研究 …・………・…・ 米沢 藤 士 ・ 徳 田 久 吉 ( 鹿 大 ・ 熱 帯 研 )…・ 


糸状 虫 症 の 治療 に 関す る 研究 一 一 健康 保 虫 者 の 集団 治療 に つい て 一 一 
Let 佐藤 入 郎 ・ 米 沢 藤 士 ・ 福 島 英雄 ・ 尾 辻 義 人 ・ 外 山 定 樹 ・ 橋 野 源義 ・ 重 飼 弘 道 ・ 


(5) 


小田 代 正之 ・ 浜 田 己 則 ・ 阿 部 康男 ・ 握 栄 太郎 ・ 影 井 昇 ・ 新 門 字 ( 鹿 大 ・ 二 内 科 ・ 二 病理 )…… 
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(寄生 虫 学 雑 鞍 ・ 第 8 巻 ・ 人 第 3 吾 


Zzzco の 77 が ZzzzZ の yse72e に 関す る 研 兆 トバ ドー トト トペ (ーー ドド ーー ドド ーー 田中 実 ( 阪 医 大 ・ 病 理 ) 46, 


重 肝 軽症 の 人 工 感 菜 試験 トト ・… ト トー バ ーーー 小野 豊 ・ 木 村 重 ・ 久 葉 昇 (兵庫 農大 ・ 内 医 )・・・ 46 
滋賀 県 本 琶 湖 周辺 地方 に お ける 肝 吸 虫 の 感染 状況 

二宮: お 35 あああ 176 小宮 義孝 ・ 鈴 木 了 司 ・ 熊 田 三 由 ・ 福 島 健 ( 予 研 ・ 寄 生 虫 ) 47 
肝 明 眼 症 の 沈降 反応 … ド ババ ーー ムート (で (いさ 山口 富雄 ・ 芦 田 日 出 夫 ( 徳 大 ・ 病 理 ) 47 
肺 明 虫 症 の 免 に 関す る 研究 ・・・・・・・ ト トト トム ドド ドド トー ドー 小林 明 ( 岐 医 大 ・ 寄 生 昌 ) ‥・・48 
己 取 , 島根 , 岡山 の 三 県 に お ける 肺 吸虫 (2②) 三 県 内 の 数 ヵ所 に お ける 皮 内 反応 に よる 調査 

昌和 0 eo 09 ファ 科 る せま 西田 弘 ・ 石 神 兼 英 ・ 木 村 良 一 ・ 稲 垣 章 ( 鳥 大 ・ 公 衛 )・・48. 
Evans-blue techniqgune に よる 肺 吸虫 幼虫 の 宿主 体内 移行 経路 の 追究 (②0 ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 メタ 

セル カリ ア の ラッ ト 腸 管内 に お ける 腕 時 間 及 び 腕 襲 功 虫 の 腸管 寂 通 部 位 の 追求 

oi 横川 宗雄 ・ 吉 村 裕 之 ・ 大 倉 俊 導 ・ 佐 野 基 人 ・ 党 守 康 ・ 高 野 三 郎 ( 千 大 ・ 寄 生 昌 ) ‥・・49: 

示 説 

7Z2 の 6 の 6 /Zs7o/y が cg の 電 顕 的 研究 上 ババ トム トード ーー ドド ーー 宮里 品 ・ 細 川 修治 ( 山 医 大 ・ 病 理 ) ・‥・50: 
赤痢 アメ ォ ー バ に よる 免 商 反 応 1 沈降 反応 , 制動 反応 , 補 結 反応 の 比較 …・‥ 福 原 廊 明 ( 慶 大 ・ 寄 生 昌 ) …・50 
72zoe2g /zs7o7ycg の 琉 斑 酸 並 びに 柳 酸 脱水 素 作 用 に 及ぼ す 酵 素 阻害 剤 の 

影響 の 細胞 化学 的 観察 ・‥ ト ・ バ トト トド トード (いい ドド トド トト トト トト トト バッ ー・ 蛇 摩 一 郎 (長大 ・ 風 土 研 )‥・・ 50 
Trypanosoma の AK 型 に 関す る 遺伝 学 的 研究 (6) …… 猪 木 正三 ・ 小 野 忠相 ・ 松 代 愛 三 ( 後 研 ・ 寄 生 虫 )……51 
Trypanosoma の AK 型 に 関す る 遺伝 学 的 研究 (9 猪木 正三 ・ 谷 内 孝治 ・ 松 代 愛 三 ( 後 研 ・ 寄 和束 ) ……51 
Trypanosoma の AK 型 に 関す る 遺伝 学 的 研究 (7) 猪木 正三 ・ 小 野 忠 相 ・ 松 代 愛 三 ( 後 研 ・ 寄 生 虫 )……・52: 
3 種 ト リュ モナ ス 77xzozzoz2s の gg の 7S, 7. gg が ze, 7, 7oes 間 の 凝 塊 反 応 に つい て 

ossseosseeeeeeeeeoeeeeeeseeseoeecoeeseoos 中 林 敏 夫 ・ 河 原 鈴 ( 微 研 ・ 寄 生 虫 ) ‥…53: 
77zzZozz の の 5 7ez の z 及び 7oe7zs の 電子 顕微 鏡像 … ド バー バトー ト ーー… 大 野 正仁 ( 後 研 ・ 寄 生 虫 )……53 
有 半 顎 口 虫 の 分 泌 排 惑 系 続 に に つい て ・・ バ トー ぐん ({({i{ie( ロ ーー ドー 稲村 嘉男 ( 岐 医大 ・ 寄 生 虫 )・・・53 
感光 色素 の 顎 口 虫 仔 昌 に 及ぼ す 影 響 ・… バ ドー 岩田 俊夫 ・ 剛 村 一 郎 ' ( 熊 大 ・ 寄 生 虫 )…… 54 
ine 中 の の まで が < も る な で: か る の は すす くす Ne の の 1 油 せ な は あ 
DiroGlaria の 寄生 犬 の 仔 曳 体内 分 布 ・……………… 川 崎 兼 陽 ・ 浜 田 康治 ・ 材 屋 富 一 ( 鹿 大 ・ 一 内 科 ) ……54 
アノ フェ レス 体内 セタ リア 仔 昌 の 鑑別 … バ ドー ババ ーー ビ トレ レ 〔(…ni ド ドド ドド に に に" 小野 典 雄 ( 久 大 ・ 寄 生 虫 ) …・55: 
年 胎児 に お ける マー シャ ル 系 状 虫 寄生 の 一 例 ・‥・・ バ バト (ーー ドド 野田 放 二 ( 阪 府 大 ・ 戦 医 )…… 55. 
系 状 虫 寄生 犬 の 皮 内 反応 

8 欠 ボ 0 あ る 潤 2 ルポ 大 石 勇 ・ 小 林 茂 駿 ・ 久 米 清治 (東京 ・ 農 工大 ) 河野 密 ・ 沢 田 利 貞 ( 群 大 ・ 衛 生 ) ‥‥55 
中 間 発 育 場所 に お ける 糸状 昌 功 虫 に 対す る 化学 療法 大石 筋 ・ 小 林 茂 肉 ・ 久 米 消 治 ( 箕 工 大 ・ 獣 医 )…・56 


邦 産 肝 蜂 の 形態 学 的 研究 所 sczofz ヵ e ヵ gzcg, 万 gggz が co と の 形態 比較 


時 タタ ーーー 作れ さ さも に の の 7 こい デジ ド すけ た 補い 補い 渡辺 昇 歳 ・ 上 野 計 ( 家 衛 試 ) ‥…・56 
肝 蜂 感染 予防 に 関す る 研究 PCP-Na の 肝 蜂 虫 卵 に 及ぼ す 影 響 に つい て ・…‥… 磯 田 政 恵 (日 獣 大 ・ 病 理 ) ‥…57 
四国 地方 に 於 ける 半 療 水 産 魚 類 を 中 間 宿 主 と す る 明 虫 類 の 研究 ・……・…・ 三島 輝 章 ・ 山 中 浪速 (日 寄 研 ) ・・・57 
肺 表 虫 卵 の 形態 学 的 研究 (5) Pzzzgoz2zzs を eco77 が (ケリ コッ ト 肺 吸虫 卵 ) に つい て 

DO ミミ ミミ ミミ ミミ すす で ミミ さす すす ミミ まさ ます すさ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ まま ミミ まま きよ ミス ま まさき 一 色 於 攻 四 郎 ( 阪 府 大 ・ 。 獣医 ) ‥・・58: 
北陸 地方 の 肺 吸虫 症 分 布 状況 の 調査 (1) 

0 るみ 池 横川 宗雄 ・ 吉 村 答 之 ・ 辻 守 康 ・ 佐 野 基 人 ・ 大 倉 俊彰 ・ 勤 昭三 ( 千 大 ・ 寄 生 昌 )・‥・5 ま 
宮崎 県 に お ける 肺 吸 昌 症 に つい て バー バト ーー トド トト < トド ーッ ッッ ッッ 小 必 世 夫 (国富 保健 所 ) 59' 


京都 府 北部 網野 地方 に 於 ける 肺 吸 虫 の 流行 に つい て 


(6 ) 
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昭和 34 年 6 月 
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61. 
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PP の PETECCF 吉田 幸 雄 ・ 島 谷 敏 男 ・ 中 西 靖 部 ( 京 府 大 ・ 医 動物 ) 菊池 昭子 ( 綱 野 保健 所 )…・ 
公 衛 ) ee es 


大 平 及 明 虫 の 人 体 異 所 寄生 の 割 検 例 ・‥…… ド バド バー ト ホ バ (((ーーー ド ーー ペー 間宮 典 久 ( 信 大 ・ 病 理 )・・・ 


牙 療 中 の 肺 吸虫 卵 の 簡便 な 一 検査 潜 … バ ドド ーーー 長 花 操 ・ 西 田 弘 ( 鳥 大 ・ 


大 平 午 吸虫 と 小型 大 平 肺 吸虫 の 種別 標 徴 の 比較 研究 (4) 累 丸 の 形態 の 比較 , 殊 に 白 渦 感 染 昌 体 


の いて で 4 生 も 2 202re244 く 4 一 色 於 荒 四郎 ・ 辻 村 保 ・ 荒 川 申 ( 阪 府 大 ・ 獣 医 )…・ 


兵庫 県 円 山川 に 於 ける 大 平 肺 明 虫 の 分 布 , 生態 に 関す る 研究 , 特に 第 1, 第 2 中 間 宿 主 , 


終 宿主 の 関係 並び に 季節 的 消長 等 に つい て …・……・・…… 吉田 幸雄 ・ 宮 本 正実 ( 京 府 大 ・ 医 動物 ) 
肺 明 虫 症 の 治療 に つい て …・……… 福島 淳 仔 ・ 岡 幹 侍 ・ 福 田 正 道 ・ 磯 川 貞 知 ( 阪 市 大 ・ 医 動物 )・… 


山口 県 下 の 人 肺 表 虫 症 に 関す る 研究 , 桶 町 及び 旭 村 に 於 ける 皮 内 反応 に よる スク リー ニン グ 
テス ト の 成績 及び 異 所 寄生 例 ・… バ 上 バー 細川 修治 ・ 内 野 文 顔 ・ 宮 里 品 ・ 


山下 買 司 ・ 小 野 完 治 ・ 今 村 孝 明 ・ 安 村 嘉 寿 ・ 兼 行 俊博 ( 山 医大 ・ 病 理 ) …・ 
自然 棲息 地 に 於 ける ミヤ イリ ガイ 個体 群 の 消長 に 関す る 生態 学 的 研究 ……・… 飯島 利彦 (山梨 医 研 )…… 
濾紙 に ょ る 宮入 具 の 生態 観察 …‥……・…・ 森 和雄 ・ 岡 本 謙一 ・ 中 込 仕 ・ 杉 浦 鍵 一 ( 昭 医大 ・ 医 動物 ) ・… 
日 本 住 血 吸虫 症 の 診断 に 対す る 肝 生 検 の 価値 に つい て ……・……… 吉住 好夫 (福岡 ・ 健 保 第 一 病院 )・・ 


日 本 住 血 吸虫 の 中 間 宿 主体 内 に 於 ける 発育 と 温度 に つい て 


ee 佐藤 重 房 ・ 長 崎 宗俊 ・ 平野 長春 ・ 沢 田 和 貞 ( 群 大 ・ 衛 生 ) ‥・ 


グリ シン 魚の 住 血 曖 昌 養 株 虫 に 対す る 駆虫 作用 並 に 毒性 に 関す る 研究 ……・・ 松 崎 義 司 


( 横 大 ・ 寄 生 虫 ) 森 和雄 ・ 杉 浦 三郎 ( 昭 医大 ・ 医 動物 ) 谷口 守男 (日 大 ・ 獣 医 ) 山中 国 夫 (日 本 化 薬 ) …・ 


演 説 


九州 北部 に お ける 肺 吸虫 症 の 調査 特に 2 種 抗原 に よる 皮 内 反応 の 比較 
DP で CPP マサ ア ド PP ドミ で よ て すす すす すす 石井 洋一 ・ 山 本 此 雄 ( 九 大 ・ 寄 生 虫 ) 森沢 成 司 (丸大 ・ 医 化学 ) 


光 富 慎吾 ・ 溢 沢 一 男 ( 科 賀 療養 所 ) ‥… 


静岡 県 産 カ ワウ ニナ お よび モク ヅ グ ガ ニ の 肺 吸虫 幼生 の 寄生 状況 


いす で で の と oo でき きす な 23 な sss yo 野口 政 輝 ・ 望 月 久 (静岡 衛 研 ) 伊藤 二郎 ( 静 大 ・ 保 健 ) 


Host-parasite relationship に 関す る 研究 (1) 各種 小動物 に お ける 太平 肺 明 虫 及び ウェ ステ ルマン 


肺 明 虫 感染 実験 横川 宗雄 ・ 吉 村 和 裕之 ・ 大 倉 俊 奪 ・ 佐 野 基 人 ・ 辻 守 康 ・ 大 村 寛 俊 ( 千 大 ・ 寄 生理 ) … 


脳 有明 虫 症 の 病理 組織 学 的 研究 (3 …… パ の 細川 修治 ・ 内 野 文 滑 宮里 品 ・ 


山下 買 司 ・ 今 村 芳 明 ・ 安 藤 衝 介 ・ 兼 行 俊 障 ・ 松 本 昇 ( 山 医 大 ・ 病 理 ) …・ 


大 平 肺 吸虫 (Pzzzgozzzzs の 7 Miyazaki, 1939) の 第 一 中 間 宿 主 貞 の 解 割 学 的 研究 


CCCCCPPPDPPPPTYYEEYTESSYYCYKSYKCEYEIYIEKIYEKEKKKYKCLEKEKE 小宮 義孝 ・ 佐 藤 温 重 ( 予 研 ・ 寄 生 昌 )・‥・・ 


大 平 肺 表 虫 の 第 1 中 間 宿 主人 シヤ ドリ カワ ザン ショ ウッ (横川 , 小山 等 に よる ウス イロ オカ チ グ サ 
に 関す る 研究 , 特に 自然 感染 , 実験 感染 並び に 我国 大 平 肺 明 虫 流行 地 に 訟 ける 分 布 等 に つい て 


0 吉田 幸 暴 ・ 宮 本 正実 ・ 中 西 靖 郎 ・ 松 尾 富 久男 ・ 青 野 宏 ( 京 府 大 ・ 医 動物 ) …・ 


大 平 肺 暖 泉 と 小型 大 平 肺 吸虫 の 種別 標 徴 の 比較 研究 (⑤) 囚 丸 と 卵 上 の 大 き さ の 比 , 


殊 に 猫 感 染 束 体 に つい て バー ドー 一 色 於 葛 四 郎 ・ 冨 村 保 ・ 荒 川路 ( 阪 府 大 ・ 農 議 医 ) ‥・ 
水田 性 皮膚 敵 患 者 血清 中 に お ける 病原 セル カリ ア の 反応 に つい て ・…・・… 長谷 川 軌 (北海 道 術 研 ) …・ 
Wooco の s gg72o0 の fs の セル カリ ア の 組織 化学 …・……・ 伊藤 二郎 ・ 渡 辺 強 三 ( 静 大 ・ 保 健 ) 


山梨 県 の 日 本 住 血 吸虫 有 病 地 に みみ られ た , 富 入 上 貝 の 白色 変異 中 の 発生 に つい て 


も すす る ちい まで る を 字訓 放 あか の な と みず で の の 大 田 秀 洛 (山梨 医 研 )・…・ 
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らき 8 め 
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79. 


91 。 


32 . 
93. 
94 . 
95. 


ミヤ イリ ガイ の 研究 (11) 自然 界 に お ける Oncomelamia の 主 な 食物 と し て の 礁 涯 類 (Oncomelamia 
の 食性 に 関す る 研究 IV)… 上 トー ルド ポー ドド 小宮 義孝 ・ 小 島 邦 子 ・ 小 山 力 ( 予 研 ・ 寄 生 昌 ) 


犬 鍋 曳 の 固有 宿主 体内 に 於 ける 発育 (1) 生殖 器 ・…・… い ……・ 武川 藤吉 郎 ( 積 医大 ・ 寄 生 虫 )・…・ 
犬 多 虫 の 固有 宿主 体内 に 於 ける 発育 (2) 排 港 分泌 系 続 ・……・…・…・…・…… 茂 本 邦雄 ( 横 医 大 ・ 寄 生 虫 )…・ 


グ ビ ニ 鍋 虫 の 犬 腸管 内 に 於 ける 発育 完了 並び に これ か ら 得 た 被 要 幼 昌 の 人 体感 染 態 に つい て 


kw みな YA weak 吉田 幸 駿 ・ 剛 野 薫 ( 京 府 大 ・ 医 動物 ) 


所 調 II 期 鋼 虫 仔 虫 の 体外 に 於 ける 発育 に 就 い て 


信人 野田 昇 ・ 楠 正 知 ・ 鳥 居 達 生 ・ 堂 本 一 郎 ・ 沢 田 順 ( 阪 市 大 ・ 小 田内 科 ) …・ 


示 説 


宮入 具 の 殺 上 内 に 関す る 研究 (3) 火 燃焼 土 機 に よる ミヤ イリ ガイ 殺 具 試験 


サー で で で すす すす て ト エア さす キサ スッ タ キャ アー トッ 飯島 利彦 ・ 大 田 秀 浄 ・ 武 藤 五 郎 ・ 林 正明 (山梨 医 研 ) 
宮入 中 の 著 媒 に 対す る 抵抗 性 ・ ト …・ ト トト … の ーー ドー 大 田 秀 滞 ・ 中 山 茂 (山梨 医 研 )…… 


山梨 県 に 於 ける 虫垂 内 の 寄生 昌 , 特に 虫垂 内 粘膜 社 肌 に よる 日 本 住 血 暖 虫 卵 に つい て 


な する 語る さ な を rv まや 本 Se 大 田 秀 浄 (山梨 医 研 )…・・ 


ミヤ イリ ガイ の 研究 (12) ミヤ イリ ガイ Ozcoze/gzzZ zoso の ozg の 生殖 器官 の 発育 状況 と 


その 喜 微 と の 関係 トバ ト (ーー ロー り ーー ドド ドド ドド ドド ドッ トド ドッ トト ドッ トー 橋本 入 ( 予 研 ・ 寄 生 昌 )…・… 
ミヤ イリ ガイ の 研究 (13) ミヤ イリ ガイ の 呼吸 に つい て ーーー ペ ーー ドー ドー 柳沢 十 四 男 ( 予 研 ・ 寄 生 虫 )…・・ 


ミヤ イリ ガイ の 研究 (14) ミヤ イリ ガイ に 対す る 制限 環境 要因 と し て の pH 


ーー バトー ザヤ 安 羅 岡 一 男 ( 巴 研 ・ 寄 生 虫 )…/・ 


ミヤ イリ ガイ の 研究 (15) ミア マイ リガ イ 殺 内 剤 の 実験 室内 効果 判定 法 の 検討 II 


Me 生生 00 っ: 7 人 9 9 ある: 人 9. の 9 を: な 59 る 9: 区. 人 江 :) 保阪 幸男 ( 予 研 ・ 寄 生息 )・・ 


諸 種 の 無機 穫 素 化合 物 及 び メ タテ アル デ と ド 等 の ミヤ イリ ガイ に 対す る 夫 性 の 比較 研究 


で で すす で すす で すす ドミ すす ミミ さす キミ ミミ を を さす 佐々 学 ・ 三 浦 昭子 ( 伝 研 ・ 寄 生 虫 ) 小川 正 知 (東亜 農薬 研 ) ・・‥・ 


釣 虫 の 異 所 寄生 々 熊 観察 装置 に 就 いて 
ンタ 野田 昇 ・ 楠 正 知 ・ 堂 本 一 郎 ・ 鳥 居 達 生 ・ 沢 田 順 ・ 松 本 恒男 ( 阪 市 大 ・ 小 田内 科 ) 


日 本 の 狗 虫 症 並 びに その 治療 に 関す る 調査 ・…‥・………・ 市 岡 四 象 ・ 鈴 木 昭雄 ( 阪 医大 ・ 岩 田内 科 ) …・ 


富山 県 に 於 ける 銘 虫 症 流行 状況 。 特に 血液 検査 成績 に つい て 


1 人 生 る を すま な すす くも は ャ さす 佐藤 淳 夫 ・ 島 谷 敏 男 ( 京 府 大 ・ 医 動物 ) 


州 , 北海 道 の 炭 鉱 従業 員 寄 生 虫 相 の 比較 研究 ・…・・・…・…・ 白坂 竜 中 ・ 佐 々 学 ・ 林 滋 生 ・ 


三浦 昭子 ・ 佐 藤 孝 慈 ・ 福 井 正信 ・ 長 田 泰博 ・ 矢 沢 庄 三 ( 伝 研 ・ 寄 生 虫 )…… 


釣 虫 キャ リヤ ー の 実態 調査 芝 びに 駆 中 に つい て (3) 


〔 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 


日 本 住 血 吸虫 症 の 免 竣 学 的 研究 尿 沈降 反応 (続報 ) ……………・・・…… 田中 隆文 ( 久 大 ・ 和 寄生 虫 )…・ 
日 本 住 血 吸虫 症 の 免 商学 的 研 究 ‥… バ …・・・‥‥・ い ドド ドド ドド ーー 佐藤 重 房 ( 群 大 ・ 衛 生 )…・・ 


第 3 





が 0 6 や を を が 2 すさ あの 上 田 五郎 ・ 好 井 敏昭 ・ 荒 木 昼 治 ・ 山 中 直之 ( 阪 医 大 ・ 岩 田内 科 )・・・80 
大 阪南 に 於 ける 銘 虫 保 卵 学童 の 疫学 的 研究 …………・……… 訂 井 正男 ・ 吉 矢 何 ・ 吉 矢 元 彦 ( 阪 審 生研 )…・・81 
負 虫 卵 の 発育 に 及ぼ す 酸 素 の 影響 に 就 い て (2) ……・…・ 柳沢 利 喜雄 ・ 大 津 貢 ・ 水 野 折 夫 ( 千 大 ・ 公 衛 )……81 
鍋 虫 の 新 感染 経路 と し て の 苗 床 の 研 究 ‥… バ トー トー ドド ーー 北村 網 一 ( 横 医大 ・ 寄 生 虫 )…・82 
鍋 虫 お よび 東洋 毛 様 線 虫 の 定量 的 幸 養 法 の 応用 ・・… 訂 原 満 喜子 ・ 伊 藤 淳一 ・ 佐 藤 昇 ( 新 大 ・ 医 動物 ) 82 


土壌 中 釣 仔 虫 の 生存 に 及ぼ す 土 壌 温度 及び 混 度 の 影響 に つい て 
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に 野 未 茂 昭 ・ 内 田 昭 夫 ・ 柳 沢 利 喜 雄 ( 千 大 ・ 公 衛 )・‥・83 
鍋 虫 感染 仔 虫 の 皮膚 侵入 機転 ・… ド バド ドド 川辺 光 丸 ( 横 医大 ・ 寄 生 昌 )・‥・・83 
釣 虫 仔 虫 の 向 性 に 関す る 実験 的 研究 ・‥…・ バ ババ ーー ドー ドド ドー ドー 河野 明 ( 阪 医大 ・ 岩 田内 科 )・・・84 
種々 な る 温度 に 於 ける 銘 仔 虫 の 組織 侵入 性 に 関す る 研究 (3) 固有 宿主 血清 を 用 いた 

場合 の 水 相 に 訟 ける 4. cgzzzzzz 昌 の 態度 に つい て ーー バト ーー ツレ 西村 秀 ( 微 研 ・ 寄 生 昌 )…・ .84 
Fes イヌ 鍋 仔 の アイ ッ ト ー プ 人 負荷 に ょ る 追 上 実 験 …………………… 三 上 義昭 ( 鳥 大 ・ 右 原 内 科 )・・・85 
自律 神経 系 平衡 状態 より 見 た 鍋 虫 症 の 解析 に つい て (2②) …・… ーー 窪田 久子 ( 予 原 ・ 寄 生 虫 )‥・85 
多 虫 症 患 者 と 鍋 虫 Carrier に 於 ける 基礎 代謝 の 比較 バー ドー… 佐古 田 新 ( 後 研 ・ 寄 生 東 )・‥・・85 
鍋 虫 症 の 鉄 代 謝 に 関す る 研究 (実験 的 諸 種 貧 血 の 血 液 像 に つい て ) 

て キツ ヤル ャ ド て と すす も て いて くさ 末 炎 和郎 ( 鹿 大 ・ 一 内 科 ) 概 屋 富 一 ( 九 大 ・ 三 内 科 ) 86 
多 虫 症 の 鉄 代 謝 に 関す る 研究 ( 釣 虫 Carrier の 臨床 的 研究 2) 

ンー も も やこ 相良 徹 ・ 福 元 務 ・ 枝 屋 富 一 ( 鹿 大 ・ 一 内 科 )・・・86 
国鉄 従業 員 の 多 虫 に 関す る 研究 ・・・・ ト トト トー トド ( つ ilill(ile_ に つつ つの 山下 久幸 ( 横 医 大 ・ 寄 生 昌 ) ・・・87 
多 虫 症 と 慢性 = ュ チ ン 中 幸 容 … バ ド バ ドド ドド ドド トド ドー 財津 吉 憲 (門司 市 )・・‥・87 
釣 虫 症 の 臨床 的 鈴 察 (5) 特に 4 ヨー ド チ モー メル 製剤 , 1 プロモ ナフトール 

に と ょ る 人 旭 来 肛 晴 に つい て (2②) 上 ーー ト ル スワ ゾ ナ ケ 層 六 人 ドド ドド ピピ ーー 鹿沢 俊雄 (横浜 病院 内 科 )・・・・88 
マウ ス に お ける 源 盲 腸 暁 昌 Sy み zezg の 9pe/g7g 感染 を モデ ル と し た 時 昌 の 

実験 疫学 的 結 察 に つい て ……・……・ 林 滋 生 ・ 佐 藤 孝 慈 ・ 佐 藤 金 作 ・ 高 田 執 徳 ( 伝 研 ・ 寄 生 昌 )…・・88 
暁 昌 の 代謝 に つい て | (3) バー トド ドド トト トト トト トト トト トド トッ トー 岩城 保 仁 (日 医大 ・ 赤 木内 科 )・・・89 
暁 虫 駆 虫 効果 の 判定 人 こつ いて トト トド … ド ーーー ドド ドド ドド ドー 永瀬 典子 ( 岐 医大 ・ 寄 生 束 )・・・89 
晩 虫 抗原 に 関す る 研究 上 ドー ドー ド オ ヨ ズミ ーー ドー ドス 、 ド レレ ピピ に ドド に ドド に に に 高橋 衝 ( 岐 医大 ・ 寄 生 昌 )・・・89 
六 虫 抗原 に 関す る 研究 ・・ ト トト バハ レレ レ ぽ レ ヘ スッ り ニ ヒレ ピ ず UU ニ に に に に に 山川 幸子 ( 岐 医 大 ・ 寄 生 昌 )・・・90 
昌 卵 に よる 肉芽 腫 形 成 に 関す る 実験 病理 学 的 研究 (2) Shwartzman 江 液 の 影響 に つい て 

すす で すす で イザ アサ す で すま すす で で ドキ キテ チミ し し た すす て テト マミ ミル と た ミア で 浜 木 衛 二 ・ 中 村 文 昭 ( 阪 医大 ・ 病 理 ) ・‥・90 

4 月 7 日 演 説 
例 休 放 の 凍 較 2 た ro くい he る boy ag 河野 恵 ・ 芦 沢 義郎 ・ 沢 田 利 貞 ( 群 大 ・ 衛 生 ) 91 
銘 虫 症 の 免疫 学 的 研究 (続報 ) eeoeeeeeeeeeeeeeeeeseeeeeweeeeeeeeeis 山中 直之 ( 阪 医 大 ・ 同 田内 科 ) ・・・・91 
久 虫 症 の 鉄 代謝 に 関す る 研究 ( 鍋 昌 Carrier の 臨床 的 研究 1) 

きる を 香寺 析 を 館 5e5 を 入 な 人 永山 正治 ( 鹿 大 ・ 一 内 科 ) 枝 屋 富 一 ( 九 大 ・ 三 内 科 )・・・93 
包 虫 症 の 鉄 代 謝 に 関す る 研究 ( 血 中 焦 性 ブ ド ー 酸 酸 , クエ ン 酸 , < ケト グル ター ル 酸 の 態度 ) 

が 語 を リー て で すす と こま サ ント テリ た ャ イッ 三宅 力 ( 鹿 大 ・ 一 内 科 ) 秋山 俊夫 ・ 枝 屋 富 一 ( 九 大 ・ 三 内 科 ) ‥・・93 
多 虫 症 の 血清 蛋白 に 関す る 研究 (特に リポ 和 看 自 に つい て ) ーー・…・ 石塚 達 ( 阪 医大 ・ 岩 田内 科 )・・・94 
久 虫 の 感染 経路 一 一 特に 人 体感 染 実験 に 就 い て (3) 

2 永井 孝 ・ 小 池 洋 一 ・ 水 野 哲 夫 ・ 柳 沢 利 喜雄 ( 千 大 ・ 公 衛 )・…・・94 
宮城 県 の 多 虫 感染 系 お よび ゲ ビ ニ 鍋 虫 と アメ リカ 多 虫 の 分 布 状況 ……………… 湯田 和郎 (宮城 衛 研 )・…・・94 
若葉 病 に 関す る 銘 昌 感 染 実験 … ト トー ドド ドド ドド ドド ドド トト ドッ トー 


石原 国 ・ 原 田 義道 ・ 中 村 一 夫 ・ 伊 藤 交 理 ・ 三 上 義昭 ・ 山 根 一 誠 ・ 森 納 ・ 岩 田 毅 ・ 


( 9) 





原 武夫 ・ 松 島 正 東 ・ 森 下 明 ・ 長 谷川 柳 三 ・ 加 藤 哲 夫 ・ 宮 武 明 一 ( 鳥 大 ・ 石 原 内 科 )・・・“ 
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近藤 武男 ・ 人 熊谷 中 ・ 大 橋 平 治 ・ 武 田 正 治 ・ 大 森 謙 三 ・ 
中 島 義 司 ・ 角 谷 睦 ( 千 大 ・ 公 衛 阿 南 分 室 ) 内 田 昭夫 ・ 柳 沢 利 喜 雄 ( 千 大 ・ 公 衛 )・・・95 
124. 服 虫 楽 の 基礎 的 研究 (86) 4 ョ ヨード, チモール に よる 多 虫 慌 除 効果 に 就 い て の 検討 


9 や る ので es ちく びび 光生 き 導き がめ os os の な が も な っ や な で る さ ぐ な で な 者 2 林 栄 一 ・ 高 村 省 三 (静岡 薬 大 )・・・96 
125. 最近 10 年 間 に お けろ る 学童 骨 虫 症 の 推移 と その 考察 ・‥…… ト トーー ド ドー 松田 鎮雄 (広島 市 )‥・・97. 
126. 明 昌 性 腹痛 症 に つて ーー ボド 池田 正 (市 川 市 )・・・97 
127. 明 昌 有 激 虫 に 関す る 研究 ・… 上 ーー ピ バレ neo に の 加藤 勝也 (名 市 大 ・ 医 動物 ) ・・…97 
128. 関東 地方 を 中 心 と し た 野生 鳥獣 類 の 寄生 虫 検索 ② 

すす すす すす すす ドミ さす ミド ミミ ミミ ささ すま 亀谷 了 ・ 野 々 部 春 登 ・ 鈴 木 俊郎 ・ 町 田 昌 昭 (目黒 寄生 虫 館 )・・…・98 
129. 壮 線 虫 の 生態 並び に 組織 化学 的 研究 ……・……… …' 政 真哉 ( 鹿 大 ・ 二 内 科 ) 橋 品 俊 照 ( 鹿 大 ・ 一 病理 ) ……・98 
130. 養 線 虫 の 分 泌 排 洪 系 続 に 関す る 研究 ・……… バ "ーー 小林 瑞穂 ・ 溢 川 散 ( 岐 医大 ・ 寄 生 昌 ) 99 
131. Szozgy/o2es 7g777 の 実験 感染 に お ける ラッ テ 排 卵 数 の 経過 

た すす すす で すす と すす すす すす すす で で で すす ドミ すす すさ ミミ ミミ ミミ ドミ ささ さす ませ ます 田中 寛 ・ 天 野良 治 ( 東 医 歯 大 ・ 衛 生 )・‥100' 
132. 7zoxgy/o42es zg7 が 7 を 用 いた 線 虫 度 虫 剤 の 検定 法 

で 0 も 00 06 9 ae 6: を 天野 良治 ・ 田 中 寛 ・ 加 納 六 郎 ( 東 医 歯 大 ・ 衛 生 ) ・・100 
133. 線 昌 の 感受 性 に よる 薬剤 の 効力 判定 ・ 上 トト トー トー 和 つの そ ニ デ ヨッ ツ レ レン に ンー 国井 喜 章 (関東 東山 農 試 ) ・・100 
134. 顕 虫 卵 核酸 の 研究 ・・ に トート トト し レト に っ uu ニ Ju ト ドド ドド に 岡村 一 郎 ・ 石 原 道子 ( 熊 大 ・ 寄 生 虫 ) ・・101 
135. 顕 虫 の 電子 頭 微 鏡 的 研究 , (1) 雌性 生殖 器 の 微細 構造 , (3) 豚 顕 昌 の 子宮 上 皮 細 胞 に つい て 

た 全て て EK KICK KK KK さか 佐藤 守 ・ 内 野 文 顔 ・ 細 川 修治 ( 山 医 大 ・ 病 理 ) ・・・101 
136. 顕 虫 側線 の 微細 構造 に つい て ・…・ バ いて トド ドド ドド に に に に に 石川 道 礁 (名 大 ・ 解 前 ) ・‥・102 
137. 顕 虫 の 組織 化学 的 研究 (3) 上 上 トト ーッ ポー 兵藤 色 美 ・ 石 原 道子 ・ 徳 永 達 郎 ( 熊 大 ・ 寄 生 昌 )・・・102 
138、 T.M. 反応 追試 成績 上 上 ①ー・ ト | ョ ナ チ ま ※ ニ qt ドド ドド トド ドド し 音 山 幸子 ( 群 大 ・ 小 児 科 ) ‥・103 
139. 顕 虫 駆虫 効果 判定 に 関す る 基礎 的 研究 (続報 ) 

OHUULLHK 北本 治 ・ 高 山 久 郎 ・ 岡 田 周子 ( 伝 研 付 属 病院 ) 石 時 達 ( 予 研 ・ 寄 生 委 )…・103 
140. 普 虫 卵 の 呼吸 代謝 (3) 発育 に 伴 5 酸素 消費 量 の 動き 

です PPPYPYEYYYYPYERYYPYYYPYS さ させ さか 浅見 赦 三 ・ 斎 藤 昭 三 ・ 川 副 枝 時 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 )・・103 

示 説 

141. 中 士 ・( ド ヨー ゆ バツ (ドド トト ドド < トド < トット トト トレ トト トト トト トト トト トド トト した に た し たくし し 104 
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我が国 に 於 ける 包 忠 症 に 関す る 研究 


山 下 表 師 
北海 道 大 学 獣医 学部 家畜 寄生 虫 病 学 教室 


内 容 目 次 
IT. 人 体 例 
発見 年 玉 別 , 年 令 別 , 寄生 部 位 別 , 府県 別 
Il. 動物 例 


家畜 包 虫 症 (和牛 , 細 羊 , 豚 ), 野生 獣 包 虫 症 ( 野 展 , 
狐 ) 成虫 寄生 例 ( 犬 , 猫 , 狐 ) 
l. 感染 経路 
青森 県 の 例 , 礼 女 島 の 例 ( 礼 娘 島 の 路 乳 類 , 包 忠 症 
の 導入 , 感染 の 機会 。 アラ スカ の 包 虫 症 と の 関係 ) 
IV. 包 東 の 発育 と 動物 の 感受 性 
単 房 性 包 虫 ( 細 羊 , 野原 , マウ ス (dd. C57BL/6, 
dba) シマ リス ) 多 房 性 包 虫 (野原 , 系 続 マ ウス (10 
系 統 )。 シマ リス 。 ハム スタ ー) 
V. 三次 包 昌 症 
多 房 ( 野 尿 , dd マウ ス ) 
V[. 包 虫 と 放 尾 虫 の 論 胞 壁 の 構造 の 差異 
Cysticercus 5 種 , Coenurus 1 種 と Echinococcus 
MI. 条 虫 期 の 発育 と 形 藤 
単 房 ・ 多 房 の 両 系 か ら そ れ ぞ れ 生 じ た ほ ぼ 同 時 期 の 
条 虫 の 発育 速度 , 形態 の 差異 , 単 房 性 ・ 多 房 性 包 虫 
の 表現 語 に 対す る 私 見 
MI. 単 房 性 及び 多 房 性 包 虫 の 成虫 種 名 に 関す る 一 元 説 
お よび 二 元 説 。 二 元 説 支 持 根 換 


単 房 性 包 虫 一 
万 cz の CocozeS 7 の 7 の SZ6S (BATSCH 1786) 
多 房 性 包 昌 一 
. Zzz7ocze/Z77S LEUCKART, 1863 


KK. 臨床 症状 
肝 麻 瘍 , 肝 代 償 性 肥大 , 黄 六 , 腹水 及び 腹壁 静脈 の 
息 張 , 肝 機 能 の 障 九 慶 , 血液 所 見 , 其他 
X. 病理 
AI. 診断 
臨床 診断 , 血清 診断 
因 . 治療 
化学 療法 。 外科 的 治療 


JIRO YAMASHITA : Echinococcosis in Japan (Fa- 
culty of Veterinary Medicine. Hokkaido University) 


HIPPOCRATES ( 460 ~ 357BC), ARETAEUS (9 一 
79 AD), GALEN ( 130 一 200AD) の 時 代 に は , Hyda- 
tid と いう 語 は 今日 の よう に 包 由 に 限 つ て 用 いら れ た も 
の で は な く , 広く 朗 腫 性 腫 鐘 に 対し て 用 いら れ て いた も 
の で は あつ た が , 当時 すでに 本 病 は と れ ら の 人 々 に よ つ 
て 知ら れ て いた 。 そ の 後 17 世 紀 末 頃 か ら 次 第 に 本 症 の 原 

に つい て の 関心 が 持た れ , 19 世 紀 中 頃 に は 実験 的 に 包 
貝 を 犬 に 与え て 成 昌 を 得 , 家畜 の 包 束 と 人 の 包 上 虫 と の 関 
連 性 も 知ら れ , 20 世 紀 の 初 め に は 宿主 体内 発育 も 明らか 
に され た 。 一 方 本 症 の 商学 的 研究 も 各国 に お いて 競 つ て 
進め られ , 導 年 本 症 に 対す る 知見 が 深まる に つれ て 世界 
的 な 重要 寄生 束 病 と し て の 様相 が 益々 明確 に され て 来 

我が国 に お いて は 明治 14 年 に 最初 の 包 虫 症 患 者 が 発見 
され て 以来 , 逐 年 散発 的 に 各地 で 発見 され て は きた が , 他 
の 寄生 虫 病 に 較べ れ ば 発見 数 も 極め て 少く , 一 般 医 家 の 
関心 も 極め て 低調 で あつ た 。 昭和 12 年 に 定型 的 な 多 房 性 
包 貝 症 が 礼文 島 出 身 者 に 発見 され , 菌 来 礼文 島 住民 間 に と 
本 症 の 地方 的 流行 の ある と と が 明か に され る に 及 ん で 
近年 潤 く 臨床 医家 の 間 に も 本 症 か 留意 され る よう に な つ 
た 。 ま た 我が国 に お ける 本 症 の 感染 経路 追究 が 行わ れる 
よう に な つた の も 近年 の と と で あり , 実験 的 研究 が 進め 
られ る よう に な つた の は 極め て 最近 の と と で ある が 。, 礼 
文 島 に は 今 な お , その 寿 格 上 悪 性 腫 鐘 に 類似 する 多 房 性 . 
包 虫 症 の 新 患者 の 発生 が 見 られ る 。 他 の 地方 に お いて も 
単 房 性 包 由 症 患者 を 疑わ れる 症例 が 知ら れ , 一 方 最近 家 
畜 か ら の 単 房 性 包 昌 症 の 国内 原発 の 確証 が 得 ら れる な 
ど , 我が国 に お いて も 本 症 は 重要 な 寄生 息 病 と し て 真剣 
な 対策 が 必要 と され て きた 。 

我が国 に お ける 包皮 症 に 関す る 業績 は 明治 14 年 以来 今 
日 まで に 79 編 の 報告 中 に 納め られ て いる 。 以下 と れ ら の 
報告 を 基 と し て 我が国 に お ける 本 症 研究 の 展望 を 試み る 
ど と と し た い 。 

I. 人 体 例 

我が国 で 発見 され た 人 体 包 東 症例 は , 単 房 性 包 虫 症 合 
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・49, 多 房 性 包 虫 症例 42 余 (剖検 また は 手術 に ょ より 病理 組 第 1 表 年 欠 別 発見 例 数 
x 織 学 的 に 確認 され た も の 32 例 , 臨床 的 に 確 診 さ れ , 現在 
生存 中 の も の 10 余 例 ) 合計 90 例 以上 が 知ら れ て いる 。 と 年 表 
れ ら の 症例 の うち に は 日 本 に 革 在 中 で あつ た ドイ ツ 人 の 
2 例 及 び ス ペイ ン 人 の 1 例 が 含ま れ , いづ れ も と の 8 例 
は 単 房 性 包 貝 症例 で ある 。 

我が国 に お いて は 明治 14 年 に 当時 の 熊本 医学 校 の 外来 
k 柱 床 講義 場 に お いて , 当時 教頭 で あつ た 浜田 医学 士 こ ょ 
つて 発見 され た 単 房 性 包 貝 症 患 者 の 臨床 講義 が 行わ れ 
た 。 と れ が 我が国 に お ける 人 体 包 虫 症 の 最初 の 発見 で あ 
り , と の 講義 録 が , 当時 聴講 し た 一 級 生 某 氏 (原著 も 基 
と され て いる ) に ょ つて 記録 され , 東京 医事 新 誌 164 号 
に 掲載 され , 貴重 な 記録 と し て 遺 さ れ て いる . 画 来 逐 年 
散発 的 で は ある が 各地 で 単 房 性 包 虫 症 患 者 が 発見 され , 
昭和 8 年 に は 桂 島 に ょ り 宮 城 県 で , 非 定型 的 な る の で は 
あつ た が 多 房 性 包 虫 症 2 例 が 知ら れ , 今 (193Y7), 角 田 ・ 
三 上 ・ 青 木 (1987) に ょ つて 礼文 島 出身 者 に 初め て 定型 
的 な 多 房 性 包 点 症 が 証明 され , 貢 来 礼文 島 を 中 心 し た 本 
症 患 者 の 発見 が 相次ぎ , 更に 青森 県 , 新潟 県 に お ける 多 
房 性 包 虫 症 も 発見 され て 今日 に 至 つ て いる が , 現在 礼 凛 
: 島 に お いて 本 症 患 者 10 余 名 が 臨床 的 に 確認 され て いる と 
言わ れ て いる 。 

と れ ち の 症例 を 発見 年 次 別に みれ ば 第 1 表 に 示す 通り 
で ある 。 

また 症例 を 患者 の 年 信 別 に みれ ば 第 2 表 の 如く , 単 房 
* 性 , 多 房 性 を 問わ ず 21 才 か ら 50 才 まで が 多く , 特に 中 年 
' 剛 に 多い と と が 判る 。 

また 性 別に みれ ば 単 房 性 包 虫 症 49 例 中 男 32, 女 17(1.9 
・1 ), 多 房 性 包 虫 症 82 例 中 男 20, 女 12 ( 1.7 : 1) で い 
づれ も る 男性 に 多い 。 と の と と は 諸 外 国 に お いて 女子 に 多 
いと と と 趣 を 異 に し て いる 。 ま た 男女 問 の 割合 は 単 房 , 
多 房 の 両 包 虫 症 の 間 に 大 差 が な い 。 

包 虫 の 寄生 部 位 は , 単 房 性 包 虫 症 49 例 中 肝臓 37 例 で 最 
も 多く , 肺 臓 4 例 , 有 臓 2 例 , 他 の 部 位 は 1 例 づ つ で あ 
る 。 で その 内 訳 は 第 3 表 に 示さ れ て いる 。 即 ち 肝 寄生 例 の 
うち 肝臓 の み に 寄 生 し た 例 は 29 例 で , 肺 臓 , 腸 間 膜 その 
他 え の 転移 を 示し た も の が 8 例 見 られ て いる 。 

多 房 性 包 東 は 32 例 中 全 例 の 肝 に 寄生 を 示し , 肺 の みみ に 
転移 を 認め た の 3 例 , 肺 及 び 大 脳 に 転移 を 証明 し た ぁゃ 
の 1 例 で ある 。 即 ち 我が国 の 包 由 症例 に お いて も 単 房 
性 , 多 房 性 を 問わ ず 肝 寄生 が 断然 多く , 少数 例 な が ら 肺 患者 の 分 布 は , 単 房 性 包 虫 症 で は , 九州 地方 が 最も 多 
* 寄 生 が と れ に 次 ぎ , 以下 寄生 例 は , 眉 , 腎 そ の 他 の 部 位 く , と れ に つい で 四国 地方 か 多い 。 現在 まで の 所 で 人 は 我 
: の 順に 少な く な る 。 が 国 の 単 房 性 包 虫 症 は 宮城 県 を 北限 と し , それ か らち 以 
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第 2 表 征夫 別人 者 数 
年 輸 | 房 性 外交 房 條 包 旧 症 


1>10 | 
11-20 
21>30 | 
31>40 
41 >50 
51<60 | 
61<70 
71>80 
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第 3 表 単 房 性 包 虫 の 寄生 部 位 
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証 :* 同一 例 











南 , 九州 に 至る 各 府 県 散発 的 に 見 られ て いる (第 4 


表 )。 
多 房 性 外 症 患者 を 出身 地 別 に みれ ば , 宮城 県 2, 新 
間 県 8, 青森 県 4, 千島 5。 北 海道 礼文 島 28 余 て 病理 組 
統 学 的 確認 18。 臨床 診断 10 余 ) の 計 42 例 余 で ある 。 な 
お 礼文 島 で は 疑わ し い 例 を 含め れ ば 住民 約 1 万 人 中 1 > 
1.5 多 が 多 房 性 包 下 症 患 者 と 推定 され て いる 。 
と の よう な 事実 か ら み れ ば , 我が国 に お ける 単 房 性 包 


第 4 表 単 房 性 包 虫 症 患 者 出身 地 と 例 数 





府県 名 | 例 数 | 備 考 
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| 
| 
| 
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| 引揚 者 ( 外 蒙 生活 後 帰国) 


己 庄 世 罰 屋 口 紗 記 避 巾 天 装 


決 


| 引揚 者 ( 在 満 6 年 10 ヵ月 間 ) 
| ドイ ツ 人 
スペ イン 人 
東大 病院 4。 九州 1, その 他 


| 


虫 症 は 温暖 の 地域 に みち れ , 多 房 性 包 貝 症 は 寒冷 地域 に 
分 布 す る よう で ある 。 特 に 後者 で は 礼文 島 に お いて 地方 
病 的 流行 が 見 られ る 。 

単 房 性 包 虫 定 の 中 に は 日 本 外地 で 感染 し た と 思わ れる 
数 例 を 除き , 我が国 内 で の 感染 が 既に 80 年 以上 も 前 か ら 
あつ た も の の ょ うに 思わ れる 。 多 有 房 性 包 息 定 は いづ れる も 
国内 感染 と 見 られ , し か も 殆 ん どの 例 が 旧 日 本 領 千島 及 
び 北 海道 の 礼文 島 を 中 心 と し て 感染 が 起 つ て いる よう で 
ある 。 千島 及び 礼文 島 の 多 房 性 包 虫 症 の 感染 経路 に つい 
て は 人 後 の 項 で 詳し く 人 述べ る 。 

単 房 性 包 虫 症例 は 桂 島 (1928) に よる 発見 まで は 年 
1 - 数 例 づ つが 発見 され て きた 。 し か も その うち の か な 
り の 例 が 国内 で の 感染 を 思わ せる も の で あつ た 。 その後 
真柄 (1987) の 1 例 , 最近 に な つて 池 平 1952) の 1 例 , 
及び 1956 年 の 鳥取 で の 1 例 発 見 な ど 3 例 が 報告 され て い 
る が , 前 者 は 国内 滞在 数 年 の スペ イン 人 , 後 2 者 は 満 洲 
また は 外 衰 で 生活 後 帰 国 し た 日 本 人 で あり , 病歴 , 腫 燃 
の 発育 その 他 の 理由 か ら , と の 3 例 は 当然 外地 で 既に 感 
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染 し た も の と 思わ れる 。 と の と と か ら す れ ば 国内 で の 感 
染 と 思わ れる 単 房 性 包 虫 症 の 発見 は 1928 年 を 境 に し て , 
少く と も 今日 まで の 80 年 余 の 間 の 文献 上 か ら は 見 られ な 
い 。 従 つて 感染 と いう と と か ら す れ ぱ ば , 本 症 の 性 格 上 , 
少く と も 国内 で の 感染 は 過去 40 年 位 の 間 は な か つた と き * 
云え る 。 然 し と の 40 年 間 に 果 し て 国内 で の 感染 機会 は 全 
く な か つた で あろ うか 。 一 方 感染 源 に つい て みれ ば , 直 
接 人 体感 染 の 源 と な る 此 族 の 拉 布 者 と し て の 犬 か ら の 成 
虫 発見 例 , 換言 すれ ば 感染 犬 の 発見 こそ な か つた が ,。 人 
人様 中 間 宿 主として 知ら れる 年 及 び 了 か ら の 単 房 性 包 
虫 の 発見 は 全く な か つた わけ で は な く , 散発 的 に 僅か で 
は ある が 発見 され て いる 。 即ち 人 体感 染 例 が 報告 され な 
みつ た 間 で も 感染 源 は 明か に 存在 し て いた の で ある 。 欧 
に 最近 明か な 国内 原発 例 が , 北海 道産 の 編 羊 及 び 豚 に 証 
生生 人 体感 染 の 危険 は な お 存在 する と と 
を 知ら ね ば な ら な い 。 実際 に 本 症 を 疑わ れる 症例 が 最近 
2 Pe て 臨 末 的 に 知ら れ て いる 。 

HI. 動物 例 

1. 家畜 包 貝 症 

九州 の 届 場 で , 中 国 か ら の 輸入 牛 に 包 虫 を 発見 し た と 
と が JANSON (1893) の 論文 中 に 見 られ る 。 と れ が 日 本 
で の 家畜 の 包 上 昌 に つい て 学術 誌上 に 記録 きれ た 最初 の も 
の で ある 。 谷口 (1895) は 松山 市 の 調査 記録 を 引用 し , 
和牛 387 頭 中 17 頭 (5.042) に 包 貝 寄生 が ある と し , 小泉 
(1937) の 書 に よれ ば , 東京 の 層 場 で の 統計 で は 和牛 ・ 思 
て 0.5 完 内外, 巡 て は 更に 進 か に 低い と と に な つて いる 
と 言 う 。 石野 (1941) は 狐 の 包 由 症 に つい て の 報告 に 豚 
の 横隔膜 に 寄生 し た 1 例 を 記録 し て いる 。 

また 東京 都 の 芝浦 必 場 ご は 1989 年 か ら 1954 年 まで の 15 
年 間 に 豚 の 肺 寄生 2 例 , 肝 寄 生 2 例 と 和牛 の 肝 寄 生 4 例 が 
知ら れ , 他 の 地方 に お いて も 必 場 の 保存 標本 中 に 1~2 
の 包 虫 標本 が ある と と か らし て , 古く か ら 日 本 で る 散在 
し て いた と と が 邊 像 され る が , 以上 の 古い 統計 中 に は 一 
部 他 の 要 尾 虫 と の 混同 が 疑わ れる も の も あり , また いづ 
れ の 例 も 日 本 に お ける 原発 の 確証 が あげ られ て いな か つ 


テー 
7 こ O 


昭和 29 年 8 月 札幌 近郊 の 月 寒 層 場 で , 油 仁 町 と 千歳 町 
か ら 集 め ら れ た 3 9 才 の 幼 羊 7 頭 中 1 頭 (コリ デー ル 
種 , $, 同 地 御 産 , 育成 ) に 単 房 性 肺 包 虫 症 が 発見 さ 
れ , 日 本 で の 原発 を 確認 され た 最初 の 編 羊 例 と し て 井田 
・ 上 村 ・ 山 田 ・ 土 金 ・ 大 林 ・ 山 下 (1955) に よ つ て 報告 
され た 。 次 いで 同年 10 月 輸入 細 羊 コリ デー ル 種 の 仔羊 , 
漂 洲 産 , 4 才 ) の 肝臓 に 単 房 性 多 型 包 貝 病巣 が 発見 さ 
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れ , 前 例 と 共に 寄生 息 病 理学 的 所 見 が 山下 ・ 大 林 ・ 近 野 
(1956) に よ つ て 報告 され た 。 ま た 昭和 32 年 1 月 に は 北 
海道 の 帯広 層 場 で 川西 町 産 の 豚 (ヨー クシ ャ ー 種 , ?, 
2 才 ), 更 に 同年 11 月 に は 池田 町 産 豚 (ヨー クシ ャ ー 種 , 
\, 2 才 ) に 肺 包 由 症 が 上 田 ・ 小 野 ・ 石 川 ・ 塚 田 ・ 片 貞 
・ 吉 田 (1958) に よ ょ つて 証明 され た 。 従 つて 現在 日 本 で 
の 原発 を 確証 され た 家畜 の 包 虫 症 は 編 羊 1 例 ( 札 幌 近郊 ) 
と 豚 2 例 (帯広 近郊 ) で , いづ れ も 肺 包 症 で あり , し 
か も 細 羊 例 は 多 型 の 単 房 性 包 虫 に 属し , 豚 の 例 は 単純 な 
単 房 性 包 虫 に 属す る も る の で ある 。 ま た 最近 一 色 (1959) 
は 東大 保存 標本 に つい て 朝鮮 牛 の 肝 包 虫 を 再 検 し , と 
が 単 房 性 包 東 で ある と と を 報告 し て いる 。 
2. 野性 獣 包 由 症 
野生 獣 の 包 則 症 と し て は 日 本 で は 狐 及び 野 混 の も の が 
知ら れ て いる 。 石野 て 1941) は 中 部 千 筒 の 新知 動 で: 攻 
飼 さ れ た 青 狐 の 肝臓 に 包 虫 の 寄生 を 証明 し た 。 即 ち 昭和 
6 年 11 月 同島 で , 漁猟 夫 監 督 員 に よ つ て 偶々 解剖 され , 
ホル マリ ン 浸 標本 と され て いた 臓器 を 同氏 が 初 渡航 し た 
半生 
ee 。 腹囲 膨大 し , 病 狐 と し て 隔離 され た 
が ま 死亡 し た と 記録 きれ て いる 。 ま た 同氏 は 昭和 


re 


包 貝 症 の 1 例 を 得 た と 述べ た が , と れ に つい て の 詳細 な 
記載 は な い 。 これら の 例 は いづ れ も 多 房 性 包 東 症 で あ 
る 。 と の 野上 渦 標 本 は 現在 北大 獣医 学部 家畜 寄生 束 病 学 教 
二 - 机 人 た ルッ NTI9000 中 人 

つて 宿主 は ウチ ダ ハ タネ ズミ と 同定 され , 包 和 は 多 
数 の 頭 節 を 蔵 す る 小 裏 胞 の 集合 像 を 示し , 肝 及 び 腸 間 膜 
に 発育 , 肝 に は 殆 ん ど 健常 部 な く , 灰白色 腫瘍 状 を 量 
し , 定型 的 多 房 性 包 点 の 高度 感染 を 示す も の で ある と と 
が 明らか に され , 本 例 は 後述 する 如く 礼 六 島 包 東 症 の 感 
染 経 路 を 追究 する 上 に 貴重 な 資料 を 提供 する と と と な ラフ 
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通常 狐 は 終 宿主 と て 周知 され て いた が , BRAILSFORD 
(1926) の 狐 の 肺 包 虫 定 の 1 例 に より , 狐 は 稀 れ に 中 間 窒 
主 と も な り 得 る と と も 知ら れる よう に な つた 。 前 述 の 看 
野 (1941) の 青 狐 の 肝 及 び 肺 の 包 虫 寄生 例 は 更に BRAILS* 
FORD の 説 を 支持 する 有力 な 資料 と な る 

8。 犬 , 猫 及 び 狐 の 成虫 寄生 例 

昭和 10 年 と 石野 は 新知 島 の 狐 の 腸 内 か ら 数 条 の 成 豆 を 
得 て い る ( 未 発表 ) 。 本 標本 も 野 滑 標 本 と 同様 北大 獣医 
学部 に 保管 され て いる 。 

最近 検査 の 結果 , 採集 当時 虫 体 は 既 と 腐敗 し た 腸 内 か 
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2 し く , 衣 壊 の 微 を 示し , 頭 釣 は 全く 脱落 

僅か に 庁 館 の 連結 を 留め て いる も の が 殆 ん ど で あ る 
MMRePtCRPSHARWiasEo 
痛 也 は 明か に 片 節 縁 中 央 より 策 々 前 方 に 存在 し , 由 卵 を 
蔵 し た 子宮 は 単 一 な 認 状 で 凹 刻 は 殆 ん ど な い 。 本 特徴 は 
太 罰 zococczs 2 が oc が ZZ が S の 形態 を 思わ せる も の で あ 
っ て , と れ ま た 礼 女 島 包 虫 症 の 感染 経路 師 の 貴重 な 次 
料 で ある 。 佐藤 ・ 北 畠 (1953) は 包 貝 症 患 者 が 発見 され 
た 青森 県 津軽 郡 大 浦村 の 犬 17 頭 の 限 卵 検査 を 行い , 本 下 
放 と 思わ れる る の を 認め た 3 頭 解 前 し , 1 頭 の 小腸 上 
部 か ら 全長 約 1cm, 4 飾 か ら 成 る 条 虫 を 発見 し , 包 下 
の 成 点 と 決定 し た 。 同 犬 は 青森 県 に お ける 原発 例 の 患者 
が 飼育 し て いた も の で あり , 同氏 ら は と れ が 感染 の 源 で 
ぁ ある と 述べ た 。 安保 ・ 市 川 ・ 飯 田 ・ 阿 部 (1954) は 礼文 
島 に お いて 。 昭和 28 年 6 月 猫 57 頭 4 を 検査 し , 1 頭 の 小腸 
に 4 節 よ り 成 る 小 条 忠 を 先見 。 更 と 他 の 1 頭 の 腸 内 容 
中 か ら 1 片 節 を 発見 し いづ れ も 包 の 成 昌 と 決定 し た 。 
山下 ・ 大 野 高橋 ・ 服 部 (1955) は 昭和 29 年 11 月 礼 六 
島 に お いて 154 頭 の 犬 を 剤 検 し , 2 頭 の 腸 内 容 中 か ら そ 
れ ぞ れ 1 条 づ つの 成 昌 を 得 , 当時 友 zococczes g7 の 67 の - 
ss と し て 報告 し た が 後日 再 検査 の 結果 RAuscH・ 山 
下 (1957) に より 万 ocz/gzs と 訂正 され た 。 


従来 犬 , 猫 は 狐 と 同様 , 稀 に 包 虫 を 宿 し , 中 間 宿 主 と 
ぁ な り 得る と と が 知ら れ て いる が , 礼 女 島 の 犬 , 猫 調査 
に 際 し て 同時 に 行わ れ た 山下 ら の 肝 , 肺 , 腎 の 検査 で は 
名 虫 肥 ち 幼虫 寄生 例 は 全く 認め られ な か つた 。 

I. 感 沙 経路 

-H 木 ! - お ける 色目 症 の 感染 経路 に つい て の 調査 の 一 つ 


て , 佐藤 ・ 北 畠 (1953) の 報告 が か ある と と は 既に 述 

べた 通り で ある 。 ま た 日 本 に お いて 地方 病 的 発生 を 示し 
た 礼文 島 の 多 房 性 包 貝 症 の 感染 経路 に つい て 大 規模 に 行 
われ た 調査 の 成績 は , 山下 ・ 大 野 ・ 高 橋 ・ 服 部 (1955), 
犬飼 ・ 山 下 ・ 森 (1955), 服部 ・ 井 田 (1955), 犬飼 ・ 山 下 

森 ・ 服 部 (1956), 飯田 ・ 市 川 ・ 横 井 ・ 佐 伯 ・ 長 谷川 ・ 
桜田 ・ 電 藤 (1956), RAUscH・ 山 下 (1957) ら に ょ よ つ 

て 報告 きれ て いる 。 と れ ら の 報告 か ら 礼 女 島 に お ける 包 
邊 症 の 民 吉 反発 の 醒 拉 を 紹介 レ よう 。 

1。 礼 交 島 の 中 乳 類 

約 1 万 の 住民 の ほか の 路 乳 類 と し て は , 紅 狐 , クマ ネ 
ズミ , ドブ ネズ ミ ,。 オオ アシ ト ガ リネ ズミ ,。 ヒビ メト ガ リ 
ネズ ミ , エゾ ヤ チ ネズ ミ , イタ ダチ,。 極め て 少数 の シマ リ 
ス えな どの 野生 獣 と 家畜 が いる 。 


これ ら の 動物 の 中 で 人 工 的 に 他 か ら 和 移入 さ れ た も の は 


家畜 以外 は イタ チ , 狐 , 犬 及 び 猫 で ある 。 

家畜 は 明治 86 年 乳牛 2 頭 の 飼養 に は じ ま 

く 。 常に 少数 が 飼養 され て いる に 過ぎ ず , 昭和 29 年 に 

は 馬 20, 牛 3, 羊 28, 山羊 4, 豚 13 頭 , 昭和 31 年 に は 馬 
8。 生ま 六 5。 山 半 1ー3。 厩 癌 で 六 の 拍 少 は 野 天 
の 被害 に よる も の と 云わ れる 。 

イタ チ は 島内 の 造林 地 の 野 洲 の 被害 が 激烈 で あつ た た 
め に , その 天敵 と し て 昭和 15 年 北海 道内 で 捕獲 し た 26 
頭 , 昭和 18 年 11 月 か ら 翌 年 1 月 の 間 に 62 頭 , 合計 88 頭 を 
放 飼 し た 。 と れ が 島 の 栖 境 に 適応 し て よく 増殖 し , 一 時 
は 人 家 近 く , 時 に は 道路 上 で も 見 ら れる まで に 増え た 
が , 野犬 の 激増 に 伴 つ て 衰微 し 数 年 前 より 殆 ん ど 見 られ 
な い 程 に 減少 し た 。 

狐 も 初め か ら と の 島 と 土着 し て いた も の で は な い 。 当 
時 被害 の 著 し か つ た 野 油 の 制圧 と 同時 に 狐 の 毛皮 生産 を 
ね らい , 大 正 13 年 (1924) 一 15 年 (1926) の 3 年 間 に 中 

千島 の 新知 島 か ら 紅 狐 計 12 番 を 移入 , 放 飼 レ し, 10 年 間 
ee て 増殖 を 計 つ た 。 狐 は 極め て 順調 に 増殖 し , 

昭和 5 6 年 頃 は 増殖 の 絶頂 に あつ た が , 人 家 に 接近 し 
屋外 の 乾 魚 を 食い 荒し , 屋内 に 侵入 し て 残飯 を 盗 食 , 時 
に は 寝 て いる 幼児 の 頭 部 に 噛み 付き , 人 家 の 床 下 に 仔 を 
産み , 白昼 仔 狐 を 連れ て 道路 を 歩く 程 に な つた が , 昭和 
10 年 に は 島 外 か ら 侵入 する 密猟 者 も 多く , 野犬 , 畜 犬 の 
増 数 と 共に 交 第 と 少し 。 現在 は 灯 誠 に 河 し . 僅か に 10 
2092 

大 及び 猫 は 同島 に 早く か ら 移 住 し た 人 々 に ょ つて 移入 
本 め 洒 衝 半 入 た 狐 の 繁 
殖 状 況 か らし て も 昭和 10 年 頃 ま で は 犬 の 数 は それ 程 多 か 
つた も の と は 考え られ な い 。 特に 放 飼 され た 狐 の 入 殖 上 
有害 な 野犬 の 棲息 が 当時 は 少な か つた と と が 吉 老 の 言 に 
ょ つて る 理解 で きる 。 同島 で は 畜 犬 も 殆 ん ど 撃 留 さ れ 
ず , 放 飼 され , 次 第 に 丘陵 地帯 に 潜入 し て 野犬 化し , 次 
第 に その 数 を 増し , 昭和 29 年 の 調査 当時 は 数 百 頭 を 越え 
る も の と 推定 され た 。 野犬 の 活動 は 夜間 で , 入 家 近く の 
残飯 , 厨 井 , 漁獲 物 の 廃棄 部 分 を 漁り に 群 を な し て 集 ま 

また 肥料 と し て 搬 布 され た 魚 粗 を 求め て 畑 を 荒 す 。 
従 つて 大 部 落 周辺 の 正 陵 ま た は 山腹 に 集団 を な し て いる 
場合 が 多い 。 ま た 山間 に は 笹 革 の 中 に 犬 の 通路 が 四 通 人 
達し て いる 。 積雪 期 に は 食物 獲得 の た め , 親子 連れ の 野 
犬 が 山 を 降り , 冬期 間 人 漁 の た め 比 較 的 食糧 豊富 な 西海 
岸 方 面 に 移動 する 。 島 民 は 毛皮 を 得る た め と 野犬 掃討 の 
目的 で 毎年 野犬 狩り を 行う が , 人 に 対す る 殴 戒 心強く , 
捕獲 は 容易 で な い 。 


る が , 揚 耗 も 
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猫 も 捕 削 の 目的 で 殆 ん ど 各 戸 に 飼養 され て いる が , と 
れ ま た 戸外 で 自由 に 遊び , 人 家 の 裏 山 こも 展 々 出入 する 
の が 見 ちら れる 。 

2。 礼 娘 島 え の 包 由 症 の 導入 

先 き に 述べ た 如く 。 礼文 島 え の 漁師 の 往来 は 古く か ら 
盛ん で あつ た に ゃ 拘ら ず , 包 由 症 ま た は 本 症 を 思わ せる 
疾患 の 記録 は 昔 は 全く な く , 伝承 に も 残さ れ て いな い 。 
本 症 の よう な 致命 的 寄生 虫 病 が 古来 か あら あつ た も の な ら 
ば , その 科学 的 究明 は と も か く と し て , 住民 や 往来 者 の 
間 に 何 等 か の 形 で 認識 され な い 箸 は な く , 本 症 が 後 年 外 
部 か ら 本 鳥 え 移入 渡来 し た も の で あろ うと と は 疑い な 
い 。 そ し て 本 症 渡来 の 動機 が 有 病 地 か ら の 宿主 動物 の 搬 
入 に あつ た ろう と と も を 容易 に 推 倫 され る 。 

既に 述べ た 狐 以外 は いずれ る 北海道 本 鳥 な ど 古 来 全 く 
包 由 症 の 存在 を 開か な い 地方 か ら 搬入 され た も の で あ 
り , し か も ゃ 家畜 は 必 場 検査 また は 島内 で の 剤 検 時 に も 全 
く 包 束 の 寄生 を 経験 さき れ た と と が な い 。 北海 産道 イタ チ 
も 他 の 目的 で 多数 検査 され て いる が 包 虫 寄生 は 1 例 も 発 
見 され て いな い 。 ま た 礼 娘 島 と 同様 昭和 8 年 か ら 同 10 年 
まで に 41 頭 の 北海 道産 イタ チ を 放 飼 し た 利尻 島 で は 礼 六 
島 以 上 に イタ チ は 増殖 し た に も 拘ら ず , 包 虫 症 の 存在 は 
古今 を 通じ 全く な い 。 と の 様 な 事情 か らし て , 狐 の み が 
礼 婦 鳥 に 包 下 症 を 導入 し た 有力 な 容疑 動物 と な る 。 更 に 
と の と と を 裏付け る 資料 と し て 次 の 事実 が ある 。 

礼 女 島 の 狐 の 発祥 が 中 部 千島 の 新知 島 か ら の 移入 に よ ょ 
る も の で ある と と は 既に 述べ た 。 
千島 に お いて は , 既に 述べ た 如く , 昭和 6 年 に は 新知 
伺 の 青 狐 か ら 肺 名 目 の 2 例 が か 得 られ 。 昭和 10 年 に は 小 
腸 か ら 成 上 が 得 ら れ , 更に 同年 肝臓 に 高度 の 包 虫 寄生 を 
うけ た 野 当 が 得 ら れ て いる 。 と れ ら の 感染 状況 か ら , 既 
に それ 以前 か ら 新知 島 に お いて は 野生 獣 間 に か な り 激 レ 
い 包 由 症 の 流行 が あつ た と と が 容易 に 推察 で きる 。 千鳥 
諸島 に 古く か ら 棲 人 息 し た 紅 狐 に も , 包 虫 寄生 の 野 淫 の 捕 
食 , ある い は 往々 に し て 中 間 宿 主 的 役目 を 演じ た 前 記 の 

よう な 狐 の 尼 体 捕食 に よ ょ つて, 当然 本 症 の 流行 が あつ た 
こと る 疾 い な い 処 で ある 。 し か も 礼 島 関係 者 か ら は じ 
め て 包 上 由 症 患者 が 発見 され た の が 昭和 12 年 で あつ た 事実 
は , 包 貝 症 の 性 格 上 , 本 愚 者 の 感染 時 期 が 千島 か ら 礼文 
島 え 狐 を 移入 し た 時 期 , また は その 後 間 も な い 時 期 と 想 
定 し 得る 根拠 を 提供 する も の で あり , また 千島 出身 者 及 


び 礼 文鳥 出身 者 の 包 息 症 は 千島 に お ける 狐 , 野 肖 の それ 
と 同様 , いづ れ も 同 一 カテ ゴリ ー に は いる 定型 的 な 多 房 
性 包 点 症 で ある 。 
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以上 の 諸 資 料 か ら 礼文 島 の 包 下 症 が 千島 か ら 移 入 き 痢 
た 狐 に よ ょ つて 搬入 され た と と は 疑い な い 処 で ある 。 ま 疾 
密猟 者 と 共に 狐 の 増殖 を 阻害 し , 現在 狐 を 絶滅 に 頻 ま 
る まで に 至ら せ た 野 犬 の 増殖 , 山下 ・ 大 野 ・ 高 橋 ・ 服 部 
(1955) に よる 犬 2 頭 か ら の 成 虫 発見 な どの 事実 は 。 上 
間 の 流行 が その 人 後 次 第 に 野犬 の 間 の 流行 えと 発展 し で き 
た と と を 容易 に 理解 させ る も の で ある 。 ま た その 間 猫 % 
の 感染 が あつ た と と も ゃ 安保 ・ 市 川 ・ 飯 田 ・ 阿 部 (1954) 引 
よる 猫 か ら の 成虫 発見 に よ つ て 明らか で ある 。 然し な 
ら と の よ ょ うな 流行 が 如何 な る 動物 を 中 間 宿 主として な き 
れ た か に つい て の 確証 は まだ 把握 され て いな い 。 個々 散 
述 の よう な 包 虫 を 宿 し た 中 間 宿 詩 的 立場 を 演じ た 狐 に ま 
つて 一 部 の 流行 が な され た と し て も , と れ が 常 道 で は 大 
い 。 中間 宿主 解明 の た め , 礼文 島 の 上 単 2.000 匹 余 (と の 
うち 野 渦 約 200 匹 ) が 検査 され た が , すべ て 陰性 の 結果 
に 終 つ て いる 。 礼 女 島 の 野 渦 に つい て は , 後述 の 感染 実 
験 の 結果 と , 棲息 数 の 関係 か ら エ ゾ ヤ チ ネ ズミ に 中 間 窒 
主として の 最も 深い 疑い が か けら れ 今 な お 検索 が 進め ち 
れ て いる 。 

3. 人 包 忠 症 感 染 の 機会 
諸 外 国 の 本 症 流行 地 で は , 本 症 感染 上 主として 犬 と @ 
接触 に ょ る 手指 か ら の 虫 卵 摂取 が 重視 され て いる 。 礼 記 
島 で も と の と と を 全く 度外視 する と と は で き な い が , 住 
民 と 諸 動物 と の 関係 , 犬 の 棲息 状態 , 住民 の 生活 様式 等 
か らし て , 寧ろ 同島 で は 犬 か ら の 排 浴 虫 久 が 混入 し た 氷 
に ょ る 感染 が 重視 され て いる 。 飯田 ・ 市 川 ・ 横 井 ・ 佐 作 
・ 長 谷川 らち (1956) は 昭和 25 年 か ら 30 年 に 証 つ て , 島内 
21 箇 所 の 水 に つい て 水質 及び 寄生 虫 卵 の 検査 を 行 つた 。 
飲料 用 貯水 桶 中 の 水 に は アム モニ ア 含 有 が 認め られ , と 
れ が 有機 物 に よる も の と すれ ば ぱ ば , 貯水 桶 の 不 完全 な 構 施 
上 , 水路 に お ける 動植物 に よる 汚染 , 特に 水棲 及び 陸 欄 
の 諸 動物 の 排 浴 物 , 死骸 等 に = る も の で あろ うと 推論 じ 
て いる 。 ま た 諸 所 の 貯水 槽 , 沢 の 水上 虫 卵 , 毛 様 線 旧 
卵 , 猫 条 虫 卵 , 釣 虫 卵 の 混入 を 証明 し た 。 と の 調査 で 結 
包 昌 に 関連 ある 由 卵 は 確認 され て いな い が , 以上 の 成 病 
みか ら 当 然 飲 水中 に 諸 種 の 寄生 和 虫 卵 の 混入 は 常に 容易 で あ 
る と 見 な けれ ば な ら な い 。 
礼文 島 で は 人 後 年 1 部 堀 抜 井戸 が つく られ , 一 部 に は 簡 
易 水 道 が 設け られ て いる が , と れ と て や 不 完全 な も の で 
ある 。 他 の 多く の 地域 で は 住家 の 近く を 流れ る 沢 水 を 粗 
末 な 木製 水槽 に 導き 湧 水 を 不 完全 な 桶 に 貯め て 飲用 に 僕 
し て いる 。 と れ ら の 貯水 棚 ま た は 水槽 の 多く は 被覆 は 不 
完全 で , 風塵 の 混入 , 土砂 の 混入 , 諸 動物 に ょ る 飲用 も 
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昭和 34 年 6 月 (1959)〕 


。 沼 及び 川 の 水 は 食器 , 野菜 の 洗浄 に 
が それ! 折 か pe 当る 山間 の 沢 附近 に 


1 


自由 の も の が 多 
使用 され て いる と 
は 展 々 野犬 の 糞 が 見 られ , 特に 降雨 時 に は 川 や 沼 え の 昌 
卵 の 流入 は 免 か 】 楊 ず と の 方 面 か ら の 昌 卵 摂取 の 機会 
も 考え られ る 。 島 内 患者 の 分 布 状 況 に よれ ば , 包 東 症 の 
修 生 は 凡そ 2 地域 に 集約 され る 。 即 7 で Mr 
と 本 海岸 南部 の 中 心地 区 で ある こと は 狐 の 攻 盛 な 
増殖 を 示し た 当時 , ん た 地区 が 西海 岸 の 
断 岸 地帯 で あり , ここ を 洗 つ た 雨水 が 上 記 の 包 虫 症 発生 
地域 に 流出 する 大 と 関連 が ある よう に 考え られ る 。 
以上 の 如く 礼 娘 島 で の 包 虫 症 の 発生 は 。 主として 水 を 
介し て の 直接 入 の 間接 の 虫 卵 摂 取 に よる も の と 解 さ れ て 
4。 札 廊 島 の 包 到 窟 と アラ スカ の 包 下 症 と の 関係 
礼文 島 の 狐 の 移入 元 が 千島 で ある と と は 既に 述べ た 。 
千島 に は 古く か ら 紅 狐 が 多数 棲息 し て いた が , 青 狐 の 棲 
息 は 大 正 5 年 以降 の と と で ある 。 カ ムチ ャ ツ カ 沖 の ソ連 
領 コ マン ドル 群島 は 昔 の ロシア 時 代 か ち ら オットセイ, ラ 
の 保 mesa で 4 こ は 天 然 に 青 狐 が 棲 鳥 し , 総 
て ロシア 政府 に よ ょ つて 保護 され て いた 我が国 農 休 衝 は 
EE て 60D な ゆき My 5 番 , 大 正 
-39 は 10 番 。 計 30 頭 の 青 狐 ク 謀 渡 を 受け , 先 づ 中 部 千 
の 宇 志 知 島 に 放 飼 し , 次 で 松 輸 島 に 入 ここ で 増殖 
た 清 交 新知 人 更に ラ シ ュ ワ , オン ネコ タン , 
ハリ ムコ タン ,。 シャ ンコ タン の 諸島 に 移し て 放 飼 し 
て 新知 島 に は 狐 の 餌 と し て 北 千 島 の 幌 葛 島 み : 野上 
移入 放 飼 し た 。 よめ こい た 紀 
狐 と ef AA 勢 ご 繁殖 し , 両 種 の 狐 が 多数 共 棲 
する と と る 6 と な つた (石野 敬之 , 1925)。 
既に 述べ た - 如 く 5 昭和 6? 年 に 採集 , 保存 きれ た 狐 の 包 
虫害 E 隊 要 本 が 千島 に お ける 包 正 症 の 存在 を 証明 す 
こと と な つた 最初 の る の で あり , それ 以前 に は ご の 方 面 
の 専門 家 の 渡 航 も な か つた た め 。 包 下 症 に 関す る 記録 る 
な く , また 伝承 る な い 。 後 年 知ら れ た 千島 出身 者 の 包 下 
症例 に し て も , 初め て 確認 され た の は 昭和 28 年 で あ 
, その 感染 時 期 は 千島 在住 期間 で ある 昭和 11 年 か ら 同 
17 年 まで の 間 と 思わ れ , と れ ま た コマ ンド ル 和 群島 か ら の 
青 狐 移入 後 の と と で ある 。 ま た 昭和 10 年 に 石野 に よ ょ つて 
採集 され た 野 単 の 肝臓 に 多 房 性 包 虫 の 濃厚 な 寄生 が 確認 
され た と と は 。 当時 千島 に お いて 野生 獣 間 に 本 症 の か な 
り の 流行 が あつ た と と を 思わ せる 。 ic7ofzzs の eco の 7 が 92S 


は 我が国 で は 北海 道 及 びそ れ 以 南 の 地 に は 全く 棲息 し 


1 
の っ 


。LAIN 名 KING(1957) らち 
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BARABASH-NIKIFOROV (1938) は コマ ンド ル 群島 の 
ベー リン グ 島 で は 約 半 数 の 野戦 が 本 症 に 感染 し て いた と 
と を 報告 し て いる 。RAUSCHC1952), RAUSCH 名 SCHIL- 
EER (1956) に よれ ば , ベー リン グ 島 で は 古く は zzo- 
Zs 属 の 野津 や 他 の 中 間 宿 主 は 棲 島 し た 記録 が な く , 従 
つて と の 時 代 に は , 同島 で の と の 寄生 虫 の 生活 栖 は 完全 
な も の で は な か つた と 思わ れる 。 そ し て と の 寄生 邊 が べ 
Mip と 導入 され た ら か に 狐 の 餌 と な る ヤ チ 
ネズ ミ が 同島 に 入 つ : my る 1870 年 頃 の と と で ある 
言わ れ て いる 。 従 つて と の と と か ら す れ ば コマ ンド ル 
群島 か ら 青 狐 を 千島 に 移入 し た 1916 年 1917 年 の 頃 は , 
既に マコ ンド ル 和 群島 で は , 野 渦 と 狐 と の 間 に は 宿主 と 中 
間 宿 主 = の 関係 が 完全 に 成立 し , 順調 な 流行 を 来 し て い 

た や る の と 思わ れる ろ る 。RAUSCH (1952) は 更に アラ スカ の 
セン トロ ー レ ンス 伺 ご は 野 沙 の 間 に 各 下 症 が 高 夫 見 
れ , し か も 人 の 感染 例 も 展 々 証明 され , 面 も 本 症 は コマ 
ンド ル 和 群島 の も の と 同一 で ある 所 か ら , セント ロー レン 
ス 島 の 包 虫 症 は アジ ア 系 で ある と 述べ , 更に RAUSCHi 
(1956) は 本 症 は アラ スカ 大 陸 の も の と も 同種 ご ある と 
と を 明らか に し た 。 ま た 山下 (1956), get 大 林 ho 
MP RAUSCH・ 山 下 (1957) に より アラ スカ 系 

と 礼 女 鳥 系 包 虫 と が 同一 種 ど ちる こと , Oo 
が Pr 
一 種 ご で も る こと が 証明 され た 。 従 つて 南 独 。 ア テス カ 大 
中 。 セ ント ロー レン ス 島 。 ベ ー リ ング 島 ( コ マン ドル 群 

島 ), 千島 , 礼文 島 の 包 虫 症 は いづ れる も 同じ カテ ゴリ ー に 
よい る 多 房 性 包 下 定 で ある と と が 判然 と な り , 未だ 礼 訪 
島 で の 中 間 宿 主 の 確証 は た いと は 言え , 礼文 島 の 多 房 性 
名 上 症 の 感染 経路 は 略 々 明らか と な つた 。 

JV. 包 虫 の 発育 と 動物 の 感 肖 性 

諸 外国 ご は 古く か : 本 点心 衝 江 が 中 間 宿 主として 多 
数 の 動物 が 知ら れ て いる が , er Ma に 対す る 請 種 
の 放 受 性 に つい て 求 【 , 瀬 く 近年 に 

な つて 外国 で は VocEr(1955), re 1957) 
RAUSCH を SCHILLER (1956 ), SADUN, NNORMAN, ATL< 
の 野 単に 対す る 多 房 性 包 点 の 感 
染 実験 が 行わ れ , この 方 面 の 研究 が 進め られ て いる 。 我 
が 国 で の 本 症 に 関す る 実験 的 研究 の 歴史 は 極め で 新しい 

・ 昭和 29 年 以来 秋 々 は 単 房 性 包 虫 及び 多 房 條 名 明 だ つ 
いて と の 方 画 の 研 飲 ば > て きた 。 

1。 単 房 性 包 虫 症 

山下 ・ 大 林 ・ 近 野 (1956, 1957) は 昭和 29 年 10 月 に 革 
見 し た 細 羊 の 単 房 性 包 虫 の 頭 節 を 犬 に 与え て 得 た 成 眼 の 


) キ 1 















332 


老 熟 片 節 及 び 虫 卵 を , 縮 羊 の ほか dd 系 マウ ス , シマ リ 
ス , ラッ テ 及 び 野 肖 (エゾ ヤ チ ネズ ミ 及 び エ ゾ ア カネ ズ 
ミ ) に 与え , 更に 最近 山下 。 大 林 ら は ハタ ネズ ミ 。 ス ナ 
ネズ ミ そ の 他 の 系 統 マ ウス に 与え て 感受 性 の 佐 異 と 包 虫 
の 発育 に つい て 検討 を つぶ さけ て いる 。 

細 羊 は 100 の 感受 性 を 示し , 肺 , 肝 , 有 外 に 占 居 し , 
特に 右 肺 に 多く 認め られ る 。 包 上 息 は 下 卵 投与 後編 羊 で は 
112- 115 日 目 に は 直径 約 1- 2 mm に 過ぎ ず , 茸 膜 下 
又は 実質 内 に 占 居 し , 丹念 に 観察 し な いと 展 々 見 逃し 易 
く , 殊 に 肺 で は 気管 支 や 血管 断 像 と よく 似 て いる 。 包 下 
は 既に 衰 胞 構造 が 明瞭 で , 液体 を 容れ , 壁 は 薄く , 形 は 
肉眼 的 に も 多 型 性 が 認め られ , 2 -・3 箇 の 小室 を 有する 
や の が ある が , これ ら の 條 室 は 内 部 で は 交通 し て いる 。 
近接 宿主 組織 に は 記す 程 の 変化 は な い が , 肝 病 巣 で は 周 


囲 性 結合 織 層 が 厚い 。 組 織 学 的 に 検索 する と , 包 虫 は 1 
SPP 
た 侵入 し 。 外側 に 向 つ て 膨 出す る 。 と の 脱出 は 固有 胞 と 


の 移行 部 で 狂 く な る が 石 に 内 腔 は 連絡 し て 。 Herniation 
と 云う べき も の で ある 。 包 虫 の クチ クラ 層 は 殆 ん ど 和 染色 
性 は な い が , 層状 構成 は 明か で ある 。 実質 層 は 極め て 薄 

く 。 散在 性 小 核 の 存在 に よ つ て 識別 で きる に 過ぎ ず , 繁 
殖 胸 の 形成 は まだ 認め られ な い 。 

東 卵 投与 後 399 日 目 こ は 包 虫 は 径 2 15mm と な り , 
小豆 大 一 大 豆 大 の も の が 多く 認め られ る 。 形 は 多 型 性 で 
大 小 の 膨 出 部 を 有する 振 胞 構造 を 呈し , 膨 出 部 の 多い も 
の は 商 攻 状 を 呈し , と の よう な も の の 外観 は 小 胞 の 集合 
体 で ある が , 胞 内 で は 互い に 連絡 し て いる 。 一 方 肺 及 び 
肝 で は 展 々 直径 1 mm に 達し な い 微 小 な 充実 性 結節 が あ 
る が , と れ ら は 包 虫 発育 初期 の 壊死 的 変化 で ある 。 と の 
事実 は 宿主 体内 に 侵入 後 虫 卵 か ら 脱出 し た 釣 球 子 の 中 に 
は 包 貝 発育 途中 に お いて 死滅 する も の も 少な く な いと と 
を 思わ せる 。 と の 時 期 の 包 昌 の クチ クラ 層 は 厚 味 を 増し , 
その 層状 構造 は 更に 明瞭 と な る 。 外 膜 性 結合 織 層 は 厚く 

な り , 腰 原 繊維 は その 太 さ と 数 と を 増し , リン パ 球 は 最 
外層 に あま り 厚 く な い 層 を つく る 。 前述 の 如く 包 由 は 


鈴 状 また は 疹 共 状 の 多 型 性 を 示す が , と れ は 前 記 Herni- . 


ation に つ さ ゞ く 人 金 体 と し て の 圧 排 性 発育 像 で , と の 時 期 
に も Herniatign の 太 盛 な 新生 作業 が 行わ れ , 包 虫 は 
来 益々 多 型 化し , 病理 学 上 定型 的 な 多 型 病巣 Zooe- 


cosZS 7ocz/Z7 が Ss Ss の 6 の oz の 7 の es と 呼ば れる 複雑 な 
像 を 呈す る の で ある が , 
され る 。 

了 卵 投与 後 32 箇 月 の 細 羊 で は , 包 虫 は 最大 の も の で も 


多 房 性 包 虫 症 と は 明らか に 区 別 


( 20 ) 


[寄生 東 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 3 画 








未だ 径 2 cm を 越え な い が , 包 下 の 外 膜 性 結合 織 層 は ま 
すま す 厚 く な る 。 と の 時 期 に は 第 殖 胞 の 発生 は 見 られ な 
い 。 ま た 虫 卵 投与 後 45 箇 月 経過 すれ ば 包 虫 は 鶏卵 大 区 
夏 大 こ と な り , 壁 内 面 に は 多数 の 繁殖 胞 及 び 頭 節 が 形成 さ 
, 胞 内 液 中 に も 多数 の 繁 将 胞 及び 頭 節 の 脱落 , 浮 渡 す 
る も の が 見 られ , 包 眼 の 宛 成 像 を 呈す る 
以上 の 観察 に ょ り , 細 羊 に お ける 名 下 の 発育 は 編 め て 
緩慢 で , 完成 まで に 4 年 近く も 要する が , 約 3 年 以後 の 
発育 は 著しく 急速 に 進展 する こと が 明か に され た 。 と の 
と と は 豚 体内 で の 包 由 が 既に 感染 後 5 箇月 で 径 1>2 
cm 大 と な り , し か も ゃ 辻 胞 の 最 内 層 ( 朋 層 ) に は 将来 筆 
殖 胞 に な る べき 溜 状 の 突出 部 を 生ずる と と と 較べ て 著 レ 
いい 差異 が ある 。 
dd 系 マウ ス は 感受 性 
に 包 貝 の 発育 が 見 られ た 。 


は 弱い が , 一 部 の も の (10%%) 
即ち 肝 右 葉 横隔膜 面 の 包 膜 
下 , 肝 門 部 に 表 在 性 に 占 居 する も の , 腹腔 内 に 洪 離 する 

も の , 或いは 胸腔 内 に 渡 離 する も の な ど 見 られ , いづ れれ 
も 虫 卵 投与 後 約 4 箇月 で 包 虫 は 既に 径 1 cm に 達し , 球状 
を 呈し , 編 羊 の 場合 に 見 られ る よう な 膨 出 部 は 全く 認め 
られ な い 。 肝臓 に 寄生 し た 包 虫 の 壁 は 定型 的 な 包 下 構 千 
を 示し , クチ クラ 層 は 厚 さ 20~ て 80 ぁ て , 無 核 の 層状 構造 
を な し , その 内 面 に 極め て 薄い 実質 層 を 巡ら し , その 縮 
は 一 層 を な し て 点 在 する 。 繁殖 胸 の 形成 は ま だ 認め られ 
な い 。 胸腔 及び 腹腔 内 に 遊離 し た 包 虫 の クチ クラ 層 は 厚 
さ 40 一 60 4 で, 外側 は 茸 膜 上 皮 を 伴う 薄い 細胞 層 で 囲 続 
され て いる 。 と の と と は 内 臓 邊 膜 下 に 発育 し た 包 虫 が , 
その 迅速 な 生長 に つれ て , 体腔 内 に 落ち と ん だ と と を 暗 
示し て いる 。 肺 で は 包 虫 に 対し て 騰 い 組織 反応 を 示す 

, 肝 で は 反応 を 欠き , 結合 織 増 殖 も 細胞 集 族 も 見 られ 
な い 。 と の よ ょ うに dd 系 マウ ス で は 綱 羊 に 較べ て 包 眼 の 
発育 , 特に 朗 胞 の 大 き さ の 増大 が 著しい が , 一 方 編 羊 の 場 
合 の よ うな 多 型 性 を 示さ ず , 終始 単 一 な 裏 胞 状 を 星 する 。 

シマ リサ スー テッ ゲ エゾ ヤ チ ネズ ミ さあ 再 串 寺 休 
ハタ ネズ ミ 。 スナ ネズ ミ , Coxton rat。 及び 系 統 マ ウス は 
長期 間 の 観 穴 に お いて も ゃ 全く 感染 を 見 ず , Og7BL/6, 
dba も 虫 卵 投与 1 箇月 及び 3 箇月 の 検査 ご は 全く 陰性 で 
あつ た 。 な お 其他 の 系 統 マ ウス に つい て も を 検討 を 続け て 
いる 。 

息 卵 投 与 に よ つ て 包 貝 の 発育 を 示し た 編 羊 及 び dd 系 
マウ ス の 場合 を 比較 すれ ば , 縮 羊 で は マウ ス ょ より る 包 下 
に 対す る 宿主 組織 の 反応 が 強く , その 抵抗 に よ つ て 包 東 
0 SN や もの と 思 
われ る 。 そ し て 既に 述べ た よう に Herniation と 語 胞 の 
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増大 の 繰返し に よ つ て 多 型 の 包 昌 像 を 呈す る わけ で ある 
が , 人 従来 この Herniation に つい こ 人 表 訂 細 拉 拓 
血管 て 胆管 の 硬 組 織 が 障 各 と な り , 抵抗 の 弱い 部 分 に 突 
出す る も の と 説明 きれ て いる こと と が 多い 。 
山下 ・ 大 林 ・ 近 野 (1957) は 上 記 の 観察 結果 か ら , 包皮 
自身 が 外側 に 向 つ て 発展 する 圧力 と , 一 方 強い 周囲 性 結 
合 織 特に 均質 壌 死 層 と の 間 の 平衡 の 乱れ に ょ つて , 抵抗 
の 弱い 部 分 を 生じ 。 と と か ら Herniation が 起 る も の と 解 
釈 し て いる 。 そ し て と の と と は 健常 な 結合 織 や 実質 組織 
は それ 程 包 由 裏 胸 の 均等 た 増 大 を 妨げ る 要因 で な く , 寧 
る 壊死 組織 の 方 が 破綻 キ 生 ずる と 考え る か ら で あ る ろ 。 

2。 多 房 性 包 虫 症 

多 房 性 包 東 の 発育 及び 感受 性 に つい て 山下 ・ 大 林 ・ 北 
村 ・ 奥 木 (1958) は , 1956 年 12 月 アラ スカ の RAUSCH 
博士 か ら 送 られ た 野 厳 の 包 虫 寄生 臓器 の 一 部 を 犬 に 与え 
て 得 た 束 卵 を 野 当 其 他 の 客 歯 類 に 与え て , 動物 に よる 感 
受 性 の 差異 及び 発育 の 状態 を 検討 し た 。 

野 員 と し て は エゾ ヤ チ ネズ ミ , ミカ ド ネ ズミ , ハタ タネ 
ズミ , スナ ネズ ミ が 何れ も 100% の 感染 率 を 示し , と の 
後 の 実験 で は Cotton rat ちあ 100 の 感染 率 を 示し た 
* ま た ヒメ ネズ ミ は 48% の 寄生 事 に もち 拘ら ず , 同属 の アカ 

ズミ は 全く 感受 性 を 示さ な か つた 。 と の と と は 用 いた 
ェ ゾ アカ ネズ ミ の 数 が 極め て 少な か つた た めか と 思わ 

, 再 検討 を 期し て いる 

ハム スタ ー は 明らか に 全く 感受 性 が な い が ぶ シマ リス 
は 50% の 寄生 率 で あつ た 。 

系 統 マ ウス の うち ARKR, dba 及び CF。1 は 100, 
C 57 BL/6 7922, C8H/He 762, A71 多 , b は 68%, 
BALB/C 6022, CFW 502, dd 8 の 感染 率 を 示し た 。 

本 虫 卵 は 野 濃 体 内 侵入 後 , 既に 3 日 目 に は 極め て 薄い 
壁 を * 章 eyeatetnocor ho 。 野 肖 肥 び 
シマ リス で は 普通 約 1.5~ 2 箇月 (Cotton rat で は 1 筒 
ーー 形 の 埋 胞 が 密集 し て 花野 葉 の ょ うぅ 
に 塊状 を た な し て 定型 的 な 多 房 性 包 息 像 を 呈し , 表面 に 血 
管 が 樹 枝 状 に 走る の が 認め らち れ る 。 し か も と の 様 な 小 胞 
群 は 吐 盛 な 外 生 訪 胞 形成 作 員 に よ つ て つく らち られ, また 転 
移 性 発育 の 傾向 が 強い 。 昌 卵 投 与 数 の 少 い 場合 は , 肝 実 
質 残存 の 割合 が 多い だ re 
な い 。 肝臓 は 高度 に 購 大 し て 腹腔 内 を 充 た し , 生前 に = 


これ に つい て 


分 に 肝 の 腫 大 が 外見 され る 。 肪 腸 間 膜 , 腹壁 , 胃 半 
処 帯 に る 著 明 な 転移 性 包 虫 の 発育 を 伴う 。 感 染 1.5 箇 月 
位 (Cotton rat で は 20 日 位 ) で 繁殖 胸 及 び 頭 節 の 初期 像 
が 認め られ る 。 即 ち 実質 層 内 諸 所 に 楼 の 密集 が 起り , こ 


状 の 実質 層 組 織 と 


:: 疾 ) 
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の 密集 部 の 中 心 が か や が て 世 状 と な り , 腔 の 形成 (初期 繁 
殖 胞 ) が 初 ま り , 次 で その 条 内 に は 核 に 富む 隆起 部 を 生 
と れ が 頭 節 形成 えと 発展 する こと が 明か に 観察 され 
た 。 と の 点 に つい て 三田 C1915, 1918) は 6 例 の 包 由 症 
(但し 単 房 性 ) 患者 か らち 得 た 多数 の 裏 胞 を 検査 し , 従来 
頭 節 (三田 は 条 息 頭 と 称し た ) は 繁殖 胞 .( 芽 胸 ) か ら の 
発育 する も の と 信 ぜ られ た が , 氏 の 観察 で は 母 胞 壁 体 
Wet か ーー 
くり 得る も の で ある と 推論 し て いる が , 実験 的 観察 と 


ヽ 
フ デル キテ) 
る や も の て (6 よさ よい の o 


野津 で は 普通 2 箇月 位 (Cotton rat で は 1 箇月 ) で 頭 


節 が で きる 。 更に 進む と 妻 胞 腔 は Po 
隙 を 充 す 実質 組織 に ょ つて 充 圭 され る が , 第 殖 胸 が 増 数 
する と 実質 組織 は 減少 する 。 大 き ee 


を 残し , 実質 層 も 厚 = 1 mm を 越す る の が 現れ る 。 ま た 
名 由 組 織 諸 所 に 退行 像 が か られ, 一 方 で は さか ん に 女 胞 
形成 が 行わ れる 。 実質 層 は 網状 に 発育 し , その 発達 は 単 
房 性 包 也 に お ける より も ゃ 著しく 活 消 で ある 。Cotton rat 
で は 大 型 の Cyst 内 に 数 箇 の 女 胞 が 浮遊 すろ る も の る 得 らち 
れ た 。 ア ルビ ゼノ oo 1. 2..3。 5 
箇月 を 経 れ 精 査 さ れ た が 包 下 の 発育 は 認め らち れ 
ず , 肝 に 少数 の 小さ な 白色 の 組織 奈 性 結合 織 必 結節 を 
認め た の み で ある 。 と の 0 
擁し , 組織 化 に 伴う 結節 形成 と 見 られ , 舟 死 包 虫 に 

ゃ の と 解 さ れる 。 

以上 の 観察 か ら す れ ば , アラ スカ , ドイ ッ 南 部 の 自然 
界 で 多 房 性 包 束 の 最も 好適 な 中 間 宿 主 と さ れ て いる ルル た 
cz の eS 及び Ce 奴 Zooys 属 の 野 当 の 包 虫 像 と , 人 体 
多 房 性 包 虫 症例 ( 礼 婦 島 の 症例 も ゃ 含め て ) の それ と は 同 
じ 原 因 に よる と は 考え 難い 程 の 差 が ある 。 即 ち 従 来 の 多 
数 の 業績 で 明らか な よう に , 人 体 例 で は 包 下 組織 を 構成 
する 裏 胞 が 微小 で , 裏 内 に は 液体 成分 が 殆 ん ど な い か 。 まま 
た は 全く 欠如 し , し か も 頭 節 形成 が 非常 に 稀 れ か , 全く 
発見 出来 な い 。 更 に 包 虫 に 対す る 宿主 側 の 組織 反応 が 強 
^。 結合 織 増 生 が 強い も の と され て いる 。 こ と れ に 反し て 
野上 混 例 ご は 頭 節 は 繁殖 胸 内 に 包 臓 され て 無数 に 生じ , 綱 
共に 妻 胞 腔 を 充 圭 ま た は 内 張り する 。 
し か も 野 油 に 見 られ る 要 胞 は 一 般 に 大 きく , 成 謀 し て も 
民 々 透明 液 を 容れ , また 包 虫 に 対す る 宿主 側 の 組織 反応 
は 人 体 例 に 比べ て 著しく 騰 く , 包 貝 栓 の 純粋 な 集 り で あ 

合 が 多い 。 と の こと は VoocgrC1957) が 人 系 株 を 用 

いて 邊 っ た 感染 実験 に お いて も 明らか に 認め られ て い 

る 。 こ の よう か 差 遇 は さ 単 房 性 包 虫 症 に お ける 編 羊 , 豚 , 
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マウ ス の 間 の 包 下 像 , 宿主 病変 の 差異 と 同様 , 宿主 側 の 


組織 反応 , 云い か えれ ば 宿主 組織 の 包 昌 に 対す る 抵抗 性 
の 強弱 に よ ょ つて 生ずる も の と 解 息 し て いる 。 

また 従来 報告 され た VocEr (1955), RAUSCH 名 
ScHrLLER(1956), MANKAU(1957),。 SADUN, INORMAN 
@ g7(1957) ら の マウ ス に 対す る 感染 実験 の 成績 が 区 々 
で ,。 感受 性 に 非常 な 乱 れ が ある と と 着目 し . と れ ま た 
マウ ス の 系 統 に よ ょ つて 生じ た 差異 と 解 し , 山下 ・ 大 林 ・ 
北村 ら (1958) は 多数 の 系 統 マ ウス を 用 い て 感染 実験 を 
試み た 。 そ し て 怒 に 述べ た 如く , マタ 人 の 統 の 差 に 
つて 成 事 に 差 が ぁ る と と を 知り , また 系 続 に よ つ て 
和み なり 。 水 終 よ つ で は 5 または 失 
染 の 判定 に 虫 卵 投与 後 長期 に 上 る 観察 が 必要 で る 
を 明らか に し た 。 

10 系 統 の マウ ス の 


右 ロフ 


ぅ うち AR。dba で は 野 渦 の 場合 と 


第 5 表 包 虫 に 対す る 各種 動物 の 
感受 性 の 差異 (山下 ・ 大 林 ち 











単 房 性 包 申 多 房 性 包 虫 
動物 逢 。 朗 妥 感染 感受 感 
性 率 性 率 
縮 著 選 1009 
シ ら リ レー 0 十 50 
ラ コ テ 一 0 
人 放 o vcE とる 填 100 
PE に 示さ コー 0 財 100 
表し oe 0 ー* 0 
電 い 江 に こ 雪 ミ 十 43 
8 OF 1 www 0 填 100 
ス ネ ミ 一 0 財 100 
Sh の ラッ トン ーー 0 填 100 
アル ビ ノ ハ ハムスター ーー 0 
マ ウゥ ウス AKR 寺 100 
/ dba 一 0 革 100 
/ dd 十 10) ーー 8 
/ CF41 持 100 
/ C57BL/6 一 0 填 79 
/ C3H/He 填 76 
/ A 填 7 
/ b 填 63 
ヶ BALBC せ 60 
/ CFW 半 60 





* 頭数 極少 の た め 再 検討 を 要する 
*※ 感染 は する が その 後 の 発育 悪く 。 
ある 
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同様 の 包 貝 像 を 呈す る が , 他 の 8 系 統 肥 ち CF ぁ 1, C 証 
BL/6, C3H/He, A,CFW, BALB/C, b, dd で は と れ と 
は か な ee する 包 息 像 を 星 す る こと を 知り , 包 虫 像 ぉ 
宿主 間 より する 組織 反応 と の 組合 せ に よ つ て 次 の 2 型 に 
分 類 し X 
第 1 型 は AKR 及 ご び dba に 見 られ る 型 で , 包 虫 の 発育 
が 速く 、 成 染 2 月 後に は 径 4 5mm の 大 形 胡 有 数 人 
て 多 表 ( 形 雲 胞 を 伴う 場合 が ある ) こ ょ つて 構成 され た 
多 房 性 包 虫 像 を 呈し , 第 殖 胞 及び 頭 節 の 形成 が 1.5 こ 9 
箇月 を 経過 すれ ば 開始 さき 1。 実質 層 は よ ょ oe て 厚 き 
な る 。 一 方 包 由 に 対す る 宿主 組織 の 反応 は 強く な く , 細 
胞 成分 を 伴う 軽度 の 結合 織 増 生 を 認め る だ け で ある 。 前 
記 野 渦 の 例 も る すべ て と の 型 に 属し , 特に 10022 の 感染 事 
示す 系 統 マウ ス AKR, dba 及び 野 肖 ,。 エゾ ヤ チ ネ メ 
ミ , ミカ ド ネ ズミ , ハタ ネズ ミ は 好適 な 中 間 宿 主 で あ 
, 実験 的 研究 に 際 し て 好適 な 包 虫 継 代 動物 で ある 。 
第 2 型 は dd、 C5YBL/6, CF。 1, b, CFW, A, BALB/C 
及び C8H/He の 系 統 の マウ ス に 見 られ る 型 で , 央 
発育 は 緩慢 ご ある が , 長期 間 に 病変 は 民 々 高度 に 
Nr oe を と ん ば , 下 卵 投与 化 2 箇月 を 0 し で て 
も 僅か に 径 1 一 2 mm の 多 房 性 病巣 が 発見 され る に 過ぎ 
な い 、。 開 ゃ mn 著しく 寿 盛 で , 多 房 構造 は 原 る 復 雑 
化す る NMR , 個々 の 雷 胞 も 大 型 が 極め て 少 ヾ , 役 
細 な の が 普通 で ある 。 宿主 組 織 の 反応 は 強く , 厚い 層 を 
作 つ て 結合 織 か が でき, 組織 球 性 ・ リ ン パ 球 性 細胞 集 狂 が 
好 酸 球 た 伴 つ て 見 られ , 結合 織 自体 も 展 々 包 虫 に 接し , 
ま と は 病巣 中 央 部 で 壊死 性 変化 に 陥る 。 頭 節 の 疹 成 の 
こく と も 5 科 月 余り を 要 し 。 頭 節 形 成 も あ 
な ょ く 。 し か も その 生長 も 不揃い で ある 。 こ 
の の 中 に ゃ CF』 1 の 如く 100 多 語 


り 活 深 


っ * 
は : 
型 に 包含 され る 3 


'\ 


染 率 を 示し , C57BL/6 及び C8H/He の 如 <80 22 近い 
寄生 率 を 示す も の も ある が 。, 放電 
発育 抑制 的 に 働く と に 較べ れ ば 決 


と か らし て , Km 
し て 好適 な 中 間 宿 主 と は 去 \。 し ー ガ と の 型 は 人 
体 の 多 房 性 包 昌 症 と 同じ oasis 

る べき も の で あり , 第 2 型 の 動物 中 特に 感染 率 の 高い 
CF。 1, CsYBL/6 及び C8H/He は 人 体 多 房 性 包 昌 衣 の 
実験 的 研究 上 好適 な は 中 間 宿 主 で ある 。 

な お 包 虫 形成 初期 の 観察 及び 実質 層 に お ける 第 殖 胸 の 
組織 発生 学 的 研究 が 近く 大 林 に よ つ て 報告 きれ る 箸 で あ 
る が , 一 般 の 野 肖 で は 息 卵 投与 後 1 日 を 経過 すれ ば 空 胸 
様 の , 未だ 裏 移 に な りき つて は いな い が 球 状 体 と し て 誠 
め ら れる 。 8 日 目 に は 実質 層 は 大 き な 細 胞 の 連続 と し て 
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見 られ , 病巣 と し て 確認 出来 る 様 に な り , 5 日 目 に は 肉 
眼 的 に も 判る よ うに な る 。Cotton rat で の 発育 は 特に 速 


か で , 5 日 目 位 で 既に 小 房 に 分 か れる の が 認め られ る 。 
然し 包 虫 の 発育 の お そい C57BL/6 で は 組織 内 到達 後 , 
直ちに 定着 せ ず 仔 虫 は 附近 を 従 箇 す る も の らし く , 潤 く 
8 日 目 に 論 胞 様 の 球状 体 と な る 。 し か も C57BL/6 で は 
20 日 位 経過 し て 初め て 小 房 に わか れ , 多 房 性 を 現 わ す も 
の > ゝ 様 で ある 。 

この よう に マウ ス で ゃ 系 続 に よ つ て 感受 性 に 差 が ある 
事実 か らし て , 将来 虫 類 の 研究 に 際 し て る 細菌 の 研究 
と 同様 , ラッ テ , マウ ス の 系 統 を 考慮 に いれ て の 研究 が 
重要 で ある 。 な お 礼文 島 に も 多数 棲 島 する エゾ ヤ チ ネズ 
ミ が , アラ スカ 系 多 房 性 包 虫 に 対し 100% の 感受 性 を 示 
す 好適 な 中 間 宿主 で ある と と が 明瞭 に され た と と は , 礼 
文 島 に お ける 動物 間 の 包 虫 症 の 流行 の 反 覆 が , 主として 
野 泌 を 中 介 と し て 成立 し て いる と と を 暗示 する 有力 な 傍 
証 証 的 資料 を 得 た も の と 思う 。 ま た 極め て 小数 な が ら 同 
島 に 棲 島 する シマ リス も 時 に 中 間 宿 主として の 役 を 演じ 
て いる と と が 疑わ れる 。 

V。 三次 包 虫 症 

名東 症 患者 の 朗 胞 が 破れ て 内 部 の 繁殖 胞 て 頭 飾 が 血 流 
また は 汐 巴 湖 に よ ょ つて 体内 各部 に 運ば れ , そ と 定着 し 
て 転移 性 病巣 を つく り , いわ ゆる 2 次 包 貝 症 を 起す と と 
が 広く 知ら れ て いる 。 ま た 人 体 例 , 動物 例 を 問わ ず 腹 膝 
内 包 虫 は 殆ど すべ て 第 2 次 的 の も の で ある と 云わ れ , 原 
発 包 虫 内 に 形成 され た 第 殖 胞 や 頭 節 が 何 か の 原因 で 腹腔 
内 に 出 て , 2 次 的 に 包 貝 に 発育 し た も の と 考え られ て い 

単 房 性 包 虫 に 関し て , HOSEMANN, SCHWARTZ, 

LEHMAN 層 POSSELT (1928), DEVE (1933), COUTE- 
LEN (1936), DE WAErE & DE CooMAN (1938), Cou- 
TELEN, LECROART 名 COCHET (1989), DE COOMAN 
(1940), BRuUwMpT (1949), ScHWABE, ScHINAZI 鐘 
KiLEJIAN (1959) ら は , マウ ス ま た は ウサ ギ の 腹腔 内 
に 頭 節 を 注入 し て 肝 , 腹膜 に よく 発育 し た 包 由 病巣 を つ 
くり , 特に SCHWABE e7 g7 (1959) は マウ ス の 年 令 的 
感受 性 の 差異 た 示し た 。CoUTELEN (1936) は 更に 肝 実 
質 に 深く 侵入 する も の を 認め た 。DE WAELE & DE 
CooMANC1988) は 更に 皮下 接種 に よ つ て も マウ ス に 包 下 
を 生じ 得る と と を 知り , その ほか DE CooMANC1940) 
は 気管 内 に , BAclcALuPio (1933),。 DEVE (1983) は 


消化 管内 に , DEVE (1988) は 助 膜 腔 内 に 頭 餅 を 接種 し 
て 2 次 包 下 症 の 成立 を 立証 し て いる 。 
ー 方 多 房 性 包 虫 に つい て は , RAuscH (1954) が 野 肖 
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(Az7oges exsy め の zzczs) の 腹腔 内 に 頭 節 を 接種 し , 
160 日 目 に 増殖 クチ クラ 層 を 主 と し , 周辺 部 に 頭 節 を も 
つ 宴 胞 を 観察 し て いる 。 

山下 ・ 大 林 ・ 近 野 (1957) は 前 記 の 研究 者 ら に よる 単 
房 性 包 束 の 場合 と の 比較 , 及び 従来 の 如く 犬 を 仲介 と す 
る と と な く , 中 間 宿 主 と な る 実験 動物 に 直接 頭 節 を 接種 
し て , 包 息 の 継 代 を 計る 目的 で 多 房 性 包 下 を 以 て する 2 
次 包 息 症 の 実験 を 試み た 。 

dd 系 マウ ス を 用 いた 場合 , 腹腔 内 接種 群 で は 病巣 は 
肝 に 最も 多く , 腸 間 膜 , 大 網膜 横隔膜, 胃 有 製 帯 , 子 
宮 広 制 帯 , 腹壁 , 有 。 汐 巴 節 , 空腸 外側 , 肛 な ど 広 く 見 
られ 。 腹腔 内 遊離 病巣 を 示す も の も あつ た 。 皮下 接 種 群 
で は 病巣 は 皮下 織 の み に 認め られ た 。 腹腔 接種 例 で は 接 
種 化 4 箇月 まで の 銀 察 で は 病巣 は いづ れ も 臓 器 の 表面 に 
見 られ , 深部 実質 に は 認め られ な い 。 

然し これ ら の 病巣 は 肉芽 組織 反応 を 伴う 結節 形成 を 圭 

し , 中 心 に ヒエ ェ オ ジン 好 性 壇 死 物質 が あり , その 周囲 に 
リン パ 球 , 組織 球 性 反応 を 伴 つて 肉芽 組織 の 増生 が あ 
り , 展 々 巨 態 細胞 も 見 られ る 。 中 心 壊死 部 に は 陰影 様 に 
頭 節 及び 石灰 粒 を 認め る こと と が あり , クチ クラ 層 の 遺 残 
物 が 切片 標本 で は 波状 また は 勧 曲 し た 状態 で 見 られ る と 
と が 多い 。 結 節 に コレ ステ リン 沈着 の 証 と し て 針 状 空隙 
を 見 る る の も ある 。 皮下 接種 例 で も , 結節 巣 の 構造 は 腸 
膝 接種 例 と 根本 的 な 差 は な い 。 

以上 の 如く , 多 房 性 包 虫 頭 節 を 接種 し た 場合 の 所 見 は 
単 房 性 包 虫 頭 飾 の マウ ス 腹 腔 内 接種 の 場合 と は 異 り , 多 
房 性 包 虫 の 頭 節 を 接種 し て も , dd 系 マウ ス で は 或 る 程 
度 の 発育 は する が , 早晩 死滅 し て 組織 化 に 陥る 傾向 が 強 
いと と を 示し て いる 。 ま た dba 系 マウ ス で は 腹腔 内 に 接 
種 さ れ た 多 房 性 包 貝 の 頭 餅 は 100%, C57BL/6 で は 752% 
の 感染 を 示し , 面 も 良好 な 発育 を 示し , 虫 卵 投与 の 場合 と 
同 程度 の 高度 の 増殖 を 示し た も の も 見 られ た 。 ま た ェ エゾ 
ヤ チ ネズ ミ , ハタ ネズ ミ 及 び ス ナ ネ ズミ な ども 腹腔 , 胸 
腔 。 脳 内 に 頭 節 を 接種 すれ ば よく 2 次 的 包 虫 症 を 起 レ , 
包 東 の 発育 も 順調 で ある 。 従 つて と の 様 な 方 法 で dba 系 
マウ ス ま た は 上 記 野 渦 * に 2 次 包 貝 定 を 起き させ る と と に 
つて , 人 体感 染 を 招く 危険 の ある 到 卵 を 用 いる と と な く 
多 房 性 包 虫 の 継 代 も 可能 な と と を 明示 し た 。 

VI. 旬 虫 と 本 尾 虫 と の 胞 要 壁 の 構造 の 差異 

包 昌 の 研究 に 関連 し て , 他 種 環 虫 と の 構造 の 差異 を 明 
か に する 必要 か ら , 山下 ・ 大 林 ・ 近 野 (1950) は 語尾 下 , 
共 尾 虫 の Cyst の 壁 の 組織 像 と 包 昌 の それ と を 比較 レ 
た 。 
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包 虫 の Cyst は 内 外 2 層 か ら な り , 外層 は 無 核 の 層 板 
状 構 造 を も つた 輪状 の クチ クラ 層 で , その 内 面 に 一 層 そ を 
な し て , 内 層 が あり , 内 層 は 散在 する 核 を も つた 非 薄 な 
実質 層 即 ち 束 粒 層 (又は 豚 層 , 体 肉 層 ) で , この 実質 層 
か ら 繁 殖 胸 (芽胞 ) が 発生 し . と の 中 に 頭 節 が 生じ , 頭 
節 は 陥 入口 の 反対 仙 で 柄 状 部 を 以 て 往 将 胞 内 面 に 附 着 す 
る 。 

頭 節 の 組織 構造 は 外面 に 薄い クチ クラ 層 を 巡ら し , 内 
部 で は 小型 の 濃 染 する 核 が 特に 吸盤 , 頭 釣 附近 に 蜜 に 分 

レ て いる 。 

一 方 保存 標本 に つい て , Coezzzzs se22Z/s (宿主 , 野 
兎 ),CysZcezczes ce/z/osge (宿主 , 豚 ), Cgzzo/ が s( 宿 
主 , 豚 ), CC Zsczo/2Z2s (宿主 , ブ ド ネ ズミ 胸 ozZ の eg7- 
gsS), C. Zs が oZ222S (宿主 , 兎 ) 及び C 2oozs (宿主 , 
和牛 ) の Cyst の 組織 像 を 検査 し た 結果 ., これ ら の 共 尾 下 
及び 論 尾 虫 の Cyst は 2 層 か ら な り , 外層 の クチ クラ 層 


は 均質 な 薄 層 と し て 存在 し , 内 層 を な す 実 質 層 は 厚く , 
未 熱 な 体 実質 の 延長 で ある 。 実質 部 は 疎 懇 網状 構造 を た 示 


し , Osmoregulatory system (従来 は 排 洪 管 Excretory 
canal 又は Excretory system Sd た ) と すべ き 管 腔 系 
た は 石灰 粒 や 筋 組織 を 認め る 。 肉眼 的 に CysZezczs 

ZzzcO7 が 7S 人 信 1 る 大型 単 房 性 名 貝 と 混同 され る 
と と が ある る ヵ . 庄 台 の 構造 は 他 の CysZcezczs と 同様 ご 
あっ て , 組織 学 的 に は 明らか に 條 と 区 別 さ れる 。 な ち 
Coezzzzs Se7 が が s が 尾 々 母 胞 内 に 第 2 次 小 雲 の 形成 を 
伴い , 愉 も 包 虫 の 内 生 女 胸 に 似 た 観 を 呈す る こと も ゃ 確認 
され , この 場合 第 2 次 旨 胞 の 壁 の 組織 構成 は 母 包 壁 を 理 
返し た 状態 , 即ち 外層 は 母 胞 の 内 層 ( 実 質 層 また は 有 層 ) 
に 相当 し , 内 層 は 母 胞 の 外層 (クチ クラ 層 ) に 相当 する 
組織 構成 た 示す も の で ちあ つて, 包 虫 の 組織 と は 全く 異 る 
も の で ある 。 

以上 の 如く 包 虫 上 壁 の 構造 は 組織 学 上 特異 的 の る の で あ 
り 。 診断 の た め 肝臓 宰 刺 , 治療 の た め の 要 胞 裸 北 な ど 
の 承 集 衣 党 の 1 から 村上 大 定 
する と と も ゃ 容易 で ある 。 ま た 例え 発育 の 早期 に お いて も ゃ 
包 貝 は 既に 特異 の 上 記 組 織 像 を 星 す る か ら 。 他 の Blad- 
der worm の 初期 像 この 第 別 も 困難 で は な い 。 更に 頭 節 
AP Per 
明瞭 と な る と と は 云う まで も な い 。 

VII. 条 虫 期 の 発育 と 形態 

従来 本 由 に つい て 包 東 摂取 後 の 宿 主体 内 で の 条 虫 期 の 
発育 を 詳細 に 報告 し た も の が 惑 い 。 最近 RAUsCH (1952 
1953), RAuscH & SCHlLLER(1954) 及 び VocEr(1957) 
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は 多 房 性 包 虫 か ら 発育 し た 成 豆 の 形態 に つい て 報告 し て 


いる 。 

山下 ・ 大 林 ・ 近 野 て 1956), 山下 ・ 大 林 ・ 北 村 (1958) 
に よ ょ つて 縮 羊 か ら 得 られ た 単 房 性 包 虫 , 及び アラ スカ の 
多 房 性 包 虫 を それ ぞ れ 犬 に 与え , 条 貝 期 の 発育 早期 か ら 
長期 間 に 理 つて 観察 し , 発育 速度 及び 発育 に 伴 う 両 者 の 
形態 的 差異 に つい て 明らか に し た 。 

単 房 性 及び 多 房 性 包 虫 の 頭 節 を 犬 に 与え て 後 2 週間 目 
の 虫 体 の 大 き さ は 前 種 で は 平均 0.98 mm, 後 種 で は 0.95 
mm で ほぼ 同 大 。 その後 の 生長 は , 前 種 が 後 種 に 較べ て 
速 か で , 後 種 は 10 箇 月 後 ( 1.8 一 2.8mm, 平均 2.2mm) 
と 潤 く 後 種 の 1 筒 月 目 の 大 き さ (〈 2.0- 3.3mm, 平均 
2.76mm) に 近づく 。 前 種 は 1 年 で 6.4~ 9.2mm (平均 
7.7mm) に な る が , 後 種 は 10 科 月 後 も 僅か に 2.2~ 3.1 
mm (平均 2.5 mm) で , 画 後 は 殆 ん ど 生 長 し な い 。 

片 節 数 は 前 種 で 部 分 の も の が 頭 節 を 含め て 4 箇 
で , 5 箇 の き を Pes い が , 後 種 で は 5 箇 の ぁ の 
が か な り 多 い 。 

額 体 部 の 大 き さ は 2 週間 後 既に 前 種 ( 径 76.8 め の 方 
が 後 種 ( 径 66.8 ヵ >。 より 大 きい が , その 後 の 生 長 度 の 割 
合 は 両 種 間 に 大 差 が な い 。 約 1 年 後 を 比較 すれ ば 前 種 で 
は 径 152~ 180 ょ 。 (平均 168.4 の , 後 種 で ご は 96.2~ 111 
(平均 105.1 /) で ある 。 

頭 釣 数 は 前 種 ご は 32>40 (84 て 86 の も の が 多い )), 後 
種 で ご は 26~36 (28 て 30 の も の が 多い ) で ある 。 頭 釣 は 3 
例 に な ら び その 形状 は 両 種 間 に 特記 すべ き 差 が な い が , 
強い て 言え ば 前 種 の も ゃ の より 強固 の 観 が か ある 。 頭 節 摂取 
後 2 週間 目 の 前 者 の 頭 釣 は 後者 の それ より むし ろ 小 きい 
が 。 その 後 の 生 長 は 速 か で , 特に 大 釣 の 生長 は 著しく 速 か 
で , 1 箇月 目 の 前 者 の 大 釣 (平均 88 の は 既に 10 箇 月 目 
の 後 種 の 大 釣 (平均 31.1 め ) より 策 大 きく 生長 する 。 禁 
し 前 者 の 小 釣 の 生長 は と れ 程 閉 し く な く , 5 箇月 後 ( 平 
均 25.7 め 
近づき , 1 年 後に は 27.9 。 と な る 。 大 釣 と 小 釣 の 大 き 
さ の 比 は 前 種 に お いて 大 きく, 前 種 で は 約 1.4 : 1, 邊 
種 で は 約 1.1: 1 で ある 。 
吸盤 は 前 種 に お いて 著しく 大 きく , 頭 節 摂取 後 2 週間 
で 既に 前 種 (平均 径 92 の で は 後 種 (平均 径 50.4 め の 
約 2 倍 に 近い 大 き さ を 有 し , 後 種 ご は 10 科 月 後に 瀬 く 前 
種 の 2 週間 後 の 大 き さ に な る 。 
生殖 器 の 発達 は 後 種 に お いて 著しく 速 か で , 頭 節 摂取 
後 2 週間 で 既に 最終 片 節 の 生殖 器 は か な り の 発達 を 見 
各部 の 配置 は 明 膝 と な り , 特に 案 丸 は 雌性 生殖 器 を 囲ん 





に 洒 く 後 種 の 10 科 月 後 の 大 き さ (26.8 / 叶 . 
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で 明か な 配列 を 示す 。 然 し な が ら と の 時 期 の 前 種 の 生 将 
器 は まだ 痕跡 的 で ある 。 老 熟 片 節 の 子宮 の 形 は , 前 種 で 
は 繕 れ の 多い 長 斉 状 で , 発育 日 数 に 伴い と の 繕 れ は 多く 
たり, 且つ 深く な り , 終 に は 分 枝 状 を 呈す る まで に な ろ 
が , 後 種 で は 殆 ん ど 織 れ の な い 単 一 な 長 裏 状 で 終る 。 犬 
の 糞便 内 東 卵 の 出現 も また 後 種 は 前 種 に 比べ て 速く , 前 
種 で は 頭 節 接種 後 4861 日 目 に 見 られ る の に 対し , 後 種 
で は 怒 に 30~35 日 目 に 見 られ る 。 後 種 の 子宮 内 の 卵 は 35 
日 目 に 未完 成 で , 幼虫 被 殻 の 形成 も 見 られ ず , 釣 球 子 も 未 
だ 単に 頸 粒 の 集合 と し て 見 られ る 程度 で ある 。 虫 卵 の 大 
き さ は 前 種 29.6 て 44.0X27 て 42.5 ぁ , 俊 種 29.5 て 40.5※ 
27.589.54 で 殆 ん ど 差 は 認め られ な い 。 
生殖 口 の 位置 は 前 種 で は 片 節 側 縁 の 中 央 また は : 
り 人 後方 で ある が , 和俊 種 で は 片 飾 側 縁 の 中 央 より 前 方 8 
か も 前 の 部 で ある 場合 が 多い 。 麟 丸 の 数 は 前 種 で 45 一 
65, 和俊 種 で 15 一 830 で その 差 は 著しい 。 ま た 前 種 の 剛 丸 は 
044 
険 茎 裏 の 前 方 に まで 分 布 し て も , その 数 は 極め て 少 い 。 
以上 の 如く 。 編 半 の 単 房 性 上 の 頭 錠 を 大 に えて 得 
た 条 虫 と , アラ スカ 産 多 房 性 包 虫 の 頭 節 を 同じ く 犬 に 与 
えて 得 た 条 虫 と で は その 発育 の 状態 及び 形態 に 多く の 差 
が 見 られ る と と が 明瞭 で ある 。 

VIHI. 単 房 性 及び 多 房 性 包 虫 の 成虫 種 名 に 関す る 

ー 元 説 及 び 二 元 説 

古く か ら の 単 房 性 包 虫 と 多 房 性 包 虫 の 成虫 は 別種 の も 
の で ある と する 二 元 説 を 支持 する 学派 (て LEUCKART, 
KrLEMM, VocGEL, MANcGoOLD, MOLLER。 PossELT ら ) と 
同種 説 肥 ち 一 元 説 を 唱え る 学派 DEVE, DEW, CAME- 
RON, Ross っ) が あり , 決定 的 結論 と 達せ ぬ ま ま , 最 
近 ま で は 一 般 に は 一 元 説 が 有力 視 さ れ て いた 。 最近 アラ 
スカ の RAUSCH (1954), RAUSCH 層 SCHILLER(1954, 
1956) 及び ドイ ツ の VooEr (1955, 1957) は 両 型 包 貝 
の 成虫 の 形態 を 比較 検討 し , 多 房 性 包 虫 は 従来 各 ら れ た 
cgzococczs gzZ70szs と は 別種 ご ある こと を 報告 し 
た 。 即ち RAUscH は 研究 の 当初 アス カ の 多 房 性 包 虫 の 
成 昌 は 新種 と すべ きも の と 考え 。 cgzococczs S2 の ZZ2Ce が 4- 
SS RAUsCH 移 SCHILLER, 1954 を 新た に 記録 し た が , 
その 後 VocEr (1957) の 詳細 な 形態 学 的 研究 に ょ り , 
ドイ ッ の 多 房 性 包 虫 の 成虫 は , 営 て LEUCKART(1868) 
に よ ょ つて 報告 され , 其 後 殆 ん ど 顧 み ら れ な か つた 克 な - 
0cOccZS 67777ocz/ZZZS LEUCKART, 1868 と すべ きも の で 
あり , し か や 所 s め zzcexsfs は 木 種 の Synonym で あろ 
うと の 見 解 が 述べ られ た 。 人 後日 RAUSCH も また 氏 の 報 
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告 中 で と れ を 衣 定 し 菌 来 ア テス カ の 多 有 房 性 包 虫 に 対し て 
も 素 7ocz/g7s の 種 名 が 使用 まほ まれ て いる 。 

我が国 に お いて は 人 体 自然 感染 例 に つい て の み の 見 解 
で は あつ た が , 連 て と の 問題 に つい て 三田 (1915, 1918 ぅ 
桂 島 (1928) ら が いずれ も 一元 説 を 支持 し て いる 。 三田 
(1915, 1918) は 単 房 性 包 虫 症 患者 6 例 か ら 得 た 多 迷 の “ 
Cyst に つい て 組織 学 的 検索 を 行い , 次 の よう な 解釈 を 
下 し た 。 即ち , 外部 か ら の 影響 に よ ょ つて 生活 力 の 減退 し 
た 半 陸 7 陸 は ボ の の 義光 人 殺 吉 間 和夫 
不 完全 な 坦 胞 変態 を 営 久 . 種々 の 噂 型 の 正体 を 生ずる 。 
と の 本 生じ た 包 心 は 形態 上 の 定 導 な く , その 低級 な も の 
は 僅少 の キチ ン 質 の 断 片 え 有する 体 肉 質 の 集 境 を な し , 
虫 体 固有 の 外 台 を 有 せ ず , や や 完全 に 近い も の は キチ ン 
質 の 外壁 層 に 粗 密 下 同 の 体 肉質 を 包含 し て 充分 充実 し た 
ほぼ 球形 の 包 上 を 生ずる 。 そ し て 外壁 の 完全 な も の だ け 
me か 2fonret 娘 名 
, 不 完全 な も の は 形 上 態 上 1 筒 の 虫 
体 と し 生子 する と と か が でき 共 
解体 離散 し て 臨床 的 意義 を 示さ ず に 終る 。 然 し 人 体 組 織 
の 小間 隙 に お いて と の 種 の 虫 体 を た 生 ず れ ば , 結 締 織 繊 維 
か ら 成 る 小雪 内 に 閉塞 され た 断片 的 虫 体 の 集団 と し て の 
多 房 性 包 点 の 形成 が 起 る る の で あつ て , 多 房 性 包 虫 は 単 
房 性 包 虫 の 1 変形 に 過ぎ な い 。 三田 は と の ょ うな 見 解 か 
ら 一 元 説 を 支持 し た 。 

桂 島 (1928) は 定型 的 な 単 房 性 包 虫 症 の 1 例 と 共に 非 
定型 的 な 多 房 性 包 虫 症 の 2 例 を 報告 し た 。 そ し て 人 後者 の 
2 例 の うち 1 例 の 病変 は 多 房 性 包 虫 病巣 に 一 致す る が , 
患者 病歴 は 単 房 性 包 過 の も の に 近似 し , また 他 の 1 例 は 
組織 学 的 病変 所 見 は 多 房 性 包 昌 の それ に 一 致す る が , 実 
際 上 悪性 を 示さ ず , し か も 定型 的 な 単 房 性 と も 異 る と と 
みか ら , と れ ら の 2 例 は 単 房 型 か ら 多 房 型 え の 移行 途中 の 
も の と 解 し , 多 房 性 包 虫 を 別種 と し て 独立 させ る と と を 
否定 し て 一 元 説 を 支持 する 旨 主 張 し た 。 

最近 山下 ・ 大 林 ・ 北 村 (1958) は 既に 述べ た 如く , 単 
房 性 包 虫 及び 多 房 性 包 由 を それ ぞ れ 犬 に 与え , 条 虫 期 の 
発育 に つい て VooEr (1957) の 録 察 より も 更に 早い 時 
期 及 び 更に お そい 時 期 を 含め た 長期 間 と 語る 観察 を 試 
み 。 各 期 に お ける 両 系 条 虫 間 の 形態 的 比較 , 頭 節 摂取 後 犬 
の 糞 便 内 に 初め て 正 卵 が 出現 する まで の 期間 の 比較 を 行 
い 。 間 半 の 
接種 後 2 週間 目 に 既に 生殖 器 の 発達 程度 。 体長 , 額 体 部 
及び 吸盤 の 大 きき さ 等 に 顎 著 な 差 が 現われ , と の よう な 
部 位 に お ける 差異 は 条 虫 の 発育 期間 の 延長 と 共に 益々 
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この よう な 発育 と それ に 
う 両 者 間 の 形態 的 差異 か ら VocgL (1957) の 二 元 説 を 
区 持 し , また 単 房 性 包 虫 に 由来 する 条 虫 を zzococ- 
ezs g7227 の SS (BATSCH 1786) と 同定 し た 。 一 方 アテ 
スカ 系 多 房 性 包 束 に 由来 する 条 虫 は これ と は 別種 と すべ 
きも の で , VocEr の 主張 する 如く cgzococczes が が 7- 
czzzs LEUCKRT,1868 と する の が 妥当 で あり , 更に 
VocEL (1957) に よ つ て 。 万 , szzzceszs が 万 , 2 が - 
pcz/2Zzs の synonym と 考え られ た と と や も また 妥当 で ぁ 
る と と を 明らか に し た 。 
この ほか 既に 各 項 に お し 


大 きく な る と と を 明示 し た 。 


* て 述べ た 如く 山下 ら の 実験 的 
研究 に よ つ て 得 ら れ た 他 の 事実 は 更に 二 元 説 を 支持 する 
有力 な 根拠 を 与え る も の で あろ う 。 と と 総括 し て 。 山 

下 ら の 知見 か ら , 単 房 性 包 虫 と 多 房 性 包 束 の 間 の 相違 点 
を 列記 すれ ば 次 の 如く で ある 。 

(1) 両 型 包 虫 の 条 虫 期 の 発育 速度 に 差 が 見 られ , 単 
房 性 包 虫 系 条 虫 で は , 虫 体 , 固着 器 等 の 成長 は 多 房 性 包 
了 系 条 虫 に 較べ て 速 か で ある が , 生 将 器 の 発達 は 後者 の 
方 が 著しく 速い 。 換言 すれ ば 後者 は 前 者 に 較べ て 著しく 
早熟 で ある 。 

(2) 条 虫 期 の 虫 体 , 固着 器 ( 頭 釣 , 吸盤 ) 及び 額 体 
都 の 大 き さ に は か な り の 差 が あり , 過 丸 の 数 及び 分 布 徹 
囲 , 子宮 の 形態 , 生殖 口 の 位置 に 差異 を 認め る な ど , 形 
態 学 的 相違 点 が 多い 。 

(8) 人 体 を 除き 両 型 名東 に 対す る 感受 性 動物 が 異 
る 。 ま た dd 系 マウ ス の よう に 天 型 包 虫 に 対し て 一 応 の 
感受 人 性 を 示す も の で も , 感受 性 の 強 さ に 著 し い 差 が あ 
り , 包 下 感染 期間 の 経過 と 共に 包 虫 の 発育 に 著しい 差 を 
生ずる 。 と の と と は 了 虫 卵 投 与 に よる 感染 実験 ば か り で な 

く 頭 節 接種 に ょ る 2 次 包 貝 症 実験 に お いて も 明らか に 証 
明 さ れる 。 

(4 ) 、 築 殖 胞 形 成 初期 の 包 貝 実質 層 ( 有 層 ) の 増殖 程 
度 に 差 が 見 られ る 。 動物 感染 実験 に お いて 多 房 性 包 点 で 
は 実質 層 は 吐 盛 な 増殖 性 を 発揮 し て 網状 の 厚い 部 分 を 生 
じ 。 将来 この も の は 各 入 将 胞 の 間 和 を 充 雷 する 程 に な る 
が , 単 房 性 包 虫 で は と の よう みか 実質 層 の 増殖 は 著しく 低 
調 で , 繁殖 胞 と 実質 層 と の 連接 部 に 極め て 僅か に 発達 が 
見 られ る 程度 で ある 。 人 体 に お ける 多 房 性 包 束 で は 実験 
衝 が 剛 寺 し い 天 拓 の 寺 見とれ な いぶ や 
は り と の よう な 傾向 が 認め られ る 。 

(5) 人 辿 の 邊 。、 名 内 大 び 公 普 を以て する 
血清 診断 学 的 研究 に よ つ て , 単 房 性 包 虫 と 多 房 性 包 虫 と 


の 間 に 反応 上 の 基 異 が 認 〆 ら ォ え ( る で 
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な お 山下 ・ 大 林 ・ 近 野 (1957) は , 従来 諸 学者 に ょ っ 
て 両 型 包 昌 を 表現 する 語 が 区 々 で ある と と に 気付 き , 時 
に 混乱 を 招く お それ が ある 処 か ら , と れ に つい て 次 の ぁ 
うな 見 解 を 述べ て いる 。 

cococczS 27Ocz/ZZ2S 及び 万 c/zococc2S 72 訪 0。 
cz/Z22s ( 王 万 . Z の eo/zZs) が 普通 に 用 いら れ て いる が , 
一 方 で は Multilocular cyst な る 語 が 上 記 万 9z27oz727is 


の 1 型 に 対し て も お れる 場合 が あり , 従来 使用 き 攻 
wi みる と 次 の ょ うに 2 系統 に 分 ける を 
と が で きる 。 
(1D) QdD 
Unilocular ーUnilocular 
ーー ze2270czz/272S Multilocular 
万 . cyS72Cz6S IMulticystic 
. ヵ o/ の 2 の 7 の 6S 
Multilocular ー Alyeolar 


ー ど . 22/72/9cz/277S 
万 . 2 の 6 の 7 の 77S 

即ち 第 1 の 表現 法 は 最も 普通 に 使用 され る も の で あ 
り , と の 観念 か ら す れ ば 第 2 の 表現 法 に 於 ける Multiloz 
cular は 往々 に し て 第 1 表現 法 の 万 zz/ocz/g7zs 即ち 

多 房 性 包 虫 と 間違わ れる お それ が ある 。 従 つて 第 2 の 表 
現 法 を 使用 し た 報告 の 閲覧 に 際 し て は , Me 記載 に 特 
に 注意 し て 包 昌 の 真 の 型 を 判断 する 必要 か が ある 。 実験 須 
Pr に つて 拉 た 人 を 導 と む ぼ 欄 栄作 
た 結果 山下 ・ 大 林 ・ 近 野 (1957) は 万 77ocx/g7s は 
. Z め eo/ZZzs と 同義 語 と する 第 1 の 方 式 を 最も 妥当 と 
認め , Unilocular cyst の 第 1 型 を Multilocular と 呼 氷 
第 2 方 式 の 使用 を 避け る とこ と に し て いる 。 

I 文 . 臨床 症状 

1881 年 熊本 医学 校 に お いて 我が国 最初 の 包 下 症 患者 が 
発見 され て 以来 , 諸家 に より 年 報告 され た 単 房 性 包 箕 
症 49 例 。 多 房 性 包 虫 症 82 例 の 症状 を 通 観 すれ ば , 患者 の 
診断 時 の 主訴 は 肝 包 昌 症 に お いて は , 一 般 に 無痛 の 幅 交 
を 触れ , 或いは その 腫 劉 の 増大 に 気付 き , 同時 に 上 腹部 
圧迫 感 , 腹部 緊張 感 , 時 に 慌 吐 みな ど で あ る が , 潤 次 胃 間 
好 様 発作 を 伴う 場合 も ある 。 ま た , 殆 ん ど 発 熱 を 伴わ な 
い の が 普通 で ある 。 ま た 腫瘍 部 の 劇 痛 を 訴え る と と も あ 
る が , と の 場合 は 既に 腫 交 の 増大 期 に 達し て いる 場合 で 
る 。 腹部 緊 満 感 は 常に 見 られ , その た め K 食後 また 
は 運動 時 に 呼吸 促 迫 を 感じ , また 患者 に よ つ て は 労働 
堪え な く な る 場合 が ある 。 触診 に より 肝 の 肥大 の ほか 
糧 胞 存在 部 に 波動 を 感ずる 。 愚 者 は 腫 問 を 自覚 し て も つ 
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淫 に 無痛 の た め , 多く は 345 年 以上 放置 し , 苦痛 を 伴 

- 至 り 初め て 初診 を を う 場 合 が 多く , 中 に は 腫 約 を 自 
覚 後 20 年 を 経過 し て 初め て 診断 を と うた 例 も ある 。 

肺 胞 虫 症 で は 路 血 を 伴い , 嗜 療 中 に 包 点 の 釣 ま た は 小 
衣 胸 を 発見 し た 例 が 報告 きれ て いる 。 股関節 包 貝 症 で は 
関節 部 の 疹 痛 と 歩行 困難 を 主訴 と し て いる 。 腎 包 貝 症 で 
に 乳 魔 尿 を 排 し , 女 胞 の 排 洪 を みた 例 も ある 。 

多 房 性 包 息 症 に つい て は 桂 島 (1928) の 報告 以来 手術 
また は 昆 体 解剖 に よ つ て 確証 され た も の 32 例 の ほか , 臨 
氷 的 に 本 症 と 診断 され た 10 余 名 の 患者 が 現存 し て いる 。 

三 上 ・ 山 田 ・ 萬 西 (1956) は 1937 年 9 月 か ら 1953 年 8 
月 に 理 つ て 12 例 の 礼文 島 , 新 溢 県 (患者 は 礼文 島 ま た は 
千島 と 無関係 ) 或いは 北海 道 江別 市 (患者 は 千島 と 関係 
あり) の 出身 患者 の 手術 を 実施 し た が , これ ら の 愚 者 の 
臨 状 症 状 を 基 と し , 肝臓 多 房 性 包 虫 症 の 臨床 症状 に つい 
て 次 の よ うな 総括 的 見 解 を 述べ て いる 。 

(1) 肝 腫 瘍 : 肝 の 腫瘍 は 全 例 に 見 られ , 医療 を を う 
頃 に は 必 発 の 症状 で ある 。 愚者 自身 肝 腫 瘍 を 知る 以前 
に , 多く は 上 腹部 の 漠然 と し た 緊張 感 , 膨満 感 , また は 
不 僚 感 を 自覚 し , 時 に 腹痛 発作 を 経験 し て いる 場合 が 多 
*。 然し 視診 上 , 触診 上 証明 し 得る 肝 の 肥大 は , 包 虫 の 概 
邊 塊 て の も の に ょ る 肝 腫 瘍 と 代償 性 肥大 に よる 肥大 肝 の 
計 で ある と と は 言う まで も な い 。 病変 肝 葉 部 は 表面 凹 
上 不平, 大小 不 同 の 腫 約 を 触れ , 性 も Hepatoma に 酷似 
する 所 見 を 呈し , 硬度 は 一 般 に 硬い が , 病巣 部 の 中 心 部 
の 壊死 軟化 に よ つ て 主 腫 状 た 呈す る も の で は , 波動 また 
は 波動 感 を 証明 し , 部 位 に * つ て は 硬軟 種々 の 腫瘍 が 互 
い に 錯 統 する 場合 も あり 得る え 。 し か も る 腫 約 に は 毎 常 軽度 
の 圧痛 が ある が , 代償 性 肥大 肝 部 は 一 般 に と れ を 欠い て 


1 
V 
胞 塊 て 
ム 、 > デ 
口 に 


(2) MR っ 

音 訴 ま た は 了 臨床 症状 を 呈す る 時 期 に 達し た も の で は ほ は 。, 

の 程度 の 差 こ そ あ れ , 黄 招 は 殆 ん ど 必 伏 の 症状 で . 時 に 
は 激烈 な 全身 皮膚 挿 感 を 伴う 場合 も ある 。 機能 的 黄 痕 
の ほか , 時 に は 機 大 的 黄 折 即ち 腫 編 の 発生 部 位 に よ つ て 

相本 

哲 も 考え られ る 。 時 に は 全く 胆汁 排出 か 阻止 され , 糞便 

の 灰 白色 化 も 認め られ る 。 

か 用 ホ び 用 呈 の 世 和則 疾 に よる 門人 

の , 腹水 また は 腹壁 の 静脈 怒 張 を 招来 し , 時 に は 

且 え も 作 う 。. ま た 半 半 中 の 半鐘 店 の 関本 人 


良 , その他 多 く の 胃 腸 障 害 を 併発 し て いる と と る も ある 。 
ミ た 肝 実 質 の 広汎 な 破壊 の た め の 末 期 症 状 と し て 発し た 


手術 例 と 
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腹水 の 予後 は 絶対 不良 で ある 。 

(4) NR と これ は 臨床 症状 と 必ず し ゃ 普 
行 す る も の で は な く , 一 般 に 肝 腫 瘍 の 巨大 な 場合 で も 意 : 
外 に 障 得度 が 軽 徴 な た と と が 多い . 

C5) 血液 所 見 : 単 房 性 包 虫 症 の Eosinophilla は か な 
り 高度 で ある が , 多 房 性 包 東 症 で は それ より 知 か に 低い 
と と が 従来 各 ら れ て いる 。12 例 の 観察 例 で は 2 28 % 
(平均 8.3%) で あつ た 。 も 

白血球 数 は 多く は 正常 値 を 示し , 5,700 ~8,200 で あ 
つた が , 時 に 11,000 の 値 を 示し 軽度 の 増 多 症 と 見 られ 
る も の も あつ た 。 eno 
*。 それ ら は 27422% の 値 を し た 。 ま た 正 沈 に は 一 定 
の 関係 は 認め られ な い 。 


( 6 ) その 他 の 症状 : ほぼ 共通 の 症状 と し て 不定 の 発 


熱 が ある 。 ま た WM を 伴う 高熱 の 持続 , 発作 性 に 
Fe 高 発 , ま た は 軒 者 の 病 訴 に ( は 全く な い に も ゃ 拘ら 
, 入院 時 の 体温 表 に ょ り 不 定 の 微熱 の 持続 , 或いは 出 


RM を その ほか 季 助 部 の 鈍痛 , 上 腹 
Mods 胃 部 膨満 感 , 胃 部 重圧 感 , 軽度 の 
不定 の 腹痛 な ど , 上 腹部 を 中 心 と する 漠然 と し た 病 訴 は 
避 診 に よ つ て か な り 高 率 に 発見 され る が , と れ ら の 症状 
は 傘 村 人 共 志和 枯 だ 巡 才 人 こ 一 時 的 に 増強 する と 
レン トゲ 絆 検 よ 症例 の 多く は , 胃 は 左 方 また は 
下方 に 圧 制 さ れ て いる が , 信 思 不振 。 悪心 な どの 胃 症 状 
は 意外 に 少 い 。 そ の ほか 月 経 異 常 , 糞便 の 色調 変化 , 衣 
便 中 の 潜血 反応 陽性 , 歩行 時 の 呼吸 促 迫 , 咳 , 鼻 出 血 , 
睡眠 障 旭 , 背部 重圧 感 を 訴え る も の も ある 。 
更に 同氏 ら は , と も あれ 本 症 の 臨床 上 最も 重要 な と と 
巨大 な 肝 腫 瘍 を 証明 し 得る に 拘ら ず , 患者 の 全身 状 
態 が 長期 間 に わ た り 良 好 に 維持 され る と と で あり , と の 


事実 は 特に 肝臓 悪性 腫瘍 と の 第 別に 役立つ 唯一 の 有力 な 


臨床 症状 で ある と 強く 指摘 し て いる 。 
え . 病 理 
我が国 の 人 体 包 貝 症 に 関す る 研究 中 , 単 房 性 包 虫 症 は 


古く か ら 殆 ん 隊 呆 普 状 の み に 基 い て 診断 され , 僅か の 
更に 少 い 剤 検 例 が 報告 され て いる に 過ぎ な 
い 。 従 て 病理 学 的 観察 を 報告 し た も の は 極め て 少 い 。 
田中 (1898), 三田 て 1915, 1918), 児玉 (1916), 桂 伺 
(1928) は 単 房 性 包 息 症 の 病理 所 見 を 報告 し て いる 。 
一 方 多 房 性 包 貝 症例 に つい て は 何れ も 病理 学 的 検索 が 
行わ れ て いる が , と れ ら の うち 礼文 島 及 び 千 島 と 関係 深 
い 本 症 患 者 の 症例 に つ いて は , 前 記 角田 ・ 三 上 ・ 青 木 
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(1937) 及び 今 (1987) の 症例 以来 , 牧野 ・ 長 田 C1943), 
仁保 ・ 織 田 ・ 柳 谷 (1948), 安保 ・ 市 川 1953), 佐藤 ・ 
業 田 ・ 佐 藤 ・ 栖 崎 ・ 小 林 ・ 高 田 (1955), 安保 ・ 武 田 ・ 新 
保 ・ 恩 村 (1956) ら に ょ り 病 理学 的 所 見 が 発表 ほれ た てい 
安保 ・ 武 田 ・ 新 保 ・ 因 村 (1956) は 前 記 諸 家 の 症例 を 
も 含め た 礼 女 島 及び 千島 関係 患者 の 多 房 性 包 虫 症 21 例 に 
つい て , それ ぞ れ 概要 を 紹介 し , と れ ら の 症例 か ら 得 ら 
れ た 知見 を 基 と し て 総括 的 な 病理 組織 学 的 所 見 を 述べ て 
いる 。 の ば 次 の 如く で ある 。 
肉眼 的 に 灰 白 ま た は 灰 黄 白 色 を 呈し ' 情 陸 ま かず 間 和 
て は 測 衝 性 に 幸 し し た 高度 の 維 化 また は 腰 質 化し た 
- 結 合 織 内 に 無数 の 小 裏 胞 が 散在 し , 裏 胞 は 多く は 長径 
0.7ー 1.5mm 位 で , 中 に は 融合 増大 し て 4 て 5mm 以 
上 の も の も ある 。 小 衣 胞 の 断面 は ほぼ 卵 円 形 で , 此 液 性 
また は 腰 様 の 蛋白 性 内 容 を 有 し て いる 。 小 庫 の 外層 は 
厚 さ 0.08 一 0.1 mm で 多く は 明瞭 な 層状 構造 を 示し 。 
0.02mm 以下 の も の は 層状 構造 は 不鮮明 で ある 。 内 層 は 
題 粒 層 で , 小 円 形 の 比較 的 染色 性 * 富む お 核 を 有する 細 移 
か ら 成 る が , 多く は 細胞 は 不明 膝 で ある 。 頭 館 は 多 
場合 は 1 箇 の ト 裏 胞 内 ' こ 10 科 認 め ら れる と と も * 


る 。 病変 の 周辺 部 で は 比較 的 小型 の 4 交 肝 2 存在 ! 


- 要 胞 を 囲ん で 強い 秋 人 性 肉芽 形成 が 認め ・ 半 - 拉 
し て 類 上 度 細 胞 及び 巨 細胞 の 出現 も 2 る 。 そ の 外側 
に 汐 巴 球 の 浸潤 か ある 。 肉芽 の 中 心 部 が 展 々 壊死 に 陥 つ 
て いる 所 も ある 。 小 裏 胞 は 種々 組曲 を 示し , 複雑 な 形 を 
呈す る と と が あり , と の 場合 は キチ ン 膜 か ら 分 れ た キチ 
ン 杯 に よ つ て 分 房 に 別れ る 場合 が 少く な く , また キチ ン 
措 層 内 に 小 腔 の 形成 を 認め る と と も ある 。 ま た 一 旦 増 将 
レ た 腰 質 線維 が 壊死 に 陥り , 病変 部 全体 が 広汎 な 壊死 像 
に 変る 所 も ある 。 こ と で は キチ ン 膜 は 不 規則 に 潰れ て 複 
雑 な 考 曲 , 比 入 を 示し , 坦 胞 内 容 を 失い , 強く エ オ ジン 
で 染色 され る 。 
病変 部 周辺 の 比較 的 健康 と 上 思わ れる 肝 実 質 も 程度 の 差 
こそ あれ , 一 般 に 寄生 性 肝硬変 の 像 を 呈し て いる 。 即 ち 
グリ ソン 氏 輔 を 中 心 と し て 著 明 な 結合 織 増殖 が 起り , 結 
合 幾 は 主として 小葉 問 に 浸入 。 代 腸管 増幅 形 細胞 浸潤 
を 認め る 。 と の よ ょ うな 所 で は 肝 細 胞 は 高度 に 姜 縮 また は 
消失 を 見 る 。 な お 径 20 て 40 ヵ の 円 形 また は 卵 円 形 を 
た MELINIKOW RASWEDENKOW MR の ce 
embryo) に 相当 する も の も 僅か な が ら 肉芽 形成 中 に 認 
め ら れる 。 


以上 述べ た 我が国 の 人 体 多 房 性 包 虫 症 の 病理 学 的 所 見 


(寄生 虫 学 雑 寺 ・ 第 8 巻 ・ 第 3 生 


ECR 
と は , RAUScH 及び 山下 (195Y) に 
日 本 ,。 アラ スカ 及び VoocEL kn f 
ツ の 人 体 材料 を 実際 に 比較 検討 され た 結果 確証 され て め 
る 。 ま た 既に 述べ た 山下 ・ 大 林 ら (1957。1958) の 多 房 
性 包 虫 の 動物 実験 に よ つ て 明か な よう に , 動物 体内 で 
の 包 上 虫 の 発育 及び 宿主 病変 像 は 人 体内 に お ける も の > 
は 著しく 相 異 する と と が 判る 。 と の と と は Voecgr 及 だ が 
RAUSCH ちゃ ぁ 認め て いろ る 処 で あつ て , 同一 株 に 由来 す 
る も の で あつ て も や 同様 の 差異 た 生ずる も の で あり , Cyst 
の 大 き さ , 朗 内 液 の 性 状 , 包 虫 に 対す る 宿主 組織 の 反 穴 
の 強 さ な ど に 明か な 差 が あり , 特に 頭 節 形 成 力 の 差異 は 
顎 著 ぐ で ある 。 と の よう な 知見 か ら , 山下 ・ 大 林 ら 19 本 
1958) は RAusci & ScHmLLER(1956) と 同様 , 人 体 誌 
多 房 性 包 昌 の 中 間 宿 主として 決し て 満足 すべ きも の と 識 
言い 難い と の 見 解 を と つて いる 。 

な お 佐藤 ・ 柴 田 ・ 佐 藤 ・ 栖 崎 ・ 小 林 ・ 高 田 (1955) は 
病巣 部 の 組織 化学 的 検索 を 試み 次 の 如く 述べ た 。 斉 胸壁 
は P A 8 染色 で 撰 択 的 に 染色 され る 処 か ら キ チン 膜 は 多 
量 の 多糖 類 を 含む こと と が 知ら れ , また PA S 染 色 は 胸 
の 形成 過程 を 詳細 に 追 宛 する の に 従来 の 方 法 よ り 優れ て 
いる と 。 ま た 病巣 中 に 多量 の 特異 的 朱色 の 色素 が 染め 測 
され , と の も の は 組織 化学 的 に は Hematoidin か Biliru: 
bin に 一 致す る 。 然 し 本 例 の 病巣 で は 鉄 反 応 は 殆 ん ど 陰 
性 で ある か ら , 出血 に よる 赤 碧 球 の 崩壊 の た め 生ずる 
Hematoidin を 考え る より も ,。 胆汁 の Bilirubin に 由来 す 
る 物質 を 考え る 方 が 朋 当 の よう で ある と 。 

Xi. 診断 

1。 了 床 診 

従来 我が国 に お ける 単 房 性 包 息 症 の 診断 は 前 記 の よう 
な 臨床 症状 , 即 ち 肝 ・ 有 包 虫 症 で は 主として と れ ら の 職 
器 の 肥大 , 臓器 表面 の 凹凸 , 波動 な ど 触診 に よる 所 見 誠 
暗示 と な り , 少数 例 で は 内 刺 に よる 胞 内 液 の 性 状 特に 
糖 , 蛋白 , 食塩 等 の 検索 , また 時 に は 多 刺 液 中 の 頭 釣 の 
eo こよ つて な され , に Eosinophilia を 診断 の 補助 と 

の が 僅か に 見 られ る 。 

六 名 下 で は 浅い 呼吸 , 喘息 様 咳 大 , 呼吸 困難 , 箇 療 
な ど が 指針 と な と , 肺結核 肺 腫瘍 な ど と の 鑑別 が 考 大 
され る 。 手箱 に より 包皮 症 の 確 誠 が 下 き れ 赤 例 は 凍 

既に 誌上 に 報告 され た 多 房 性 包 虫 症例 は 総 べ て 手術 ま 
た は 剖検 に よ つ て 確認 され た も の で あり , 他 に 現在 臨床 
的 に の み 本 症 と 診断 され て いる も の が 10 余 名 知ら れ て い 
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昭和 34 年 6 月 


三 上 ・ 山 田 : 葛西 (19566) に よる 12 例 の 多 房 性 肝 包 息 


症 か ら 得 られ た 肝 の 腫瘍 部 及び 代償 性 部 の 触診 上 の 所 見 
NAS , その 他 同 氏 
C 述べ られ た 本 症 診 2 新 上 の 見 婦 は 次 の ょ う で あ 
用 て は 病 肝 の よう な 所 見 は な く , 護 膜 昨 の 分 葉 肝 の 所 
見 も る 認め られ な い 。 ま た 比較 的 重症 で は 原則 と し て 食 思 
は 良好 に 維持 され , 全身 状態 も また 良好 で ある 点 は 韻 腫 
で は な いと する 根拠 と な る 。 然 し 本 症 も 既に 末期 症状 を 
呈し 、 琶 李 質 に 陣 つて いる 合 に は 悪性 腫瘍 と の 区 別 は 
容易 iA 従来 本 症 は 長期 に 理 り 衰弱 症状 の な いと 
と , 発熱 を 伴わ な い 事 実 を 以 て 瘍 淫 ま た は 騰 瘍 と の 第 別 
の 根 拠 と し て いる も の が ある が , 経験 症例 の 大 多数 に 発 
熱 を 認め , 時 に 悪寒 を 伴い , 或いは 持続 する 高熱 を 発 す 
る 者 さえ ある と と か ら す れ ば , 発熱 の 有無 を 鑑別 の 根拠 
と する 点 に つい て は 疑義 を 持つ 。 と の 傾向 は 包 虫 腫瘍 の 
中 心性 壊死 崩壊 に よる 裏 腫 化 を 来 し た も の に 強く , 肝 肛 
生ま た は 横隔膜 下 騰 瘍 と 全く 同様 な 所 見 を 呈す る と と 
は , 欧洲 に お ける 文献 が 展 々 とれ ら と の 誤診 を 報じ て い 
る と と か ら も 想像 され る 処 で ある 。 多 有 房 性 包 虫 症 に お け 
る Eosinophilia は 従来 強調 され て いる 程 句 度 の 高い も の 
で は な く , その 程度 も また 単 房 性 包 虫 症 に 較べ れ ば 軽度 
で , 我が国 の よう に 寄生 虫 病 の 多い 地域 で は , 欧洲 の 如 
( 好 酸 球 4 2 以上 を Eosinophilia と し て 意義 づけ る こと と 
は 妥当 で は な いよ うに 思う 。 ま た 巨大 な 肝 腫 名 や 黄 指 な 
どの 著名 な 臨床 症状 を 欠く 初期 症例 で は , その 確 診 は 極 
め て 困難 で あろ う 。 例え 巨大 な 肝 腫 次 が あつ て も , それ 
が 肝 の 上 面 に 発し , 且つ 上 方 に 向 つて 発育 し た 場合 に 
は , それ が 余 程 巨大 と な ら な い 限 り 肝 を 触診 し 得 な いで 
eS 
に 旧 つて 出現 し な いで あろ うか ら , 早期 の 確 診 は 特に 
本 く 由 われ 。 MotoKipacyahmomreos 
た は 包 禅 され た 臓 胸 な ど と の 鑑別 も 困難 で ある 
た お 現在 の 知見 の 段階 で は 疑わ し い 症 例 に つい て は 
試験 開腹 に ょ つて 得 た 切除 切片 に よる 診断 が 最も 確実, 
容易 且つ 安全 な 診断 法 で ある と と を 強調 し て いる 。 
2. 血清 診断 
諸 外 国 で は 包 由 症 の 碧 清 学 的 診断 法 と し て , 井内 液 に 
eeesesayrRso いる が , 主 
し て 単 房 性 包 束 症 に 応用 され , 多 房 性 包 貝 症 に 対す る 
応用 は 少な い 。 
我が国 で は と の 方 面 の 研究 は 特に 極め て 少な く , 僅か 
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に 小山 1912), 三 上 ・ 古 河 ・ 片 谷 (1951), 市 川 ・ 飯 田 
(1952) の 研究 が 見 られ る の み で ある 。 こ と れ ら の 中 で 実際 
応用 の 段階 た 進み つつ ある 研究 と し て 市 有川 * 飯田 (1952* 
の 既 発表 の 知見 を 基 と し , 現在 進展 し つつ ある 知見 の 一 
部 を 加え て 紹介 し て お こう 。 

市 川 ・ 飯 田 (1952) は 礼 女 島 の 多 房 性 包 虫 症 患 者 の 肝 
病変 部 を 用 い , 梅 毒 患者 血清 と の 反応 を 避け る た め に と , 
肝 組 織 を 可 及 的 除き , 病変 部 の み を 細 挫 し て アル ユール 
抽出 液 を つく り , コレ ステ リン を 加え て 抗原 と し , 礼 : 
島民 204 名 の 血清 に つい て 補 体 結合 反応 を 行 つ た 。 そ の 
村人 のび 主人 
が 認め られ た 。 と の 7 名 は いずれ も その 人 後 の 調査 で 肝 腫 
本 胃 さ れ 。 蘭 末 的 名 診断 され , 或 る 者 は 病理 
組織 学 的 検索 に より 本 症 と 診断 され た も の で あつ た 。 価 
の 9 名 は 軽度 の 肝 腫 を 呈し た が , 10 倍 稀 息 液 で も 陰性 で 
あつ た 。 一 方 梅 書 反応 陽性 者 14 名 の 血清 に 対し て は 10 倍 
稀 門 液 で 総 て 本 反応 は 陰性 を 示す と と を 知 つ た 。 同年 
氏 ら は 無病 地 と 考え られ て いる 札幌 市 及び その 近郊 の 住 
民 に つい て 本 反応 を 試み た が , 40 倍 稀釈 以上 で 陽性 を 示 
し た も の は 全く 認め られ な か つた 。 以上 の 結果 か ら 氏 らち 
は 本 反応 が 多 房 性 包 昌 症 の 血清 診断 法 と し て か な り 信 頼 

が ある と 述べ た が , 同時 に 本 反応 の 抗原 と し て 用 いる 
患者 の 包 息 病巣 部 の 入手 が 我が国 で は 必ず し ゃ 容易 で な 
く , また 新た に 作製 し た 抗原 の 力 価 も 著しく 変動 し 易い 
欠点 を 指摘 し た 。 ま た 昨年 来 飯田 は , 山下 ・ 大 林 ら が 実 
kay 

, 補 体 結合 反応 の 観察 を 進め て いる 。 即ち 感染 へ タ 

て ミ の 肝 績 変 部 か ら 。 先 づ 注射 器 で 妻 胞 液 を 採取 し , 
Moe 
抽出 し た 。 と の よう に し て 得 た 要 胞 液 及 び 斉 胞 抽 出 液 
を 抗原 と し て 多 房 性 包 虫 症 患 者 血清 と の 間 に 補 体 結合 反 
EAChozcisise 補 体 は 2 単位 で , 感 作 時 
間 は 2 時 間 (37?C) と し た 。 その 結果 , 要 胞 液 の 抗原 性 
Saori と れ に つい 
て は 頭 節 の 有無 また は その 多少 の 関係 が ある と 推 倫 され 
る 。 特 に 後者 の 抗原 は 多 房 性 包 虫 症 患 者 血清 に 対し て 
明 な 陽性 反応 を 示し , 一 方 機 雪上 流 。 また は 季 の 誠 
臓 病 患者 血清 と は 全く 反応 を 示さ な い 。 本 抗原 材料 が 常 
に 豊富 に 入手 ど で き る と と も 大 き な 利 点 で あり , 力 価 も 和 ほ 
ぼ 一 定 し た も の が 容易 に 得 ら れる な ど , 実際 に 多 房 性 毎 
虫 症 の 早期 診断 に 応用 し 得る る の と 考え て いる 。 

な お 同氏 は 山下 ・ 大 林 ら の 感染 実験 中 の 細 羊 (感染 後 
45 箇 月 ) の 単 房 性 包 虫 症 の 要 胞 液 及 び 編 羊 血清 を それ ぞ 
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れ 単 房 性 包 息 抗原 及び 抗 血清 と し , 一 方 実験 的 感染 ハタ 
ネズ ミ の 多 房 性 包 虫 の 井 胸 壁 食 塩水 抽出 液 と 感染 後 5 科 

月 を 経た C57BL/6 系 統 マ ウス の 下 清 を それ ぞ れ 多 房 性 
包 昌 抗原 及び 抗 血清 と し , 交叉 的 補 体 結合 反応 を 試み た 
結果 , 多 房 性 包 虫 抗原 は 同 包 虫 感染 動物 血清 と 強く 反応 
する が , 単 房 性 包 束 感染 動物 血清 と も 弱い な が ら 交 有 叉 反 
応 を 示 し た 。 一 方 単 房 性 包 束 抗原 は 両 種 血 清 に 対し 弱い 
陽性 反応 を 示し た に 過ぎ な い 。 即ち 単 房 性 包 昌 と 多 房 性 
包 昌 と の 間 に 一 部 共通 し た 抗原 成分 の 存在 が 推 祭 され る 
が , 両 種 包 虫 問 に は 血清 学 的 に も か な り 明 瞭 な 差異 が 
ある と と も ゃ 認め な いわ け に は ゆか な いと の 成績 を 得 て い 
る 。 

以上 の 如く 少く と も 多 房 性 包 上 虫 症 に つい て は 早期 診断 
上 明る い 薦 し が 見 えて いろ 。 

え H. 治 療 

1。 化学 療法 

従来 諸 外国 で は 主として 単 房 性 包 虫 症 が 治療 の 対象 と 
され , その 治療 法 として, Na 浜 度 剤 , 
キ ニ ー ネ 剤 , 条 虫 駆除 薬 な どの 内 服 , また は レ 線 照射 な 
ど が 試み られ て 来 た が , そ の 効果 は 不 際 実 また は 無効 な 
た め に 今日 で は 全く 顧 ち あれ な く な つて いる 。 ま た 要 胞 容 
刺 に よ つ て 種々 の 薬液 (ヨー ド チ ン キ , アル コー ル , 昇 
求 水 , ヨー ド ホ ルム グリ セリ ン ,。 ホル マリ ン , ホル マリ 
ング リセ リン な ど ) を 注入 する 方 法 も 一 部 の 人 々 に ょ つ 
て 推奨 され た が , これ また 薬液 の 腹腔 内 漏出 に ょ る 急性 
中 寺 を 招く お それ か ら 次 第 6 20 く な り , 外科 的 治 
療 の みた 頼る よう に な つた 。 し か し その 後 ア ンチ モン 剤 
に ょ り 治 療 効果 を あげ た 報告 も ある 。 三 上 ・ 山 田 ・ 葛 西 
(1956) は 多 房 性 包 貝 症 患 者 に 対し ネス ボサ ン (5 価 の 
アン チ モ ン 製剤 ) の 筋 注 に よ つ て 好 結 果 を 収め て いる 
即ち , 手術 後 再発 の 1 加 kt は 初め 本 剤 0.2 
か ら は じ め , 次 第 に 増量 し つつ 0.5g ま で で と ど め る 
ょ う 週 2 回 筋 注 し ,10 回 を 以 て 1 クー ル と し 。 2 クール 実 
施し た 。 そ の 結果 , 黄 拍 , 全身 挿 感 は 速 か に 消 退 し . 
肝 腫 瘍 は 著しく wp も その 硬度 を 減じ 
た 。, また 胃 部 膨満 感 , 圧痛 な ども また 消 退 し た 。 治療 開 
始 後 8 ヶ月 で は 患者 は 体重 5。 6 ke を 増し , 朗 腫 の 再発 
の 微 も な く , 肝 機 能 も 著しく 好転 し た 。 他 の 1 例 は 雪 風 
宰 刺 を 反 覆 する と 共に ネス ボサ ン の 筋 注 を 上 記 同 様 の 要 
領 で 約 6 ヶ月 間 つ づけ た 結果 , 妻 腫 は 縮 少し , 洛 療 開始 


後 年 余 を 経て も , 何等 の 障 得 な く , 要 腫 の 再発 の 微 も な 


RE 


く , 家 婦 と し て の 家事 に 従事 し て いる 。 
な お 宇野 ・ 審 田 ・ 三 上 (1956) は 肝 及 び 肺 の 多 房 性 包 
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虫 症 の 1 例 に 3 価 の アン チ モ ン 剤 を 投与 し , 肝 腫 の 縮 素 
の 傾向 を 認め た 。 し か し 胸部 の レ 線 写真 撮影 に より 現 お 
れ て いた 陰影 に は 変化 が 認め らち れ な か つた 。 

最近 スペ イン , ドイ ツ 等 で は 単 房 性 包 息 症 に 対し チ 生 
ー ル を 。 多 房 性 包 虫 症 に 対し パル ミチ ン 酸 チモール ェ ヌ メ 
テル を , いづ れ も ゃ 油剤 と し て 筋肉 内 注射 する と と と ょ 5 
て , 未だ 少数 例 に つい ヽ て の 応用 て は ある が , 良好 な 治 導 
効果 を 得 て い る と と が , GARZIA(1951), ToccoO(1955), 
THIODET(1955), HANSTEIN (1957) ら に ょ り 報 告 き 人 
た 。 と れ ら の うち HANsTEIN(1957) の 報告 か ら 多 房 邊 
包 虫 症 の 治療 例 を 示せ ば 次 の 如く で ある 。 即ち パル ミ 孝 
ン 酸 チモール エス テル を 隔 日 1 cc (含有 チモール 実 量 
0.87 g) づつ 筋 注 5 回 を 1 クー ル と し て 5 クー ル 続 誠 
る 。 和 クール の 間隔 は 6 14 日 間 と する 。 な お 1 回 注 番 
量 の チモール 実 量 は 1 g ま で 用 いて よい と され て いる 。 
と の 券 科 た ょ つて 注射 完了 後 34 箇月 か ら 効 果 が 現 あ 
れる と 言う の で ある 。 

我が国 ン は 三 上 教授 ら 」 に より, 上 記 方 法 に な らい 星 黄 
来 本 例 に よる 治療 ? 文鳥 出 馬 の 多 志 性 到 人 莉 に 試 
用 され て いる が , その 効果 に つい て は 未だ 決定 的 意見 大 
述べ る 段 半 に 名 つこ いな いよ う で ある が , 肝 機 能 障 但 洲 
好転 の 微 が ある と 言う 。 従 来 包 束 症 の 治療 に つい て , 動物 
実験 に ょ る 洗 療 薬 及 び 洛 療 効 果 の 追 宛 が 極め て 少 

多 房 性 包 虫 症 に つい て は 特に と れ が 顕著 に 感 ぜ られ る 

* ま た と の と と は 最近 まで 多 房 性 包 貝 症 の 研究 上 適 も 半 の が 
動物 2 が 知ら れ な か つた と と が 大 き な 原 因 と 考え られ る 。 
そし て 既に 述べ た 如く 近年 に な つて VocGEr, RAUSCH 
ら に ょ つて 野 肖 が 有力 な 中 宿 ま て あり , し か も 容易 記 
人 工 的 感染 も る 成立 する と と が 知ら れ , 我が国 に お いて ぅ 
山下 ・ 大 林 ち の 研究 に より , 時 系 統 マ ウス を 用 いて , 
容易 に 本 症 の 研究 が 進め る よう に な り , と れ ら の 小 
動物 を 使用 する と と に よ ょ っ て 林 容 の 治療 法 の 実験 研究 
0 人 Me うら れる 時 代 が 今日 清く 到来 し た と 云う と 

が 出来 , 将来 諸国 に お いて この 方 面 の 研究 の 急速 な 

展 が 期待 され る の て : ある 。 

山下 ・ 大 林 ・ 北 村 は 実験 的 感染 野 紫 及 び 系 統 マ ウス を 
用 い , 昨年 来 多 房 性 包 虫 症 の 治療 試験 も 行 つて いる 。 野 
当 で は ハタ ネズ ミ 及 び ス ナ ネ ズミ が 用 いら れ 。 系 統 マウ 
ス と し て は C57BL/6 及 び dba が 用 いら どれ て いる 。 第 1 
群 は 野 泥 及び 系 統 マ ウス を 含む パル ミチ ン 酸 チモール 
ステ ル 油 剤 の 筋 注 群 , 第 2 群 は 系 統 マ ウス を 含む スチ プ 
ナー ル (アン チ モ ン 剤 ) の 慣 静 脈 注 和 群 , 第 8 群 は 系 続 
マウ ス を 含む メタ スト ロン (メチ オニ ン 銅 製剤 ) の 筋 往 
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群 と し , 3 種 の 薬剤 に つい て 治療 効果 を 追 夫 し た 。 パ ル 
ミチ ン 酸 チモール エス テル 油剤 は HANSTEIN の 方 式 に 
じ , 太 日 5 回 を 1 クー ル と し , 5 クー カル 実 施 , 80 日 間 
に 注射 25 回 。 各 クー ル の 間隔 は それ ぞ れ 7, 7, 9, 18 日 と 
し , 1 回 注射 量 は 人 体 用 量 か ら 換 算 し て 系 統 マ ウス 及び 
ハタ ネズ ミ に は チ モ ー メ 実 量 0.01 g, 総量 0.25 g,。 スナ 
ネズ ミ に は 1 回 量 0.04g (チモール 実 量 ), 総 量 1 g を 用 
いた 。 ス チ ブ ナー ル は 隔 日 8 回 を 1 クー ル と し , 第 1 回 
量 Sb 実 量 0.015mg, 第 2 回 量 0.08mg, 第 3 回 量 0.0 
45mg と し , 9 クー ル を 実施 し た 。 メ タス トロ ン は 1 日 
1 回 2 日 間 連 用 し , と れ を 1 クー ル と し て 2 週間 々 隔 で 
8 クール 実施 し , 1 回 量 は メチ オォ ニン 銅 の 実 量 0.05mg 
と し た 。 また 注射 開始 は , 野 当 で は 包 邊 感染 俊 1 箇月 
目 , 系 統 マ ウス で は 感染 後 2 箇月 目 と し た 。 と の ょ うに 
し て 各 群 の 動物 は は 注 和 完了 後 それ ぞ れ 1.2.8 ヶ月 目 に 剖 
検 さ れ た 。 

その 結果 1 箇月 目 の 所 見 で は , 第 2 群 ( ス チ ブ ナー ル 
群 ) は 対照 に 較べ て 包 虫 の 発育 は や や 抑圧 され る 傾向 を 
示し た が , その 後 の 所 見 で は 殆 ん ど 対 照 と 差異 が 見 ら : 
な いか , また は や や 増悪 の 傾向 を 示し た 。 ま た 3 箇月 後 
の 所 見 に お いて , 第 1 群 (パル ミチ ン 酸 チモール エス テ 
ル 群 ) の dba 系 マウ ス の み が 対 妥 に 較べ て 包 上 の 発育 , 
を れ , 包 貝 塊 全 体 は 対照 の それ に 較べ 

〈 小さ いと と が 認め られ た 。 然し と れ と 同 群 の 他 

ーー ーー め ら れ た 。 第 3 群 (メチ 
ニン 銅 ) はい ずれ も 病 増 馬 の 傾向 か 器 著 あつ た. 
以上 の 実験 に お いて , パル ミチ ン 酸 チモール エス テル 
油剤 は 野 洗 で は 吸収 が 悪く , 注射 部 位 に 長く 源 留 する こ 
と が 知ら れ , と れ が た め に 病巣 部 え の 薬物 の 到達 が 悪 
PT 
る 。 ま た dba で は か な り 良好 な 傾向 を 示し た に 拘 ち 
て 
て の 原因 は 不明 で ある が , 強い て 言え ば 既に 包 貝 の 発育 
と 動物 の 感受 性 の 項 で 述べ た 如く 包 上 虫 に 対す る 宿主 組織 
の 反応 が C57BL/6 に お いて 強く , dba に お いて 弱い ニ 
と か ら , C57BL/6 は dba に 較べ て 宿主 病変 組織 の 薬物 
胡 収 性 か 低下 し 。 従 て 薬物 の 包 虫 体 え の 到達 か 悪い と 
に 馬 較 す る の 
は 注射 完了 後 1 箇月 目 こ は 他 の 群 より 良好 な 結果 を 認め 
られ た に も ゃ 拘ら ず , 8 筒 月 目 の 観 察 で は 対象 と 変化 な い 


で の 
チ ブ ナー ル の 注射 量 及 びそ の 使用 法 に 原因 が ある よう 
考え られ る 。 と の 実験 成績 か ら 直 ち に 包 虫 症 に 対す 
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れ ら の 薬物 の 価値 を 決定 ずる と と は で き な い が , 将来 小 
動物 を 用 いて の と の 方 面 の 研究 に 1 つの 指針 を 得 た も の 
と し て , 我々 は 更に パル ミチ ン 酸 チモール エス テル の 使 
用 法 の 改良 , 吸収 性 の 増加 に 工夫 を 加え アン チ モ ン 剤 , 
その 他 の 薬剤 に つい て 新た な 考 想 の 下 に 動物 試験 を 進め 
て いる 。 

2. 外科 的 療法 

単 房 性 包 由 症 の 手術 例 に つい て は 高畑 (1887), 谷口 
(1895), 山 崎 (1908), 三 田 (1915, 1918), 小池 (1917) 
ら の 報告 が ある が 。, 殆 ん ど 朗 腫 切開 北 に よる も の で ある 。 
多 房 性 包 虫 定 で は 裏 胞 が 多発 性 また は 散在 性 で ある ば 
, 単 房 性 包 虫 に 較べ て 要 胞 の 内 容 が 粘 立 また 
は 実質 性 % = 近い た め 。 に, 三 の 外 科 的 治療 に は 慎重 を 要 す 
る 。 従来 多 房 性 肝 包 虫 症 に 対す る 手術 方 法 と し て , 窪 刺 
法 , 切開 法 及 び 腫瘍 釣 出 また は 肝 切 除 術 が 行わ れ て い 
る 。 前 2 法 は 裏 胞 塊 の 中 心性 壌 死 盟 壊 に よ つ て 生じ た 壊 
腫 に 対し て の みみ 行う べき 方 法 で , 一 般 的 また は 根 浩 的 方 
法 で は な い 。 単 房 性 包 虫 は その 周囲 を 結 締 織 性 被膜 で 囲 
続 され, 内 容 は 水 様 性 透明 液 ご で ある の に 反し て , 多 房 性 
包 昌 で は 認 腫 化し た 要 胞 の 集 塊 で , 内 容 は 崩壊 し た 壊死 
物質 で , 誠 腫 壁 は 残存 し た 裏 胞 塊 の 一 部 で 疹 成 さ れ て い 
る た め に , 多 房 性 包 昌 症 の 治療 効果 は 単 房 性 包 虫 症 に お 
ける 程 期待 は どき な い 。 また 基 の よう に 介 肌 計 提 閥 
法 は 多 房 性 包 昌 症 に 対し こ は 一 般 的 , また 根治 的 方 法 ご 
は な い が 間 竹 化 し た 腫 に と 圧 佐 状 を 一時 的 に 除去 
し , 不良 な 全身 状態 を 伯 復 させ , 患者 の 苦痛 を 除く た め 
に , 内 容 の 排除 を 行う よう な 場合 , また は 既に 根 洛 的 手 
に 
ある が , 長く 胆汁 彰 を 遺す 欠点 が 知ら れ て い 
ら 。 肝 切除 物 は 部 切 除 と 広 切 除 と が 見 ち れ る 。 
三 上 ・ 山 田 ・ 葛 西 (1956) は 多 房 性 肝 包 虫 症 12 例 の 外 
科 的 治療 を 行い , 次 の ょ うた 総括 的 見 解 を 述べ て いる 

ちら ? 例 に は 肝 の 部 分 切除 術 を 実施 し た 。 と の 3 症例 は 

いづ か る 用 右 抹 の 半 辺 角 に 手 筆 大 の 腫瘍 が あり , 触診 肥 
び 視 診 で は 他 に 病巣 を 認め ず , 全く 弧 立 性 の 多 房 性 包 虫 
症 で あつ た が , 手術 後 そ れ ぞ れ 約 18 年 及び 7 年 後に 再 衝 
し た 。 と の 事実 は 本 症 が 悪性 腫瘍 と の 類似 性 を 示す 一 面 
を 物語 る る の で あり , 部 分 切除 に 際 し , 他 に 極め て 微小 な 
病巣 を 残存 させ , また は 他 の 病巣 が 深部 に 潜在 する 場合 
は 早 有 再 発 を 予期 し な けれ ば な ら な いと と を 物語 る 
で あつ て , と の よ ょ うな 疑い の ある 症例 で は 悪性 用 瘍 の 外 
科 的 療法 の 原則 に 準じ , 多 出 また は 小 部 分 の 切除 に 満足 
せ ず 広汎 の 切除 を 敢行 すべ き で ある 。 と の 2 例 は 手術 前 


か り で な く 
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の 所 見 も 再発 時 の 臨床 症状 (上 腹部 腫瘍, 牙 病 , 及び 全 
身 拉 義 感 ) も 切除 腫瘍 所 見 も 全く 類似 し て いる に 拘ら 
ず , 再発 時 まで の 期間 (前 者 で は 13 年 , 後者 で は 年 ) 
に 差 を 生じ た 。 と れ は , 後者 の 再発 腫瘍 は 肝 右 葉 下面 に 

じ た 小 児 頭 大 の 巨大 衣 種 ご で あり, と れ が 肝 門 部 を 圧 師 
し た と と が 原因 で 早期 に 主訴 を 発し た も の で あろ う 。 

肝 の 広汎 切除 術 が 8 症例 に 対し て 行わ れ た 。 即ち 右 肝 
広汎 切除 術 4 例 , 右 肝 広 汎 切除 及び 方 形 葉 切除 術 1 例 , 
右 肝 葉 全 別 出 及 び 方 形 葉 切除 術 2 例 , 左 肝 葉 全 鈴 出 及 び 
方 形 葉 切除 術 1 例 ぐ ある 。 と の 8 症例 は いずれ も 最早 末 
期 症状 の ゃ ので, 肝 葉 は 殆 ん ど 腫 瘍 に よ つ て 置き か えら 
れ 。 肝 切除 量 は 700 て 2200 g で あつ た 。 手術 の 結果 は 必 

し ゃ 良好 で ある と は 言え な い が , 手術 後生 存 2 年 以上 
の も の が 4 例 (2 年 5 年 4 箇月 ) あつ た 。 な お 同氏 ら 
の 経験 例 ぐ で も, 既に 欧洲 その 他 で 知ら れ て いる 如く , 多 
房 性 肝 包 上 虫 症 に 対す る 肝 広 汎 切除 術 の 合併 症 は 主として 
術 後 の 胆汁 彰 形 成 と 横隔膜 下 腫瘍 ご ある 。 同氏 ら は と の 
よ ょ うな 手術 の 合併 定 で ある 胆汁 彰 の 発生 防止 の た め に 手 
術 手技 を 考察 改良 し , また 術 後 ショ ッ ク の 防止 の た % 
に , 術 前 , 術 後 の 対策 , 処置 に 関し て 研究 し , 見 る べき 
成果 を 得 て い る と と を 報じ て いる か ら , 将来 多 房 性 肝 包 
昌 症 に 対す る 広汎 切除 術 の 完璧 る 期待 され る 。 

むす び 

我が国 の 包 虫 症 に 関す る 研究 に つい て は 以上 述べ た 如 
く で あり , 従来 の 症例 と そま だ 少 い が , 最近 な お 新 患 者 
の 発見 また は 疑わ し い 症 例 を 開き , 他 面 感染 源 の 発見 も 
あり , 我国 に お いて も 将来 な お 留意 すべ き 寄 生 虫 病 で あ 
る と と は 言う まで も な い 。 我が国 に お ける 本 症 の 実験 的 
研究 は 尊 く 数 年 前 か ら 開始 され , また 諸 外国 に お いて も 
特に 多 房 性 包 虫 症 に 対す る 動物 実験 は 我が国 に 先達 つこ 
と 僅か に 2 3 年 に 過ぎ な い 。 昭和 23 年 来 我々 は 包 下 症 
の 調査 を つづ け , 4 年 前 か ら 単 房 性 及び 多 房 性 包 点 を 継 
代 し ,。 アラ スカ の RAusci 博士 , ドイ ッ の Voogr 教 
授 と 連携 を と りつ 実験 的 研究 を 進め て きた が , 諸 外 国 
の 文献 に 微 し , 最も 痛感 され る の は 包 虫 の 極め て 初期 の 
発生 に 関す る 知見 の 乏しい と と で ある 。 ま た 動物 実験 を 
進め て みる と , 従来 信 ば られ た 知見 と は 異な る 見 解 に 到 
達する 事実 が 多い 。 我 は 将来 共 実 験 動物 を 駆使 し て 
見 の 進展 を は が \ り 度 い と 思う 。 

な お 最近 各地 か ら 疑 わし い 症 例 に 際 し 本 症 の 診断 液 に 
つい て の 問合せ に 接する が , と れ に つい て は 現在 と の 方 
面 の 研究 を 進め て いる 札幌 市 北海 道 立 衛 生研 究 所 飯田 広 
夫 博 士 宛 連 絡 し て 頂き 度 い 。 
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終り に 本 講演 の 機会 を 与え を て 下さ つた 会 長 赤 木 勝 竣 誠 
士 に 深 席 する と 同時 に , 本 講演 に 当り 種々 手 伝 つ て 頂い ぃ 
た 当 教 宣 諸氏 及び 研究 に 際 し 常に 御 協力 を 頂い て いる 各 
位 に 対し 裏 心 謝意 を 表す る 。 
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1. オキ シキ ノリ ン 誘 導体 の 赤 導 アメーバ に 対す る 作用 
平林 明 ( 北 研 寄生 虫 ) : A. HIRABAYASHI: Onthe 
effect of oxyquinoline derivatives against 万 7Z2 の 6 の の 
/zs7o/yZZ 


北里 研究 所 松村 研究 室 の 協力 に より , オキ シキ ノリ ン 
誘導 体 及 び 二 , 三 類似 化合 物 の 赤痢 アメ ー バ に 対す る 
作用 を 検査 し た 。68 種 の 化合 物 の 区 gz の に お ける 成 
績 は 全く 無効 の も の か ら 500 万 倍 の 濃度 で アメ ー バ の 
増殖 を 阻止 す る る も の まで 色々 で あつ た 。 化学 構造 上 の 
group に よる 著しい 相違 は な か つた が Halogen を 持つ 
化合 物 特に Iodo を 持つ 化合 物 は それ を 持た な い 類 似 
化合 物 に 比較 し 効力 が 強い 様 に 思わ れ た 。1) と れ 等 大 多 
数 の 化合 物 が 抗菌 性 を 有する 事 , 2) 水 に 難 落 の 化合 物 は 
5022 EAOH に 溶解 し て 使用 し た 事 , 3) dilution する と 析 
出 或 は 沈 激 を 起 し た も の が ある 事 , 4 培地 成分 と 結合 し 
た と 思わ れる も の が ある 事 , 等 に ょ り 有 効 濃度 は 直ちに 
その 化合 物 の direct amebicidal action を 示す と 考え る 
0 本 
の screening test と し て 行わ れ た も の で ある 。 次 の 8 種 
の 化合 物 に つい て 。 マ ウ 経口 授 を を 行い 毒性 を 検 し た 。 


8-Ouinolinol… バ ドド ドド ーー… 耐 量 150mg/kg 
5-COONa-7-iodo-8-quinolinol・・・・・ / 375mg/kg 
5-COOButyl-7-iodo-8-quinolinol・・・・・・ / 125mg/kg 
5-COOButyl-7-NH。-8-quinolinol・・・・ / 500mg/kg 
あん 征 


5-OO- く 。 -Ziodo-8-quinolinol … 500mgkg 


see7.C0 く 。 quinoino| …/ 500mg/kg 
COONa 

5-SONa-7-Hg・OH-8-quinolinol・・・・・・ / 2000mg/kg 

以上 

5-CH (OH) ・C Cl。-7-iodo-8-quinolinot / 2000mg/kg 


赤痢 アメ ー バ 感染 モル モッ ト に 対し 次 の 8 種 の 化合 物 
を も つて 治療 実験 を 行 つた 。 幼 弱 な モル モッ ト の 盲腸 内 
え 赤 痢 アメ ー バ を 接種 し 24 時 間 修 より 所 定量 の 薬物 を 経 
口 的 に 1 日 1 回 連続 5 日 投与 し , 同時 に 赤痢 アメ ー バ を 
接種 し た 対照 辞 と 比較 し た 。5-C0 く 7dodo-8-qmi 
nolinol を 100mg/kg 5 日 投与 に お いて 5 匹 の モル モッ 
ト は 2 忠 感 染 し , average degree of infection by Taylor 
(AD.L) 三 1.4, 治癒 率 41.722 で あつ た 。50mg/kg 投与 
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で は 無効 で あつ た 。5-COONa-7-iodo-8-quinolinol を 150 
mg/kg 5 日 投与 に お いて 5 匹 の モル モッ ト は 1 匹 感染 し , 

AD エー 0.8, 治療 率 66.72 で あり , Y5mg/kg 投与 で は 
無効 で あつ た 。5-CH (OH) ・CC]。-7-iodo-8-quinolinol を 
500mg/kg 5 日 投与 に お いて 5 匹 の モル モッ ト の 中 1 匹 
に 腸管 内 に 僅か の アメ ー バ を 認め A.D.1 一 0.2, 治癒 率 
91.7, 800 mg/kg 投与 で は 治 韻 率 100 多 , 俳 し 250 
mg/kg 投与 以下 に お いて は 無効 で あつ た 。 


2. トキ ソプラ スマ に 関す る 研究 (1) 実験 動物 と し て の 
マウ ス に つい て 小宮 義孝 ・ 小 林 昭 夫 ・ 石 井 俊雄 ・ 修 山 
力 ・ 能 田 三 由 ( 予 研 寄生 虫 ) : Y、 KOMIYA, A. KOBA- 
YASHI, T. JSHIIL, T. KOYAMA 層 M. KUMADA : 
Studies on Toxoplasma (1) Mouse as an experimental 


animal 


トキ ソプラ スマ の 接種 実験 に 用 いら れる 動物 材料 と し 
て の マウ ス に 関し , その 最適 な マウ ス 系 統 を 検討 , 選択 
する と と を 目標 と し た 。 本 実験 に 用 いた トキ ソプラ スマ 
は RR 是 株 ( 伝 研 よ ょ り 分 与 ) で ある 。 供 試 マ ウス の 系 続 は 
dd/Y, gpc,, C57BL/6, CFW の 4 種 と し , 衝 実 験 群 と も 
全て 生後 4 て 5 週 の * 5 匹 宛 を 使用 し た 。 接種 虫 体 数 は 
12 万 コ お よび 2.4 万 コ の 二 種 と し , とれ の 生理 食塩 水 
0.8 ml 浮 灘 液 を マウ ス の 腹腔 内 に 注入 し た 。 観察 は 12 
時 間 毎 に 行い 。 と くに , 1) 和 虫 体 接 種 直 後 よ り マ ウス の 鍋 
死に いた る まで の 生存 日 数 , 2) 怠 死 直 後に お ける マウ ス 
の 腹水 採取 液 量 , 3) 採 取 腹 水中 の 虫 体 数 に つき 衝 系 統 間 
の 比較 検討 を も 行 つ た 。 な お , と の 場合 対照 は 生理 食塩 水 
の み 0.3 ml を 注入 し た も の を 以 て し た 。 ト キソ プラ ス 
マ 接 種 後 の マウ ス 生存 日 数 に つい て は , 総じて 人 系 統 間 
に は 著しい 差違 は みとめ られ な か つた 。 し レ し か し その 成績 
の 安定 性 は gpc と CFW と に 高く みとめ られ た 。 また 
腹水 量 に つい て みる と , 両 種 虫 数 接種 群 と も gpc と 
CFW の 2 系 統 に と れ の 増加 と 安定 性 が 比較 的 つよ くみ 
と め ら れ , dd/Y に つい て は か な り の 成績 の 不安 定性 が 
し め さ れ た 。 以上 生存 日 数 と 採取 腹水 量 に つい て gpe 
と CFW の 両者 で 差 は みとめ られ な か つた が , その 採 
取 腹 水中 の 貝 体 数 を 比較 し て みる と , 各 虫 体 接種 計 と も 
gpc は CFW より も 圧倒 的 に 多く ( 1.5 ~ 8 倍 ) 且つ 
か な り 高 い 安定 性 か な し め さ れ た の で , 以上 の 諸点 を 線 合 
する と , 少く と も 今回 理 々 が 入手 し 得 た 4 系 マウ ス 中 。 
本 実験 の し めし た 成績 内 で は gpc が 最適 の マウ ス 材 料 
で ある と 考え る と と が で きる 。 
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( 加 ) ( 阪 医大 病院 ) 田 部 潮 
私 ども の 実験 と て は キソ ダラ ステ 技 可 芝 ま 放 生 
存 日 数 に 相違 が あり ます の で , と の 様 な 関係 に つい 
御 留意 を 望み ます 。 
( 間 ) ( 慶 大 寄生 虫 ) 松 林 久 吉 
接種 後 1 日 で 死亡 し た 例 は Toxoplasma 感染 の た め に 
死亡 し た と は 思わ れ な い の で , と れ は 除外 し て 計算 すべ 
きも の と 思う 。 ・ 
( 和 ) 石 井 俊 雄 
dd/Y の 接種 1 日 後 の 死 亡 例 は , トキ ソプラ スマ 以外 
の 何ら ちか の 原因 に よる も の と ぁゃ 考え られ る が , 本 strain 
の 母 集団 が か ゝ る 事 熊 を 惹起 し すい 傾向 を 有する も の 
で ある か も し れ 和 ぬこ と と を 考慮 し , 実際 的 観点 より 敢 て 径 
却 し な か つた 。 
( 間 ) (武田 醸 酵 研 ) 浜 田 義雄 
使用 まれ た マウ ス は ? で ある が する の 場合 は いか ゞ で し 
ょ うか 。 ま た 飼料 は 何 を 使わ れ , 飼料 の 種類 に より 感染 
性 に 差 が で て まい り ま せん か 。 
(等) 石 井 俊雄 
本 実験 で は マウ ス の 性 別に よろ 差 に つい て は 触れ な 
い 。 本 問題 に つい て は 目下 検討 中 で ある の で 人 後日 に ゆず 
。 飼料 は 離乳 直後 より すべ て 同一 の も の (オリ エン タ 
ル 固 型 飼料 NME- 一 マウ ス 用 ) を 使用 し て いる 。 


上 


3. 新潟 県 の トキ ソプラ スマ 症 大 鈴 正 満 ・ 田 中 宏 ・ 小 
島 誠 司 ( 新 大 医 動物 ) : M, OTSURU, H. TANAKA ぐる 
S. OZIMA : Toxoplasmosis jn Nigata Prefjecture 


昭和 81 年 10 月 長岡 市 在住 の 少年 の 髄 液 か あか ら ト キソ プ 
ラス マ 原 虫 の 分 離 に 成功 し , と れ を ワタ ナ ゴ 株 と 命名 し 
た 。 愚 児 は 18 才 の 男子 で 若年 性 麻痺 お ょ び 閣 机 の 病名 の 
下 と 基 精 神 病院 に 入院 中 の も の で , その 簡 液 を マウ ス の 
腹腔 内 に 1 週間 隔 で 継 代 し , 第 3 代 お よび 第 4 代 か ら 原 
上 発見 し 。 以後 マウ ス の 剛 腔 継 代 に より 保存 し て い 
る ろ 。 本 株 を 選 耳 株 , TIN 株, 小黒 株 , MA 株 お よび 村上 
株 と 各種 の 性 状 に つい て 比較 検討 し た と と ろ 。 形態 。 免 
疫学 的 構造 , 実験 動物 に 対す る 毒性 な ど 殆 ん ど 一 致し た 
成績 を 示し た 。 と の と と を 契機 と し て 新潟 県 の 一 般 人 , 

恵 者 , 家畜 接触 者 な た な ら び に 各種 の 家畜 に つい て 色素 試験 
お よび 皮 内 反応 に よる 抗体 保有 状況 の 調査 を 行い 。 次 の 
成績 を 得 た 。 県 下 の 精 神 病 院 の 入院 患者 1.161 名 の 皮 内 
反応 陽性 事 は 平均 19.7 多 (16.981.8 多 ) で , 長岡 の 基 
精神 病院 の 皮 内 反応 陽性 者 40 名 (16.9 多 ) の 色素 試験 陽 
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性 率 (16 倍 以上 ) は 62.5 タ で あつ た 。 新 大 小 児 科 の 入 
院 患 者 31 名 に つい て の 皮 内 反応 は 1 名 陽性 , 同じ く 眼 科 
入院 患者 48 名 は 12 名 陽性 ご あつ た 。 新潟 市 の 結核 病院 の 
入院 患者 876 名 の 皮 内 反応 は 10.422 の 陽性 率 で あつ た 。 
新潟 市 内 の 色素 試験 陽性 の イヌ 20 頭 の 飼育 家庭 0 世帯 , 
587 名 に つい て の 皮 内 反応 は 28.122, また 新 汐 市 内 の 食肉 
販売 従業 員 180 名 の 皮 内 反応 は 40.022 の 陽性 素 で あり , 
それ ぞ れ 対照 の 28.82 お よび 24.62 に 比べ る と 食肉 販売 
従業 員 の 陽性 率 の 高い こと が 注目 され る 。 家畜 の 色素 試 
験 は イヌ 46 頭 中 52.22, ウシ 29 頭 中 41.42%。 ブタ 19 頭 中 
59.422, ウマ 3 頭 中 66.722, ヤギ 7 頭 中 85.7 多 と い ず 季 
も 高い 陽性 率 を 示し た 。 


4. トキ ソプラ スマ に 起因 する と 思わ れる 眼 疾患 者 の 色 
素 試 験 成績 S.F.T.) な ら び に 脳 水腫 小児 か ら の 分 離 株 に 
つい て 小池 保 ( 慶 大 寄生 虫 ) : KOIKE: On Sabin- 
Feldman's dye test in cases of ocular diseases probably 
caused by Toxoplasma and on the strains isolated from 


two cases of Hydrocephalus 


1) 2 例 の 脳 水腫 患者 か ら Tox. 虫 体 分 離 : 1 例 は SF. 本 
1 :1024, 母親 1 :16 (生後 9 ヵ月 ) 頭 囲 58cm。 内 反 足 。 
内 足 春 椎 破裂 合併 , 87~ 8 C の 発熱 白血球 11200。 生 前 
の 身 液 より 由 体 分 離し た 。sulfadiazine, sulfamerazine 投 
与 後 下 熱 の 傾向 か あぁ つ た 。 手術 人 後 死亡 , 章 検 不可 能 。 他 
の 1 例 は S.F.T. 陰性 , (生後 2 ヵ月 ) 頭 囲 48cm, nysta- 
gmus 合併 。 手術 俊 死 亡 , 剖検 成績 は 非 変 通 性 内 脳 水 駐 
で 大 脳 導水 管 の 狭小 が あり , 側 脳 室 , 第 8 脳 室 の 拡大 
著 明 で , 隊 実 質 は 非 薄 と た なり, 最も 薄い 所 は 巾 8 mm 位 
で あり , 更に 卵 円 孔 及 び ボ タロ ー 氏 管 開 存 , 右 剛 宰 丸 ジ 
ケイ 管内 停留 が あつ た 。 害 検 時 笠 液 沈 沙 中 に 生鮮 標本 で 
Tox. 様 虫 体 を 僅少 認め た 。 同 詳 液 を マウ ス に 接種 し た 所 
虫 体 を 分 離し 得 た 。 両 脳 水 暑 に 由来 する 2 つの Tox 株 の 
マウ ス に 対す る 態度 は 極め て 興味 深い も の が ある 。 即ち 
両 株 の 土 力 は 2 ~ 3 代 の マウ ス で は 肝 く , 下 体 数 も 僅少 
で あり , 死亡 する る の は な か つた が , 継 代 に 従 つ て 幸 力 , 
腹水 量 と ゃ 急増 し , 3~ 4 代 マ ウス 以降 全 例 死亡 する よぶ 
う に な つた 。 両 株 は 現在 (昭和 84・ 3 ・31) で は 下 体 数 
5000 30000X10 り ml で, マウ ス の 生存 日 数 , 形態 の 点 
で E 耳 株 と 大 差 な く , 血清 学 的 に も 抗原 性 の 共通 性 が 認 
らち れ た 。 腹水 量 に つい て は 両 株 と も 初期 の 継 代 マウ ス 
で は 殆 ん ど な く , 8 て 5 代 で 0.5~ 1.5ml と 最高 と な 
り 。 再び 減 少し て 現在 で は 0.5~ 1 ml と な つた 。1 例 
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1 : 1024, 母親 1 :16( 群 大 小児 科 入 院 ) の み 科 液 か ら 東 体 
を 作 離 し た 。 本 患者 の 症状 は Daraprim, sulfadiazine, 
cortisone 併用 療法 に より 軽快 し た 。 本 愚 者 由来 の 息 体 株 
の マウ ス に 対す る 態度 ( 毒 力 , 腹水 量 , 了 虫 体 数 ) は 前 2 
株 が 示し た も の と 殆 ん ど 同 様 で も あつ た 。 と れ ら 東 体 が 分 
離さ れ た 患 者 は 母親 が S.F.T. 陽性 で あり, 効 少 で ある 点 
みか ら 有 盤 感染 し た も の と 推定 され る 。 SF.TT. 陰性 の も 
の か ら 下 体 が 分 離さ れ た 事 は 注意 すべ き 事 と 思わ れる 。 

?) 脈 絡 膜 網膜 炎 (Chorioret. ) で 特に 臨床 所 見 か ら Tox. 
症 を 強く 疑 え る も の に つい て S.F.T. を 行 つ た 。 成績 は 少 
数 例 で ある が 普通 人 に 比較 し て 陽性 率 が 高く , 25 例 の 患 
者 中 1 : 16 以 上 は 14 例 で 5622 の 陽性 事 を 示し た 。 と の 中 
の 1 例 は SF.T. 1 : 256, 皮 内 反応 (Y X 8/22X23) で 。 
網膜 下 内 刺 手術 に よ つ て 得 た 病巣 部 小 出 液 を マウ ス に 接 
種 し , Tox. 様 虫 体 を 検出 し た 。 と の 生物 学 的 性 状 に つい 
て は マウ ス に 継 代 検討 中 で ある 。 本 愚者 の Tox. 感 染 経 牙 
は 不明 で ある が , 約 8 年 前 Tox. 性 脳炎 例 を 病理 解剖 し た 
事 が あり , 患者 髄 液 に 直接 手指 , 顔 が 接触 し た 経験 が あ 
る 。 或 る 種 の Chorioret. は Tox. に 起因 する も の と 思わ 
れる 。 

( 間 ) ( 九 大 寄生 虫 ) 宮 崎 一 人 郎 

位 液 の 採取 は 何 回 お や り に な り ま し た か ? ( 虫 体 は 毎 
回 証明 され まし た か ?) 

(等 ) 小 池 保 

科 液 採取 回 数 は 9 ヵ月 の 男子 S.F.T. 1 : 1024 の 愚者 
で 8 回 で あつ た が , Tox. 様 虫 体 が 接種 マウ ス で 認め られ 
た 。 し か し 分 離 は し て いな い 。 


5. ト り コモ ナス の 生 相 能力 に つい て 高田 季 久 ・ 亀 田 
幸 政 ・ 山 田 人 節夫 ・ 思 場 満 ( 阪 市 大 医 動物 ) : S. TAKADA, 
Y. KAMEDA, S. YAMADA, 立 M. BABA : Studies 
on the resistance and viability of the Trichomonades 


口腔 トリ コモ ナス 及び 腰 ト リコ モナ ス の 衛生 雪 虫 に よ 
る 伝播 感染 の 様式 を 知る た め の , 基礎 実験 と し て , と れ 
ら 原 虫 の 物理 的 並び に 化学 的 要素 に 対す る 抵抗 性 を 観察 
し た 結果 , 次 の よう な 成績 を 得 た 。 な お 原虫 生死 の 判定 
は 運動 性 並び に 培養 に より 判定 し た 。1) 水中 に お ける 
生存 時 間 : 数 回 代 塩 水 に より 洗 泊 燕 汐 水 に 浮 蓄 さき し め て 
37O に 保温 し な が ら 観察 し た が , 7 2ggzzg/s は 平均 8 
ー 9 時 間 生 存 し , 分 7egzgx は 5 時 間 生 存する 。2) 熱 に 
お サ ひる 生存 時 間 : 4 C の 冷蔵 庫 内 に て は 7 ggg. は 72 一 
36 時 間 , 7. ezgx は 72 時 間 迄 生存 し , 熱 に 対し て は 婦 
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2 の は 48'C10 分 , 分 exgz は 46'C10 分 の 加 温 に 耐え る 。 
の 動眼 神経 麻痺 , 眼 央 下垂 の 患者 (生後 2.5 年 ) S.E.T. 
3) 乾燥 に 対す る 生存 時 間 : 木綿 布 の 上 に 原虫 浮 漠 液 の 
一 定量 を ひたし 22?C の フラ ン 器 中 に 放置 負 察 し た 結果 , 

肉眼 的 に 布地 が 乾燥 し て お る 場合 は 殆 ん ど 原 虫 は 生存 せ 
ず 乾 燥 に 対し て は 非常 に 弱い も の と 考え られ る 。4) pH 
に 対す る 生存 時 間 : Buffer 食塩 水 の pH 2 10 の 各種 の 
液 中 に 原虫 を 加え 室温 に お いて 観察 し た が , pH 2 及び 
10 以 外 は 3 時 間 後 に お いて も 生存 し 得る 。5) 各種 濃度 
の 食塩 水中 に お ける 生存 時 間 : 両 株 と も 可 成り の 抵抗 性 
が あり , 8 多 の 食塩 水中 に お いて , 8 < 4 時間 生存 し た 。 
6) 0.52% ク レゾ ー ル 石鹸 液 に 対す る 生存 時 間 : 10 分 前 
後 で 死滅 。 運動 性 も る クレ ゾー ル 液 に 加え た 直人 後 停止 す 
る 。 Y) 1 ホル マリ ン に 対す る 生存 時 間 : クレ ゾー ル 
液 に 対す る より も ゃ 強く 人 女 ggg は 20 分 30 分間 生存 する 
が , 人 女 ezgz の 場合 は 5 分 前 後 で 死滅 する 。 


( 間 ) ( 慶 大 和 寄生 虫 ) 浅 見 敬 三 
被 検 虫 体 数 に よ つ て 成績 に 差 が 現われ な いで し ょ う 
か 。 
( 管 ) 高 田 季 人 久 


確か に 被 検 虫 体 数 に より 成績 に 差 が ある 様 で す 。 私 ど 
ゃ は 分 9ggzz2 が 5 約 500 万 /cc 7. 7ezgx 約 100~ 200 
万 /cc を 使用 いた し て お り ま す 。 

( 間 ) ( 慶 大 寄生 虫 ) 松 林 久 埋 

7. ん oe25 の 場合 水 に 入れ る と 1 時 間 以 内 に 殆 ん ど 
虫 体 は 見 えな く な り ま す が , 7 7ezgx の 場合 は どう 
で し ょ うか 。 何れ に し て も 大 部 分 の 虫 体 は 極め て 速 か に 
死滅 する と 思い ます が どう で し ょ よう か 。 

( 箸 ) 高 田 季 久 

水中 に 分 7exgx を 入れ まし た 場合 , 検 鏡 で は 御 質問 
の 通り 殆 ん どの 原虫 が 動か な く な り , 學 死 滅する 様 で あ 

り ま す が , その 様 な 場合 で も 培養 を 行い ます と し ば し ば 
増殖 する 原虫 が 認め られ まし た 。 し か し 確か に 多く の 下 
体 は 水中 で 速 か に 死ぬ 様 で あり ます 。 

( 間 ) ( 阪 大 微 靖 ) 猪 木 正 三 

フ オ ル マ リ ン が 人 7egzgz に あま り 効 か な いよ うに 見 
える が , その 場合 共 棲 細菌 が 問題 と 思う が 如何 で すか 。 

( 箸 ) 高 田 季 久 

御 説 の 如く 確か に ホル マリ ン の 場合 , 共 棲 細菌 が 相当 
死滅 する 様 で あり ます 。 真 の ホル マリ ン の み の 影 響 で あ 
る か 否 か は , 未だ 確 言 する まで に は 至 つ て お り ま せん の 
で 更に 実験 を 進め 確か め た いと 思 つ て お り ま す 。 
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6. ト り コモ ナス の 滅 粉 分 解 能 に 関す る 研究 (2) 高田 
季 久 ・ 和 亀田 幸 政 ・ 山 田 節夫 ・ 織 田 行 正 ( 阪 市 大 医 動物 ) : 
S. TAKADA, Y. KAMEDA, S. YAMADA, Y. ORI- 
TA : Studies on the amylolytic activities of the Tricho- 


rmonades 


第 一 報 に | きつ ゞ さき カツ プ 法 及び 光電 比 色 計 を 用 い , 
膝 ト リコ モナ ス 2 株 , 口腔 トリ コモ ナス 2 株 。 和牛 寄生 ト 
リコ モナ ス 1 株 , 鳩 寄 生 ト リコ モナ ス 2 株 に つき 比較 検 
討 し た 。 er 
Reo の 方 法 に より 波長 は 620m を 使用 し た 。 先 づ 
ッ プ : 人 re 
虫 で は 婦 7ezgz( 7.7), 人 ア 2ggzzg7s (7. の.) の 順に 
アア . gg が ge (77) は 分 の. と 殆 ん ど 変 ちぬ 値 を 示し た 。 
婦 7oeZs( 7 た た) は 原虫 数 に 比 し あま り 作 用 を 示さ ず 最 3 
悪 か つ た 。 虫 体内 成分 の 成績 ぉ 人 74, 分 み , の を , 人 ア た , の 
順 で ある が 分 g は 他 に や ゝ 劣り 特に 分 た で は 殆 ん ど そ て 
の 作用 を 認め な か つた 場合 も も あつ た 。 次 に 虫 体 成 分 で は 
アミ ラーゼ 作用 は 認め られ な か つた 。 次 に 比 色 計 に よる 
測定 成績 は 虫 体内 成 信 で は カツ プ 法 と 比 し や ゝ 不安 定 な 
に 款 を 生 し お が る 4 際 間 MA 

+ 示 し 87 株 で は 57 ア ミラ テー や 単位 を 示し た 。 こ と れ に 比 し 
T.t で は 100 万 の 原 昌 数 で ご 7.g. の 各 株 と 同 程度 の 値 を 示 
し た 点 よ り カ ツ プ 法 の 場合 と 同様 アミ ラー ゼ 作 用 は 最も 
強い と 考え られ る 。 分 g 及び 婦 た で は 人 に 比 し 非常 
に 悪く , 約 り 以下 の 値 を 示し て いる が と の 成績 も る カツ プ 
法 の 場合 と よく 一 致し て いる 。 た だ 邊 体 成分 の 値 で 7.g. 
が 非常 に 高い 値 を 示し て いる が と の 原因 に 関し て は 今 の 
所 全く 不明 で ある が 現在 商 追 求 中 で ある 。 双 42 8 株 (CZ: み 
42 株 を 長 時 間 油 粉 え 加え た 培地 で 培養 し た も の ) の アミ 
ラー ゼ 作 用 が 増加 され る か 否 か を 検討 し た が 原 株 ふり お 
し ろ 劣 る 成績 を 得 た 。 次 に 生 原 虫 を 用 い 時 間 的 に 汰 粉 分 
解 の 進行 を 観察 し た が , 全般 的 に アミ ラー ゼ 作 用 の 強 さ 
は 先 に 述べ た 成績 と 一 致し , 分 4 分 み . が 比較 的 高い 値 
で , 婦 み , 分 た が 低い 値 を 示し て いる が 。 いづ れ も ゃ 時 間 
の 経過 と 共に 徐々 に 肖 粉 分 解 が 進行 し て いる 。 最も 高い 
値 を 示し た の は 428 株 で ある 。 以上 より 4 株 の トリ コモ 
ナス の アミ ラテ ー ゼ 作用 を 比較 し て 最も 強い 作用 を 有する 
と 考え られ る の は , 分 4 で あり 次 で 分 で あり 。 作 & 
は や ゝ 劣り 最も 悪い の は 人 婦 た と 考え ら 包 る 。 


( 37 ) 
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7. 実験 的 並 に 臨床 的 腔 トリ コモ ナス 感染 に 於 ける 2, 3 
の 各 商 肥 応 に 喜 て 新井 博 ( 慶 大 寄生 虫 ) : HH ARAI: 
Immunological test in experimental and clinical vaginal 


trichomoniasis 


上 ト リコ モナ ス 症 の 免疫 学 的 研究 は 近年 純 培養 に 成 
功 し て 以来 盛ん に 行わ # 2 な つた が , 臨床 上 診断 的 
価値 に 関し て は 異論 が 多い 。 私 は 400 代 以上 無菌 培養 継 
Fa 
試み た 。 虫 体 を キマ ウス に 筋肉 接種 で 膜 瘍 を 形成 させ た 時 
は その 血清 で の 凝 塊 反 応 は 著 明 に 陽性 に 現われ る が , 補 
体 結合 反応 は 微弱 に 現われ た 。 家 兎 に 大 量 反 復 静 往 せ る 
時 は 家 免 血清 の 凝 塊 反 応 , 補 体 結合 反応 共 平行 し て 顕著 
に 出 た 。 併 し 生 ら 膝下 症 婦人 血清 で は 補 体 結合 反 
めで は 全く 検体 で あり 、 又 , より 鋭敏 に 反応 する 感 作 血 
球 溶血 反応 を 用 いて も 同様 で あつ た 。 之 は 即ち 実験 的 に 
大 量 の 虫 体 を 動物 に 接種 し た 時 と は 異 り , 人 体 で は 肥 ト 
は 局所 寄生 性 の 原 昌 で ある た め に , 血 中 の 抗体 の 産生 が 
乏しい の で あろ う 。 之 と は 別に 朋 ト 感染 婦人 の 帯 下 を も 
つて 凝 才 反 応 を 行 つ た 結果 陽性 率 92.5% に 達し た 。 と の 
MMOG や Ra と 関し て 動物 実 
験 で 追試 を 行 つ た 。 即 ち 。 マ ウス 腹腔 に 東 体 を 接種 し そ 
の 肥 有 洗 泊 渡 の 擬 塊 反応 の 経過 を 観察 し た 結果 て は, 12 
W 後 に ゃ 肝臓 瘍 より 生 虫 体 の 証明 され た 1 例 に お いて の 
みる 凝 塊 価 は 全 経 過 を 通じ て 高い 価 を 示し , 他 の 12W に お 
いて 肝臓 瘍 ぉ 治癒 し て いた 例 の 多く で は 接種 後 2 3 W 
後に 一 時 的 に 凝 塊 価 は 上 昇 し た が 上 直ちに 低下 し て 対照 と 
同 程度 の 価 を 示し た 。 


8. 7jco ヵ zo の 8 の 0 の 2 の 778 と 77zco7zono8 の 0 た 
Zzzoe の 現 疫 学 的 関連 性 に つい て 浜田 義雄 ・ 岡 本 清 ・ 
見 方 泊 三 郎 (武田 酸 酵 研 ) : Y. HAMADA, KK. OKA- 
MOTO & KK. MIKATA : 』nmmunological relationships 
between 7. 2ggzz の が Zs and 7. gg/zge 


人 の 購 よ り 分 離 で きた 婦 gggyzg が ss と 思わ れる も の 8 
株 と 鳩 の 咽頭 より 分 離し た 飼 ggge と 思わ れる も の 
3 株 に つい て 免疫 学 的 に 比較 検討 し た 。 分 離 ト リコ モナ 
ス は 共に V-bouillon に 大 量 に 純 擬 養 し , 食塩 水洗 洛 後 
家 兎 に 抗体 生成 用 抗原 と し て 用 いる ほか 凝 塊 反 応 抗原 , 
抽出 抗原 と し て 供 さ れ た 。 抗体 は 5 回 免疫 後 1 週間 で 最 
高値 示し 凝 塊 反 応 に よる と 透視 に ょ る 終末 陽性 値 は X 
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2560X5120 を 示し た 。 そし て 安 み , 分 g 共に 対応 抗原 
に 反応 が み ら れ る と 共に 交 丸 凝 塊 反 応 (7. 血清 一 分 を 
原虫, 人 ア gg 血 清 一 分 の. 原虫 ) で も 同様 な 反応 値 が 得 ら れ 
た 。 ま た 吸収 試験 ご で は 8 で , 18 時 間 と いう 条件 で x 100 
稀釈 血清 に 抗原 吸収 後 反応 きせ る と , 1 回 吸収 ご で は か た 
り の 凝 塊 性 か 残存 する が , 8 回 以上 吸収 を た 重ね る と 対応 
抗原 抗体 反応 と 同様 に 交 叉 反応 も 凝 塊 性 た も た ず 2 種 原 
息 間 の 種 特異 性 が みみ られ な い 。 次 に 乾燥 虫 体 を 502 メ タ 
ノー ル で 低 分 子 分 太 (F.L.) を 除去 し て 役 ,。N/4 トリ ク 
ロー ル 本 酸 で 処理 を 重ね 多糖 類 性 分 祖 (F.K.) と 粗 和 蛋白 
質 性 分 太 (F.E.) を 分 別して 夫々 元素 分 析 値 を みた 。. 
K. で の N 』 の 2 の, 8.7422。 7.g, 2.7222 と 変ら な い が Ca : 
2 26.512。 の g 5.07 2 で 差 が み ら れ る 。F.E. で は 
N 』 の 2 0.42 多 。 ZZg 0.41 少 , Ca : 人 72. 10。25 多 , 
gg 1.051% で あつ た 。 沈 了 反 応 は F.K. に は 共に 僅か し 
か み ら れ ず , F.E. に 強く みろ られ る が 対応 抗原 抗体 反応 と 
交 丸 反応 ,。 ま た 吸収 試験 後 の 反応 で 2 種 原虫 問 に 有意 差 
が みみ られ な い 。F.E. を 6 NN・HCI で 12 時 間 加 水分 解 し て 
イオ ン 交 換 樹 脂 Amberlite TE 一 120 で 処理 し て 得 た 試 
料 は 硝酸 銀 反 応 (一 ), ニン ヒド リン 反応 陽性 を 示し , 
NH.OH-PhOH で 展開 する と 中 性 アミ ノ 酸 と し て シス チ 
ン , アス パラ ギン 酸 , グル タ ミ ン 酸 , 
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ン 。 ロイ シン 。 イン ロイ シン お よび フェ ニー ル ア ラ ニテ 
を 認め た 。 沈降 反応 の 抗原 因子 は は 蛋白 で ある る 2 Seeds 


HL 


いて は 確認 する と と が で き な か つた が , すく な く と る 演 
者 ら の 行 つ た 実験 の 範囲 ご は 特に 免疫 学 的 に 有意 差 を 認 
め る と と は で きた な か つた 。 と の 成績 は 演者 の 行 つた 実験 
(に ょ る 下 体 内 DNA, RTNA 含 量 , また カタ ラテ ラーゼ 量 で 
の 成績 を 支持 する と > も に , Hees の 人 膝 内 接種 感染 実 


験 で 婦 の と 婦 g が 病害 性 を 示し た と いう 報告 に 示唆 
を 与え る も の と 考え る 。 
( 加 ) ( 慶 大 寄生 昌 ) 松 林 久 吉 
我々 の 教室 で 馬場 か 分 zzgzzg/s, 7: gg が ge, 7: 


7oezzs の 間 で , 凝 塊 反 応 , 制動 反応 で か な り 著 明 た 特 
異性 の ある と と を 発表 し てい る 
( 符 ) 浜 田 義雄 
私 共 の 実験 で は 各 8 株 づ > を 用 いて こう し た 結果 を 
た も の で あつ て , 秩 に よ つ て 何 か 異 つた 成績 が 得 られ る 


6 田 二 ーー 
いい と 思い ま 7 c 


みかみ も し れ ま せん の で 検討 し た 
( 間 ) ( 慶 大 寄生 昌 ) 浅 見 敬 三 
使用 婦 ggzge の 分 離 後 の 代 数 は ど の 位 だ つた で 


レ よ うか 。 
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( 待 ) 浜 - 困 - 義 雄 

アテ g 1 株 は 農 応 ょ り 頂い た も の で か な り 吉 いも の で す 
が , T.g No.8 は 新しく 分 離し た も の で 50 代 未満 の 継 代 
の も の で す 。 


9. 培 項 Pc/gz が ge7z co7 と 湯 粉 に 南 て (③) 培地 内 
Mg"′ の 意義 鈴木 条南 ・ 田 所 博之 ( 慈 大 衛生 ) : Lt SUZU- 
KI る HH TADOKORO : Experimental studies on the 

nutritional signifcance of ee in the culture of 万 2- 


ee 22 ゃ 


727 が 422 CO7( 3 ) Signifcance of “Mg が 2 の 277 の 


Balamuth の 培地 に 米 CR), 小 考 CW), 玉 獲 系 (C), 
薔 麦 (て B), 馬 鈴 菌 '(P), 草 CK Inuiin ( エ T), 黄 医 粉 
( 了 H) 等 た 添加 し て gz2 co が 7 (Bc) の 培養 を 行 
い 。 エ , 耳 で は 玉 養 不能 , 以外 の 激 粉 特に 表 次 いで 
等 は 安定 し た 増殖 と 長期 継 代 が 困難 で ある こと , 水洗 し 
た 米粉 CR'^) を 用 いる と Bc に よる 利用 度 が 高まり , 大 量 
の 米粉 を 培地 に 入れ た 時 に 起 る 増殖 抑制 現象 が 或 程度 除 
90 
期 継 代 が 可能 と な る と と 等 を 報告 し て 来 た 。T は Be に 
知 ん ど 抽 時 され な いか 他 の 肖 粉 は 何れ も 良く 摂 喰 され 
る 。 然し 民 以 外 の 激 粉 で は 安定 し た 増殖 が 得 ら れ 難 い の 
て , 等 の 北 粉 は 利用 され 難い か 束 い は その 成分 に 不足 
す ? る の で は な いか と 考え られ た 。 双 水 中 部 泊 
に ょ つて 得 ら れる 表 そ で は 特に 継 代 が 行い 難く , WC 
B 等 も 水洗 し て 用 いる と 一 層 増 殖 が 不安 定 と な る こと と か 
ら 。 水 に 移 行 し 易い 成分 に 重要 な 意義 が ある も の と 考え 。 
先 づ 第 一 に 無機 塩類 に 着目 し , 藤 の 培養 に 普通 の 食塩 を 
2.5 7/ml 加え て 継 代 を 行 つ た 処 , 充分 継 代 が 可能 と な る 
と と を 知 つ た 。 と ょ ゝ で 問題 と た る と と は Balamuth の 前 
真 浸出 培地 に は 当 鈴 重要 な 族 類 が 含ま れる こ 考 えら れる 
と と で ある 。 そ と で Ze7g/yxexZ ge が 7:g) の 純 培養 
で は Mg の 存在 が 絶対 必要 で ある と と が 知ら れ て いる 
の で , 分 gg を Balamuth 培地 で 培養 し て みる と 良好 な 増 
殖 を 得 た 。 然 し Balamuth 培地 作成 に 当り 15L B の 圧 が 
不 充 分 で あつ た り , 濾紙 が 粗 で ある と 出来 上 る 培地 に は 
少し の 沈 激 を 生じ , と の 沈 激 を 生じ た 培地 で は 77g は 増 
殖 し な か つた 。 双 と es 
好 な 増殖 が 得 ら れる が , 他 の 泊 粉 特に 表 で は 増殖 が 不 

RI 
外 に 最も 多く 含ま れる も の と し て Mg 塩 が あげ られ る が 
Mg は 双 米 生 中 に 特に 多量 に 含ま れる の で , 米粉 の 有意 : 
性 は Mg の 存在 に 由来 す % る の で は な いか と 考え 。 沈 滅 を 


る も る の が ぁ 
上 
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作 つ た Balamuth 培地 に 玉 を 加え これ に MgSO。 2 7/ml 
を 添 加 し て 継 代 培養 を 行 つ た と と ろ , 良好 な 継 代 を 続け 
る と と が 出来 た 。 叉 之 等 滅 粉 に つい て titan yellow に 
ょ る 旦 色 反応 を 試み R ( 填 ),R' 〈( 填 ), C( 十 ), B( 十 ), W 
( 土 ),P( 土 ), 表 ( 一 ) の 様 な 呈 色 程度 を た し か め 得 た の で 
以上 の 諸点 あら Bc の 培養 上 米粉 が 有用 で ある と と の 原 
因 は Mg の 存在 に よる と と ろ が 多い も の と 推 窪 き れ た 。 


10. Trypanosoma の A 抵 型 に 関す る 遺伝 学 的 研究 
(8) Actimomycin に よる 7Z7gpozoso7e@ 6 の 0n87 の 
AIK 型 出現 機 序 猪木 正三 ・ 坂 本 等 ・ 松 代 愛 三 ( 敏 研 寄 
生 虫 原虫 ) : S. INOKI, H. SAKAMOTO & A. MATU- 
SIRO : Origin of the akinetoplastic form of 7 2 の gs 


increasing in the mice after injection with actinomycin 


台湾 糸 7 eygzsz を 用 い 猪 木 が 7 gg の zezse で 行 つ 
た 術 式 に 従い , 色素 に よる A 区 型 誘発 機 序 を 遺伝 学 的 に 
解析 し た 。 そ の 結果 。jpararosaniline, rosaniline で は 
gg の se と 殆ど 同様 な 色素 の 直接 作用 で A 表 型 が 出現 
する と と が 明か に され た 。 次 に A 型 誘 玩 に 有効 な 色素 
は すべて ksinetoplast の DA と 直接 結合 する も の で あ 
る こと か ら , 新しい A 区 型 誘発 物質 を 見 出 そ う と し て , 
第 一 の 目標 を 抗 腫瘍 性 物質 に お き 実 験 を 進め , アク チノ 
マイ シン に お いて A 表 型 の 増加 を きた すこ と と を 認め た 。 
し か し 種々 の 方 法 に て 解析 し た 結果 , その 作用 は 前 記 色 
素 類 と は 異 つた 機 詩 に よ つ て 出現 され る と と を 認め た 。 
実験 に は 女 eggzsz を 用 い 。 kinetoplast を 有する 一 匹 
の 原虫 か ら 出 発し て , と れ を 純系 DD マウ ス に 感染 さ 
せ 。 pararosanihne を 注射 後 , 30 分 間隙 で 塗 抹 , ギ ム ザ 
染色 を 行い 240 分 まで 欠 察 し た 。 と れ に よる と 。 さき に 
釘 木 が 女 ggwpzezse で 行 つ た 結果 と や > 異 り 。A 表 型 
の 増加 ずる 速度 が 時 間 的 に 前 者 より 遅延 する と いう 結果 
を 得 た 。 か > ゝ > る A 据 型 の 増加 は 色素 剤 の 直接 作用 に よる 
も の で あり , し か も と れ ら は 元 か ら 自然 に 出現 する A 据 
型 が 分 裂 増殖 し た も の で な く , 色素 剤 が kinetoplast の 
分 裂 を 阻害 する 為 で ある と と を 観察 し た 。 換言 すれ ば 色 
素 剤 の 直接 作用 の も と に 誘 玩 さ れる な ら ば , 分 裂 型 の 
kinetoplast が 正常 に 比 し て 接近 し て いる と いう 事実 は 
既に 猪木 が 認め て いる 。 従 つて , と の 方 法 を 用 いて 分 贅 
型 の kinetoplast 間 の 距離 を 測定 する と と と より , AA 所 
型 が 色素 剤 に 誘発 され た か 否 か を 判定 する と と が で き 
5。 即ち pararosaniline 1mg/kg, 5mg/kg, 10mg/kg, 
50mg/kg 注射 の 場合 , 時 間 的 に と つた 標本 上 で , 原虫 





( 39 ) 


351 









500 箇 中 に お ける A 区 型 百分率 を みた 。 これ に よる と 。 
5mgjkg, 10mg/kg, 20mg/kg に お いて 240 分 で は 20 多 
の 増加 を みた 。 次 に 同様 に し て 作 裂 型 50 向 に つき , その 
kinetoplast の 距離 を 測定 し た が , 色素 注射 後 滞 次 2 箇 
の kinetoplast 間 の 距離 が 短小 する 傾向 が 現れ 240 分 後 
に は その 間 が 殆ど 接近 し た 状態 の 分 裂 型 が 増加 し kine: 
toplast の 分 裂 阻害 の 様相 が 明確 に うか が われ た 。 次 に 
上 記 と 同様 に actinomycin を 注射 し 240 分 鈴 察 し , そ 
の 標本 上 で 同様 に 原虫 500 箇 中 の A 式 型 百分率 を みた 所 
0.1mg/kg,。 0.5mg/kg, 1 mg/kg に お いて , 約 20% の 増 
加 を 認め た 。 と の 場合 も pararosanihne の 場合 と 同様 , 
A 表 型 が 徐々 に 増加 する 事実 を 認め た 。 次 に 同様 に し て 
A 表 型 増加 が actinomycin の 直接 作用 に よる も の で あ 
る か 否 か を 確認 する 為 に , kinetoplast 間 の 距離 を 測定 
し た 所 , actinomycin 注射 で は 240 分 に お いて も その 間 
が 短小 せ ず 。 注射 前 と 何ら 変化 が みち られ な か つた 。 そ と 
で 次 に その 原因 が actinomycin の 海 汰 に 由来 する か 否 
みか に 着目 し , kinetoplast を 有する 原則 の 分 裂 型 百 分 幸 
及び A 式 型 分 裂 型 百分率 を みた 。 即ち 原虫 100 筒 に つ 
き そ の 作 裂 型 を みた 。 そ の 結果 0.1mg/kg, 0.5mg/kg, 
1mgjkg に お いて 240 分 で は 百分率 が 低下 を 示し た 。 
と れ に 反し て , A 夷 型 の 場合 は 注射 前 と 何ら 変化 が み ら 
れ な か つた 。 即ち actinomycin に お いて は AK 型 の 分 裂 
型 が 抑制 され る 結果 。 本 来 存在 する A 型 を actinom< 
ycim が 海 汰 する 結果 現れ る も の と 考え られ た 。 


11. 米国 New Orleans の へ ビ か ら え た 顎 口 虫 幼虫 
宮崎 一 郎 ( 九 大 寄生 哨 ) 上 . R. ASH (Tulane 大 医 ) :L 
MIYAZAKI & L. R. ASH : On the gnathostome larvae 
found from snakes in New Orleans, U.S. A. 


宮崎 は 1958 年 の 6 月 か ら 10 月 に か け て 外国 出張 の 際 。 
7 月 14 日 か ら 8 月 4 日 まで New Orleans に 潮 在 。 Tu 
ane 大 学 医学 部 で Ash と と の 研究 を 行 つた 。 主 な 目的 
は , と の 地方 の アラ イ グマ ヒ 高 事 に 寄生 し て いる Gzg た 
ん gszozg の Zocy の が 7S Chandler。 1942 の 第 2 中 間 宿 主 を さ 
が す と と と , それ に 寄生 し て いる 第 3 期 効 束 の 特徴 を 明 
ら か に する と と で ある 。 と の 都会 は ミシシッピ ー の 河口 
に あつ て , 高温 高 湿 。 郊外 に は , いた る と と ろ 森 林 に 
お お われ た 沼沢 地 で ある 。 わ れ わ れ は 街 の 北西 11 マ イル 
の Sarpy's swamp で 採集 し た 2 種 の へ ビ を し ら べ た 。 
1 つ は 有 直 な 4g&zs/zogog が sc の が ses 俗 (に cottonmouth 
と か water moccasin と よ ば れ て いる も の , 他 は 無毒 な 
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gzzxz s め eg co の eexs で ある 。 前 者 を 9 匹 し ちら べ て 
7 匹 に , 後者 を 10 匹 し ら べ て 5 匹 に 名 口 虫 幼 を 証明 レ 
た 。 効 虫 の 寄生 数 は , 前 者 で は , それ ぞ れ 17, 14, 10, 
$, 8, 4, 3 で , 合計 64 匹 , 後者 で は 12, 7。 5, 
5, 2 で, 計 81 匹 で あつ た 。 効 束 は すべ て 。 う すい フク 
玉 に つつ まれ て 主として 筋肉 に 寄生 し , 大 き さ る 有 薄 
口 虫 と 同じ 位 で ある が , 一 見 し て ちがう 点 は , 体腔 液 の 
色 が ほとん ど な い た め , 全体 と し て 色 が きわ め て うす い 
と と で ある 。 と の 点 は ドロ レス 頭 日 虫 に に て お り , みつ 
ける の 6$ < 月 か お れる 。 体 表 に は トゲ が ある が , 日 本 産 の 
2 種 よ り 小 さい た め , 後半 ( SD 豆 

は , や は り 4 列 の 釣 が は えて いる が , 形 は 「 有 鞍 」 al 
ちか く , 「 ド ロレ ス 」 の と は 明らか に ちがう 。 その 数 
は , 8 匹 に つい て か ぞ え た 結果 , 第 1 列 0ー66 (平均 
82.6), 第 2 列 35-40 (平均 36.9), 第 8 列 3845 ( 平 
均 41.6), 第 4 列 4247 (平均 45.1) で , 50 を と えた も の 
は な か つた 。 後 の 列 ほど 増加 する 点 は 「 有 東 」 と 同じ で 
ある が , 各 列 の 数 が は る か に 少な い 。 要する に , と の 幼 
は , くわ し く 観 察 さ きれ た も の と し て は , 日 本 産 の 上 記 
2 種 に つい で , 世界 で 3 番目 と いう と と に な る が , まだ 
実験 的 に 成 上 中 に まで な し えな いた め 。 確実 な 種 名 は , わ 
か ら な い 。 し か し , 分 布 状態 か ら 推し て , われ われ は 
CZ が so の カ ヶ gcy の 22S だ ろう と 考え て いる 。 なお, 宮 
崎 の 帰国 後 , Ash は 同 地産 の ワ = の 筋肉 か ら ゃ , 同じ 
効 由 を みつ けた 。 


12. 系 状 虫 類 に 関す る 電子 顕微 鏡 学 的 研究 橋 野 源義 
( 鹿 大 二 内 科 ) 影 井 昇 * 堀 栄 太郎 阿部 康男 ( 上 大 二 病 理 ) : 
M. HASHINO, N. KAGEI E. HORI を Y. ABE : 


Studies on 旬 arial worms with the electron mmicroscope 


Se7ZzZ gg727Z 成虫 の paraffin 切片 を 組織 化学 的 に 
見 た 場合 , 筋肉 層 は PA S に 染まる 部 分 と Feulgen に 反 
応 す る 部 分 に 分 けら れる 。 即ち キチ ン 膜 に 次 ぐ subcuti- 
cular layer の 下 に は D NNA を 多く 含め る 筋 繊維 の 東 が 
あり , その 筋 東 に 入 り 込ん で , 糖 原 物質 を 含む 大 型 の 
筋 細胞 が 見 られ る 。 前 者 は 電子 員 鏡 ご 見 た 場合 黒点 

(0.01 め に 現われ る 筋 繊維 の 集合 で ある 筋 東 ( 3.1X 


9.4 ム ) が 規則 信 し く 並 列 し , 双 後者 は 電子 透過 の 良い 
恐らく glycogen 物質 と 思わ れる 吾 粒 ( 0.2 の が 散在 
し て いる 。 uterus 外壁 は 二 重 の Cuaticula 層 の 間 に 筋 肉 
層 が 入り 込ん で 走り , 内 壁 細胞 層 は 大 型 の 核 が 散在 し , 


( 40 ) 
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細長 い mitochondria が 他 の 部 より 多く 見 出さ きれ 得る 。 
又 そ の 最 内 層 は 暁 虫 に お ける 竹下 の microvilli 様 突 起 
(0.82X0.12 /) が 出 て いる が , 獲 虫 uterus 壁 の 突起 
と 異 り 細管 状 構造 を な し て いる 。 とれ は uterus 内 側 全 
体 に わた つて 存在 し て いる 。 uterus 内 に お ける 初期 の 
卵 で は , 大 型 の 核 と 多く の mitochondria が 見 られ , 更 
に 発育 が 進む と 卵 疫 内 で 仔 貝 形態 を と つた embryo が 見 
られ と の 状態 に な ろ と すでに 輸 状 の 硝子 様 構 造 が 現われ 
て くる 。 し か し と の 構造 は 先 に 南 日 本 部 大 会 に お いて 
発表 し た 玉 xcezezZ 2Zxcz の 777 の Mf の 硝子 膜 と は 暴 
り 電 子 透過 度 は 良く な い 。 と の 硝子 膜 の 下 に は 正中 線 と 
側線 を 徐 いて 筋 原 統 維 が 縦 に 走り , 核 と か な り 大 き な 
mitochondria で し め ら れ て いる 。 と れ は どの MEf で ぁゃ 共 
通 で ある 。 ア Zooso47es cg の 7 が の ME に お いて は 硝子 
膜 は 現在 の 所 見 受け られ な い 。 

( 間 ) ( 山 医 大 病理 ) 細 川 修 治 

1) mitochondria の crista は 咽 乳 類 に 見 らち れる 様 な 
crista mitochondriales が 明か に 見 られ る か 。 鯛 虫 で は 
crista が microvili 様 ご で ある が , その 様 な も の は な い 
か 。 2) endoplasmic reticulum の 状態 を 御 教 示 を 願い 
た い 。 

( 箸 ) 橋 野 源 義 

セタ リヤ 母 虫 内 に お ける mitochondria の crista は 呈 
乳 類 に お ける crista と は 異な る と 加わ れ ま す が と の 点 に 
つい て は 今後 検討 する 。 

( 加 ) ( 鹿 大 病理 ) 阿 部 康 男 

と の 発表 は 主として 外皮 構造 か ら 子 宮 壁 周辺 を 追究 し 
た も の で , 本 虫 の 組織 は 別個 に 取り 上 げた いと 思 つ て い 
る 。 ミ トコ ンド リア の 形態 に つい て は 演者 の 発言 は あや 
まり で 呈 乳 動物 の と は や ゝ 異な り 不定 型 形態 の も の が 多 
い が 更 に 追 宛 し て 御 答え し た い 。 


13. バン クロ フト 系 状 虫 幼 虫 の 組織 化学 的 研究 山路 
鉄 三郎 堀 栄 太郎 ・ 阿 部 康男 ( 鹿 大 二 病 理 ) : T. YAMA- 
ZI, E. HORI & Y. ABE : Histochemical studies on the 
developing larvae of zcZeze77Z の 2c7o777 in Cex 
が の ze2S カ Z//ZS 


従来 敷 体内 で 発育 中 の Filaria 幼虫 の 形態 学 的 観察 に 
は 幾多 の 業績 が ある 。 最 近 線 虫 天 の 組織 化学 的 研究 が 行 
われ る よう に な つた が 系 状 虫 類 に 関し て は 末 槽 血 に 見 ら 
れる Microlaria に つい て の 観察 が か ある だ け で ある 。 我 
々 は 遇 体内 で の Filaria 幼 了 虫 の 発育 に 伴う 変化 を 組織 化 
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学 的 に 追求 する 機会 を 得 , 次 の 如き 結果 を 得 た 。 材 料 は 
filaria 症 健康 保 虫 者 の 末 醒 血 60cmm 中 に Microflaria 
100 隻 以上 見 られ る も の の 上 晶 部 より 夜間 アカ イエ カ 雌 
数 に 十分 吸血 せしめ , 吸血 直後 より 時 間 的 経過 を 追 つ ご 
武 血 敷 を 解剖 頭 微 鏡 下 で 解体 し , 敷 体内 で 発育 し つ ゝ あぁ 
る Filaria 幼虫 を 固定 染色 する 一 方 Filaria 効 虫 を 保有 
する 山 を 固定 し て 連続 切片 作成 し た 俊 染色 を 施し て 検 
討 を 加え た 。 そ の 検討 は 耳 -ER 及 び 多 糖類 (PA 8 染色 ), 
核酸 (Feulgen 反応 及び Methylgreen-Pyronin 染色 ) 及 
び 酵 素 系 (酸性 フォ ス フ ァ ター ゼ ) の 検出 を も 試み た 。 


_ 核酸 の 検出 : NNA は 角 皮 下 細胞 層 , 排 洪 腔 , 腸管 部 


に 陽性 度 が 高い 。D NNA は 一 様 の 陽性 度 を 示し て いる が 
食道 下部 , 肛門 附近 , 腸管 中 部 の 順に 陽性 度 が 高い 。 多 
入 類 の 検出 : 発育 ナ る に 伴い 角 皮 下層 に 粒 状 に 点 在 し 
て 現 れ 発育 星 成 と 思わ れる 食道 下部 , 腸管 中 部 及び 肛 
門 上 部 の 細胞 群 に 第 1 期 幼 虫 で は 拡散 状 に 第 H 並 に 第 四 
期 Weedeer 行う ょ よう に な る と 油 滴 状 と な つて 閉 
明 に 現われ , に 陽性 度 が 高く な る 。 酸 性 フォ ス フ ァ 
emi 
し 従来 の 知見 通り で ある が , 敷 体内 で 第 T, 第 還 期 幼虫 
と な る と 腸管 中 部 , 食道 下部 , 頭 端 部 及び 尾部 下端 に 著 
明 な 陽性 度 を 示す 。 以上 の 点 よ り 見 る と Hilaria 効 豆 の 
発育 過程 に 虫 体 の 排 浴 膝 附近 , 生殖 原 基 附 近 及 び 肛 門 附 
ee レ し て 器 管 形成 を 推進 し て 行く も の ゝ 如 
く 思わ れ 

( 間 ) ( 熊 大 寄生 虫 ) 岡 村 一 郎 
PAS 染 色 殊 に 1 期 仔 虫 の 写真 像 に の み 限 つ て お た ず 
ね し ます 。 腸管 の PA 8 染色 々 調 が , 所 に よ つ て 濃淡 が 
あり 且つ , それ を 類 原 質量 の 差 の よう に 御 説 明 さ れ た と 
思い ます が , 腸管 の 部 位 に ょ つて 機能 的 に 差 が ある の で 
し ょ うか お 伺い し ます 。 

( 符 ) 山路 鉄 三郎 
第 1 期 幼 虫 に お いて 4 8 染色 で は Fuchsin に 染まる 
占 粒状 の も の が 細胞 質 内 に 明確 に 出現 する よう で は あり 
ます が 腸管 内 に お いて は その 壁 細胞 層 内 に 出現 し 部 位 的 
の 機能 的 な 差 が 明確 で ある か どう か は も つと 詳細 な けん 
さく を し な けれ ば ぱ ば 分 ちな い 。 


14. の po が 7grfe pa7 が が 7778 の 現 疫 学 的 研究 3) 成虫 お 
よび micro 人 ilaria の 抗原 性 小山 二 三 人 (日 獣 大 寄生 
虫 ) :・F. KOYAMA : Immunological studies of zo た 
<227 2627S (3) On the antigenicity of adult worms 


and microfilariae 
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の が s の 成虫 お よび micro 介 aria (MD か ら , 前 
報 と お な じ 条 件 で 抗原 を 抽出 し 皮膚 反応 に よる 両者 の 抗 
原 性 を 比較 検討 し た 。1) 両 者 の 抗原 蜜 素 を 測定 する と , 
成 抗 原 が 多く ほ ゞ , 8 : 2 の 割合 を し めし た 。 92) 成虫 
お よび Mf の 抗原 蜜 素 を 同 量 に 調製 し て , 皮膚 反応 を 実 
施す る と 成虫 の 方 が Mf 抗原 より ゃ 強い 反応 を し めし 
た 。3) 成 眼 抗 原 の 硫 安 分 画 物 に つい て , 度 膚 反応 を 検索 
する と 。, 著 明 に 全 飽 和 分 画 が 強い 反応 を 示し , つい で 人 金 
抽出 液 。 飽和 分 画 お よび 籍 分 画 の 順 で あつ た 。 な お , 
これ ら の 局所 を 組織 学 的 に 検索 し て も , 全 飽 和 分 画 に 強 
et を 。 以 上 の ょ よ うだ 。 成虫 お よび Mf 

も 抗原 性 を みとめ た が , 両者 間 に お ける 抗原 性 に つい 

2 は ーー 
の と 推定 され る 。 

( 間 ) 武田 酸 酵 研 ) 浜 田 義雄 

抗原 を 抽出 され て いる が , 蛋白 性 の も の か 多糖 類 性 の 
も の か ど 2 考え られ て お られ る の で すか 。 成績 を みせ て 
頂い て いる 中 で , ペー パー クロ マト グラ フィ ー で ,。 アミ 
ノ 酸 を みて お られ る が その 意義 は 何で し ょ うか 。 

(等 ) 阿 久 沢 実 

重 白 か 糖 か の 問題 は 生化 学 的 な 面 で 実験 上 極め て 困難 
で ある 。 そ の た め 一 応 含 N 物 質 を 抗原 性 物 毛 と し て 検索 
し て お り ま す 。 


15. 綿 単 糸状 虫 が fozosozges cg7r7 が に 対す る Die- 
thylcarbamazine (スパ トニ ン ) の 間 歌 投与 法 に よる 治 
療 に 関す る 研究 佐藤 孝 世 ・ 佐 藤 金 作 ・ 田 中 英文 ・ 若 杉 
幹太 郎 ・ 長 田 泰博 ・ 林 滋 生 ・ 佐 々 学 ( 伝 研 寄生 虫 ) : K 
SATO, K. SATO, H. TANAKA, M. WAKASUGL Y. 
OSADA, S. HAYASHI, & ML SASA : Studies on the 
effect of the intermitent administration of Diethylcarba- 
mazine (Supatonin) for 旬 ariasis of cotton rats due to 
27 の 4 の S の 2S C の 77727 


Diethylcarbamazine は 綿 渦 を 実験 動物 と し て と の フィ 
ラリ ア (Zooso42es cg が ) に 対す る 作用 を 目的 と 
て スク リー ニン グ テ ス ト に より 見 出さ れ た 抗 フ ィ ラ リア 
剤 で ある 。 現在 広く 使用 きれ て お り , その 使用 法 る 連続 
経口 投与 に より 著しい 効果 が 認め られ て いる 。 し か し 系 
状 虫 撲滅 を 目的 と し た 集団 駆除 に 当 つ て は 更に 簡便 で ょ 
り 有 効 な 投薬 法 の 確立 が 必要 で ある 。 我々 は その 基礎 実 
験 と し て cotton rat を 用 い 各 種 投薬 法 に つい て 効力 の 
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比較 検討 を 行 つ た 。 方法 と し て は 連続 集中 法 , 間隔 投与 
法 , 集中 後 間隔 投与 法 の 3 方 法 で ある 。 第 一 回 目 の 実験 
と し て , 25mg/kg 10 日 連続 10 日 後 か ら 250mg/kg 週 2 回 
計 6 回, 総 投与 薬 量 1750mg, 50mg/kg 7 日 連続 2 週間 後 
み ら 週 1 回 250mg/kg 4 回 総 投薬 量 1850mg で は , 両方 
法 と も 連続 投薬 5 日 目 に は 流 画 中 の ミク ロフ ィ ラ リア は 
著しい 減少 を 示す が 終了 後 10 日 目 か ら 2 週間 後に は 再び 
増加 が み ら れ る 。 し か し その 後 の 間隔 授与 で 叉 減少 し , 
投薬 中 は 抑制 され る が 終了 後 再び 増加 が 認め られ た 。50 
mg 週 1 回 7 回 投薬 で は 始め の 2 回 で 潤 減 し 以後 抑制 を 
続け た が , 投薬 終了 後 徐々 に 増加 が み ら れ た 。 月 1 回 
250mg 2 ヶ月 投与 で は 減少 は する が 不 充分 で ある 。 し 
か し 流 箇 中 の ミク ロフ ィ ラ リア 少数 の も の に は 有効 で あ 
る 様 に 思え る 。 一 方 総 投与 薬 量 を 8300mg と し , 第 1 は 
20mg 5 日 続い て 40mg 5 日 連続 , 第 2 は 20mg 5 日 連 
続 以 後 20mg 10 日 お き 10 回 , 第 8 は 30mg 10 日 置き 10 回 
で , 第 1 第 2 と も に 5 日 目 の 検 査 ご で は 著しく 減少 を 示し 
た が 第 1 グル ー プ で は 終了 人 後 再び 増加 が 認め られ た が 第 
2 番目 の は その ま ゝ 抑制 を 続け 滞 減 の 傾向 も み ら れ た 。 
8 番目 の で は 急激 な 減少 は み ら れ ぬか わり 洒 時 減少 を 示 
し て いる 。 と の 様 な 事 か ら 同じ 投薬 量 で も 連続 集中 法 に 
比較 し 集中 後 更に 問 不 投与 法 , 並び に 間 銭 投与 法 の 方 か 
著しい 効果 が 認め られ , 叉 流行 地 で も 行い 易い 点 か あら こ 
れ ら が 有効 な 投薬 法 と 考え る 。 

( 問 ) (農工 大 ) 久 米 清 治 
成 上 の 運命 は 如何 で すか ? zo7/ZZZ が 5 の 場 
合 は 種々 の 投薬 方 法 を 行 つ て も 成虫 の 死滅 は Supatonin 
の 場合 は 認め られ な か つた 。 

( 箸 ) 佐 藤 孝 慈 
実験 途中 で 死亡 し た も の は 解剖 し まし た が 肉眼 的 に は 
成虫 は 生き て いま し た 。 


16. 系 状 虫 仔 虫 の 定期 出現 性 に 関す る 研究 諸 種 楽 剤 
に よる 仔 虫 誘 出 試験 大 石田 ・ 久 米 清治 (農工 大 獣医 ) : 

IL OHISHI を SKUME : Studies on the periodicity of 

microflariae 一 On the increase in the number of micro- 
flariae in peripheral blood by chemical and therapeutic 

agents 


演者 ら は 糸状 虫 仔 束 の 定 期 出現 性 は 母 虫 の 仔 昌 産出 と 
は 関係 な く , 同一 仔 東 が 未 本 血液 と 内 臓 (特に 肺 臓 ) 血 液 
と の 間 を 周期 的 に 移動 する と と に ょ つて 発現 する 現象 な 
る と と を 犬 糸 状 由 に つい て 明らか に し た (第 26 回 総会 , 
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第 17 回 東日本 支部 大 会 報告 )) よ つて 新 の 如き 仔 虫 の 周期 
移動 を 惹起 せしめ る 原因 を 探求 すべ く , まず 末 精 血 中 の 
好 酸 球 数 の 増減 と 仔 虫 出現 と の 関連 性 より 何ら か の 遂 繕 
を 求め ん と し た が 両者 の 間 に 本 質 的 関係 の な いと と が 盟 
ら か に な つた (第 27 回 総会 報告 )。 今 回 は 各種 薬剤 の 薬理 
作用 か ら 仔 了 虫 の 定期 出現 性 解明 の 端緒 を 探 ら ん と し ,。 そ 
の 予備 試験 と し て 各種 薬剤 に つい て 仔 由 誘 出 試験 を 試み 
た 。 実 験 方 法 : 犬 糸 状 虫 感染 大 を 用 いて 定期 出現 性 に ょ 
る 仔 下 低 下 時 刻 (9.50 A.M.) に 抗 糸 状 虫 剤 (スペ ト = 
ン , スチ ボ ヘ ン , プク ロー ルフ エナ ル シ ン 志 酸 塩 ) 自筆 
神経 , 網 内 系 , 下垂 体 副腎 系 , 中 枢 神経 系 . ガス 分 圧 に 
影響 を 与え る 薬剤 ( 塩 ピ ロ , 硫酸 アト ロ ピ ン , 塩化 アド 
レナ リン ,。 グロ ー ル プロ マジ ン , コン ム ニ ン , 虹 汁 , コ 
ロイ ドド 銀 , DOCA, コー チ ゾ ジン, メ プ ロバ メー ト 。,。 酸 
素 ) を 投与 し て 投与 化 4 時 間 迄 仔 虫 数 の 変動 を 観察 し 
た 。 商 仔 昌 誘 出 の 判定 に は 同一 時 刻 に お ける 無 投与 位 
(11 例 ) の 仔 下 数 変動 を 基準 と し て 行 つ た 。 実 験 成績 : 仔 
虫 誘 出 効 果 を 明らか に 認め た の は スペ パト ニン (95, 830, 
20, 5 , 2 mg/kg 経口 投与 ),、 塩 ピロ (3, 2, 1mgkg 皮 
下 注射 ) スチ ボ ヘ ン (0.15 mgSb/kg 静脈 注射 )) チ クロ 
ロフ ェ エナ ル シ ン 塩酸 塩 〈 0.1mgAs/kg 静 脈 注射 )) ユン ム 
= ン ( 0.2・ 0.1cc/kg 皮下 又は 静脈 注射 ) で ある が , 
特に 塩 ピ ロ の 3 mg/kg 注射 ( 誘 出 事 8022, 4 例 平 均 の 最 
高 誘 出 倍数 は 注射 前 の 約 11 倍 ),、 スパ トニ ン 80 mg/kg 投 
与 ( 誘 出 率 802, 8 例 平均 の 最高 誘 出 倍数 は 投与 前 の 約 
9 倍 ) に 顕著 な 仔 虫 誘 出 作用 が 認め られ た 。 ク ロー ルプ 
ロマ ジン (6mg/kg 静脈 注射 ) に は 仔 虫 数 の 減少 が み ら 
れ 。 注射 後 8 時 間 80 分 に 最低 と な り 注 射 前 の 102% と な つ 
た 。 他 の 薬剤 に は 仔 虫 に 影響 を 与え た と 考え られ る 仔 筑 
数 変動 は 認め な か つた 。 

( 間 ) ( 伝 研 寄生 虫 ) 佐 々 学 
犬 糸 状 昌 の チェ チル カル ババ マチ ヂ ン 等 に よる ミク ロフ イ 
ラリ ア の 誘 出 数 は 正常 の Turmus に お ける 最高 数 より も 
著しい も の で すか 。 

(等 ) 大 石 通 
末 槽 血 中 へ の 仔 貝 誘 出 程度 は 薬剤 の 種類 及び 投与 量 更 
に 個体 に よ つ て も 差 が ある が , 仔 虫 の 定期 出現 性 に よる 
最高 増 多数 を 知 か に 間 鍛 する 例 が 展 々 認め られ る 。 


( 則 ) 上 ( 東 音 工大 ) 久 米 清治 
人 の 場合 と 違う と 去 わ れ た 点 は ? 
(等 ) 佐 ^ 学 


バン クロ フト 系 状 晶 保 虫 者 の 場合 , 昼間 に スペ パト = ジン 
誘発 た 行う と , 誘発 数 は 夜間 最高 値 く らい に と どまり まま 
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す 。 大 系 状 由 が と れ よ り は る か に 高い と と に 興味 深く 感 
ジ ま し た 。 

17. 奄美 大 島 に お ける バン クロ フト 系 状 中 症 の 地域 的 
肛 際 法 の 研究 佐々 学 ・ 佐 藤 孝 ・ 長 田 泰博 ・ 池 庄司 敏 
明 ( 伝 研 寄生 虫 ) 田中 寛 ( 東 医 歯 大 公 衛 ) 福島 英雄 ・ 米沢 
藤 土 ( 鹿 大 二 内 科 ) 堀 栄 太郎 ( 鹿 大 二 病 理 ) 泉 熊 一 (名 瀬 保 
健 所 ) : M. SASA, K. SATO, Y. OSADA, T. IKE- 

SHOIL H TANAKA, H. FUKUSHIMA, T. YONE- 

ZAWA, E. HORI & K. IZUMI: Studies on the 

areal control of the bancroftian flariasis in Amami 


klands 


我々 は 1958 年 6 月 か ら 奄 美 大 島 の 4 部 落 を 対象 に , . ス 

パト ニン 集団 投薬 に ょ る 保 虫 者 の 駆虫 と , 殺 息 剤 残留 噴 
霧 な た ど に ょ る 媒介 則 対 策 の 併用 に よる 本 症 の 地域 的 駆除 
法 の 比較 研究 を 行 つ た 。 2 滴 法 に よる 総員 検 血 の 結果 , 
有恒 部 落 で は 192 名 中 36 例 , 仲 勝 198 名 中 32, 大 熊 933 
名 中 105 例 , 網野 子 241 名 中 78 の 仔 了 虫 陽性 者 を みた 。 
今回 は 保 虫 者 の み を 投薬 対象 と し 。 と れ ら は 60cmm の 
定量 検 血 を 行 つ た 上 で 集団 投薬 を 行い , 5 日 。10 日 。 1 
月 4 月 な どの 徒 に 定量 検 血 を くり か え し て 仔 束 残存 率 
を 比較 し た 。 投薬 は 従前 償 行 の 1 日 8 回 法 を さけ て 1 日 
1 回 と し , 1 回 量 は 2 mg/kg を 以 て は じ め る と と と し た 
の は , 集団 駆虫 の 実施 上 新しい 利点 が 認め られ た 。 仲 勝 
は 例 回 完全 に 検 血 を うけ た 21 例 に つい て , 投薬 前 の 平均 
他 息 数 (60cmm 中 ) 55.8, 2mg/kg 5 日 投薬 後に は 1.57 
(大 存 率 2.82) に 低下 し , さら に 4mg/kg を 5 日 つぶ さけ 
て あたえ た 後に 1.96C 3。 5 の ご あと の 5 日 間 の 倍 量 の 
投薬 効果 は 認め られ な か つた 。 そ の 後 は 投 業 せ ず に 1 月 
化 検 血 し た さい に は 4。43C 7.92), 4 月 後 は 4.26 (7.63 
2 で , わ づか 増加 の 傾向 か あぁ つた 。 有 屋 も 同じ 授 薬 法 を 
行 つ た が , 21 例 の 保 虫 者 の 初め の 平均 数 68.7。 5 日 後 11.1 
(16.8%),10 日 後 2.8 ( 4.022), 1 月 後 7.1 (10.4), 
4 月 後 12.4 (18.02) を 示し た 。 大熊 で は 2 mg/kg 10 晶 
間 の 投薬 こと ど め た が , 67 例 の 初め の 平均 数 182.1, 10 
日後 12.0 ( 7.9%%), 1 月 後 15.6 (10.322), 4 月 後 17.6 
(1.62) で あつ た 。 即ち . と の て い ど の 微量 集中 投薬 
で も 仔 虫 数 は 著しく 減少 し , あと 放置 し て も 多少 の 増加 
は あつ て も 当初 の 数 に は も どら 汐 と と が 示さ れ , また 集 
中 投薬 に お いて は 2 mg/kg 5 日 で 充分 に 減少 し , さら に 
その 倍 量 を あたえ て も 追加 効果 は 大 し て 認め られ な か つ 
た 。 そ と で , 網野 子 で は 2 mg/kg 5 日 連用 後 , 同じ 量 を 


( 8 ) 





35 と を 





10 日 お き に 4 ヶ月 連用 させ て みた 。 4Y 例 に つい て , 初め 
の 平均 数 184.8, 1 月 後 9.4C 5.122), 4 月 後 1.5 ( 0.8: 
2) と 次 第 に 戒 少し , 総量 は 有 屋 , 促 勝 と 同じ で も $ ケ 
月 後 の 仔 昌平 均 数 , 残存 率 は は る か に 小さ く , と の 方 法 
が 最も 好 結 果 で あつ た 。 残留 噴霧 に は 5 22DD〒 乳 剤 宙 
は 0.522, Dieldrin 乳剤 を 調製 し , 壁面 1 平方 m あ た り 
40cc の 割 に 全戸 搬 布 し , 長期 間 遇 の 発生 が 押え られ た 。 
( 間 ) ( 基 大 ) 長 野 寛治 
な ぜ 家 バエ ェ が 投薬 以前 より 増加 する の で し ょ う ? 家 


バエ の 約 1 ヶ月 後 の 増 加 は その 外敵 の 薬 殺 に よる と 想 公 


され る と の と と で す が そ れ と 似 た 関係 が マメ タニ シ と ザ 
リガ = と の 間 に お いて も 認め られ ます 。 と の 場合 は 農薬 
の 影響 で ある と 考え て お り ま す 。 農薬 に より 水田 中 に お 
ける ザリガニ = の 繁殖 が 阻害 され る 為 と 考え られ ます 。 

( 符 ) 佐 々 学 
残留 噴霧 直後 は ハ ェ 類 , 山 類 , ゴキ ブリ な ど 住 家 侵入 
性 の 虫 は ほとん ど 消 拓 し て し まい ます が , や が て 次 第 に 
増加 し て 来 ま す 。 そ の うち イエ バエ ェ の 伯 復 が 最も 早く , 
dieldrin 噴霧 後 約 1 月 で も と の レベ ル に な り , 4 月 後に 
は 搬 布 前 より も 多く な る 例 が し ば し ば み ら れ まし た 。 と 
の 原因 に つい て は さら に 研究 を 要 し ます 。 


IS. 東京 都 下 伊 豆 諸島 の 育 ケ 島 及び 小島 に お ける フイ 
ラリ ア 症 の 調査 な ら び に 地域 駆除 に 関す る 研究 林 滋 生 
佐藤 孝 臣 ・ 長 田 泰博 ・ 福 井 正 信 ( 伝 研 寄 生 束 ) : SHA- 
YASHLI, K. SATO, Y. OSADA ぐ M. FUKUI : Studies 
on the epidemiology and areal control of the bancroftiam 
and malayian flariasis in the Izu-shichito Archipelago, 
Tokyo 


寺 tra イラ トー 

, 従来 フイ ラリ ア 愚 者 が 居る らし いと の 推定 が され て 
いた が , 未だ か つて 住民 の 糸状 虫 症 に 関す る 組織 的 な 調 
査 が ガ 行わ れ た と と が な く , その 流行 地 と し て の 特性 が 明 
ら か に され な いま ゝ で あつ た 。 演者 ちら は , 19858 年 Y 月 か 
ら 8 月 に か け て 3 週間 江島 薄 在 し 。 殆 ん ど 会 佳 民 # こ あ た 

る 815 名 の 夜間 検 血 を 行い 41 名 (12.92%) に , バン クロ 
フト 系 状 昌 仔 点 を 見 出し た 。 年 合 的 に は , 5 て 9 才 で 既 
に 3.93, 10 才 台 3.72, 20 才 台 11.122, 30 才 台 11.4 
22, 40 才 台 15.122, 50 子 台 28.22, 60 才 台 28.622, 70 才 
台 38.322 と 青年 層 以 上 で 急激 に 陽性 事 が 高まり , 年 合 と 
共に @ 著 な 増加 傾向 を 示し た 。 熱 発作 は 11.42, 乳 ビ 尿 
17.1 多 , 陰 胃 水 幅 は 男子 の 81.1% に 現 定 また は 既往 と 
し て 見 出さ れ た 。 象 皮 腫 は 陰 斉 に 発現 し て いる も の 2 和 名 
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を みとめ た 。 地域 的 な 病 型 図 と し て は 山 型 を 示し , 活 洪 
な 流行 地 と みとめ られ る 。 家族 集積 性 は みとめ られ ず , 

夫婦 , 鋼 子 の 間 で 感染 の 相関 は な い が , 母子 間 に は 1 多 以 
下 の 和 危険 率 で 有意 な 相関 が か みとめ られ た 。 と れ が 体質 に 
由来 する も る のか, 母子 が 起 居 を 共に する こと が 多い 為 
か は 不明 で ある 。 本 島 に お ける 表 相 は , Cez が ZZezs 


. の 47/ezs, Ce 々 . ss の 7 CZ 90ZZz, ees の め o カ zz が 5, 

-4zges 7ggoz の 5 種 が 調査 期間 中 に 採集 出来 た が , 人 家 
内 で は Cxz/ez が ZZezs カ g/zs の み が 採集 され 。 その 42 
匹 の 解剖 で 2 匹 ( 4.82) に フイ ラリ ア 幼 虫 の 包 蔵 を 認 
め た 。 地域 駆除 対策 と し て DDT ペ ー ス ト を 1m: 当り 
DDT 2 g の 割 で 人 家内 壁面 残留 噴霧 し , 保 虫 者 に は 
スペ パト ニン を 2mg/kg 5 日 , 更に 6mg/kg 8 日 連続 投与 
を 行 つ た 。 投薬 開始 後 1 週間 の 中 間 検 血 で 25 の 陰 転 素 


で あつ た が 。,。 1 人 あたり の * 末 槽 血 中 Mf 数 は 当初 の 14.3 
2 に 激減 し た 。 な お 学童 は 6mg/kg 月 1 回 6 ヶ月 間 , 
全員 に 服用 せしめ る と と に し た 。 郊 果 は 1 年 後 の 再 調査 


で 明らか に する 予定 で ある 。 小島 の マレ ー 系 状 虫 定 に 対 
し て は , 1958 年 7 月 及び 10 月 の 両 度 に わた つて 再び 渡島 
し 。 調査 及び 上 記 と 同様 の 地域 駆除 を 行 つ た 。1950 年 5 
月 以来 9 年 間 に 計 9 回 の 調査 を 行 つ た 成績 を 通 覧 する 
と , 当初 81.5% で あつ た 仔 虫 陽性 素 が . スパ トニ ン の 集 
団 授 薬 で 1952 年 まで ほ ゞ 20 多 の あたり た 抑え られ て いた 
の が , 4 年 間 の 放置 後 ,1956 年 8 月 に は 88.32%2 と 原状 に 
っ っ その も その 人 後 地域 駆除 に 努力 し た 結果 1958 年 10 月 

に は 9.52% に 激減 し た 。 検 血 は 濃 滴 標本 3 滴 法 に よ つ て 
や いる が , 守屋 氏 の 導入 し た Neymann の BA 推定 法 . 
で , 1 滴 当 り の 検出 事 が 推定 出来 , 3 滴 調べ る 場合 は ほ 
さ 92% の 検出 事 が 推定 され た 。 こ とれ を 用 いて , 見 か け の 
除 転 と 見 か け の 陽 転 が 推測 出来 た の で , スパ トニ = ン 投 薬 
の 影響 と , 媒介 山 駆 除 に よる 再 感染 , 新 感染 の 抑制 の 度 
合 が , 明らか に 区 別して 判定 し 得 た 。 即 ち 1980 年 5 月 以 
来 の 集団 投薬 で 陽性 者 が 減少 し た が , 1956 年 8 月 以降 の 
残留 噴霧 施行 に より は じ め て , 新 再 感染 者 の 発生 を お さき 
えた と と を 知 つ た 。 

( 間 ) じ 惹 大 ) 長 野 寛治 
撲滅 を 目的 と する 集団 駆虫 の 際 は 検査 の 陰陽 を 問わ ず 


全員 投与 が 必須 ご ある こと を 腸管 内 寄生 虫 の 予防 作業 ご 
経験 し て お り ま す 。 
【 才 ) 林 。 滋 生 
全 村 民 に 対す る 投薬 の 必要 を 痛感 し て 居り ます 。 そ の 


一 部 と し て 昨年 青ヶ島 で は 全学 童 に 投薬 を 行 つて 見 まし 
た が 効果 は 今年 確認 する 予定 で す 。 








[寄生 躍 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 集 3 季 


( 間 ) 新 大 医 動物 ) 大 鈴 正 汗 

日 本 に お ける 糸状 虫 症 に 対す る 残留 噴霧 の 効果 に っ W 
て 現在 の 段階 に お ける 件 意見 を 承り た い 。 

( 管 ) 林 滋 生 


残留 ラン ム の 効果 は , 新 , 再 感染 の 抑制 で は じ め で で 明 
ら か に な る わけ で すか ら と の 点 か ら 解 析 を すゝ め る 必要 
が ある と 思い ます 。 フ イラ リア 症 に 対し て も 極め て 有 凌 
な 方 法 と 考え ます 。 


講演 追加 愛媛 県 に 於 ける バン クロ フト 和 ※ 状 中 症 の 孤 
除法 の 研究 下野 修 ( 愛 媛 県 術 生 部 ) : O. SHIMONO : 
Studies on the control ofthe bancroftian 介 ariasis 折 


Ehime Prefecture 


1) 廊 部 省 試験 研究 費 「 ネ 状 虫 駆除 班 ] の 1958 年 度 の 事 
業 の 一 部 と し て , また 愛媛 県 衛生 部 の 風土 病 対策 の 一 痢 
と し て 愛媛 県 三崎 町 二名 津 と 松 の 両 部 落と 対し て , 8 月 
か ら 基 礎 調 査 を 行い スペ トニ = ン 集 団 授 与 に ょ る 系 状 穫 
対策 と Dieldrin の 残留 噴霧 な ど に よる 媒介 遇 対 策 と を 
俳 用 し て , バン クロ フト 系 状 虫 症 の 駆除 効果 を 観察 し 
た 。2) 二名 津 は 戸数 305, 人 口 1,804 海岸 に 面 し た 農 漁 
村 松 は 戸数 230, 人 口 938 山 腹 に ある 農村 で ある 。 店 
間 2 滴 法 で 行 つ た 検 血 で ー 名 津 は 1.287 名 中 6 例 (0.8 
2), 松 は 818 名 中 27 例 ( 8.3%) の ミク ロフ イラ リア 陽 
性 者 を 見 出し た 。 有 症 者 は 二名 津 に は な く , 松 で は 14 例 
( 脚 象 皮 症 , 陰 誤 水 暑 , 乳 麻 尿 ) を 認め た 。 有 症 者 は す 
べ て ミク ロフ イラ リア 陰性 で あつ た 。3) スス パト テニ シッ 圭 
ミク ロフ イラ リア 陽性 者 の を 対象 と し て 投薬 し た 。 第 
1 回 は 8 月 7 日 に 開始 し , 1 日 1 回 体重 1kg に 対し 凡 
そ 2mg の 割 (0.05g 入 の 錠剤 を 成人 2 錠 , 中 学生 1 甘 
半 , 小学 生 1 錠 ) で 5 日間. さら に その 倍 量 を 5 日間 多 
えた 。 投薬 前 の 60cmm 血 中 の ミク ロフ イラ リア 数 は 99 
例 の 陽性 者 に つい て 最高 176 平 均 27.0 で あつ た を が 8 月 90 
日 の 検 血 で は 80 名 中 陰 転 者 10 (83.3 多 ) 陽性 者 の 最高 
クロ フイ ラリ ア 数 21 平 均 3.43 平均 減少 率 11.9 を 示 レ 
た 。 と の うち ミク ロフ イラ リア が いぜん 陽性 で あう た 9 
名 の みみ に 対 し て 1 日 1 回 4mg/kg 5 日 間 の 投薬 を 行い , 
10 月 16 日 の 検 箇 で は 80 名 中 最高 12 平 均 1.98 減 少 率 6.72 
陰 転 者 15 陰 転 率 502% キ を 示し た 。 そ の 後 第 1 回 検 血 の き い 
の 陽性 者 全員 に 4 mg/kg 5 日 間 の 投薬 を 行 つた 後 12 月 20 
日 の 検 血 で は 25 名 中 最高 9 平均 1.36 減 少 率 8.92% 陰 転 者 
14 (56.02) を 示し た 。3$④) 媒介 租 対策 と し て は 両 部 落 
と \ も 月初 各 全 が の 革 記 史 夫 5 笛 江 え 信和 
の 半分 ) に 稀釈 し た Dieldrin 屯 剤 1 m: 当り 40cc 一 戸 当 
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り 約 800 円 の 残留 噴霧 を 実施 し た 。 と れ は 敷 , ハ ェ 類 , 
コキ ブ り 等 の 駆除 に 著 効 を 示し た 。 そ の 大 部 分 に 対し て 
史 其 に 発生 を 抑え た が イエ バ パ ェ の み は 8 週間 目 の 9 月 末 
E は ほ ゞ 搬 布 前 の 発生 量 に 復 し , さら に 11 週 目 に は 凡 
る 4 倍 の 数 を 示し た 。 表 は 動物 誘引 法 に より , ハエ は へ ハ 
ェ 取 紙 に よ つ て 捕え て 数 えた 。 


19. 糸状 虫 症 の 仔 虫 集 虫 法 に よる 疫学 的 研究 米沢 藤 
土 ・ 徳 田 久 吉 ( 鹿 大 熱 研 ) : T. YONEZAWA 錠 多 K 
TOKUDA : Epidemiological study on microflariae con- 


centration technic 


系 状 虫 症 の 疫学 的 調査 研究 は 既に 幾多 の 報告 が ある 
# 今 迄 の 報告 は 耳 染 血 60cmm を 基準 と し た 濃 沙 標 本 に 
: る も の で あつ た 。 私 ども は , 名 瀬 市 内 外 の 四 地 区 に お 
いて 玄 状 正 症 の 集団 検診 に 肘 静 脈 より 採血 し て 集 虫 法 を 
向い , 之 と 平行 し て 濃 塗 標本 に よる 仔 虫 検索 を 行 つ た 。 
= の 成績 に ょ る と , 厚 層 法 で 8.1 多 に 仔 虫 が 認め られ た 
集団 で , 集 虫 法 に より 約 1.5 倍 の 11.92% に 仔 虫 が 認め らち 
れ 。 双 , 厚 層 で 26.2 旬 に 仔 虫 を 認め た 集団 で 2 倍 以上 の 
62.1% に 及ぶ 仔 虫 検出 素 を 得 た 。 又 , 厚 層 で 4.12% に 認 
め ら れ た 集団 で は , 2 倍 以上 の 9.72% に 仔 昌 が 認め られ 
る 。 結局 , 今 迄 , 仔 東 検 索 は 厚 層 標 本 に より 実施 し て い 
た が , 集 虫 法 を 行え ば 1.5 倍 て 2.0 倍 。 或いは それ 以上 
に 及ぶ 仔 取 検出 事 が 得 ら れる と と を 示す も の で ある 。 
肖 , 厚 層 標 本 に ょ つて , 当地 方 で の 糸状 虫 症 調査 が 行わ 
れ て いる が , 平均 20% の 仔 到 検 出 事 が あり , 当地 方 の 住 
民 を 25 万 と する と 。 約 5 万 人 の 仔 虫 保有 者 が 居る こと と が 
推定 され て いた 。 叙 上 の 集 虫 法 に よる 成績 より 考え る な 
ら ば , 凡そ 10 万 或いは これ 以 上 の 仔 由 保有 者 が 居る と と 
が 考え られ , 疫学 的 に 息 せ に 出来 な い 問 題 に な つた と 考 
える 。 商 。 仁 了 集 虫 法 に より 仔 虫 を 証明 する に 拘ら ず , 
曲 層 法 に より 仔 虫 な し と 誤認 し た 例 に お いて , どれ 位 の 
生 到 か 認め られ る か , 表 ( 略 ) の 如く , 集 政 標本 に より 10 
筐 以下 の 例 に お いて 50% 位 あり 最も 多い と と を 知 つ た 。 
( 間 ) (農工 大 ) 久 米 清治 
濃 卒 法 と 集 虫 法 に お ける 仔 下 検 出 事 の 差 は 季節 的 に 異 
6 や ? zo77Z72 が 265 の 場合 は 仔 虫 の 末 醒 血管 出現 
に 季節 的 に 波 が ある 。 夏 に 多く 冬 に 少 い の で 特に 冬 に お 


いて 集 虫 法 の 意義 が 大 きい 。 

( 答 ) 米沢 藤 士 
教室 の 尾辻 が 季節 的 に 見 た こと と が あり ます が 。 余り 変 
動 を 認め ませ ん 。 出現 時 刻 の ずれ を 認め て 居り ます が 。 


(45) 
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( 間 ) ( 千 大 寄生 昌 ) 横 川 宗 雄 
血液 の 採取 量 は どれ だ け で し ょ うか 。 
( 泡 ) 米 沢 藤 土 


血液 は 0.83cc で す 。 


20. 糸状 虫 症 の 治療 に 関す る 研究 (3 佐藤 八郎 ・ 米 沢 
藤 士 ・ 福 島 英雄 ・ 尾 辻 義 人 ・ 外 山 寛 樹 ・ 橋 野 源義 ・ 牛 餅 
弘道 ・ 小 田代 正之 ・ 浜 田 己 則 ( 鹿 大 二 内 科 ) 阿部 康男 ・ 堀 
栄 太郎 ・ 影 井 ・ 新 門 宰 ( 鹿 天 二 病 理 ) : HH SATO, T. 
YONEZAWA, H. FUKUSHIMA, Y: OTSUIL H 
TOYAMA, M. HASHINO, HH USHIGAI M. ODA-- 
SHIRO,'M. HAMADA, Y. ABE, E. HORIL N. 
KAGEI 科 T. SHINKADO: A study on therapy of 
名 lariasis bancrofti ( 3 ) 


糸状 息 症 の 治療 に つい て , 我 く は Supatonin の 連続 投 
与 (1 日 1~10mgkg, 総量 12- 160mg/kg), Mapharsol 
お よび Supatonin と Mapharsol の 併用 療法 に より 良好 
な 成績 を 得 , 先 年 本 学会 に お いて 報告 し た 。 今 回 は Di- 
ethylcarbamazine の 間 誠 投 与 を 主として 昭和 33 年 度 に 
つた 仔 由 保有 者 180 名 に 対す る 治療 成績 に つい て 述べ 
る 。 効果 判定 は 午後 10 時 以降 の 耳 染 血 60cmm 中 の フィ ラテ 
リア 仔 虫 数 の 算定 に より , 一 部 は 菅沼 氏 の 集 虫 法 に ょ つ 
た 。1) Supatonin 0.25mg 10 日 連続 投与 で は 仔 束 数 の 変 
化 は 殆 ん ど な く , 2) Supatonin 0.5 mg 10 日 連続 投与 で 
は 一 時 , 仔 虫 数 は 減少 する が , 4 ヶ月 後に は 元 に 復 し 著 
変 は 認め られ な か つた 。 3) Supatonin 1.0mg 10 日 連用 
( 先 年 も 報告 ) で は 4 ヶ月 後 仔 虫 数 は 2.7 多 と 減少 し 良 
好 な 成績 を 示し , 4) Supatonin 2mg 5 日 連用 群 も 6 ケ 
月 後 , 仔 虫 数 3.8 2 と 著 減 し 同様 に 好成績 ご ある 。5) 
Supatonin 2mg 5 日 連用 , 1 ヶ月 休 薬 後 再び 4mg 5 昌 
連用 群 に お いて は , 第 1 回 kur 終了 1 週 修 に 87.8 多 の 
仔 由 数 が 第 2 回 kur 終了 1 週 俊 3.12 と な り , 4 ヶ月 後 
9.6 用 と や や 増加 し て いる が , 第 1 回 kur に より 残存 し 
た 仔 虫 も 再 投薬 に ょ り 非常 に 減少 し て いる 。 6) Supato- 
mn 6 日 間隔 5mg 10 回 の 間 天 投 与 群 に お いて は 仔 貝 数 
は 第 1 回 投薬 後 86.1%, 第 3 回 後 11.4%, 第 5 回 後 5.7 
%, 第 Y 回 後 2.9 多 , 第 9 回 後 1.1 2, kur 終了 直後 
0.8 多 と 非常 に 減少 し , 6 ヶ月 後 0.6 多 と 減少 状態 は 持 
続 し , 陰 転 素 も 投薬 回 数 の 増す に つれ 増加 し , kur 終了 
直後 74.4 旬 , 6 ヶ月 後 68.122 と 依然 と し て 高 率 の 陰 転 府 
を 持続 し て いる 。 6 ヶ月 役 菅 沼 氏 の 集 虫 法 を 併用 し , 60 
cmm と の 検出 率 を 比較 し た 所 , 集 邊 法 86。1 多 , 60 cmm 
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31。9 22 と な り , 仔 虫 陽性 者 は 集 虫 法 に より 47 名 中 17 名 
で , 60cmm より 2 名 多 か みつ た が 著 明 な 差 は 肥 みち られ な か 
つた 。?) Hetrazan は 1.0mg 9 日 連用 群 。8) Hetrazan 
1.0mg 10 日 連用 群 共 に Supatonin と 同 程度 の 効果 は み 
られ ず , Supatonin と WMapharsol の 併用 群 に お いて は , 
9) Supatonin 1mg 10 日 , Mapharsol 5 日 授与 ( 先 年 も 
報告 ) で は 4 ヶ月 後 仔 虫 数 0 と 良好 な 成績 が ふら た 
が , 症例 が 少く 。10) Supatonin 6mg 10 日 , Mapharsol 
6 ~10 回 併用 群 ( 先 年 $ る 報告) に お いて は 仔 虫 数 が 4 
ヶ月 後 2.3 用 と な り , 11) Supatonin 1mg 10 日 投与 後 
aphbarsol 5 回 投与 群 に お いて は 仔 虫 数 は 4 ヶ月 後 2.6 
劣 と 著 滅 し て いる が , 症例 が 少 い 。 副 作用 : Supatonin 
の 間 跡 授与 で は 48.922 に 認め られ た が 3 回 投薬 まで ろ ら 
, Hetrazan の 1mg 投与 群 で も 37.5 多 に みみ られ た が , 


ー 夫 と 
いずれ も ゃ 重 策 な も る の は な か つた 。 


21. 77fcAo の 7erzzo pgse77cze に 関す る 研究 田中 
実 ( 阪 医大 病理 ) : M. TANAKA: The studies on 7Zzz- 
婦 o の ZZ7Z72 yse772e 


必 岐 諸島 に 発生 する 水田 皮膚 炎 の 病原 体 と し て 1953 年 
72 の 6 の 7 の の の 72C の 8 と する ocellata 型 住 血 吸 虫 
Cercaria が 。 田部, 小田 に より 発見 され , 更に , 小田 は 
zzcopzZ7z:Z re CTalbot 1986) に 類似 する 
Cercaria 及び カモ に 寄生 する 成 遇 と 卵子 こ を 検出 , 記載 
し た が , その 発育 史 の 実験 的 追求 に 成功 せ ず , 此 れ の 種 の 
同定 を 保留 し た 。 私 は , 隠岐 産 ye 7Z の 2 の (ご 寄 
生 す る 皮 上 諾 炎 起 生 性 Cercaria 群 か ら 加熱 102 Formalin 
固定 計測 数 値 を 基準 と 上 し て 1~IW 型 の Cercaria を 握 別 
し ,。 特に 』 型 〔 体 部 0.281mmX 0.057 mm (以下 mm を 
路 す ) 幹 尾 0.347X 0.085, 上 岐 必 0.212X 0.024, 頭 部 
臓器 0.086X 0.044, 肛 吸 盤 の 位置 (自体 部 後 ) 0.096 
直径 0.017〕] は , C, yse/ze Talbot 及び 小田 氏 記載 の 
physellae 型 Cercaria に 類似 する 。 こ の 1 型 を 実験 的 こ 
- ア ヒル 5 羽 に 感染 せしめ , 2 羽 よ り , 22 日 一 26 日 後 , 腸 
壁 静 脈 に 雌雄 一 対 の 成虫 と 卵子 を 検出 し 得 た 。 此 等 実 
験 的 に 得 た 成虫 の 体制 は , 次 の 如く で ある 。 雄 成 虫 : 
体長 11.5, 体 幅 0.132, 口 吸 盤 0.068X 0.050, 腹 吸盤 
0.050X 0.066. 両 吸盤 の 巨 離 0.541, 腸管 は 腹 吸盤 直 
前 に て 二条 に 分 岐 , 精 要 直前 に て 結合 し 曲折 走行 し て 尾 
ym 精 長 さ 0.436, 抱 雌 溝 内 前 敵 中 央 に て 生殖 

と 開く 。 抱 雌 溝 は , 腹 吸 盤 後方 0.541 に は じ ま り 長 さ 

Ne つや 生か 
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溝 後方 0.380 ょ り 尾 敵 ま で 腸管 に 婦 互 し て 見 られ る 。 価 
尾 後 端 の 形態 は , 特徴 ある 三 葉 梓 状 を 呈す る 。 雌 成東 
体 身 4.8, 口 吸 盤 0.067X0.033, 腹 吸盤 0.048X0.0 
両 吸 盤 の 距離 0.399, 腸 は , 腹 吸 盤 直 前 に 分 岐 , 受精 得 
の 直後 に て 再 結 合 し 卵巣 は 後方 に 向い 受精 王 と 連 り と の 
部 より 輸 卵 管 が 体 前 端 に 向う 。 一 方 卵黄 昌 よ り の 卵黄 管 
も 体 前 端 に 向い , Si 更に 前 部 の 狼 
形成 腔 と 連 り , と ゝ か ら 腹 吸盤 直後 に 子宮 生殖 孔 と 連 っ 

いろ る 。 尾 端 は , 雄 虫 同様 , 三 葉 醒 状 を 呈し て いる 。 婦 
Pe 
成虫 ($4? た 。 尚 と これ ら す べ て の 卵子 は 。 編 
鯉 形 に し て 9 ey , 一 端 は 鈍 に 終 つ て 居り 大 きき は 
0.224x0.067 で , 小田 氏 記 載 , Mc Mullen & Beaver 
記載 卵子 と 一 致す る 。 双 , 雌 虫 の 卵 形成 腔 に , 鋭 端 を 俸 
後部 に 向け た 前 記 卵 子 が 明 膝 に 認め られ た 。 以 上 の 実 肌 
的 育成 及 自 然 宿 主 よ り 得 た 成虫 と 卵子 は , 体制 上 明か に 
7yzco の ZZzZZ の yse/ze と 一 致す る 。 と > ゝ に 同種 の 同 
定 を 行う と 共に 本 邦 に お ける 本 種 住 血 吸 虫 の 分 布 を 覆 認 


1) か > 


( 間 ) ( 静 大 保健 ) 伊 藤 二 郎 
Cezg7 yse7Ze の 流出 状況 , 済 泳 方 法 な ど を Talbot 
氏 の それ と 擬 較 され まし た で し よう か 。 


( 箸 ) 田 中 実 
その 生態 観察 上 C ヵ Zyse/ze (Talbot, 1986) と 一 攻 
6 @ り ま す 。 


22. 和牛 肝 蜂 症 の 人工 感 楽 試験 小野 豊 ・ 木 村 重 ・ 久 工 
昇 (兵庫 農大 獣医 ) : Y. ONO, S. KIMURA & NN 
KUBA : Experiment on the artificial infection of 給 


cioliasis in cattle 


和牛 の 肝 鯉 症 は , わが 国 の 家畜 寄生 虫 病 の うち で , 最 ま 
大 きい 被害 を 与 えて いる の で あろ が, 未だ 人 工 感染 和 紅 
つい て の 研究 は 今日 まで 行わ れ な か つた 。 私 ども な は 符 き 
頭 に 肝 呼 メタ セル カリ ア 3000 個 (No. 1 ),1500 個 (Ne. 
2 ) を 経口 的 に 感染 させ , 長期 に わた つて 衝 方 面 ょ 9 填 
宗 し 次 の 結果 を 得 た 。 臨 床 症状 : No. 1 で は 感染 初期 は 
元気 喪失 , 食欲 減退 , 軟便 を みとめ , 体重 は 感染 40 日 順 
ょ より 減少 し 始め , 281 日 の 183kg が 最低 を 示し た が , ぞ 
の 後 増加 し た 。 肝 部 圧痛 は 9 日頃 よ り 現 われ , 150 3 
80 日 で は 強い 疹 痛 を 認め た が , その 後 消 拓 し た 。 眼 結 虹 
の 沼 血 は 44 日 に 至 つて 軽度 , 150 280 日 で は 著 明 に 現 

れ た が 865 日 頃 よ り 回 復 し た 。 感 染 100~ 280 日 で 婦 信 
人 の 板 度 の 減退 。 他 師 , 被 宅 粗 財 , 所 前 胸部 に 浮 有 を 
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認め た 。 再 感染 後 の 症 状 は 軽度 の 有 財部 圧痛 , 眼 結膜 の 貧 
稀 , 元気 喪失 を 認め た 。No. 2 の 体重 は No. 1 に 比較 し 
増加 が み ら れ , 肝 部 圧痛 は 120~ 190 日 に 僅か に 認め 
た 。 有 眼 結膜 の 質 血 は 80~ 200 日 頃 ま で 続き , 初期 に お い 
て は 元気 喪失 , 食欲 減 退 , 軟便 を みとめ た 。 下 卵 検査 太 
び 皮 内 反応 : No. 1 は 感染 66 日 目 , No. 2 は 65 日 目 で 肝 
衝 東 卵 を 検出 し , 感 染 150 日 頃 よ り 検出 虫 卵 は 減少 し た 。 
No. 1 の 再 感 染 後に は 僅か に 増加 し た 。 No. 2 で は 駆虫 
後に も 虫 卵 を 検出 し た 。 度 内 反応 は No. 1 で は 上 感 染 12 日 
に 陽性 に 転化 し 200 日 頃 よ り 反 応 は 低下 し た が , な お 陽 
性 を 持続 し た 。 再 感染 後 14 日 に 再び 強い 反応 を 示 レ た 。 
No. 2 で は 19 日 に 陽 転 し 駆虫 後 も 陽性 で あつ た 。 血液 検 
査 : No. 1 に お いて 赤血球 数 は 感染 7 日頃 よ り 洒 次 減少 
し 始め , 282 日 で は 9 万 と 最低 数 を 示し 。 300 日 頃 よ 
り 回 復 し 始め た 。 双 再 感染 後に は 僅か に 減少 し た 。 血色 
素 量 は 略 赤 血球 数 の 増減 に 伴い 。 190 日 の 28 が 最低 で 
あつ た 。 赤 沈 は 140~ 300 日 に 軽度 の 促進 を 認め た 。 自 
血球 数 は 初期 に 僅か に 増加 し , 症状 の 著しい 時 期 は 逆 に 
減少 し た 。 白 血球 像 は 好 酸 球 に 特に 変化 が みち られ , 感染 
75 日 に 55 多 と 最高 を 示し , 叉 再 感染 後に は 再び 増加 し た 。 
No. 2 の 赤血球 雪 は No. 1 に 比較 し て 変化 は 軽度 で , 140 
日 の 486 万 が 最低 で あつ た が 200 且 頃 よ り 回 復 し た 。 
色素 量 は 赤血球 の 増減 に 平行 し , 赤 沈 は 118- 176 日 に 
僅か に 促進 が み ら れ た 。 白血球 数 は 60 一 100, 232 一 
309 日 に 増加 し た 。 白血球 像 は 好 酸 球 が 感染 60~ 100 晶 
に 増加 を 認め た 。 病理 解剖 : 著 変 の 認め られ る の は 肝臓 
で あつ て ,。 No. 1 は No. 2 に 比較 し 変化 は 閉 レ し か つた 。 
その 主 な る 変化 は 左 葉 の 鞭 縮 , 間 質 の 増殖 , 胆管 拡張 と 
胆管 本 の 肥厚 , 粘膜 の カタ ー ル 及び 石灰 沈着 で あつ た 。 
昌 体 は No. 1 に 5 匹 , No. 2 に 1 忠生 存 し て いる と と を 
認め た 。 

( 間 ) ( 惹 大 ) 長 野 寛治 

試食 後 1 ヶ月 位 で 章 答 きれ た と と は あり ませ ん か ? 曽 
て 茨城 県 で 井出 潔 氏 が 肝臓 チ ス トマ (Clonorchis) の 成 熱 
メタ セル カリ ア を 100 ヶ 投与 し て 1 匹 も 感染 し な か つた 
例 を 経験 し て お り ま す 。 

( 箸 ) 肝 昨 を 感染 させ , 寄生 し 生存 し て いた 昌 体 数 
は No. 1 で は 4 匹 , No. 2 で は 1 匹 で あつ た 。 叉 感染 後 
1 ヵ月 頃 に お ける 感染 と 寄生 息 体 数 と の 関係 に つい て 和牛 
の 人 剤 検 例 は あり ませ ん 。 


23. 滋賀 県 尋 奉 湖 周 辺 好 方 に お ける 肝 吸 虫 の 磁 和 状況 
小宮 義孝 ・ 鈴 木 了 司 ・ 熊 田 三 由 ・ 福 島 健 ( 予 研 寄生 取 ) : 
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Y. KOMIYA, N. SUZUKI, M. KUMADA 層 征 . FUKU- 
SHIMA: On the distribution of Cozo7c72S SZ が 62SZS 
jn the Lake Biwa area, Shiga Prefecture 


滋賀 県 琵 奪 湖 周辺 地方 の 14 ヶ 地区 の 住民 に つい て 1957 
年 以来 , ' 肝 吸 息 感染 状況 を 調査 し た 。 調 査 は 地区 住民 全 
員 の 検便 を 稀 塩 酸 ・ エ ー テ ル 集 卵 法 に よ つ て 行 つ た も の 
で 最低 2.5% ょ り 最 高 54.2% の 感染 素 を 認め た 。 と の こと 
と は , 現在 も な お と の 地方 に 高度 に 肝 吸 虫 が 浸 澤 し て い 
る と と を 示す も の で あろ う 。 こ とこ れ を 地域 的 に 湖東 , 湖南 
及び 湖西 に 区 分 し て みる と , 湖東 で 39.82%, 湖南 で は 4.5 
%。 湖西 で は 5.9 の 感染 素 で 湖東 の 住民 に 最も 高い 。 
特に 湖東 の 内 湖 と 称せ られ る 附近 の 住民 に 高い と と が 観 
宗 さ れる 。 と の 内 湖 は 中 間 宿 主 の 存在 , 特に 第 二 中 間 宿 
主 で ある 淡水 魚の 産卵 地 で あり , 且 棲 息 地 で ある の で , 
淡水 魚の 収 獲 が 多い の で , 従 つて 経口 感染 の 機会 る 多い 
ゃ の と 推定 され よう 。 一 方 湖東 以外 , 特に 湖北 , 湖西 
で は 淡水 魚の 収 獲 が 湖東 に 比 し て 少な いと と が 同 染 率 に 
も 差 を 示し て いる 一 因 で は ある まい か 。 次 に 湖東 の 能登 
川町 に お いて 第 二 中 間 宿 主 の 淡水 魚の メタ セル カリ ア を 
筋肉 圧 平 透視 法 に よ つ て 検査 し た と と ろ , ヒガ イ , タナ 
ゴ 。 モップ, オイ カワ 等 に その 感染 を 認め た 。 し か し , 
その 感染 数 は 十 数 年 前 に 長野 ら が 行 な つ た 成績 と 比較 す 
る と , 減少 し て お り , 一 般 に は と の 附近 一 帯 の 肝 吸 虫 感 
染 状況 は 減少 し て いる の で は な いか と 推定 され る 。 

( 問 ) ( 悪 大 ) 長 野 寛治 

魚体 内 「 メ タ セ ルカ リア 」・ と アメ リカ ザリガニ と の 関 
係 を 御調 査 に な り ま し た ? 私 共 は 数 ヶ所 の 肝 吸 虫 の 分 
布地 で アメ リカ ザリガニ の 移入 前 後に お ける メタ ヤセ ルカ 
リア の 数 を 十 数 年 間 に わ た り 調 査 し 其 間 に 著 し い 相 違 が 
ある と と は 既に 報告 し て お る 通り で あり ます 。 

( 竹 ) ザリガニ = と の 関係 は 調査 し て お り ま せん 。 


24. 肝 吸 虫 症 の 沈 隆 友 応 山口 富雄 ・ 芦 田 日 出 夫 ( 徳 大 
病理 ) : . YAMAGUCHI 層 HH ASHIDA : Precipi- 


tation reaction on clonorchiasis 


肝 吸 虫 メタ セル カリ ア を 有する モツ ゴ を あたえ た ウサ 
ギ に つい て , 経過 を 追 つて 採血 し , 肝 吸 昌 成 下 抗原 に ょ つ 
て 沈降 反 応 を 実施 し た 。1) 抗原 は , 実験 的 に イヌ お よ 
び ウ サギ に 感染 さき せ て 得 た 肝 吸 虫 成虫 を , 乾燥 , 衝 量 
後 , 充分 に 磨 砕 し , Coca 液 を 虫 体重 量 1 に 対し て 100 
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の 割合 に 加え 48 時 間 , 4 C で 浸出 し た も の を , 3,000 
r.pm. 15 分 間 遠 心 沈 汰 し た 上 清 を 100 倍 液 と し て 使用 し 
た 。2) 必 降 反応 の 術 式 は , 抗原 お よび 血清 の 倍数 稀釈 
系 列 を つく り , その お の お の に つい て 重層 法 を 行 つ て 場 
の 形 を 観察 し , また , 1 部 の ウサ ギ に は スチ ブナ ー ル を 
注射 し て 反応 の 変動 を 観察 し た 。3) 抗原 価 は , 感染 の 
比較 的 初期 か ら 上 昇 し , ほ ゞ 一 定 の 範囲 , す な わ ち 1,600 
導 な いし 8,200 倍 の 範囲 を 持続 する が , 抗体 価 の 上 昇 は 
それ ょ り 遅 く , 感染 2 ヶ月 後 位 か ら か な り 強 く な り , 82 
倍 な いし 64 倍 を 示し て 持続 する 。 反 応 の 場 の 形 は , 従 つ 
て , 抗原 価 を 横 に , 抗体 価 を 縦 に と つた 場合 , 横 は ほ ゞ 
一 定 し て 縦 に 長く な つて 行く 形 を と る 。4) スチ ブナ ー 
ル を , ウサ ギ の 体重 1kg に 対し て 0.005g の 割合 に 。 
20 日 間 連 続 注射 を 1 クー ル と し , 10 日 間 の 休止 を お いて 
2 クー ル 実 施し , 注射 直前 か ら 10 日 毎 に , また 2 クール 
終了 後 1 ヶ 月 お よび 2 ヶ月 後に 反応 を 行 つた 。 注目 され 
る の は , 注射 開始 後 , 抗原 価 は 速 か に 低下 する が , ある 
程度 まで で その 後 は ほ ゞ 一 定 の 範囲 内 に ある が , 抗体 価 
は 2 クー ル 開 始 頃 か ら 低下 し は じ め , その 程度 は 抗原 価 
の 低下 より も を も 著 明 で ある 。 従 つて , 反応 の 場 の 形 は , 縦 
の 部 分 が 縮小 し て 行く 形 を と る 。5) 異種 抗原 と し て , 
肝 吸 東 抗原 と 同様 の 方 法 で 作製 し た 肺 吸虫 お よび 犬 糸状 
虫 抗原 を 用 いて 実施 し た 反応 は , ある 程度 の 類 属 反応 が 
みみ られ る が , 場 の 形 に お いて は る か に 狭く , 肺 吸 昌 抗 原 
に よ ょ る 沈降 反応 は か な り 特 暴 的 な も の と 考え られ る 。 
「 て 《 加 ) ( 久 大 寄生 虫 ) 岡 部 洗 洋 
我 教室 の 長 本 の 実験 で は 硝 沈 際 反 応 が 感染 初期 ( 1 週 
内 ) で 出現 し , 治療 後 CResochin) は 早く 力 価 が お ち て 来 
る , 血清 沈降 反応 より 鋭敏 ご ある 。 

( 問 ) (日 獣 大 寄生 虫 ) 阿 久 沢 実 
治療 後に お ける 抗原 抗体 価 の 変動 と 感染 虫 体 の 生死 は 
如何 な る 状態 で すか 。 

( 箸 ) Sbnal の 治療 後 , ウサ ナギ を 剤 検 し 約 20% に な 
お 下 体 を 証明 し た が , 感染 数 は , 著 明 に 減少 し て いる も 


の と 考え る 。 


25. 肺 吸虫 の 先 商 に 関す る 研究 小林 明 ( 岐 医 大 寄生 
虫 ) : A. KOBAYASHI : Study on paragonimus immu- 
nity 


肺 吸虫 の 免疫 に 関す る 研究 は 数 多く あり 特に 肺 吸 息 症 
の 診断 を 目的 と し た 度 内 反応 は 良好 な 成績 が 報告 され て 
居り , 演者 は 皮 内 反応 , TIM 反応 に 使用 きれ る 正体 抗原 
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に つい て 沈降 反応 に ょ る 実験 を 報告 する 。 記 内 反応 , 
M 反 応 共に 肺 吸 息 卵 陽 性 者 に は 陽性 に 出現 する が , 肺 明 
虫 定 ご で な いも の に も 陽性 に 出現 する 事 が あり あま り 特 暴 
性 の 高い も の で は な い 。 此 の 点 に 関し て は 一 部 徳島 に お 
ける 地方 会 で 報告 し た が , 沈降 反応 を 虫 体 凍結 乾燥 抽出 
液 抗原 と 同 抗原 を 雄 成熟 家 束 に 連続 注入 し て 得 た る 抗 面 
清 及 び , 到 口 吸虫 , 肝 蜂 の 虫 体 抗原 , 家 各 免疫 血清 に っ 
いて 重層 法 に ょ る 沈降 反応 の 場 の 形 , Folin-C 法 に ょ る 
定量 沈降 反応 を 実施 し , Folin-C 法 と 重層 法 と は か な り 
ょ く 一 致し た 成績 を 得 た 。 交 叉 反応 に お いて も ゃ 沈 降 価 は 
主 反 応 よ りゃ 低い が 何れ も 類 属 反応 が 多少 と も 認め ち 
れ た 。 各 抗原 の 紫外 線 吸光 度 を みる に 220 ma 以下 及び 
240 一 275 me 附近 に 最大 吸収 帯 が 認め られ る 。 次 に 人 此 等 
の 旦 体 凍結 乾燥 末 の 生理 的 塩 食 水 20 倍 抽出 抗原 の Frac 
tion-collector に より 3 一 4 の Fraction に 分 訓 し , 光 
降 反 応 を 実施 し た 結果 易 動 度 の 低い も の と 抗原 性 の 高い 
事 を 知 つ た が , 特異 的 反応 物質 は 分 離さ れ な か つた 。 換 
原 を 保存 し 陳 旧 に な つた も の と 新鮮 な も の を 比較 する と 
抗原 価 の 低下 が 認め られ た 。 


26. 鳥取 , 島根 , 岡山 の 三 県 に お ける 肺 表 虫 (2) 三 県 内 
の 数 カ所 に お ける 皮 内 肥 応 に よる 調査 西田 弘 ・ 石 神 華 
英 ・ 木 村 良 一 ・ 稲 垣 卓 ( 鳥 大 公 衛 ) : H. NISHIDA, K. 
ISHIGAMI, R. KIMURA 層 T. INAGAKI: On the 
jung fhrke in Tattori, Shimane and Okayama Prefecture 
( 2 ) Investigations by skin test for paragonirmiasis at the 


several places 


我 < は 中 国 地方 に お ける 肺 吸虫 の 調査 を 昭和 90 年 より 
続け て お り , その 成績 の 一 部 は 既に 報告 し た が , 今回 は 
昭和 33 年 4 月 より 現在 まで の 間 に , 鳥取 , 島根 , 岡山 の 
8 県 内 の 9 カ所 に お いて , 主として 学校 生徒 を 対象 と し 
て 肺 吸虫 症 上 内 反応 を 施行 し と れ ら の 諸 地 に お ける 本 
和 虫 の 浸 澤 状況 を 明らか に し た の で その 成績 を 報告 する 。 
皮 内 反応 の 方 法 は 主として 横川 氏 ら が 行 つ て いる も の と 
準じ た 。 ま た 抗原 は 了 予 研 より 分 与 を 受け た V B 8 抗原 で 
ある 。 成績 は 鳥取 県 で は , 気 高 , 青谷 , 鹿野 (と の 8 地 
区 の 調査 に は 浜村 保健 所 の 協力 を 得 た ), 淀 江 の 4 地区 を 
調査 し , 各地 共 陽性 者 を 認め た が , 高い 陽性 素 を 示し た 
の は 気 高 〈 中 学生 の 陽性 率 6.0%) 及び 青谷 (中 学生 の 
陽性 事 4.0%) の 両 地区 で あつ た 。 鳥 根 県 で は 安来 市 と 
悦 岐 島 の 都 万 , 五箇 , 西郷 の 3 地区 (と の 地区 の 調査 に 
は 西郷 保健 所 の 協力 を 得 た ) を 調査 し , 各地 共 陽 性 者 を 
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認め た が , 高い 陽性 率 を 示し た の は , 安来 (安来 2 中 学 
生徒 の 陽性 率 4.5%), 都 万 (一 般 住民 の 陽性 率 14.122, 
中 学生 の 陽性 率 8.6%) 及び 五箇 (中 学生 の 陽性 事 3.1 
%) の 3 地区 で あつ た 。 岡山 県 で は 高 還 市 ( 旧 川 上 郡 ) 
玉川 に お いて 調査 し た 。 と の 地 は 古く か ら 諸 先輩 に よる 
調査 が 行わ れ , 従来 , 本 虫 の 濃厚 な 浸 淫 地 と し て 知ら れ 
て いる 。 処 が 今回 の 調査 で は 中 学生 99 名 , 小学 生 250 
名 , 幼稚 園 及 び 保育 園児 48 名 , 一 般 住民 47 名 に つい て 検 
査 し た が , 小 中 学 生 及 び 園児 に は 陽性 者 は な く , 一 般 住 
民 に 陽性 者 1 名 (48 才 , 男子 ) が 認め られ た に 過ぎ な 
い 。 若年 者 に は 陽性 者 が 全く 認め られ な いと いう 事 は , 
現在 で は 本 虫 の 新しい 感染 は 起 つ て いな いと 考え て 差 支 
えな いも の と 思わ れる 。 と の ょ うに か つて は 本 の 濃厚 
な 浸 淫 地 と され て いた 地 に お いて , 何ら か の 予防 策 も 講 
じ ら れ て いな い に も か か わら ず , 新しい 感染 者 が 見 出さ 
れ な く な つた と いう 事 は , 肺 吸 虫 の 分 布 及び その 浸 澤 度 
が 時 の 経過 と 共に 変化 し つつ ある 事 を 示す も の で , 甚だ 
興味 深い 。 以 上 要する に , 鳥取 , 島根 両 県 で は 本 虫 の 濃 
厚 な 分 布地 が 諸 処 に 存在 する 事 , また 岡山 県 ご で は か つて 
は 本 虫 の 濾 厚 な 分 布地 と せら れ て いた 玉川 地区 に お い 
て , 現在 で は 若年 の 感染 者 は 全く 認め られ ず , も は や 新 

い 感 染 は 起 つ て いな いも の と 考え られ る 事 等 の 諸点 を 
明 ら カ か に し た 。 

( 間 ) ( 阪 寄生 東 研 ) 吉 矢 佑 
皮 内 反応 陽性 者 中 で , 検 療 , 検便 で の 陽性 者 の 発見 素 
に 

( 答 ) 皮 内 反応 陽性 者 か ら 東 卵 の 認め られ る 素 は 調 
査 地 に より 区 々 で ある 。 後程 詳し く お 知 ら せ す る 。 

( 間 ) ( 新 大 医 動物 ) 大 鈴 正 次 
岡山 県 の 過去 の 肺 吸虫 症 流 行 地 が 現在 殆 ん ど 患 者 を 
な く な つた と いう 29 層 に つ い 選 工人 た い :- 計 の 
症 の 予防 指導 で 。 モク ズ ガ = ニ , サワ ガニ と の 接触 が た た 
れ た よう な 事実 は あり ませ ん か 。 


( 管 ) 岡山 県 高 染 市 玉川 地区 に お いて は 今日 な お ウ 


ェ ス テル マン 肺 吸虫 の 第 2 中 間 宿 主 ど で ある モク ズ ガ = を 
音 の 通り に 食用 し て お り , 本 虫 の 予防 対策 は 何ら 行わ れ 
て いな い 。 と の 地区 で 肺 吸虫 症 の な く な つた 原因 に つい 
て は 目下 調査 中 で あつ て 今後 


と 明 ち か に し た い 。 


( 49 ) 
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27. Eyans-blue Technique に よる 肺 吸 虫 幼 虫 の 宿 至 
体内 移行 経路 の 追求 (2) ウエ ステ ルマン 肺 表 虫 メ タタ セル 
カリ ア の ラッ ト 腸 管内 に お ける 脱 橋 時 間 及び 脱 要 和 幼虫 の 
腸管 宰 通 部 位 の 追求 横川 宗雄 ・ 吉 村 和 裕之 ・ 佐 野 基 人 ・ 
大 倉 俊彦 ・ 辻 守 康 ・ 高 野 三郎 ( 千 大 寄生 虫 ) : M. YOKO- 
GAWA, HH YOSHIMURA, M. SANO, T. OKURA, 
M. TSUJI & S. TAKANO : Studies on the route of 
the migration of the larvae of Paragonimus by using 
Eyans-blue Technique (2) The excystation times of meta- 
cercariae and the penetration sites of excysted larvae in 
intestines of rats after ingestion of metacercariae of 7 の - 


g の 77424S 2 の 637 の 7 の 77 


著者 等 は 先 き * に ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 メ タ セ ルカ リア 
を 経口 投与 し た 仔猫 で , 体内 各 臓 器 の Evans-blue 着色 
斑 と 息 体 と の 関連 性 を 考察 し , 本 法 が 動物 価 内 で の 幼 委 
の 移行 経路 の 追求 に 応用 出来 る こと を 報告 し た が , 今回 
は ウェ ステ ルマン 肺 吸 由 メタ ル セ ル カリ ア 経 口 投与 後 の 
腸管 内 に お ける 脱 裏 時 間 及 び 幼 虫 の 腸管 空 通 部 位 の 追求 
に 主眼 を お いた 。 実験 方 法 は ,。 ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 メ 
タ セ ルカ リア を ラッ ト に 20 ヶ 宛 経 口 投与 し 剖検 予定 時 間 
15 分 前 に 体重 100g 当 り 0.35ー0.45cc の 0.5 多 Evans- 
blue 溶液 を 静 注 後 剤 検 し , 30 分 ・1 時 間 ・ 3 時 間 衝 群 
の ラッ ト の 体内 各部 に 現われ る Eyans-blue 着色 斑 及 び 
腸管 通 東 体 を 検索 し 検討 し た 。 その 結果 は , 各 和 群 共 
Evans-blue 着色 斑 は 腸管 及び 腹壁 に の み 認め られ 又 腸 管 
空 通 虫 体 は 腹腔 内 遊離 及び 腹壁 宰 入 の 状態 で 検索 され 
に 。 即ち 80 分 群 で は 2 て 8 ヶ (平均 4.4) の Evans-blue 
着色 斑 が 出血 斑 に 一 致し て 腸管 壁 に 認め られ 腹腔 より 1 
て 5 虫 (平均 3.1 虫 ) の 遊離 体 が 得 ら れ た 。 更 に 1 時 
間 群 で は 腸管 4 15 ヶ (平均 7.8 ケ ) の Eyans-blue 着色 
斑 と 同時 に 少数 例 に お いて 着 染 を 伴 な わな い 出 血 斑 の も 
の も 認め られ て 検出 貝 体 数 も 腹壁 入 状態 の も の を 含め 
て 3^<18 虫 (平均 6.4 虫 ) が 得 ら れ た 。 と と ろ が 3 時 間 
群 で は 検出 下 作 胡 は 用 記入 状 態 の も の を 含め て する 8 
虫 (平均 5.2 虫 ) が 得 ら れ た が , 腸管 に お ける Evans- 
blue 着色 班 は 111 ヶ (平均 3.2 ケ ) と 潤 少 を し 逆 
に 着 染 を 伴 な わな い 出 血 斑 の み の も の は 1 一 7 ケ ヶ (平均 
4.4 ケ ) と 増加 を 示し , 又 着 色 斑 も 濃淡 種々 の 着色 度 の 
も の が 混在 し て 認め られ た 。 こ と れ は 幼 東 の 腸管 宰 通 後 の 
時 間 的 推移 に より Evans-blue 着 染 力 の 減退 万 至 消失 し 
た も の と 考え られ その 出現 機転 を 考察 する 上 に 興味 ある 
点 で ある 。 十二指腸 起 始 部 か ら Evans-blue 着色 斑 或 
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い は 出血 斑 ま で の 距離 を 測定 し 腸管 塗 通 部 位 の 分 布 を 考 
祭 す る と , 380 分 群 で は 大 部 分 が 腸管 全長 (平均 約 100 
cm) の 前 半 部 に , 又 1 時 間 ・ 8 時間 群 で は 共に 盲腸 起 始 
部 迄 の 全長 に わた り 分 布 し て いる が , 各 群 共 , 胃 並 びに 
盲腸 以下 の 部 位 に は 着色 斑 も 出血 斑 も 共に 全く 認め られ 
な か つた 。 又 腸管 内 各部 の pH を 測定 し て みる と 各種 分 
共 概ね 弱 酸 性 を 示し て いた に も か ゝ > わら ず メ タモ セル カリ 
ア 投 与 後 1 時 間 で 早く も 投与 数 の 近く の 晶 体 が 腹腔 内 
に 認め られ 婦 zo に お ける 脱 雪 条件 と その 趣き を 異 に 
し て いる と と も を 放 興 味 あ る 事実 で ある 。 


示 説 


28. 女 z7gzzzoe の po ん Zs7o// が co の 電 顕 的 研究 宮里 旧 ・ 
細川 自治 ( 山 医 大 病理 ) : T. MIYAZATO & S. HOSO- 
KAWA : Electron microscopical studies on 万 7Zzoe の g 
gs7 の yzc の 


吾 々 は 27 回 日 本 寄生 虫 学会 に お いて 赤痢 アメ ー バ の 電 
顕 像 に つい て その 所 見 を 発表 し た 。 今 回, 之 に 引き 続き 
得 た 所 見 と 共に 位相 差 顕微 鏡 に 依る 生体 観察 所 見 を 述べ 
る 。 位相 差 標 本 に は , 培養 ァ 基 よ り 取 り 出し た 一 滴 を 薄く 
伸ばし て カバ ー グ ラス で 覆い , 周囲 を バラ フイ ン で 封じ 
て 適温 中 で 鏡 検 し た 。 好 条件 下 で は か な り 活 深 な 偽 足 運 
動 を 行ない , 最初 は その 人 足 は 非常 に 長く ,。 時 に は アメ ー 
バー 自体 が 長 棒状 を 呈し , 運動 範 胃 る も か な り 広 い 。 時 間 
の 経過 と 共に 次 第 に 運動 は 衰え 偽 足 は 短 か く 鈍 と な り 次 
第 に 円 形 を 保持 する に 到 る 。 原形 質 中 に は 特に 内 肉 に 
は , に eb 
円 形 の 小 頸 粒 が 散在 し て 認 と の 玉 粒 の 本 態 は 
明らか で な い 。 と れ ら の DD は 細胞 の 運動 と 共に 
胞体 内 を 著しく 流動 性 に 移動 する 。 空 胞 , 食 胞 は 類 円 
形 , 亜 鈴 状 を 呈し 隣接 の も の と 細い 変 通 略 を も つて 連絡 
し て いる の を 認め 得る 。 叉 食 胞 内 に は 米粉 , 細菌 等 の 
食物 を 容れ , 菌 は 食 胞 内 で 活 湊 な Brown 運動 を な し て 
いる 。 電 像 で みた Dictiosome, c-Particle は 位相 差 で 

は 認め 難い 。 核 は 一 般 に 明る く 原 形質 と 略 々 同様 で , 細 
胞 運動 と 共 '- 原 形質 内 を 各所 に 移動 する 。 核 膜 は 薄く 明 


ら : れる 。 


際 で て そ の 内 仙 は 数 個 の 不 規則 な 形 の 題 粒 が 散在 し て 居 
り , その 存在 部 位 , 形態 等 より みて , 電 頭 像 で 前 回 報告 
し た g-Particle と 同様 の ぁ の と 思わ れる 。 核 の 中 央 部 に 
は 核 小 体 と 思わ れる 題 粒 が 1 個 認 め ら れる 。 


【 寄 生 忠 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 3 得 


29. 赤痢 アメ ー バ に よる 玩 商 友 応 福原 文明 ( 慶 大 寄生 
昌 ) : F. FUKUHARA : Hmmunological reactions j 
rabit sera imrnunized with 万 7Z み zoe の Z /S7o/yc の 


赤痢 アメ ー バ の 免疫 学 的 研究 は 以前 より 実験 的 並び に 
臨床 的 に 多く の 研究 者 が 行 つ て いる が , 今回 私 は 実験 交 
に 赤痢 アメ ー バ 免 商家 免 血 清 を 作り , 赤痢 アメ ー バ 試験 
管内 培養 虫 体 と 該 血 清 と の 間 に Immobilization test を , 
双 培 養 虫 体 の 大 量 を 集め て 数 種 の 抽出 方 法 に より 抽出 し 
た も の を 抗原 と し て 上 記 家 兎 血清 と の 間 に 沈降 反 応 及 交 
補 体 結合 反応 を 行い , 同一 血清 に つい て と れ ら 三 反応 の 
出 方 を 比較 し て みた 。 即ち 同一 血清 に つい て は 。, Immobik 
jization test と 補 体 結合 反応 と の 成績 は ほ ゞ 平行 し た 陽性 
を 示し , 沈降 反応 は 殆 ん ど 陰 性 結果 に 終 つ た 。1mmobi- 
jization test で は 反応 は 10 分 位 か ら 始 まり 30 て 40 分 で 最 
高値 を 示す 様 に な り 原 液 血 清 を 虫 体 と 混合 せ し む れ ぼ 90 
て 962% 下 体 活動 を 制動 し 以後 時 間 の 経過 と 共に 制動 現 介 
は 解離 され 再び 虫 体 は 活動 し 始め 90 分 位 で 不動 虫 体 は 羊 
数 以下 に な る 。 と の 制動 率 は 作用 せ し む る 血清 の 濃度 に 

ょ り 変 つ て くる 。 ア ルコ ー ル 抽出 抗原 以外 の 凍結 融解 抗 
原 , 凍結 融解 後 エ ー テ ル 可 落 物 除去 抗原 , 超 音波 破壊 抗 
原 等 の 抽出 法 の 異な る 抗原 で 補 体 結合 反応 を 同一 血清 に 
つい て 見 た 所 , 何れ も 殆 ん ど 同 程度 の 32 一 64 倍 の 抗原 価 
を 示し た が , アル コー ル 抽 出 抗原 は 策 々 と これら に 劣り 8 
倍 を 示し た 。 何れ の 抽出 抗原 で も 免疫 血清 と の 間 に 沈 障 
反応 は 現われ な か つた 。 感 作 血 清 を 作る 際 行 つた , 5 日 
間隔 5 回 感 作法 と 2 日 間隔 10 回 感 作 法 , 及び 感 作 抗原 の 
腹腔 内 感 作法 と 静脈 内 感 作 法 等 の 感 作 方 法 の 違 つ た 血清 
に つい て 抗体 価 キ Immobilization test 及び 補 体 結合 反 
応 で みた 所 , 殆 ん ど そ の 差 は 現われ な か つた 。 対照 用 を 
し て 作 つ た 正常 家 兎 血清 及び 共 接 細 菌 感 作 血清 で は 後者 
(におい て, 補 体 結合 反応 が 2 8 倍 の 反応 を 現 わ し た る 
の が あり , 双 Immobilization test で 最高 制動 率 12.8 多 
を 示し レ し た も の が あつ た 。 


30. 女 fgzzoe の co ん rs7o7/7 が co の 琉 百 酸 並 びに 機 酸 脱 
水素 作用 に 及ぼ す 酵 素 阻 害 剤 の 影響 の 細胞 学 的 観 春 
摩 一 郎 (長大 風 研 病 理 ) : { TAKUMA : Cytochemical 
observations on the influence of enzymic inhibitors on 
the dehydrogenative activity of 万 7Zz の 6 の Z /S7 の の ZZ@ 


先 に , Warburg 検 圧 計 を 使用 し て , 万 7gzzoe の 2 友 S79- 
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が cg の 時 索 清 度 生 に ばす 諸 種 薬剤 の 影響 を 報告 し 
(1957 年 箱根 ), また , 同 原 束 の 残 瑞 酸 脱水 素 作 用 並び に 
析 機 酸 脱水 素 作用 の 細 移 化学 的 証明 に つい て 報告 し た が 
(1958 年 鹿児島 ), 更に , 同 原虫 に お いて , 諸 種 酵素 阻害 

剤 の 酸素 消費 量 並び に 呼吸 酸素 頼 粒 の 細胞 化学 的 所 見 に 
朋 8 ぶす 影響 の 相関 性 を 観察 追求 し た 。 残 班 酸 脱水 素 作用 
の 証明 に は , 原虫 価 内 に お いて メチ レン 青 に 青 染 さ れ た 
吾 粒 群 の 脱色 を も つて 陽性 と する Semenoff 法 (1935) 
と , 虫 体内 に 藍 色 頸 粒 の 出現 を も つて 陽性 と する Wach<- 
stein 和 & Meisel 法 (1954) を 用 い , また , 槍 酸 脱水 
素 作 用 の 証明 に は , Semenoff 法 の 残 理 酸 ウ ソー ダ を 和 
機 酸 ソ ジー ダ と 代え た Follies 層 Berthrong 法 (1951) を 
用 いた 。 妃 ggzzoepZ 友 s7o の cg Y 株 ( 阪 大 微 研 よ り 分 
与 ) を 遠心 洗 敬 し て 随伴 細菌 を 可 及 的 に 除去 し , 0.2% 
入谷 糖 添加 Krebs-Ringer-phosphate 緩衝 液 CoH 7.4) に 
浮 済 さ せ , Warburg's respirometer に か け , 各種 酵素 阻 
軒 剤 添加 の 上 , 1 時間 酸素 消費 量 を 測定 し た 後 , 生鮮 標 
本 を 作製 し , 細胞 化学 的 に 活性 の 有無 を 観察 判定 し た 。 
残 明 酸 脱水 素 作 用 並び に 機 酸 脱水 素 作 用 は , M/1000 
シア ン 化 カリ の 添加 こ にょ つて 活性 を 阻止 され , 玉 0000 
伺 剤 で は 格別 の 影響 は な か つた 。 マ ロン 酸 で は , MIO 
で 活性 を 阻 財 し,。 MI00 で は 無効 で ちあ つた 。 その他 の 数 
種 の 阻害 剤 に つい て ゃ , 各 濃 度 の 細胞 化学 的 活性 並び に 
酸素 消費 量 に 及ぼ ば す 阻 害 作 用 の 強弱 の 問 に は , 大 体 に お 
いて , 平行 関係 が 示さ れ て いる よう に 思わ れ た 。 


31. Trypanosoma の AK 型 に 関す る 遺伝 学 的 研究 ⑯ 
猪木 正三 ・ 小 野 忠 相 ・ 松 代 愛 三 ( 後 研 寄生 昌 ) : S INOKI, 
T. ONO 科 M. MATSUSHIRO : Genetic studies on 
the AK form of Trypanosoma (6 ) 


第 5 報 で は 従来 肺炎 攻 球菌 ヤ イ ン フ ル エ ン ザ 菌 等 で 認 
め ら れ て いる が 7 の 2 の S の の gg の の た 
eSe で も 起り, 更に その Transforming principle が 
DNA で ある と と を ゃ 実験 的 に 証明 し て 原虫 類 の Trans- 
formation 人 た 。 そ と で 今回 は 核 
酸 の 合成 に 何等 か の 関係 が ある と され て いる 抗 腫瘍 性 の 
抗生 物質 で ある マイ トマ イシ ン 9 シン 
A( 以 下 各 々 me 及び Ac と 略 ) を 用 いて 色素 耐性 77yg- 
0 の の gg が の ese の Transformation が 阻害 され る か 否 
か を 実験 し た 。Transformation の 方 法 は 前 報 で 報告 し た 
手技 と 略 同様 で ある 。 


Transformation 


即ち Pararosaniline 85mg/kg マウ 
感染 し た マウ ス (P-rosa- 


ス 量 耐性 株 (以下 85P と 略 ) に 


( 51 ) 
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niine 10mg/kg マウ ス 量 を 注射 し て も A 表 型 原 束 の 出現 
は 6 多 以 下 ) を 杖 首 し て Citrate-glucose-saine( 以 下 CG 
S と 略 ) 中 に 全 血 を 取り , 遠心 沈没 に よ ょ つて 原虫 を 集め 
濃厚 な 原 東 の Suspension を キ 作 つた 。 し か る 後 ア セト ン 
ドラ イア イス を 用 いて の 凍結 工 解 を 8 10 回 繰返し て 
完全 に 原虫 を 融解 し , 実験 は と の Lysate (以下 85P- 下 
と 略 ) 1ml, 色素 感受 性 株 の 原虫 て P-rosaniline 10mg/kg 
マウ ス 量 の 注射 に より A 苺 出現 率 は 約 28 多 , 以下 8 株 原 
虫 と 略 ) 1ml 及び 抗生 物質 (mc 及び Ac) 0.5ml の 3 
者 を 試験 管内 で 同時 に 混合 し た 。 か くし て 室温 で 15 分 
間 放 置 し た 後 , 健常 マウ ス に 接種 し , 原虫 出現 後 は P- 
rosaniline を 注射 し て A 苺 型 原虫 の 出現 事 を 調べ た 。 と 
の 場合 株 の 原虫 か Transformation を 受け た な ら ば 本 
来 の A 表 出現 事 よ り も 低い 素 が 出る が , も し me 肥 び Ac 
こよ つて Transformation が 阻害 され れ ば その よう な 低 
い 値 は 出 な いわ け で ある 。 実験 の 結果 , 抗生 物質 を 用 い 
な い S 株 原虫 十 85P- 監 十 水 の System で は A 式 は 約 12 
2 で あり , (と の 時 85〒- エ L の 代り に OCGS を 用 いた 対 
照 で は 約 28) Transformation され た が 一 方 mc 1 7/mi 
ー 150 7?/ml (実際 に は 稀釈 され て 0.125 7/ml-87.5 ?7 
ml), Ac 2.5?/ml< 5 7/ml (同様 に 0.625 ?/ml< 1.25 
7/mD を 上 記 の System の 水 の 代り に 用 い る と Trans- 
formation が 阻害 され た 。 商 こ の 場合 1)88P- 世 の 代り 
に 8S 株 原虫 の Lysate を 用 いて も 8 株 原虫 の A 素 出現 率 に 
は 何ら 影響 が な い 事 , 285P-L に よ ょ つて Transformation 
され た 人 後 , 色素 で induaee し な けれ ば 阻害 剤 mc 及び Ac) 
を 用 いて も 用 いな く て も 常に A 型 は 1 多 で ある 事 等 か 
ら me 及 び Ac は 本 来 の 8 株 原虫 の A 藤 出現 に は 関与 せ ず 
唯 Transformation の 阻害 に このみ 働 く 事 は 明らか で ある 。 
次 に Transformation を 行 つて 後 mc を 加え て - 友 27 の 
で 阻害 に 要する me の 接触 時 間 を 調べ た が 5 分間 で は 効 
果 な く , 10 分 間 以 上 の 接触 が 必要 で ある と と が 見 出さ れ 
た 。 と の よう に mc は Transformation を 行 つ た 後 で も そ 
れ を 阻害 する の で , go で の 効果 を 見 る た め , Trans- 
formation を 終 つ た 原虫 キマ ウス に 接種 し , 翌日 5mg/kg 
及び 1mg/kg, 2 日 目 8mg/kg 及 び 1mgkg の me を 各々 
別 の マウ ス に 注射 し た 所 , 2 日 目 の 1mg/kg 以外 は 何れ 


も Transformation を 阻害 し た 。 


32. Trypanosoma の AK 型 に 関す る 遺伝 学 的 研究 ⑨) 
7.。 epozsf の AK 型 増殖 能 猪木 正三 ・ 谷 内 芳 治 ・ 松 代 
愛 三 ( 後 研 寄 生 虫 ) : S. INOKL Y. TANIUCHI を A。: 
MATSUSHIRO: Genetic studies on the AKK jorm 
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in Trypanosoma (9) Multiplication abihity of the AK 


form in 7 eggzS/ 


先 に 猪木 は 7 ggz2zezse の AK 型 が 増殖 分 裂 不 可 
能 な る 本 性 を 有する と と を 証明 し た 。 し か る に 婦 zz- 
ee 及び 人 ア eggxsz の 自然 感染 か ら 増 殖 可 能 な A 式 型 の 
分 離 に 成功 し た Hoare の 成績 が ある が , て の 実験 か ら 
は 純 の も の か 否 か に な お 検討 の 余地 が ある と いう 見 地 か 
ら 。T。eggxsz を 用 いて 7. gg の zexse と 比較 し な が ら 
と の 問題 を 遺伝 学 見 地 か ら 詳 細 に 検討 し た 。 実験 に は , 
Z. ezgxsz (台湾 株 ) と 婦 ggzezsz Wellcome 株 の 単 
個 原虫 より 出発 し た 純系 を マウ ス に 継 代 し A 区 型 の 分 裂 
型 の 増減 を みる と と に ょ より, その A 兵 型 が 増殖 する か 否 
みか を 観察 し た 。 猫 A 表 型 判定 に は , 普通 の 操作 で は 不明 
瞭 な る 故 , 次 の 方 法 を 用 いた 。 即 ち 血 液 塗 抹 標本 を メタ 
ノー ル 固 定 し Kinetoplast を 明瞭 に 示す 為 は 1 N CI に 
60C 2 分 処理 し 水洗 後 , 焼 酸 Buffer (pH 7.4, Na。 HP 
O。12HzO 18 g1000ml 水 十 KKHPO。 3.4g/ 500ml 水 ), 1 
cc に つき ギ ム ザ 原液 〈 特 に メル ク 製 ) 1 滴 の 割 に 稀釈 し 
た 染色 液 で 40 分 間 染 色 し 後 充分 水洗 乾燥 後 検 争 し た 。 分 
殖 型 は 原虫 500 ケ を 数 え そ の 百分率 を 求め た 。 対照 と 
し て 行 つ た 分 ggzexse で は , 色素 投与 並 に 非 投与 に 
不 拘 , その A 兵 型 の 分 裂 型 は いづ れ も 認 め な い 。 従 つて 
従来 の 成績 の 如く , 本 原虫 の A 到 型 は 分 裂 増殖 し な いも 
の と 考え られ る 。 と れ に 反し て , ZZ. eggxsz で は 原 株 よ 
り 単 個 原虫 分 離し て 得 た 3 株 の 内 , 一 株 は Kinetoplust 
を 欠く AK 株 で あり , その 後 の 継 代 に ょ つて も その 人 性 
質 は 不変 で ある 。 原 株 (純系 分 離 以 前 の 株 ) に は A 表 型 
22 は 継 代 に より その 値 は 動揺 を 示し た 。 然るに 単 個 原 
由 よ り 出 発し た 純系 で は 5 前後 の 略 一 定 し た 値 を 保つ 
と と が 判明 し た 。 次 に その 分 裂 型 K, AK 型 に つい て 
その 旬 を みた 。 と れ は 単 個 原虫 分 離 以前 。 以後 に 不 拘 
略 一 定 し 約 5 多 前 後 の 値 を 示し た 。 猫 と の 7. eggzsz 
の 分 死 型 タ の 値 と 分 ggzzpzezse の 区 型 ( 約 Y 多 ) の 
分 裂 型 を 比較 する と 前 者 は 後者 に 比 し て 分 裂 速 度 が 遅 
延 し て いる と と が 判明 し た 。 こ と の 事実 は マウ ス の 継 代 生 
存 日 数 より し て 明確 で ある 。 以 上 の 結果 より し て 総括 す 
る と 次 の 様 な 結論 が 得 ら れる 。 即ち 1) 分 gezezse の 
A 表 型 は 増殖 不可 能 ご あり, それ に 反し て , T. evansi は 
分 裂 増殖 は 可能 で ある 。 と の 性 質 は 両者 の 重要 な 相違 点 
と し て 指摘 され る 。 2) 公 eggxsz の 分 裂 速度 は 分 gg- 
ゆめ exse の それ より も 遅く , 婦 egzsz の A 型 の 分 裂 
速度 は 区 型 よ り も 遅い 。 
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33. Trypanosoma の AK 型 に 関す る 遺伝 学 的 研究 ⑰) 
猪木 正三 ・ 小 野 忠 相 ・ 松 代 愛 三 ( 徴 研 寄生 虫 原 豆 ) : 8 
TNOKL TONO & MMATSUSHIRO : Genetic sms 
dies on the AK form of Trypanosoma (7 ) 


先 に 猪木 は 7yy ヵ gzoso の の g97 の 7e み se ( VW 株 ) 感染 マ 
ウス に Para-rosaniline (以下 P-r と 略 ) を 適当 量 投 与 す 
る と kinetoplast を 失 つ た た 型 (A 表 型 ) が 出現 する が Pr 
春 性 株 で は , 例え ば 10mg/kg マ ウス 量 の P-r を 注射 し て 
も A 表 型 が 誘発 され な いと と を 報告 し た 。 し か し と の 時 
用 いた 耐性 株 は 感染 マウ ス に 前 記 薬 剤 を 増量 的 に 長期 間 
に 理 つ て 注射 し つつ 継 代 し て 後 。 はじめ て 得 た も の で あ 
り , ゃ し 婦 2 の で 楽 剤 を 直接 原虫 に 接触 させ れ ば 比較 
的 短期 間 の 中 に 耐性 株 が 得 ら れる の で は な いか と いう 表 
能 性 が 存在 する わけ で ある 。 そ こと で 今回 は と の よう な 
定 の 下 に 試験 管内 で P-r を 直接 原虫 に 接触 させ て 耐性 株 
を 得る 実験 を 行 つ た 。 実験 方 法 は W 株 感染 マウ ス を 可 首 
し て Trypanosoma の suspension を 作り , その 1 ml を 種 
々 な 濃度 に 稀 息 し た P-r の 1 ml に 接触 させ , 室温 で 10 基 
間 放 置 し , 直ちに Citrate-glucose-saline に よ つ て 3 回 洗 
藻 操 作 を 反復 し て 略 完 全 に 色素 を 除去 し , 次 いで 健常 
ウス に 接種 し た 。 か くし て 原虫 が 出現 し た 後に は 10mg# 
kg マウ ス 量 の P-r を 注射 し て AK 誘 発 Test (4 時 間 後 
の A 夷 型 原虫 の 出現 率 を 調べ る 事 ) を 行 つ た 。 実験 は ま 
ず 原 虫 の 耐性 獲得 に 適し た P-r の 概略 の 濃度 を 知る た め 
に 0.027/ml~- 8007/ml の 範囲 内 で 種々 の 濃度 の Pr を 
原虫 に 接触 させ た が それ に ょ つて 耐性 を 与え る の に 最 ゆ 
適し た 濃度 を 知る と と は 出来 な か つた 。 そ と で 0.02 名 
か ら 出 発し て 前 記 の 方 法 で 洒 炊 高 測度 の P-r に 接触 きせ 
つつ 継 代 を 行 つ た 所 , す で に 第 2 代目 の 0.067/ml の rr 
に 接触 させ た 時 か ら 僅か で は ある が 耐性 が 得 ら れ は じ め 
以後 滞 次 Pr の 濃度 が 濃く な る と 共に 原虫 の 耐性 も 上 昇 
し , A KK 誘発 Test を 行 つ て も A 据 型 原 虫 の 出現 は 少な 
く な つて 来 た 。 か くし て 継 代 10 代 目 の 8 7/ml の Prr 男 
接触 さき した 時 , A 到 の 出現 事 は 1 に 激減 し た 。 と の 値 
は Pr を 用 いて A 到 誘発 Test を 行 は な い 場 合 に で も 引 
然 に つく られ る A 表 の 出現 事 と 一 致す る も る の で あり , と 
れ は 10mg/kg マウ ス 量 の Pr に 対す る 原虫 の 完全 な 酔 . 
性 獲得 を 意味 する も の で ある 。 そ と で 試験 管内 で の 耐性 
獲得 の 到 適 濃度 は 8 7/ml か も 知れ な いと いう 予想 を た 
て , 8?/ml を 中 心 と し て その 前 後 の 濃度 の P-r と 原理 
を 接触 きせ た 所 , 8 7/ml を 用 いた 場合 に は A 表 型 が 9. 
2 を 示す Pr-r 耐性 株 が 得 ら れ , その 前 後 の 濃度 で は $ 
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ml か ら 遠 ざか る と 共に 耐性 獲得 の 度合 が 悪い 事 が 見 
出さ れ た 。 


34. 3 種 ト り コ モナ ス 77ic ん oonos の の 775。 7 
99777zoe, . 7oefzs 間 の 凝 塊 友 応 に つい て 中 林 敏 夫 
・ 河 原 勉 ( 微 研 寄生 虫 原虫 ) : T. NAKABAYASHI & 了 . 
KAWAHARA: On the agglomeration test in 3 species 
of trichomonads, ア . 2ggzZ/s, 7. gg/zZe and 7. 2e- 
が S 


人 , 和牛 , 鳩 に それ ぞ れ 寄生 する 上 記 3 種 ト リコ モナ ス 
に つい て , 血清 学 的 特異 性 を 検討 し た 。 培養 は 10 多 家 兎 
血清 加 V. Bouillon, 37 で , 48 時 間 で お お よそ 原則 の 増 
将 は その 極 に 達し た 。 免疫 血清 は それ ぞ れ の 培養 原虫 を 
遠心 沈 激 集 虫 し , さ ら に P-buffer saline solution で 洗 灘 。 
原虫 浮 江 液 で 型 の 如く 免疫, 血清 は 非 働 化 し 保存 し た 。 
凝 塊 反 応 は 簡易 迅速 法 と し て slide agglomeration method 
を 採用 し , 抗 血清 と 培養 原 上 の 竹 1 滴 を siide 上 に 混和 
保温 顕微 鏡 (25'C) 下 に に 観察 し た 。 同 法 で は 反応 は 15 一 
235 分 の 間 に 最 高値 に 達し , 以後 持続 する が , 40 妃 至 45 分 
以後 に は 乾燥 や 原虫 の 崩 壌 等 の 為 に 観察 が で どき な く な 
つた 。 故に 判定 は 20 て 80 分 の 間 に 行 う 事 と し た 。 活 塊 反 
応 価 は 各 血 清 共同 種 原 昌 に 対し て 高く , その 価 は T. v. 
抗 血清 5120 倍 , T. g. 抗 血清 5120 倍 T.f 抗 血清 2560 
倍 で あつ た 。 衝 血清 共 暴 種 原虫 に 対し て も 類 属 反応 を 示 
し た が その 値 は 上 記 の 同種 反応 価 よ り 相 当 低い も の で あ 
つた 。 次 に 吸収 試験 に よ ょ つて 抗原 の 特異 性 を より 明確 に 
し ょ うと 試み た 。 吸収 抗原 量 は お よそ 10* 原虫 の 2 cc 浮 
遊 液 と 同 量 の 10 倍 抗 血 清 を 87'C 2 時 間 反 応 せ し め , 遠心 
沈 激 上 清 部 を 20 倍 抗 血清 と し た 。 同種 原虫 に よる 吸収 後 
の 反応 は 同種 間 は 勿論 , 他 の 2 種 原 虫 と の 類 属 反 応 を も 
著 明 に 低下 し た が , 異種 原虫 に ょ る 吸収 で は 同種 間 反 応 
価 に 著しい 変化 を 与え な か つた 。 以 上 の 結果 か ら , 3 竹 
原虫 間 に は 共通 抗原 の 存在 が 考え られ る が , 各種 特 暴 抗 
原 を 有する も の と 解釈 され た 。 さ ら に , 谷 抗 血清 を 培 養 
基 に 加え , 培養 に よる 原虫 の 増殖 に 及ぼ ば す 影 響 を 観察 し 
た が , 結果 は 明確 に 同種 原虫 の 増殖 阻止 を 認め る も の 
と な り , 凝 塊 反応 に お ける 知見 と 平行 する 事 が 示さ れ 


35. 7zcAomozcos 7ezor 及び げ 7oefs の 電子 類 微 鏡 
像 大 野 正仁 ( 微 研 寄 生 虫 原虫 ) : M. ONO : Electron 
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microscope observation of yzcZoyz の の S 7 の and 777- 
CZ の の の S /06 が 4S 


7. 7ezgz の 電子 顕微 鏡 に ょ る 外形 及び 内 部 構造 , 並 と 
鞭毛 に つい て の 微細 構造 は 前 回 に 報告 し た が , 今回 は . 人 の 
7oexs と 比較 し 両 虫 体内 部 の 更に 微細 な 部 分 の 像 を 得 
た の で 之 を 注意 深く 観察 し た 。 実験 材料 は , 前 回 同様 の 
7. 7exgx の 株 を 116 代 継 代 し た も の か ら 得 。 又 7./oedxs 
は , 中 林 , 河原 の 研究 中 の 材料 を 用 いた 。 実験 方 法 は , 
原虫 採取 集 虫 は 前 回 の 婦 7ezgx 同様 に 行 つ た が , 今回 
は Osmic 酸 固定 を , 30 分 乃至 24 時 間 各 種 と な し , 電子 
線 像 に 対す る コン トラ スト を (染色 と 同様 な 意味 ) 得 た 。 
観察 に よれ ば 甚 し い 変 形 が と の た め に 帳 体 に 起 つ た と は 
認め られ な い 。 ミク ロト ー ム は Porter Blum を 用 い 。 
ガラ ス メ ス を 以 て 切片 を 作り , 切片 は 今回 は 20% ア セト 
ン 水溶 液 中 に 浮 べ た 。 グリ ッ ド に は コロ ヂ ウ ム メ 腹 を 月 
り 。 カーボン 蒸着 を 施し て か ら 切 片 を 載せ た も の と , 切 
片 を 載せ て 後 カ ー ボ ン 燕 着 を 施し た も の と 二 法 を 比較 レ 
た 。 電子 顕微 鏡 は 日 立 製 且 U 9 D 型 を 用 い , 2,500 倍 , 
5,000 倍 , 10,000 倍 , 24,000 倍 の 原 板 を 得 た 。 急 察 結 
果 : 1) Osmic 酸 染色 に ょ り 虫 体 は , 電子 線 の 透過 , 不 
透過 の 二 種 の 部 分 に 別れ る 。 そ れ に ょ り , 間 部 構造 が ょ 
り 明 膝 と な つた 。2) 竹 状 の 或 は 限定 され た 竹 囲 に 平行 
し た 線 条 構 造 が 見 られ た ( 岡 虫 共に )。3) 血 囲 が 限定 き 
れず , 波状 の 線 条 が 束 を な し て いる 像 が ,。 前 回 の 人 
ezgx と 同様 婦 7oeks に も 見 られ た 。 之 は golgi 
complex で は な いか と 思わ れる 。 34) 分 eks に お い 
て 一 定 の 限界 の 中 に 囲ま れ た 内 部 に 渦巻 状 の 線 条 構 造 が 
見 られ た 。 5) 核 周囲 部 に 二条 の 平行 線 を な し た , 普 状 
不 規則 な 面 も 3) に お ける より 更に と 大 な る 条 線 が 両 昌 共 
に 見 られ る が それ は endoplasmic retculum で は な いか 
と 思わ れる 。6) 其他 大 小 様々 な 円 形 構造 か 散在 する の 
が 観察 され る が それ 等 が 何で ある か は 不明 で ある 。 


36. 有 灯 吾 ロ 虫 の 分 泌 排 浴 系 続 に つい て 稲村 玄 男 ( 岐 
医大 寄生 虫 ) : Y. INAMURA : Studies on the sec- 
retion and excretion-system of CS7 の 7 の S の 2726777 


実験 的 に 猫 よ り 得 た 有 顕 口 由 成虫 を パラ フイ ン 連 続 
切片 ほし へ マト キシ リン ・ エ オジ ン 重 染色 に よる 組織 隔 
本 を 作成 し て , 主として 分 泌 排 洪 系 統 に つき , 組織 解剖 
学 的 に 検索 する と 共に , 他 種 日 遇 関す る 記載 及び 他 
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種 の 線 虫 の それ と 比較 検討 し た 結果 次 の 様 な 所 見 を 得 
た 。1) 口唇 は 左右 1 対 の 棒 円 形 の 隆起 で 左右 各 3 対 計 
12 回 の 乳頭 を 持ち , 各々 の 乳頭 に は 各 1 個 の Amphidial 
gand の 排 浴 口 と 両側 に 1 個 の 神経 終末 を 有する 。 2) 
Amphidial gland は 頭 球 後部 より 神経 輪 前 方 の 食道 周囲 
組織 中 に ある 単 胞 状 線 で , 硝 腹 左右 と 各 1 個 宛 計 4 個 存 
在 する 。3) 腺 は 日 本 顕 口 虫 と 同様 巨大 な 単細胞 腺 で 
神経 輪 部 で 神経 輪 の 外側 に あり , 左右 亜 背 部 及び 亜 腹部 
に 夫々 1 個 の 計 4 個 あ り , 食道 周囲 組織 に 開口 し 更 * 0 
hh 排 浴 系 は 変動 的 で 

ある が 理 型 を 示し 両側 を 走 3 開 管 は 拓 油 橋 ン 連絡 きれ. 

人 笠 と な 析 の 本 は 
を 。5) 側線 は 角 皮 下層 起源 の 帯状 組織 が 1 対 を な し 左 
右 両側 に ある が 他 種 線 虫 程 発達 し て 居 な い 。6) 食道 腺 
は , 神経 輪 より 後方 , 食道 筋 性 部 を 除く 食道 の 大 部 分 を 
占め , 不 分 明生 ら 奪 腺 及 び 左右 亜 腹 腺 に 分 けら れ , 各 


野 の ほ ゞ 中 心 を 導管 が 走り , 神経 輪 部 で 食道 腔 に 開口 す 
37. 感光 色素 の 吾 口 由 仔 虫 に 及ぼ す 影 響 ③ 岩田 俊 


T. IWATA & IL OKA- 


Infuence of photosensitizing dyes on the 


夫 ・ 剛 村 一 郎 ( 熊 大 寄生 東 ) : 
MURA : 
third stage larva of COs/ の 2 の S の Z776724772 


演者 等 は 昨年 の 本 学会 及び 1 昨年 の 本 学会 南 日 本 支部 
学会 に お いて , Cyanin 系 感光 色素 約 40 種 を 使用 し て 其 水 


落 液 が 有 東 上 口 虫 第 3 期 幼虫 の 宿主 体外 で の 生存 日 数 に 
及ぼ す 影 響 を 観察 し た 研究 成績 を 発表 し た 。 こ の 実験 は 


直接 に は 名 口 虫 仔 虫 殺虫 剤 の 発見 , 即ち 綿 是 治療 
と し て Cyanin 系 色素 の 中 に 利用 出来 る る の が ある か 否 
か の 検討 を 目的 と し て いた 。 面 し て Monomethin 型 で 
chinoliin 核 又 は thiazol 核 を 有する も の , 或 は Styril 型 
で thiazol 核 を 有する も の に 生存 日 数 を 短縮 せしめ る も 
の が ある と と を 知 つ た 。 然 し な が ら Trimethin 型 Cya- 

n 系 8 核 型 等 の 色素 の 中 に は , 逆 に 仔 虫 生存 日 数 が 対 
照 よ り 延 長 す る も の が 存在 する こと き ae られ , 
系 感光 色素 の 生物 作用 の 複雑 性 を 再 認 こと が 出来 
た 。 と の 故に 此 等 の Cyanin 系 感光 色 "66 こ お け る 
仔 虫 の 代謝 様式 を 知り , 或 は 代謝 様相 の 変化 を 知る こと 
は 仔 東 の 生活 現象 を 明 に する の みな ら ず , 殺 東 剤 作用 の 
根元 を 明 に する と と で あり , 殺 東 剤 探索 え の 兵 路 で あろ 
ら と 考え , 上 記 40 種 に わた る Cyanin 系 色素 水 藩 液 中 に 
飼育 し た 仔 虫 の 組織 化学 的 研究 を 行 つ た 。 組織 化学 的 に 


Cyanin 
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検索 し た 物質 は , 無機 物質 に お いて Co, Al, Fe, Mg 
Ca, Cu, Zn, Hg 等 で あり , 有機 物質 に お いて 糖 原 質 , 
核酸 , Lipase, Phosphatase 等 で ある 。 無機 諸 物 質 の 局 在 

性 戚 は 量 的 変化 は 有機 物質 の それ に 比 し て 基 だ 少く , 特 
に 記す べき 程 の と と を 見 出さ な か つた 。 有機 物質 に つい 
て は 精 原 質 の 量 的 変動 が 目 に つき 。 NN 到 。 5 の 如く 生存 日 
数 を 延長 する も の に お いて は 増量 し , N 到 . 6, 143, 266 
の 如く 生存 日 数 を 短縮 する も の で は 極 敵 に 減少 する 。 然 
し , いずれ の 色素 液 中 に 飼育 し た 場合 に お いて も , 糖 
原 量 は 仔 虫 の 死に 直前 に お いて 急激 に 減少 する 。 次 に 
Phosphatase ゃ 糖 原 の 消長 に 一 致す る 変動 を 見 せる 。 
Lipase に は 特に 変化 を 見 出せ ず , 枢 酸 染 色 を 行 つ て p 
NA, RNA を 検出 し た が 両者 共に 仔 虫 の 生活 力 が 減弱 
すれ ば 基本 的 染色 性 が 著しく 変化 し , DNNA, RTNA 基 
類似 し た 色調 を 呈し て くる 。 


38. 中 止 
39. Dirofllaria 寄生 大 の 仔 虫 体内 分 布 川崎 兼 陽 ・ 
浜田 康治 ( 亡 大 一 内 ) 枝 屋 富 一 ( 九 大 三 内 ) : K. KAWA<- 


SAKI, Y. HAMADA  T. MASUYA : Distribution 
of microflariae in the dog infected with の zo7/27 が の 


2722272S 


1 ) 1988 年 11 月 , フイ ラリ ア 犬 ( 7.3 才 , スピ ッッ ツ 。 
雄 , 主 症状 , 浮腫 及び 腹水 ) 1 頭 を 使用 し て , 生 時 に お 
ける zo772Z22 2 が Ss の 仔 虫 の 体内 分 布 を 検索 し た 。 
2 ) 仔 虫 は 末 槽 箇 中 に 昼夜 間断 な く 出現 する も , 猫 明 

み に 夜間 に お ける 定期 出現 性 を 示し た 。 3 ) 腹水 も 
800 cc 排除 する も , Turnus に 影響 を 及ぼ さ な い 。 4) 
腹水 排除 後 , 人 工 気 腹 250cc 実施 し た が , Turnus に は 
影響 を 及ぼ さ な い 。 5 ) 静脈 カテ ー テ ル 法 に より , 昼間 
の 深部 静脈 血 に お ける 仔 虫 の 分 布 を みる に , 右 心室 に 於 
て 最も 多く , 肺動脈 , 肺 毛細 管 が これ に つぎ , 肝 静 脈 と 
末 槽 血 と は , 略 々 同値 を 示し た 。 6 ) 肝 生 検 に より , 肝 
内 に 仔 虫 を 証明 し た が 総 て Sinusoid に 位置 し た 。 7) 
腹水 は 浮 出 液 の 性 状 を 示し , 昼間 と れ よ り 仔 昌 を 証明 レ 
た 。 8) 先 年 , 我々 が 報告 し た 人 の 生 時 に お ける フィ ラテ 
リア Ma et に , 人 に お いて は 昼間 肺 
毛細 管 に 圧倒 的 に 多く , 肺動脈 , 右 心 室 , 肝 静 脈 等 に は 
末 槽 箇 に お ける 5 の H 現 と 期 キ 一 に し た 。 即ち 両者 に 

お いて は , 昼間 仔 昌 の 集中 する 部 位 を 異 に する も の で あ 
る 。 9) か > る 分 布 上 の 差異 は , 此 zzczeze7Z の 79777 
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昭和 34 年 6 月 


と の zo7/g72 5 と の 生物 学 的 相違 , 特に 成虫 寄 
生 部 位 の 相違 に よる も の か , 宿主 自体 の 生物 学 的 差 に よ 
る も の みか, 今後 検討 を 加え た い 。 


40. アノ フエ レス 体内 セ 嫌 リ ア 仔 虫 の 鑑別 小野 典 雄 
( 久 大 寄生 虫 ) : N. ONO : Jiferentiation of setaria la- 


rvae in anopherine mosquitoes 


必 場 に て 和牛 , 馬 腹 腔 内 より 採取 し た 指 状 糸状 虫 及 び 馬 
ネ 状 虫 成虫 より 得 た ミク ロフ イラ リア を 耳 静脈 より 注入 
し た 家 各 に , シナ ハマ ダラ カ を 吸血 させ て 得 た 指 状 糸 状 
取 及 び 馬 系 状 息 仔 虫 を 比較 し て 見 る に , 1) ミク ロフ イ 
ラリ ア 期 仔 虫 で は , 指 状 糸状 虫 仔 虫 は , 還 糸 状 虫 仔 虫 に 
比 し 体長 長く , 被 輌 と 体 実 長 と の 差 も 長い 。 双 尾部 に は 
核 柱 後部 に 梶 棒状 の 核 を 認め る が , 馬 和 糸状 虫 仔 虫 に は , 
これ が 認め られ ず に 2 ケ の 円 珍 の 楼 を みる 。2) 脱 博 後 
の 仔 虫 で も , ミク ロフ イラ リア 期 仔 虫 と 同様 尾部 の 核 柱 
後部 の 核 の 様相 が 鑑別 点 と な る が , 更に 尾部 運動 部 ( 特 
に 著 明 に 振子 運動 を な す 部 ) の 長 さ が , 指 状 糸状 虫 仔 貝 
が 馬 系 状 束 仔 昌 で は YA で ある 。 3) ソ 
ー セ ー ジ 下 仔 虫 及び 第 1 回 脱皮 後 仔 昌 は , 夫々 の 時 期 に 
こそ の 平均 体長 は , 指 状 糸状 虫 仔 虫 が 大 で ある か カ 
明 隊 な 角 列 点 は 尾 の 長き ど ある 。 尾 は 朋 尾 状 星 し 指 状 
糸状 虫 他 昌 で は 83ー21 4 ム で ある が , 還 系 状 虫 仔 虫 で は 
と 6 ム で ある 。 又 そ の 形状 は , 指 状 水 状 仔 束 の も の は 


て は 21 2 で あ る 


略 々 中 央 より 曲 つ て 角 曲 状 を 呈す る が 馬 糸 状 虫 の も る の は 
上 昌 し こない 。 特に 第 期 人 旧 で は , 系 


尾 は 殆 ん ど 導 二 等 辺 三角 形状 で ある 。3) 感染 型 仔 虫 で 
は , と の 平均 体長 は 指 状 糸状 虫 仔 了 虫 が 長大 で ある が , 著 
明 な 差 は 尾部 に 認め られ る 。 即 ち 馬 系 状 正 仔 虫 で は , 

々 円 形 の 大 き 8 X 3 の 硝子 様 突 起 を 認め 且つ 尾 敵 背 面 
に 可 な り 著 明 な 陥 凹 を 認め る が , 指 状 糸 状 虫 仔 昌 で は 
何れ も 認め られ な い 。 尾 部 の 突起 程 著 明 で は な い が , 指 
状 ネ 状 虫 仔 昌 に は 頭 部 に 4 ケ の 小 突起 を 認め る が , 馬 系 
状 虫 仔 昌 に は , と の 突起 は 認め られ な い 。 体長 は その 平 
均 値 何れ の 時 期 に お いて も 指 状 糸状 息 仔 虫 が 馬 系 状 虫 仔 
虫 より 長大 で ある が 温度 等 の 要因 に より 変動 が あり , 決 
定 的 な 鑑別 点 と は な ら な い 。 


久 . 和牛 胎児 に お ける マー シャ ヤル 系 状 虫 寄生 の 一 例 野 
田 亮 二 ( 阪 府 大 獣医 ) : R.、 NODA: Acase report on 


Se7Z7 の 2 の ZSC7Z/77 infection in a cattle fetus 
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昭和 33 年 11 月 26 日 に 1 ホル スタ イン 種 乳 牛 ( 9 才 ) か 
ら 流 ( 死 ) 産 し た 229 日 間 在 胎 の 胎児 の 腹腔 内 に 2 隻 の 
系 状 束 が 見 出さ れ , マーシャル 系 状 虫 雌 虫 と 同定 され 
た 。 大 き さ は 96X0.74 お よび 118X0.67mm で , 前 者 は 
子宮 内 に 含 仔 虫 卵 を , また 後者 は 仔 虫 を 保有 し て いた 。 
本 虫 が 先天 感染 を 常 道 と する 事実 は , 石原 ・ 尾 形 (1953) 
iwa 河野 (1958) に よる 初生 稿 に つい て の 欠 察 

に よ ょ つて 確認 され て いる が , 胎児 に お ける 本 虫 の 検出 は 
と の 事実 に 一 層 の 確証 を 与え る も る の で あろ う 。 和牛 の 衝 
娠 期間 は 平均 280 日 と され て いる か ら , 本 例 の 胎児 の 
出生 予定 日 は 昭和 34 年 1 月 16 日 前 後 と 推定 され , 冬季 
出生 の 積 に 本 虫 が 検出 され る と する 前 記 2 報告 の 所 見 
(に 一 致す る 。 モタ リア の 成熟 仔 を 宿 し た 表 は 6 10 
月 に 多い と の 知見 ( 新 美 ・ 中 村 ・ 板 垣 : 1941) か ら , 本 
例 に お いて その 第 3 胎 月 (6 月 ) 第 7 胎 月 (10 月 ) は 
好適 の 感染 期 に 当る 。 ま た 同氏 ら は , 本 昌 の 感染 後 仔 東 
を 胎生 する まで に 8 カ ヵ月 を 要 し , その 体長 は 約 8cm で 
あり , 10 cm 以上 に 発育 する の は 感染 し た 翌年 の 春 で あ 
る と 述べ て いる 。 本 例 の 1 隻 は 10cm 以下 で あつ た が , 
他 の 1 隻 は 10cm 以上 に 達し て いた か ら , 感染 後 数 ヵ月 
以上 を 経過 し て いた も の と 考え られ る 。 従 つて 本 虫 は 初 
夏 の 比較 的 早期 の 妊娠 期 に 感染 し た も の と 推定 され よ 
う 。 な お 本 例 に お いて 雌 成虫 の み が 検 出さ れ , し か も を 受 
胎 し て いた 事実 は , 本 虫 は 腹腔 内 に 移行 する 以前 に 交尾 
を 完了 する と の 石原 ら (1953) の 見 解 を 支持 する も の で 
あろ う 。 人 畜 の 寄生 性 線上 中 の 2 ち 先天 感染 を 常 道 と す 
る も の に は , 他 に 犬 顕 虫 7oxocgzg cgz2s お よび 和牛 
eggscgs 97pZzg が 知ら れ て いる 。 前 者 で は 出生 上 直 
後 の 仔犬 体 内 の 虫 体 は 体長 0.7~ 1.3mm の 発育 早期 の 
段階 に ある し , また 後者 で は Prepatent period は 生後 15 
て 30 日 と され て いて 前 者 同様 積 の 出生 時 に は 早期 の 発育 
期 に 止ま る と 考え られ る 。 従 つて と れ ら の 2 種 の 線 昌 と 
胎児 に お いて 既に 成熟 に 達する まで 発育 する 本 虫 と を 対 
比 す る と き 人 興味 深い 。 と れ に つい て は , その 終末 寄生 部 
倍 , ひい て は その 食物 の 差 が 一 応 関連 を 持つ も の と 推測 
され よ ょ う 。 


42. 系 状 虫 寄生 大 の 皮 内 友 応 大 石 勇 ・ 小 体 茂雄 ・ 久 
米 清 治 ( 工 工大 獣医 ) 河野 恵 ・ 沢田 利 頁 ( 藻 大 衛生 ) : 
1 OHISHI, S. KOBAYASHI, S. KUME, M. KOONO 
層 T. SAWADA : On the intradermal test for canine 
ilariasis with an antigenic extract of の zzo7/277 の 7 の 7 に 
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系 状 正 症 の 診断 に 仔 虫 の 検出 は 直接 的 で あり 仔 虫 陽性 
の 場合 は 診断 確実 で あ る が , 系 状 虫 が 寄生 する も 未成 熟 
又は 単 性 で あつ た り , 或いは 感染 後 の 年 数 経過 に 伴い 仔 
了 昌 陰性 と な る 場合 も 人 畜 両 糸状 昌 症 に お いて 経験 する 処 
で ある 。 新 る 場合 に 免疫 学 的 診断 の 意義 は 大 きい , 然 る 
に 免疫 反応 陽性 で 仔 虫 陰性 の 場合 は 類 属 反応 か 否 か 判断 
に 苦し む , 特に 感染 後 の 経 過 期 間 短 く 仔 虫 , 症 状 共 に 陰性 
の 場合 の 陽性 所 見 の 解釈 は 極め て 困難 で ある , 新 る 諸点 
を 明らか に すべ く 犬 糸状 虫 に つい て 免 商学 的 診断 の 基礎 
実験 を 行 つ た 。 実験 方 法 : 使用 抗 元 は 犬 糸 状 虫 成虫 体 の 
粉末 を 超 音 波 処理 , アセ トン 分 別 後 凍結 乾燥 し た も の で 
あり , 皮 内 反応 に は 生理 的 食塩 水 0.01% 稀 釈 液 を 0.1cc 
(10 7 ) 下腹 部 皮 内 に 用 いた 。 試 験 犬 は 感染 期 を 経過 
る 90 頭 と 感染 期 を 経過 せ ざ る 24 頭 で も あり , と れ ら に つい 
て 判定 基準 , 類 属 反応 , 反応 所 見 と 寄生 状態 と の 関係 を 
検討 し た 。 更 に 無病 地 ( 八 岳 山麓 清里 ) に お いて 81 頭 に 
人 工 感染 を 行い 感染 後 の 陽 転 経 過 を 追 夫 し た 。 実験 成 
績 : 判定 基準 は 注射 後 15 分 の 判定 で 10mm( 短 長径 平均 ) 
以上 の 明瞭 な 腫 肛 あ る も の を 陽性 と し , 約 80 に 発赤 を 
認め た 。 以 上 の 判定 基準 か ら 試験 犬 の 成績 を みる と 和 糸状 
虫 寄生 犬 で は 9422 に 陽性 所 を 見 認め た 。 即 ち 成 虫 寄生 犬 
で は 寄生 虫 体 の 両性 , 単 性 に 拘ら ず , 仔 虫 の 有無 に 関係 な 
く 90 と , 未成 熟 虫 寄生 犬 で は 100% に 陽性 反応 が 得 ら 
れ , 未 感 染 犬 (感染 期 を 経過 ざる も の ) は 全 例 陰性 で 
あつ た 。 和尚 末 感染 犬 に お ける 腸管 内 寄生 虫 ( 犬 虫 , 大 
釣 虫 , 犬 鞭 虫 , 犬 条 虫 ) と の 類 属 反 応 を 認め な か つた 。 
人 工 感染 後 の 反応 陽 転 経過 は 最短 2 日 で 陽 転 し , 30 日 以 
内 に 約 96 多 , 121 日 以内 に 全 例 が 陽 転 し , 感染 和俊 極 め て 
早期 に 反応 が 陽性 と な る と と を 知 つ た 。 と れ ら の 成績 みか 
ら 感 染 期 を 経過 し た も の で 剤 検 に より 心 及 び 肺 動脈 に 寄 
生 が 認め られ ず し て 皮 内 反応 陽性 の も の (今回 の 調査 で 
50 多 に み ら れ た ) は いずれ も 中 間 発 育 場所 に 幼虫 が 寄生 
する も の と 考え られ る 。 


48. 中 間 発 育 場所 に お ける 系 状 虫 幼虫 に 対す る 化学 療 
法 。 大 石 勇 ・ 小 林 茂 雄 ・ 久 米 清治 (農工 大 獣医 ) : 1 OHI- 
SHI, S. KOBAYASHI & S. KUME : Chemotheraphy 
of the developing stages of zo772772 22272S 


系 状 虫 症 の 化学 療法 剤 は 主として 抗 仔 虫 性 CDiethyl- 
carbamazine,, アン チ モ ン 剤 ) か 抗 成虫 性 ( 破 素 剤 ) の 
何れ か で あり , 同一 薬剤 に 仔 昌 お よび 成虫 の 両者 に 対し 
同様 の 効果 は 期待 できない と と を 犬 糸 状 虫 に つい て 明 ち 
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か に こし た が , 中 間 発 育 場 所 の 幼虫 に 対す る 薬剤 の 効果 は 
久米 ら (1948) の アン チ モ ン 剤 に つい て の 報告 て C 犬 褒 状 
虫 の 人 工 感染 後 60 日 以内 に 仔 昌 駆除 量 の 約 1.7 倍 を 用 い 
て 心臓 え の 移行 阻止 に 成功 ) が ある の み で 他 の 薬剤 に っ 
いて は 明らか で な い , その た め 流 行 地 に お いて 人 (Kessel 
その 他 ) 或いは 家畜 (日 本 及び 外国 ) に Diethylcarha- 
mazine (へ トラ ザン , スペ トニ ン ) その 他 を 与え , 中 間 
宿主 より 感染 せる 幼虫 を 殺 滅 する と と に より , 糸状 束 の 
寄生 も し く は 発症 の 予防 に 成功 せる 如き 報告 を みる が , 
これ ら 薬 剤 に より 確実 に 幼虫 が 殺 減 で きる か 否 か 実験 的 
根拠 を 持た な い 。 即 ち 糸 状 虫 幼虫 に 対す る 化学 療法 は 未 
開 の 領域 で ある 。 演 者 ら は 犬 糸 状 昌 の 人 工 感染 犬 に つい 
て と の 問題 の 較 明 に 葵 め た 。 実験 方 法 : 犬 糸状 虫 の 無病 
地 ( 八 岳山 麓 清里 ) で 27 頭 の 未 感染 犬 に 1 頭 平 均 78 隻 の 
感染 仔 昌 を 人 工 感染 せしめ , 感染 直後 (1 日後 また は # 
日 後 ) と 30 日 後 と 60 日 後 の 3 群 に 分 け Diethylcarbama- 
zine 500mg/lb (1100 mg/kg) は 全 群 に , 同 50 mg/Ib は 80 
日 後 お よび 60 日 後 の 2 群 に , Stibophen ( フ ア ー ジ ン ) 
7.5 mgSb/kg お よび Dichlorophenarsine (フイ ラル 
ン ) 5mgAs/kg は 60 日 後 群 に 夫々 試み た (以上 の 薬 量 
は 何れ も 使用 総量 ), 実 験 大 は 感染 後 122 日 か ら 165 日 の 
間 に 章 検 を 行い , 心 及び 肺 を 検査 し て 寄生 の 有無 を 確認 
し 中 間 発 育 場 所 に お ける と れ ら 薬剤 の 殺虫 効果 を 知ら ん 
と し た (中 間 宿 主 よ り 感染 せる 幼 下 が 中 間 発 育 場所 で 殺 
減 さ れ な けれ ば 感染 化 685 一 120 日 の 間 に 心臓 に 移行 す 
る )。 実験 成績 : Diethylcarbamazine は 幼虫 殺 減 ( 予 防 ) 
に 有効 と 考え られ て 一 般 使用 され て いる 量 (総量 80 
mg/lb) で は 無効 で あり , その 10 倍 量 (総量 500 mg/Id) 叉 
は アン チ モ ン 剤 (Stibophen) 仔 由 駆 除 量 ( 7.5mgsb/kg) 
或 は 硫 素 剤 (Dichlorophenarsin) の 完全 成虫 殺 減量 (5 
mgAs/kg) に お いて も る 和 殺 幼 虫 効果 は 不 確 実 で あ つ た 。 結 
論 : Diethylcarbamazine, アン チ モ ン 剤 , 克 素 剤 の 抗 仔 昌 
作用 又は 抗 成虫 作用 こ 匹 蔽 する 抗 幼虫 作用 は これ ら 薬 剤 
の 何れ に お いて も 認め られ ず , 従 つ て 糸状 虫 症 化 学 療 甘 
の 現状 に お いて は 仔 由 も し く は 成虫 に 比 し 幼虫 の 殺 胡 は 
困難 で ある と と が 判明 し た 。 


44. 邦 産 肝 竹 の 形態 学 的 研究 (2) アア gscio/o ん epo が cg 
7. gigcz が fco と の 形態 比較 渡辺 只 蔵 ・ 上 野 計 ( 家 衛 
試 ) :S. WATANABE る HH UENO : Morphological 
studies of the genus Fasciola in Japan, with particular 
reference to 所 /e の ZZcZ and gzgg の 7 の 
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昭和 34 年 6 月 


前 年 度 の 寄生 虫 学会 に お いて は 英国 お よび アフ リカ よ 
り 送付 され た ア gsczo7g eg が cg, 万 gzgeX が cg の 寄生 
衣 標 本 と 対比 し て 邦 産 肝 蜂 の 形態 を 報告 し た 。 し か し 邦 
産 肝 蜂 は 両者 の 中 間 的 形態 を 有する 昌 体 が 多く , これら 
の 標本 の み で は 邦 産 肝 蜂 の 適 確 な 同定 は 困難 で あつ た 。 
と の た め 各 原産 地 か ら F.h お よび F.g の 生 虫 卵 の 空輸 
を 受け , 邦 産 肝 蜂 卵 と 共に 8 者 を 同時 に ヒメ モノ アラ ガ 
イ に 感染 させ 多数 の メタ セル カリ ア を 採取 し , と れ を 実 
険 動物 に 感染 させ 経過 的 に 沖 検 し て 多数 の 幼 , 成虫 を 取 
り 8 者 の 形態 を 比較 検討 し た 。 そ の 結果 は ほぼ 前 年 度 の 
報告 と 同様 に 邦 産 肝 夕 の 多く は 次 の 点 で F. h と 同定 で 
き な い と と を 確認 し た 。 邦 産 肝 蜂 の 体形 は F. h に 較べ 
て 細長 で , F.h は 感染 100 日 前 後に 最大 体長 (平均 2.8 
cm) と な る が , その 後 も 発育 を 続け 4 cm に 達する 。F.h 
の 卵巣 は 短 厚 , その 分 岐 数 は 平均 14 で ある が 邦 産 由 体 
の それ は 細長 , 分 岐 は 複雑 で 平均 84 を 算 え , 噂 形 が 多 
い 。 邦 産 肝 蜂 の 率 丸 , 消化 管 は F. h に 比 し 極め て 複雑 
で F.g の それ に 久 似 す る 。 角 皮 の 剥離 は F.h が 最良 で 
邦 産 肝 蜂 は と れ に 次 ぎ , F.g は 不良 で ある 。 角度 の 紋 理 
は 日 本 種 に お いて よく 発育 し , F.h は 横 紋 理 が , F.g は 
縦 粗 理 の み が 多 く 認め られ る 。 邦 産 肝 蜂 の 皮 坪 は F.h 
の それ に くら べ て 大 形 で 幅広 で ある 。 特 に 腹面 後 還 丸 領 
域 の 皮 載 に お いて 著 明 で ある 。F.h 忠 卵 は 小形 で その 長 
径 は 150 以下 で ある が 邦 産 肝 蜂 の 虫 卵 の 多く は F.g 
と 同様 に 150 ぁ 以 上 の 大 形 で ある 。 ア フリ カ (ケン ヤ 。 
ウガンダ ) か ら の F. g は 定型 的 の 著 明 な 細長 虫 体 ( 体 
長 : 体 幅 は 6.2 : 1) で ハワイ , 印度 , 比島 な どか ら 報 
告 さ まれ て いる 広義 の F. g と は 体形 , 生態 学 的 に 区 別 さ 
れる よう で ある 。 本邦 に も 広義 の F. g は 地域 的 に 限局 
し て 検出 され て いる 。 現在 の と と ろ と の 広義 の F. g と 
邦 産 肝 蜂 の 間 に は 移行 形 と 見 られ ろ 虫 体 が あり 両者 の 明 
確 な 区 別 は 困難 で ある 。 漂 州 な どの 輸入 牛 か ら EF. h は 
持ち 込ま れ て いる が 本 種 が わが 国 に 墓 延 を 見 な い 一 原因 
と し て は ヒメ モノ アラ ガイ が 邦 産 肝 蜂 お よび F. g ほど 
好適 な 中 間 宿 主 で な いと と が われ われ に より 証明 され て 


いる 。 


全 . 肝 即 感染 予防 に 関す る 研究 . PCP-Na の 肝 果 虫 卵 
に 及ぼ す 影 審 に つい て 磯 田 政 恵 (日 獄 大 病理 ) : M. 
ISODA : Studies on prevention of 7zsczo な 2 カ 277c の 
infection. 世 fect of PCP-Na on 戸 ん e ヵ g が cg ova 


PCP-Na は 肝 昨 中 間 宿 主 ヒ し メモ ノア テラ ガイ に 対し て は 
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極め て 有効 で ある か ら 今後 実用 化 き れる と と は まち が い 
な い 。 私 は PCP-Na が 肝 蜂 卵 に 対し て どの 程度 の 発育 
阻止 効果 が ある か を 調べ た が , 昌 卵 は ヒメ モノ フ ア ラ ガイ 
に 比 し PCP-Na に 極め て 抵抗 力 が 強く , 上 内 に 有効 な 濃 
度 に お いて は 到底 虫 卵 を 殺す と と は で きず , 実用 的 価値 
は な いと と を 知 つ た 。 実験 の 結果 は 1 PPM に お いて 
は 195 分 で 9.4 多 が 発育 を 中 止 し ,。 5 PPM に お いて 
は 105 分 に 34.0 多 , 10PPM で は 210 分 で 55.6%, 20 
PPM で は 210 分 で 36.6%2, 50PPMU で は 195 分 で 50.2 
欠 , 100PPM で は 195 分 で 60.4% の 発育 阻止 を 認め た 
が , 100PPM に お いて も ゃ 虫 卵 を 完全 に 殺す と と は で き 
な か つた 。 ま た さら に 濃い 濃度 で 6 時 間 , 12 時 間 お よび 
24 時 間 作 用 させ た と と ろ 1000PPM に お いて も 6 時 間 で 
46.2%, 12 時 間 で 89.0 多 , 24 時 間 で は 722% の 発育 阻止 
効果 を 認め た の み で あつ た 。 し か も 衝 実 験 に お いて 10 
PPM は 政 卵 に 対し 発育 阻止 作用 が 強い と と を 認め た 。 
と れ は 今後 追 すべ き 点 で ある 。 し か も 10PEM か ら 
100 PPM ま で の 間 の 殺 卵 作用 に 大 き な 開き の な いと と 
は 注目 す ベ べき で ある 。 ま た 500PPM お よび 1,000PEM 
に お いて も 生存 する 虫 卵 の ある と と は PCP-Na を 肝 
卵 殺 減 の た め に 利用 する と と は まつ た く 不 可能 で ある 
と と を 示す も の で ある 。 肝 蜂 氏 の 殺 減 は 肝 蜂 感染 予防 策 
を 講ず る 上 に 必ず 考え る べき 問題 で ある が , 薬物 に よ つ 
て 殺す と と は 仲 々 な づか し い 。 と くに PCP の 如き は ビ 
メモ ノア ラガ イ に 対し て は 1PPM に お いて も 明瞭 な 効 
果 が 認め られ , 10PPM で は 100 分 で 殺 滅 ご きる に 対し 
虫 卵 は 影響 を 受け る と と が 少な いと と は と の と と を 示す 
も の と 考え る 。 


46. 四国 地方 に 於 け る 半 誠 水 産 魚 類 を 中 間 宿 王 と する 
吸虫 類 の 研究 三島 輝 章 ・ 山 中 浪速 (日 寄 研 ) : T. MI- 
SHIMA る N. YAMANAKA : Study on trematodes 
whose intermediate host are brackish water fishes found 
in Shikoku district 


著者 等 は , 四国 地方 周辺 海域 に 棲息 せる , 半 峨 水産 魚 
類 を 中 間 宿 主 と す る 吸虫 類 の 研究 を 進め , 動物 実験 に 
り 次 の 事実 を 知る を 得 た 。 1 ヒイラギ に 認め た 種類 。 
1) 刀 zezo の yo の sZs co が zzg。 2) 未 知 種 一 種 , 2 鱗 に 
め た 種類 。1) SezxcZsyzes 7 の cs。 2 ) 万 ge7o の yes 
/e7ezO の yeS var. 7 の と が S。 98) ア ygzzO カ の SZS SS。 4) 
gozgzogg が g729。 8 メ ナ ダ に 認め た 種類 。 1) 
eZ7cZ2S286S 7C が eS。 2) 万 eezo の yes eeZo の ses 

















Var. の C6S、 3) ん gzgzO/ が 2 97772 4) ア ygzzo の ss 


Ss222225。 4 マハ ビ に 認め られ た 種類 。1) Se ヵ ZZzo- 
の 72226S 7 の gzcS。 2) 万 ezo の yes eezo の yes var. 


70C62S。 3) 万 7 と 7 の の ん y の の 5ZS c の 27226 の 。 4) Wo2zgzO/z2 
2g722。 5) Cez7zocesZes ② の 。6) 未知 種 , 二 種 。5 

スズ キ に 認め られ た 種類 。 
var. 7 ん gzs27。 92) 万 ge7ezo カ yo の ss co が 6。 以上 の 種 
類 に つい て 実験 的 研究 に より , 人 体 寄 生 吸虫 と し て 注目 
次 の 五 種類 で あつ た 。 1) eZzcZs226S 
7Zzcgges : 本 種 は 四国 地方 周辺 海域 より 魚 獲 さ れ た 前 記 
の 魚類 に は 和 県 市 販 の も の に 極め て 濃厚 に その 被 要 幼虫 
を 証明 し た 。 2) 万 Zzzo の yes ezo の ん yesv ar OceS。 

本 種 は 香川 県 , 愛媛 県 各市 販 の も の に 証明 し た 。3) Py- 
go が SS sz み eS。 本 種 は , 有害 異形 吸虫 と 共に , 瀬戸 
内 海 側 の , 香川 県 , 愛媛 県 に お ける 角 , メ ナ ダ に 主として 
認め た 。 4) eZgoz27zs YO を ogg2 の の 2 var. 7o を ggsZ7。 

本 種 は 四国 衝 県 市 販 の も の に 認め た 。 5) ア zocezo2z2 
227%。 森 種 は 愛媛 県 下 よ り 得 た る サ ョ ヨリ に お いて 認 


め た 。 


ュ っ ポト カカ ラル * 
せら れる は , 


47. 肺 吸 虫 卵 の 形態 学 的 研究 (5⑤) Progozz7zgs ん e/77- 
cof( ケ リコ ッ ト 肺 吸虫 ) 卵 に つい て 一 色 於 黄 相 郎 ( 孤 
府 大 農 獣 医 ) : O. ISSHIKI : 
egg of lung-fihuke ( 5 ) Egg of PZzggoZ226S eg/7co77 


Morphological studies on 


告 者 は さき に ,。 フォ ル マ リ ン 水 に 固定 し た 3 種 肺 吸 
貝 (westermaii, ohirai, iloktsuenensis) 
態 的 諸 性 質 を 比較 検討 し , 何れ の 種 に お いて も 若干 の 変 
異形 が 見 られ る が , 正常 形 で は , それ ぞ れ 明 有 瞭 に 区 別 し 
得る と と を 報 し た 。 今回 は 横川 博 士 み ら 分 し て 頂い 
た , フォ ル マ リ ン 水 固定 の 糞便 内 の Kellicotti 卵 の 主要 
な ら び に 補助 標 徴 を 検討 し , 次 の よう な 成績 が 得 られ 
た 。 計 測 と 観察 に は 100 個 の 卵 を 用 いた 。 1 ) 大 きき さ 。 


min. >ImaX. SE 到 
長径 60.0~99.0 gz 80.75。 土 5.28 
幅 径 36.0 一 60.0 52.58 士 2.64 


2 ) 長 幅 径 の 比 。 此 の 値 は 1.45 と 3.05 の 間 に あ ちり , 
度 毅 分 布 曲線 に お いて 1.55 を 山頂 と する 正常 分 布 型 を 示 
す 。 $) 最大 幅 部 。 中 央 が 742%, 蓋 端 側 と 無蓋 端 側 ぶ 
それ ぞ れ 18% づ つ に て , 中 央 に 位置 する も の が , 正常 型 
と 認め られ る 。 4 ) 形状 。 王 卵 形 4922, 編 鍵 形 25%, 
亜 卵 形 が 半数 
5 ) 対称 性 。 左右 対称 


0 逆 卵 形 19 多 に こ て 変 異 に 富 尋 が , 
に 達 し 。 正常 型 と と 認 らら れる 。 


1 ) ル e/2g の 2 が 224S の を の g の 2 の の 2 
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的 の も の Y9 多 , 非対称 的 の も の 21% に て 対称 的 の も の 
優位 を 占め て いる 。 6) 蓋 の 大 き さ 。 幅 径 が 18.0 
25.5 (平均 20.76) ぁ 高 径 が 1.50<7.50(4.19) 4 で 
ある 。 Y) 卵 の 幅 径 と 蓋 の 幅 径 の 比 。 叱 の 値 は 1.45 と 
3.05 の 間 に あ り , 度数 分 布 曲 線 に お いて 概ね 2.55 を 山頂 
と する 正常 分 布 型 を 示す 。 8) 蓋 と 卵 体 と の 接合 部 。 
頭 著 隆起 が Y022, 不 顕著 隆起 が 1622, 了 微 隆起 が 20%, 
殆 ん ど 平 滑 が 12 タ に て 顕著 隆起 の も の が 最も 多い 。 9 ) 
卵殻 の 厚 さ 。 無蓋 端 の 側 部 より 肥厚 し た も の 6222, 斐 藻 
な も の 16, 無蓋 端 と 側 部 と の 厚 さ 一 様 の も の 222 に て 
肥厚 し た も の が 比較 的 に 多い 。 た だ し , 無蓋 端 こ お ける 
肥厚 は , 概ね 時 計 皿 (伏せ た ) 状 の 増 厚 が 加わ つた も の 
で ある 。 側 部 の 厚 さ は 変異 に 富み , 1.5 2.0 zC15 多 ) 
と 8.6(2%) と の 間 に 分 布 し 2.1ー 2.54 の も の 84 
多 ま た 2.6~ 8.04 の も の が 49 多 と 達し , 全体 と し て か 
な り 硫 い 傾向 か ある 。 10) 小 団 。 球状 の も の が 60%, 
散 状 の も の が 4022 に て 鞍 状 の も の が 多く , 球状 の も の は 
群生 し た も の が 多い 。 11) 卵細胞 数 。 5 ~ 8 個 の 間 に 
あり , 5, 6 個 の も る の が 81% に 達し 断然 多い 。 12) 卵 細 
胞 の 位置 中 央 より 僅か に 蓋 端 側 に 偏 し た も の , ある い 
は 中 央 の も の が 大 部 分 を 占め て いる 。 考察 。 以 上 の よ ょ 2 
(に Kellicotti の 卵 は , 亜 卵 形 を 示し , 最大 幅 部 が 中 央 に 
ぁ り , 卵殻 が 一 般 に 厚 味 に 富み ろ , 卵 帝 の 蓋 端 に 増 厚 部 の 
あぁ る も の が 多い 特徴 が あり , 他 の 3 種 の 卵 と は 明らか に 
区 別 す る と こと が で きる 。 た だ し , 若干 の 個体 変異 が 見 ら 
れ , 変異 型 で は 他 の 種 の 卵 と の 区 別 が 困難 な と と が あ 


る 。 


48. 北陸 地方 の 肺 吸 虫 分 布 状況 の 調査 (1) 横川 宗雄 ・ 
吉村 裕之 ・ 辻 守 康 ・ 佐 野 基 人 ・ 大 倉 俊彦 ・ 葛 昭 三 (千葉 
大 寄生 虫 ) : M. YOKOGAWA, H. YOSHIMURA, IM. 
TSUJI, M. SANO, T. OKURA &S. AZAMI: jm 

vestigation on the distribution of Paragonimiasis in Hoku- 


riku provinces 


北陸 地方 殊 に 石川 県 下 に お ける 肺 吸虫 の 墓 延 状 況 の 調 
査 を 目的 に 昨年 秋 よ り 主 と し て 小 中 学生 を 対象 に 皮 内 反 
応 に よる スク リー ニテ ング テス ト を 行い , 反応 陽性 者 に は 
補 体 結合 反応 及び 検便 を 実施 し た 。 今回 は 何れ も 河北 活 
1 も くず が に ” の 生 楼 
レ し て 居る 地区 に つい て 行 つ た 。 そ の 結果 最も 濃厚 に み ら 
か OKA 
名 中 26 名 ( 8.82), 中 学校 114 名 中 12 名 (10.8%) で あ 
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つた 。 とれ ら 皮 内 反応 陽性 者 に つい て 調べ た 所 , 補 体 結 
合 反応 陽性 は 小学 校 8 名 中 6 名 (75), 中 学校 10 名 中 5 
名 (50 多 ) を 認め , 叉 検便 で は 小学 校 28 名 中 8 名 (84.8 
%), 中 学校 11 名 中 4 名 (36.4%) の 者 に 肺 吸虫 卵 が 証明 
され た 。 と の 地区 で は 古く か ら “上 熊野 病 " と 云う 風土 
病 的 名 称 き えつ けら れ , 現に 忠 血 , 血 療 等 の 症状 を 認め 
yentpr 尚 我々 が 行 つ た “も くず が に と” の 検査 

は 相当 高 率 に メタ セル カリ ア の 検出 を 認め 且つ 住民 が 
て も く チ が か に "8 を 食す る 機会 多い 事 は 留意 すべ き 事 で 
ある 。 その 他 の 地区 で は 自 卵 陽性 者 を 認め て 居 ら な い 

, 内 難 , 津幡 地区 等 は 補 体 結合 反応 陽性 者 が 数 名 ( 約 
10 選 ゝ の で , と れ ち の 者 に つい て は 再 検 便 の 要 が あ 
ら さ 考え られ る が "信和 枝 先 を : 行 つた 結果 , 肺 吸 息 症 串 


者 と 認め られ た 者 即ち 束 卵 検出 者 は すべ て 皮 内 反応 。 補 
PSRFB 人 て あつ た 点 は これ ら の 検査 の 意義 が 


ょ る 事 を 認め る に 充分 で ある 。 和尚 同時 に 施行 し た 福井 
ae 学校 生徒 2508 名 で は 皮 内 反応 陽性 者 7 名 (0.27 
2) で 補 体 結合 反応 及び 東 卵 陽性 者 が 1 名 も な か つた 事 
を つけ 加え て 報告 する 。 


49. 富 崎 県 に お ける 肺 表 虫 症 に つい て 小牧 訪 夫 (国富 
保健 所 ) : S,。 KOMAKI: On the paragonimiasis in Mi- 


yazaki Prefecture 


昭和 383 年 12 月 月 末 ま で に 判明 し て いる 県 下 の 肺 吸 虫 症 
患者 は 625 人 ( 男 415 人 , 女 287 人 ) で ある 。 主 と し て 
宮崎 市 を 中 心 と し た 県 中 部 地域 と , 日 南 市 ・ 串 間 市 を 中 
心 と し た 県 南部 地域 が 多発 地域 と な つて いる 。 発見 され 
た 患者 を 年 令 別 に みる と , 昭 昭 29 年 まで に 538 人 , 30 年 に 
74 人 , 31 年 に 27 人 , 32 年 に 330 人 , 33 年 に 167 人 と な つ 

こい る が , その 発見 の 丁 機 は 医師 より の 通 ち よう に よる 
も の 180 人 , 結核 検診 に よる も の 108 人 , 寄生 虫 検査 に 
よる も の 119 人 , 肺 吸 虫 症 集団 検診 (V.B.S. 抗 原 皮 内 反 
応 と 息 卵 検査 ) に よる も の 295 人 で ある 。 特に 昭和 32 年 
以降 の も の は と の 皮 内 反応 を 応用 し た 集団 検診 に よる も 
の で ある 。 患者 を 年 令 別 。 男女 別に みる と , 0 一 2 才 0 
人 , 12 才 226 人 〈 男 129 人 , 女 97 人 ),13<15 才 142 
人 ( 男 89 信 , 女 53 人 ),16 一 20 才 66 人 ( 男 45 人 , 女 21 人 ), 
21<80 才 75 人 ( 男 56 人 , 女 19 人 ), 31~40 才 40 人 〈《 男 27 
人 , 女 18 人 ), 41<50 才 41 人 ( 男 23 人 , 女 18 入 ),51<60 才 
41 人 ( 男 81 人 , 女 10 入 ), 61~70 才 10 人 ( 男 8 人 , 女 2 
人 ), 1 才 以 上 5 人 て ( 男 4 人 , 女 1 人) で , 小学 生 ょ より 
90 才 まで の も の が 総数 の 78.122 を 占め , 特に Yー15 才 の 
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小 ・ 中 学生 が 86.4 多 の 半数 以上 で ある と と は 注目 に 価 す 
る 。 ま た 何れ の 年 信 層 に お いて も 男 は 女 よ り も 多い 。 更 
に 地域 別 - 年 合 別 に 患者 の 発生 状況 (502 以 上 の 地域 
の みみ に つい て ) を みる に , ほぼ 20 才 を 境界 に , 県 中 部 で 
は 低 年 層 に 高 率 を 示し , 県 南部 で は 逆 に 高 年 層 と 高 率 を 
示し , 肺 吸虫 症 の 流行 に 時 代 の ずれ を 感 ぜ し め る も の が 
ある 。 職業 別に は 小学 生 の 35.9%, 中 学生 の 21.9% を 除 
け ぱ ば , 農業 28.42 が 最も 多く , 他 は 無職 3.8%, その 他 
10.02 で ある 。 流域 別に は ー ツ 瀬 用 , 大 淀川 , 広江 川 
福島 川 及 びそ の 流域 に 最も 多く , と れ 等 河川 に お ける モ 
グズ ガ = の 須 吸 虫 メタ セル カリ ア 寄 生 事 も 99.5 一 41.2 旬 
と 甚だ 高い 。 カワ ュ ナ の 半 朗 鞭 セ ルカ イア 理生 計時 
川 に より , また 季節 に より 消長 は ある が , 最高 25.0, 
最低 1.0 多 で ある 。 


50. 京都 府 北部 綱 時 地方 に 於 ける 肺 吸虫 の 流行 に つい 
て 吉田 幸雄 ・ 島 谷 敏男 ・ 中 西 靖 郎 ( 京 府 医 大 医 動物 ) ・ 
菊地 昭子 (網野 保健 所 ) : Y. YOSHIDA, T. SHIMATA- 
NI, Y. NAKANISHI  A. KIKUCHI: An epidemi- 
ologic survey of human paragonirmniasis in Amino district。 


northern area of Kyoto Prefecture 


京都 府 北部 , 網野 町 附近 は 最近 若干 の 肺 吸 虫 症 患 者 の 
ある 事 が 当地 の 開業 医 及び 保健 所 の 調査 で 判明 し , 著者 
ら る 昭和 28 年 以来 モク ズ ガ ニ = の 検査 に より 幼 昌 の 存在 を 
認め 既に 報告 し た が 今回 と の 網野 町 附近 の 住民 8411 名 に 

つい て , 皮 内 反応 ( 子 研 製 V B 8 抗原 液 使用 ) を 実施 し 。 
反応 陽性 者 及び 疑 陽性 者 の 路 療 , 糞便 検査 を 併用 し て 当 
地方 の 肺 吸虫 感染 者 の 発見 に 支 め その 流行 状況 を 明 ら に 
し た 。 検査 は 1958 年 11 月 より 行い , 各 検 査 方 法 は 肺 吸 邊 
班 の 定め る 方 法 に 準じ た 。 皮 内 反応 陽性 率 は 小学 生 2.5 
22C35/1395), 中 学生 6.522 (50/773 ), 高校 1 年 生 一 20 
才 迄 5.722 (31/545 ), 20 才 以上 10.0 多 (70/698 ) を 
示し , 且 疑 陽性 率 は 各々 9.0% ( 125),10.6% (82%), 

2.0 (12)。 8.322 (58) で 同じ 日 本 海岸 豊岡 市 附近 で 
著者 ら の 行 つた 成績 に 比 す る と 可 な り 高 い 陽性 事 を 示し 
た 。 商 , 陽性 者 系 は 小学 生 で は 男女 問 に 差 を 認め な い 
が , それ 以上 の 年 令 層 に お いて , 女子 で は 中 学生 か ら 成 
人 迄 ほ ゞ 同様 5 多 前 後 の 陽 性 者 率 を 示し た が , 男子 で は 
年 令 増 加 と 共に その 率 も 増え , 成人 層 で は 17.6 欠 と 高 率 
で あつ た 。 之 等 の 陽性 者 の 間 便 , 路 療 検査 (1 一 回 検 
査 ) に より , 小学 生 3 名 , 中 学生 9 名 , 高校 生 以 上 成 入 
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に 10 名 , 総計 22 名 の 肺 吸 邊 感染 者 が 確認 され , 当地 方 に 
も 可 成 り 肺 吸虫 の 流行 が ある 事 が 判明 し た 。 且 幼年 者 に 
比較 的 多い 事 は 最近 の 感染 を 示唆 し 予防 対策 の 必要 を 示 
す 。 昌 卵 排出 者 22 名 中 。 忠 療 , 糞便 の 何れ に も 虫 卵 を 認め 
た 者 は 12 名 (54.52%), 便 に 認め た が 路 療 に 認め ず 又 は 

忠 療 排出 の な か つた 者 は 7 名 (31.82%), 一 方 路 療 の み に 
認め た 者 8 名 (18.72%) で あり , 特に 忠 療 排出 の な い 場 
合 に は 糞便 検査 も 虫 卵 検出 に は 重要 で ある 事 が 分 る 。 和尚 
疑 陽性 者 277 名 中 よ り 同じ く ヽ 糞便, 路 療 検査 を 188 名 に 
実施 し た が , 肺 吸虫 卵 は 1 名 も 検出 され な か つた 。 此 等 
感染 者 の 内 , 18 例 に つい て 路 療 , 糞便 中 の 各 排 出 虫 卵 の 
東 卵 形態 を 宮崎 氏 及 び 一 色 氏 の 記述 さる 方 法 に より 比較 
検討 し , 虫 種 に つい て 吟味 を 加え た 結果 , 検査 卵 数 少数 
の 1 例 以外 は 何れ も 明らか に ウエ ステ ルマン 型 を 示し , 

本 虫 種 の 寄生 を 推定 さ し め た 。 


51. 喧 中 の 肺 吸虫 卵 の 簡便 な 一 検査 法 長 花 操 ・ 西 
田 弘 ( 鳥 大 公 衛 ) : M. NAGAHANA 名 本 NISHIDA 
A simple examination method for eggs of lung fke jn 
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近年 , 皮 内 反応 に よる 肺 吸虫 定 の スク リー ニン グ テ ス 
ト の 普及 に より , 嗜 療 中 の 肺 吸虫 卵 を 検査 する 機会 が 増 
加 し て いる 。 そ と で 我々 は 路 療 中 の 本 虫 々 卵 の 検査 に 当 
つて 非常 と 簡便 な 方 法 を 案 出 し た の で , と れ を 報告 す 
る 。 そ の 術 式 の 概要 は 次 の 通り で ある 。 先ず 折 径 10cm, 
厚 さ 0.02mm, 長 さ 約 30cm の 透明 な ポリ エチ レン フイ ル 

ム を 用 意 し , と れ に マヂ ッ ク イ ンク で 被 検 者 の 所 属 氏 名 
を 記し て 被 検 者 に 渡し , と の フィ ルム の 中 え 療 を 忠 出 さ 
せる 。 と れ を 研 放 え 運 2 、 際 は 両端 を そろ 
ド で し ば つて お く 。 検査 に 当 つ て は , フイ ルム の 外側 みか 
ら 路 療 の 部 の 上 下 を 2 枚 の 透明 な ガラ テス 板 (大 き さ 10X 
8cm, 厚 さ 2mm) で 狭 有 み , 顕微 鏡 下 に お き , ガラ テス 板 
て 適当 に 圧 平 し つつ < 時 窒 の 厚 さ を 軸 江 す る) 有 拡 大 
検 鏡 す る 。 一 一 虫 卵 は 茶褐色 を 呈し て いる の で , 慣れ れ 
ば 容易 に 見 出し うる 。 一 一 視野 を 少 レ づつ 移動 させ 採 療 
され た 忠 療 全体 を て いね い に と 探し, 各 卵 らし いも の を 朗 
め れ ば 対物 レンズ を 大 きい 倍率 の も の に 換え て これ を 確 
か め る 。 検査 終了 後 は 狭 ん で いる ガラ ス 板 を 取り は ず 
2 ポリ エチ レン フイ ルム ど と 焼却 する 。 本 法 の 利点 と 

て は , 1) 操作 は 至 つて 簡便 で あり , し か る 由 卵 の 検 
2 ee ポリ エチ レン フイ ルム (1 人 條 約 
50 銭 ) と その まま 幾 回 で も 使用 し うる 2 板 の ガ ラテ ス 板 以 
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外 に は 採 療 用 , 集 卵 用 , 検 鏡 用 等 の ガラス 器具 を 全く 必 
要 と せ ず PA ある 。3) 路 療 の 採取 , 運搬 (乾燥 し 

に くく , 体積 も 小さ < 軽量 で ある ) が 容易 で あり 後 始末 
い 位 単 で 手 数 を 村 し な い 。4) 路 療 は 常に ポリ エチ レン 
フイ ルム 内 に ある の で 検査 者 は 結核 感染 の 危険 も な く , 

検査 中 も 不快 感 を 伴わ な い 。5) フイ ルム と 直接 , 被 検 
者 の 所 属 氏 名 を 書く の で , 他人 の 成績 と 間違え る 一 一 集 
卵 中 の 不 注意 に よ ょ つて 時 に 起 る ょ うな 一 一 危険 性 は 非常 
に 少な い 。 等 の 諸点 を あげ うる 。 要 する に と 本 法 は 嗜 疹 中 
の 肺 吸虫 卵 を 検査 する に 当 つ て ,。 ポリ エチ レン フイ ルム 
と 採 容 吉本 禁 木 と 億 用 じ 。 検 鏡 に 当 つ て は 人 金 検 
体 を 検査 する と と に ょ よ つて, 集 卵 の 手数 を 省略 し 且つ 検 
出 素 の 低下 を 防止 し と も の で あつ て , 虫 卵 の 検出 は 容易 

物質 的 。 労力 的 に も 非常 に 有利 で あつ 
, 従来 の 方 法 に 比 し 優れ た 方 法 で ある と 考え る 。 


Med9RN 


52. 大 斑 肺 吸虫 の 人 体 異 所 寄生 の 副 検 例 問 宮 典 久 ( 信 
大 病理 ) : N. MAMIYA : 
topic parasitism of ア Z7ZgoX26S の 7 の 2 in the perire- 


An autopsy case of hetero- 
ctal region 


54 才 男子 。 韓 国人 博徒 , 各地 を 渡り 歩き , 毎日 1 旭 宛 
の 焼酎 を 飲み , 非常 に 蟹 を 好 ん で いた 。 商 売上 の 蟹 る 大 
半 は 独り で 焼い た り 漬 けた り 痛 で た り し て , 多種 多様 の 
種類 を 食し て いた 。1957 年 3 月 頃 , 食道 狭 窪 感 , 食後 の 
悪心 距 吐 , 原 痩 が 現われ , 三重 県 某 病 院 で 食道 癌 と 診断 
され , 1958 年 2 月 頃 よ り 腹 部 膨満 が 閉 明 と な り , 本 学内 
科 に 入院 , 胃 噴 門 冶 及 び 瘍 性 腹膜 炎 と 診断 され て , 放射 
線 療 法 を 受け て いた が 6 月 24 日 死亡 し た 。 入 院 中 は 脳症 
状 及 び 呼吸 器 症状 等 全く 無く , 間 便 中 の 寄生 息 卵 も 検出 
され な か つた 。 病理 解剖 学 的 に は , 1) 胃 噴 門 部 より の 手 
堂 大 韻 性 潰瘍 (組織 学 的 に 所 主 腰 様 癌 )。2) 肝 , 騰 , 腹 
膜 , 大 網 え の 播種 性 転移 及び 腹部 光 巴 節 転 移 。3) 血 性 黄 
色 混濁 腹水 約 8.000 cc。4) 肺 の 限局 性 出血 と 肺 門 汐 巴 稼 
の 石灰 化 巣 。5) 胸 膜 の 繊維 性 癒着 と 肥厚 及び 局 在 性 石灰 
化 巣 。6) 肺 吸虫 卵 に 依る 小豆 大 妃 至 示 指 頭 大 , 数 ケ の 直 
腸 後 部 疎 暖 結合 織 内 白亜 化 襲 腫 。 肺 吸虫 卵 性 腫 は 繊維 
性 の 薄い 被膜 で . 被 われ た も の で , 内 容 は 淡 黄 白色 泥 状 
で , 化学 的 分 析 の 結果 談 酸 カル シウム と 鐵 酸 カル シウム 
を 主 成分 と し て いる 。 特異 な 肉芽 組織 は 作ら ず , 細胞 浸 
潤 ぁ な い 。 そ の 泥 状 内 容 物 中 に は 肺 吸虫 卵 を 認め る が 眼 
体 は 認め られ な い 。 虫 卵 内 容 は 壌 死に 陥 つ た も の , 空虚 
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な も の , 石灰 沈着 を 有する も の 等 で ある 。 虫 卵 計測 は , 
Formalin 固定 資料 を Antiformin-Glycerin の 沈 混 ・ 浮 遊 
法 で 集 卵 し , 160 ケ に つい て 行 つ た 。 大 いさ は 754X50 み 
巾 径 比 は 100: 67, 最大 巾 径 位 は 中 央 位 40 22, 後 位 
31.9 多 , 前 位 28.1 多 , 対称 性 は 対称 72.522, 非対称 27.5 
%, 無蓋 端 の 肥厚 の 有無 は , 肥厚 の ある も の 31.6 多 , 一 
様 で 肥厚 の な いも の 68.4 劣 , 卵殻 全体 の 一 様 性 は , 一 様 
の も の 85.6%, 不 均等 の も の 14.422 で , wesZe72 の が が 
ょ り は る か に 小型 で 。 上 記 の 全て の 点 で 異な り , 玉 - 
刀 sxexe が SS と の 鑑別 点 で は , 小型 で , 巾 径 比 も 大 で , 
最大 巾 径 位 は 中 央 及び 後 位 が Y1.9 を 示す 。 此 等 の 諸点 
は 刀 gg7g7 に 或 る 程度 類似 し た も の を 示し て いる 。 
従来 人 体 に 寄生 す : る 肺 破 下 は 人 る て ア zoes/eZ4 の 7 と さ 
れ て 来 て いて , 確実 な た その他 の 人 体 寄生 例 は 報告 きれ て 
いな た い 。 宮崎 は 川村 ・ 室 の 報告 を 小型 大 平 種 と し , 
eS7eZ2227 以外 の 人 体 寄生 の 可能 性 に つい て も 言及 し 
て いろ る が, 本 例 は 初 の ア ggzgz の 人 体 寄生 の 剤 検 例 で 
ある と 信ずる の で と ゝ に 報告 する 。 


53. 大 斑 肺 吸虫 と 小型 大 下 肺 吸虫 の 種別 標 懲 の 比較 研 
究 (4) 喜 丸 の 形態 の 比較 , 殊 に 白 貞 感 楽 申 体 に つい 
て 一 色 於 蓄 四 郎 ・ 冨 村 保 ・ 荒 川 申 ( 阪 府 大 獣医 ) : O 
ISSHIKI, T. TOMIMURA 層 A. ARAKAWA : 
The comparative studies on the specihc characters bet- 
ween the two species of lung-fukes, Zzzggo226S の //7- 
7 の 7 Miyazaki,、1939 and 用 ZZo&7szezezszs Chen, 1940. 
(4) he comparisons of the morphology ofthe testes, 
with special reference to the worms from the inoculated 
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og7Z ア o.) と アア Zp&Zseezezs2S( ど ) と は 相互 こ 
PP つて , metacercaria(mc) で は 明確 に 区 別 で きる 
*, 成虫 の 形態 に よる 和 鑑別 は 殆 ん ど 不 可能 で ある と され 
こい る 。 そ れ は 種 の 区 別 点 と し て 重視 され て いる 度 東 の 
形態 , 生 え 方 , 卵巣 の 形態 な どの 種別 標 微 が 相互 に 酷似 
し て いる か ら で ある 。 さき を 我々 は 白 肖 系 (て 昌 齢 15 一 
65 日 ) の ア o と アア # に つい て , 講 丸 と 卵巣 の 大 き さ 
(planimeter に ょ る 面積 の 測定 値 ) の 関係 を 詳細 に 比較 
槍 討 し , 卵巣 の 大 き さ は 両 種 間 に 著 差 が な ない が, 夫 丸 の 
に は 有意 の 差 が 認め られ , ち ぇ の 値 が go. に 比 

* て 大 きい 傾向 が ある と と を 報告 し た 。 今回 は 15, 20, 
25, 30, 35, 45, 55 お よび 65 日 齢 の 白 少 感染 の と 
と ヵ に つき 内 丸 の 形態 の 比較 を 行 つ た 。 方 法 : 兵庫 県 円 





( @1 ) 
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山川 産 の の mc と 大 阪 府 新 淀川 産 ちあ 4 の mc を 百 少 に 
試食 感染 せしめ , 一 定 日 齢 の 虫 体 を 作成 し た 。 標本 は す 
べ て Schaudinn の 液 固定 の 圧 平 標本 と し , hematoxyHim 
単 染色 を 施し た 。 計測 虫 数 は 15 一 45 日 似 の も の 6 コブ 
つ , 55 て 65 日 齢 の も る の は 7 コ づ つと し た 。 mmicrometer を - 
用 い 正 体 と 康 丸 の 長径 な ら ぴ に 幅 径 を 計測 し た 後 , 虫 体 
長径 の 丸 長径 (左右 平均 ) に 対す る 比 の 値 を 求め て 上 比 
較 し , さら に , 下 体 幅 径 / 宰 丸 幅 径 (左右 平均 ) の 値 , ま 
た , 案 丸 長 径 (左右 平均 )/ 宰 丸 幅 径 (左右 平均 ) の 値 を 
比較 し た 。 成績 : 1) 内 丸 の 長径 (左右 平均 ) を 1 と し , 
それ に 対す る 体長 の 比 の 値 を 求め た と と ろ , 15, 20, 25* 
30, 35, 45, 55 お よび 65 日 普 の の ,. が それ ぞ れ 8.66, 
6.95, 6.06, 5.59, 5.61, 6.17, 5.87, 7.19 倍 で ある の 
に 対し ア : で は 7.59, 6.23, 4.19, 4.48, 4.48, 4.68。 
4.34, 4.64 倍 で , ア . ヵ の 過 丸 は Po の. の それ に 比 し , 明 らち 
か に 前 後に 長い 傾向 が か ある 。32) 放 丸 の 幅 径 (左右 平均 ) 
を 1 と し , それ に 対す る 体 幅 の 比 の 値 を 求め た と と ろ , 
15, 20, 25, 30, 35, 45, 55 お よび 65 日 齢 の ちの が そ 

MA 87, 5.54, 4.20, 3.58, 4.01, 4.19, 3.77, 3.26: 

ある の に 対し , ち ヵ で は 5.70, 5.28, 4.05, 3。61。 
3.53, 4.14, 4.10, 3.85 倍 で , ち o. の 宰 丸 (80, 45, 
55 お よび 65 日 齢 ) は ち : の それ に 比 し , 心持ち 左右 と . 
長い 傾向 が ある 。3) 風 丸 の 幅 径 (左右 平均 ) を 1 と し 
それ に 対す る 界 丸 の 長径 (左右 平均 ) に 対す る 比 の 値 を 
求め た と と ろ , 15, 20, 25, 30, 835, 45, 55 お よび 65 月 
骨 の の go が それ ぞ れ 1.52, 1.59, 1.48, 1.42, 1.52, 
1.59, 1.48, 0.98 倍 で ある の に 対し , ぇ で は 1.56, 
1.69, 2.01, 1.75, 1.79, 1.81, 1.95, 1.86 倍 で , の . 
の 囚 丸 長径 は 同 幅 径 に 比 し , ち # の それ ょ より 大 きい 傾向 
が ある 。 


54、 兵庫 県 円 山川 に 於 ける 大 王 肺 表 虫 の 分 布 , 生態 に 関 
する 研究 , 特に 第 1, 第 2 中 間 宿 至 , 終 宿 至 の 関係 並び 
に 季節 的 消長 等 に つい て 吉田 幸雄 ・ 宮 本 正実 ( 京 府 大 
医 動物 ) : Y. YOSHIDA & M. MIYAMOTO: On 

the distribution and the ecology of ア Zzggo77 が 26S の 記 Z の 7 
along the bank of the Maruyama river 


1) 第 1 中 間 宿主 に つい て : ムシ ヤ ド リ カワ ザン シヨ 
ウ は 河口 か ら 上 流 12km 迄 分 布 し , 8 ~ 4 km の 地点 が 最 . 
ぁ 繝 容 で カイ 中 か ら セ ルカ リア を 検出 し て いる 。 カ ワザ 
ン シ ョ ウ ガイ は 7km 迄 分 布 し て いる 。2) 第 2 中 間 宿 主 
に つい て : 河口 か ら 2,4,6, 9, 12km の 5 地点 で 毎月 1 
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回 周年 検査 し た 。 地 区 別に 周年 平均 値 を みる と (クロ ベ 
ン ケ イ の 成績 ) 2 km 10.7 多 , 4km 96.122, 6 km 46.3 
2, 9km 11.0, 12km 0 多 と な り 4 て 6km の 地域 に 
厄 も 高 寄生 率 で ある 。 季節 別に みる と 各地 区 共著 し い 変 
動 を 示さ ず そ れ よ り 地 域 に よる 寄生 率 の 差 の 方 が 顕著 で 
ある 。 と の 原因 は 第 1 中 間 宿 主 の 分 布 旭 度 と カニ の 行動 
範囲 の 狭い 事 に よる と 考え られ る 。 又 カ = ニ 1 匹 当り メタ 
セル カリ ア 平 均 寄生 数 の 周年 消長 を し ら べ た 所 之 も 季節 
的 に 変動 は な い 。 と の 事 か ら メ タ セ ルカ リア は カニ 体内 
で か な り 長 期間 生存 し 旦 越 を する も の と 考え られ る 。3) 
当地 方 の 第 2 中 間 宿 主 は クロ ベン ケイ の 他 ア カ デ ゲ ガニ , 
ハマ ガニ で ある 。 と れ ら の メタ セル カリ ア 寄 生 率 を 比較 
"する と クロ ベン ケイ 86.8 2 ( 854/2815), アカ テ ガ = 
5.0%% (17/342 ), ハ マガ =14.6% ( 6 /41) で 棲息 数 に 
お いて も 寄生 率 に お いて も る クロ ベン ケイ が 主役 を 演じ て 
いる 。3$) 終 宿主 に つい て : 現在 迄 家 劇 , 野 滑 160 頭 , 
野犬 17 頭 , テ ン 2 頭 , キツ ネ 1 頭 を 沖 見 し た が 肺 吸虫 は 
険 性 で あつ た 。 一 方 イ タチ は 268 頭 中 48 頭 に 陽性 (16.4 
2), タ ヌキ は 8 頭 中 1 頭 (12.5) に 陽性 で あつ た 。 タ 
ヌキ の 寄生 虫 体 数 は 84 隻 で あつ た 。 イ タチ は 円 山川 の 河 
則 附 近 か ら 上 流 約 20km 迄 全 流域 の 20 地 域 で 採集 し た 。 
イタ チ は 特に 雄 に お いて 交尾 期 に は か な り 移 動 す る (8 
ー 4 km と 云わ れる ) の で 細か い 地 区 別 寄生 率 は 問題 に 
な ら ぬ の で 全 流 域 を 3 分 し 比較 し た 。 河口 か ら 7 km 迄 
の 地域 は 寄生 率 は 34.8 多 , Y 14 km は 13.8 多 , 14~20 
km は 7.02 と な つた 。 即ち 中 間 宿 主 が 密 に 分 布 し 且 効 
了 の 寄生 率 の 高い 7 km 迄 (特に 東岸 ) に は 成 昌 も 高 
音量 生 本 ぎ っ: 電 す カチ キ す 史生 さ すす 凍 科 
は 前 者 17.4 名 , 後 者 4.82 で あつ た 。 更に 採集 され : 
490 隻 の 肺 吸 息 体 の 虫 種 に つい て は 目下 検索 中 で と ゝ 中 
一 応 最も 可能 性 の 大 で ある 大 平 肺 吸虫 と 考え て お く 。 


55、 肺 表 虫 症 の 治療 に つい て 福島 淳 仔 ・ 岡 幹 健 ・ 福 
田 正 道 * 磯 川 貞 和 ( 阪 市 大 医 動物 ) : ). FUKUSHIMA, IM. 
OKA, M. FUKUDA る S. ISOGAWA : Some exper- 


aence of the treatment of five paragonimmniasis patients 


従来 肺 吸虫 症 の 治療 に つい て , 種々 の 療法 が 報告 され 
て いる が , CHMODCNPSPSYRPSA 
表 下 症 患 者 5 名 を 得 た の で , 種々 の 薬剤 を 投与 し , そ 
効果 を 検 記 Ako 
名 に つい て 計 7 クール 2) スペ トニ ン 単 独 療 法 。 4 名 に 
つい て 竹 1 クー ル , 3) スチ ブナ ー ル 単独 療法 。 2 名 に つ 
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いて 各 1 クー ル ,。3) ネス ボサ ン 単 独 療法 。 1 名 に つい て 
1 クー ル , 5) エメ チン ・ ス パト ニン 併用 療法 。 4 名 に っ 
いて 計 5 クール, 6) スチ ブナ ー ル ・ スペ トニ ン 併用 導 
法 。 1 名 に つい て 1 クー ル 。 7) イ ル ガ フ ェ ン 。 エメ チン 
併用 療法 , 1 名 に つい て 8 クー ル , 8) イ ル ガ フ ェ ン ・ ス 
チ ブ ナー ル ・ ス パト ニン 併用 療法 ,。 1 名 に つい て 1 クー 
ル , 以上 8 種 の 療法 を 行 つ た が , と の 内 全治 せる も の は 
全く な く , 一 時 虫 卵 の 陰 転 せる も の は 5) と 8) の 方 法 で ぁ 
つて , 2) 及び Y) の 方 法 で は 正 卵 の 著 明 な 変形 及び 減少 
は 認め た が , 陰 転 す る に は 至ら ず , 他 の 方 法 に お いて は 殆 
ん ど 治 癒 の 傾向 を 認め な か つた 。 以 上 の 内 最も 期待 の 持 
た れ た の は , 5) の 方 法 で あり , 4 名 5 クー ル 中 , 2 名 が 
1 クー ル 人 後 一 時 虫 卵 が 陰 転 し た が , 約 50 日 後 再び 路 療 中 
に , 虫 卵 を 認め た の で , 再度 の 繰返し 治療 を 行 つた が , 
全治 せ ず , 反 つ て 薬剤 に よる 種々 の 副作用 を 訴え る 様 に 
な つた の で 止む を 得 ず 浩 療 を 中 止 し た 。 と の 場合 最多 
量 に 投与 せる 例 は , 一 日 に 塩酸 エメ チン 0.08 mg, スパ 
ニン 錠 ( 1 錠 中 diethylcerhamazin 5mg 含有 ) 21 錠 宛 
14 日 間 で あつ た 。8) の 方 法 で は 。 Ph 日 
間 で あり , や は り 頭 痛 , 暖 声 , 全身 供 師 感 , 悪心 , 
部 痛 , EE 
た 。 結論 と し て , 今 迄 の 治療 方 法 の 内 で は エメ チン ・ ス 
パト ニン 併用 療法 が 最も 成績 よく , 軽症 例 に お いて は 例 
治し 得る 場合 る も ある の で は ふい か と 考え られ る 。 残念 な 
が ら 吾 々 の 治療 例 で は 一 例 も 全治 し 得 な か つた が 。, 今後 
の 治療 の 参考 と も な れ ば と 考え 敢 て 報告 する 


56. 山口 県 下 の 人 肺 吸 虫 症 に 関す る 研究 , 楠 町 及び 旭 村 
に 於 ける 皮 内 肥 応 に よる スク リー ニン グ テ ス ト の 成績 及 
び 異 所 寄 生 例 細川 修 活 ・ 内 野 文 開 ・ 宮 里 喝 ・ 山 下 貢 司 
小野 完治 ・ 今村 芳明 ・ 安村 寿 ・ 兼 行 俊博 ( 山 医 大 病 
理 ) : S. HOSOKAWA, F. UCHINO, T. MIYAZATO 
K. YAMASHITA, K. ONO, Y. IMAMURA, H. YA 
SUMURA 層 征 . KANEYUKI: Stundies on human 
paragonimiasis in Yamaguchi-ken. Findings of screening 
test on intracutaneous reaction in IKKushinoki-cho and 


Asahi-mura, and case of heteroparasitism 


県 下 肺 吸虫 症 の 墓 延 状況 調査 の 一 村 と し て 今回 は 有 帆 
川上 流 の 厚狭 郡 楠 町 の 学童 及び 阿武 川上 流 の 阿武 郡 旭 村 
の 学童 並び に 一 般 村 民 に つい て Y B 8 抗原 を 用 いる 皮 内 
反応 に よる スク リー ニテ ング テス ト の 成績 及び その 陽性 , 
疑 陽性 者 に つい て 2 ~ 4 回 反復 し て 行 な つ た 検 , 検便 
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(AMS 法 ) の 成績 を 報告 する 。 有 帆 川 産 ツガ = は 当 
教室 調査 ご は その 50% に 被 論 幼 虫 を 認め て お り , 今回 
楠 町 の 皮 内 反応 で は 被 検 者 2067 名 中 陽性 者 6 名 ( 8.0 
%%), 疑 陽性 者 28 名 ( 1.4%) を 認め , 虫 卵 検査 で は その 
陽性 者 54 名 中 14 名 (262), 疑 陽性 者 46 名 中 5 名 (11 め %) 
に 肺 吸虫 卵 を 見 出し た 。 旭 村 で は 皮 内 反応 808 名 中 陽性 
者 88 名 ( 4.1 多 ) と 疑 陽性 者 39 名 ( 4.9%) が あつ た が 
その 陽性 者 26 名 と 疑 陽性 者 22 名 の 虫 卵 検査 ご は 何れ も 肺 
表 虫 卵 を 認め 得 な か つた 。 以 前 阿武 川下 流 の ツガ = 検 査 
で は 66 多 に メタ セル カリ ア を 認め て いる が 今回 上 流 の 旭 
村 附 近 で は 約 50 匹 の ツガ = か ら 被 要 幼 虫 を 認め 得 な か つ 
た 。 前 記 楠 町 の 陽性 疑 陽性 者 に つい て は 卵 検査 を 一 定期 
前 (1 て 8 月 ) 後に 2~4 回 反復 実施 し た 。 第 1 回 の 卵 
検出 事 は 69 名 中 卵 保 有 者 18 名 , 第 2 回 で は 58 名 中 12 名 , 
第 3 回 で は 20 名 中 0, 第 4 回 で は 14 名 中 1 名 で ある 。 虫 
卵 保 有 者 計 19 名 中 毎回 の 検査 で 虫 卵 の 認め られ た も の は 
6 名 の み で 他 は 卵 の 検出 は 不定 で ある 。 双 路 療 と 糞便 の 
両者 に 同時 に 卵 を 認め た の は 5 名 の みみ で あつ て 多く の 例 
で は どちら か ーー 方 に 限ら れ て いる 。 路 療 と 糞便 で は 卵 の 
検出 頻度 は 大 差 が な い 。 以 上 の 事柄 か ら 本 症 の 昌 卵 検査 
に 際 し て は 皮 内 反応 陽性 , 疑 陽性 者 に つい て 員 療 と 糞便 
の 両者 を 一 定期 間 毎 に 反復 検査 を 実施 する 必要 が ある も 
の と 考え る 。 山口 県 下 で 83 年 度 異 所 変性 例 4 例 を 得 た が 
脳 肺 吸虫 症 2 例 と 右上 側 腹部 寄生 例 は 別に 報告 する 。 本 
例 は 大 網 寄生 例 で 患者 14 才 男 、 騰 胸 で 入院 中 復 退院 前 
に 腹痛 を 来 し 虫垂 笑 の 診断 で 保存 的 療法 を 2 週間 続け , 
その 人 後 開腹 され た も の で , 虫垂 は 正常 , 回 盲 部 に 大 網 が 
癒着 し て その 部 に 結節 数 ケ ヶ あ り 他 の 部 位 に も 小指 頭 大 の 
結節 が 散在 性 に 孤立 或 は 癒合 し て 存在 し , 割 面 は 汚 節 黄 
褐色 の 壌 死 物質 を 充満 する 。 組 織 像 は 好 酸 球 の 多い 肉芽 
で 虫 卵 , 異物 巨 細胞 等 が 認め られ た 。 被 包 内 に は 本 症 結 
節 特有 の へ モジ デリ ン 沈 着 層 が 認め られ た 。 本 例 は 稀有 
な る 例 で は な い が へ モジ デリ ン 沈 着 層 の 存在 を 注意 し た 
い 。 


57. 自殺 棲息 地 に お ける ミヤ リ イ リ ガイ 個体 群 の 消長 
に 関す る 生態 学 的 研究 飯島 利彦 (山梨 医 研 ) : T. 叶 
JIMA : Ecological studies on the variation of population 
density of の xcoz@ 太 2Z の S の の oy, the intermediate 
host of Sc/gsZosozZ 7 の の の 7C2426 in natural habitat 


自然 棲 鳥 地 に お ける ミヤ イ リ ガイ の cozze 婦 2 の SO- 
み ozg の 繁殖 , 成長 , 死滅 お よび と れ ら の 結果 に も と ず 
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く 個体 群 密度 の 推移 を 知る た め に , 1987 年 9 月 か ら 58 年 
10 月 に いた る 約 1 ヶ年 の 間 山 梨 県 棲息 地 の 中 双葉 町 , 三 
珠 町 , 身延 町 (以上 非 殺 貝 地区 ) 竜 岡 町 , 竜王 町 お よび 
白根 町 (以上 殺 上 忠実 施 地区 ) に お いて 観察 を 行い 次 の 知 
見 を 得 た 。1) 交尾 の 発現 は 3 ~ 9 月 で あり 頻度 は 5 月 
に 最高 を 示し , 9 月 と れ に 次 い だ 。 Y 月 全く 変 尾 の 認め 
られ な か つた の は 棲 息 地 の 乾燥 に よろ も の と 解せ られ 
る 。2) 稚 員 の 発生 に は 季節 的 に は 2 案 性 か 認め られ , 
その 時 期 は , 乾燥 状態 に も ゎ つ た 土地 に 通 水 の 開始 され た 
直後 お よび それ が 落水 され た 直後 に よく 一 致す る 。3) 

秋期 の 稚 貝 発生 率 は 他 の 時 期 の それ に 比 し 一 般 に 高い 傾 
向 が 認め られ る 。3$) 秋期 発生 の ミヤ イリ ガイ は 成熟 に 
達する まで に 大 略 4 5 ヶ月 を 要 し , その 成長 速度 は 毎 
月 約 0.5~ 1 mm で あり , 春 , 夏期 発生 の それ は 成熟 に 
達する に 大 略 8 ヶ月 を 要 し , その 成長 速度 は 毎月 約 1 
1.5mm で あつ た 。 5) 冬 一 春期 の 自然 死亡 率 の 最高 は 
10 一 202% で ある と 推定 され た 。6) 夏期 異常 乾燥 に ょ る 
死 減 率 は 同期 間 中 総員 の 大 約 852 に 及ぶ も の と 推定 さ 
た 。7) 一 般 的 に 自然 政 は 人 為 的 条件 で , その 個体 群 密 
度 が 減少 され た 場合 , その 条件 の 除去 され た 時 , 稚 上 員 の 
発生 率 も 増加 し , 復元 が 急速 に 行わ れれ よう と する 傾向 が 
認め らち れ た 。 


58.、 潤 紙 に よる 宮入 具 の 生態 観察 森 和雄 ・ 岡 本 謙一 ・ 
中 込 仕 ・ 杉浦 健一 ( 昭 医 大 医 動物 ) : K. MORI, 岳 . 
OKAMOTO, T. NAKAGOMI & K. SUGIURA : 
Ecological observation of 〇 . zoso ヵ oz の by means of flter- 


Daper 


濾紙 を 与え て 宮入 中 を 長期 に 旧 つ て 飼育 で きる と と は 
周知 の 事実 で あ る 。 と の 濾紙 を 棲息 地 の 水中 に 浸す と と 
に ょ つて 宮入 中 を 容易 且つ 確実 に 採集 し うる と と 芽 見 し 
た 。 試み に 7 つの 試験 地 を 選定 し た と と ろ , 員 の 椅 息 密 
度 を 適 確 に 把 え る と と が で きた 。 更 に 流水 中 に 浮 べ た 滝 

に 集 つ た 。 濾紙 に 激 粉 を ぬる と と に よ ょ つて 更に 多く の 
員 を 集め る と と が で きる 。 ま た 水中 に 浸 つ た 部 分 と 水上 
演 填 出し た 部 分 で は 集 ま る 員 の 年 令 密 度 が と と な る と と 
が わか る 。 と の 江 紙 法 を 利用 する と と に よ ょ つて , 従来 策 
も すれ ば 明確 を 欠い た 稚 員 の 生態 も 明らか に され た 。 
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59. 日 本 侍 血 級 虫 症 の 診断 に 対す る 肝 生 検 の 価値 に つ 
いて 吉住 好夫 (福岡 健保 第 一 病院 ) : Y. YOSHIZUMI : 
A value of the liver biopsy for a diagnosis of schistoso- 


Tniasis jaDonica 


日 本 住 血 吸虫 (日 虫 ) 症 の 確実 な る 診断 は , 愚 者 より 
日 東 卵 を 検出 する に ある 。 余 は す で に 展 々 発表 し た 如 
く , 生 肝 スラ イド 法 (仮称 ) が 従来 の 検便 法 より 確実 で 
容易 で ある 。 そ の 方 法 は , 肝 生 検 の た め に 得 た 肝 の 小片 
を の せ 硝 子 に の せ , 之 を お お い 硝 子 で お ゝ い , 直ちに 借 
検 す る の で ある 。 余 は , 昭和 29 年 (1954) 7 月 より , 昭 
和 84 年 (1959) 8 月 迄 の 間 に , 日 虫 浸 淫 地 で ある , 婦 留 米 
肥 鳥 栖 市 , 及び その 附近 より , 久留 米 大 学 第 一 内 科 及 び 
福岡 県 健康 保険 第 一 病院 (久留 米 市 ) に 来院 し た 412 人 
に つい て 上 述 の 方 法 に ょ る 肝 生 検 ( 生 肝 スラ イド 法 ) で 
検査 し て , 次 の 如き 結果 を 得 た の で 報告 する 。 即 ち , 検 
査 例 , 412 例 中 , 肝 生 検 で , 日 東 卵 を 検出 し 得 た も の 
878 例 (67.4%) で ある 。 然し, と の 412 例 中 , 検便 て , 
日 昌 卵 を 検出 し 得 た も の 僅か , 82 例 ( Y.Y2%) で ある 
肝 生 検 色 ち 生 肝 ス テイ ド 法 は , ロ 虫 栓 出 に 対し 簡単 ご 
確実 で ある 。 双 検便 法 に 比べ て 勝つ て いる 。 双 いむ べき 
副作用 は 認め な か つた 。 日 虫 浸 淫 地 の 人 で , 原因 不明 

, 発熱 や その 他 の 症状 が ある 時 は , と の 肝 生 検 を や 
る べき ゃ も の と 信ずる 。 


60. 日 本 佳 血 玉虫 の 中 間 宿 王 体内 に 於 ける 発育 と 温度 
に つい て 佐藤 重 房 ・ 長 崎 宗俊 ・ 平 野 長 春 ・ 沢 田 利 貞 

( 群 大 衛生 ) : SSATO, M. NAGASAKI, N. HIRA- 
NO & T. SAWADA : Efects of temperature upon 
the developmental cycle of Sczs7oso2zZ 7 の の の 2CZ4222 
within the intermediate host 


日 本 住 血 吸虫 の 中 間 宿 主体 内 で の 発育 が 環境 温度 に 少 
な か ら ず 影響 され る も の と 推 祭 され る 。 我々 は 欄 境 温度 
が we た 場合 に , 日 本 住 血 吸虫 の 発育 が 停止 
, 且つ 又 , 好 条 件 下 に も ど し た 場合 に 再び 発育 を 続行 
する の で は な いか と の 推定 の も と と 実験 を 行 つた 。 実験 
成績 は 次 の 通り で あつ た 。 1 ) 日 本 住 血 吸虫 miraci- 
dium を 中 間 宿 主 宮 入 員 に 感染 せしめ て , 室温 (85Cー 
18 で ) に て 飼育 し , その 発育 状態 を 観察 する と 感染 後 5 
ー6 週 に 母 sporocyst 内 より , 女 sporocyst の 脱出 が 認 
め ら れ , 12 週 よ り 尾部 を 有する 幼虫 cercariae が 見 られ 
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14 週 に 娘 sporcyst 内 に 成熟 cercariae を 認め た 。15 週 に 
は 人 娘 sporocyst 内 ょ り 成熟 cercariae の 脱出 が 見 られ , 
と の cercariae キマ ウス に 経 皮 感染 せしめ て , 日 本 住 血 
吸虫 体 に 成育 する こと を 認め た 。2 ) miracidium 感染 後 
室温 (35Cー21OC) に て 飼育 し , 4 週 俊 に 冷暗所 に 移し 
て , 低温 下 (10C~ 3 C) に お ける 発育 を 録 察し た が , 
発育 は 認め られ な か つた 。 即ち , 母 sporocyst 内 ょ り 疹 
sporocyst の 脱出 は 見 られ ず と の 温度 下 で は 発育 は 停止 
する も の と 考察 され た 。 次 に 低温 下 で 6 週 飼育 し て 発育 
の 認め られ な か つた 母 sporocyst を 再び 室温 (26'C~11 
C) に 移し て 飼育 し た 所 , 2 週 後 に 女 sporocyst の 脱出 
が 見 られ , 14 週 俊 に 成熟 cereariae の 脱出 を 認め た Cmi- 
racidium 感染 後 24 週 間 )。 と の cercariae を マウ ス に 経度 
感染 せしめ て , 日 本 住 血 吸 虫 体 を 得 た 。 又 , と の 低温 下 
で は 感染 後 15 週 間 を 経過 し て も 母 sporocyst 内 より 女 
sporocyst の 脱出 は 認め られ な か つた 。 これ を 室温 (26 
“で て 11 で C) に 移す と 2 週 後 に 娘 sporocyst の 脱出 が 認め 
られ た 。 3) miracidium 感染 後 室温 (85 一 18O) に て 講 
週 飼育 し た 娘 sporocyst を 冷暗所 に 移し て , 低温 下 (8 
〇 ー 2 C) に お ける その 後 の 発育 を 観察 し た が , Y 週 経 過 
レ し た に も か ゝ わら ず 女 sporocyst 内 に 成熟 cercariae は 
認め られ な か つた 。( 同 時 に 実施 せる 室温 (24Cー18 で ) 
飼育 で は 1 週 後に 娘 sporocyst 内 に 成 熱 cercariae を 認 
め 2 週 修 に cercariae の 脱出 を 認め た 。) 発育 停止 せる 
娘 sporocyst を 人 恒温 室 (26C~ て 15'C) 内 に て 飼育 する と 
9 週 後に 成熟 cercariae の 脱出 が 見 られ た (感染 後 29 週 
間 )。 と の cercariae を マウ ス に 経 皮 感 染 せ し め て , 日 
本 住 血 吸虫 体 に 成育 し た 。 4 ) 以上 の 事 よ り 日 本 住 箇 明 
虫 の 中 間 宿 主体 内 で の 発育 は , ある 低温 下 で は 停止 し , 
再び 好 温度 条件 下 に お か れ た 場合 発育 を 続行 し て , 成 規 
cercariae まで 成育 する と と を 認め た 。 


61. グリ シン 銅 の 佳 血 吸虫, 閉 線 虫 に 対す る 駆虫 作用 並 
に 毒性 に 関す る 研究 松崎 義 周 ( 横 医大 寄生 虫 ) 森 和雄 
・ 杉 浦 三郎 ( 昭 医 大 医 動物 ) 谷口 守男 (日 大 農 獣 医 ) 山 中 
国 夫 (日 本 化 薬 ) :G. MATSUZAKIL。 K. MORI, S. 
SUGIURA, M. TANIGUCHI & 兵 . YAMANAKA : 
Studies on anthelmintic effiect of glycin-Cu upon Sc/gS- 
7 の se の 7 の の の 2C22 and 、SZZ の gy7O42eS S767CO7 の ZS and 


its toxic action on the host 


1) 日 本 住 血 吸虫 1 月 20 日 約 1.000 隻 の 住 血 吸虫 セ 
ルカ リア を 家 兎 に 感染 せしめ た 1 羽 は 2 月 19 日 鉛 死 し 
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た 。 他 の 1 羽 に グリ シン 鋼 を 体重 当 kg に 10~20mg 宛 
8~5 日間 宛 4 回 経口 投与 せる に 便 内 の 卵 は 変性 に 陥 
り , その 数 や 激減 し , 3 月 8 日 居 殺 せる に 肝 及 び 小 腸 の 
腸 間 膜 静脈 に 虫 体 少 く , 大 腸 の 腸 間 膜 静脈 に 多く 見 出さ 
れ た が 対照 に 比 し 極め て 少な く , 取 体 は 小 に し て 生 多 器 
に 強い 障害 を 受け , 交接 せる も の は 殆 ん ど な か つた 。2) 
英 線 虫 線 虫 感染 幼 犬 に グリ シン 銅 を 経 与 投 近 せる に 
便 の 性 状 人 復 し , 仔 虫 の 排 浴 を 中 止 する に 至 つた 。 以上 
に より グリ シン 銅 は 住 血 吸虫 及び 糞 線 虫 の 駆虫 剤 と し て 
効果 ある も の と 推定 し た 。 実験 方 法 : グリ シン 銅 (日 本 
化 薬 ) を 飼料 に 混 じ て , マウ ス に 1 日 投与 量 5 mg 乃至 
10mg を 与え て , 日 本 住 碧 吸虫 症 の 治療 実験 を 行 つ た 。 
治療 効果 の 判定 に は 毎日 検便 を 行い , 糞便 中 の 東 卵 の 増 
江 を 基 浴 と し た 。 又 グリ シン 銅 を マウ ス 1 匹 当 り 1007 
を 腹腔 内 に 注射 し て , その 効力 を 試験 し た 。 実験 結果 : 
1) 1 日 5 mg 投与 の 場合 , 治療 開始 後 10 日 を 経て , 3 例 中 
全 例 の 糞便 内 昌 卵 の 激減 を みた 。2) 1 日 10mg 投与 の 場 
合 , 前 例 に 比べ し , 毒性 が 強く , 治療 実験 中 10 例 中 6 例 
弟 死 し た 。 し か し 下 卵 は 激減 し , 肝 中 に 虫 体 の 移動 せる 
を 認め た 。 生き 残 つ た 4 例 中 1 例 が 除 転 し た 。 上 記 2 つ 
の 実験 で は 治療 開始 後 4 週 に し て 体重 の 増加 が 顕著 で あ 
っ た 。3) 腹腔 内 注射 の 場合 , 治療 開始 後 2 週 に し て 取 
卵 激減 せる も の 続出 し , 9 例 中 2 例 は 完全 に 陰 転 し た 。 
更に 9 例 中 1 例 は 刀 PG 250 以 上 , 9 例 中 , 6 例 は REPG 
250 以 下 と な つた 。 従来 日 本 住 画 吸虫 の 治療 薬 の 多く は 
静脈 注射 を 主として いる が , と れ は 虫 体 の 寄生 部 位 か ら 
考え て 最良 の 方 法 と は 思え を ない 。 グ リシン 鋼 は 経口 投与 
に よ ょ つて 幾 分 で も 病勢 を 軽減 し 得る 点 は 注目 に 値する と 
思う 。 家 兎 10 匹 に 日 本 住 血 吸虫 を 夫々 約 250< 300 隻 を 
感染 させ 感染 後 虫 卵 陽 転 し た も の に グリ シン 銅 3 mg/kg 
を 1 日 8 回 3 日 経口 投与 し 約 10 日 休 薬 後 3mg/kg を 1 日 
1 回 6 日 間 皮 下 注 射 し た も の 3 匹 。 3mg/kg 1 日 3 回 3 
日 及び 5mg/kg を 1 日 8 回 2 日 経口 投与 し 約 10 日 休 薬 
後 3mg/kg を 1 日 1 回 6 日 間 皮 下 注射 し た も の 2 匹 と つ 
いて 東 卵 の 陰 転 を 観察 する に 前 例 群 中 2 例 , 後 例 群 中 1 
例 の 取 卵 は 投薬 後 約 60 日 間 陰 転 し た 。5mg/kg, 1 日 8 回 
10 日 間 。 1 匹 。 Y mg/kg 1 日 8 回 10 日 間 , 1 匹 , 10 mg/kg 
1 日 3 回 10 日 間 , 2 匹 。 連 続 経 口 投与 に て 10mg/kg 例 は 
投薬 2 週間 後 より 息 卵 の 陰 転 が か 有 みみ られ た 。10 例 中 1 例 は 
対 周 と し た 。 本 実験 は 尚 継続 中 な の で 実験 動物 の 神 検 所 
見 等 に つい て は 次 回 に 報告 する 。 
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62. 九 族 北 部 に お ける 師 吸虫 症 の 調査 , “特に 2 種 抗原 
に よる 皮 内 反応 の 比較 "” 石井 洋一 ・ 山 本 厳 雄 ( 九 大 寄生 
了 ) 森沢 成 司 ( 九 大 医 化学 ) 光 富 慎吾 ・ 滝 沢 一 男 (中 因 
養 所 ) : Y. ISHII, [YAMAMOTO, S. MORISAWA 
S. MITSUTOMI & KTAKIZAWA : Epidemiologi- 
cal surveys of paragonimiasis in the North Part of Kyushu 
“Comparative studies on two diffierent antigens " 


福岡 県 遠賀 川 流域 の 人 体 肺 吸虫 症 の 浸 淫 状 況 を 調査 す 
る と 共に , VBS 抗 原 と 大 平 肺 吸虫 成虫 か ら 作製 し た 精 
製 抗原 (ツベルクリン 活性 ペ プ チ ッ ド の 抽出 法 に 準拠 し 
て 分 離し た 塩基 性 ペ プ チ ッ ド ) の 比較 検討 を 行 つ た 。 
1059 名 の 小 中 学生 に つい て , V B 8 抗原 に よる 皮 内 反応 
を 実施 し , 十 並び に 士 の も の 167 名 に つい て 直ちに と , 精 
製 抗原 と し て , エタ ノー ル 可 溶 分 太 ( 以 下 S 抗 原 と 路 す ) 
0.5 zg 皮 内 注射 , 術 式 並び に 判定 規準 は 比較 の 意味 で 
便宜 上 , 横川 氏 等 の 方 法 に 準じ た 。 そ の 結果 。 十 の も の 
54 名 の うち , 8 抗原 で 十 19 名 ( 虫 卵 陽 性 者 8 名, 「 レ 」 
線 有 所 見 者 12 名 ), 士 4 ( 0.1), 一 81 ( 0.8), 同 じ く 土 の 
も の 113 名 の うち , 8 抗原 で 十 5 (0,1), 士 15 (0,4 ), 
ー98 (0, 3 ), 別 に V B 8 抗原 陰性 者 94 名 に つい て は , 8 
抗原 で も 陰性 で あつ た 。 肺 吸虫 症 流 行 地 で ある 宮崎 県 生 
目 村 , 福岡 県 岡垣 村 の 小 ・ 中 学生 並 に 九 大 小児 科 入院 中 
の 肺 吸 虫 症 患 者 ( 卵 排 港 者 )46 名 に つい て , Y BS 抗原 , 

S 抗原 並 に エタノール 不溶 の 蛋白 分 視 ( 5.0gg) を 実施 
し た 。YV BS 抗原 と 後 の 二 者 を 比較 する と , 正 疹 は , 各 
ベー 0.565 (P< 0.001) (VB8 ニ ニ 12.41 土 3.71 8 
ー6.27 土 1.78), 7 三 0.8352 (P<0.05), 発赤 も 共に 有意 
の 相関 が 見 られ , VBS 抗 原 に 大 きく あら われ て いる 。 

赤江 療養 所 入所 中 の 肺 吸虫 症 患 者 (成人 ) 5 名 に つい て 
各 組 差 の 平均 有意 性 の 検定 を 行う と , 1 多 以 下 の 和 危険 率 
で , 紅 疹 ・ 発 赤 と も に 精製 抗原 に 大 きく あら わ れ て い 
る 。 遠賀 地区 学童 , 友 フ 科 ・ 小 児 科 外来 の 甘 麻 疹 , 喘息 
患者 14 名 に 実施 する と , VYBS 抗 原 は , 十 7 名 , 士 2, 

ー 5 で あつ た が , 精製 抗原 で は 全 例 陰性 (発赤 を 伴わ な 
い ) で あつ た 。 又 , 息 卵 排 浴 者 で V B 8 抗原 陰性 (発赤 
を 伴わ な い ) の も の 6 名 に つい て 実施 する と , いずれ も 
陰性 で あつ た が , 3 名 は 発赤 を 認め た 。 以 上 の 成績 か ら 
遠賀 川 流域 の 本 症 の 浸 淫 状況 が 判明 し た 。 2 種 抗原 を 比 
較 す る と , 共に 蜜 な 相関 が 見 られ , 類 属 反応 が 少な い 様 に 
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思わ れる 。 愚 者 の 場合 , 学童 は 反応 出現 が V B 8 抗原 に 
大 きく , 成人 は 逆 の 成績 が 得 ら れ た 。 前 者 は 従来 の も ゃ の 
は 他 の 反応 因子 が 含ま れ て いる と と , 精製 抗原 の 接種 量 
の 少な か つた と と 等 に よる も の と 推察 され る 。 後 者 は 。 
強く アレ ルギー 化 さ きれ て いる の か も し れ な い が , 下 卵 陽 
性 者 で 反応 を 現 わ さ な い ゃ の 等 共に 今後 追及 し た い 。 今 
回 の 成績 か ら , 皮 内 反応 抗原 の 活性 因子 は , エタ ノー ル 
可 沙 場 基 性 ペ プ チ ッ ド 及び 不 落 の 和 蛋白 分 六 共 に 認め ら 
れ , 診断 面 に 応用 出来 る も の と 思わ れる 。 商 , 成績 判定 
の 際 , 陽性 の 場合 は , 丘疹 が 境界 明 朋 な 局 平 疹 で ある と 
共に 発赤 も 一 応 参 考 に する 必要 が ある 。 

( 問 ) ( 千 大 医 動物 ) 横 川 宗 雄 

両 種 抗原 の 比較 の 場合 精製 抗原 は 大 平 肺 吸虫 か ら お つ 
くり に な つた と の と と で す が 何 か 特別 の 目的 が お あり で 
すか 。Y B 8 抗原 は ウ 肺 吸虫 より 作製 し た も の で すし , 
ウ 肺 吸虫 の 方 が 材料 入手 の 容易 な 点 か ら ウ 肺 吸虫 より 作 
製 さ れ て は 如何 か と 存じ ます 。 

( 矯 ) ggzgz を 使用 し た の は 材料 の 都合 上 使用 し 
た も の で 収量 の 点 で 万 zwesZezzz2z2 も 多い の で と れ も 
使用 し た いと 思う 。 

( 間 ) (公衆 衛生 院 ) 大 島 窒 夫 

1) ツベルクリン ペ プ タ イド の 場合 PPD-S ょ り 窒 素 
量 当り の 力 価 が 低い と いう 事実 は 精製 過程 に 有効 物質 を 
逃す 危険 が ある と 思う が 同様 の 事 が と の 抗原 に つい て 云 
えな いか 。2) 我 く の 経験 で は 活性 因子 は 非 透 析 性 で あ 
る が , と の 事 と 活性 因子 は ベ プ タイ ド で ある の と 関係 は 
どう な る か 。3) 精製 と いう 事 は 実際 問題 と し て 非 特異 
反応 と 特異 反応 の 分 離 度 が 高 ま ら ね ば 意味 が な い 。 と の 
点 今後 の 調査 を 希望 し ます 。 

( 管 ) 1), 2) に つい て は 森沢 氏 の 方 か ら 答 えて も ら 
う 。3) 点 に つい て は 例 数 が 少な い の で , 類 属 反応 の 点 に 
つい て は 明確 な と と は 言え な い が , と れ に つい て る 追肥 
する つも り で ある 。:。s 

( 箸 ) 

1) 肺 吸虫 症 抗原 の 在 来 の 物質 は 非 透析 性 で ある と い 
うと と が , 抽出 の 方 法 に よ つ て は 透析 性 に と る と と が 出 
来る と 思う 。 例え ば 0.1N HCI で 抽出 する と と に ょ つ 
て 核酸 か ら 和 蛋白 部 位 の み を と る と と が 出来 る し , 或 程 度 
都 分 加水 分 解 呈 る こと に よ つ て 小 分 子 の も の が 生ずる 可 
能 性 が か ある 。2) 精製 する と と に よ つ て 力 価 が 低下 する 
と いう と と は あり 得る 。 と れ は 人 各 成 作 に ば ら ば ら に 抗原 
性 物質 が 存在 する た めで , と の 意味 で は ペ さ プ チ ツ ド 区 分 
は 力 価 だ け か ら 云 えば 精製 慣 白質 より も 低く な る か る 知 
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れ な い 。 しかし, 抗原 と し て の 化学 構造 的 基礎 を 研究 す 
る た め に は , ペ プ チ ッ ド の 方 が 非常 に 有利 で あり 我々 は 
その 目的 を あつ て 居る 。 


63. 静岡 県 産 カ ワニ ナ お よび モク ヅ ガ ニ の 肺 表 虫 幼虫 
の 寄生 状況 野口 政 輝 ・ 望 月 久 ( 静 岡 衛 研 ) 伊 藤 二 郎 ( 静 
大 保健 ) : M. NOGUCHI, H. MOCHIZUKI & TITO 
An epidemiologic survey of アア ZZ の g の 27474S 7 の の S7 ら 677 が 
in the frst and the second intermediate host in Shizu- 


oka Prefecture 


1957 年 , 筆者 らち の 野犬 調査 の 結果 , 沼津 , 藤 校 , 島田 
掛川 , 森 , 磐田 の 諸 地 方 か ら 多く の 肺 吸虫 竹 患 犬 を 著 見 
し 。 肺 吸虫 が 殆 ん ど 全 県 下 に 墓 延 し て いる と 考え る に 至 
つた 。 そ れ と 平行 し て , 過去 数 年 間 に わ た り 県 下 の 衝 地 
区 か ら 総 計 84.000 ケ 以上 の カワ = ニナ と , 少数 の モク ツ 
ガニ = を 採集 し て 肺 吸虫 の セル カリ ア と メタ セル カリ ア を 
検索 し た 。 カ ワニ ナ か ら は 約 16 種 以上 の セル カリ ア が 検 
出さ れ , 肺 吸 虫 の セル カリ ア は 狩野 川 流域 の 了 南 村 か ら 
最も 高 率 に 発見 され た ほか 。 新 た に 修善 寺町 , 三島 市 , 吉 
原市 の 三 地区 か ら 発 見 され た 。 そ の 他 の セル カリ ア を 参 

に 記す と 以下 の 如く で あ た 。 即ち Cercaria of sezd. 
eX の ZZS 72 の 7 の 7 (16 .422)。 Cercaria of Cez7 ヶ oces が Ss の た 
2 の 4S ( 0.8 め ), Cercaria of ル e7zgozzzS Spp. ( 0.6 
), Cercaria of Wozocoy/s 2 の g777 の の 76S ( 0.4 用 )。 
CezzZ7Z の の の 6 欠 SS ( 0.622), Cezcg77Z ce77Z (0.5 
2 )。 Ce 9S/2Ze ( 0.12)。 Cezzg77Z が 7 の が 7- 
gz (0.06 狐 ), Cezzg7Z sc7Z の 7Z (0.08 多 ), CezZ77Z 
の sezgo2 の ZZ2cg72 (0.012)。 Cezzg7Z 2 が 77o の eZ77Z(0.009 
2)。 Cezzg7Z 7gxgzce7c の (0.008)。 Echinostome type 
(0.08 多 ) で その 他 未 知 種 と お も われ る も の が 2 種類 も 
あつ た 。 と れ ら の 名 種 の セル カリ ア は , その 産地 , 季節 
に か な り 特 有 な 様相 を 示し , また 宿主 員 で ある カワ ニナ 
の 殻 長 と の 関係 に お いて も 興味 ある 所 見 が 得 ら れ た 。 モ 
クズ ガニ の 検査 は いま だ 充分 で は な い が , 磐田 市 の 天竜 
川 支 流 か ら 22 匹 を 得 て そ の う ちの 6 匹 (27 多 ) に 合計 89 
ケ の メタ セル カリ ア を 検出 し ,。 また 藤 校 市 の 瀬戸 川 流域 
か ら 28 匹 を えて 4 匹 (17 源 ) に 合計 15 ケ の メタ セル カリ 
アァ を 検出 し えた に 過ぎ な か つた 。 と の 点 に 関し て は さら 
に 研究 続行 の 予定 で ある 。 
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64. Host-parasite relatieonship に 関す る 研究 13) 各 
種 小動物 に お ける 大 下 肺 表 虫 及び ウエ ステ ルマン 肺 表 虫 
惑 楽 実験 横川 宗雄 ・ 吉 村 裕 之 ・ 大 倉 俊彦 ・ 佐 野 基 人 ・ 
辻 守 康 ・ 大 村 寛 俊 ( 千 大 寄生 虫 ) : M. YOKOGAWA, 是 
YOSHIMURA, T. OKURA, M. SANO, M. TSUJI を 
HH OMURA : Studies on host-parasite relationship (1) 
Experimental infection to rat。 mouse and guinea Digs 
with a known number of metacercariae of ア Z7Zg の 47S 
o77 の 2 Miyazaki、1939 


宮崎 教授 は 大 平 肺 吸 上 と ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 と の 区 
別 点 と し て , と れ 等 両 種 の 正 滑 体内 に お ける 発育 上 の 著 
し い 相 違 点 を 重視 し て いる 。 著者 等 は , これ 等 両 種 肺 吸 
昌 の メタ モル カリ ア を 一 定数 あて ラッ テ 。 マ ウス 及び ぴ モ 
ル モ ッ ト な ど に 与え , その 感染 事 或 い は 虫 体 の 発育 状況 
えび その 作者 間 折 半生 用 信人 

ン 還 吸虫 の 犬 及 び 猫 に お ける 感染 率 に つい て ぁ を 検討 し 次 
の 各 き と と を 明か に し た 。 1) 9 
ア を ラッ テ に 1 ケ 。 8 ケ 。 5 ケ 及 び 10 ケ あて 試食 せ し : 
0. その 殺し 大 し て 上 
出さ れ た 。32) 単数 寄生 の 場合 は 完全 な 息 裏 の 形成 は 
認め られ ず 細 胞 腔 内 の 遊 苑 の 状態 ご 生存 し て いた 。 2 匹 
以上 の 寄生 の 場合 初め て 貝 褒 の 形成 が 認め られ た 。3) 
寄生 貝 体 数 と 虫 体 の 生存 期間 と の 間 に も 密接 な 関係 が あぁ 

と る の の 如く 。 8 ヶ 試 信 せしめ た 場合 は 170 日 以降 の ミ 
の に は じ め て 躍 府内 に 変性 骨 解 下 体 が 見 られ た が , 5 ケ 
cai 
で すでに 虫 裏 内 に 変性 死滅 像 が 見 出さ れ た 。4) 虫 褒 の 
形成 部 位 は 圧倒 的 に 右 肺 に 多 か つ た 。5) マウ ス で は 投 
の メタ セル カリ ア 数 と 感染 虫 体 数 の 間 に は , ラッ テ と 同 

関係 が 見 出さ れ た が , 宮崎 氏 の 云う 如く , 虫 奏 の 形成 
は 殆 どの も の に 認め られ ず , 唯一 例 98 日 目 の も の に 上下 要 
形成 が あつ た が , 虫 裏 内 に すでに 変性 体 が 見 出さ れ 

s 6) モル モッ ト で は , 極め て 感染 率 が 悪く , 虫 体 の 
夫 も 認め ち れ な か つた 。7) ウェ ステ ルマン 肺 吸 由 メ 
タ セ ルカ リア を ラッ テヒ に 試食 せしめ た 場合 感染 後 短 時 
間 . こ は その 8022 以 上 が 腹腔 内 に 見 出さ れる が , 時 日 の 経 
と 共に 次 第 に その 検出 上 人 数 は 浅 少 し 。 昌 体 は 成 熱し 
な い 。 8) ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 を 犬 或 は 猫 に 試食 せ レ 
め た 場合 は , その 数 が 10 ケ ー 100 ヶ 程度 で は その 60~80 
る が 成 昌 と し て 見 出さ れる 。9) ウエ ステ ルマン 肺 吸 邊 


Gi ご nm 
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宙 記 


感染 後 6 年 以上 を 経過 し た 場合 は , 了 栓 内 に 死 小 昌 体 が 


( 67 ) 
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多数 見 出さ れ た 。10) 犬 ヒ ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 メタ セ 
ルマン を 反 覆 投与 し た 場合 で る , その 投与 総数 の 60<80 
多 が 成 熱 虫 体 と し て 見 出さ れ た 。 


( 間 ) ( 山 医大 病理 ) 細 川 修 治 
大 平 吸 虫 が モル モッ ト に は 感染 し に くい の は どん な よ 
うに 御 考え で すか 。 
( 箸 ) 


モル モッ ト の 場合 は ,。 ラッ テ 。 マ ウス と 異な り , メタ 
モル カリ ア が モル モッ ト 腸 管内 で ご たとえ 脱 裏 し て も その 
脱 要 幼虫 の 賜 管 空 通 が 比較 的 お こり 難い の で は な いか と 

考え て お り ま す 。 即ち 先 づ 宿主 侵入 と 云う 段階 で しょう 
が い が あ る と 思わ れ ま す 。 

( 間 ) ( 九 大 寄生 昌 ) 宮 崎 一 郎 

大 平 肺 吸 豆 が テン ジ ク ネ ズミ 体内 で 成 熱 し た 例 は あり 
ま 号 ん で し た か ? 私 の 教室 で 万 納 寺 博士 が や つた の で は 
非常 に 低 素 ながら 完全 に 成 二 し た の が あり まし た 。 

( 箸 ) 

私 共 は 未だ 成熟 政体 を 見 出し て こおり ませ ん 。 或いは る 
つと 長期 間 に 奄 つて 観察 すれ ば 成 吉 し た も の が 見 出さ きれ 
る か も ぁゃ 知れ ませ ん 。 

( 加 ) 静 大 保健 ) 伊 藤 二 郎 

肺 吸虫 幼虫 が ラッテ の 体内 で 発育 不良 で ある と の 御 説 
で す が , これ は , 日 本 住 血 吸虫 の 場合 も ラッ テ の 体内 で 
秒 育 不良 で ある と の 比較 し て 非常 に 興味 ある 問題 と 思い 
ます 。 50 調 chu その 点 
に つい て 今後 の 件 研究 を 期待 レ し ます 。 

(mm) (公衆 衛生 院 ) 大 島 寺 夫 

モル モッ ト に ウ 有 乱 吸虫 が 感染 し て いく 一 つの 理由 に モ 
ル モ ッ ト の 主要 胆汁 酸 ご ある Chenoderoxychol 酸 が 被 
坦 幼 虫 の 脱 裏 促進 効果 が Chol 酸 , Deroxychol 酸 等 に 
比 し 著しく 低く 又 脱 裏 効 虫 に 対し こも 毒性 が 強い と いう 5 
実験 結果 を 得 て い ます 。 


65. 脳 肺 吸虫 症 の 病理 組織 学 的 研究 (3③ 細川 修治 ・ 内 
野 文 嗣 ・ 宮 里 得 ・ 山 下 頁 司 ・ 今 村 芳 明 ・ 安 藤 収 介 ・ 兼 行 
俊博 松本 昇 ( 山 医大 病理 ) : S. HOSOKAWA, F. U- 
CHINO, 本 . MIYAZATO, KK. YAMASHITA, Y. IMA 
MURA, SANDO, 本 . KANEYUK1I & N. MATSU- 
MOTO : Patho-histological studies on the cerebral pa- 


ragonimiasis (3 ) 


勝 肺 吸虫 症 の 脳 病原 の 組織 像 に つい て は 再三 報告 レ 
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た 。 今回 は 83 年 度 に 検 し た 3 例 (内 1 例 赤江 療養 所 例 ) 
の 脳 所 見 を 述べ くる 。No.12 本 〇 16 才 $ 右側 頭 後頭 葉 裏腹 
結節 , 昭 25 年 感染 翌年 脳 手術 , 28 年 再び 症状 を 惹起 本 学 
徳島 外科 に て 再 手術 を 行う 病巣 内 1008。 大 小結 節 状 
隆起 が あり , 硬軟 種 z で ある 。 割 面 は 軟化 巣 及 び 乾 酷 様 
変化 で 肉芽 形成 が ある も の 双 は 内 芽 形 成 な いも の 等 雑多 
で ある 。 映 体 1 寄生 , No.18 山 〇 6 才 \ 8 月 に 感染 12 月 
頃 症状 惹起 , 左側 頭 葉 裏 腫 , 膜 瘍 58 8, 表面 男 凸 あり 軌 
割 面 上 限局 性 軟化 巣 形成 する も 虫 体 寄 生 な し 。No.14 赤 
江 療 養 所 例 花 〇 8 才 * , 以上 患者 は 若年 者 で 病巣 も 側 頭 
葉 で 療 迷 運 動 障 得 が 見 られ た 。 症状 の 発現 は カ = 摂 取 後 
4 月 位 に 発 来 す る 。 経 過 は 種々 で ある が No.12 の 如き は 
8 年 に 理 る 。 文 献上 長い 経過 で ある 上 に 手術 で 軽快 し 年 
ら 了 体 の 残 有 の た め 再 発し 然 も 8 年 間 ウ 肺 吸虫 が 寄生 し 
た 例 で 新 る 例 は 文献 上 稀 ご ある 。 虫 体 は 肺 臓 以外 の 臓器 
内 で も 8 年 間 は 生息 し 得る る の で ある 。 組織 像 の 基本 型 
(に つい て は 先 に 報告 し た が 今回 の 例 で は 次 の 所 見 が あ 
る 。1) 増殖 型 病巣 が 多く 肉芽 形成 及び プラ スマ , グリ 
アプ 細胞 浸潤 の ある 病巣 で ある 。 2) 浴 出 型 で は 好 中 球 , 
好 酸 球 浸潤 を 来 し 軟化 形成 する 。 3) 卵 の ある 鞭 化 菓 , 
卵 の な い 結 飾 が ある 。 4) 軟化 巣 か ら 離れ た 部 に 血管 壁 
肥厚 が あつ て 周囲 に グリ ア 細 胞 浸 潤 が あつ て 周囲 に 繊維 
形成 が ある 。 一 方 脳 実質 が 明る く な り 脱 簡 様 変化 が 起 
る 。 5) グリ プア 繊維 の 限局 性 増殖 巣 が あつ て 蒼白 で ある 。 
本 病変 は 血管 病変 に 附 随 し て 形成 され る 傾向 が ある 。6) 
脳 実 質 血管 周 に 管 周 性 細胞 浸潤 巣 の 形成 が ある 。 ?) 軟 
時 れ て 石灰 沈着 を 来 し 硬化 性 病巣 と な 
る 。8) Charcat-Leyden 氏 結 晶 体 の 出現 は 不 規則 で ある 。 
9) 肺 吸虫 症 の 病巣 で は 腰 原 繊維 形成 が Pe つて 厚 
い 維 巣 を 形成 し 更に 硝子 様 化 の 傾向 が か ある 。10) 硝子 
状 維 形成 も 赤 良 好 で 大 単 核 細胞 周 に は + 和子 状 維 形 成 
が ある 。11) 脂肪 , 軟化 巣 と 肉芽 巣 と の 境界 部 に は 多量 
- の 脂肪 上 粒 細胞 が ある 。 其 他 脳 実質 中 に 脂肪 粒 細胞 の 
団 が ある 。 肉芽 中 集 に も 脂肪 が 認め られ る 。12) PAS 
反応 は 陰性 で ある が 卵 の 存する 肉芽 巣 の 巨 細 胞 に は 
PAS 陽 性 題 粒 が ある 。 実質 の 巣 状 病 巣 部 に 僅 に PAS 
陽性 が 認め られ る 。 18) グリ アプ 繊維 の 増生 が 閉 明 で ある 。 
14) 血液 の 臨床 病理 的 検査 ど で は アル ブ ミ ン 低 下 , AG 低 
下 , アル カリ フォ ス フ ァ ター ゼ の 上 昇 が ある 。 簡 液 の 好 
酸 球 は 毎 常 証明 され な い 。 
( 問 ) ( 鹿 大 内 科 ) 佐 藤 八郎 
手術 前 に 脳腫瘍 が 肺 吸虫 性 で ある 事 が 判明 し て いた か 
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? Eosinophilie 等 は な か つた か ? 

( 間 ) ( 熊 大 寄生 東 ) 岡 村 一 郎 

形質 球 の 多数 出現 する と と は お 教え 頂い た が 好 酸 球 は 
如何 で し た か 。 

( 間 ) ( 岡 大 寄生 虫 ) 山 口 左 伸 

離れ た 部 位 の 組織 変化 を 何 に 説明 され ます か ・… 由 の 
迷走 通路 と は 関係 な いで し ょ うか 。 

( 箸 ) 

1) 第 1 例 は 再 手 術 例 夏 手術 前 に 己 に 脳 肺 吸 虫 症 と 診 
断 さ れ た 例 で ある 。 第 2 例 は 術 後 に 診断 例 で ある 。 2) 
華 巣 部 に は 好 酸 球 は 極め て 少な く 一 視野 内 に 1<2 時 
で あつ て 他 は プラ スマ 様 細胞 で ある 。3) 離れ 
gliosis 様 の 変化 は 血管 内 膜 の 肥厚 や ke 

こよ つて 来る 。 血 流 障 則 に 由来 する 変化 と 考え られ ま 
す 。 東 体 の 脳 韻 移 行 局所 に は へ モジ デリ ン 沈 着 が 来る 
が , 本 症 変 部 に は 新 か る 色素 は 証明 され な い ( 鉄 反 応 が 
陰性 ) の で 恐らく 虫 体 移 行 に つなが る 変化 で は な い 様 に 
田 い いま す - 
66 . en (Porogo7z7zzz8 ozroz IMiyazaki. 

の 第 1 中 間 宿 王 貝 の 解 剤 学 的 研究 小宮 義孝 ・ 佐 
pr ( 予 研 寄生 虫 ) : Y. KOMIYA & A. SATO: 
Anatomical studies on an intermediate host snail of 
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大 平 肺 吸虫 の 第 一 中 間 宿 主 員 は 長らく 不明 の まま で あ 
つた が , 最近 に 至り 横川 ちら に よ つ て , は じ め て その 中 間 
宿主 上 邊 が 。 ウ スイ ロ オ カチ グ サ ( ア Pz/xe/Z 2e2z7s Go- 
uld., 1861, Habe 1942) と 決定 され た 。 同 員 は その 外 
部 形態 か ら み る と 極め て 類似 し た 他 種 の 貞 が ある の で , 
後日 の 混乱 を さけ る た め に 同上 員 の 殻 及び 軟体 部 の 精細 な 
解剖 学 的 記載 を 行 つ た 。 又 , 同時 に 種 内 に み ら れ る 変 暴 
の 程度 を 殻 長 殻 径 , 歯 式 か ら 明 ら か に し た 。 研 究 材料 及 
び 方 法 。 ウス イロ オカ チ グ サ は , 横川 ら に よる 大 平 膝 
吸 邊 感染 員 の 発見 地 で ある 静岡 県 下田 町 の 朝日 川 , 青野 
川 流域 より 1957 年 8 月 , 1958 年 8 月 , 1959 年 2 月 に 採集 
し た 。 軟 体 部 の 形態 は , 解剖 顕微 鏡 下 の 解剖 に よる と 同 
時 に , 組織 切片 に より 観察 し た 。 研 究 結果 : 殻 は 帯 赤 宰 
色 で , 合 部 に そつ て 淡 黄 色 の 色 帯 が ある 。 殻 表 は 光沢 
を 有 し 成長 脈 が みえ る 。 最 大 殻 高 5.52mm, 長径 3.64m 
m, 短 径 8.18 mm, 巻き 数 は 5 て 5 り 7。 で ある 。 へ そ あ な 
は 閉じ , 衝 螺 層 下 の 張 合 線 下 に 細線 状 の 隆起 は 多く の も 
の が 欠く 。 歯 式 は 個体 内 個体 間 で 変異 が ある 。 


( 68 ) 
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生殖 器官 系 。 消化 器 管 系 の 解剖 的 記載 を 行 つた 。 結 論 : 
ウス イロ オカ チ グ サ と し て 報告 きれ た 中 間 和 宿主 員 は , 解 
廊 学 的 知見 か らし て , ヘ ソ カ ドガ イ 属 の も の で は な く , カ 

ワザ ン シ ョ ヨウ ガイ 属 の も の で ある 。 かつ, 本 邦 既 記載 の 
カワ ザン ショ ウ ガ イ 属 に が い 当 する 貝 な く 従 つて 黒田 に 

ょ ろ 新 種 ヒ と する ーー-4sszze の 7 の Sg/ の gzc の Kuroda, 
1958 ス シヤ ドリ カワ ザン ショ ウー 一 こと と 同意 する 。 

( 間 ) (麻布 獣医 大 ) 板 垣 博 

Sa に 存在 し ます か 。 生 将 腺 の 季節 的 な 
変異 は あり ま 

(等 ) 

時 間 の 関係 で 略し まし た が 外 奈 孔 の 奥 に みみ られ ます 。 
生殖 腺 の 季節 的 変異 は 存在 する ょ うに 思い ます が , 私 が 
と つた 方 法 に 関す る 限り で は 結論 的 な こと を の べ る と と 
は 出来 ませ ん 。 

( 間 ) (丸大 寄生 昌 ) 宮 崎 一 郎 
同じ カイ に 対し て 2 つの 名 前 が 与え られ て いた の で 
稿 吸虫 研究 斑 と し て も , 何れ か に 統一 する と と に 葵 力 し 
た 
いた だ いた 結果 4sszzzeZ カ Z7 の sg7ggzcZ Kuroda( ス ムシ 
ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ ) と する の が 正しい と いう 結論 に 
な つた 。 な お 同氏 の 意見 で は 属 名 は Angustassiminea と 

た 方 が より よい と の と と で ある 。 


( 管 ) 
今 俊 濾 部 氏 の 折 意 見 に つい て も 考 窪 し て み ま す 。 
( 加 ) ( 千 大 医 動物 ) 横 川 宗 


只今 の 詳細 な 御 研 究 発 表 大 変 興 味 深く 拝聴 致し まし 
こ 。 大 平 肺 吸虫 第 1 中 間 宿 主 貞 の 自然 感染 を 初め て 見 出 
し , と の 員 の 同定 に 対し 混乱 を お と し た 当事者 と し て 追 
加 さ さて 頂き ます 。 本 種 中 の 同定 に 関し て は , 私 の 教室 
員 で 貝 を 専門 に し て いる 者 と 在京 2 て 3 の 上 中 類 学者 と 相 
談 上 で ウス イロ オカ チ グ サ と 同定 し た の で あり ます が , 
その 人 後 。 黒田 博士 に より 本 上 員 は 新種 ヒ と し て “ムシ ヤ ド リ 
カワ ザン シヨ ウ ガ イ ” と 命名 され , 吉田 博士 は と れ を 支 
持 し て お られ ます 。 エ その後 私 自身 再 検討 の 結果 。 矢 張り 
本 種 貞 は “ウス イロ オカ チ グ サ ” と 同定 し た の は 誤り で 
レ た が , 本 日 更に その 点 が 明らか に 
され まし た の で , 今後 私 共 の “ウス イロ オカ チ グ サ ” は 
“ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ 〆 と 呼ぶ よう に し た いと 思 
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67. 大 王 肺 下 虫 の 第 1 中 間 宿 主人 シヤ ドリ カワ ザン シ 
ヨウ 横川 ・ 小 山 等 に こる ウス イロ オカ チ グ サ ) に 関す 
る 研究 , 特に 自然 感染 , 実験 感染 並び に 我国 大 下 肺 吸虫 
流行 地 に 於 ける 分 布 等 に つい て 吉田 幸雄 ・ 宮 本 正実 
中 西 靖 郎 ・ 松 尾 喜 久男 ・ 青 野寺 ( 京 府 医大 医 動物 ) : Y 
YOSHIDA, M. MIYAMOTO, Y. NAKANISHI, K. 
MATUO 層 古 AONO : Studies on a fst interrmne- 
diate host. 4sszzzzeZ カ gZ527g/ogzcZ ("アア g2ze/7Z 
geozs '"′ of Yokogawa and Koyama e7 g/ non Gould, 
Of ア Z7 の の 22226S の 27 の 2 


大 平 肺 吸 皮 の 第 一 中 間 宿 許 に つい て は 扇田 , 池田 両氏 
が カワ ザン ショ ウ ガ イ (以下 A.. と 略 ) に つい て 実験 
感染 に 成功 し その 後 横川 氏 ホ ウス イロ オカ チ グ サ に 自然 
感染 例 を 認め 且 実 験 感染 に も 成功 し た が カイ の 種 名 に 疑 
義 が あり 黒田 徳 米 氏 並 びに 著者 ら は Genus Paludinella 
で な く < く Genus Assiminea に 属す る も の で parasitologica 
ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ (以下 AP. と 略 ) と 呼ぶ べ 
き で あろ う と 主張 し て きた 。 我々 は 兵庫 県 円 山川 の 大 
平 肺 友 濃厚 流行 地 で 検索 を つよ け て いる が 現在 迄 に 
A.P. 11674 個 中 5 個 に 大 平 肺 吸 上 レデ チア 及び セル カリ ア 
を 検出 し 一 方 A.J. は 4057 個 中 陰性 で あつ た 。 双 実 験 
的 に と の 両 種 カ イ 時 Apr ラテ ラ シ ジ ウム を 感染 せ し 
め た 所 , A.} に は 2 多 に , AP、 に は 60.9 欠 に レ ヂ ア 。 
セル カリ ア を 見 出し た 。 以 上 の 事実 は AP は A! 上 に 
比 し は る か に 好適 な 第 1 中 間 宿 主 で ある 事 を 示す と 共に 
両 種 カイ は 寄生 生態 的 な 面 か ら も 別種 ご ある 事 を 示す も 
の と 考え る 。 次 に 円 山川 の 濃厚 分 布地 で クロ ベン ケイ 中 
及び A.P. 中 大 平 肺 吸 虫 幼 虫 の 寄生 率 を 周年 検査 し た 所 
So 
カテ 体内 で 越 全 する も の と 考え られ る が ALP. 中 の 効 東 
は 冬期 に 減少 する 様 で ある 。? に 現在 科 国 知ら れ て い 
る 大 平 也 吸 虫 流行 地 に と の A.P. が 存在 する か 否 か は 実 
際 の 面 で 第 1 中 間 宿 主たる 事 の 可能 性 を 左右 する も の で 
ちる 。 我 は 宮崎 氏 に よ ょ つて 示さ れ た 九州 の 緑 , 球磨, 
大 淀 , 一 ツ 瀬 , 小丸 , 五ヶ瀬 の 各 河 川 及 び 三 重 県 長良 川 
に A.J. と 共に AL.P. の 分 布 す る 事 を 認め 且 兵 庫 県 円 山 
川 。 愛知 県 日 光 川 , 京都 府 由良 川 (由良 川 は 未 発表 で あ 
る が ご く 最近 著者 に よ り 大 平 肺 吸虫 の 分 布 が 確認 され 
た ) に も AP.,。 A.J. の 分 布 を 認め た 。 又 興 味 ある 事 
は 小型 大 平 肺 吸虫 の 分 布地 と し て 宮崎 氏 が 示 し た 川内 。 
新 淀 , 加 吉 の 三河 川 か ら も A.}. に 混 じ か な り 多数 の 
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AP. を 認め た 事 は 我国 に お ける 本 吸虫 の 第 1 中 間 宿 主 
未 決定 の 現在 興味 深い 所 見 で ある 。 と れ ら カイ の 調査 は 
肺 吸 虫 非 流行 地 及び 未 調査 地 に つい て も 行い 各種 汰 水産 
カイ の 分 布 状 況 に つい て 併せ て 観察 し た 。 








































68. 大 王 肺 吸虫 と 小型 大 斑 肺 吸虫 の 種別 標 懲 の 比較 研 
究 (5) 志 丸 と 卵 抽 の 大 き さ の 比較 , 殊 に 猫 感 染 虫 体 に 
つい て 一 色 於 薦 四郎 ・ 冨 村 保 ・ 荒 川 略 ( 阪 府 大 獣医 ) : 
O. ISSHIKI, T. TOMIMURA & A. ARAKAWA : 
The comparative studies on the specifc characters bet- 
ween the two species of lung-fHlukes、 ZZZg の 22726S 07:- 
2zg7 Miyazaki、1939 and ア og/szezezsZSs Chen,1940 
(5) The comparisons of the size of the testes and ova- 
ry。 with special reference to the worms from the inoc- 


ulated cats 


ア ogzgz ( ア o.) と 邦 oeezezss(2) と は 相互 
に 近似 種 ご あつ て , metacercaria (mc) で は 明確 に 区 別 
で きる が , 成虫 で は 区別 困難 と され て いる 。 それ は 種 
の 鑑別 点 と し て 重視 され て いる 生生 生え 方 , 卵 
菓 の 形態 な NN か hh = 酷似 し て いそ か ら で あ 
る 。 さ き に 我々 は 白 崩 率 ( 虫 齢 15 一 65 日 ) な ら び に 犬 系 
( 同 30 一 120 日 ) の ちの と ア 》 に つい て , 守 丸 と 卵巣 
の 大 き さ の 関係 を 詳細 SW , 卵巣 の 大 き さ は 両 
種 癌 に 著 差 が な い が ( 刀 o. が に 比 し 和 
傾向 あり う , 麟 入 の 大 き さ Po が 認め られ , の 

に 比べ て 大 きい 傾向 か ある こと と を と 報告 レ だ た 。 
4 30 お よび 60 日 齢 の 猫 感 染 の と 2 に つい - 
と れ ら の 関係 を 比較 検討 し た 。 そ の 結果 , 折 洗 な ら び ( 
犬 感染 下 体 に お ける と 略 同 様 の 成績 が 得 ら れ た 。 方 法 : 
兵庫 県 円 山川 産 の の mc 大 阪 府 新 沈 川 産 万 。 の 
mc を 猫 に 試食 感染 せ し め , 一 定 日 齢 の 虫 体 を 作成 し 
た 。 標 本 は すべ て Schaudinn の 液 固定 の 圧 平 標本 と し 。 
hematoxylin 単 感染 を 施し た 計測 虫 数 は 30 日 齢 の も の は 
14 づ つと し た 。 planimeter を 用 い 下 体面 積 , 卵巣 お よ 
び 宗 丸 面積 を 測定 し た ee 前 者 に 対す る 両 後者 の 百分比 
を 求め て 比較 し , > に , 突 丸 の 大 き さ (左右 平均 )/ 卵 
巣 の 大 き さ の 息 , また , 長径 X 幅 径 (左右 平均 )/ 卵 巣 の 
長 筐 メ 幅 径 の 値 を も 比較 し た 。 成績 : 1) 講 丸 面積 ( 左 
十 右 ) の 了 体 面積 に 対す る 百分比 は , 80 お よび 60 日 齢 の 
po が それ ぞ れ 5.85, 6.802% で ある の に た 対し 。 ア P ヵ で 
は 10.26, 8。57 で , ち ヵ の 宰 丸 は ア の の それ に 比 し 。 


を 
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明らか に 大 きい 傾向 が ある 。2) 卵巣 面積 の 昌 体 面積 に 
対す る 百分比 は , 80 お よび 60 日 齢 の 選 の が それぞれ 
1.48。 2.1122 で ある の に 対し , 。 で は 1.36, 1.84 欠 
で , ぢ o. の 卵巣 は ち : の それ に 比 し , 心持ち 大 きい 傾 
向 が ある 。3) 卵巣 面積 を 1 と し , それ に 対す る 宣 丸 の 
大 き さ の 比 の 値 を 求め た と ころ , a&) planimeter の 場 
合 ・30 お よび 60 日 齢 の ち の が それ ぞ れ 2。04, 1。51 倍 で 
ある の に 対し 。 刀 4 で は 8.86, 8.86 倍 で ある 。 D) 長径 
メ 騙 径 の 場合 : 80 お よび 60 日 齢 の の . が 2。18, 1.66 倍 
で ある の に 対し ,。 ぇ ヵ で は 4.092。50 倍 で ある 。 従 つて , 
zz で は 購 丸 が 卵巣 に 比 し 著しく 大 きい 傾向 が ある 。3④) 
志 丸 の 長径 を 1 と し , それ に 対す る 体長 の 比 の 値 を 求め 
た と ころ , 80 お よび 60 日 齢 の の. が 6.82, 6.77 倍 で あ 
る の に 対し , 。 で は 4.22, 4.69 倍 で , 用 の 麟 丸 は 
Po の の それ に 比 し , 明らか に 前 後に 長い 傾向 が ある 。 


69. 水田 性 皮膚 炎 串 者 血清 中 に お ける 病原 セル カリ ア 
の 反応 に つい て 長谷 川 恩 (北海 道 衛 研 ) : M. HASE- 
GAWA : Observations on the reactions of the dermati- 


tis-producing cercariae in antiserums 


北海 道 各 地 の 水 田 に お いて , 月頃 発生 を 見 る 皮膚 炎 
が 。 モノ アラ ガイ (ん yzzZe の 7 の の の 2 の) より 遊 出 する 
ー 種 の 岐 尾 モ ルカ リヤ に 起因 すると と を 知 つ た の で , 本 
症 患 者 清 中 に お いて , 本 モル カリ ア が 如何 な る 反応 を 
示す か を 観察 し た 。 使 用 し た 血清 は , 17 例 で. いずれ も 
水田 作業 従事 中 本 症 に 官 し た も ま の で , と の 血清 0.5cc 
(に セ モル カリ ア の 遊 出 し た 水 1cc を 加え の 
モル カリ ア を 置い て その 結果 を 追及 し た 。 認 め ら れる 友 
応 は 沈 注 形成 , 形態 変化 , 運動 低 下 等 て , 沈 激 は 前 緑 部 
(14 例 ) 腹 吸 盤 (9 例 ) 尾 岐 部 (11 例 ) 等 が 主 な る 形成 


部 位 で あり , 其 の 他 , 頭 部 と 尾部 と の 境界 (5 例 ) 尾 幹 


部 (2 例 ) 等 に 認め られ る 。 形 態 変化 と し て は 崩壊 する 
も の 8 例 , 頭 部 尾部 の 分 離す る も の 4 例 の 他 , 輔 袋 を 形 
成す る MP で 商 。 尾 岐 部 を T 字 状 に 拡げ る 反応 
を 示し た も の が 11 例 あつ た 。 運動 は 16 例 に お いて 完 
停止 , 死亡 し た も の と 認め られ る 。 と れ ら の 反応 は , 家 
兎 ( 径 皮 ), 難 ( 径 口 ) を 用 いた 実験 前 の 血清 に お いて は 
認め られ ず 実 験 後 血清 に 局 rueayiwe た と と , 及び 対 

ほ と し て 用 いた 健康 人 血清 (血清 銀行 採取 ) に お いて も 
全く 認め られ な か つた と と 必 ら 本 , Aa 
反応 と 考え られ る 。 











ロロ て 
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( 則 ) ( 千 大 医 動 物 ) 横 川 宗 雄 
血清 は 非 動 化し て ご ど ざい ます か? 

( 演 ) 血清 は 非 動 化し て お り ま す 。 

( 間 ) その 様 な 反応 は 拝見 し た 所 で は , 3 時 間 後 に 
あら われ て いる よう で すか 。 1 時 間 以 内 の 短期 間 内 に は 
その よう な 反応 は お と ら な か つた で し よう か 。 

( 答 ) 御 質問 の 様 に 3 時 間 以 後に 反応 か 顕著 で あり 
ます が , と れ は 或 は 使用 血清 の 濃度 に よる の か と 考え ま 


す 


( 間 ) ( 岡 大 寄生 虫 ) 山 口 左 仲 
Precipitate の 生ずる 部 位 が 一 定 し て いる と と に 対し 如 
何 に 説明 され ます か 。 私 は 頭 部 先 病 , 腹 吸 盤 の 近く 或 は 
尾 の 先端 は 夫々 消化 管 口 , 将来 の 生殖 孔 及 び 排 港口 の 位 
置 と 一 致す る と と ろか ら 当 然 そ う あ る べき だ と 思う 。 

( 答 ) 御 説 の 通り だ と 考え ます 。 

( 加 ) (公衆 衛生 院 ) 大 島 夫 夫 
日 本 住 画 明 虫 の セル カリ ア 血 清 反 応 の 経験 か ら 人 血清 
で 流行 地 で は 陽性 素 高く 非 流行 地 で は 非常 に 低い の で 住 
血 吸虫 成 忠 と ある 関係 は 認め られ た が 具体 的 な 個々 の ケ 
ー ス で は 必 し ゃ 感染 と 一 致し な か つた 。 , 動物 に より 
和牛 血清 は 非 特異 的 に 陽性 と な る な ど 感 染 に 無関係 な 要素 
が 存在 し た 。 

( 間 ) ( 新 大 医 動物 ) 大 鈴 正 満 
セル カリ ア が 沈降 物 を 中 心 に 数 匹 が 凝 塊状 に な る 現象 
は 見 て いま せん か 。 

( 管 ) 御 質問 の 様 な 現象 は 展 々 認め られ まし た 。 


70. oz7oco 娘 7zs 7o の 77opo7z8 の セル カリ ア の 組織 
化学 伊藤 二郎 ・ 渡 辺 強 三 ( 静 大 保健 ) : ITO & K. 
WATANABE : Histochemical studies on the cercaria 
of /Wozgco/y/kS 2 の g7420 の 726S 


モル カリ ア の 生理 機構 の 一 部 を 明らか に する 目的 で , 
その 組織 化学 的 研究 を 行 つ た 。 本 種 の スコ イド 腺 に つい 
て は 既に 昨年 発表 し た が , 今回 は 多糖 類 , 核酸 な ど に つ 
いて 述べ る 。 用 いた 方 法 は 多 精 の た め の リ リー 氏 法 , 
トル イジ ン ブ リ ュー・ チ オニ = ン 法 。 グリコーゲン の た め 
の 大 液 消化 試験 . ヒア ル ロ ン 酸 の た め ヒ アル ロニ ダー ゼ 
消化 試験 , コン ドロ イチ ン 硝 酸 ・ ム コイ チン 硫酸 鑑別 の 
た め の ヘ へ ヘン ペン ルマン 氏 法 。 ム チン の た め の ム スチ カー ミ 


( 妊 ) 
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ン 法 な ど を 行 つ た 。 本 種 の 体 部 , 尾部 の ムラ イド 腺 は 何 
れ も PA BS 反応 陽性 で , 明らか に グリ コー ゲン の 存在 を 
示し て いる 。 し か し 貴 液 消化 試験 を 行っ た と と ろ , 完全 
に 消化 し な い 多 糖類 も 証明 され た 。 更 に Hyaluronidase 
に ょ る 消化 試験 を 試み た と ころ 以上 の PE.A.S. 8 陽性 部 
位 に 僅か な 春色 が 認め られ , 多少 の Hyalauronic acid の 
存在 が 認め られ た 。 次 に ムチ カー ミン 染色 を 行う と 。 と 
れ ら ムスコ イド 腺 及 び 放 出 物質 は 赤色 に 染め 出さ れ , 多量 
の ムチ ン の 存在 が 明らか に な つた 。 ヘ ン ペ ルマン 氏 法 に 
よる と , ユ コンド ロイ チン 硫酸 の 存在 は 今 の と と ろ 認 め ら 
れ な い が , こと これ に つい て は 他 の 種 で は 存在 する らし く 再 
検討 を 要する 。 最 後に スニ コイ ド 腺 以外 の 組織 に つい て 見 
る と , 幼 若 個体 に お いて は , P.A.S. 反応 は 陰性 で ある 
が , 成長 し た 個体 に お いて は , その 背面 に 特に 多量 の グ 
リー コー ゲン が 拡散 状 に 富 豊 に 存在 する の が 認め られ た 
が , 星 液 消化 試験 の 結果 は , 消化 後 も 多糖 類 染色 は か な 
り 陽 性 で あり , 嘩 液 に て 消化 され な い 多 糖類 が 存在 する 
と 考え られ る 。 幼 若 個体 に お いて は 各 細 胞 は Foulgen 
反応 に 浦 慢性 に 強 染 き れる が , や が て 成 す る と 共に そ 
の optical density は 減少 し 。 核酸 は 一 面 に は 染色 され 
な い 。 

( 間 ) ( 予 研 寄 生 昌 ) 佐 藤 温 重 

1) アル コー ル ・ ホ ル マ リ ン 固 定 標本 を 拝見 いた し ま 
す と 全面 に 陽性 部 が み ら れ , や > non-specifc の 反応 が 
ある よ ょ うに 思う の で す が ア ル デ ヒ ド が 虫 体 に 残る お それ 
は あり ませ ん か 。2) 細胞 内 で は グリ コー ゲン 炎 粒 は ど 
の よう な 存在 様式 を と つて いま すか 。 

( 午 ) 

フォ ル マ リ ン の 除去 に つい て は 十分 に や つた つも り で 
す が 更 に 注意 し て や つて 見 た いと 思い ます 。 


71. 山梨 県 の 日 本 伴 正 吸虫 有 病 地 に み ら れ た 宮入 上 中 の 
白色 変異 中 の 発生 に つい て 大 田 秀 浄 (山梨 医 研 ) : S, 

OTA: On the white variated snail of Oxcogzze/27Z 

の S の の の 7 の discovered in endemic area of Schistosomi- 

asis japonica in Yamanashi Prefecture 


山梨 県 の 日 本 住 血 吸 虫 の 一 有 病 地 の 一 溝 本 に お いて 宮 
入 員 を 実験 に 供する 為 , 採取 し た る と と ろ , その 中 に 宮 
入 貝 の 白色 変異 員 を 発見 し た の で 報告 する 。 1 ) 昭和 82 
年 5 月 25 日 山梨 県 甲府 市 飯田 町 西 中 学校 の 東側 の 溝 皿 に 
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て 宮入 貝 採取 中 , 1.000 個 の 宮入 中 中 に 白色 変異 の 宮入 
上 員 を 10 個 発見 し た 。 2 ) こと れ ら 白色 変異 の 宮入 員 5 個 
($ 1, ゞ \ 4) の 成熟 員 よ り 昭 和 33 年 4 月 28 日 まで に F 
35 個 の 白色 変異 の 宮入 貝 の 発生 を みた 。 3 ) と の 白色 変 
異 の 宮入 貝 の 発生 は 移動 的 な も の で な く , 宮入 員 の 一 種 
の 白化 現象 で ある と 思わ れる 。 4 ) 日 本 佳 血 吸虫 の 中 間 
宿主 と し て の 可否 , 及び 適 伝 学 的 , 生 骨 学 的 考察 は う 後 


追求 する 。 


72. 日 本 佳 血 吸虫 症 の 発 商 学 的 研究 尿 沈 隆 友 応 (続報) 
田中 隆文 ( 久 大 寄生 豆 ) : T. TANAKA : Urine precipi- 


tin reaction for schjstosomiasis japonica 


私 は 昭和 33 年 日 本 寄生 虫 学会 総合 に お いて , 尿 沈 了 反 
応 を 発表 し た が , 今回 は TWSb に よ ょ る 日 本 住 血 吸 症 
治療 後 の 尿 沈降 反応 経過 , 日 本 住 血 吸虫 体 飼育 液 及 び , 
日 本 住 血 吸 虫 $ 単 性 寄生 家 兎 尿 の 沈降 反応 を 行 つ た の で 
報告 する 。 TWSb で 全量 31 と 41 mg/kg を 用 い 日 本 住 血 
症 患 者 5 名 に 6 日 療法 を 行い , 尿 沈 降 反 応 及び 血清 沈降 
反応 を 治療 前 と 治療 後に 実施 し , 次 の 如き 結果 を 得 た 。 
尿 沈降 反応 は 治療 前 5 名 共 陽 性 で あつ た も の が 治療 後 44 
日 目 に 1 名 陰性 , 4 名 1 倍 陽 性 , 治療 後 78 日 目 以後 1 年 
間 陰 性 で あつ た 。 血清 沈降 反応 は 治療 前 すべ て 800 倍 以 
上 陽性 で あつ た も の が 77 日 目 に 400 倍 以下 に 低下 し , 1 
年 後 1 名 100 倍 陽性 , 4 名 陽性 化し て いた 。 更に TWSb 
で 全量 17~ー44 mg/kg を 用 い 46 名 に 6 日 療法 行 つ た 氷 沈 
牙 反 応 経過 は 次 の 如く で あつ た 。 治療 前 陰性 者 0 名 , 1 
倍 陽 性 0 名 で すべ て 2 倍 以上 陽性 で , 治療 後 15 日 陰性 者 
4 名 ( 8.6 ), 治療 後 80 日 陰性 者 31 名 (67.4 ) で あ 
り , 2 倍 以上 陽性 者 0 名 で あつ た 。 以 上 の 結果 より , 尿 
沈降 反応 は 治療 後 80 日 で 治療 判定 出来 る と 思わ れる 。 感 
染 後 2 ヶ月 以上 経過 る 成熟 虫 体 飼育 液 2 cc に つき 1 対 
入れ た カー レル 閣 で 28*C に て 培養 し た 。 生 理 的 食塩 水 5 
時 間 飼 育 液 で は 1 倍 陽 性 , 10 時 間 飼 育 液 で は 1 倍 及び 2 
倍 陽 性 で , 0.5% 加 糖 リン ガー12 時 間 飼 育 液 で は 1 倍 
び 2 倍 陽 性 で , 24 時 間 飼 育 液 も 同様 ご も つた 。 日 本 住 血 
吸虫 飼育 液 と 日 本 任 血 吸虫 免疫 血清 と の 沈降 反応 が 陽性 
で ある 事 ょ ふり 。 日 本 住 血 吸 点 折 患者 の 尿 沈降 反応 が 陽性 
で ある 事 は 日 本 住 血 吸虫 々 体 の 排 港 物 が 尿 中 に 移行 する 
の で は な いか と 思わ れる 。 日 本 住 血 吸 虫 々 体 53 隻 単 性 
寄生 家 兎 尿 と の 沈降 反応 は 8 倍 陽性 で あり , 単 性 寄生 の 
診断 に 尿 沈降 反応 が 役立つ の で は な いか と 思わ れる 。 


( 72 ) 


【 和 寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 3 王 


( 間 ) (山梨 医 研 ) 大 田 秀 北 

TWSb の 治療 は 全量 4487/kg で すか 。 吾 々 は 人 工 感 
染 日 本 住 血 吸虫 家 各 に TWSb を 10~20mg/kg 5 日 間 の 
治療 に て 効果 が 認め られ な か つた が , 動物 実験 は され ま 
レ た か 。 

(等 ) 

家 束 2 頭 に , 30mg/kg を 5 日 に 分 け 筋 注 し 現在 排卵 は 
見 て いな い が , 剤 検 し て いな い の で 中 体 が 死滅 し た か ど 
うか 不明 で ある 。 

( 加 ) ( 久 大 籍 生 虫 ) 岡 部 浩 洋 

TWSb は 短期 間 に 治療 出来 る の で 便利 で ある が 副 作 
用 が 強い 。 グ ロン 酸 , パン ト テ ン 酸 を 治療 前 より 併用 す 
る 事 に より 50 軽 減 出 来 た 。 副 作用 を お こと し た 例 の 多く 
は 飲酒 , 労働 を し て いる の で 安静 と し て お れ ば 更に 副 作 
用 が 少な か つた の で は な いか と 思う 。 


日 本 儲 血 吸虫 症 の 移 疫 学 的 研究 佐藤 重 房 ( 群 大 衛 


73. 
生 ) : SSATO : Immunoloical studies on Schistosomiasis 


日 本 住 血 吸虫 症 の 免疫 学 的 研究 の 一 端 と し て , 人 工 感 
染 に よる 後 感染 抵抗 性 に つい て 動物 実験 を 行い , 虫 体 の 
感染 率 並 に 発育 状態 より 検討 を 加え , 同時 に 血清 総和 蛋白 
量 及 び 濾 紙 電気 泳動 法 に よる 血清 蛋白 分 層 値 の 変動 に つ 
いて 鈴 察 し た 。 実験 動物 は 生後 5 週 , 体重 20ー28 g の 
d.d. 系 る マウ ス を 用 い , 初 感染 及び 人 後 感染 共に 運動 活 漠 
な る cercariae キマ ウス の 腹部 に 1 頭 に 対し 20 隻 づつ 経 
皮 感 染 せ し め た 。 後 感染 は 初 感染 後 2 週 目 ま で 毎週 行 
い , 後 感染 後 4 週 , 5 週 , 6 週 目 に 自体 感染 率 , 束 体 の 
発育 及び 血清 総和 蛋白 量 , 血清 蛋白 分 層 値 の 変動 に つい て 
観察 し た 。 初 感染 及び 後 感染 に よる 全 感 染 率 即ち 実験 感 
染 事 を 理論 的 に 求め た 期待 感染 率 に 比較 検討 する と , 初 
一 後 感染 期間 2 4 週 の も の に は 両者 の 間 に 感 染 素 の 差 
異 は 認め られ な か つた が , 5 >7 週 の も の に は , 実験 感 
染 率 の 低下 が 認め られ た 。 と れ を 後 感染 率 (理論 値 ) に 
つい て 観察 する と , 初 一 後 感染 期間 2 週 の 後 感染 素 は 75 
%%, 3 週 は 85, 4 週 は 75%, 5 通 は 66%, 6 周 は 52 
多 , 7 週 は 48, これ を 対照 の 感染 素 78 に 比較 す 
と , 初 一 後 感染 期間 5 週 よ り 和 8 の 修 下 汰 
6, 7 週 で は 著 明 な 低下 が 認め られ た 。 と れ は 初 感染 に 
よる 後 感 染 抵抗 性 の 発現 に よる も の と 考え られ た 。 由 体 
の 発育 は 抱合 虫 体 の 3 * 別 の 体長 及び * 昌 体 の 子宮 内 の 
虫 卵 の 有無 に つい て 観察 し た 。 後 感染 後 即ち 初 感染 及び 
彼 感 染 虫 体 の 体長 の 分 布 を 見 る と , 初 一 後 感染 期間 5 
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週 , 6 週 , 7 週 の 後 感染 虫 体 と 推定 され る も の の 中 た 対 藻類 個数 を 算定 し た 結果 , 礎 河 天 の みな ら ず 緑藻類 , 藍 
照 に 比較 し て 発育 不 充分 な 由 体 が 見 られ る 。 双 子 宮内 藻類 も か な り 多 数 に 認め られ た 。 古 藻 と し て は Navieula 
昌 卵 の 包 蔵 を 見 る と , 初 感染 の み の 場合 感染 後 4 週 以 Pinnularia, Cocconeis、Cymbella, Gyroigma, Synedra 等 
上 経過 し た も の 210 隻 に つい て 検査 を 行い 全 虫 体 に 虫 久 緑 深 と し て は , Chlorella。Scenedesmus 等 , 藍藻 と し て 
を 認め た が , 役 感 染 後 4 週 以上 経過 し た に も か か わら ず は , Oscillatoria、Microcystis 等 が 認め られ た 。 次 に 飼育 
初 一 後 感染 期間 5 週 , 6 週 , 『 週 の も の に は 無 卵 虫 体 が 土壌 中 の 藻類 を 調べ た 結果 は , 貝 の 生存 , 生長 が 比較 的 
認め られ た 。 本 実験 より 虫 体 の 発育 抑制 は 初 感染 後 5 週 順調 に 行わ れ て いる 確 河 添 加 土壌 培地 及び 同 非 添加 土壌 
以後 に 現われ る も の と 推定 され た 。 血清 蛋白 量 は 後 感染 培地 の 各々 に つい て 上 記 と 同様 の 方 法 で 藻類 個数 を 算定 
に ょ つて ,。 より 増加 が 認め られ , albumin は 2 て 3 週 目 し た 結果 は , どちら の 培地 で も 棲息 地 土 壌 中 で 認め られ 
eee 示し , 4, 5, 6, 7 週 目 の 後 た と 同様 な 種類 の 漂 類 が 豊富 に 認め られ た 。 更 に 確 藻 類 
染 で は 増加 の 傾向 を 示し て 正常 値 に 回 復 す る 如く 見 ら の みみ を Oncomelania の 稚 員 に 摂 食 せ し め て その 生長 度 
YoWyraeeecommrometroareaa を 調べ た 結果 は , 礎 河 飼料 群 の 貝 は 対 た る 他 の 飼料 群 
buiin は 後 感染 に よ ょ つて , ょ り 増 加 の 傾向 が あつ た 。A4 太 の それ に 比 し て 胸 色 な き 生 長 度 を 示し て いた と と か ら 。, 
比 は 後 感染 に よる 変動 は 認め られ な か つた 。 叶 藻 の みみ で ほぼ 好適 な 栄養 物 と し て の 資格 を 備え て いる 
( 間 ) ( 千 大 医 動物 ) 横 川 宗 雄 と 久 な され る 。 と の と と は 和田 (1941) の 調査 し た 確 洒 
1) 虫 体 の 検出 法 は 伺 な る 方 法 で お や り に な り ま し た 類 の 養 価 分 析 か ら も うな ず け る も の で ある 。 結局 今回 の 
か ? 2) 後 感染 昌 体 の 子宮 内 虫 卵 数 は 変り の あり ませ ん で 調査 及び 実験 か ら , 自然 状態 で の Oncomelania の 主要 


し た か ? な 食物 の 一 つと し て , 確 藻 が あげ られ る と と は ほぼ 確実 
( 千 ) (に こなつ た わけ で ある が , 同時 に 侍 藻 以 外 の 各種 藻類 も 数 
量 的 に か な り 多 く 認 め ら れ た 点 か ら , と れ ら の 類 も 叉 


1) 東 体 内 の 虫 体 の 回 収 方 法 。 肝 内 の 回 収 は Yolls の 


と / て いる と 5 相 6 た 。 
和 管 半 流 法 を 用 い , 肝 外 の 了 体 の 回 収 は 肉眼 的 精査 を 行 ” PPOmelania の 食物 と な つて いる と と が 想像 され 


つた 。2) 後 感染 群 の 虫 体 の 子宮 内 の 虫 卵 敷 の 多 宏 に つ ( 間 ) ( 久 大 寄生 虫 ) 岡 部 済 洋 
いて は 初 感 染 の み の 場 合 と 有意 の 差 を 認め な か つた 。 1 種類 の 侍 藻 で 飼育 し て 各種 の 傘 党 の 発育 上 の 差 を 比 
較 さ れ ま に さ し た か 。 
(等) 


74. ミヤ イリ ガイ の 研究 (11) 自然 に お ける Onceme- 
jamia の 主 な 食物 と し て 仁 藻類 (Oncomelamia の 食性 に 
関す る 研究 1V) 小宮 義孝 ・ 小 島 邦子 ・ 小 山 力 ( 予 研 寄 
生 虫 ) : Y. KOMIYA, 人 K. KOJIMA 層 T. KOYAMA : 


現在 培養 し 実験 に 供し て いる の は , ae 
で , 各種 の 休 藻 に ょ る Oncomelania の 発育 上 の 差 は 
だ 比較 し て お り ま せん 。 


Studies on Omcomelania (11) Diatoms as a natural food ( 間 ) 明 医 大 医 動物 ) 岡 本 謙 一 
staff of Oncomelania (Studies on the food habit of On- field の 確 河 の 量 と Oncomelania の population dens- 
comelania 1V) ity と が 平衡 し てこ いる も の か どう か 。 
( 和 ) 
Ozcozze/gzzZ の exsis 及び の . zoso の oz な 2 の いずれ 実験 室内 で は , 複雑 な 他 の 要因 が あつ て , 必ず し る こ 


も が 絶え ず そ の 棲息 地 の 土壌 を 摂取 し つつ ある と と , 又 の 関係 が 明らか で は あり ませ ん 。 field の 場合 は まだ 精 
その 穫 息 土壌 中 に 多数 の 礎 藻 類 を 見 出し た こと か ら , 自 査 し て お り ま せん 

然 界 に お ける 同 員 の 主たる 食物 は 礎 藻類 で あろ う と 推 

祭 さ れ た の で , 今回 は の . ヵ ose み ozg 棲息 地 土壌 及び 75. 犬 移 虫 の 固有 宿主 体内 に 於 ける 発育 (1) 生殖 器 
O. zoso の gz の , 〇 . 友 み eszs 両 種 貞 に つい て 飼育 土壌 中 武川 藤吉 郎 ( 横 医大 寄生 虫 ) : T, TAKEKAWA : Stndies 
の 雑 藻類 及び その 他 の 河 類 の 定量 的 調査 を 行 3 と 共に , on the developrent of dog hookworm in the defnitve 
砕 河 類 に ょ る 両 種 貞 の 飼育 試験 を 行 つ た 。 先 ず 棲息 地 土 host (1 ) Oenital organs 

壌 中 の 泊 類 調査 ご は , 山梨 県 鏡 中 条 水防 地区 , 同上 今井 

アカ シア 林 , 八田 村 通 称 ム ジ ナ 及び 野牛 島 地 区 の 土壌 で 犬 釣 の 固有 宿主 体内 に お ける 発育 期 を 松崎 の 分 類 , 
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即ち 第 財 期 (前期, 後期 ), 第 WV 期 (前 期 , 後期 ) 及び 第 
V 期 (成虫) の 3 期 に 分 け 虫 体 の 発育 , 特に 生殖 器 々 官 
の 発生 。 分化, 発育 に つい て 形態 学 的 研究 を 行い 新知 見 
を 得 た の で 報告 する 。 研究 材料 ・ 1) 感 染 仔 虫 : 一 犬 多 虫 
卵 を 5 日 間 培 養 し て 得 た 新鮮 に し て 活 深 な 感染 仔 良 を 使 
用 し た 。2) 体 内 其 委 他 臣 : 一 生後 3 ヶ月 以内 の 多久 
陰性 の 仔犬 に 前 記 感 染 仔 虫 を 経口 感染 せしめ , 所 要 期 日 
に 必殺 し , 腸 壁 並 と 腸管 内 より 得 た 。 鍋 察 結果 : 1) 感 染 
仔 東 と 第 時 期 前 期 仔 虫 の 生殖器 原 基 向 に は 変化 を 認め な 
い 。2) 第 財 期 , 第 W 期 仔 虫 の 生殖 器 原 基 の 分 化 は 口 器 の 
発育 に 一 致す る 。 同 Ne 人 FSSKAeu 90 も 形態 , 
大 いさ に か な り 差 を 認め た 。 更 に 第 V 期 釣 虫 の 同一 期日 
の も の で も 生 落 衛 の 発育 差 を > 認め た 。3) 第 軒 期 中 期 
仔 虫 の 生殖 器 原 基 で 既に 雌雄 の 区 別 が 可能 と な り , 後期 
で は 確実 と な る 。 ④) 雄 生 将 器 は 第 T 期 前 期 ま で は 椅 状 
に 伸び , 第 TV 期 後期 に 精 要 部 モモ メン ト 腺 部 に 分 化す 
る 。 感 染 後 6 日 に 突 丸 部 が 生じ 9 日 に は 輸 精 管 を , 10 日 
に は 丸 に 精子 形成 を 認め る 。12 日 に は 精 栓 内 に 精子 の 
貯 交 が 始ま り , 14 日 に は 形態 学 的 に 接 能力 が 備わり , 
変 接 機会 得 れ ば 開始 する 。 交接 の 原 基 は 第 四 期 中期 
に 認め られ , 第 TV 期 前 期 に は 交接 裏 助 条 の 発生 が あり , 
後期 に 至 つ て 交 接 斉 は 完成 され る 。 交接 刺 は 6 日 に 現 
, 10 日 に し て 導 刺 帯 に 達する 。5) 雌 生殖 器 は 第 是 期 中 
期 に お いて 原 基 の 前 適 に 特長 が 現われ , 第 下期 前 期 で 陰 
門 , 腰 , 排卵 管 , 子宮 部 の 各 原 基 が 陰 門 を 中 心 に 前 後方 
に 向 つ て 分 化し , 後期 に 卵巣 部 が 分 化す る 。 感 染 後 12 晶 
で 卵巣 に 卵子 の 形成 を 認め , 14 日 に は 原始 細胞 部 , 連鎖 
状 配 列 部 , 連 球 状 配列 部 , 分 離 部 の 各部 が 明瞭 と な る 。 
早い も の で は 変 接 が 始ま り , 子宮 内 に 卵 の 移行 を 認め る 
の だ 本 計 な く 15 日 に 至 つて 認め , 16 日 より 排卵 が 


行わ れる や o 


76. 犬 多 虫 の 固有 宿主 体内 に 於 ける 発育 (2) 排 洪 分 泌 
系 続 茂木 邦 雄 ( 横 医大 寄生 虫 ) : K. MOGI: Studies 
on the developmnent of dog hookworm in the defnitive 


host. (2) Excretory system and secretion glands 


犬 釣 東 の 固有 宿主 価 内 に お ける 発育 期 と 松崎 の 第 四 期 
(前 期 , 中 期 後期 ) 第 W 期 (前 期 , 後期 ) 及び 第 V 期 
(成虫 ) の 3 期 に 分 け , 束 体 の 発育 , 特に 排 港 分 泌 器 官 
の 発生 , 分 化 , 発育 に つい て 形態 学 的 研究 を 行い 新知 見 
を 得 た の で 報告 する 。 研 究 材料 1) 感 染 仔 虫 一 犬 釣 東 卵 
を 5 日 間 塔 養 し て 得 た 新鮮 に し て 活 湊 な 感染 仔 虫 を 使用 
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た 。 2) 体内 衝 期 狗 仔 虫 一 生後 8 ヶ月 以内 の 釣 息 卵 陰 
性 の 仔犬 に 前 記 感 染 仔 東 を 経口 感染 せしめ , 所 要 期 日 に 
必殺 し , 腸 壁 並 に 腸管 凡 よ り 得 た 。 銀 察 結果 1) 預 腺 は 
第 期 仔 虫 の 排 洪 細 胞 と 称せ らち られ た も の より 発生 し , 東 
体 の 腹 側 に 一 対 あ り , 左右 が 著しく 大 小 不同 に し て , 第 
Iy 期 より 急 速 に 発達 し , 大 な る も の の 長 さ は 第 W 期 より 
10 日 で は 体長 の 約 り ヵ , 16 日 より 45 日 で は 体長 の 約 り ヵ 刀 至 
リ 4 の 長き を 有する 。 開口 部 は 頸 腺 前 端 部 に お いて 排 湯 
に 開口 し て 居る 。 2) 頭 腺 は 第 I 期 前 期 よ り 認 め ら れ , 
体 の 両側 に 一 対 あ つて , 左右 の 長 さ は 殆ど 等 し く 体長 の 
約 み を 占め る 。 開口 部 は 頭 部 外側 歯 の 外側 に 在 る 。 8⑧ 
排 浴 衰 は 食道 の 腹 側 排 浴 橋 部 に 在 つ て , 側 腺 中 の 側 管 の 
分 岐 及 預 腺 の 分 泌 管 を 受け 排 浴 孔 に 開口 する 。 4) 食 首 
腺 は 背部 に 1 亜 腹部 に 2 あり , 背 腺 は 口腔 底 で 口腔 に 開 
口 し , 亜 腹 腺 は 神経 輪 の 高 さ で 食道 腔 に 開口 する 。 

( 間 ) ( 岡 大 寄生 虫 ) 山 口 左 仲 

妥 腺 が 排 江 裏 に 開口 する と 言わ れ た が 両者 を つなぐ 管 
で も み ら れ た の で すか 。 背 側 食道 腺 及 び 亜 腹 側 食道 腺 の 
開口 部 に つい て は 如何 。 

( 答 ) 

1) 妥 腺 の 導管 は 組織 学 的 に 見 て , 排 浴 要 に 開口 する も 
の と 思わ れる 。 92) 食道 用 に つい て は 。 背 腺 は 口腔 底 で 口 
膝 に 開口 し , 卵 腹 腺 は 食道 腔 に 開口 する 


77. ヅ ビ ニ 釣 虫 の 犬 腸管 内 に 於 ける 発育 之 了 並び に こ 
れ か ら 得 た 邊 要 功 虫 の 人 体感 染 能 に つい て 吉田 幸雄 ・ 
岡野 間 ( 京 府 医大 医 動物 ) : Y. YOSHIDA & K.OKANO: 
On the developrment of .4zcy/osZozZ の zo の 7 in the 
unsuitable host, dogs and the infection with the larvae 
of 4. gzogezg/e obtained from these dogs, to the human 
body 


我々 は ツ ビ ニ = 負 虫 を 非 固有 宿主 で ある 犬 腸管 内 で 発育 
せしめ ん と し 昭和 832 年 より 種々 の 実験 を 行い 以下 の 成 
績 を 得 た 。 1), 生後 23 ヶ月 の 仔犬 14 頭 を 用 い 夫々 
700 隻 の ツ ビ = 釣 仔 東経 口 投 近 し Y て 8 日, 11>12 日 
15 て 16 日 , 24 日 , 31 日 40 日 , 54 日 目 に 部 見 し た 所 平均 
体長 は 各 2.04, 2.64, 4.50, 6.95, Y.81, 8.42mm と 増 
加 し , 『 一 8 日 で は 3 期 幼 県 15.5 , 4 期 81%, 5 期 
3.5 多 , 11>12 日 で は 4 期 68, 5 期 822, 15~16 日 で 
よ 4 期 5.6, 5 期 94.4, 以後 は すべ て 5 期 成虫 の み 
し ポ : 信 3 哲人 28 日 か ら 86 日 
の 間 に 6 例 共産 卵 を 開始 し 始め た 。 寄 生 虫 体 数 も 多く と 
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の 産卵 開始 前 後に は 投与 仔 虫 の 約 15 て 25 多 が 成虫 に 達 す 
る 。 と れ ら の 虫 体 は 形態 上 ツ ビ = 釣 虫 で あつ た 。 双 犬 腸 
管内 で 成 部 し た 虫 体 は その 後 約 2 ヶ月 以内 に 殆 ん ど が 排 
E さ れ て 了 了 う 様 で ある 。 2 ) 犬 腸管 内 で 成 吉 し た ツ ビ = 
釣 虫 か ら 産 下さ れる 中 卵 を 培養 し て 得 た 仔 虫 が 人 に 感染 
可能 な りや 否や に つき 実験 を 行 つ た 。. 即ち か くし て 得 た 
仔 虫 83 隻 を 1 例 の 人 体 に 経口 投与 し た 所 日 目 より 典型 
的 た 若 薬 病 症状 を 発し 約 2 ヶ月 続い た 。 好 酸 球 は 最高 38 
2 に 増加 し た 。 感染 後 Y7 日 目 に 下 卵 初め て 陽 転 し 駆虫 に 
より 10 隻 の ツ ビ = 釣 虫 を 得 た 
た 際 よ り る 犬 に 層 染 し た 際 の 方 が は る か に 早く 成熟 する 
事 は 興味 深い 。 又 本 実験 か ら 犬 が ツジ ビ = 釣 虫 の 媒介 者 と 
た りう る 可能 性 を 生じ 公衆 衛生 上 有意 義 と 考え る 。 そ と 
の 時 と 拓矢 し た 01 多 
査 し た が 現在 衝 は 未だ ツ ビ = 釣 を 見 出し て いな い 。 
Rm 移行 し た と の ツ ビ ニ = 釣 束 の 仔 虫 を 更に 
犬 に 感染 せしめ た 所 や は り 29 日 目 に 息 卵 陽 転 し 多数 の 成 
東 を 認め た 。 4 ) か く の 如 く 犬 体内 で ツ ビ = 釣 が か な 
し 容易 に 成熟 する 点 か ら 種 々 の 生態 的 観察 を 続行 中 で あ 
る が その 1 つと し て 1 犬 ヒ に ツ ビ = 釣 虫 と 犬 釣 虫 の 仔 虫 を 
混合 感染 せしめ る NNSNNmn な rh 
< 所 見 と し て ツ ビ ニ 釣 虫 雌 と 犬 釣 虫 雄 と 交尾 せる も の 
の 
で ちあ る か 否 か 又は F」 を 生ずる か 吾 か に つい て は 目下 実験 


中 マタ 2 
- ある 。 


78. 所 調 第 TH 期 物 虫 仔 虫 の 体外 に 於 ける 発育 に 寺 い 
て 野田 昇 ・ 楠 正 知 ・ 鳥 居 達 生 ・ 堂 本 一 郎 ・ 沢 田 順 ( 孤 
市 大 小田 内 科 ) : N. NODA, M. KUSUNOKI, T. TORIL, 
L DOMOTO る SAWADA : Studies on the culture 
of 3rd stage larval hookworm (4zcy/osZgzzZ Cc の ZZ) 
and its further growth 277 の 


釣 虫 の 体外 飼育 の 一 杜 と し て 本 実験 を 行っ た 。 実験 に 
に 生後 2 ヶ月 迄 の 仔犬 を 用 いた 。 第 軒 期 仔 虫 採集 法 は 我 
々 の 考案 し た 方 法 で 即ち 大 型 グ ラス チリ ンダ ー を 用 い 飽 
和食 塩水 で 浮遊 させ た 犬 釣 虫 卵 を 化学 実験 用 No. 4 グラ 
ス フ イ ルター に 移し 食塩 水 を 除い た 後 , 瓦 培養 に 依り 所 
調 第 期 の 仔 虫 を 得 , と れ を 仔犬 の 背 側 皮下 に 注射 し 純 
粋 に 得る 為 一 定期 間 後 そ の 肺 を 細 切 し 48'C 前 後 の 温 水中 
に 遊 出さ きせ て 得 た も の で ある 。 飼育 液 は 1) 小腸 液 と 融 
箇 々 清 等 量 混和 液 2) 肝 磨 砕 物 と 融 血 々 清 等 量 混和 液 3 
口腔 液 と 融 血 々 清 等 量 混和 液 4) 犬 融 血 々 清 5) 犬 非 融 


。 ツ ビニ = 多 昌 は 人 に 感染 し 
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血 々 清 6) 人 融 血 々 清 Y) 家 兎 融 血 < 清 を 用 いた 。 衝 飼 
育 液 に は ペニシリン , スト レプ トマ イシ ン 末 を 加え た 。 
飼育 は No. 4 小型 グラ ス フ イ ルター を 用 い 87'O の 骨 卵 器 : 
内 で 行 つた 。 小腸 液 , 口 膝 液 , 肝 磨 砕 物 , 非 融 血 々 清 内 
で も 脱皮 発育 する が 融 血 々 清 が 最も 良い 結果 を 得 た 。 感 
染 後 24 時 間 目 と 48 時 間 目 の 仔 虫 で も 同様 脱皮 する 。 第 
期 仔 虫 の 採集 率 は 48 時 間 目 が 最も 良い 。48 時 間 仔 取 に て 
融 血 々 清 , 非 融 血 々 清 を 用 い 夫 々 5 本 の 飼育 装置 を 作り 
夫々 1 つづ つ 検 索 し た が 融 血清 の 方 が や > 脱皮 素 が 高 
く , 且 両 者 共に 飼育 期間 の 長い 程 発 育 し た 。 感 染 後 48 時 - 
間 目 の 仔 束 を 用 い 犬 融 血 々 清 。 非 融 血 々 清 , 人 融 血 々 清 。. 
犬 融 血 々 清 , 非 融 血清 , 人 融 血清, 犬 融 血 々 清 内 で 
夫々 10 隻 宛 24 時 間 及び 48 時 間 飼 育 を 行い , 体長 , 体 巾 を 
計測 し 且 脱 皮 率 を 見 た が , 人 及び 家 兎 融 血 < 清 内 に て も 
良く 脱皮 発育 する 事 を 知 つ た 。 即 ち 消化 管 以 外 の 体内 で 
行わ れ な い 第 軒 期 より 第 WV 期 え の 脱皮 を 体内 成分 を 用 い 
体外 で 行い 得 た 。 


79. ミヤ イリ ガイ の 殺 上 貝 に 関す る 研究 (3③ 火 和 焼 土 機 : 
こよ る ミヤ イリ ガイ 殺 上 貝 試験 飯島 利彦 ・ 大 田 秀 浄 ・ 武 藤 
五郎 ・ 林 正明 (山梨 医 研 ) : T. ITJIMA, S. OOTA, G. 
MUTO & M. HAYASHI : Studies on extermination 
of Oxcozze/2z2Z 0s の の ozZZ (3) Extermination of O. 


の so の oz by means of soil-burning flame thrower 


山梨 県 の ミヤ イリ ガイ 棲息 地 の 中 , 中 巨摩 郡 公田 村 六 - 
科 , 野牛 島 及び 上 高砂 , 同 郡 白 根 町 上 今 諏訪 の 4 ヶ所 で 
火 和 焼 士 機 に よる ミヤ イリ ガイ 殺 貝 試験 を 行 つた 。 試験 
に 用 いた 焼 士 機 は 農業 器機 株 式 会 社 の 製作 に よ つ た も の 
, 白 燈 油 を 加熱 気化 せしめ 圧 折 空 気 と 共に 噴出 せしめ 
る 構造 を 有 し て いる 。 確認 さ れ た 最高 火力 は 約 1100C で 
あつ た 。 焼却 時 間 は 5mi に 対し 2 分 , 4 分 及び 6 分 間 と 
レ , 効果 判定 は 焼却 実施 直後, ee 第 7 日 後 及 び 
第 14 日 後に 行い , 各回 共 夫 々 の 地区 に お いて 1ft* 内 の 貞 
を 採取 し , その 数 及び 死亡 謙 を 検 し MaseeAn 
れ た 知見 は 次 の 如く で ある 。 1 ) 火 和 焼 土 機 に よ 
に 提 
て 有効 な 殺 躍 法 で ある 。 2 ) 焼 部 時 間 は 一 般 的 地形 - に 
対し 。 5m* 4 分 を も つて 標準 と する と と が 出来 る 。 但 
し 整地 に 対し て は 5mz 2 分 の 焼却 で 充分 効 を 収め 得 - 
る 。 3$) 実施 地域 内 に 堆積 物 の ある 地形 に 対し て は } 


( 75 ) 
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am* 6 分 或いは それ 以上 の 焼却 を 必要 と する 。 4 ) 流 溜 
水 地区 の 実施 は 全く 効果 を 期待 し 得 た い 。 5 ) 要 す れ ば 
実施 前 草 伸 を 行う べき で ある 。 6) 死亡 率 は 実施 後 第 8 
日 と 最高 に 達し た 。 7 ) 経済 的 見 地 よ りす れ ば 本 法 は 1 
栖 歩 約 83.000 円 ( 之 に 対し 現行 PCP-Na に 依る 殺 由 は 
1 町歩 15,000 円 ) を 要 し , と の 点 よ りす れ ば 本 法 は 主 


了 和 人 の 手 導 お お で 訂 き 2 衝 あ の の 
よう だ だ 愚 わ れ 


30. 宮入 上 貝 の 填 燥 に 対す る 抵抗 性 大 田 秀 浄 ・ 中 山 茂 
(山梨 医 研 ) : S OTA &S. NAKAYAMA: On the 
resistance of Ozcozze722 の の SO の oZg to dried condition 


1 ) 宮入 貝 の 乾燥 に 対す る 抵抗 性 に つい て 室内 実験 
と 野外 実験 に つい て 実験 を 試み た 。 2 ) 室内 実験 は 乾 
燥 土壌 の 上 だ 宮入 貝 を 放置 し , 秋季 ( 9 月 16 日 ), 及 び 冬 
季 (12 月 16 日 ) より 開始 し た 貝 は 119 日 , 春季 ( 3 月 18 
月: 及び 選 学 ( 6 月 18 日 ) より 開始 し た 員 は 共に 91 日 に 
完全 死滅 し た 。 冬 季 よ り 開 始 し た 上 中 は 56 日 1022, 91 日 
旨 才 で あら た が .。 は 85 2, 87 2, 96 2 の 死滅 率 を 得 
た 。 3 ) 室内 実験 と 同様 な 条件 に て 1 週間 隔 に 水 に 繰り 
返 え し 入れ た 群 は 50 多 以 上 の 死滅 率 は 秋季 , 冬季 共 : こ 
210 日 5122% で あつ た が , 春季 は 119 日 65, 夏季 は 91 日 
2 た さ の に 基 和 は .49. 人 
は 857 日 , 春季 は 189 日 , 夏季 は 210 日 を 要 し た が , 何 
れ も 夏 季 に 入り 死滅 率 は 上 昇 し た 。 4 ) 野外 実験 は 60 晶 
凍 隔 の 観察 に より , MK 
秋季 (10 月 28 日 ) より 開始 し た 貝 は 240 日 93, 9622, 々 
季 (12 月 15 日 ) より 開始 し た 員 は 180 日 77.5 , we 
(8 月 17 日 ) より 開始 し た 貝 は 120 日 85.78 , 夏季 
( 6 月 19 日 ) より 開始 し た 上 躍 は 60 日 98.8% で あり , 最低 
平均 気温 15C 以 上 に 上 昇 す る と 死滅 率 は 急 に 上 昇 し た 。 
商 , 1958 年 4 5, 6 月 の 異常 乾燥 に よる 影響 も 大 で ある 
つた と 考え る 。 砂 傘 土質 より 粘土 質 の 方 が 死滅 率 は 高 素 
で あつ た 。 5 ) 野外 実験 に より 現在 まで の 報告 より 宮入 
上 躍 は 抵抗 性 は 強く , 860 日 に て 3.0622, 7.32 多 , 1.06 
の 生存 率 を 示し た 。 こ れ ら の 生存 員 は お そら く 乾燥 に 強 
い 員 株 と 思わ れる 。 
3S1. 山梨 県 に 於 ける 虫垂 内 の 寄生 虫 , 特に 虫垂 内 粘膜 
竜 に よる 日 本 佳 血 吸虫 雅 に つい て 大田 秀 浄 (山梨 医 研 ): 
S. OTA : Studies on the parasites in appendix, especi- 


ally on the egg of Sc/sZoso み 2 の 76 の の CZ が 2 by mucous 





( 76 ) 


〔 寄 生 躍 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 3 号 


membrane curettement in Yamanashi Prefecture 


虫垂 内 の 寄生 虫 に つい て は 先 人 に より 報告 され て お 
り , 日 本 住 血 吸虫 に 関し て は 特に 1943 年 米長 の 報告 に ょ 
れ ば , 摘出 虫垂 282 例 中 87 例 80.7 に 病理 組織 学 的 に 日 
本 住 血 吸 虫 卵 を 認め た と 報告 きれ て いる が , 他 の 寄生 昌 
に つい て の 報告 を みな い 。 余 は 山梨 県 に お ける 下 垂 内 の 
寄生 虫 を 知る 為 に 日 本 住 血 吸虫 を は じ め , 他 の 寄生 虫 に 
つい て も ゃ 検索 を 試み た 。 特 に 了 虫垂 内 の 日 本 住 血 吸虫 卵 栓 
出 の 目的 で , 新鮮 摘出 虫垂 の 粘膜 搬 筐 を な し , 虫垂 摘出 
時 に 簡易 に 虫 卵 を 発見 し 得る こと を 実験 し た の で 報告 す 
る 。 1 ) 日 本 佳 血 吸虫 の 有 病 地 に 存在 する 住民 が 虫垂 秋 
に ょ り 手 術 を な し た 時 , 臨床 的 に 虫垂 粘膜 搬 筐 法 を な し 。 
鏡 検 する と と に より 簡易 に , 短 時 間 に 日 本 住 血 吸 和 卵 
の 発見 が な し 得る 。 2 ) 余 は と の 方 法 に よ り 78 例 中 16 例 
21.92 (内 下垂 内 糞便 中 に 1 例 ) に 日 本 住 血 吸 虫 卵 を 検 
出し , 既往 定 の ある も の は 6 例 に て , 他 の 10 例 は 全く 本 
症 の 容 思 を 知ら な いも の で あつ た 。 勿 論 と の 6 例 も 現在 
の 容 号 を 知ら ぬ も の で あつ た 。 殊 に 新 鮮 点 卵 を Y 例 に とろ 
た と と は 検便 に の み 依 存 し すぎ る 今日 , 極め て 有意 義 で 

る と 考え る 。 3) 虫垂 の 肉眼 的 所 見 と 日 本 住 血 吸 県 
卵 と の 関係 は 正常 , カタ ル 性 虫垂 より も , 蜂 穴 織 性 等 
の 重 篤 な る 病変 た 星 し た も の が 多数 を 占め た と と は 本 症 
と 虫垂 炎 と の 関係 を 重要 視 し て よい と 考え られ る 。 4 ) 
暁 虫 体 は 73 例 中 6 例 8.2 2, 魚 虫 の 迷 入 を 1 例 に 認め 


ち 


/ こ o 


82. ミヤ イリ ガイ の 研究 (12) ミヤ イリ ガイ の 生殖 器官 
の 発育 状況 と その 鼓 役 と の 関係 橋本 航 ( 予 研 寄生 虫 ) : 
1 HASHIMOTO : 
relation between the growth of genital organ and shell 


Studies on Oncomelania (12) The 


characters of Ozcozze/Z7 の 7 の SO の ん の 7 の 


ミヤ イリ ガイ の 貝殻 の 標識 に 基づい て , その 生 将 器官 
の 発達 状況 と 交尾 の 状況 に つい て 検討 を 試み た 。 雄 上 員 に 
お ける 精子 の 出現 は 殻 長 8.5mm か ら 認 め ら れ , 殻 長 8 
mm に 達 す れ ば 総 べ て に それ が 認め られ た 。 一 方 雌 上 中 に 

お ける 卵細胞 は 殻 長 4 mm か ら 僅か に 出現 し 始め , 殻 長 
mm に 到 れ ば 100 そ れ が 認め られ た た 。 故に 雄 上 員 と 
MPP か 0 で 
0 他 ee か で ーー 
われ る か に つい て 検討 し た 。 径 15cm シヤ ー レ ー 内 に お 
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ける 殻 長 別 の 交尾 問 度 を 観察 し た 結果 で は , 殻 長 71 
7.5mm が 最も 多 か つ た 。 種々 の 帝 長 を 有する 貝 ( 5.1 
<8.0 mm) の 総数 を 径 80cm の 同一 シーレ ー 内 に 投 
人 し て 検 誠 と た とろ: 殻 長 6.5 mm か ら Y.5mm に 最 

多 か つ た 。 其 雄 別 の 交尾 能力 状況 を 観 宗 する を に, 雄 躍 
で は 殻 長 6.6ー Y.0 mm, 雌 員 で は 殻 長 Y.1 7.5mm 
に 最も 多 か つ た 。 ミ ヤ イ リガ イ の 交尾 は 縦 張 助 が 出現 し 
こも の の み に 認 め ら れる ょ う で あつ た 。 交尾 が 行なわ れ 
た 座 内 の 陰茎 の 先端 桃色 を 呈し 。 雌 上 で は 受精 胡 が 茶 
褐色 を 呈し , その 中 に 総 て 精子 を 認め た 。 稚 貞 と 成熟 由 
の 区 別 は 精子 及び 卵細胞 の 出現 状況 と 変 慣 が 必ず し ゃ 一 
致し な い 点 か らし て , その 区 別 は 困難 性 が 大 きい よう に 
思 れ る が , 雄 上 員 で は 殻 長 6.5mm 以上 , 雌 員 で は 7 mm 
以上 は 成熟 中 と 看 艇 し て も 差 支 えな 1 
る 。 変 尾 は 雄 員 と 雌 員 の 大 き さ が 概して 異な り , 一 般 に 
Lo 光代. る 傾向 が 


うに 思わ れ た 。 


83. ミヤ イリ ガイ の 研究 13) ミヤ イリ ガイ の 呼吸 に つ 
いて 柳沢 十 四 男 ( 予 研 寄生 虫 ) : T. YANAGISAWA : 
Studies on Ozcozze/Z7Z 0s の の の 7 の (13) On its endoge- 


neouS resDiratiOn 


ミヤ イ リ 員 の 各種 薬剤 特に 殺 貝 剤 の 呼吸 に 及ぼ す 影 響 
と 検討 する 目的 の 為 に 先 づ その 基礎 的 研究 と し て の O, zo- 
so の ozg の 自家 呼吸 特に O。 消 費 量 と 殻 長 , 体重 及び 梁 体 
部 組織 乾燥 重量 と の 関係 を 検討 し た 。 双 人 仙 の 貝 O。 消 費 
に 及ぼ す 影 響 等 を も し ら べ た 。 O 消 費 量 を 軟 体 部 乾燥 重 
Pe 
jk る 事 が 出来 る 。 即 ち , 疫 長 の 短い , 体重 の 軽い , 

rc と の O: 消 費 は 高値 示し た 。 次 に Oz 消費 を 中 
1 = 当り の 量 で 表現 する と (Ozl/hr/snail ), 上 記 の 関係 

と 逆 に 殻 長 の 大 きい 。 体重 の 重い 成熟 中 程 そ の O。 消費 
量 は 高い 価 を 示す 。 此 の 関係 は 上 記 関 係 と 比較 し て 明瞭 
に 観 窪 さ れる 。 此 の 関係 は 殻 長 及 び 総 体重 の 対数 値 と 1 


2 ご 


ュ 体 当り O。 消 費 量 の 関係 に お いて 表現 する と 殆 ん ど 直 線 


関係 を 示す 事 が 判明 し た 。 次 に 実験 中 群 に 水分 を 充分 与 ' 


えて 錠 人 状 体 に 保ち その O: 消 費 及 び RO に 与え る 影響 を 
観察 し た 。 O: 消 圭 量 は 角 父 後 約 1 ヶ月 で 実験 開始 当初 の 
702 に , 又 RQ は 0.88 よ り 0.67 に 瀬 減 し た 。 此 の 間 対 照 
群 は 殆 ん ど 一 定 の 値 を 取り 大 き な 増 減 は 認め られ な か つ 
た 。 錠 鍼 後 84 日 目 に 実験 員 群 を 正常 飼育 地 (米粉 を 飼料 
と する ) に 移し た 所 。 3 日 後に は 既に O: 消 費 及 び RQ は 


対 賠 群 と 殆 ん ど 同 一 の 値 に 迄 回 復 し て 居 た 。 


84. ミヤ イリ ガイ の 研究 (14) ミヤ イリ ガイ に 対す る 般 
限 天 境 要因 と し て の pH 安 羅 岡 一 男 ( 予 研 寄生 虫 ) : 氏 
YASURAOKA : Effect of pH on extruding response 
and survival of 〇 cozze/272 20S の の の 7 の 


Ritchie (1955) も 指摘 し て いる よう に , ミヤ イリ ガイ 
と 環境 の pH に 関す る 実験 的 研究 は 現在 まで 全く な く , 
つ 重 要 な 問題 の ー つ で ある 。 そ と で ミヤ イリ ガイ の 接 
計 制限 する と 考え ちら れ て いく つか の 欄 境 要因 の 中 , ま 
人 お ける ミヤ 
ライ の 机 死滅 状況 を 調べ た 。 材 料 は 山梨 
県 四 府 盆地 に お いて 1958 年 9 採集 し た 。 種々 の iiE 仁 
es 
えて 調製 し た 。 容 器 と し て 750 ml の 種々 の pH 値 を 示 
す 水 を 入れ た 17 の 広口 海 を 用 い , 実験 中 は 栓 を し て 
pH 値 の 変動 を 防い だ 。 pH 値 は 実験 の 前 人 短 に pH-meter- 
で 測定 し た が , 土 0.2 以 上 の 変動 は 見 られ な か つた 。 ま 
た と くに 死滅 状況 を 調べ る 際 と に は, 水 か ら の ハイ 上 り を 
防ぐ た め に 貞 を ガー ゼ 製 の 袋 中 に 入れ て か ら こ れ を 水中 
に 浸漬 し た 。 実験 中 の 水温 は 24.5C 一 27.0'C で あつ た 。 
pH 83.9 か ら pH 10.0 の 範囲 内 で は 浸漬 後 80 分 以内 に 
その 9022 以 上 が 既に 開 ヘ タ 反 応 を 示し た 。 6 時 間 後 に 
ける それ は pH 3.9~pH 9.3 の 範囲 内 で 全部 の 員 が 開 へ 
タレ , pH 2.8 以 上 の 酸 側 と で 11.2 以上 の アル カリ 側 
で は 全く 開 ヘ タ は 認め られ な か 。 次 に 種々 の pH 値 
を 示す 水中 ( っ 和 48 お よび 72 時 間 後 に 
お ける 死滅 状況 を 調べ た 。pH 3.8 か ら pH 9.8 の 範囲 内 
で は 72 時 関 後 に 至る も 死滅 する 上 員 は 全く 認め られ な か つ 
た 。 し か し pH 2.9 に お いて は 50 多 , pH 2.7 に お いて 85. 
狗 pH 2.8 に お いて は 95 % の それ ぞ れ 死亡 事 を 示し , 
叉 pH 10.0 で 10, pH 10.4 で 55, pH 11.0 で 35 多 , 
pH 11.2 で 80 22 の それ ぞ れ 死亡 事 を 示し た 。 す な わ ち 酸 
側 に お いて pH 2.9 より pH 2.7 に お いて , また アル カ 
リ 側 で は pH 11.0 よ ふり pH 10.4 に お いて それ ぞ れ 死亡 事 
が 高く な つて お り , pH 値 と 死亡 事 の 関係 を 示す 曲線 に 
Moe と れ は 開 ヘ タ 状 況 と 関連 が ある よう 
に 思わ れる 。 け だ し pH 2.9 お よび pH 10。4 で は いま だ 
Mect の dh 認め らち られ, た め に と れ ら の 強酸 あ 
る い は 強 ア ルカ リ に よく 員 体 が 接触 する と と 起因 し て 
いる も の で あろ う 。 そ し て pH 2.8 お よび pH 11.2 と い 
うさ ら ヒ 強い 酸 , アル カリ 中 で は , た と え を かたく へ ヘタ を 
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' 普 じ て も その 強い 作用 を 受け て に し ま う ゃ の と 思わ れる や o 
いずれ に し て も , 本 邦 産 ミ マ イリ ガイ は その 環境 要素 と 
し て か な り 広 い pH range を 有する と と が 示唆 され た 。 


85. ミヤ イリ ガイ の 研究 (15) ミヤ イリ ガイ 殺 上 貝 剤 の 実 
王室 内 効果 刊 定 法 の 検討 2 保阪 幸男 ( 予 研 寄生 虫 ) : Y 
HOSAKA: Studies on Oncomelania (15) Study on 
standardized technics for testing the susceptibility of 


*Oncomelania snail to molluscicides 


に 私 は ミヤ イリ ガイ 殺 上 貝 剤 の 効果 判定 の 方 法 を 決定 
すべ く , 4 つの 方 法 (Plate method 変 法 1 , Plate me- 
thod 変 法 『, 直接 浸漬 法 T, 直接 浸漬 法 ) に こつ いて, 
PCP-Na を 用 い 実 験 的 に その 効果 に 関し て 吟味 し た 。 そ 
の 結果 に よれ ば , 精度 の 高い と と を 要する 効果 判定 法 と 
し て は 。 ペ トリ ー シ ヤ ー レ に 入れ た 薬液 に 上 員 を 入れ ,。 こ 
れれ に 上 か ら 水 面 下 に ビ =ー ル 網 を か ける 直接 浸漬 法 
が , 最も 適し て いる と と が わか つた 。 そ と で ぐ 今 回 は と の 
直接 浸漬 決 の 信頼 性 に つい て 更に 検討 する た め に 次 の 様 
な 実験 を 行 つ た 。 1 ) 前 記 4 つの 方 法 の 各 ぇ に お ける , 
PCP-Na の 貝 に 対す る 中 央 致死 量 (MLD) を 用 い , 衝 
々 の 方 法 で 同一 条件 の 下 に 10 コ づつ 10 グ ルー プ の 上 員 に 作 
用 せしめ , その 薬効 発現 の 状況 観察 し た 。 そ の 結果 に 
ょ れれ ば 。 貝 の 死亡 事 ま りみ た 薬効 発現 の パラ ッ キ は 最 $ 
大 きい も の が Pate method 変 法 1 で あり , 次 いで 直接 
浸漬 法 T, Plate method 変 法 』 の 順に 小さ く な り , 直接 
浸 潰 法 W に お ける バラ ツキ が 最小 で あつ た 。 2) 殺 員 剤 
の 効果 判定 を 行う 際 に , 薬剤 作用 時 の 温度 が 薬効 発現 に 

ぶす 影響 に つい て 検討 する た め と , 先 づ 一 定 の 温度 に 
LR に 或 フ ラン レキ を もたせ た 室内 に お い 

, PCP-Na の 各種 濃度 を 貝 に 作用 せしめ , その 薬効 発 
下る 抽 し た 。 その 村 入 に よれ は で 
度 を 一 定 に 保つ た 場合 が , 室内 で 温度 に フレ が ある 場合 
ょ り 薬 効 発 現 が ぶ く 定 し て いる と と が みみ られ た 。 


3S6. 諸 種 の 無機 克 素 化合 物 及 び メタ アル デ ヒ ド 等 の ミ 
ヤ イ リガ イ に 対す る 毒性 の 比較 研究 佐々 学 ・ 三 浦 昭 子 
( 伝 研 寄生 虫 ) 小川 正和 (東亜 農薬 K.K. 研 ) : M. SASA, 
A. MIURA & M. OGAWA: Comparative studies 
on the toxicity of various arsenates。arsenites and meta- 
aldehyde on Ozcozze/Z22 の SO の の ZZ, the snail inter- 


anediate host of Sc/zzSZ の SO の 7 の の 22C2472 
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我々 は 山梨 県 産 の ミヤ イリ ガイ を 材料 に 用 い , 3 多 若 
粉 塗 液 に 供 試薬 剤 を 種々 な 濃度 で 浮 洛 させ た も の を 滅 紙 
上 に 流し て と れ に 対す る 致死 作用 を 比較 する と いう 2 う 方法 
で , 硫酸 塩類 , 亜 破 酸 塩類 , PCP, 石灰 窒素 , メタ アル 
デ ヒ ド な どの 殺 貝 効果 を し らち べ た 。 そ の 結果 , 太 素 化合 
物 で は , さき に ネッ タイ シマ カ の 効 虫 の 殺虫 効果 に ス ら 
れ た と 同様 に , 一 般 に 克 酸 塩類 ょ り 亜 破 酸 塩類 の 方 が 殺 
躍 効果 が 強く , 例え ば CaHIAsO。 で は 1.2 g/m* で 80 匹 
中 28 匹 が 死亡 る の に 対し , CaHAsO, で は 1.2 g/m* 
20 で 匹 中 18 匹 が 死亡 し た 。 な お , 硫酸 塩類 , 亜 破 酸 塩類 
と も Na, Ca, Cu な どの 塩類 が 比較 的 強 毒 で 。 Fe, Al 
な どの 塩類 は 表 書 と みな され た 。 供 試し た その 他 の 化合 
物 の うち , と くに メタ アル デ ヒ ド が 殺 貝 効果 に すぐ れ て 
いた 石灰 窒素 , PCP-Na, 硫酸 石灰 な ど よ り 微 量 で 有効 
で あり 。 石灰 窒素 で は 4 gm* で 20 匹 中 12,。 PCP-Na は 
4 g/m? で 20 匹 中 18 匹 が 死亡 し た の に 比 し ,。 メタ アル デ 
ヒド は 1522 粉 剤 で 0.4 gm で 80 匹 中 27 匹 が 同じく 
水 和 剤 0.4 gm* で 20 匹 中 14 匹 が 死亡 し た 。 マ ウス に に 
対す る 毒性 る ふと れ ら PCP-Na, 石灰 窒素 な ど ょ より 低く , 
ミヤ イリ ガイ 誘引 性 を も もそ と 推定 され た 。 以 上 の 実験 は 
すべ て シヤ ー レ 内 で 行わ れ た も の で , 必ず し も ゃ 野外 の 委 
々 な 自然 条件 で の 殺 具 効果 と 平行 し な いか も し れ な い 。 

し か し , 以上 の 結果 か ら あ えて ミヤ イリ ガイ 駆除 薬剤 と 

し て の 実用 性 の 推定 を 行う と , 硫 素 剤 の うち で は 亜 破 酸 

石灰 が 効力 と 価格 の 両面 か ら 最も 有望 で あり , 人 畜 や 植 
に 対す る 安全 性 を 考慮 に 入れ た と き に は , メタ アル デ 

ヒド が 既に 有望 な 物質 と し て 指摘 され た 。 なお, メタ ア 

ル デ ヒ ド に つい て は その 化学 構造 と 殺 貞 効力 の 関係 , 使 

用 形態 な ど に つい て は さら に 検討 を 加え つ ゝ ある 。 


87. 釣 虫 の 異 所 寄生 生 能 観 察 装置 に つい て 野田 只 ・ 
楠 正 知 ・ 鳥 居 達 生 ・ 堂 本 一 郎 ・ 沢 田 順 ・ 松 本 恒男 ( 阪 市 
大 小田 内 科 ) : N. NODA, M. KUSUNOKI, T. TORIL, 
1 DOMOTO, SAWADA 鐘 本 MATSUMOTO : 
On the apparatus to peep into the parasited hookworm 


宿主 腸管 内 に お ける 釣 到 の 生態 に 関し て は , 西 が 体外 
に 露出 し た 腸管 有 に 時 着 する 犬 釣 虫 に つい て 行 つた 。 然 
し と の 方 法 は 複雑 な 操作 を 要 し , 且つ 長期 の 観察 に 耐え 
な い 難 点 が ある 。 我 は 楠 の 報告 し た 釣 虫 実験 的 異 所 寄 
生 の 方 法 を 応用 し て , 簡単 な 手術 に ょ より, 長期 に 渉 り , 
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胡 和 34 年 6 月 (1959)〕 
釣 虫 の 寄生 状況 を 観察 し 得る 装置 を 試作 し た の で 報告 す 
る 。 装置 は ポリ エチ レン で 製作 し た 内 径 4 cm の 円 筒 及 
び 筒 内 に 陥 入 する 高き 2cm の 蓋 より な る 。 使用 法 は 先 
ブ 犬 背部 皮膚 を 径 83cm の 円 形 に , 筋 層 に 到 る 迄 和 剥離 し 
創 縁 を 焼 移 し , 上 記 円 筒 を 創 面 に 取り 付け , 幅 の 広い ご 
^ 帯 で 固定 する 。 次 に 別に 用 意 し た 釣 虫 感染 犬 腸管 内 ょ 
り 採集 し た 犬 釣 委 成 虫 或 は 幼 成 虫 を 円 筒 内 の 創 面 軒 
き , 浴 出 物 の 吸収 を 良く し , 虫 体 を 創 に 密着 させ , 且つ 
保温 を 十分 に する 為 ガ カー ゼ タン ポン を 施し , 蓋 を 被 う 。 
ガー ゼ は 毎日 交換 し , ガー ゼ 変 換 に 際 し か ガーゼ 内 に 迷 入 
し た 釣 下 が あれ ば 再び 創 に 附 着 させ る 。 実験 成績 及び 考 
披 : 釣 虫 成虫 40 隻 づつ を 寄生 きせ た 3 例 で は , 施術 7 日 
後に 27, 20, 18 隻 , 100 隻 を 寄生 させ た 1 例 で は 同じ く 
施術 7 日 後に 82 隻 が 吸着 し て いた 。 そ れ ら の 釣 虫 は 頭 部 
を 創 面 に 挿入 し , 強固 に 唆 着 し 。 活発 と 運動 し , 吸血 に 
ょ り 昌 体 が 赤色 を 呈す る も の も 多数 に 見 られ, 寄生 状況 
は 外観 上 腸管 内 に 寄生 する も の と 殆 ん ど 同 様 と 思わ れ 
た 。 経 飛 感 染 11 日 後 の 幼 若 成虫 (平均 体長 約 5mm) 夫 
々 100 隻 づつ を 寄生 させ た 2 例 で は , 施術 7 日 後に 夫々 
25, 81 隻 の 生 虫 を 認め 。 何れ も 体長 が 著しく 成長 し 。 
平均 体長 は 6.8mm で あつ た 。 効 若 成 虫 が 本 装置 内 に お 
いて 成長 する と と ょ り 考 えて 釣 虫 の 寄生 条件 が 固有 宿主 
場 管内 に お ける と 殆 ん ど 差 異な いも の と 思わ れ た 。 本 法 
の 特徴 1) 釣 虫 寄生 状況 は 固有 宿主 腸管 内 に お ける と 大 
差 な いと 思わ れ , 従 つ て 釣 虫 の 生存 事 が 高い 。2) 長期 間 
に 渉 り , 随時 釣 虫 の 生態 が 観察 し 得る 。 3) 操作 が 簡単 
で ある 。 3④) 宿主 を 必殺 する と と な く 。 繰り 返 え し 釣 由 
の 飼育 が 行え を る の で , 他 の 実験 の 為 に 釣 虫 を 保存 する こと 
と が 出来 る 。 本 法 は 尚 改良 の 余地 は ある と 思わ れる が , 
我々 は と の 方 法 を O NN 表 の 方 法 と 仮称 し て いる 。 


S8. 日 本 の 釣 虫 並び に その 治療 に 関す る 調査 市 岡 四 
償 ・ 鈴 木 昭 雄 ( 阪 医 大 岩田 内 科 ) : S. ICHIOKA & A. 
SUZUKI : A statistical study on the present trend 


of ancylostomiasis、 and its therapy in Japan 


「 釣 昌 症 の 治療 に 関す る 研究 」 の 一 了 舞 と し て 昭和 33 年 
10 月 , 全国 各 医 科大 学 , 病院 , 診療 所 , . 各 府県 衛生 部 等 
に 依頼 し た 調査 票 に 対し て 寄せ られ た 解答 を 集計 し , 最 
近 5 カ 年 間 の 全国 に お ける 釣 虫 症 の 実態 並び に 治療 の 現 

に つい て 調査 し た 。 調査 票 回 収 率 は 278 通 中 110 通 
(88.3) で , 内 訳 は 医大 内 科 , 小児 科 46 (41.8%) 大 
学 寄生 息 学 教室 , 同 関係 研究 所 14C12.72), 府県 衛生 部 , 
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保健 所 21 (19.122), 病院 19 (17.8), 診療 所 9( 8.222) 
その 他 1( 0.9%2) で , その 地域 は 殆 ん ど 全国 に わた つこ 
いる 。 検査 対象 : 全 年 信 層 に わた つて いる 。 負 由 症 の 句 
度 : 年 減少 し て お り , 殊 に 最近 2 年 間 の 入院 患者 で は 
42,209 名 中 , 釣 虫 症 患 者 1.152 名 (2.72%) で 最高 は 
大 阪 府 某 病院 の 11.91%。 外 来 患 者 で は 497,158 名 中 , 
8,097 名 (1.632) で 最高 は 三重 県 某 診療 所 の 21.8% と 
な つて い る 。 釣 虫 最多 排 虫 数 : 1 -bromonaphtol ( 2 ) 
[以下 オー ミン と 記す 〕 に ょ る 639 隻 (本 学内 科 ), つ い 
で 四 塩 化 テ エチ レン 〔 以 下 テ トレ ン と 記す 〕 に よる 441 隻 
で ある 。 臨床 治療 : 現在 使用 きれ て いる 駆虫 剤 は 12 種 類 
で , テト レン 51 施設 ), オ ー ミ ン (348 施設 ), ヘ クノ ポジ 油 
(27 施 設 ), チモール ・ ナ フタ リン (321 施設), 四 塩 化 炭素 
18 施設 ) の 順に な つて いる 。 投与 方 法 は 殆 ん ど 内 服 で 一 
部 に 十二指腸 ソン デ 法 が 用 いら れ て いる 。 又 , オー ミン 
で は 下剤 併用 と 下剤 抜き 投与 は 殆 ん ど 同 数 で , 他 の 薬剤 
は すべ て 下剤 を 併用 され て いる 。 卵 陰 転 系 は オー ミン が 
85.1%% で 最高 , テト レン が 58.8% で と れ に つい で いる 。 
副作用 は テト レン は 本 町 感 (Y4.2%), 頭 痛 (85.0) が 多 
K*。 オー ミ ン で は 本町 感 (20.0%), 悪心 (19.5%) が 見 
られ る 。 集団 治療 : 駆 昌 剤 は 主として オー ミン (15 施 
設 ),。 テ トレ ン (14 施 設 ) が 用 いら れ , オー ミン は 下剤 抜 
き 投 与 が 大 部 分 (15 施設) を し め て いる 。 集団 駆 中 の 時 
季 は 各地 域 を 通じ て 夏季 が 多く , 春 , 秋 , 冬 で は 差 が 見 
られ な い 。 


89. 富山 県 に 於 ける 釣 虫 症 流行 状況 , 特に 血液 検査 成績 
に つい て 佐藤 淳 夫 ・ 島 谷 敏男 ( 京 府 大 医 動物 ) : A. 
SATO る T. SHIMATANI: Epidemiological studies 
on hookworm diseases in Toyama Prefecture, especially 
on hblood-picture of hookworm carriers 


昭和 26 年 より 富山 県 に お ける 釣 虫 症 の 投与 的 諸 調査 を 
続行 し , 同時 に 血液 検査 を 行 つ た 。 調査 地 は , 中 新川 郡 
内 の 五 地 区 (雄山 町 称 ヶ 淵 ( 液 検査 人 員 297) : 滑 
川 市 西 加 積 (65 名 ) : 舟橋 村 (66 名 ) : 上 市 町 南 加 積 
56 名 ), 及び 東谷 (35 名 ) 〕 で 糞便 検査 に より 釣 息 卵 陽 
性 者 に つい て 投薬 ・ 濾 便 を 行う に 先 だ つ て 血液 検査 を 施 
行 し た 。 検 便 は 沙 抹 法 。 飽和 食塩 水 浮 漠 法 を 併用 し 駆 昌 
は 四 塩 化 テ チレ ン 4.5g (大 人 量 ) を 用 い , 硫 苦 を 併用 . 
し て , 24 時 間 内 の 排便 に つい て 灘 便 を 行い , 採集 虫 体 と 
つい て 両 種 釣 虫 の 判別 も 行 つ た 。 部 落 別 の 成績 に よれ ば 
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1) 白血球 数 : 平均 $4,752 6,686, ?4,921 て 6,452 
を 示し レ , 8,000 以上 は 1.6~14.3, 4,000 以下 は 2.8 
て 84.1 多 で ある 。 2) 赤血球 数 : 平均 $ 818~ 420 万 , 
$ 821 405 万 を 示し , 500 万 以上 は 0~13.82%, 400 
万 以下 は 84.4~96.422 で ある 。3) 血色 素 量 : ザー リー 
法 平均 値 は $Y0.5ー78.722, ?66.1 て 68.8% を 示し 7022 
以下 は 17.158.022 で ある 。 4) 白血球 像 : 百分率 平均 
値 は , 好 中 球 $46.8 55.022, * 44.150.52 : 好 酸 球 
$ 8.5 て 12.8, * 8.6~14.7 : リン パ 球 831.840.3 
。 \ 32.040.8 : 単 核 球 $ 1.9~ 8.82%, \ 2.1 一 
8.1 旬 で , 特に 好 酸 球 に つい て は 5 味 以 下 は $ 16.7 一 
92.1 多 , ? Y.5 一 21.422, 10.522 以 上 は $28.6 て 53.6 
22, 88.55Y.0 多 で ある 。 排出 虫 体 数 に より 分 類 し て 
比較 する に 好 酸 球 が 虫 体 数 の 増加 と 共に , 9~10 名 一 
18.6-31.8 多 と 増加 する が 著 明 で , 赤血球 雪 も 赤 わ ず か 
に 比例 的 関係 を 示す が , その 他 の も の は 差異 は 認め られ 
な か つた 。 ア メリ カ 釣 虫 (N.a.), ツ ビニ = 釣 東 (Ad.) 
単独 感染 者 に つい て , 排出 刺 体 数 別に 考察 を 進め た が , 
A.d. のみ は 3 112, * 119 例 , N.a. の み は $13, ?27 
例 で 両 種 間 に お ける 差異 に つい て は N.a. の 単独 感染 例 
の 不足 に ょ り 決 定 的 な 結論 が 得 ら れ な か つた 。 各 検査 5 

地区 の 内 , 南 加 積 及び 東谷 は N.a. が 優 占 ( 優 占 度 2.946, 
1.186) し , 他 の 地区 は A.d が 優 占 ( 0.325ー 0.461) 
する 地 で ある が , それ に 原因 する と 思わ れる 地域 差 は 認 
め ら れ か ない 。 


90. 九州 , 北 海道 の 大 鉱 従業 員 寄 生 虫 相 の 比較 研究 (?) 

佐 < 学 ・ 林 滋 生 ・ 白 坂 竜 時 ・ 三 浦 昭子 ・ 佐 藤 孝 慈 ・ 福 井 
正信 ・ 長 田 泰博 ・ 矢 沢 庄 三 ( 伝 研 寄生 虫 ) : M. SASA, 

S. HAYASHI, R. SHIRASAKA, A. MIURA, K. 

SATO, M. FUKUI, Y. OSADA 錠 S. YAZAWA : 

Epidemiological studies on the helminthic infections 

among the inhabitants at several coalmine districts in 

Kyushu and Hokkaido (7 ) 


我々 は 三菱 鉱業 健保 組合 所 属 の 炭鉱 従業 員 の 寄生 虫 相 
(に こつ いて すでに 報告 し た 様 な 観察 を つ さ ゞ 由 こ 来 た が 1957 


年 10 月 か ら 1958 年 12 月 に か け て 今度 は 主として 九州 地方 
と 北海 道 は 大 夕 張 地区 一 ケ所 に つい て Pe 
検便 を 前 回 と 同様 方 法 で 行い 成績 を 得 た 。 今 回 は と くに 


地区 別 , 虫 種別 の 各 寄 生 虫 陽性 率 の 比較 を 各 主 要 種 の 年 
含 分布 に つい て 検討 を 行 つ た 結果 を と ゝ に 発表 する 次 第 
で ある 。 地 区 別 の 由 種 別 比較 は 同じ 九 洲 で も 全く 環境 が 


(寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 3 号 


異 え と 思わ れる 筑豊 地区 ( 6 支部 合計 ), 島 地区 ( 3 支部 
Eee 
の で ある が 夫々 の 寄生 中 相 に か な り の 差 時 か 認め られ 
た 生生 と 多く 383.2, 
We ペーIrefAS に 位 し 

。 鞭 虫 は 三 地区 あま り 差 異 が な く , 7.2, 6.1, 6.6 
POP 和 itafe 筑豊 地区 は 15.32%, 
島 地 区 8.1, 北海 道 は 低く 8.72 に 過ぎ な か つた 。 反 
対 に 東洋 毛 様 線 虫 は 北海 道 8.7%, 筑豊 地区 , 鳥 地 区 で 
は 夫 れ 夫 れ 0.5 多 , 0.4 多 と 1 多 以 下 で あつ た 。 三 地区 
の 年 令 層 別に よる 陽性 率 を みる と 顕 虫 , 鞭 虫 , 釣 昌 , 東 
毛 と も 地区 別に よる 環境 の 相 異 が ある に も か > ゝ わら ず , 
と の 年 令 分 布 相 は ほぼ 同一 傾向 を 示し た が と の 事 は 双 興 
味 あ る 問題 と 思わ れる 。 即 ち 虫 は 5 9 才 に か け て 北 
海道 88.7 多 筑豊 地区 14.85% で 最高 値 を 示し た 分 布 導 
は “へ の 字形 ” で あつ た 。 釣 虫 は 三 地 区 共 20 一 29 才 で 。 
筑豊 28.5 多 , 鳥 地区 19.52, 北海 道 2.67 と 高値 示し 
た 。 全 般 的 に は 東毛 と 共に 幼年 期 か ら 20 才 台 ま で 直線 的 
に 上 昇 し 成年 層 で は ほぼ 同一 水準 を 保つ “台地 型 " , な 
いし 『“ 尻 上 り 型 " を 示し た 。 前 回 検査 を 行 つた 3 地区 の 
従業 員 と 今回 の 家族 検便 の 成績 と を 比較 し て みる と , 特 
に 注目 され る 点 は , 東毛 が 家族 成人 と 従業 員 と で は 筑豊 
地区 0.94 2 : 2.16 め , 島 地 区 0.7 2 : 1.0%, 北海 道 
7.9822 : 18.22 タ と いづ れ も 2 倍 値 近く 従業 員 の 方 が 寄生 
率 が 高 か つ た 事 と アメ リカ 釣 虫 で は 同一 比較 に お いて , 
逆 に 従業 員 の 方 が いづ れ も 低 い 値 で あつ た 。 と の 点 が 奈 
辺 に よる か は 今後 の 解明 を 待つ 必要 の ある 興味 深い 問題 
点 と 思わ れる 。 


91. 釣 虫 キヤ リヤ ー の 実態 調査 並び に 駆虫 に つい て ③⑬ 
上 田 五郎 ・ 好 井 敏昭 ・ 荒 木 恒 治 ・ 山 中 直之 ( 阪 医大 岩国 
内 科 ) :G. UEDA, T. YOSHII, T. ARAKI 錠 N. YA- 
MANAKA : Investigation and treatment of hookworm- 


carrier (3 ) 


最近 釣 息 卵 保 有 者 は 減少 の 傾向 が ある が , 尚 高 率 に 存 
在 する 地区 も ある 。 今回 私 達 は 大 阪 府 胸 ヶ 谷地 区 及び 本 
堂 部 落 の 釣 虫 卵 保 有 者 の 実態 調査 並び に 集団 駆虫 を 実施 
し , 次 の 如き 成績 を 得 た 。 先 づ 前 検便 は 18mm: 2 枚 沙 抹 
法 及 び 飽 和食 塩水 浮 渡 法 で 行い , 釣 虫 卵 陽性 者 68 人 〈 男 
26, 女 27 人 ) に つい て 問診 し , 理学 的 検査 を 行 つた 役 採 

し , 血液 像 , 血清 鉄 , 血清 蛋白 , 血液 水分 像 な ど を 調 
た 。 銀 体 成分 抽出 液 稀釈 液 を 以 て 皮 内 反応 及び 沈降 


( 80 ) 
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昭和 34 年 6 月 (1959)] 


反応 も 施行 し た 。 駆虫 時 下剤 投与 に よる 下痢 直後 に も 採 
血 し て 下剤 の 影響 を 見 た 。 駆虫 3 週間 後に も 採血 し て 後 
検査 を 行い その うち 10 人 だ 鉄剤 と し て ピロ 焼 酸 第 二 鉄 
を 1 日 2 g14 日 間 (鉄剤 と し て 8.36g) 投与 し 鉄剤 の 影 
響 を 見 た 。 駆虫 剤 と し て は オー ミン 末 及 び オ ー ミ ン 昧 粒 
を 使用 し , 持続 投与 及び 下剤 併用 法 を 行い , 排 虫 率 妃 至 
卵 陰 転 率 を 比較 検討 し た 。 自覚 症状 は 肩 凝 , 頭痛 , 肘 
量 , 心 怪 元 進 な ど を 訴え た も の が か な りあ つた が , 駆 昌 
後 は 8022 の 軽快 率 を 見 た 。 前 検便 成績 は 被 検 者 数 526 人 
中 76 人 に 釣 虫 卵 を 認め , 卵 保有 率 は 12.5% で あつ た 。 駆 
東成 績 は オー ミン 未 2 g 2 回 2 日 間 持続 投与 で は 78.6 
の 卵 陰 転 率 を 示し , オー ミン 末 2 g 2 回 投与 下剤 併用 で 
は 卵 陰 転 事 は 76.2%%, 排 虫 率 は 88.3%, オー ミン 粒 3 
g 2 回 投与 下剤 佐用 で は 卵 陰 転 素 は 82.622, 排 虫 素 は 61 
.12% で あつ た 。 使用 せる 駆虫 剤 の 副作用 は 殆 ん ど 認め ら 
れ な みつ た 。 商 後 検便 は 沙 抹 法 及 び 念 和食 塩水 浮 涯 法 で 
陰性 者 に は 濾紙 法 を 行 つ た 。 損 血 は 血色 素 量 が 男子 平均 
70.722, 女子 平均 67.4 で 駆虫 後 は か な り 避 復 し た 。 即 
ち 駆 上 の み の 場 合 の 1 日 平均 血色 素 収 復 量 は 0.89% で あ 
り , 鉄剤 投与 の 場合 は 1.002% で 鉄剤 授与 の 方 が や ゝ 多 か 
つた 。 好 酸 球 百分率 は 平均 14.6 多 で あり , 152 以 上 の 増 
多 症 の ある 者 は 34.3% で その うち 最高 は 47% で あつ た 。 
商 駆 昌 後 は 平均 8.4 と 減少 し た 。 下剤 授 拓 に よる 下痢 
直後 ' こ は 著 明 な Haemoconcentration の 状態 が 見 られ た 。 
血清 鉄 は 平均 97.8 7/l で 駆虫 後 は 平均 111.2 7/dl で あ 
り , その 増加 率 は 14.322% で あつ た 。 駆虫 後 鉄剤 授与 せる 
場合 の 増加 系 は 86.2% で , 鉄剤 投与 せる 場合 の 方 が 伯 復 
は 良好 で あつ た 。 血清 蛋白 は 駆 昌 前 後 を 比較 する と , 総 
蛋白 量 。 アル ブ ミ ン , wi- グ ロブ リン ,。 es- グ ロブ リサ リン, 
8 グロブリン, A/G 比 た ど は 駆虫 後 や > 増加 し , リポ 和 蛋 
白 は 著 明 に 増加 し , ?- グ ロブ リン は 減少 の 傾向 が あつ 
た 。 血液 水分 像 に は 著 変 を 認め な か つた 。 


92. 大 阪 市 に 於 ける 釣 虫 保 卵 学 准 の 疫学 的 研究 藤井 
正男 ・ 吉 矢 佑 ・ 吉 矢 元 彦 ( 阪 寄 研 ) : M. FUJIL, T. YO- 
SHIYA 層 M. YOSHIYA : Epidemiological study on 
the hookworm among Osaka city pupils 


大 阪 市 内 の 小 ・ 中 学生 の 釣 虫 保 卵 率 は 昭和 28 年 より 38 
年 に 到 ろ る 6 年 間 に 吾 々 が 一 人 一 面 落 抹 法 で 検査 し た 小学 
生 726.700 名 に つい て みる と 28 年 度 既に 1.68 多 に 減少 し 
て 居 つ た も の が 更に 0.82%%, 0.84 多 , 0.26 多 と , 叉 中 学生 
307,166 名 に つい て は 28 年 度 の 3.5Y 多 が 1.82, 1.15 多 
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0.9822, 0.782 と 夫々 毎年 着実 に 低下 し て 来 て 33 年 度 に 
お いて は 小学 生 は 0.21%, 中 学生 は 0.46 多 と 共に 約 
に 洒 減 し て いる 。 と と ろ が 此 等 の 検査 対象 校 は 以前 より 
釣 昌 駆 除 は 比較 的 徹底 し て 行わ れ て 居り , 当 市 に お いて 
は 釣 和束 の 新 感染 機会 は 少な いと 思わ れる に も 拘ら ず 依 然 
と し て 検査 毎 に 新保 卵 者 が 発見 され る の が 現状 で ある 。 
そ と で 当 市 各地 区 の 小学 校 21, 中 学校 12 計 83 校 の 189 名 
の 保 卵 者 に つい て その 感染 の 実態 を 調査 し た 。 其 の 結果 
189 名 中 Y1 名 (51.122) が 他府県 農業 地区 ょ り 大 阪 市 内 
え 転 入 後 3 年 以内 の 者 で あり , その 転入 生 の 70% 返 が 転 
入 後 1 年 以内 の 者 で あつ た 。 そ と で 此 の 83 校 を 当 市 の 中 
心 部 で 校 下 に 田畑 の な い A 群 と , 周辺 部 で 若干 田畑 も あ 
る B 群 に 分 け て 久 る と A で は 33 校 90 名 中 51 名 (56.7 多 ), 
B で は 10 校 49 名 中 20 名 (40.8 多 ) が 前 記 の 転 和 生 で あつ 
た 。 即 ち 中 心 部 の A 群 の 方 が 感染 機会 の 比較 的 大 きい と 
考え られ る 周辺 部 の B 群 より も 保 卵 者 の 中 で 転入 生 が 占 
め る 率 が か な り 高 いと と が わか つた 。 双 残り の 長く 市 内 
に 存在 し て いる 保 卵 者 884 名 に つい て その 感染 機会 と 考え 
られ る 諸 項 に つい て 調査 し た と と ろ , 1 ) 夏休み 等 の 帰 
省 先 が 農 業 地区 で ご ある も の 87 名 (70 2), 2 ) 現住 地 附 
近 に 田畑 が ある も の 25 名 (472), 3) 田畑 で 遊ん だ り 
畑 仕事 を 手伝う も の 16 名 (30), 4 ) 生野 菜 や 浅 漬 け 
を 喰 べ へ る も の 42 名 (Y9 多 ) で あつ た 。 商 保 卵 学童 の 家族 
検査 で は 転入 生 家 族 で 受検 し た 者 の 55.72, 同様 A 群 家 
族 の 27.7%, B 群 家族 の 56.4% に 釣 虫 卵 を 認め た 。 


93. 釣 虫 卵 の 発育 に 及ぼ す 酸 の 影響 に つい て (②) 柳 
沢 利 宮 雄 ・ 水 野 哲夫 ・ 大 津 革 ( 千 大 公 衛 ) : R. YANAGL- 
SAWA, T. MIZUNO 々 HOTSU : On the infuence 
of Oxygen on the development of hookworm eggs 


釣 虫 卵 の 発育 に 至 適 な る 27 で 嫌気 状況 下 に お ける 釣 刺 
卵 の 発育 試験 に 関し て は 己 に 発表 し た の で , 今回 は 人 体 
腸 内 温度 に 近い 38' で の 下 で 実験 を 行 つ た 。 1) 実験 材料 
・ ツジ ビ = 及び アメ リカ 釣 下 卵 単独 寄生 者 の 苗 便 で 排便 後 
少な く と も 3 時 間 以 内 に 実験 を 行 つ た 。 虫 卵 採集 方 法 は 
硫 苦 加 管 和食 塩水 に て 浮 流せ し め た 忠 卵 を 水洗 後 実験 に 
供し た 。 2) 標本 作製 方 法 及び 観察 方 法 : 培養 也 に 直径 
1 cm, 深 さ 0.5cm の 穴 を 容 ち , 其 の 中 に 息 卵 浮 工 液 を 
入れ 水道 水 を メ ヂ ウム と し て 素 焼 の 革 の ある シヤ ー レ に 
入れ , 黄 燃 燃 焼 法 に 依り 嫌気 を 行い , 嫌気 鐘 は 38' で 鋼 卵 器 
に 納め , 一 定 日 数 後に 材料 を 取り 出し て , ポリ ェ エチ シン 
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フイ ルム ふ 被 覆 に ょ る 同一 虫 卵 の 継続 観察 を 行 つた 。 観察 
期間 中 は 充分 に 湿潤 を 保 た させ る 為 に , シャー レ の 底 に 
ガー ゼ を 湿 め ら せ て 敷き , 其 の 上 に 被 検 対物 ガラ ス を 載 
せ , 88 で C 負 卵 器 に 入れ て 藤生 試験 を 行 つ た 。 嫌気 鐘 開 放 
後 の 観 察 時 間 は 24 時 間 , 48 時 間 目 に 行 つた 。 実験 の 結果 
1 ) 88 で 嫌気 状況 に お ける 釣 虫 発育 初期 卵 の 発育 に つ 
いて は , ツジ ビニ 釣 虫 卵 で は 嫌気 1 日 間 で 22.7 の 仔 虫 形 
成 率 を 示し , 嫌気 3 日 間 で は , 16.4 多 の 仔 虫 形成 率 を 示 
し た が , 嫌気 5 日 間 で は 艇 化 仔 虫 を 認め ず 。 ア メリ カ 釣 
虫 卵 で は 嫌気 1 日 間 で 己 に 発生 仔 虫 を 認め ず 。 2 ) 88 
で 嫌気 状況 に お ける 釣 東 仔 虫 包 臓 卵 の 発育 に つい て は , 
ツ ビ ニ 釣 虫 卵 で は 嫌気 1 日 間 で 21.2 多 , 嫌気 8 日 間 で は 
2 の 仔 形 成 率 を 示し た が , 嫌気 5 日 間 で は 明 化 仔 東 
を 認め ず 。 ア メリ カ 釣 虫 卵 で は 嫌気 1 日 間 で 己 に 発生 仔 
虫 を 認め ず 。 8 ) 88 で 無 酸 素 状況 下 に お いて は , ツ ビ = 
釣 昌 卵 は アメ リカ 釣 虫 卵 よ りゃ も 抵抗 が 強い 


94. 銘 虫 の 新 感染 経路 と し て の 苗 床 の 研究 北村 鋼 一 
( 横 大 寄 生 虫 ) : K. KITAMURA: On the seedbed as 


a new breeding place of hookworm larvae 


PE ょ り 秋 季 に 理 る 畑 で の 経 
違 感 染 が 主として 挙げ られ て 居る 。 然し 生 ら 余 は 冬季 よ 
り 春 雪 に か け て ふ 音 床 より の 感 半 の 旬 答 が ある を 
し 次 の 実験 を 行 つ た 。 (A) 横 浜 市 子 区 の 一 農家 で 年 
行う と 同様 の 方 法 で 苗 床 を 作 つ て 観察 し た 。1) 材料 方 
法 : 昭和 834 年 1 月 25 日 薫 , 鶏糞 , 人 尿 尿 ( 釣 虫 卵 キ を 含ま な 
い ) で 1 冬 の 堆肥 を 作製 。 2 月 1 日 その 表面 を 5 区 謀 に 
分 ち 境界 に 木 枠 を 使用 。 釣 虫 卵 含有 便 を 8001600g 宛 
夫々 7,500 cc,3,800 cc,5,000 cc,3,800 cc,7,800 cc の 
水道 水 に 落 解 し た 後 撤 布 。 充 分 に 浴 み 込ま せ て か ら 腐 葉 
土 を 6 一 Ycm の 厚 さ に か けた 。 搬 布 直 前 に 各 尿 水 の 一 
部 を 瓦 培養 し て 洪 出 仔 虫 数 か ら 各 区 謀 に 搬 布 され た 釣 正 
纏 は 1 区 NA211,900 AD 26,300 , 2 区 NNA 83,400 
AD1,500 , 3 区 NA 11,000 AD 60,000 , 4 区 NNA 
2.900 AD4,600 , 5 区 NNA 10,900 と 推定 され る 。32) 
成績 : 各区 竹 の 表層 土壌 約 150 8 宛 より 保温 式 Baer- 
mann 装置 で 仔 虫 を 分 離し た 。 仔 虫 は 満 8 日 目 迄 陰性 。 
9 日 目 に 2 区 で NA32 隻 , AD2 隻 , 8 区 で NA 2 焦 , 
AD21 隻 , 4 区 で TA 2 隻 , AD 3 隻 , 14 日 目 に 1 区 で 
A21 和 隻 , AD 5 隻 , 16 日 目 に 2 区 で NA 146 隻 , 8 区 で 
AD 8 隻 を 認め , 以後 53 日 目 (3 月 26 日 ) に 至る も 尚 検 
出 出来 た 。 更 に 同 苗 床 に 播種 成育 し た 小松 葉 を 19, 26, 
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31 日 目 に 各 10 本 宛 土 際 で 切り 取り 40'C の 水道 水 に 浸し た 
後 充分 に 水中 で 振 つ た 後 の 水 か ら は 仔 虫 を 認め 得 な か つ 
た 。 表 面 か ら 約 4 cm の 土壌 中 の 温度 は 多少 天候 に 影響 
され た が 概ね 25 一 15'C で 温度 の 測定 は し な か つた が 外見 
上 常 と 湿潤 し , 仔 虫 の 成育 生存 に 好適 で あつ た と 思わ 
る 。 多 下 仔 虫 と 自由 生活 線 虫 と の 鑑別 は 厳密 に 行 つ た 。 
( B) 各地 の 苗 床 土壌 より の 仔 下 検 出 1) 群馬 県 邑楽 
郡 板倉 町 。 昭 和 83 年 4 月 17 ヶ 所 中 1 ヶ所 NA 5 隻 , 昭和 
84 年 8 月 80 ヶ 所 中 1 ヶ所 NNA 4 隻 。2) 三浦 市 初 声 。 昭 
和 33 年 3 3 月 6 ヶ所 全て 陰性 。3) 小千谷 市 千 谷 。 昭 
和 34 年 8 月 6 ヶ所 全て 陰性 。 結 論 1) 苗 床 は 釣 虫 卵 , 仔 
虫 の 良好 な 発育 場 と なり, 冬季 ょ り 春 季 に か け て の 感染 
eo 
に は 仔 虫 の 登 六 し た も の を 見 出し 得 な か つた 。 


5. 釣 虫 お よび 東洋 毛 様 線 虫 の 定量 的 培 開 法 の 応用 
藤原 満 喜 子 ・ 伊 藤 淳一 ・ 佐 藤 昇 ( 新 大 医 動物 ) : M. FU- 
JIWARA, JJ. ITO & N. SATO: On the practical 
signifcance of larvae count data in hookworm and 7 な - 
cos7 ヶ の gyZzS の ZZ62727S infestations by the quantitative 


culture method of feces 


さき に 演者 ら は 第 17 回 日 本 寄生 虫 学会 東日本 支部 大 会 
に お いて 釣 虫 お よび 東洋 毛 様 線 虫 卵 を 含む 新鮮 便 を 定量 
的 に 好適 条件 下 で 瓦 ま た は 濾紙 培養 し て 洪 出 幼虫 数 を 算 
定 す る と と に より, 殿 便 内 虫 卵 密度 の 推定 が 可能 で ある 
と と を 報告 し 。 スト ー ル 法 同 様 に 寄生 濃度 の 表示 法 と し 
て 実際 に 応用 し 得る こと を 示唆 し た 。 そ の 後 , 釣 虫 の 濃 
厚 に 浸 淫 す る 新潟 県 高田 地方 に お いて ほぼ 年 間 を 通じ て 
濾紙 を 用 いる 定量 的 培養 法 を 行 つ て LPG (Larvae per 
gram of feces) を 求め , 同時 に 行 つ た スト ー ル 法 に よる 
ETPG (Eggs per gram of feces) お よび 24 時 間 便 の 濾 
便 に ょ る 排 虫 数 を 調べ , これ ら 8 者 の 相互 問 に か な り 高 
い 正 の 相関 々 係 の 成立 する と と を 確認 し た 。 ま た , それ 
と 葵 ん で EEPGTPE に 相当 する 工 PGPTE (Larvae per 
gramm Der 6 人 を 集団 駆 昌 に より 算定 し , 釣 虫 の 場合 
定量 的 培養 法 は 単に 虫 卵 密度 が 推定 出来 る だ け で な く , 
同時 に 寄生 種別 と 寄生 邊 数 も 推定 可能 な る 利点 の ある と 
と を 明らか に し た 。PLGTP 値 は ツ ビ = 釣 虫 で は 。 上 
PG 1~1999 は 165, 2000~ て 3999 は 153, 4000 以上 は 
127 と な り , アメ リカ 釣 虫 で は LPG 1-1999 は 182, 
2000~3999 は 99, 4000 以 上 は 85 で あつ た 。 な お 上 記 の 釣 
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昭和 34 年 6 月 (1959)〕 


お よび 東洋 毛 様 線 虫 卵 の 培養 は , 出来 る だ け 新鮮 便 
(遅く と ぁ 排 便 後 Y2 時 間 ま で の も の ) を 用 い , 培養 温度 
27 で (東洋 毛 様 線 虫 は 25 で ), 培 養 日 数 14 日 間 , 殿 便 沙 抹 
量 は 沙 抹 面積 約 28cm? に 対し て 0.5 8 と する 実験 室内 で 
検討 し た 好適 培養 条件 を も つて 行 つ た 。 
つい て は , 三条 市 井 林 お ょ よび 東 鮨 田 の 2 地区 で 瓦 培 : 

+ ょ る 定量 的 培養 法 を 行い それ に より 得 ら れ た LPG 
スト ー ル 法 か ら 算 定 さ れ た 選 PG と の 間 に 相 関係 が あ 
る と と を 明らか に し , 釣 昌 同 様 実 際 に 応用 出来 る こと を 
証明 し た 。 ま た 同時 に 本 法 に よれ ば , スト ー ル 法 で は 一 
般 に 表示 不可 能 な 低い 虫 卵 密度 CEPG 三 100 未 満 ) の 
寄生 者 の 寄生 濃度 も 表示 出来 る 利点 の ある と と を 明らか 


| = 
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36. 土壌 中 釣 虫 仔 虫 の 生存 に 及ぼ す 土壌 温度 及び 湿度 
の 影響 に つい て 野 未 茂 昭 内 田 昭夫 ・ 柳 沢 利 喜 雄 ( 千 
大 公 衛 ) : S. NOZUE, A. UCHIDA 層 R. YANAGI- 
SAWA : The jnfuence of temperature and humidity 


aupon the existence of hookworm larvae in soil 


我々 は ベー ルマン 氏 法 に ょ つて 土壌 中 釣 仔 虫 を 回 収 す 
ら た め の 分 離 装置 を 考案 し , その 諸 要 因 に つい て 検討 
し , 第 27 回 日 本 寄生 虫 学 総会 で 発表 し た が , と の 装置 を 
応用 し て , 土壌 中 釣 仔 昌 の 生存 に 及ぼ す 土 壌 の 温度 , 湿 
度 及び 性 状 に つい て 若干 の 検討 を 行 つ た の で 報告 する 。 
加熱 滅菌 乾燥 土壌 50& を シン ヤー レ に ことり, 土壌 が 湿潤 状 
態 と な る よう に 粘土 に は 22 g, 砂 に は 128 の 水 を 加え , 

その 上 に アメ リカ 釣 虫 (以下 N.a. と 略す ) 及び 犬 釣 仔 虫 
以下 A.c. と 略す ) 約 100 匹 を 搬 布 し , 蓋 を し, 一 週間 毎 に 
水 を 加え て 湿潤 状態 を 保つ よう に し た 。 と れ ら を 385'C, 
20 で 及び 0 で < 2 C に 置き , 一 定期 間 後 分 離 装 置 に 作用 

し め て 回 収 し た 。 対照 と し て 直径 3cm の 沈 肖 管 に 仔 
虫 を 10 ほ g の 水 と と も に 入れ , 土壌 と 同じ 温度 に 置き , 高 
温 で は 時 々 水 を 加え て 乾燥 を 防ぎ , 一 定期 間 後 50g の 砂 
人 SMPeifNGP2NKR 
に こ におい て は , シヤ ー レ の 蓋 を 時 々 開い て 徐々 に 土壌 の 湿 
度 が 減少 する 条件 を つく り , 併せ て 湿度 の 影響 に つい て 
検討 し た 。1)85 で に お いて : 湿潤 土壌 で は A.c. は 28 日 後 
粘土 で 5.6 多 , 砂 で 15.2 多 回 収 さ まれ た が , N.a. は 21 日 後 
砂 で 0.6 多 回 収 さ れ た の み で あつ た 。 湿度 の 減少 する 土 
壌 で は 両 種 と も に 回 収束 が 低下 し た 。32)80'C に お いて : 
湿潤 土壌 で は A_.. は 28 日 後 粘土 で 31.422, 砂 で 60.9 多 回 
収 さ れ , Ng. は 夫々 1.2 多 。42.32% で あつ た 。 湿度 の 減 
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少 する 土壌 で は 両 種 と も に 回 取 率 が 低下 し , N.a. は 
21 日 後 約 11.02 の 砂 で 8.8 め し が 拉 才 きれ な が と の に 
対し て , A.c. で は 湿度 が 4.6 に 減少 し た に も 拘ら ず 
35.9 回 収 さ れ た 。3)20C に お いて : A.c. は 85 日 後 粘土 
で 10.42%, 砂 で 35.22 回 収 さ れ , N.a. は 28 日 後 夫々 10.5 
,48.6 で あつ た 。 3) 0 で ~ 2 C に お いて : A.c. は 5 
日 後 粘土 で 1.02, 砂 で 2.6 多 回 収 さ れ た の に 対し て , 

N.a. は 12 時 間 後 粘土 で 1.922, 砂 で 4.62 に 減少 し , 24 
時 間 後 は 全く 回 収 さ れ な か ー ッ た の 00 朋 が 0 と お い 
て は 両 種 と も に 28 日 後 で も 回 収 さ れ , 20C~ て 30'C は 好適 
温度 範囲 で あり , N.a. は 830 で 以上 で , A.c. は 35 で 乃至 そ 
れ 以 上 で は , 温度 の 影響 に ょ つて 著しく 減少 する 。 6)85 
C 及 び 0 で < 2 CO に お ける HB A.c. に 比 し 
て 有 弱く , 湿度 の 減少 に 対し て も 弱い 。7) 粘 土 に お ける 回 
収 率 は 常に 砂 よ り 低 い 。 し か か し 最初 の 7 日 乃至 10 日 で 閉 
レ しく 低 率 で ある が , それ 以後 は 殆 ん ど 同 じ 傾 向 で 減少 す 
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97. 釣 虫 感染 仔 虫 の 皮膚 優 入 の 機転 (1) 銘 虫 感 染 仔 虫 
の 趣向 性 に つい て 川辺 光 丸 ( 横 医大 寄生 虫 ) : M. KA- 
WABE: Studies on taxis of the hookworm infective 
larvae and its significance upon penetration of the host 


skin 


釣 虫 感染 仔 昌 の 皮膚 侵入 の 機転 を 生物 学 的 見 地 よ り 究 
明 す る 為 , 之 ま で に 色々 と 研究 され て きた 各 趙 向 性 に つ 
いて 検討 を 加え て みた 。 超 向 性 と し て 向 触 性 , 向 水 性 , 
向 湿性 , 向 温 性 , 向 地 性 , 向 電 性 , 向 磁性 に つい て 検討 
し て みた 。 向 触 性 。 平 滑 な 滑 子 面 に 対し て は 反応 な く 粗 
ガラ ス に 対し て も 同様 で あつ た 。 吸 取 紙 , 布地 等 で は 一 
部 反応 を 示し た 。 向 組織 性 。 生 体 友 膚 に は 著 明 な 反応 を 
示す が 死体 皮膚 で は 著 明 で な か つた 。 創傷 の ある 皮膚 と 
対し て る 特に 反応 を 示す と は 思わ れ な か つた 。 了 向 水 性 。 
仔 虫 は 水量 の 多い 所 は あま り 好 まず , むし ろ 拒 否 す る 識 
度 さ えみ られ た 。 向 湿性 。 湿気 は 仔 虫 の 生活 に と つて は 
不可 欠 の も の で ある 。 湿潤 部 より 乾燥 部 へ 移動 で きる も 

の は , わずか 6 22 位 に すぎ な か つた 。 向 温 性 。 温 度 に 対 
し て 閉 明 な 反 記 を 示す と と は 知ら れ て いる が , 温 体 が 価 

に 近づい た 時 どの 範囲 で 反応 を 示す か を 皮膚 温 で 調べ 

て が ポ 泊 村 内 ご は の 609 
AD は 6cm, NA は 8cm の 所 まで は 反応 を 示す と と が 
解 つ た 。 之 に 泥 を 入れ た 場合 は 。 い づれ も 2 一 4cm の 
所 まで し か 反応 を し 示 き な か つた 。 向 地 性 。 特 に 著 明 な 性 


( 83 ) 








396 


質 は み ら れ な か つた 。 向 電 性 。 微 弱電 流 を 作用 させ た 場 
合 , 陰極 側 は や ゝ 多数 集まり 且 著 明 な 空 入 運動 を 起す の 
が み ら れ た 。 陽極 側 で は 著 明 で な か つた 。 向 磁性 。 ス ラ 
イド 上 の 仔 虫 水滴 に 磁石 を 裏 か ら 作用 させ た 場合 は 仔 虫 
は 中 心 に 集まり , 側 方 か ら 作 用 させ た 場合 は 磁石 に 多数 
集まる の が み ら れ た 。 之 等 の 場合 磁石 を と る と 再び 周辺 
性 を 示し て きた 。 上記 の 名実 験 を 久 る と 皮膚 侵入 に 重要 
な 役割 を 果す も の は 温度 , 湿度 と 思わ れる が , 微弱 電 
流 , 或 は 磁性 に 対す る 反応 も 考慮 研究 する べき も の と 考 


し 
ん る や o 


98. 釣 虫 仔 虫 の 向 性 に 関す る 実験 的 研究 河野 明 ( 阪 医 
大 肉 科 ) : A. KONO : Experimental studies on the taxis 


of hookworm ]arvae 


釣 昌 仔 虫 の 向 性 に 関す る 研究 に つい て は 既に 報告 の ぁ 
を る ととろ で ある が , 余 も 赤 , 釣 虫 仔 虫 の 各種 血清 に 対す 
る 向 性 の 有無 を 確 め , 家 兎 の 各種 臓器 抽出 液 並 に 胆汁 に 
対す る 向 性 に つい て 吟味 し た の で 報告 する 。 実験 方 法 : 
シヤ ー レ に 約 3 % の 寒天 沙 液 を 約 Smm の 厚 さ に 入れ て 
商 却 し , と の 寒天 上 に 直径 8 mm の 3 個 の カッ プ を 一 直 
線上 に 各々 5mm の 間隔 で 置き , 再び 約 8 多 塞 天 藩 液 を 
5 mm の 厚 さ に 注ぎ , 冷却 後 カ ッ プ を 抜き 取り 3 個 の 小 
円 形 を 作る 。 中 央 池 に 仔 虫 液 , 左 の 池 に 向 性 刺 戦 源 と な 
る べき 客 種 液 性 物質 , 右 の 池 に 対照 液 を 入れ 各々 を 直線 
細 溝 に よ つ て 連絡 し , 30'C の 下 で 1 時間 の 間 10 分 毎 に 仔 
虫 の 移行 状態 を 観察 し た 。 実験 成績 : 1) 犬 釣 虫 仔 下 普 
に 犬 血清 を 以 て せる 実験 で は ( イ ) 魚 虫 寄生 せ ざ る 犬 血 
清 を 用 いた 場合 は 9.1222 ( ロ ) 釣 和 虫 多数 寄生 せる 犬 血清 
を 用 いた 場合 は 8.8522 2) 犬 釣 息 仔 虫 並 に 釣 虫 寄生 せ ぎ 
る 入 血 清 を 以 て せる 実験 で は 2.1322 3) 犬 釣 東 仔 虫 並 に 
家 兎 血清 を 以 て せる 実験 で は 1.7122 の 移行 事 を 夫々 示し 
4) ツ ビ = 釣 虫 仔 虫 並 に 人 血清 を 以 て せる 実験 で は ( イ ) 
釣 下 寄生 せ ざ る 人 血清 を 用 いた 場合 は 17.22% ( ロ ) 釣 
虫 多数 寄生 せる 個 清 を 用 いた 場合 は 9.5522 5 ) ツ ビ = 
釣 虫 合 虫 並 に 寄生 せ ざ る 犬 血清 を 以 こ て せる 実験 で は 5.91 
22 6) ツ ビ = 釣 虫 虫 仔 虫 並 に 家 兎 血清 を 以 て せる 実験 で 
は 4.64 多 の 移行 率 を 夫々 示し た 。 次 に Y) ツ ビ = 釣 息 仔 
虫 並 に 家 兎 臓器 抽出 液 及 び 胆 汗 を 以 こ さる 実験 で は , 心 
臓 1.50, 肺 臓 2.75, 肝臓 1.2522, 腫 臓 0.75 多 , 腎臓 1.88 
2%, 筋肉 1.13, 気管 0.7522, 胃 0.632, 腸 0.88 叶 , 


勝 腕 0.63 多 胆汁 ( 2 倍 稀 釈 ) 1.4622 の 移行 率 を 夫々 に 
示し た 。 結語 : ツジ ビ = 及 び 犬 釣 虫 仔 の 陽性 向 化 性 発現 


( 84 ) 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 * 第 3 呈 


程度 は 夫々 の 固有 宿主 血清 に 対し 強く , 非 固有 宿主 血清 
に 対し て は 弱い 。 双 釣 和 虫 寄 生 せ ざる 同種 血清 に 対す る 陽 
性 向 化 性 発現 程度 は , 釣 虫 多数 寄生 せる 同種 血清 に 対す 
る 陽性 向 化 性 発現 程度 より 顕著 ご ある 。 又 ツ ビ = 魚 昌 仔 
虫 の 同種 血清 に 対す る 陽性 向 化 性 発現 程度 は , 犬 釣 息 仔 
虫 の 同種 血清 に 対す る 其 れ より 鋭敏 ご ある 。 次 に ツ ビ = 
釣 虫 仔 虫 の 家 兎 各種 臓器 抽出 液 普 に 胆汁 に 対す る 向 性 は 
甚だ 僅 微 で , 唯 肺 臓 抽出 液 に お いて 僅 に 向 性 強い と 難 + 
血清 の 其 れ と は 比較 に な ら な い 。 


99. 種々 な 温度 に 於 ける 釣 仔 虫 の 組織 優 入 性 に 関す る 
研究 (3③ 固有 宿 至 血 清 を 用 いた 場合 の 水 相 に 於 ける 4. 
cgzzz72 仔 中 の 態度 に つい て 西村 猛 ( 微 研 寄生 虫 ) : 
T. NISHIMURA : Studies on the tissue-invading habit 
of hookworm larvae under various temperatures (3 ) 
Behavior of larval 4zcy/gs7o22Z c の 222422 against the 
tissue with the serum of the normal host within the 


Water 


私 は さき に , いろ いろ な 温度 の 水中 及び 土壌 中 で の , 

ツ ビ ニ ミ 釣 仔 虫 並び に 犬 釣 仔 虫 の 組織 侵入 性 を 追肥 し て き 
た 。 そ し て その 結果 か ら 次 の 様 な 知見 を 得 た 。1) 実験 
し た 範囲 の どの 温度 域 に お いて も , ツ ビ = 釣 仔 虫 の 侵入 
率 は , 犬 釣 仔 昌 の それ より 極め て 高い 。2) 両 種 釣 仔 東 
は , 24>27 で と 36~39C の 温度 領域 で 侵入 性 が 高まる 。 

3) 両 種 釣 仔 虫 の 間 に は , 侵入 に 好適 な 温度 条件 の 差 が 
ある らし い 。 34) 土壌 内 で の 侵入 率 は , 水中 に お ける そ 
(より も 低く , 土壌 内 で の 仔 虫 の 運動 能 が ある 程度 抑制 
され る の で は な いか と 考え られ る 。5) ジ ツ ビ = 多 仔 虫 の 
組織 侵入 性 の 高まる 一 部 の 温度 域 は , 自然 界 に お ける 釣 
虫 性 皮膚 炎 の 発生 時 期 の 温度 域 と よく 一 致す る 。 億 し 年 
ら , と れ ら の 実験 は 。 すべ て 人 血清 を 用 いた も の で , 

「 本 種 は 血清 に 対し て 種族 特異 性 の 陽性 向 化 性 を 示す 」 

と する 江口 ら の 知見 か らし て , 犬 血 清 を 用 いた 場合 の , 

犬 釣 仔 虫 の 態度 を 観察 する 必要 が あつ た 。 即ち , と の 点 
に つい て , 前 回 と ほぼ 同様 の 方 法 で 15?C ょ り 42C (8 で 
削 隔 ) に 理 る 温度 領域 で , 水中 に お ける 実験 を 試み た 。 1 
回 の 実験 に 使用 し た 仔 虫 朋 は 5001.000 隻 で , 培養 後 
6 刀 至 8 日 の 感染 型 被 還 仔 虫 を 用 いた 。 実験 の 結果 得 らち 
れ た 主要 な 知見 は , 人 血清 を 用 いた 場合 より も 著 明 に 組 
織 侵 入 率 が 高く な り , 最高 の 平均 侵入 率 は 18O の 10.9% 
で , 人 血清 を 用 いた 場合 の 最高 の 平均 侵入 率 2.86% の 約 
5 倍 近く な つて いる 。 な お 侵入 性 の 温度 変化 に と も な つ 
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た 変動 の 傾向 は 先 の 実験 と 相似 し て いる が , 36C に お け 
る 侵入 率 の 上 昇 が 顕著 に み ら れ , 寧ろ 人 血清 を 用 いた ヅ 
ビ = 釣 仔 昌 の それ に 似 て いる 。 た だ ヅ ツ ビ ニ = 釣 仔 虫 に お け 
る 場合 と 異な つて いる と と ろ は , 18<24"C の 広い 温度 
域 で 侵入 率 の 上 昇 が みみ られ る と と で , 侵入 に 関し た 本 種 
の 運動 能 の 発現 は , ツ ビ = 釣 仔 上 の それ と 好適 な 温度 域 
を 異 に する と と が 判然 と し た 。 な お と れ ら の 諸点 か らし 
て , と の 実験 に は , 血清 に 対す る 釣 仔 虫 の 陽性 向 化 性 が 
大 きく 関与 し て いる と と , 及び 犬 釣 仔 虫 の それ は , 種族 
特異 性 が 強い こと な ど を 確認 し 得 た 。 又 人 血清 を 用 いた 
場合 より も , 936 〇 C に お ける 侵入 率 が , 著 明 に 上 昇 する と 
と か ら , 高温 域 で 釣 仔 昌 の 血清 に 対す る 陽性 向 化 性 が , 
より 強く 発揮 され る も の と 解釈 し , と れ が , 喘 乳 動物 の 
体温 城 ど ある と と か ら 。 体内 え 侵入 後 の , 條 由 の 運動 能 
を 示す も の と の 見 解 に 達し た 。 


100. 犬 釣 仔 虫 の アイ ソト ー プ 人 負 共 に よる 追跡 実験 三 
上 義昭 ( 鳥 大 石原 内 科 ) : Y. MIKAMI : The trace test 


of jsotope labelled larvae 


銘 仔 東 の 体内 移行 路 に つい て は 諸説 が あり 一 定 し な 
い 。 従来 の 釣 仔 虫 の 検索 法 は Baermann 氏 法 お よび 組 
織 学 的 方 法 が ある が , 不 確 実 ど で ある 。 私 は 種々 の アイ ソ 
トー プ を 使用 し て 追跡 実験 を 行 な つた の で yr 
1) P*% は 8 線 を 放射 する の で 測定 臓器 を 灰 化 し な 
GA mo 
負荷 仔 虫 は アイ ソト ー プ を 排 洪 し , P* の 性 状 か ら , と 
れ が 衝 臓 器 に 散ら ば り 成績 が 不 確 実 で ある 。 2) T* 
は 7 線 を 放射 する の で 測定 臓器 の 灰 化 の 必要 は な く , レ 
た が つて 操作 が 簡便 で ある が , H* 貞 荷 仔 由 は アイ ソト 
ー プ の 排 洪 が 著 明 で , 排 湯 さ れ た アイ ソト ー プ は 甲状腺 
に 集積 し 追跡 を 妨げ な い が , 仔 虫 の 保持 カウ ント が 少な 
く 成績 が 不 確 実 ど で あ る 。 3 ) Na は 仔 虫 に 摂取 され る の 
が 日 と と も に 著 明 に な る が , Na 負荷 仔 昌 は アイ ソト ー 
プ の 排 港 が 著 明 で , これ が 各 臓 器 に 散ら ば り 成 績 が 不 確 
実 で ある 。 4 ) Ca“ は 仔 虫 に 対し 毒性 が 強く , 使用 不能 
で あつ た 。 5) Cr は 仔 虫 に 摂取 され る の が 少な く 追 跡 
が むず か し い 。 6 ) Fe5* は 仔 虫 に 摂取 され る の が 著しく 
多く , 他方 , Fe** 貞 荷 仔 虫 の アイ ト ソ ー ジ 排 洪 は 少な 
い 。 すなわち 仔 虫 は Fe'* を 固く 保持 し て は な さ ず , 7 
線 を 放射 する の で 測定 の 操作 が 簡便 で , も つと も すぐ れ 
た Tracer で ある 。 
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101. 自律 神経 寂 衡 状 馬 よ り 見 た 釣 虫 症 の 解析 に つい て 
(②) 蜜 田 久 子 ( 予 研 寄生 虫 ) : HH KUBOTA: Analysis 
of hookworm disase from the viewpoint of the balance 


of autonomic nervous System (2) 


釣 虫 Carrier を 含む 住民 男女 116 名 に つき , 東京 都 町 
田 市 忠生 部 落 こ お いて 検診 を 行い , 自律 神経 平衡 状態 か 
釣 虫 定 の 解析 を 行 つた 。 測定 年 月 日 は 昭和 33 年 1 月 20 
日 一 28 日 迄 。 測定 対象 は 釣 息 単独 寄生 者 を 含む 健康 住民 
男女 で , 感冒 及び 合併 症 の 他 に ある 者 を 除外 し た 。 測定 
項目 は Wenger・ 沖 中 氏 法 に 従 つ て , 1) 手掌 直流 皮膚 電 
気 抵抗 , 2) 前 腕 皮 膚 電気 抵抗 , 3) 最大 血圧 , 4) 舌 下 温 
度 。 5) 心 提 間 隔 で ある 。 前 回 同様 , 白石 氏 法 に ょ り 皮 膚 
電気 伝導 度 は 皮膚 電気 抵抗 値 で 代用 し た 。 こ と れ 等 測定 項 
目 の 中 , 手掌 皮膚 電気 抵抗 , 前 腕 皮 膚 電気 抵抗 , 最大 血 
圧 の 各 測 定 値 は 常用 対数 に 変換 し て 正規 型 と し て 後 , 前 
記 各 測定 値 と 同様 , "年 信 , 温度 , 時 間 に つ いて 補正 し , 
補正 後 , 夫々 の 測定 値 を 規格 化し て 標準 正規 型 族 布 値 と 
し , 重心 解 に 依る 因子 分 析 を 行 つ た 。 以 上 の 因子 分 布 
の 結果 と し て , 1) 個人 因子 得点 ヒストグラム か ら 見 て 
Control, Carrier 共に 副交感 側 え の 傾き を 示し た 。2) 感 
染 虫 数 と 因子 得点 と の 相関 は 見 られ な か つた 。 393) 血色 素 
量 と 因子 得点 と の 相関 る な か つた 。 3 個人 因子 得点 か ら 
個々 の 自覚 症状 を 検討 し て 見 る と , 副交感 神経 系 に 優越 
を 示す 息切れ , 胃腸 痛 , 便秘 で は 胃腸 痛 が p<0.01 で 副 
交 感 神経 優越 に 有意 ご ちあ つた 。 変 感 神経 優越 を 示し た 用 
時 , 動 健 , 舌苔 で は 舌 昔 が p<0.01 で あつ た 


102. 釣 虫 症 吊 者 と 釣 虫 Carrier に 於 ける 基礎 代謝 の 
比較 佐古 田 新 ( 阪 大 微 研 ) : A. SAKODA: On the 
basal metabolism in hookworm diseased person and hook- 


Worm Carrier 


某 工 場 に 釣 虫 症 症 状 を 全然 自覚 せ ず 従業 中 の 工員 で , 
検便 の 結果 釣 束 卵 陽 性 と 決定 され た 者 即ち 釣 虫 Carrier 
を 入院 せしめ , 患者 同様 に 4 塩化 エチ レン ( 0.8X15), 
下剤 使用 の 駆虫 療法 を 3 日 間 加 え , その 前 後に 諸 検査 普 
びに 基礎 代謝 (B.M.R.) 測定 施行, 釣 虫 症 患 者 の それ 
と 対比 検討 し た 。 と の 検査 に よ つ て 釣 虫 症 患 者 と 銚 
Carrier と を 他 覚 的 に 区 別 し よう と 企 て た が , 充分 に そ 
の 目的 を 達する と と は 出来 な か つた 。 然 し 両者 間 の 共通 
点 及び 差異 を 明らか に し , その 結果 は 次 の 如く で ある 。 
1 ) BM.R. は 患者 , Carrier 共に 進 或 は 元 進 傾向 
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に ある も の が 多い が , 前 者 に 元 進 の 程度 が 高く , 後者 に 
低い 。 2 ) 副 者 に は 元 進 の 著しい も の 多数 を 認め る が , 
Carrier に は 著しい 元 進 は な い 。 3 ) 共に 貧血 と の 間 に 
必ず し ゃ 平行 関係 は な い が , Hb. 70% 以 下 に 元 進 さ る も 
の が 多い 。 4 ) 共に 排 虫 数 ( 虫 体 数 ) と の 間 に 平行 関 係 
は 認め られ な い 。 5) 駆虫 前 後 の B.M.R. の 差 の 大 小 の 
例 数 の 比 が , 患者 と Carrier で は 逆 と な り , 前 者 に 大 な 
る も の が 多い 。 と の 点 は 愚者 の 駆虫 に よる 自覚 症状 改 
善 状 態 が BlM.R. の 低下 度 と 平行 する 場合 の 多い (既報 ) 
と と を 裏書 きす る も の と 考え る 。 6) 共に 駆虫 後 は 
BLM.R. が 駆虫 前 に 比 し 低下 する の が 一 般 で ある 。 7) 
患者 と Carrier と を 他 覚 的 に 区 別 す こと と は 困難 で あり , 
個体 の 感受 性 と 釣 息 感染 寄生 の 時 期 と 期間 に 左右 され る 
と と が 大 と 考え る 。 


103. 釣 虫 症 の 鉄 代 謝 に 関す る 研究 (実験 的 諸 種 希 血 の 
血 液 像 に つい て ) 未 次 和郎 ( 鹿 大 一 内 科 ) 枝 屋 富 一 ( 九 
大 三 内 科 ) : K. SUETSUGU & T. MASUYA: Iron 
metabolism in hookworm disease (Blood picture of vari- 


ous expDerimental anemias) 


銘 虫 名 血 の 成因 に つい て は 古来 色々 の 説 が あり, 未だ 
定説 を 識 ら ず 。 吾 は 釣 虫 名 血 の 本 態 は 釣 虫 の 腸管 で 
唆 着 ・ 出 血 に よる 失血 を 最大 の 原因 と する 鉄 欠 乏 性 加 血 
で ある と し , 物 息 妥 碧 及び Carrier 犬 と 健康 犬 の 末 醒 血 
液 像 を 比較 し 。 対 賠 と し て 長期 浴 血 犬 (毎日 10cc 宛 一 釣 虫 
約 50 忠 寄生 に 相当 一 血 し , 6 匹 に つい て 160~ 290 日 
間 継 続 ), 短期 大 量 沈 血 犬 (毎日 50cc 宛 27 一 87 日間 濁 血 ), 
塩酸 Phenylhydrazin 貧血 犬 (塩酸 「 フ ェ | を 1) 1 mg/kg 
宛 を 毎日 背部 皮下 注 45 日 間 持 続 , 2) 3 mg/kg 宛 を 毎日 静 
往 , 8 ~15 日 間 観 察し た 手 の そ れ と を 比較 検討 し た 。 商 
末 醒 血液 像 は Hb, RBC, CIL, MC.V, MC.D, 網 
赤 碧 球 。 栓 球 , 赤血球 抵抗 , 血清 蛋白 及び 血清 鉄 を 測 
定 し 双 骨 往 空 刺 , 肝 機 能 検 査 , 鉄 負 荷 試験 を 行 つた 。 
実験 成績 : 健康 犬 24 匹 の 平均 は Hb 86.522, R.B.C. 
564 万 , CI 0.77, M.C.V. 77.4/%。 ML.C.D 7.18, 網 赤 
血球 6.0 多 , 好 酸 球 4.622, 血清 鉄 142Y 用 で あり , 銘 
昌 賀 血 犬 7 匹 の 平均 は Hb 58.1 多 , R.B.C. 464 万 , CI 
0.63, M.C.V. 66.9 , MLC.D. 6.88& 網 赤血球 8.4 
名 , 好 酸 球 9522,* 血清 鉄 70Y 多 で あり , 釣 虫 Carier 犬 
6 匹 の 平均 は Hb 81.022, R.B.C 551 万 , CI 0.73, ML 


C.V. 76.0, M.C.D. 6.98& 網 赤血球 9.2 多 , 好 酸 球 
7Y.。8 め , 血清 鉄 186y 用 で あつ た 。 一 方 江 血 犬 の 血液 像 
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は 6 匹 の 平均 が Hb 48.8, R.B.C. 442 万 , CI 0.53, 
M.C.V. 58.9 〆, MLC.D. 6.69 ム 網 赤血球 28.3 , 好 
平均 は Hb43.7 酸 球 5 %, 血清 鉄 57 7 多 で あり ,「 フ ェ 」 
錦 血 犬 3 匹 の 多 , R.B.C. 276 万 , CI 0.79, M.C.V. 
82.0 が 。 網 赤 血球 80.0 多 , 匠 清 鉄 2947 多 で あり , 赤 箇 
球 抵抗 は 「 フ =」 貧 血 犬 に て 抵抗 減 只 の 見 られ る 他 は 著 変 
な く , 双 含 鉄 赤 芽 球 は 健康 犬 平均 156.72% に 比 し 釣 虫 大 
1.2 多 , 花 血 犬 1.0 多 で , Carrier 犬 は 平均 6.7(O 
と 16 め ) で 広範 囲 に 刀 る 値 を 示し た 。 又 「 フ = ェ 」 貧血 犬 
は 85.022 で 著しい 増加 を 示し た 。 考 接 : 吾 々 は 長期 交 血 
実験 に より Eosinophilie を 除い て は 釣 虫 損 血 と 全く 類似 
する 低 色 性 , 小 球 性 , 鉄 久 乏 性 招 血 犬 を 作り 得 た 。 双 上 
述 の 如き 末 醒 血液 像 と 他方 教室 の 竹田 ・ 藤 田 の 行 つた 各 
実験 犬 群 の 臓器 非 へ ミン 鉄 及 び 可 染 鉄 測定 の 結果 より 考 
え , 釣 虫 妥 血 の 本 態 は 鉄 の 出納 破綻 に 基く 臓器 鉄 の 枯 湯 
を 待つ て 起 る 低 色 性 小 球 性 鉄 欠乏 性 貧血 で ある と 考え ら 


れる 。 


104. 釣 虫 症 の 鉄 代 妄 に 関す る 研究 釣 虫 Carrier の 臨 
床 的 研究 (2②) 相良 徹 ・ 福 元 務 ・ 枝 屋 富 一 ( 鹿 大 一 内 科 ) : 
T. SAGARA. T. FUKUMOTO 鐘 T. MASUYA : 

Iron metabolism in hookworm disease. Clinical study of 


hookworm carrier ( 2 ) 


鹿児島 県 下 農村 某 工 場 に お いて , 一 定 の 食餌 を 摂取 せ 
る 女子 工員 釣 虫 Carrier 55 名 に つき 検索 し た 結果 , 釣 由 
症 に 特有 な る 低 色 性 小 球 性 招 血 並び に 血清 鉄 減少 を 示す 
も の は 少数 例 に すぎ ず , 大 部 分 は 正常 の 範囲 に 分 布 し て 
居る が , 静脈 鉄 負 荷 試験 の 結果 で は 血清 鉄 正常 の 例 で も 
組織 鉄 の 欠乏 が うか が われ る 事 , 更に 双 之 等 症例 に 駆 虚 
を 行い 駆 昌 単独 の 場合 の 夫々 の 成績 に つい て は 前 回 本 学 
会 に 報告 し た が , 今回 は 本 症 の 肝 機 能 検査 並び に 駆虫 前 
倍 に 鉄剤 を 投与 し て 臨床 的 変化 を 追肥 し 駆 虫 単独 群 と 比 
較 検 討 し た 。 1 ) 肝 機 能 : 尿 シ ロビ リノ ー ゲ ン は 一定 
の 成績 を 得 な か つた が , ミロ ン 氏 反応 は 全 例 陰性 で あつ 
た 。 血清 肝 機 能 で は グロ ス 氏 反応 は 大 部 分 が 弱 陽 性 な る 
ゃ も , 高田 氏 反 応 は 全 例 陰 性 で あり , B 8P は 80 盆 で 2 例 
の み 5 2 で 他 は 5 多 以 下 で あつ た 。 即ち 尿 並 びに 血清 肝 
機能 検査 の 結果 釣 虫 Carrier で は 肝 機 能 障 得 は 殆 ん ど 見 
られ な い 。 2 ) 鉄剤 投与 の 影響 : 駆虫 前 並び に 完全 駆 上 
後に 夫々 フェ ロバ ルト 末 1 日 0.9 g 宛 4 週間 経口 投与 す 
る に , 血色 素 量 及 び 赤 血球 は 両者 共 駆 虫 単独 群 と 見 られ 
た 1 週間 目 の 減少 が な く , 最初 より 瀬 増 の 一 途 を た どり 
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4 週 目 に は 鍵 人 女子 値 或 い は それ 以上 と な る 。 色素 指数 
に は 一 定 の 変化 が 見 られ な か つた 。 白血球 数 は 両者 共 正 
常 範囲 の 動揺 を 示す の み で 著 変 は 見 られ ず 。 網 赤血球 は 
両者 共 1, 2 週 目 頃 に 軽度 増加 する る 最高 25 多 で 分 利 と 
思わ れる 増加 は 認め られ ず 駆 昌 単 独 の 場合 と 同様 ご で あつ 
た 。 血清 鉄 を 投与 する も 両者 共 4 週 目 ま で に は 正常 箇 囲 
内 の 増減 を 示す の み で 駆 昌 単 独 の 場合 と 同様 著 変 を 認め 
ず 。 静 脈 鉄 負荷 試験 で 減少 量 並 びに 信和 度 は 鍵 人 と 釣 下 
招 血 と の 略 中 間 に あ り 軽度 に 組織 鉄 が 減少 し て 居る 事 が 

み が わ れる が , 之 に 鉄 を 投与 する と 4 週 目 に は 軽度 生 
ら 健 人 値 に 接近 する $ ぉ 著 変 は 認め ず 。 以 上 の 事 よ ょ り 本 工 
場 女子 工員 釣 虫 Carrier は 駆虫 後 4 週 目 に 好 酸 球 が 正常 
値 に 復 す る 以外 は , 駆虫 する も 又 鉄 を 授与 する る 血液 学 
的 に 著 変 は 認め られ ず 。 之 は 本 工場 寄宿 舎 の 1 日 鉄 摂取 
量 が 平均 1 日 17mg で 全国 民 の 約 1.7 倍 で あり 釣 に ょ 
る 鉄 久 乏 量 を 補 う に 充分 な る 鉄 を 常時 摂取 し て 居る 為 と 
思わ れる 。 即 ち 釣 虫 症 に お いて は 貧 血 其他 鉄 欠 乏 症 の 発 
現 は 個体 の 貯蔵 鉄 一 鉄 出納 の 正負 に ょ り 左 右 され る 事 を 


物語 つて 居る 。 


105. 国鉄 従業 員 の 銘 虫 に 関す る 研究 山下 久幸 ( 横 大 
寄生 虫 ) : HH YAMASHITA : Clinical studies on the 
hookworm carriers of the workers of Omiya Manufac- 
tory of the National Railway Co. 


准 玉 県 大 宮 市 の 国鉄 大 宮 工 場 及び 同 大 宮 被 服 工 場 従業 
員 3,255 名 に つい て 検便 を 行い , 寄生 東 の 浸 淫 度 を 調査 
し た 。 釣 虫 は 最も 多く 大 宮 工 場 ご は 1222, 大 宮 和 被服 工 場 
で は 14% の 寄生 者 を 見 た 。 釣 虫 の 種類 別 で は アメ リカ 釣 
虫 が 圧倒 的 に 多く , 大 宮 工 場 で は 92 大 宮 和 被服 工場 で は 
8122 を 示し た 。 之 等 釣 虫 保有 者 に つい て 赤血球 数 , 血色 
素 量 , 血清 蛋白 量 , 貴 液 pH, シュ ナイ ダー 試験 , 尿 和 蛋白 
尿 ウ ロビ リノ ー ゲ ン 等 の 検査 を 行い , その 体力 及び 疲労 
度 を 調査 し た 。 検 査 は 疲労 の 状態 見 る た め に 工場 作業 
終了 直後 に 行 つ た 。 大 宮 工 場 で は 高熱 作業 者 , 重 作業 者 
軽 作業 者 と に 区 別 し 比較 し た 。 赤 血球 数 及び 血色 素 量 は 
何れ も 変化 が 少な か つた が , 高熱 作業 者 で は 血色 素 量 80 
22 以 下 が 28% に 見 られ , 他 の 作業 者 で は 軽 作業 者 に 9 
見 られ た の み で あつ た 。 大 液 pH は 軽 作業 者 で る 酸性 に 
傾く 傾向 が あつ た 。 シュ ナイ ダー 試験 で は 高熱 作業 者 に 
1722 の 低 点 者 が あつ た が , 軽 作 業 で も 14% に 低下 が 見 ら 
れ た 。 尿 蛋白 は 何れ ぅ 陽性 者 は 僅か で あつ た 。 尿 ウロ ビ 
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リノ フー ゲン は 軽 作業 者 に 42% の 陽性 者 が あり , 重 作業 者 
は 262% で あつ た 。 大 宮 和 被服 工場 で は オー ミン 4g. 3 日 間 
連用 に よる 駆虫 を 行い , 駆虫 後 8 ヶ月 経て 同様 の 検査 を 
行い , 駆虫 前 後 の 状態 を 比較 し た 。 駆虫 前 は 赤血球 数 精 
々 減少 し て いた が 駆虫 後 は 回 復 し た 。 血 色素 量 は 駆虫 前 
も 正常 範囲 に あり , 変わ ちな か つた 。 嘩 液 pH は 駆虫 前 平 
均 8.28 駆 虫 後 7.770 と な り , アル カリ 性 に 戻 つ た 者 は 24 名 
中 20 名 あつ た 。 血清 蛋白 量 は 駆虫 前 7.6% 駆 虫 後 7.75 多 
と 増加 し た 。 シ ュ ナ イ ダー 試験 で は 駆虫 前 12.0 点 駆虫 後 
18.7 点 と 増加 し , 好転 し た 者 は 24 名 中 18 名 あつ た 。 尿 ウ 
ロビ リノ ー ゲ ン は 駆虫 前 452% の 陽性 者 を 見 た が , 駆 昌 後 
8 多 と 減少 し た 。 駆 昌 前 の 検査 成績 相互 の 関係 を 見 る 
と , シュ ナイ ダー 試験 と 赤血球 数 及び 血色 素 量 と の 関係 
に 相関 が 認め られ , 有意 性 の 危険 率 は 赤血球 数 と で は 5 
多 以 下 , 血色 素 量 と で は 1022 以 下 の 和 危険 率 で あつ た 。 以 
上 の 調査 より 釣 虫 保有 者 の 貧血 は 軽度 で あつ た が , 体力 
及び 作業 能力 の 低下 が 見 られ , 之 が 駆虫 に より 回 復 する 
事 が 分 つた 。 


106. 釣 虫 症 と 慢性 ニコ チン 中 毒 症 財津 吉 憲 (門司 
市 ) : Y. ZAITSU : On the hookworm disease and chro- 


nic nicotinism 


吾 々 は 腸管 内 寄生 邊 症 殊 に 釣 下 症 の 様 な 症状 を 示す の 
に 拘ら ず 何 度 検便 し て も 下 卵 殊 に 釣 虫 卵 を 発見 し 得 な い 
様 な 症例 に 展 々 遭遇 する 。 ま た 銘 系 駆除 を し て も 症状 が 
全く 不変 の も の や 軽快 度 の 貧弱 な も の に 時 々 章 遇 する 。 
面 か る と れ 等 が 喫煙 者 に 多い の に 気付 き , 慢性 = コチ ン 
中 毒 定 と の 関連 性 を 追求 し て いる うち に , 興味 深い 結果 
を 認め た の で と 報告 する 。 釣 虫 症 と 慢性 = コチ ン 中 毒 
定 の 主訴 や 自覚 症状 は 極め て 類似 し て いる 。 自覚 症状 は 
釣 虫 症 で は 全身 供 怠 感 ( 34.78 名 ), 腹痛 ( 88.042), 肘 
填 ( 24.85 め ), 悪心 , 心 違 , 食 思 不 振 , や せる , 下肢 供 
怠 感 等 , 慢性 = コチ ン 中 毒 症 で は 腹痛 ( 51.712%), 全身 
供 怠 感 , 食 思 不振 (各々 20.48%), 悪心 , 胃 部 停 潮 感 , 
や せる , 肘 時 , 下痢 軟便 , 頭痛 等 。 両 者 共 , 腹痛 ( 殊 と 
上 腹痛 ) と 全身 供 怠 感 が 最も 多発 し て いる が , 侵 性 = コ 
チン 中 毒 定 で は 腹痛 が 特に 著しく 多発 し て いる 。 腹 部 圧 
痛 陽性 率 は 両者 共 , 702 台 で ある が , 釣 虫 症 で は 膳 の 右 
下 1 < 2cm の 点 , 侵 性 = コチ ン 中 二 症 で は 白線 上 半 の 
圧痛 点 の 陽性 率 が 著しく 多い 。 な お , 釣 昌 症 の 場合 は 侵 
性 = コチ ン 中 毒 症 の 有無 に 拘ら ず , Kammel 氏 圧 痛 点 陽 
性 が 最も 多発 し て いる が 特有 で ある 。 ま た 釣 息 症 兼 慢 性 
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ニコ チン 中 毒 定 で は , 腹部 圧痛 陽性 率 91.182 を 示す 。 
慢性 = コチ ン 中 毒 定 で は 小野 寺 氏 彫 部 圧 診 点 は 釣 東 症 の 
有無 に 拘ら ず 100% に 近く 発現 する と と ょ り , 慢性 = コ 
チン 中 幸 症 の 必要 欠く べから ざる 有力 な 補助 診断 法 で あ 
る 。 釣 虫 症 で は 55.8822 で 皆 弱 陽性 。 釣 息 症 兼 慢 性 = コ 
チン 中 毒 症 の 場合 は , 初め か ら 駆 虫 と 共に 禁煙 を 併用 す 
る と と が 望ま し い 。 一 般 に 臨床 症状 を 分 析 す る 場合 , 唯 
単に 虫 卵 除 性 で ある 健康 者 と 云う 条件 で な し に 慢性 = コ 
チン 中 毒 症 で な いも の , 即ち 喫煙 者 で な いも の と 云う 条 
件 を 附 加 し な い 限 り , 対照 群 と し て の 信頼 性 が 薄弱 と な 
る も の ゝ 様 に 思え る 。 釣 虫 症 の 疑い で 検便 し て 虫 卵 陰性 
の 時 は 喫煙 の 有無 を 確か め , 喫煙 者 で ある 場合 は 一 応 慢 
性 = コチ ン 中 毒 症 で な いか と 疑い , 上 述 の 自覚 症状 及び 
他 覚 的 所 見 殊 に 腹部 圧痛 や 小野 寺 氏 野 部 圧 診 法 を 参照 し 
て 診断 し , 絶対 禁煙 を 命ずる と 長年 の 病 苦 が 簡単 に 消失 
する と と が ある 。 


107. 多 虫 症 の 臨床 的 観察 (5) 特に 4- ヨ ー ド チモール 製 
剤 , 11. プ ロモ ナフトール (2) に よる 外来 騒 虫 に つい て 
藤沢 俊雄 (横浜 病院 内 科 ) : . FUJISAWA : CHnical 
studies on hookworm disease ( 5 ) CHnical treatment with 
4-Iodothymol and 1-Bromonaphtol ( 2 ) 


4- ヨ ー ド チモール (カプ セル 入り 製剤 ) 及び 1- ブ ロモ 
ナフトール ( 2 ) (オー ミン ) に よる 釣 虫 症 の 治療 成績 
の 一 部 は すでに 前 回 報告 し た 。 そ の 人 後 1 ヶ年 間 , 外来 通 
院 釣 虫 症 患 者 (成人 ) 約 80 名 に , 4- ヨ ー ド チモール 此 粒 剤 
ピ ペ ラ ヂ ン ・ ビ ス ・ ヨ ー ド チ モ レ ー ト (何れ る 中 外 製 薬 
提供 ) を 試用 する 機会 を 得 , 又 オ ー ミ ン を 前 回 と は 異な 
る 使用 方 法 で 用 いた の で その 成績 を 報告 し た 。1) ピ ペラ 
ヂ プン ・ ビス ・ ヨー ド チ モレ ー ト (活性 剤 処理 を 施し た 
も の ) : 前 検便 虫 卵 度 が 浮 渡 法 の み 陽 性 妃 至 直接 塗 抹 
( 十 ) 程度 の 比較 的 軽 感染 例 と 考え られ る 症例 10 例 に , 
2.8 一 5.6g を 頓 用 , 或いは 分 二 包 1 時 間々 隔 で , 早期 
空腹 時 に 用 いた 。 5 例 は 1 週間 後 の 検便 ( 浮 渡 法 ) で 了 虫 
卵 陰 転 し , な お 陽性 で あつ た 5 例 中 の 4 例 に は 再び 本 剤 
を 4.2 一 6.8g 投 与 し て すべ て 陰 転 せしめ 得 た 。 他 の 1 
例 は 8.5g の 初回 投与 の の ち 残 存 虫 数 を 知る 目的 で 入院 
させ , テト レン 駆虫 を 行い ツ ビ = 釣 貝 12 信 ($3 7。? 5) 
を 得 た 。 又 前 検便 各 卵 度 ( 寸 ) の 比較 的 濃厚 感染 と 考え 
られ た 1 例 に は , 3.5g の 本 剤 投与 で ツ ビ = 釣 虫 12 隻 
($⑧ 5, *\ 7) の 排 洪 を 見 た が , 次 いで テト レン 駆虫 


( 8 回 反復 ) に ょ つて 合計 134 隻 ($48。 91) の ツ ビ 
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いた と と を 確か め た 。2)4- ヨ ー ド チ モ 
ー ル 上 粒 (3722 含 有 有 の も の ) : ヨー ド チ モー ル に 換算 し 
て 6.0~ 8.05g 相 当量 を 分 二 包 , 1 時 間々 隔 で 早朝 空腹 
時 に 用 い , 1 週間 後 の 検便 で 効果 を 判定 し た 。 何 れる 軽 
感染 と 推定 され た 症例 10 例 に 用 い , 5 例 が 1 回 投与 で 東 
卵 陰 転 し た 。 以 上 2 種類 の ヨー ド チ モー ル 製 剤 と も 副 作 
用 は 軽微 で , 特に 題 粒 剤 は 服用 し や すく , 軽 感染 例 で , 
特に 粒 剤 は 服用 し や て すく, 軽 感染 例 で は か な り の 効果 
が 期待 ご で きる が , 渡 厚 感染 例 を 1 回 の 服用 で 完全 駆 上 し 
うる ほど の 強い 駆 出力 は な いよ う で , と の 様 な 症例 で は 
更に 投与 量 , 回 数 を 増す と か , 適時 他 種 薬 物 に 切り 替え 
る と か の 配慮 を 要する も の と 考え られ る 。3) オ ー ミ ン : 
1 日 量 3.0~ 6.0 58 を 分 三 包 毎 食間 服用 , 2 ~7 日 間 連 
用 , 後 検便 の 上 , 要 す れ ば 以上 を 反復 する と いう 普通 薬 投 
与 方 式 で は 陰 転 率 が 意外 に 低く (88.8%%, 軽 感 染 群 に 限 
定 し て も 36.8). 且 つ 総 計 180 g と いう 大 量 , 長期 の 投 
与 に も 拘ら ず 虫 卵 陰 転 し な か つた (耐性 出現 が 想像 され 
9 
人 な Lc eS E る て な 
1 日 。 大 部 分 の 症例 で は 2 日 間 ひ きつ さい て 行 つ た 。 
時 AM 
NAMrsaey kr も 一 層 効 果 的 と の 印象 を 


= 釣 昌 が 残存 し て v 


SS 宮 雪 


間 昌 


108.、 マウ ス に お ける 上 省 腸 暁 虫 Sgpcz o の pe/ozo 


感染 を モデ ル と し た 暁 虫 の 実験 疫学 観察 に つい て 栖 淡 


生 ・ 佐 藤 孝 慈 ・ 佐 藤 金 作 ・ 高 田 執 徳 ( 伝 研 寄生 虫 ) : S 


HAYASHI, K. SATO, K. SATO & A. TAKADA : 
Studies on the experimental epidemiology of the infect- 
ion with Sy ヵ ZZczZ の 26727Z among model populations 


of albino mice 


人 に お ける 遇 虫 、 鞭 虫 , 暁 虫 等 の 感染 は , 釣 虫 等 の 場合 
と 異 つて 若年 層 に 最高 の 山 が あり , 以後 年 信 の 増す と と 
ゃ に 低下 する 。 わ れ わ 4 は , マウ ス に お ける ぶ 92eg 婦 
寄生 が 同様 の 週 合 分 布 を 示し , 4 週 合 に 最高 で 以後 減少 
する と と を 知 つ た の で , と れ キ を キモ デル と し て 。 と の 特有 
年 令 分 布 の 成因 を 宿主 の 感受 性 の 面 か ら 実 験 的 に 追求 
する と と を 試み た 。 実験 室内 で 繁殖 し , 無 寄生 虫 の 状態 
で 飼育 し た 2 週 合 か : し 15 計 人 の マウ ス の 集団 約 100 相 
-、 寄生 マウ ス を 移入 し て 感染 せしめ る 実験 は , 施行 し 
た 2 回 の 実験 と も 各 週 合 ひ と し く 100 に 陽 転 し , 感染 
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源 に 曲 露 し て か ら 12~ 3 日 目 に 陽 転 率 の 山 を 示し て 衝 週 
令 間 に , 日 別 発生 曲線 の 著しい 相違 を 認め な か つた 。 即 
ち 週 令 別 に よる 自然 免疫 等 の 感受 性 の 差異 を 見 出し 得 な 
い 。 し か る に , 一 度 寄生 を 受け た 集団 を ,。 ピ ペ ラ ジン ハ 
イド レー ト で 完全 駆 昌 し た 後 の 再 感染 で は , 陽 転 日 が 延 
長 し , 陽 転 日 の 分 散 が 著しく 大 きく な る と と が 確 め られ 
た 。 と の 意味 で の 感受 性 の 低下 が 再 感染 の 場合 に みとめ 
られ , ある 程度 の 獲得 免 間 か 推定 され る の で , 「 へ 」 の 
字 型 の 年 令 分 布 を 示す 原因 に な り 得る る の と 考え られ 
る 。 な お , いづ れ の 実験 に お いて も マウ ス 集団 に お ける 
肛 囲 卵 陽 転 を 目標 こし た 日 別 陽 転 曲線 は , きれ いか 対数 
正規 型 を 呈し た 。 し か し 対数 正規 型 を 利用 し て 定 券 図法 
で 平均 潜伏 期 , し た が つて 晶 露 の 推定 を 行う と 。 い づれ 
の 場合 で も , 平均 潜伏 期 が 2.5 日 に 近い 一 致し た 値 が 得 
られ た が , と れ は 著しく 実状 と 相 異 し , この 推定 法 が 一 
般 に 適用 し 難い も の で ある と と を 示し た 。 


109. 暁 虫 の 代謝 に つい て (3③) 岩城 保 仁 (日 医大 赤木 
内 科 ) : Y. IWAKI : Studies on the metabolism of pin- 


Worms (3 ) 


第 15 回 本 学会 東日本 支部 会 に お いて 上 滑 購 虫 の 酸素 消費 
量 を 第 27 回 本 学会 総合 に お いて 測 虫 の 酸化 還元 電位 指 
示 色 素 選 元 能 に つい て 発表 し た 。 今回 は 暁 下 代謝 研究 の 
ー 端 と し て , 1 ) HO。 の 滑 暁 虫 運動 性 に 及ぼ す 影 響 , 
2 ) 肖 暁 上 虫 の カタ ラーゼ 作用 の 内 , 過 酸 化 水素 分 解 能 
3 ) 滑 双 昌 の Indophenol-oxidase 作用 の 8 つ に つい て 検 
討 し た 。 実験 材料 : 前 回 同様 に 27 で の 室温 で SyAgczz 
og の oe/z72, 4s カ zcze/7zs 7e776 の 7e7 の 和 を 別々 に 集め , マウ ス 
の 腸 内 容 物 の 影響 を 除く た め に 生理 的 食塩 水 で 充分 洗 漠 
し 実験 に 供 し た 。 1) : HO。 の 淫 暁 虫 運動 性 に 及ぼ す 影 
響 に つい て 。?M 焼 酸 緩衝 液 加 生理 的 食塩 水 pH 7.0) 
に て HzO。 を 稀 息 し その 中 に 虫 体 を 入れ 室温 87 で で 了 体 
の 運動 停止 迄 の 時 間 を 3 時間 迄 観察 すれ ば , 単 購 虫 の 運 
動 を 停止 せしめ る HH,O, の 濃度 は 2 X10*22… 4 X10"*% 
以上 で あつ た 。 2) 滑 獲 昌 の 過 酸 水素 分 解 能 に つい て 。 
東 体 の wet-weight を 笠 量 し それ に 。M 酸 緩衝 液 を 
加え て ホモ ジェ ネー ト を 作り , 内 容 約 100cc の ビー カー 
に 0.02NN の HzO。 水 40cc・。 M の 酸 緩衝 液 CpH 7.0) 
10cc,。 及び ホモ ジェ ネー ト 1 cc を 泊 加 し , 反応 液 を 0 で 
に 保ち 5 分 10 分 15 分 20 分 80 分 目 ど と に 反応 液 5 cc を 他 の 


内 容 50cc の ビー カー (あら か じ め 5 完 硫 酸 1 cc を 入れ て 
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お くう) に 取り 出し , と れ を 0.01N の 過 マ ン ガ ン 酸 カ リ 液 
に て 滴定 し , 由 体 10mg 当り の 反応 速度 信 数 を 測定 すれ 
ば ZZgczg ooeg7g 成 熱 や で 約 0.005, 未成 熟 ゃ 十 $ 
で 約 0.004 で , ピ ペ ベラ ヂ ン を 作用 せしめ る と 小さ ぐ な 9 
4spzcz7s 7e776 の 7e7@ の 同 全数 は Sy み zozZ の の oe/27Z よ 
り 小 で あつ た 。3) 削 上 中 の Indophenol-oxidase 作用 に 
つい て 。 虫 体 を 笠 量 し , そ れ に 1 2 e-Naphthol 液 2 cc。 

1 2 Dimethyl-p-phenylendiamin 液 2 cc。1.7% 炭 酸 ソ ー 
ダ 液 1 cc の 混合 液 CpH 7.2) を 2 cc 加え , 10 分 後に Potter 
の Homogenizer に て ホモ ジェ ネー ト と し , 20% 石炭 酸 
キシ ロー ル 8 cc を 注 加 し , 強く 振 衣 し 約 3000 回 転 8 分 境 
心 し 昌 体 に 混合 液 を 注 加 し て か ら 正 確 に 30 分 後に 光電 分 
光 光 度 計 で 波長 580ma に て 測定 し , Indophenol-oxidase 
作用 を 580/mg 二 検体 の 吸光 度 一 対照 の 吸光 度 / 東 体 1 
mg に て 示さ ば , E 580/mg は 負 で Batteli u. Stern 等 の 
イン ド フ ェ ノ ー ル 青 裾 色 物質 色 は イ ンド フ ェ ノ フー カル 青 反 
応 抑制 物質 の 活性 の 強い 事 を 示し て 居る 。 該 抑制 物質 は 
易 熱性 で Staenmmler は 較 毛 虫 を 熱 処 置 する と mdo- 

phenol oxidase 作用 が 増強 する と 発表 し て 居る が 上 双 虫 
は 熱 処 置 に より 抑制 物質 の 活性 は な く な る が Indophen- 
ol-oxidase 作用 の 増強 は 認め ら れ な か つた 。 父 ピ ペ ラ テラ ヂ 
ン も 同様 に 抑制 物質 の 活性 を 無く し た 。 


110. 購 虫 朋 ハ 虫 効果 の 刊 定 に つい て 永瀬 典子 ( 岐 医 大 
寄生 虫 ) : N. NAGASE : On the exterminating method 


of effiect of antipinworm drug 


136 名 の 上 虫 卵 陽性 者 に 6 っ 9 才 は piperazine hydrate 
1 日 18350mg, 10 て 12 才 は 1500mg, 13 一 15 才 は 1950mg, 
15 才 以上 は 2250mg 宛 7 日 連続 投与 し , 翌日 連日 早朝 検 
肛 80 日 の 成績 は 次 の 様 ご で ある 。 80 日 間 息 卵 陽性 の 者 は 71 
名 で 陰性 者 54.2 2 で ある 。 と れ を White 等 の 方 法 で 駆 
限 終 了 後 2 週 し て か ら 日 連続 栓 虹 し た 場合 陰 転 率 は 
77.2% と な り , 吉田 等 の 駆虫 終了 後 1 週 し て か ら 7 日 連 
続 検 虹 し た 場合 陰 転 事 は 88.222% と な る 。 


111. 暁 申 抗原 に 関す る 研究 高 椅 玉 ( 岐 医 大 寄生 虫 ) : 
T. TAKAHASHI : Studies on the pin-worm antigens 


半日 削 よ り .4spzzzkzzs yg の ezg 及び S ぐ ypZgo 
の 》ge/g7Z の 二 種 の 皮 虫 を 分 区 採 集 し , それ ぞ れ の 生理 的 
食塩 水 抽出 液 を 抗原 と し て 家 兎 に 静 注 し , それ ら の 沈降 
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価 の 消長 に つい て 検 し た 結果 , 抗原 液 1 cc 静 注 第 三 回 目 
の 感 作 抗 原 を 原液 と し て 4. ze7zgZ7ezg 抗原 は 256 倍 陽 
性 , 3 eeee/z/z 抗原 は 64 倍 陽性 の 沈降 価 が 得 ら れ た 
且 渦 風 昌 体 抽出 抗原 の 間 に は 共通 抗原 性 が 認め られ た 。 
叉 抗原 液 を 酸 熱処理 に よ つ て 沈降 価 の 多少 の 低下 が 認め 
られ た 。 前 記 抗 血清 に 対す る 各種 寄生 和 虫 抗原 と の 間 の 類 
属性 に つい て は , 大 十二指腸 虫 及び 鞭 虫 , zo7/27zZ 
7S, の の y が 2 cg22。 邊 拡張 条 虫 及び 肝 蜂 , 双 
口 吸虫, 寺 基 上 人 大 縮小 条 虫 , zoxgy/o72es 727 が 
に は 抗原 性 を 認め ず , ZZ77s e/ozgg/Z 及び 女 z7e7 の - 
の zzs 2 が 807Z72S こ ( 人 原 性 を 認め た 。 下 体 抗原 の 
生生 導 9 朋 に - お いて , 東 体 抽出 液 中 に は 硫 安 分 謀 法 
に ょ る 沈 激 分 割 中 に の み 友 応物 所 の 存在 する 事 を 知 つ 
た 。 丸 江 縮 さる 下 体 抽出 流 の 光 電気 法 動 像 は B PB 呈 
色 度 が 非常 に 薄く , B.P.B 呈 色 部 分 より 僅か 原点 測 に ず 
て 艇 光 帯 の 分 布 5 認め られ た 。 と の 濾紙 電気 泳動 法 に 
よる BLP.B 呈 色 部 , 向 光 帯 部 共に 殆 ん ど 同 じ 様 に 前 記 抗 

血清 に 対し て 沈降 反応 を 示し た 。 東 体 抽出 液 の 紫外 線 吸 
光度 に つい て は 4. czgZ/ezg, S, の 5oe/g7g 各 下 体 共に 
特異 吸収 帯 は 245~ 290mg に あり , 最大 吸収 帯 は 250 
ー 265ma で あつ た 。 Pe に対する 東 体 抗 血清 
の 抗原 性 に つい て は 反応 を 示さ な か つた 。 双 T.M. 法 に 
よる 皮 虫 寄生 の 淫 尿 尿 及 び セ ロ テ ー プ 法 に ょ り 皮 虫 卵 陽 
性 の 人 の 大 便 は 何れ も 反応 は 陰性 で あつ た が , と の 事 は 
沈降 価 64ー 256 倍 陽性 位 の 低い 沈降 価 の 抗 血清 を 用 いて 
実験 し た 為 に 陰性 に 現れ た の か も 知れ な い 。 更 に と の 点 
に つい て は 追試 を 行う 予定 で ある 。 


H112. 給 虫 抗原 に 関す る 研究 山川 幸子 ( 岐 医 大 寄生 束 ) 
Y. YAMAKAWA : Studies on whipworm immunity 


犬 鞭 虫 (Zzzczoce の Zs の がめ ZS) 全 躍 体 の 生理 的 食塩 
水 抽出 液 を 抗原 と し て 家 兎 に 静 注 し , その 抗体 産生 の 有 
無 と 他 種 寄 生 了 虫 と の 抗原 類 属性 に つい て 追求 し 次 の 様 な 

き 果 を 得 た 。 08 500 倍 抗体 
価 82 倍 の 抗 血清 が 得 ら れ た 。2) 前 記 抗 血清 の 犬 鞭 虫 抗原 
に 対す る 重層 沈降 法 に 依る Wo 2 つの 型 が 別れ , 
最少 2 つの 抗原 物質 が ある 事 が 。 9) 前記 抗 血清 


は 吸虫, ten を rrako し て は 沈降 反 
応 陰性 で あ 記 。3) 前 記 抗 血清 は 各種 寄生 線 昌 の うち 毛 様 
線 虫 に 対し て の み 僅 か に 沈降 反応 が 陽性 に 表 わ れ た が , 
他 の すべ て の も の に 対し て は 陰性 で あつ た 。 
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113. 虫 雅 に よる 肉芽 腹 形 成 に 関す る 実験 病理 学 的 研究 
(2②) Shwartzman 濾液 の 影響 に つい て 浜本 防 二 ・ 中 
村 文 昭 ( 阪 医 大 病理 ) : Y. HAMAMOTO & を F. NAKA- 
MURA : Experimental pathological studies on the gra- 
nuloma by ascaris egg (2) On the effect of active pri- 
nciples of the Shwartzman phenomenon 


前 報 に お いて , 顕 虫 卵 エ キス に よる 免疫 家 兎 の 肝臓 内 

] 膜 静脈 より 顕 和 仔 虫 包 蔵 卵 を 注入 す る と と に よ ょ 

, 単 球 結節 の 早期 及び 多数 形成 と 好 酸 球 の 集積 する 所 

に 普 虫 仔 虫 卵 に よる アレ ルギー 性 結節 炎 像 肥 ち ツ ベ ル 
クリ ン 型 組織 反応 像 を 呈す る 事 を 報告 し た が , 今回 私 達 
は 顕 虫 仔 虫 卵 単 球 結節 に 対す る Shwartzman 濾液 の 影 
響 に つい て 検討 し て 見 た 。 実験 方 法 : 第 一 群 : 正常 家 兎 
の 腸 間 膜 静脈 より 肝臓 内 に 生存 を 確か め 得 た 魚 息 仔 虫 雷 
蔵 卵 浮 漠 液 を 注入 し た 。 注入 後 , 24 時 間 に て , Shwartz< 
man 濾液 を 耳 静 脈 よ り 注 射 し , 注射 後 2 時 間 に て 携 殺 
し , 主 に 肝臓 の 病理 組織 学 的 検索 を 行 つ た 。 第 二 群 : 正 
常 家 兎 に 第 一 群 と 同 方 法 に て 肝臓 内 に 未熟 卵 浮 渡 液 を 注 
入 し , 24 時 間 後に Shwartzman 濾液 を 注射 し , その 後 , 
24 時 間 に 採取 し た 肝臓 に つい て 病理 組織 学 的 検索 を 行っ 
た 。 第 三 群 : 正常 家 兎 に 第 一 群 と 同 方 法 に て , 約 2 時間 
煮沸 し 完全 に 死 減 し た 仔 虫 包 蔵 卵 を 注入 し , その 後 , 上 
記 群 と 同様 の 処置 を 行い , 肝臓 の 病理 組織 学 的 検索 を 行 
つた 。 実験 成績 : 虫 卵 は 前 報 の 実験 成績 と 同様 一 般 に 左 
右 主 葉 , 副 葉 に 普遍 的 に 肝臓 内 に 侵入 する 。 第 一 群 に お 
いて は , Shwartzman 濾紙 の 惹起 注射 に よ つ て 促進 され 
た 血行 停止 , 碧 栓 形成 出血 及び 肝 細 胞 の 出血 壊死 及び 
小葉 周辺 部 の 好 酸 性 細胞 及び 巨大 核 の 出現 等 の ア レル ギ 
ー 性 壌 死 性 災 と 考え られ る 所 見 と , 単 球 結節 の 早期 及び 
多数 出現 の 所 見 肥 ち アァ レル ギー 人 性 結節 炎 像 を 認め た 。 そ 
の 他 , 類 洞 は 開 大 し 殴 血 を 見 る 。 第 二 群 に お いて は 僅か 
に 未 熱 卵 周囲 に 異物 反応 が 認め られ る の み で 第 一 群 の 尋 
き , 血栓 形成 , 出血 壊死 並び に 細胞 反応 は な く , 肝 細 用 
索 の 排列 は 整 で 鬱 血 も な い 。 第 三 衝 に お いて も 第 二 群 と 
同様 死滅 仔 虫 卵 周囲 に 軽度 の 異物 反応 が 認め られ る の みみ 
で , 肝 細 胞 の 変性 , 細胞 反応 な く 殴 血 も な い 。 以 上 の 実 
験 結果 か ら 従来 より 臓器 Shwartzman 現象 の 組織 像 に 
お いて 多く の 研究 者 憶 に よ つ て 報告 され て いる 如き 血栓 
形成 並び に それ が 原因 と 考え られ る 出血 壊死 等 の アレ ル 
ギー 性 壊死 性 炎 が 第 二 , 第 三 衝 に 見 られ ず に 第 一 群 と お 
いて 認め られ た 事 は 第 一 報 に お いて 報告 し た 如く 比較 的 
卵 内 液状 物質 の 卵 外 流 通 の 行わ れ 易 い 仔 虫 包 蔵 卵 か ら 抗 
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原 様 物質 が 卵殻 を 通じ て 卵 外 に 流出 し , それ が 準備 状態 
の 意味 を 持ち Shwartzman 濾液 の 惹起 注射 に より 血栓 形 
成 , 血管 並び に 肝 細 胞 の 出血 壊死 , 仔 虫 卵 単 球 結 節 の 早 
期 出 現 を 促進 せしめ た と 考え 得る も る の で ある 。 


演説 


114. 釣 虫 鞭 の 研究 河野 恵 ・ 芦 沢 義郎 ・ 沢 田 利 貞 
( 佑 大 衛生 ) : M. KONO, Y. ASHIZAWA る T. SA- 
WADA : Studies on hookworm imrmunity 


実験 動物 と し て 家 兎 を 使用 し 犬 釣 息 幼 息 経 口 感染 , 大 
釣 和 効 下 体 皮下 免疫 及び 犬 釣 虫 成 下 体 皮下 免 近 せる も の 
の 夫々 沈降 反応 , 血清 届 白 分 眉 像 並び に 沈降 物 形成 に つ 
いて 若干 知見 を 得 た の で 報告 する 。 1 ) 免疫 方 法 (感染 。 
免疫 )…( 1 週 目 一 部 採血 )…( 3 日 目 感 染 。 免疫 )+( 1 週 
目 一 部 採血 )…( 3 日 目 感 染 。 免疫 )‥・ と する 。 即ち 経 
日 感染 群 は 28 で 8 日 培養 の 被 要 幼虫 を 第 1 回 10,000 双 , 
第 2 回 20,.000 双 , 第 3 回 30,000 双 , 第 4 回 40,000 
双 , 第 5 回 50,000 双 と 滞 次 増量 感染 する 。 双 虫 体 免疫 
群 は 幼虫 体 , 成 下 体 夫々 食塩 水 ホ モチ ネー ト を 作り , 1 
mg, 2mg, 8mg, 4mg, 5mg と 増量 し て 皮下 注射 免 
疫 を 行う 。 2 ) 沈降 反応 : テス ト ア ンチ ゲン と し て 幼 到 
抗 元 , 成 虫 抗 元 の 2 種 を 用 いて 免疫 血清 と つき 抗 元 稀 息 
法 に より 沈降 価 を 見 た 所 , 経口 感染 群 は 幼虫 抗 元 に 強く 
8 回 乃至 4 回 の 感染 で 8,200 メー 12,800 メ 迄 上 昇 する 
が 成虫 孤 原 は 何れ も 幼虫 抗 元 ま より も 低く 200Xー3,200 
X で ある 。 効 虫 体 免 疫 群 は 4 回 乃至 5 回 で 最高 に 達し 幼 
邊 抗 元 は 1.600 メー6,400 ※, 成虫 抗 元 に よれ ば 最高 
9.200 X で ある 。 一 方 成虫 体 免 商 で は , 8 回 乃至 4 回 で 
最高 に 達し 幼 息 抗 元 は 800 ~3,200 X, 成 束 抗 元 で は 
9.200 メー 25,600 X 陽 性 に 迄 上 昇 する 。 3$)、 血 清 履 
白 分 肩 像 : 感染 血清 , 免疫 血清 に つい て 濾紙 電気 泳動 法 
を 行い Brom Phenol Blue 染色 に ょ り 蛋白 分 肩 像 を 見 
た 。 即 ち 経 口 感染 群 に お いて は AG 比 の 低下 , y- グ ロブ 
リン の 増加 並び に アル ブ ミ ン の 低下 が 回 を 追 つ て 見 ち れ 
幼虫 体 免疫 群 は 4 回 後 位 に 感染 群 と 同じ 様 な 像 を 示す も 
の も 見 られ た 。 一 方 成虫 体 免疫 群 に お いて は 特に 見 る ベ 
き 変 動 は な い 。 3 ) 沈降 物 形成 : 犬 釣 虫 被 糧 幼 東 を 感 
染 血 清 , 若く は 免疫 血清 中 に 入れ , 87'C 8 日 incubate 
する と medium に 大 小 不同 の 凝 塊状 の 沈 際 物 を 生ずる 。 
感染 血清 に お いて と の 反応 は 最も 強く , 効 虫 体 免疫 血清 
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に お いて も 少 い な が ら 出 現す る 。 成 昌 体 免疫 血清 は 幼 東 
体 免疫 血清 ょ り も 更に 出現 の 度合 は 少 い 。 未 だ と の 定量 
的 測定 の 段階 に 至ら な い が , 従来 釣 虫 免疫 血清 , 或 は 感 
染 動物 血清 に つい て 釣 幼 虫 と の 間 に そ の 排 港口 分泌 腺 
等 の 開口 部 に 沈降 物 を 付着 し , と れ が 感染 防 窒 の 一 因 と 
な る の で は な いか と 云わ れ て いた が その 発現 率 は 全 作 用 
幼虫 類 に 比 し て 数 名 若しくは 10%% を 出 で な いも の の 様 で 
あつ た 事 に 照 し , medium 中 の か ゝ る 沙 降 物 形 成 も 免疫 
の 一 現象 と し て 注目 に 値する も の と 考え る 。 

( 間 ) (岡山 大 ) 山口 左 仲 
沈降 物 の 最初 に 或 は 最も 強く 発生 附 着 する 息 体 部 位 は 
ど だ を で 字 か 。 

( 箸 ) 河 野 恵 
従来 Sarles 等 に よ つ て 記載 され , 永井 , 古山 氏 等 に 
ょ つて 追試 され た 仔 由 体 開口 部 及び 虫 体 周 囲 に 附 着 す る 
と いう 所 調 Sarles 現象 は 釣 豆 の 場合 に お いて は その 出 
現 束 は 数 10% 位 と され て お り , 私 達 も 同じ 様 な 経験 
を し た 。 し か し 生 ら medium 中 に お いて 遊 区 し て 凝 塊 
状 の 沈降 物 は 感染 家 兎 血 清 に お いて 非常 に 著 明 に 認め ら 
れ 感 染 犬 の 血管 に お いて も 閉 明 に 認め られ る 。 か > ゝ る 見 
地 よ り , 虫 体 に 附 着 し て 沈降 物 に 限ら ず medium 中 に 
遊離 する 沈降 物 も 免疫 現象 の あら われ と し て 注目 に 値 す 
る も の と 考え て いま す 。 従 つて 御 質問 の 様 に 仔 虫 体 の 尋 
何 な る 部 位 に 沈降 物 が 附 着 する か と いう 事 は 詳細 に 観察 


し て お り ま せん 。 


115. 釣 虫 症 の 移 疫 学 的 研究 (続報 ) 山中 直之 ( 阪 医大 
岩田 内 科 ) : N. YAMANAKA : Immunological studies 


on ancylostomiasis (2) 


緒言 : 釣 虫 症 に 可 成り 特異 的 な 免疫 反応 の 成立 する 事 
は 既に 報告 し た 。 今 回 も 更に 例 数 を 増し , 釣 虫 保 卵 者 の 
間 に 皮 内 反応 , 沈降 反応 及び 補 体 結合 反応 を 施行 し , 更 に 
他 種 寄 生 虫 と の 類 族 反 応 並 びに 三種 釣 虫 間 の 共通 抗原 性 
等 を 検討 し , その 成績 を まとめ て みた 。 抗 原作 成 : 三種 
釣 虫 を 各々 冷凍 乾燥 し 乳 針 中 で 細 反 し , その 乾燥 粉末 を 
200 倍 の 生理 食 信 水 中 に 懸 沈 せしめ , 56 で , 30 分 加 温 後 
一 昼夜 氷室 保存 , 翌日 同様 操作 を 繰 返 え し , 10,000 回 転 
遠心 , 上 清 を ベル ケ フ ェ ルド 細菌 濾過 管 を 通し た も の を 
本 抗原 原液 と し た (乾燥 重量 の 200 倍 に 相当 , 細菌 培養 
陰性 ) 。 反 応 術 式 : 皮 内 反応 は 前 記 抗 原液 の 50 倍 稀釈 液 
(乾燥 重量 の 10,.000 倍 に 相当 ) を 前 腕 内 側 皮 内 に 膨 疹 が 


正確 に 5mm に な る 如く 注入 , 30 分 後 の 硬 結 値 を と り 。 


( 91 ) 
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10mm 以上 を 陽性 , 5 mm 以下 を 陰性 , 5.1mm 以上 を 疑 
陽性 と 判定 , 沈降 反応 は 抗原 稀釈 の 重層 法 に 依り , 補 体 結 
合 反 応 は Kolmer の 変 法 に 依 つ た 。 実験 成績 : 1) 家 兎 に 
犬 釣 息 体 抗原 の 反復 静 注 に ょ り 6,400 倍 の 沈 降 価 の 上 昇 
を 認め た 。2) 本 抗原 に 依る アル ツ ス 現象 , シュ ワル ツマ 
ン 現 象 は 陽性 で ある 。3) 本 抗原 に よる 皮 内 反応 で , 釣 虫 
保 卵 者 で は 8422 以 上 に 陽性 反応 を 示し , 皮 内 反応 陽性 者 
の 中 70%, 疑 陽性 者 の 中 22% に 釣 委 保 卵 者 を 認め た が , 陰 
性 者 で は 3.5% し か 認め られ な か つた 。 商 , 他 の 寄生 虫 
と の 類 族 反応 で は 顕 曳 保 卵 者 で 102, 鞭 虫 保 卵 者 で 2122, 
駐 如 何 な る 東 卵 る 認め な か つた 者 で は 10 多 が 反応 陽性 を 
示す に 過ぎ な か つた 。3) 本 抗原 に よる 沈降 反応 で は , 
釣 虫 保 卵 者 は すべ て 沈降 価 800 倍 HI 以上 を 示し 。 交 開 婦 応 
診 性 並び に 400 倍 以下 の 者 に は 認め られ ず , 90 多 以 上 が 
2。400 鞭 上 の 沈 時 休ま し 。 6。400 倍 以 の 近 了 

生 有する 者 の 中 7522 に 釣 虫 保 卵 者 を 認め , 釣 息 非 保 卵 者 
並び に 他 種 寄生 虫 保 卵 者 の 殆 ん ど が 3,200 倍 以下 の 沈降 
価 で , その 大 部 分 が 沈降 反応 陰性 で あつ た 。 商 三種 釣 虫 
間 こ は 可 成り の 共通 抗原 性 を 認め た 。5) 補 結 反 応 で は 釣 
東 保 卵 者 に 4 倍 の 抗体 価 を 認め た が 未だ 結論 を 出す に 至 
つて いな い 。6) 皮 内 反応 と 沈降 反応 の 間 に は 7ー 0.581 
の 可 成 り の 相関 が 認め られ た 。?) 駆 虫 後 8 カ月 の 上 記 免 
疫 反 応 値 は 駆虫 前 値 と 殆 ん ど 同 様 で , 不変 で ある 。 結 
語 : 以上 の 結果 より 釣 息 症 に 可 成 り 特異 的 な 免疫 反応 の 
成立 する 事 が 推定 され る 。 

( 間 ) ( 千 大 会 衛 ) 水 野 哲 夫 
1) 皮 内 反応 , 沈降 反応 の 結果 と , 排 虫 数 と の 関係 は ? 
2) ツ ビニ 釣 昌 と アメ リカ 釣 虫 の 共通 抗原 を , 吸収 し て 
行 つた 結果 は どう か 。 

( 答 ) 山 中 直之 
1) 排 虫 数 と 皮 内 反応 並び に 沈降 反応 の 相関 は 特に 認め 
られ ませ ん で し た 。 の 三種 釣 貞 者 血清 と 三種 多 上 む 
原 と の 間 で 沈降 反応 を 行い その 共通 抗原 性 の ある 事 を 認 
め ま し た 。 和尚 吸収 試験 は 未だ 行 つ て お り ま せん 。 


( 間 ) ( 群 大 衛生 ) 沢 田 利 貞 
挑 原 の 作り 方 は 如何 で すか ? 
( 符 ) 山 中 直 之 


抄録 の 通り で , 沈降 反応 で は 本 抗原 原液 ( 200 倍 ) の 倍 
数 和訳 に より 皮 内 反応 な 林原 流 の 50 谷 即ち 10.000 
音 稀釈 液 を 使用 致し まし た 

( 間 ) 千 大 寄生 東 ) 横 川 宗 雄 

大 変 舞 味 深く 拝聴 致し まし た が , 本 皮 内 反応 は 所 主 早 
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期 反応 と 思わ れ ま す 。 と の 皮 内 反応 と 沈降 反応 と は か 者 
り 密 な 相関 が ある 様 に 云わ れ ま し た が , 私 共 肺 吸虫 症 の 
皮肉 反応 と 沈降 反応 或いは 補 結 反応 と の 間 に は 相関 を 朗 
め て お り ま 合 ん 。 又 , 沈降 反応 或いは 補 結 反応 は 治療 に 
ょ りか な り 早期 に 抗体 価 が 低下 する と と を 認め て いま 
す 。 貴 実験 で は 沈降 反応 の 抗体 価 は 駆虫 誠 も 殆ど 変り な 
い 様 で す が , 如何 お 考え に な り ま すか 。 

( 答 ) 山 中 直 る を 
沈降 反応 抗原 と 皮 内 反応 抗原 と は 厳密 に は 異な る も の 
で す が , 私 の 行 つた 実験 結果 か ら す る と 可 成 り の 相関 が 
思 め られ まし た 。 今後 抗原 分 析 を 行い , 両 抗原 が 如何 な 
る 分 玉 に 存 す にょ り 本 陸 て いと 思い ます 。 
商 駆 虫 後 も 殆 ん ど 反 応 値 に 変化 が あり ませ ん 。 と の 事 は 
釣 東 感 作 に より 或 る 程度 長期 間 抗体 が 存続 する 事 を 示し 
て お り , 商 私 の 実験 で 釣 虫 卵 陰性 で ある な が ら , 上 記 免 
疫 反応 陽性 を 示す も の ゝ 中 釣 虫 症 の 既往 歴 を 有する も の 


人 


が 多 か つ た 事 か らき この 事 が 推定 出来 る 様 に 思い ま すず 。 
( 間 ) ( 群 大 ) 河 野 恵 


1 ) と の 種皮 内 反応 に お いて の 抗 元 量 に 関し て 従来 , 
抽出 原液 の 何 倍 液 を 用 いた と いう 報告 が 多い が , 他 の 教 
室 で 発表 きれ た も の と 比較 する 場合 , 抗 元 は 乾燥 何 度 
内 に 注射 し た か と いう 事 を 発表 若しくは 記載 し て いた \ 
けれ ば その 力 価 及び 反応 の 特異 性 を 比較 させ て 載 く 場 合 
に 非常 に 好都合 と 存じ ます 。 2 ) 1) 反応 の 判定 を 30 分 
と し て お られ る の は 如何 な る 理由 に よる か ? 2) と の 
反応 を 見 ます と SS で の と 思わ れる 
が , 私 達 の 実験 に よる と , Crude な 場合 は と の 反応 の カ 
ー ブ は な だ だ ら か た 山 を な す が 精製 ナ る と 、 と の 民 の 
は 時 間 的 に 狭く な る 事 を 経験 し て いる 。 私 達 が 釣 下 卵 内 
反応 を や つた 所 抗 元 の 種類 は ちがい ます が , 10 分 20 分 
と maximum に 近く 30 分 で は か な り 反 応 は 弱く な り ま し 


が 如 


あー 
7 こ o 


( 箸 ) 山 中 直之 
使用 抗原 量 の 明記 法 は 種々 難点 が あり, 今後 寄生 委 
免疫 の 研究 を する 上 に ゃ 適当 な 方 法 で 統一 し て 載 け れ !【 
好都合 と 思い ます 。2) 私 の 実験 で は 皮 内 反応 は 15 分 頃 よ 
り 反 応 が 著 明 と な り 30 て 45 分 で 最高 値 を と り , 1 時 間 を 
経過 する と 淡 ら ぎ 3 時 間 で は 全く ao 硬 結 共 に 消失 す 


る 。 


( 問 ) (日 獣医 大 寄生 束 ) 阿 久 沢 実 
114, 115 に 関連 し て 検 川 先生 に 御 伺 いし た い の で す 婦 
抗原 濃度 を 虫 体 乾 燥 重量 の 抽出 液 稀釈 量 で 現 わ す と , 抗 
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原 物質 の 定量 的 な 差異 が きわ め て 大 きい 様 で す 。 何 か よ 
ぃ 表示 方 法 は な いも の で すか ? 
( 千 ) 横 川 宗 雄 
皮 内 反応 の 抗原 の 濃度 成 い は その 量 を 一 定 に する と と 
に つい て お た づ ね で す が , 私 の 考え で は , 肺 吸 虫 症 の 皮 
内 反応 の 場合 , N 量 を 7 で あら わす と 云う 様 な と と ろ 迄 
ます 。 皮 内 反応 抗原 を 精製 し て も か 
ず し ゃ 抗原 価 が 増大 する と も 云え ず , 及 , 乾燥 重量 
に 対す る 1 万 倍 或いは 10 万 倍 稀 息 液 で も る それ程 著しい 巻 


付 みみ られ て いま せん 。 


116. 釣 虫 症 の 鉄 代 謝 に 関す る 研究 ( 釣 虫 Carrier の 臨 
床 的 研究 ) 永山 正治 ( 鹿 大 一 内 科 ) 樹 屋 富 一 ( 九 大 三 内 
科 ) :M. NAGAYAMA, T. MASUYA : Iron meta- 
bolism in hookworm disease (The clinical study on hook- 


Worm Carrier) 


小林 地方 に お いて , 主として 農村 の 釣 眼 Carrier 
2 こ 鉄 代 謝 の 面 より 
生活 程度 に 依る 釣 虫 名 血 発現 え の 影 響 に つき 検索 し た 。 
検査 対象 並び に 方 法 : 宮崎 県 小林 市 の 農民 140 名 に つき 
Schneider test (S.T.) 血清 鉄 測定 , 鉄 静 脈 負 荷 試 験 を 行 
。 検査 成 績 : 1) Hb 並び に 血清 鉄 量 と ST. の 関係 は 

HH 血清 然 量 江 少 す る だ 従い, 双 血 清 鉄 飽和 度 低下 に 平 
行 し て S.T. は 低下 し た 。2) 鉄 剤 内 服 ( 司 元 鉄 1.0g ダ は 
ュ ハ ク 酸 鉄 0.9g 毎 日 ) の 作業 能力 え の 影 響 を 処置 前 2 
週 目 , 4 週 目 に 測定 する に Carrier 群 る 貧血 群 る 共に 鉄 
剤 投与 せる 群 が 駆 上 の み の 群 に 比較 し S.T. 上 昇 率 増大 
多 鉄 剤 投与 せる 群 と 駆虫 せ ず 鉄 剤 投与 せる 群 の 間 に 
ST. 上 昇 率 の 差 を 認め ず 。3) グ ル ユ ン 酸 第 鉄 塩 20mg 
静 往 に よる S.TT. は 2 時 間 目 , 4 時間 目 に 策 上 昇 し た 。4) 
寄生 点数 ( ツ ビ = 換算 ) と S,T. Hb 血清 鉄 量 多数 寄生 例 
で は 低い が 少数 寄生 例 で は 高い も の も 低い も の も ある 。 
り 生活 得度 に よる 質 中 発現 え の 影響 を 市 上 民 税 より 区 
こ 130 例 に つき 委 因 群 483 例 は 中 等 以上 の 生活 者 に 比 し 
同数 E.P.G. に お いて Hb 血清 鉄 量 は 低 値 で あり 180 例 中 
鉄 静 脈 負 荷 試験 を 行い 得 た 85 例 で は 中 等 以上 の 生活 者 に 
比 し 招 因 群 の 血清 鉄 飽和 度 は 低く , 鉄 消失 速度 は 増大 す 
る 。 総括 : 釣 虫 寄生 に ょ る 作業 能力 低下 は Anoxia の 
人 級 人 夫 線 カ 紹 や ある よ 要 あ あべ 名 其 半 上 a よ 提 
る 事 を 認め た 。 又 少 数 寄生 例 で S.T. Hb 血清 鉄 量 で は 

和 生 交 と 相 聞 が 朗 め られ 芝生 は 問 炒 区 GL に ない て 
Hb 血清 鉄 の 低下 が 著 明 ご あつ た 。 双 鉄 静脈 負荷 試験 よ 
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り 血清 鉄 , 並び に 血清 鉄 飽和 度 は 各 因 群 が 著 し く 低 下 し 
消失 速度 は 逆 に 増大 し た 。 即 ち 貧 因 群 の みな ら ず 体内 膜 
の 欠乏 を 認め た 。 

( 加 ) ( 丸 大) 材 屋 富 一 

抄録 に 強化 未 と あり ます が 強化 米 の と と で す 。 米 1g 
に 鉄 8.2mg を 強化 し た 。 強化 米 を 投与 , 糞便 内 鉄 残存 
及び 血清 鉄 の 上 昇 で 見 る と 之 が よく 吸収 され て いる 事 を 
才 明 し て いる の で , 之 を 以 て Carrier の 発症 防止 が 可能 
と 考え て いる 。 


117. 釣 申 症 の 鉄 代 謝 に 関す る 研究 ( 血 中 焦 性 ブ ド ー 酸 。 
クエ ン 酸 , < ケト グル 人 タル 酸 の 上 態度) 三宅 力 ( 鹿 大 一 内 
科 ) ・ 秋 山 俊夫 ・ 枝 屋 富 一 ( 九 大 三 内科 ) : T. MIYAKE. 
本. AKIYAMA 層 丁 . MASUYA : Iron metabolism in 
hookworm disease (With specical refterence of pyruvate, 


citrate and c-ketoglutarate in blood) 


釣 下 症 の 病態 を 生理 研究 の 一 舞 と し て TFCA サ イク ル 
所 属 の 焦 性 プ デ ド ー 酸 , クエ ェ ン 酸 , ww ケト グル タル 酸 の 態 
度 に つき 検索 し た 。 実験 方 法 : 釣 虫 症例 , 釣 虫 犬 , 爾 血 
犬 。 フェニ ー ル ヒド ラジ ン 筆 血 犬 に つき 測定 し た 。 和尚 各 
種 貧 血 症例 及び 他 種 疾 患 と も 比較 検討 し た 。1) 血 中 ク 
ェ ン 酸 は 釣 曳 貧血 症 及 び 他 の 鉄 久 乏 性 貧血 症例 で は 増量 
し , 非鉄 欠乏 性 錦 血 で は その 増量 は な か つた 。 焦 性 ブ ド 
ー 酸 , w ケ トグル タル 酸 は 釣 虫 加 血 症 と 他 種 名 血 症 と の 
差異 は な か つた 。2) 釣 虫 犬 で は 健康 犬 に と 比 し て 血 中 ググ 
ェ ン 酸 濃度 並 に 各種 臓器 ク ェ ン 酸 濃度 は 平均 し て 上 昇 を 
認め た 。3) 一 日 50cc 宛 毎日 六 血 を 行 つ た 犬 で は , 紹 血 
の 増強 と 共に 血 中 ク ェ ン 酸 は 著 明 に 増加 し 焦 性 ブ プ ド ー 
酸 , w ケ トグル タル 酸 は 僅か に 増加 の 傾向 に あつ た 。 4) 
フェ ニー ル ヒ ドラ ジン を 3mg/kgy 毎日 静 注 し 溶血 を お 
と さ し た 犬 で は 貧血 の 程度 と 血 中 クエ ン 酸 量 と の 間 に は 
特に 関係 は な か つた 。 焦 性 プ ド ー 酸 , w ケト グル タル 酸 
は 暫 血 の 増強 と 共に 増量 し 特に w ケト グル タル 酸 の 増加 
は 著 明 で あつ た 。 と れ は 肝 障 害 の 為 と 思わ れる 。5) 以 
上 か ら 釣 貝 損 血 及び 鉄 欠乏 性 名 血 は 生体 内 鉄 欠 乏 の 為 に 
2 価 鉄 酵素 Aconitase の 活性 低下 を 来 し レク エン 酸 の 増量 
を 来 し た と 考え る 。 と の と と は TOCA 廻 路 の 廻 転 障害 と 
よる AT 生成 の 低下 を 来 し 鉄 欠乏 性 無力 症 の 一 因 と な 
る べく , 又 他 方 異 噌 症 発生 病理 と も 関連 ある 可 し と 考え 


られ る 。 
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118. 釣 虫 症 の 血清 徐 白 に 関す る 研究 (特に リポ 蛋白 に 
つい て ) 石塚 達 ( 阪 医 大 岩田 内 科 ) : 華 . JSHIZUKA : 
Study on serum-protein of ancylostomiasis (Especially on 


Lipo-protein) 


私 は 日 立 屈折 計 及 び 濾 紙 電気 泳動 装置 を 用 いて , 釣 虫 
症 及 び 釣 虫 キヤ リヤ ー の 血清 蛋白 を 測定 し た が , 対照 と 
レ て 測定 し た 基 陸 上 自衛 隊員 16 名 の 平均 値 と 比較 し て , 
釣 虫 症 の 場合 は 総 重 白 量 は 同値 , 7-gl が 増加 し て いた 。 
釣 過 キヤ リヤ ー は 総和 蛋 白 量 が か えつ て 高く , 検討 の 結果 
選 及び 7-gl, 特に 後者 の 増加 に よる と と が 判明 し た 。 タ 
リポ 蛋白 @ 十 7/ は , 釣 昌 症 , 釣 虫 キヤ リヤ ー 共 に 増 
加 し て いた 。 犬 に つい て 釣 息 感染 実験 を 行 つ た が , リポ 
和 看 白 比 は 感染 後 一 時 減少 する が や が て 双 増 加 し て くる 。 
1 例 に つい て は 感染 後 4 日 目 に 再 感染 せしめ た が その 場 
合 に も リポ 蛋白 は 一 時 減少 し , 後 急速 に 増加 し た 。 そ の 
変動 は gl と よく 似 た 変化 を 示し た 。 釣 昌 々 体 より 抽 

出し た 抗原 を 用 いて 家 兎 を 感 作 し た 場合 , 妥 血 が 出現 し 
て くる が , 血清 蛋白 に つい て も 後 蛋 白 量 の 減少 , Al の 減 
少 。a-gl の 増加 が あり , リポ 和 蛋白 比 も 叉 g-gl の 変動 と 似 
た 変化 を 示し な が ら 増 加 し た 。 一 方 家 兎 に つい て 急性 の 
溶血 実験 と 慢性 況 血 実験 を 行 つ た が , 赤血球 数 , Hb 値 
は 何れ も 明らか に 減少 し , 総 蛋白 量 も 最初 は 減少 する が , 
負 橋 の 経過 中 出現 する 脂肪 血 定 の 為 に 。 逆 に 増加 し て 来 
る 。 Al は 減少 し , e-gl は 増加 し て くる 。g-,。 7-gl は 特 
異な 変化 は み ら れ な い 。 Al euiee e-gl の 変化 は 特に 急性 
玲 血 群 に 著 明 で あつ て , 又 そ の 場合 に は リポ 蛋白 比 も 強 
VIR 和 NEW 
以 て 吸収 試験 を 実施 し た が , と の 場合 Al の 増加 と おぉ ., 
7-gl の 減少 を 全 例 に 認め , リポ 蛋白 比 も 減少 し た 。 以 上 
の 結果 より リボ ポ 和 蛋白 も 釣 虫 感染 の 際 に 影響 を 受け る も の 
と 思わ れ , 且つ 吸収 試験 の 如く , 抗原 と 抗体 の 作用 する 
場合 何等 か の 役 沖 3 と: 果す も の で は な いか と 推察 され 


た 。 


i9. 銘 虫 の 感染 経 牙 一 特に 人 体感 染 実験 に 坪 い て (3) 
永井 孝 ・ 小 池 洋 一 ・ 水 野 哲夫 ・ 柳 沢 利 宮 雄 ( 千 大 公 衛 ) : 
T エ . NAGAI, Y. KOIKE, T. MIZUNO & R. YANA- 
GISAWA :eOn the infection mode of hookworm (4) 
Experimental studies to human bodies with the infective 


Jarvae 


我々 は 先 に ツ ビ = 釣 虫 並び に アメ リカ 銘 虫 の 各 感 染 仔 
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に よる 経口 感染 実験 に お いて ツ ビ ニ 釣 虫 の み が 感 染 の 
成立 を 見 , 空腹 時 投与 群 と 食後 授与 群 間 の 感染 成立 の 閉 
を 報告 し た 。 従 つて 釣 息 仔 虫 の 経口 感染 に お いて 胃 内 の 
状態 が その 感染 率 に 関係 が 深い と 考え て 大 量 の 水 と 共に 
両 種 釣 を 経口 投与 し た 場合 , 及び 直接 十二指腸 部 え 授 
与 し た 場合 の 結果 を 得 た この て 報告 する 。 実験 方 法 並 実験 
成績 : 実験 者 は 実験 当日 迄 と ゝ 数 年 来 釣 虫 感染 無き 男子 
学生 並 医師 で , 胃 中 投与 例 に お いて 2 例 た アメ リカ 鱗 
仔 取 を 夫々 29 隻 , 30 隻 , 1 例 こ アメ リカ 釣 虫 仔 虫 110 信 

ツ ビ ニ 釣 虫 仔 虫 40 隻 を 負 款 の 中 心 部 に 密封 し 水 600cc で 
暗 下 せ し め た 。 3 例 中 2 例 は 飽和 食塩 水 浮遊 法 並び 瓦 
養 で 駆虫 当日 迄 陰性 , 両 種 混合 の 1 例 は 88 日 目 よ り 正 央 
陽性 , ツ ビ = 釣 虫 仔 虫 を 瓦 培養 で 駆虫 当日 迄 認め た 。 財 
中 投与 3 例 の 自覚 所 見 は 両 種 混 合 仔 虫 投与 例 を 除き 変化 
を 認め ず 。 両 種 混合 仔 虫 授与 例 に て 投与 後 下腹 痛 , 咳 
MM 
与 2 例 に は 著 変 を 認め な か つた 。 只 両 種 混 合 仔 虫 投与 例 
MA40 eo 
と 増加 し た 。 駆虫 に より アメ リカ 釣 虫 仔 虫 授与 の 2 例 
は 成虫 を 得 ら れず , 両 種 混合 仔 虫 投与 例 の み ア メリ カ 狗 
虫 成虫 雄 3 隻 , ツ ビ ニ 釣 虫 成虫 雄 -4 隻 雌 2 隻 を 得 た 。 十 
二 指 腸 投与 例 に お いて は 4 例 に アメ リカ 釣 虫 仔 虫 と 夫々 
182 隻 , 142 隻 , 243 隻 , 25 隻 と , 又 1 例 に アメ リカ 殺 
虫 仔 虫 104 隻 ツ ビ = 釣 虫 仔 虫 10 隻 を 十二指腸 ゾン デ を 使 
用 し 確実 に アル カ リ 性 腸 液 の 排出 を 確認 し て か ら 投 与 し 
た 。 未 だ 駆 由 を 行わ ぬ ア メリ カ 釣 虫 仔 虫 投与 例 1 例 を 除 
き 駆 虫 日 迄 瓦 培養 及 管 和食 塩水 浮遊 法 で 仔 了 虫 , 虫 卵 を 認 
め な か つた 。 自覚 所 見 は アメ リカ 釣 虫 仔 虫 投与 の 4 例 に 
著 変 を 認め ず , 只 両 種 混 合 仔 虫 授与 例 に お いて , 路 共 , 
咳 了 居 , 咽頭 異常 感 を 5 日 目 よ り 80 日 目 迄 認め た 。 血液 所 
見 は 両 種 混合 仔 虫 授与 例 を 除き 著 変 を 認め な か つた が , 
両 種 混合 仔 虫 授与 例 に お いて 好 酸 球 が 実験 前 0.5% で あ 

つた も の が 25 日 目 に 172 に 増加 し た 。 駆虫 に 依り アメ リ 
カ 釣 虫 仔 昌 投 与 例 で は 総 て 成虫 を 得 , 只 両 種 混合 仔 素 授 
与 例 に お いて ツ ビ ニ 釣 虫 成虫 雄 2 隻 を えた 。 


120. 宮城 県 の 釣 虫 感染 率 お よび ヅ ビ ニ 釣 虫 と アメ リカ 
鍋 虫 の 分 布 状況 湯田 和郎 (宮城 術 研 ) : K. YUDA: Om 
the hookworm jncidence and the distribution of 4zcy/o- 
S7 の の の zo の ez/e and Wecg7oz の 672C の 26S in Miyag 


Prefecture 


演者 は 先 の 本 学会 に お いて 宮城 県 に お ける 名 口 虫 お よ 
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紹 和 34 年 6 月 (1959)〕} 


び 肝 吸虫 の 分 布 状況 を 明らか に し た 。 今回 は 釣 下 の 感染 
率 と ツ ビ ニ 釣 虫 お よび アメ リカ 釣 虫 の 分 布 状 況 に つい て 
の 調査 成績 を 報告 する 。 釣 虫 の 感染 率 に つい て は 農村 一 
帝 住 民 (幼児 か ら 老人 まで ), 小学 校 児 童 (主として 農 
村 ), 事 業 所 ・ 収 容 所 関係 (主として 都市 ) の 三 群 に つい 
て 調査 を 行 つた 。 調査 は , 1953 年 以降 の も の で 偽 和 食塩 
水 に ょ る ろ 浮 渋 法 を 行い , 農村 で は , 88 ヶ所 の 22,611 名 
に つい て 平均 感染 系 は , 19.1 を で あつ た 。 そ の 最高 は , 
40.922 で 主として 平坦 な 純 農村 地帯 に 濃厚 感染 が 認め ら 
れ た 。 調査 地 は 地域 的 に 片 寄 つ て いる か も 知れ な い が , 
感染 率 は , か な り の 相違 が あり , 全体 と し て 比較 的 , 濃 
厚 に 分 布 し て いる も の と 考え られ る 。 各 地区 の 感染 率 の 
90 多 の 信頼 限界 を 求め て 比較 する と , 平均 感染 率 よ り 高 
率 を 示し た 地区 の 大 半 は , 平野 に あつ て 稲作 と 同時 に 
作 も 行 つ て お り , 検査 施行 時 の 衛生 思想 の 低い と と や , 
駆虫 後 の 再 感染 な ど に より 高 率 を 保持 し て いる も の と 考 
えら れる 。 山間 地 に お いて は , 比較 的 稀 薄 ご で ある と いえ 
ょ う 。 人 小学校 児童 の 釣 虫 寄生 率 は , 19 校 の 11,500 名 に 
つい て , その 8.3 多 に 釣 虫 卵 を 認め た が , 最高 で 9.6 多 
と 一 般 住 民 に は 人造 か に お よ ば な か つた 。 叉 , 事業 所 ・ 収 
容 所 関係 で は , 26 ヶ 所 , 4,263 名 中 , 6.5 多 に 見 られ た 
が , 仕事 の 関係 か ら の 感染 と 考え る より も ゃ , 農村 出身 者 
に 多い の で は な いか と 考え る が , と の 点 に つい て は 次 回 
に ゆず り た い 。 県 下 15 ケ ヶ所 に つい て , 多 由 駆除 の 際 , 種 
別 を 調べ る た め と 駆虫 後 , 下剤 を 用 い 全 排 便 の 濾 便 を 行 
い , 確認 者 数 402 名 , 総 排 虫 数 6,981 隻 , ツ ビ = 釣 虫 と 
アメ リカ 釣 東 の 比 ご は ぃ アメ リカ 釣 到 単独 寄生 が 最も 多 
く , アメ リカ 釣 由 優先 地区 が 大 部 分 を 占め て いる 。 調査 
地 は 県 南 地 区 に 多 か つ た が , 四 偽 化 エ チレ ン 投 与 で は , 
ツ ビ ニ = 釣 昌 よ り ア メリ カ 釣 虫 に 駆 東 効果 が 著しい と し て 
や は り , ア メリ カ 釣 虫 の 優位 性 は 認め られ る と 思う 。 


121. 若 薬 病 に 関す る 釣 虫 感 楽 実験 石原 国 ・ 原 田 義道 
・ 中 村 一 夫 ・ 伊 藤 敬 吾 ・ 三 上 義昭 ・ 山 根 一 誠 ・ 森 納 ・ 岩 
田 朋 志 ・ 原 武夫 ・ 松 島 正 東 ・ 森 下 明 ・ 長 谷川 柳 三 ・ 加 藤 
哲夫 ・ 宮 武 明 一 ( 鳥 大 石原 内 科 ) : K. ISHIHARA, Y. 
HARADA, K. NAKAMURA, KK. TTO, Y. MIKAMI. 
1 上 YAMANE, N. MORI, T. IWATA, T. HARA, S. 
MATUSHIMA, A. MORISHITA, R. HASEGAWA, 
T. KATO る M. MIYATAKE: The experimental 
Studies on Wakana-disease 


若葉 病 の 本 態 解 明 の た め , 人 釣 仔 虫 を 種々 に 処理 し て 


407 


特 志 家 3 例 に 与え て , 煮沸 死滅 仔 虫 お よび 仔 取 , 成 虫 の 抽 
出 成分 に て 発症 せ ず , 生 仔 虫 を 与え て 発症 仁 し め , 一 方 
自然 発生 し た 若葉 病 患 者 例 を 入院 せしめ , と れ ら に つ 
いて 詳細 な 臨床 検査 を 行 つた 結果 , 発症 中 白血球 数 , 殊 
に 好 酸 球 の 増 多 が 著しく , 骨 科 に も 好 酸 球 の 増 多 が 著 明 
で あつ た 。 路 療 は 潜血 反応 が 陽性 で , 好 酸 球 で 占め ら 
れ 。 ク ル シ ュ マン 幅 旋 を 認め た も の も あつ た が , 仔 虫 を 見 
認め な か つた 。 出 血 傾 向 を 示し , 肝 機 能 障害 が 著しく , 
内 分 泌 系 ご は 17KK・S は 軽度 に 低下 レ , ソー ン ・ テ スト 
で 好 酸 球 の 落下 率 は 著しく 減退 し , 甲状腺 機能 は 一 般 に 
低下 し , 治癒 後 は 回 復 し た 。 血 中 な ら び と に 尿 中 の 電解 値 


に は 変化 が な く , 自律 神経 系 で は ピロ カル ビン に 過敏 で 
ある も の が 多く , と と に 1 例 は ピロ カル ピン 注射 に より 


害 状 の 増 弄 を 認め た 。 イン シュ リン 負荷 試験 で は , 間 脳 
異常 型 を 示し た 。 胸部 文 線 検 査 で は 6 例 中 5 例 に 一 過 性 
肺 浸潤 を 認め た 。 い ずれ も 2 8 日 で 消失 し た 。 発作 時 
皮 内 反応 は 陽性 度 を 増し , 沈降 反応 も 陽 転 し , サー レス 
現象 も 陽性 で あつ た 。 ま た 煮沸 仔 虫 を 経口 的 に 投与 し て 
文 線 透 視 お よび 胃 曲 線 に よ り , 胃 の 峰 動 の 元 進 を 認め た o 
以上 に より 若葉 病 の 発病 に は 生き た 仔 虫 の 感染 と くに 
経口 感染 が 必要 で ある が , 若葉 病 の 諸 症状 が すべ て 仔 由 
40 に 75 
例え ば 若葉 病 の 主 症状 で ある 呼吸 器 症 状 は , 全く 喘息 様 
で , 路 療 中 に 好 酸 球 が 数 に 見 られ . ま た 時 に グ : お こ 
マン 螺旋 を 認め る ルカ ル セン ピュイ 
が 誘発 され る 例 が か ある と と , 感染 実験 に お いて 初 感染 よ 
りゃ 再 感 染 が 症状 が 強い と と , プレ ドニ ソロ ン の 部 果 が 
認め られ る と と , 多 息 乳剤 ある い は 仔 虫 培養 濾液 の 吸入 
また は 経口 授与 に よ つ て 症状 が 増悪 する と と 。 アセ チー 
ルコ リン , ヒス タ ミ ン 吸入 試験 で 症状 が 誘 玩 さ れ る こ 
と , 一 過 性 肺 浸潤 の 現われ る と と , また 森 の 釣 昌 アレ ル 
ギー 実験 に より , 諸 種 の アレ ルギー 反応 が 陽性 に な る と 
と な ど に よ ょ り , 釣 昌 アレ ルギー の 関与 は 無視 で き な い と 
思わ れる 。 


122. 中 止 


123. 長野 洒 阿 南 地区 に お ける 鈴虫 携 減 作業 に つい て 

荒木 武雄 ・ 田 畑 猛 行 ・ 近 藤 武 男 ・ 熊 谷中 ・ 大 橋 平 治 ・ 大 
森 謙三 ・ 中 島 義 司 ・ 熊 谷 睦 ・ 内 田 昭 夫 ・ 柳 沢 利 喜雄 ( 千 
大 公 衛 ) : T. ARAKI, T. TABATA, T. KONDO, 是 . 
KUMAGALI, HOHASHI KOMORI, Y. NAKAJL- 
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MA, M. KUMAGAI, A. UCHIDA 層 R. YANAGISA- 
WA : On the field survey of hookworm control in Anan 


district Nagano Prefecture 


わが 国 農村 に お いて , 診療 所 医師 や 開業 医師 が 診療 し 
な が ら , 公衆 衛生 活動 を 推進 する と と は 極め て 望ま ほし 
く , 重要 な と と で ある 。 わ れ わ れ は か か る 見 地 か ら 銘 虫 
撲滅 対策 を 長野 県 下伊那 郡 阿 南町 を 中 心 と する 近郊 6 町 
村 で , 昭和 31 年 より 実施 し て いる の で その 概要 に つい て 
報告 する 。 対象 は 泰 候 村 ( 約 4,400 人 ) 富 草 村 C 約 2,600 
人 ), 遠 山村 八重 河内 C 約 900 人 ), 阿南 町 大 下 条約 1,500 
人 )), 下 条 村 親 田 〈 約 900 人 ), 及び 愛知 県 北設楽 郡 東栄 町 
三輪 〈 約 1400 人 ), 園 ( 約 1.000 人 ) の 全 佳 民 で ある 。 
当地 は 天竜 川 の 流域 , 飯田 線 の 沿線 に 存在 する 村 町 で , 
標高 は 200m 用 至 1000m で , 耕地 は 狭 少 で , 伐 材 等 の 山 
仕事 に 従事 する 男子 も 多い 典型 的 な 農山 村 で ある 。 検便 
は 各地 と も , 硫 苦 加 飽和 食塩 水 浮 漠 法 (比重 約 1.230) 
1 本 値 で 行ない , 遠山 村 八 重 河内 は 更に 塗 抹 法 を 併用 し 
た 。 駆虫 は 診療 所 世 い は 公民 館 に お いて 集団 的 に 行 つ 
た 。 駆 虫薬 は 四 塩 化 エ チレ ン 或 い は 1 ブロー スム ・ ナ フト 
ー ル ( 2 ) を 用 い , 一 部 の 者 に つい て は 駆虫 後 24 時 間 の 
全 尿 を 集め , 排出 釣 虫 を 調査 し , 寄生 数 , 寄生 釣 虫 種 を 
明か に し た 。 当初 の 検便 成績 は 検便 人 員 8.454 人 中 釣 息 
卵 陽性 率 28.4 2, 回 息 卵 陽性 率 46.8 2, 東洋 毛 様 線 虫 
卵 陽 性 率 22.122, 鞭 虫 卵 陽性 率 49.62 タ で あつ た 。 地 区 別 
(町 村 別 ) で は , 飯田 線 平 岡 駅 か ら 更 に 12km の 山間 地 
に ある 遠山 八重 河内 が 釣 虫 29.6 少 , 遇 虫 79.2 多 , 鞭 貝 
75.222 で 何れ も 最も 高 率 を 示し た 。 釣 虫 卵 陽 性 率 は 阿南 
町 大 下 条 19.122, 東栄 町 三輪 14.522 が 低 率 で あつ た が , 
両 地 と も 非 農 業者 が 多く 含ま 志 , それ の 家族 が 低 事 で あ 
つた た めで ある 。 頭 卵 陽性 率 は 遠山 村 八 重 河内 以外 は 
30 て 502 で あり , 東洋 毛 様 線 虫 卵 陽 性 率 は 東栄 町 の 二 地 
区 が 極め て 低 率 で 三輪 3.1。 園 0.1 タ で あつ た 。 寄生 
釣 虫 種 は 泰阜 村 , 阿南 町 大 下 条 , 遠山 村 八重 河内 , 東栄 
町 で 約 200 人 に つい て 調査 し た が , 各地 と も ツ ビ ニー 釣 邊 
単独 寄生 者 が 最も 多く , 約 8 割 を 占め , つい で 両 種 混 合 
寄生 者 で .。 アメ リカ 釣 息 単独 寄生 者 は 極め て 少な か つ 
た 。 釣 虫 卵 陽 性 者 の 性 , 年 令 別 陽性 率 は 女子 24.42, 男 
子 21.7 多 で 安子 に 高 率 で あり , 年 含 別に は 年 少 者 に 低 
, 青 壮年 に 高く 従来 の 多く の 報告 の 如く で あつ た 。 2 
年 以上 継続 実施 し た 地区 の 釣 息 卵 陽性 率 推移 は 泰 息 村 で 
は 81 年 24.4%%, 82 年 16.8, 38 年 7.82 と 減少 し , 32 年 , 
33 年 と 2 年 継続 実施 し た 成績 は 富 草 村 は 26.222 が 12.5 多 
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に 。 遠 山村 八重 河内 29.62 が 15.2% に , 東栄 町 三輪 14.8 
が 8.922, 園 26.7% が 18.522 と 何れ も 激減 し , 泰 島村 
門 島 (42 戸 約 180 人 ) で は 年 間 5 回 の 集団 駆虫 で 31.6%% 
を 8.0 狗 に 低下 させ た 。 


124. 駆虫 薬 の 基礎 的 研究 (6) 44 ヨ ー ド チモール に よる 
釣 虫 駆除 効果 に 坪 て の 検討 林 栄 一 ・ 高 村 省 三 (静岡 薬 
大 ) : E. HAYASHI & S. TAKAMURA : Fundame- 
ntal studies of anthelmintics ( 8 ) Studies on the anthel- 


mintic effect of 4-iodothymol against hookworm 


4- ヨ ー ド チモール の 釣 虫 駆除 効果 に つい て は 己 に 佐々 
ら 。 藤沢 及び 相 ら に より それ ぞ れ 報告 きれ て いる と と ろ 
で ある 。 と の 物質 に よる 従来 の 実験 は すべ て カプ セル 剤 
に ょ つた が , と の も の の 結晶 は 水 , 酸 及 び 弱 アル カリ に 
極め て 難 溶 で 且つ 会 合 性 で ある た め , それ ら の 中 で の 拡 
散 が 必ず し ゃ 充分 と は いえ ず , 従 つ て 虫 体 と の 接触 が 不 
充分 と な る 懸念 が ある 。 そ れ 政 拡散 を 一 層 完 全 に 且つ 服 
用 を 容易 に こす る 意味 に お いて , 剤 形 に 改良 を 加え 糖衣 を 
5 と し た 頓 粒 剤 ( 原 物質 50% 含 有 ) と し た も の に より 今 
回 の 実験 を 実施 し た 。 即ち 本 実験 で は 服用 法 及 び 服用 量 
に 吟味 を 加え る と 共に 性 別 , 年 信 別 及び 感染 度 の 相違 に 
よる 効果 の 影響 関係 な ど に つい て も を 検討 を 加え た 。 駆 
対象 は 小学 生 (12 才 以下 ) 及び 中 ・ 高 校生 (18~19 才 ) 
の 2 群 に 分 けた 77 名 , 薬剤 の 服用 量 は 総量 を 約 80~ 120 
mg pro kg wt を 基準 と し , と の 量 を 2 て 8 日 に 分 け て 
毎 早朝 空腹 時 に 服用 させ た 。 駆虫 効 果 の 判定 は 薬剤 服用 
8 4 週 修 に 塗 抹 , 浮 済 , 培養 の 三波 併用 の 結果 か ら 行 
つた 。1) 本 物質 に よる 統合 し た 駆虫 効果 は 77 名 中 貝 卵 陰 
転 者 は 46 名 , 陰 転 率 59.722 ( 沙 抹 75.322, 浮 流 68.62 藻 
養 79.222, 統合 59.7 多 ) で あつ た 。 32) 次 に 此 等 の 駆虫 成 
績 を 分 析 し て 考え る に 8) 年 信 別 に みる と 小学 生 77.8%, 
中 ・ 高 校生 54.22 で 低 年 含 層 こ 対 する 駆虫 率 が か な り 高 
く , と れ を D 性 別に 分 けた 場合 で は 男子 65.6 2, 女子 
55.62% で あつ て 征 男 子 の 方 に 効果 的 で あつ た 。3) 又 息 弁 
感染 度 と 駆虫 効果 と の 関係 に つい て みる に (検査 人 員 30 
名 ) 濃厚 感染 で は 14 名 中 4 名 , 軽 感染 で は 16 名 中 11 名 の 
昌 卵 陰 転 か が 認め られ た 。 此 等 の 結果 より 濃厚 感染 に 対し 
て は 服用 量 及 び 服 用 法 を 改良 し , 総量 を 8 て 12g と し て 
8 4 日 に 分 け て 連続 投 手 し た 結果 , 8 名 に つい て の み 


た 。 そ れ 政 軽 感染 と 濃厚 感染 と で は 異 つた 規準 の 用 量 及 
び 用 法 で 駆虫 を 実施 する 必要 が ある 。 34) 次 いで 総 服用 量 













































3 区 


輪 14.5 
泰阜 村 
31.6% 


に よる 
囚 岡 薬 


nthel- 


と 佐々 
と と ろ 
セル 剤 
か カリ に 
ご の 拡 
條 が 不 
H つ 服 
邊 衣 を 
ト り 今 
用 量 
日 違 に 
駆 昌 
9 才 ) 
- 120 
+ ょ け て 
| 服用 
いら 行 
卵 陰 
522 培 
% 由 万 
3%, 
り 高 
束 卵 
員 30 
[名 の 
対 レ 


で き 


量 及 
用 量 








骨 和 34 年 6 月 (1959)} 
と 服用 回 数 と の 関係 か ら 駆虫 効果 を 検討 する に 総量 8.0 
上 軍 時 人 = 分 服 し た 場合 が 3 日 に 分 服 し た 場合 

り 策 効果 的 で あつ た 。5) 双 本 物質 に よる 駆虫 成績 で 特 
異 的 な と と は 培養 法 に よる 息 卵 陰 転 素 が 浮 漠 法 の に 較べ 
か なり 高い と と が 注目 に 価 す る 。 以 上 総括 する と 軽 感染 
で は 総量 約 80 こ 120mg Pro kg Wt 2 日 に 投与 する と 
と に ょ りか な り の 部 果 が 期待 出来 る こと, 及び 濃厚 感染 
の 場合 に は 総 服用 量 を 増量 し て 連続 投与 (3 一 4 日 ) を 
行う な ら ば 効果 的 で ある と と を 知り 得 た 。 

( 間 ) ( 阪 医 大 内 科 ) 岩 田 第 雄 
決 度 チモール で 人 釣 東 を 駆除 し た 場合 虫 を みて いた ゞ 
いた で し ょ うか 。 私 の 方 で 総会 で 発表 し た ょ うに 本 剤 の 
00309 が 6 で す 。 


十二指腸 ソン デ で 本 剤 を 入れ た 駆虫 実験 を や つて みて い 
こ ヾ きた い 。 

( 千 ) 高 村 省 三 
あり ませ ん 。 


125. 最近 10 年 間 に お ける 学童 暁 虫 症 の 推移 と その 考 
葵 松田 鎮雄 (広島 市 ) : S. MATUDA : 


of pinworm carriers in a primary school in Hiroshima 


Investigation 


during late ten years 


広島 市 楠 那 小学 校 児 童 を 対象 と し て 約 10 年 間 , 検 者 自 


身 で 集団 検 肛 (セロ ファ ン 洗 拭 法 , セロ テー プ 法 ) と 駆 
虫 (サン トニ ン ,。 アパ テラ ヂ ン , ベ キ シン ) を 行い 。 既に 
在学 6 年 間 の 定期 検査 を 受け て 卒業 し た 児童 を 4 回 数 え 
た が , 今回 は 時 虫 感染 率 の 推移 を 中 心 と し て 考察 し た 点 
と 述べ る 。1) 27 回 の 投薬 前 の 検 肛 に よる 暁 虫 感染 事 は 。 
5 各 

2, 女児 566.5~ 9.72 と な つて お り 。, 両 性 の 比較 で は 投与 
し た 駆虫 剤 の 種類 に 関係 な く , 常に 女児 が 男児 より ゃ 高 
率 を 示し て いる 。 2) 新入 学 児童 の 在学 6 年 間 に お ける 
暁 虫 感染 率 の 消長 に 関し て は , 概ね 3 て 4 年 を ピー ク と 
し て 増加 より 減少 に 移行 し て , 卒業 時 に は 入学 時 の 感染 
率 と 同 事 か 又は それ 以下 と な つて いる 。 3) 年 8 回 毎 学 
人名 5 

2 の 感染 率 が 現在 で は 14.7 多 に 低下 し て いる 。 人 金児 童 服 
業 の 狙い は , 感染 源 の 役割 を 演じ て いる 潜在 感染 児 を 駆 
際 す る 為 で ある < 和博 語 梨 才 の 征 次 的 時 砂 に は 。 9 年 
毎 に 1 回 週 期 的 衰退 期 が 認め られ る 。 
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126. 暁 虫 性 腹 癌 症 に つい て 池田 正 (市 川 市 ) : . IKE 
DA : On the stomache caused by pinworm infestation 


最近 続 忠 に よる 腹痛 症 を 経験 し . し か も 稀 で は な い 疾 
患 と 考え られ た 。 私 の 長男 , 8 才 , 軽い 腹痛 を 訴え , 約 
20 分 位 持続 し て は 止み , し ば らく し て は また 痛ん だ 。 と 

ょ うな 状態 が 4 日 間 続き , 吸気 が 出 て 来 た 。 腹 部 や ゝ 
膨満 し , 肘 下部 に 軽度 の 圧痛 が あり , 腸 雑音 が 強い 。 高 
圧 法 腸 を 行 つた 所 反 つ て 痛み が 増し , 排出 し た 便 を 検査 
する と 寄生 虫 卵 は 陰性 で ある 。 た また ま 2 ヶ月 前 に 学校 
で 検便 が あつ た が や は り 陰 性 で あつ た 。 小 腸閉塞 症 の 疑 
で 開腹 する と 異 営 が か な く , 耳 垂 の み 摘 出 , と の 了 虫垂 内 容 
を 検査 する と 小 暁 虫 2 隻 を 発見 し た 。 手術 後 な お 腹痛 は 
断続 し て 起り , 5 日 目 ビ ペラ ジン を 投与 し た 所 間もなく 
腹痛 は 消失 し , 翌々 日 の 排便 に や ゝ 多量 の 時 虫 が 排出 き 
た 。 7 日 間 の 投 業 の 後 現在 に 至る か と の 間 腹 痛 は 起ち 
な い 。 その 他 皮 垂 炎 の 診断 で 虫垂 摘出 術 を 行い , 虫垂 内 
に 時 虫 を 発見 し た 例 に つき , 手術 後 な お 腹痛 が 残存 する 
例 が みち られ た の で と れ ら に つき 充分 に 検査 し 駆 昌 を 行 つ 
て みた 所 容易 に 腹痛 が 消失 し た 。 ま た ある 例 に お いて は 
手術 後 約 1 年 後 , 2 年 後に それ ぞ れ 腹痛 が 起り , それ ぞ 
上 や の かす 生 は も さす ギー 
と か ら 暁 虫 に よる 腹痛 症 が 間 違 な く あ る と 考え られ た の 
で 気 # し つけ て みる と 生か みち れ 光 : と れ ち の 王 要 
傾向 を みる と , 年 齢 は 4 >17 才 に みみ られ た が 9 ~11 歳 が 
特に 多い 。 性 別 は 大 差 が な い 。 家族 歴 中 同胞 に 暁 虫 の 病 
歴 が ある も の が 約 り ぇ に み ら れ た 。 既往 歴 で は 約 7。 だ 蜂 昌 
の 病歴 が か みみ られ た が , 近日 中 に 肛門 部 リウ ョ ウ を 訴え た 
ゃ の は 人 徐 か に 3 例 で あり , 他 は 訴え て いな い 。 現 症 歴 で 
は 大 ょ そ 急 性 型 (30 例 ) と 慢性 型 (17 例 ) に 分 けら れる 。 
前 者 で は 断続 する 腹痛 25 例 , 食 直 後 の 腹 痛 11 例 で , と れ 
ら の うち 中 気 ある い は 蹴 吐 を と も な つた も の 19 例 が あつ 
た 。 後 者 で は 食事 中 ある い は 食 直後 短 時 間 の 腹痛 13 例 , 
時 々 軽い 腹痛 4 例 で ある 。 腹部 所 見 は 急性 例 中 騰 部 附近 
に 庄 事 ふら れ た も の 4 全 。 お き 陳 較 の 麦 前 人 6 生 
が な いも の 15 例 で ある 。 な お 腸 雑音 が 強く 開か れ た も の 
16 凌 て と と が の 14 間 器 症 か 人: 休 2 
常に 近い 所 見 で あつ た 。 と れ ら に つき ほとん ど ピ ペラ ジ 
ン に より 駆虫 を 行 つ た 所 容易 に 腹痛 は 消失 し , 風 昌 排出 
に より 時 虫 症 が 考え られ た も の で ある 。 


127. 虐 虫 駆虫 に 関す る 研究 加藤 勝也 (名 市 大 医 動物 ) 
K. KATO : Studies on the anthelmintic of the 婦 z7e- 
7 の 226S 9677222C22/772S 
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余 は か ね て 暁 下 問題 に 多大 の 関心 を 持ち つ ゝ > あつ た が 
偶々 ウス イ 式 セロ ハン に ょ り 。 県 下 9 校 の 児童 〈 小 学校 
1 部 保育 園 ) 6.725 名 を 検査 し た 。 そ の 結果 は 最高 76.8 
最低 57.8, 平均 61.2% の 高 率 で あつ た の で その 児童 に 及 
ば す 影 響 も 軽視 出来 な いと と を 知 つ た 。 一 方 蜂 虫 駆虫 効 
果 判定 は 現在 商 お 確立 され な い の で とれ に 資す る た め 次 
の 実験 を 行 つ た 。 1。 検査 濯 : ウス イ 式 セロ ハン に より 
5 日 間 連 続 検査 し て 暁 虫 寄生 を 確認 し た 不具 児童 (県 下 
不具 児童 収容 所 ) 33 名 に , ピ ペ ラ ジン 連日 4 日 投与 後 1 
ヶ月 間隔 に 後 5 日 間隔 に て 1 ヶ月 , 即ち 投薬 5 日 目 か 
ら 2 ヶ月 に 理 り 暁 由 卵 検査 を 実施 し 以下 の 結果 を 得 た 。 
2。 検査 成績 : 1) 60 日 間 全 経過 息 卵 を 証明 きれ な か つ 
た 者 は 16 名 の 約 半数 で あつ た 。 2 ) 非 陰 転 者 も 検査 経過 
を 通じ て 息 卵 陽性 者 は 単に 1 名 の み で 他 は 9 日 目 か ら 1 
名 。 25 日 目 か ら 3 名 , 27 日 目 か ら 2 名 , 29 日 目 か ら 3 
名 , 以後 は 45 日 目 か ら 1 名 , 50 日 目 か ら 3 名 , 55 日 目 か 
ら 1 名 , 60 日 目 か ら 2 名 , の 如く 検出 され た 。38。 むす 
び : 1) 以上 の 成績 か ら ピ ペラ ジン に ょ る 駆虫 効果 は 約 
502% 以 上 期待 出来 る 。 2 駆虫 後 一 定 日 時 後 虫 卵 が 検出 
され 以後 継続 し て 排卵 する 者 に つい て は 陰 転 日 時 の 長短 
に ょ つて 再 感染 下 は 駆 昌 に よる 一 時 的 排卵 の 中 絶 な どの 
と と が 考え られ る が その 決定 は 今後 の 研究 に 待ち た い 。 
3 ) 更に 駆虫 効果 判定 期日 も 前 項 事実 の 決定 に より 何等 
か の 回 答 が 与え らち られ る で あろ う 。 沿 此 の 調査 に 当り , 協 
力 賜 り ま し た 青い 鳥 学 園 の 千田 , 加藤 , 両 博士 及 野田 婦 
長 に 厚く 御礼 中 上 げ ま す 。 

( 商 ) (慈恵 医大 ) 稲 垣 元 博 

最初 の 検 卵 は 1 回 だ け の 検 卵 で あつ た か 。 

( 答 ) (名 市 大 医 動物 ) 加 藤 勝也 

5 日 間 引 続 き 検査 し て 5 日間 と も 卵 陽性 者 の み を 調査 


か ー 
/ こ oO 


128. 関東 地方 を 中 心 と し た 野生 鳥獣 類 の 寄生 虫 検索 (2②) 
亀谷 了 ・ 野 々 部 春 登 ・ 鈴 木 俊 邦 ・ 町 田 昌 昭 (目黒 寄生 昌 
館 ) : S KAMEGAIL, HL NONOBE, T. SUZUKI & 
M. MACHIDA: On the parasites of wild animals and 
birds in Kanto area (2) 


前 年 度 に 引続き 標本 東 集 の 1 手段 と し て 野生 鳥獣 類 の 
解剖 を 続行 し て いる が , 今回 は 昭和 31 年 4 月 より 32 年 10 
月 に 行 つ た 172 体 に つい て の 概要 を 報告 する 。 検体 の 内 
訳 は 鳥類 141 体 , 誤 類 81 体 で 発見 され た 寄生 虫 は 総数 
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149 種 と な る 。 即 ち , 吸虫 が 19 種 。 条 虫 が 45 種 , 線 虫 が 
60 種 , 釣 頭 中 が 25 種 ご ある 。 鳥 の 科 名 を あげ る と , カラ 
ス 科 , ムク ドリ 。 カワ セミ 。 キツ ツキ 。 フク ロウ , ワシ 
みみ カ 。 サギ 。 ガン カモ 。 ウ 。 シギ , チドリ 。 カモメ, 幸 
ジ 科 で ある 。 そ の 他 は ヤマ コウ モリ , ムササビ 。 タ ヌキ 。 
ヤマ カ ガ シ 等 で あつ た 。 149 種 の 寄生 虫 の 内 gzosz- 
の の どの 7 の 7, 万 CS7 の 2 の 7 の 072742, 万 c/2720S7 の 7 の COZ の 7 
アア /Zgzo7cZZS 72S. WoZoco の /S 42776724S, の ZZ 
CZ722272772, 7 の 6 7Z626/ の ZS の 7 の /O カ os7e /Zeo2s, 
万 Z の 7 の の Z7 の 7S C/e2C2, 万 yz220/ と の ZS, s@7 の 77zz/zs, ye- 
7 の / と の ZS 22 ツ Z の C の の, 2677 の 7 と の ZS の 76727 の SZ777S, の の の - 
622 72 の SO727。 77672cZ/Z77Z COZ ツ の 6 の 226, Co た 
ZZ の 6CZ72 7 の 72CZ27272422, の 2277C の 6CZ72 22227ZOC6 の 62 が , 
Coz7 ヶ の 6CZ72 2%222276, アワ 7 の C の 6CZ72 の 26SZCO//e, 万 e7e ァ ヶ - 
の ZS y の 7 の 077 eZ ん Zs gg/72226, 707os7Z の gy/4S 
Sg ググ 7272 7 の 2gZS の ZCZ6/2, Sy が 22277226S 2 の 7 の 7 の , アル 7- 
Ss7o カ 7e7 の 6727Z, CZZ77277Z の 2 の ZS77e77 Sy の 2cZ の の の 2e/ 
72, ZZ の 7 の ZS @7 の 4g724S, 677 の 22C/76S 6/7072g7245, 
Cez7zozyc7ges c の 7 を スラ イド に より 説明 し た 。 


129. 状 線 虫 の 生態 並び に 組織 化学 的 研究 政 真 哉 ( 鹿 
大 二 内 科 ) 橋口 俊 照 ( 鹿 大 一 病理 ) : S。 TSUKASA & 
T. HASHIGUCHI : Ecological and histochemical studies 
on ZZ の gy/ の 7es s7e7 と OZ の ZS 


組織 化学 的 検索 ・ RNA (メチ ル 線 ピロ ニン 染色 ), 
型 。 一 般 に 一 律 ご で は な い が 腸 管 系 統 に 陽性 度 強く 潮 慢 性 
に 赤 染 する が 頭 端 近く 及び 尾 側 は 低い 。『 型 , 虫 体内 に 
滞 慢 性 に 赤 染 し て 認め られ る が 腸管 , 食道 に や ゝ その 度 _ 
が 強く 尾 仙 は 微弱 陽性 か 陰性 を 呈す 。 * 成虫 , 食道 , 腸 
管 と 陽性 が 強く 特に 卵巣 , 子宮 に 強 陽性 で 卵 の 型 に 一 致 
レ て 円 形 か 椿 円 形 に 赤 染 し て いる 像 は 注目 され る 。 慣 側 
は 陽性 低く 尾 端 は 陰性 。 成虫, 一 般 と 腸管 と 陽性 で あ 
る が 特に 腸管 上 部 附近 は 強 陽性 で 尾 側 で は 微弱 と な り 尾 
端 及 び 交 接 電 矢 端 は 陰性 。DTNA (Feulgen 反応 ) 型 
頭 部 より 腸管 起 始 部 に か け 強 陽性 で 神経 輪 は 陰性 。 陽 性 
部 は 太い ほぼ 円 形 の 紫 赤 色 天 粒 が 密 存 し それ より 選 側 は 
分 布 が 疎 と な り 肛門 附近 より 少し く 幾 側 に か け て 再び 審 
に 強く 陽性 を 呈す 。 エ 弄 , 神経 輪 は 同様 除 性, 分布 は 最 
型 に に る も 陽性 頼 粒 の 大 さ , 強 さ は R 型 より 微弱 。 $ 成 
虫 , 共通 し た 特異 な 像 は 腸管 上 部 の 高 さ に 相当 し て 太い 
円 形 か 椿 円 形 紫 赤 色 の DNNA が 十 数 個 明瞭 こ 強 陽性 に 認 
め ら れる 所 見 で ある 。 み か ゝ > る 部 の 下方 で は 一 般 に 細 粒 
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珍 和 34 年 6 月 (1959)〕 
状 の DA が 密集 し て いる 例 が 多い 。 と の 他 の 部 位 と ! 
針 先 状 微細 粒 が 無数 に 散在 し 所 < に 大 型 ほぼ 円 形 肥 反 
応 の DTNNA が 散在 する 。 ゃ 成 昌 , 卵巣 , 子宮 に 相当 し て 
徴 細 天 粒 状 強 陽性 の DA が 密集 し 特に 夫々 の 卵 に 一 致 
し て いる 像 は 印象 的 で ある 。 他 の 部 位 は $ 同 欄 。 購 肪 の 
ム 布 : ER 型 , 最も 微弱 で 頭 端 近く と 神経 輪 に 淡 黄色 を 呈 
し て 存在 する 。 有 世 々 代 に 発育 し つつ ある 幼 昌 は や > ゝ ニニ 
の 著 が まし 更に 発育 が 進ん だ も の は 肛門 附近 に も 著 明 と 
な つて くる 。 型 。 一 律 ご は な い が 型 同様 の る の や , 
頭 側 に 豊富 な も の や, 食道 , 腸管 に と い 豊 富 な る の も 多 
い 。 3 成虫, 表皮 , 交接 東和 適 。 尾 端 部 を 除き 赤 棒 色 の 
強い 微細 頼 粒状 た 呈し て 無数 に 極め て 豊富 に 認め ちら 』 
る 。 ? 成 虫 , 同様 に 極め て 豊富 に 存 す 就 中 卵巣 , 子 
宮 に 豊富 で , 夫々 の 卵 に 一 致し て 赤 椅 色 の 瞳 肪 滴 が 密 在 
し て いる (Sudan 年 染色 )。 生態 観察 : R 型 。 虫 体 を ふ 


り 蓄 行 する が 水中 を 洲 行 する 場合 は 少 い 。 蛇行 し な か ら 
時 に 腹部 を 内 冊 に し て 渦巻 は 光 気 た 時 よう 上 人 
お 玩 つた 時 が 多く 平面 的 で な く 重 崩 し て 巻く 時 も ある 。 


旋 状 運動 は み ら 所 な い 。 渦 を 巻い た 俊 は 直ぐ に 騙 は 徐 


々 に 渦 を 解き 又 巻 く 動 作 を 繰 返 す が 之 は 正体 が 弱る 程 緩 
慢 と な り 最 後に は 渦 を 巻い た 位 , は きく 途中 解く 途 
中 停止 し 尾 側 は 巻い た 位 停 止 し 頭 部 の ろ が 僅か に 動い こ 


いる 。 晶 体 の 運動 が 停止 する 際 は 尾 側 よ り 始ま り 頭 部 に 
こい 坦 際 を め ぅ る 際 は 頭 部 より 始ま り 尾 側 に 及ぶ 。 低 
は 水分 欠 : この 介 ー 見 死な る 如き 上 虫 体 も 僅か な 温度 
区 こより 再び 動き 始め る 。 型 は R 型 に 
比 し 活 深 に 泳ぎ 廻り 低温 及び 水分 欠乏 に 対し て も 抵抗 が 
引い 。 成 虫 は 運動 は 幼虫 に 比べ 鈍重 で 僅か に 蛇行 すろ か 
停止 し て 頭 部 だ け を 左右 に 動か し て いる 場合 が 多い 。 腹 
部 を 内 側 に 渦 を 巻く こと も ある 。 
( 間 ) ( 予 研 寄生 虫 ) 佐 藤 温 重 
1) RNNA の た め の 対 照 切片 は どの よう な 方法 を と ら 
れれ て いま すか 。2) DNA の 分 布 が Methylgreen-pyronin 
染色 と Feulgen 染色 と の 場合 で 異 る 点 ど の ょ よ 2 に お 考 
え で すか 。 non-specifc の RNNA, DA が 染色 され て 
いる ょ うに 思い ます の で お 伺い し ます 。3) 贈 肪 染色 の 
場合 stage に よ つ て は 全体 標本 で は 色素 液 の 浸透 が 不可 
能 ご ある と 思わ れ ま す が ? 。 
( 千 ) ( 塵 大 三 内 科 ) 政 真 塚 
1) 薄 切 切 訪 に つい て は 尚 追試 し て 発表 致し ます 。 
2) DNNA の 微細 顎 粒 が 認め られ ます 。 
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130. 状 線 虫 の 分 泌 排 洪 系 統 に 関す る 研究 小林 瑞穂 ・ 
洋 川 敬 ( 岐 医大 寄生 虫 ) : M. KOBAYASHI & K. TA- 
KIKAWA : Studies on the secretion and excretion syst- 
ems of Sgy/2es 7777 


SZzgzgy/o2es zg77 千 用 い de を 中 心 に 寄生 世 
代 と 自由 世代 の 形態 的 比較 を 試 久 た 。 下 体 の 検出 法 は 自 
由 世 代 は 試 94 あー 
生 世代 ご は すべ て ベー ルマン 氏 変 法 に 依 つ た 。 先ず 鋼 化 
直後 の 幼 東 に つい て みる と , 分 泌 排 港 系 と し て 2 対 の 
Amphidial gland の 原 基 が 頭 端 に , 2 対 の Cephalic gl- 
and の 原 基 が , Pseud-bulb の 凍 放 に あ つて いづ れる ゃ 口 居 
部 に 開口 する 導管 が 見 られ る 。Pseud-bulb は 閉 明 に 大 き 
く 。 この 全 方 に 神橋 輸 原 基 . 更 に と の 後方 に は 拓 原 
基 が ある 。 と の 排 港 原 基 は 数 個 の 細胞 か ら な り , その 
中 央 位 か ら 排 浴 和 が の び 角 皮下 と 達し て いる 。 次 と 第 


期 の 後期 に な る と 排 浴 裏 原 基 の 前 半 は 体 の 両 剛 位 に の び 
排 洪 橋 を 形成 する が , 後半 は 食道 球 中 の 食道 腺 の 腹 位 の 


間隙 中 に の び 頸 腺 を 形成 する 。 第 2 期 で は 自由 世代 , 寄 
生 世 代 で 形態 が 異 り , 自由 世代 の も の は その まま の 状態 
で 細胞 層 が 僅か に 増大 する 程度 で ある が 。, 寄生 世代 で は 
自由 世代 の 食道 球 に 相当 する 部 分 が 急激 に 伸長 する 。 成 
虫 期 で は 自由 世代 の る の は 幼虫 時 と 変ら ない ラ ブ ヂ チ ス 


型 を し て 居り , ラブ プ ヂ チ ス 属 線 虫 の 分 泌 排 港 系 と 殆 ん ど 
変ら たい が , 唯 腺 が 排 浴 橋 に 接合 し て いる 事 で ある 。 


寄生 世代 で も 2 対 の Amphidial gland, 2 対 の Cephalic 
gland を 認め 更に Pseud-bulb の 名 残り を 有する も の が 
ちる 。 更に 排 洪 系 は 自由 世代 同様 に H 型 を し て 居り 和 預 腺 
は その 前 緑 で 排 洪 橋 に 連 ら な り 人 科 方 で は 食道 腺 と 連絡 し 
毛細 管 様 の 食道 を と り ま いて いる 。 以上 和 合 し て 見 る と 
糞 線 虫 で は 自由 世代 , 寄生 世代 の 2 つの 型 の 成虫 を 形成 
する が , 寄生 世代 の も の は 自由 世代 の も の を 細長 く 引 き 
の ば ぱし た 機 形 で 泌 木 的 に は 3 者 の 間 と 形 能 学 詩 半 
め らら れ な い 。 

( 間 ) (岡山 大 ) 山 口 左 仲 
御 説 の 如く 頸 腺 と 食道 来 と が 直接 の 関係 を も つて いる 
も の と すれ ぱ , か Pe 
る あぁ の で 非常 と 興味 深い る の と 思い ます 。 

( 千 ) rp 林 導 穂 

ね づみ 糞 線 虫 の 斑 腺 は 食道 腺 と 結合 し , 中 に 導管 が あ 
り , と の 導管 は 排 浴 笑 中 の 排 港 管 に 結合 し て 居り ます 。 
天 際 の 機能 6 こつ いて は 上 顕 虫 , 釣 で 行 つ た も の で す が 詩 
と し て 酸性 で 活性 な Protease を 証明 し て お り , 候 泌 腺 
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と 考え る 方 が 良い と 思い ます 。 但し レフ ィ ラ リア な ど で は 
組織 的 に 見 て 退化 器官 で ある が , 鞭 虫 で は 排 港 器官 の 主 
体 と 考え る 。 発生 学 的 に 見 ます と 排 浴衣 か ら 頸 腺 は 形成 
され ます 。 和尚 食 道 腺 に つい て は 特別 な 導管 を 認め な いこ 

と と , 一 般 に エ オ ヂ ン に 染まる 分 泌 物 は 三叉 状 の 食道 腺 
の 切れ と み の 外 側 に 集まり , こと か ら 組 織 を 通し て 食道 
膝 内 に 入る と 考え る 方 が 良い と 思い ます 。 


131. Sr7ozgg/ozges 7o77z の 実験 感染 に お ける ラ ツ 
テ の 排卵 数 の 経過 田中 寛 ・ 天 野良 治 ( 東 医 歯 大 公 術 ) : 
HH TANAKA 層 R、 AMANO: The course of the 
evacuated numbers of eggs of S7zozg7oz2es 7 の 777 


糞 線 虫 症 の 治療 に は ゲン チア ナビ オレ ツ ト が 最 る 普通 
に 用 いら れ て いる が , 相当 の 副作用 が ある 為 に さら に 使 
用 し や すい 薬剤 が 望ま れ て いる 。 宮 種 薬剤 の 糞 線 昌 駆 除 
効果 を 検定 する es 
2 な (S. ヶ ) を 用 いて 行う 事 を 計画 し た 。 本 研究 で は そ 
の 基 麻 と し て 先 づ S% な に 成 当 し た ラッ テ の 排 論 の 
自然 結果 を 定量 的 に 観察 し た 。 1 日 に 多数 の 便 標 本 か ら 
定量 が 出来 る 方 法 を 選ぶ 為 に , 塗 抹 法 ( 便 10 mg) を 基 

に し て 浮 漠 法 ( 100mg) 試験 管内 濾紙 培養 法 ( 800mg) 
を 比較 し た 。 そ の 結果 藩 抹 法 と 浮 流 法 の 間 に は 52 標 本 で 
相関 係数 y 三 0.7425, 塗 抹 法 と 培養 法 の 間 に は 107 標 本 
で 7ー0.8261 と な り , いづ れ も 相 関 が 認 め ら れ た 。 1 度 
ーー ドー 42 
扱え る の は 培養 法 で あつ た Moeorvueie 
た 。 虫 卵 数 の 経過 ie きく 影響 する の で , 
ーー PWPwwOeweiehteeirnW4 
37 で C 骨 卵 器 に 1 週間 入れ , トー ショ ン バ ラ ンス で 重量 減 
少 を 計 つ て 算出 し た 結果 , 含水 量 は 702 前 後に 固 
いて , 排卵 数 経過 を みる 上 に 考慮 する 必要 の な いと と が 
認め られ た 。 以上 に ょ り S& ァ z の 実験 的 感染 ラッ テ の 
排卵 数 の 経過 を 培養 法 に より 感染 し た 。 了 エ 型 幼虫 を テッ 
テ 皮 下 と 注入 する と , 6 日 後に 虫 卵 が 出現 し , 其他 
2 ~ 3 日 で 急激 に 排卵 数 が 増加 し , 全 経 過 中 最高 の 排卵 
数 と な る 。 日 々 の 変動 は 大 きい が 注入 後 20 日 か ら 1 月 半 
で 最高 値 の '/ ょ < リ 4 と な り , さら に 減少 を 続け て 10 カ ヵ月 以 
上 少数 の 搾 卵 を 続け る 。 500 匹 の 幼虫 注入 で は , 最高 排 
卵 数 は 培養 法 300mg 便 虫 4000 以 上 に な り , 10 ヵ 月 後 で 
は 多く と も 100 程 度 で 日 々 の 変動 が 大 きい 。 と の 経過 か 
ら 薬 剤 検定 に は 感染 後 10 日 より 30 日 以内 に 行う の が 適当 
で , 継 代 は 1 ヵ月 毎 が よい と 思わ れる 。 
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132. ぐ な ozgg7o7 の es ro7 が 7 を 用 いた 装 線 虫 駆虫 剤 の 
検定 法 天野 良治 ・ 田 中 寛 ・ 加 納 共 郎 ( 東 医 歯 大 公 衛 ) : 
R. AMANO. H. TANAKA 避 R. KANO : Screening 
test for anthelmintics on Strongyloides applying S/z ヶ ozgy- 
7922es 7 の 777 


る 7 zz が に 感染 せ る ラッ テ に 各種 の 薬剤 を 投与 し 其 
の 前 後に お ける 排便 中 の 虫 卵 数 を 試験 管内 濾紙 培養 法 に 
より 計数 し 東 卵 減少 率 を 検討 し た 。 実験 は ラッ テ に 
2 が の フィ ラリ プア 型 幼虫 約 2,000 乃至 3.000 匹 づつ を 
同一 条件 の 下 に 皮下 注射 し , 約 15 日 後 , 前 検査 と し て 隅 上 
8 回 , 定量 培養 し 薬剤 を 剤 型 に 応じ ゾン デ , ダン プ , 水 
呑み 器 な どの 方 法 で 日 間 連 続投 与 し , 約 2 日 間 休 薬 の 
後 , 後 検査 と し て 8 回 の 糞便 培養 を 行 つ た 。 培 養 は 糞便 
300mg を 温度 26 で で 行い , 5 日 目 に 定 し た 。 また 許 
条件 の 感染 テッ テ を 対照 と し て 薬剤 投与 群 と 比較 し た 。 
被 検 薬剤 8 種 ヒ と テッ テ 体 重 100g 当り の 投与 量 は Geni- 
ana Violet 2mg. Thio-carbarsone 12.5mg, Piperazine 
Malate 180 mg (hydrate と し て ), Nematolyt 0.8 g, 
Diethyl-carbamazine 40mg. Tetrachloroethylene 0.1ce 
Ouinacrine hydrochloride 10mg、Stibophen 1.7mg( 3 価 
アァ ンチ モン と し て ) で あつ た 。 其 の 結果 Sibophen に お 
\ て 対照 群 の 虫 卵 減少 素 0 2, 78.82 に 対し 投与 群 は そ 
れ ぞ れ 97.0 2 及び 90 .7 多 と な り 東 卵 減少 を 認め , また 
Nematolyt で は 対照 郡 89.0, 投与 群 97.82, Piperazine. 
Malate で は 対照 89.0, 55.22% に 対し それ ぞ れ 92.3 史 , 
70.0 多 と 多少 の 中 六 少 4 思わ せ た が , 
lene. Quinacrine hydrochloride で は 対照 に 比 し 貝 卵 減 
少 が 認め られ な か つた 。 人 体 糞 線 虫 症 に 用 いら れ 臨 呆 的 
に 効果 の 認め られ る Gentiana Violet、Thio-carbarsone, 
Diethyl carbamazine で は Gentiana Violet の 対照 の 95.2 
22, 55.2 2, 78.8 に 対し 投与 群 の 減少 率 は それ ぞ れ 
61.22, 87.4 2, 59.5 多 と な り Diethyl-carbamazine で 
78.12 の 対照 に 対し 50.82, Thio-carbarsone で 95.2%%。 
55.2% に 対し 投与 群 が 83.822, 46.022 で 忠 卵 減少 は 認め 


『 コ 


れ な か つた 。 


Tetrachloroethy- 


133. 線 虫 の 感受 性 に よる 薬剤 の 効力 刊 定 国井 喜 章 
(農林 省 関東 東山 農業 試験 場 ) : Y. KUNII : Screening 


test for soil nematoda by its susceptibihity 


従来 。 殺 線 虫 剤 の 効力 判定 に は zw zzo 試験 と し て 
の dipping 試験 , gas 試験 , pot 試験 な ど を 経て 園 場 試 
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爾 和 34 年 6 月 1959)〕 


験 が 行わ れ て きた 。 そ し て DD mixture ( 1.3-dichlopro- 
pene, 1.2-dichlopropane) な ど は 条 線 虫 剤 と し て その 効 
カ が 充分 認め られ て いる ろ 。 今回 は すでに 四国 農業 試験 場 
の 高木 信 一 氏 に よ ょ つて 提唱 きれ て いる , 線 虫 の 感受 性 に 
ょ る 形態 変化 こよ ょ つて , 薬剤 に 対す る 線 虫 の 力 価 お よび 
刀 理 温度 が 薬剤 の 効力 に お よ ぼ す 影響 に つい て 検討 し 
た 。 実験 材料 お よび 方 法 : 実験 に は 幼虫 を 多量 に 集め た 
り , 取扱 い が 比較 的 容易 で あ る 博 養 可能 な 腐 触 性 線 虫 
2 の 7o27es sp. 4 の /e/ezc/zzS sp.、 の ogZse ヶ sp. の 3 
生ん 楽 剤 は DD mixture を 3 倍 の ソル ボ ポール で 乳 
し ee 乳剤 と し て 使用 し た 。 実験 方 法 は 約 300 匹 の 線 
- シャ ー レ ー に と り 。 と れ に を 加え て 10 分 聞 
負 理 し , 3 回 境 沈 小 洗 し た 。 処 理 温度 は 20'C, 25 で C, 30 
で て あぁ る 。 と れ を 60 分 間 30O 保 つ た の ち 鋼 察し , 線 虫 
の 形態 変化 ため 型 , # 型 。 ア 型 ,。 DU 型 , T 型 に 分 類 し て 
U 型 お よび T 型 を 死 昌 と し て 薬剤 の 効力 判定 を 行 つ た 。 
実験 成績 : 20 で で 10 分 間 DD 。 乳 剤 処理 を 行 つた 結果 
を 線 虫 別 死 虫 系 で 比較 し て みる と , g22g9es sp. が 
45 多 , 4 カ ヵ ezc/zes sp. 18 2, の め /oggs7ey sp. 100 の で 
2/oggs7e ヶ sp.、 の DD mixture に 対す る 感受 性 が 最も 強 
か つた いい か えれ ば , の め /oggs7e ヶ sp. の DD mixture 
対す る 力 価 は 他 の 2 種 の 力 価 よ り 低い と いう と と で まぁ 
J 対照 と し て 水 で 処理 し た 場合 に は 4pZe を zc/&zs sp. 
に 1 の 死 虫 を みた が 大 差 は な か つた 。 また 。 2 か - 
| p. た を 20 で, 25C, 80'C の 各 温 ! 度 て 処理 し た 場合 
に は , 20C お ょ び 25'C で は ほとん ど 差 が な く , 30C に な 
ろ と 死 虫 素 が 明らか に 高く な つた 。 更に, 線 虫 の 培養 其 
間 の 長短 に ょ つて 薬剤 に 対す る 感受 性 を gg2es 
sp. を 用 いて 検討 し た が , 培養 日 数 8 日 , 50 日 お よび 60 
err の 芝 養 日 数 
長く な る と や や 絞 ま る よ ょ うな 傾向 が みち れ た 。 線 昌 の 
感受 性 に ょ ら 形 態 変化 に ょ つて DD mixture の 効力 判 
定 た 行 つ た 結果 , 薬剤 の 効力 は 線 虫 の 種類 ある い は 処理 
温度 の 高低 に よ つ て 左右 され る も の と 思わ れ た 。 
( 問 ) (岐大 学芸 生物 ) 具 野 正 志 
上 Satoh 抑え る と 思い ます 。1) 
培養 条件 と の 関係 を みる と き 8 日 か ら 2 週間 前 後 を も 』 
いら 刺 3 お 2 


が 長 2 フト 


Ringer 氏 液 の 様 な isotonic solution を も 用 いて は ど > 
( 千 ) (関東 東山 農 試 ) 国井 喜 剖 


1) 今後 検討 する 。2) 供 試 線 昌 は 水中 で よわ ら な い 
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の で 観察 に 不便 は な い 


134、 昭 虫 卵 要 酸 の 研究 岡村 一 郎 - 石原 道子 ( 熊 大 寄 
生 虫 ) :! OKAMURA & M. ISHIHARA : Stndies on 


nucleic acid of ascaris egg 


実験 材料 : 豚 虫 の 卵巣 , 輸 卵 管 , 受精 糧 , 子宮 , さ 
ら に 子宮 内 卵 を 培養 し て 得 た 卵 等 を 5022 ホ ホルマリン で 固 
定 し , 各々 10g の 切片 を 作り , 柴 谷 氏 の Feulgen 桜 反応 
に 人 従 つ て 核 染色 を 行う 。 実験 方 法 : オリ ン パ ス 製 顕微 分 
光 光度 計 を 用 いて , 個々 の 光学 的 通 通 事 ( 多 ) を 求め 。 
つい で 光度 濃度 選 三 log 100/T を 求め る 。 別 に 核 の 長径 
と 短 径 と の 平均 値 を 直径 と し 7E を 求め とこ と れ を も つて 
Feulgen-DNA 色素 の 相対 値 と する 。 実験 結果 : 卵巣 で 
は 卵細胞 が 原始 卵巣 部 , 軸 質 形成 部 , 車軸 状 配列 部 , 卵 
細胞 遊離 部 えと 発育 する に つれ て , 核 の 光学 濃度 は 減少 
する が , と の 時 期 が 増す の で その Feulgen-DNA 色素 量 
は 一 定 の 値 を と る 。 輸 卵 管 に お いて も , 同様 に 核 の 光学 
濃度 は さら に 減少 する が , 核 の 容積 > 増す の て 。 Feulgen- 
DNA 色素 量 は や は り 一 定 で ある 。 受精 環 で 精子 が 卵子 
内 に 侵入 する と , 核 膜 は 消失 し 染色 体現 れ 始め る 。 子 
宮 始 部 で と の 傾向 著 る し く , 卵 が 子宮 内 を 通過 する に つ 
れ て , 染色 体 は 2 列 に 並び 卵 毅 付近 に 片 寄 つて 減数 分 殖 
を 行う 。 染色体 が 現れ た 核 で も Feulgen-DNA 色素 量 は 
一 定 で ある 。 激 数 分 裂 を 完了 し た 卵 核 と 精 核 と は 接近 し 
て 。 子宮 の ほ ゞ 中 位 で 受精 する と 思わ れる 。 そ れ よ り 下 
位 の 部 位 で は 受精 核 が 久 ら れる 。 し か る ゃ 。 Feulgen-DNA 
色素 量 が 2 倍 , 3 倍 に な つて いる 。 と の うと と か ら 子 宮内 
卵 の 受精 核 で は DNNA が 増量 し て いて , 桜 分 裂 の 準備 を 
行 つ て いる と み ら れ る 。 培養 卵 に つい て , 卵 分 割 期 の D 
NNA の 変化 を 検 へ る と , 単細胞 卵 核 。 2 分 割 卵 楼 で は D 
NA が 2 倍 に 増量 し て いる 核 が あり , 核 分 玖 に 先立つ て 
D YA が 増量 する と と を 示し て いる 。 分 裂 化 の 休止 核 
で は , 核 1 つ 当り の Feulgen-DNA 色素 量 は , 一 定 で あ 
4 分 割 卵 奴 は それ 以上 に 分 割 し た 卵 で も , 休止 楼 1 
つ 当 9 の Feulgen-DNA 色素 量 は 一 定 で ある 。 


135. 名 虫 の 電子 顕 徴 鏡 的 研究 (1) 雌性 生殖 器 の 微細 構 
造 皿 . 豚 問 虫 の 子宮 上 皮 細 胞 に つい て 佐藤 守 ・ 内 野 
文 織 ・ 細 川 修治 ( 山 医大 病理 ) : M. SATO, F. UCHI- 
NO & S. HOSOKAWA : Electron microscopic studies 
on 4scZ77S の ZZco22eS var。 sZZS (1) Fine structue of 
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#emale sexual organe. III. Observation on epithelial cells 
of the uterus 


我々 は 先 に 人 魚 虫 肉 性 生殖 器 上 皮 細 移 の 微細 構造 に つ 
eSSG 和 to 
発表 し た が , 今回 は 豚 照 虫 子宮 上 皮 細 胞 の 微細 構造 に 
いて 得 た 知見 の 一 部 (主として 和 糸 粒 体 太 の 有価 構造) 
を 報告 する 。 材 料 は 層 殺 場 で 得 た 新鮮 な 活動 性 の よい 豚 
2 前 報 と 大 略 同様 に Palade 氏 法 に 従い Os 

1 溶液 で 30 分 冷 室 固定 後 , 型 の 如く メタ クリ レー ト 
PPE 
観察 を 行い , 一 方 で は 約 1 み の 切片 の 位相 差 鏡 検 及び 
Haematoxyiin-Eosin 染色 切片 標本 所 見 を も 併せ て 参考 所 
見 と し た 。 子宮 上 皮 細 胞 は 円 柱状 , 工 状 等 の 形態 の も の 
が 一 層 に 並び , 基底 部 附近 で 隣接 上 度 の 細胞 質 は 
人 等 半 衝 を 導 半 する 。 相 末 幸 内 に は 素 粒 体 , 小 胞 体 等 の 
細胞 内 小 器 官 が 明らか に 認め られ る 。 1) 系 粒 体 は 径 
人 天 の 末 了 欄 し の 内 導 周 と し て 


は 人 顕 虫 子宮 上 皮 の 場合 と 同様 に microvilli 様 構造 が 認 
め ら れ , 諸 細 胞 に つい て 知ら れ て いる Crista mitochon- 
drialis に 相当 する も の と 思わ れる 。 本 構造 は Crista よ 


りゃ 巾 が 狭く , 数 は 之 ょ り 多 く , 大 略 平行 する が 必ず し 
ゃ も 長 軸 に 垂直 方 向 を た とら な い 。 2 ) 小 胞体 は 局 平 胡 状 
の 二 重 膜 構造 に Palade 小 頼 粒 を 伴う 粗 面 小 胞体 (以下 
r.E.R.) と 小 昭 粒 を 欠く 空 胞 状 構造 の 消 面 小 胞体 (以下 
s.E.R.) が 認め られ , r.E.R. は 短小 選 平 衣 状 の も の か ら 
大 規 膜 な 多層 結 模 様 を 現 わ す も の まで あり , 双 子 宮 始 部 
の 上 度 細 胞 で は 人 上 虫 の 場合 と 同様 に 同心 性 多層 構造 か 
認め られ る 。 二 重 膜 内 部 の 所 見 は 細胞 基質 と 同じ 様 に 低 
い density の 細長 間隙 に 見 える 場合 と , dense な 構造 で 
充 た され る 場合 が ある 。 滑 面 小 胞 体 は dense な 内 容 を 
含ん だ 空 胸 構 造 と し て 認め られ , 内 容 は 必ず し も 均等 で 
な く 。 density に も 若干 差 が ある 。 De ER と 系 
粒 体 構造 が 直接 連絡 し : た 二 ポ すず 2 人 が あり , 小 胞 膜 
が 系 粒 体 の 外側 限界 膜 に 移行 する 様 に 認め られ る 。 以 上 
の 生 く 世 上 誠 招 生 は 9 人 明 の 牧人 と 
造 に つい て を も 差異 が 認め られ な い 。 
136. 基 虫 側 痕 の 微細 構造 に つい て 石川 道雄 (名 大 解 
剤 ) : ML ISHIKAWA On the fne structure of the 
]ateral lines of ascaris 


側線 は 基礎 組織 , 側 管 , 中 央 索 及 び 周 囲 層 か ら 成 。 


(寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 3 呈 


基礎 組織 は 銀 好 性 線維 に ょ つて 包囲 され , ここ か ら 銀 好 
性 線維 が 基礎 組織 内 に 侵入 し 不 完全 な 網 を 形成 する 。 急 
好 性 線維 の 網 に は 粘液 性 物質 を 充 し 精 原 質 や 脂質 を 含 
:。 こと に 細胞 が 或 は 数 個 或 は 孤立 し て 存在 する 。 とれ 
ら の 細 果 は 電 雪 圧 字 され 季語 鐘 ko 押 計 所 
欠 信 eyedtuiogkipyie 1 。 人 染色 質 に 乏 し 

数 個 の 検体 が 存在 する 。 胞 体内 に は 科 体 
6 - 瞳 肪 滴 和 を 含む 。 と れ ら 細胞 の 他 に 少数 の 貧 喰 細胞 , 
酸 好 性 円 形 細 胞 及び 塩基 性 円 形 細胞 が 存在 する 。 中 央 索 
は 主 に 銀 性 線維 に よ ょ つて 膝 洞 構造 を 形成 し , 内 方 に 側 
管 を 包 蔵 する 。 膝 洞 内 に は 脂質 , 鉄 耳 叉 可 染 題 粒 , 双 側 
管 附 近 に は ピロ ニン 好 性 類 粒 が 存在 する 。 鉄 耳 叉 可 染 叫 
粒 は 側 管 周囲 に 集合 する 。 中 央 索 基 底部 に 時 に 神経 細胞 
が あぁ る 。 側 管 は 一 層 の 円 柱 細胞 に よ ょ つて 包囲 きれ る 細管 
で 円 柱 細胞 の 楼 は 円 形 で 胞体 内 に は ピロ ニン 好 性 粒 を 
含有 する 。 


137. 句 虫 の 組織 化学 的 研究 3③ 兵藤 元 美 ・ 石 原 道子 
午 永 達郎 ( 態 大 寄生 虫 ) : T: HYOTO, M. ISHIHARA 
を 征 、 TOKUNAGA : Histochemical studies on 4scZzs 
の Z2co47es (3) The distribution of suceinic dehydro- 


genase 


私 共 は 昨年 の 本 学会 に お いて , 数 々 の 駆 東 剤 落 液 中 に 
伺 育 する 事 に よる 原 臣 体 コハク 騰 脱 本 素 の 分 布 
び 量 の 変化 を , 組織 化学 的 に 追求 し て 報告 し た 。 本 回 は 
更に 数 種 の 有機 無機 化合 物 か つ 本 酵素 反応 に 及ぼ す 影 響 
に つい て 報告 する 。 即 ち MgCli。 CaCl. KI, CuCl. 
FeCli, MgSO,。 ZnSO, Al (SO,) CuSO,,。 MgCO。, 
KCO』, LiCO,, 有機 化合 物 と し て は 焦 性 世 焦 酸 , 乳酸 。 
ラコ ハク 酸 , フマル 酸 。 リ ンプ ご 酸 , マレ イン 酸 , マロ ン 酸 
クエ ェ ン 酸 , を 用 いた 。 飼育 法 は これ 等 の 7』。 Mol 溶液 
ee な Se 

回 報告 と 同様 の 術 式 に より 染色 検索 し た 。 商 0.9 多 生理 
MI x に 4 乃至 20 時 間 飼 育 し : た る の を 対 若 と 

。 上述 の 無機 化合 物 で 本 酵素 反応 を 著 明 に 凡 活 し た も 
の は , MeCL MeCO KS で ぁ り 。 敗 活 傾向 を 示し た 
ぁゃ の は KI, MgSO, で あり , 著 明 に 阻害 し た も の は Cu 
SO CuClL。 LixCO。 で あり , 6 
の は FeCl。 で あり , 影響 の な か つた も の は CaCL, 

SO, Al (SO). K。CO。 で ある 。 総括 し Be 
で は Mg+ が 最も 上 活 作用 を 示し , 次 いで K+ で あつ た 。 
ダ 逆 に LT Cu+ が 最も 強い 阻害 作用 を 示し た 。 次 に 
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機 化合 物 落 液 中 で は 生存 期間 が 短 か か つた の で , 380 分 用 

到 4 時 間 に お ける 変化 を みた 。 と れ 等 の 有機 化合 物 は 本 

pe こ 特に 央 活 作用 を 示し た も の は み ら れ な か つ 
-。 著 明 な る 阻害 作用 を 示し た も の は , マレ イン 酸 , フ 

ェ ル 隊 , リン ご 本 , クエン 松 て ある 。 放 性 隊 。 マ 

ン 酸 , 乳酸 溶液 で は 策 々 反応 減 只 を みた 。 


138. 呈 . 本 . 友 応 追試 成績 音 山幸 子 ( 知 大 小児 科 ) : Y 
OTOYAMA : Critical studies on T.M. reaction 


岐阜 医大 森下 教授 の FM 反応 を 追試 し た の で 報告 す 
人 沈降 素 価 1 万 乃至 10 万 倍 の 抗体 腔 液 ウ 
血清 と , 被 検 者 の 間 便 を 酸 熱処理 し た 液 と の 間 に 
お サタ rwntsPSAaePzdfee 
ー 部 に つい て は , 高速 遠 沈 を 行 つ た 。 実験 結果 は 次 の 如 
* で ある 。 糞便 内 功 卵 陽性 者 に お いて は , TIM 反応 は 
25 例 すべ て 陽性 で あり , TM 反 応 腸 性 と 便 内 顕 下 卵 陽 
性 と は よく 一 致し た 。 芝 便 内 顕 虫 卵 陰 性 者 に お いて は , 
64 例 中 57 例 は TM 反 応 陰性 で , 残り の 7 例 は TM 反 応 陽 
性 で あり , 糞便 内 虫 卵 除 性 と FM 反応 と は 一 部 が 一 致 
し な い 成 績 と な つ : ww 更に 検討 し た を た ととろ, 1 
例 は 虫 卵 検査 を くり 返し て 不 受精 卵 を 発見 し , 1 例 は ビ 
2 
家庭 で 駆 中 し た 後 T〒TM 反 応 は 陰 転 し た 。 残 り の 1 例 は 駆 
昌 後 の FM 反応 を 検査 出来 な か つた 。 と の よ ょ うに 。 TM 
反応 陽性 で 便 内 顕 虫 卵 陰性 で あつ た 7 例 中 , 不明 の 1 
例 を 除く 6 例 に お いて は , TM 反 応 陽 性 が いづ れる 顕 由 
寄生 に よる も の と 推 祭 され た 。 と の 成績 か ら TM 反 応 は 
争 虫 寄生 を 極め て 鋭敏 に 示す 優秀 な 方 法 と 考え られ る 。 
こ だ 本 法 の 実施 上 の 難点 は , 最終 試験 液 が 混濁 し て , 沈降 
反応 の 判定 が 困難 な 例 が ある と と で ある 。 と の 点 に つい 
て 検討 する た め , 食餌 内 容 と 混濁 と の 関係 を 検査 し た 。 
即ち 教室 員 3 名 に 一 定 の 食餌 与え, 示 標 と し て 夜間 カ 
ルミ ン お よび 獣 炭 末 を 変 互 と 与え 採取 し た 糞便 に つい て 
TM 反 応 を 行い , 最終 試験 液 の 混濁 の 有無 を 検査 し た 。 
ニ の 結果 , 肉食 の 場合 に 最も 強い 混濁 が 見 られ た が , 他 
の 食餌 の 場合 で も 混合 が 認め られ , 食餌 内 容 と 混濁 と の 
対 係 は 明らか で な い が , 肉食 を 禁じ た 便 で は 1 応 混濁 は 
少 い ょ う で あつ た 。 ま た 混濁 を 除く 方 法 と し て ,。 原 法 で 
混 更 の ある 11 例 に つい て , 加熱 前 高速 遠 沈 法 , 加熱 後 高 
速 遠 沈 法 , 加熱 矯 ザ イッ 濾過 法 を 併用 し て , 比較 検討 し 
その 結果 ,。 加熱 後 高速 遠 沈 法 は 約 半数 に 混濁 が 残 
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り , 加熱 前 高速 遠 沈 法 で は 1 例 の み に 混 濁 が 残り , ザイ 
ッ 濾過 法 の 場合 に は 全 例 に お いて 混濁 を 除去 し 得 た 。 と 
の よ 2 に , ザイ ッ ツ 滅 過 法 は 最良 の 方 法 と 思わ れる が , 便 
MP 最終 試験 液 が 少量 し か 得 ら れず ザイ 

に 分 ける と と が 困難 と な る 欠点 が あり , また 多数 例 に 
ーー 場合 に 長 時 間 を 要する 欠点 も あり , 実用 に 適さ な 
い 。 結局 , 加熱 前 1 万 回 転 高速 遠 沈 法 が 最も 実際 的 で 有 
効 な 方 法 で ある と 考え られ る 。 


139. 句 虫 駆虫 効果 判定 に 関す る 基礎 前 研究 北本 浩 ・ 
高山 久 郎 ・ 岡 田 周子 ( 伝 研 附 属 病 院 ) 石崎 達 ( 予 研 寄 季 
下 ) : O. KITAMOTO, HL TAKAYAMA, K. OKA- 
DA を T. ISHIZAKTI: Fundamental studies on the 


result of anthelmintic effect on ascaris 


駆虫 剤 の 駆虫 効果 判定 を 虫 卵 検査 た よ つ て 行う 時 「 真 
の 陰 転 ] の 外 に , 「 見 か け の 陰 転 ] が ある と と は 既に 諸 
家 の 証 明 さ れ た と と ろ で ある 。 と の 見 か け の 陰 転 は , 上 
が 駆 皮 され ず に 産卵 を 停止 し た 場合 , 雄 が 駆 旧 され ず に 
残 つた 場合 検便 手技 上 虫 卵 を 見 落 さ れ た 場合 の 三 つ の 
場合 に よる と 考え られ る 。 い ま , FM 反応 が 正しく 顕 由 
の 寄生 を 表現 する と すれ ば , TM 反 応 上 の 見 か け の 陰 転 
は , mM 反 応 検査 手技 上 の も の の み と な る 。 し た が つて 
虫 卵 (一 ), TM 反 応 ( 十 ) の 中 に は , 小宮 氏 ら の 見 か け 
の 陰 転 の 外 に , 産卵 を 行わ な い 顕 虫 の 存在 する 場合 も 含 
まれ て いる と 考え られ る 。 今回 , 都内 某 町 の 顕 虫 寄生 者 
に 集団 駆虫 を 行い , 虫 卵 陰 転 素 と FM 反応 陰 転 各 を 比較 
し た 。 す な わ ち , 駆 昌 前 , 虫 卵 ( 士 ) 173 名 に つい て は 
駆虫 剤 投与 後 虫 卵 陰 転 素 46.2, TIM 反応 陰 転 事 88.7 
で , 虫 が 駆 由 され ず に 残 つ て いる 確率 は 最低 4.7 で 
を つた 。 ま た , 駆虫 前 , 昌 卵 ( 十 ) 178 名 に 虫 卵 (一 ) 
TM 反 応 ( 十 ) 85 名 を 加え た 208 名 に つい て は , 駆虫 後 
尚 題 昌 が 残 つ て いる 確率 は 最低 6.52% で あつ た 。 


140. 昭 虫 卵 の 呼吸 代謝 (3 発育 に 伴う 酸素 消費 量 の 動き 
浅見 敬三 ・ 窟 藤 昭三 ・ 川 副 秦 時 ( 慶 大 寄生 虫 ) : K. AS- 
AMLI. S. SAITO & Y. KAWAZOE : Respiratory me- 
tabolism of ascaris ova( 3 ) Rate of oxygen consumption 


in various developing stages 


映 虫 卵 は 発育 の 際 に 酸素 を 要求 する と と は よく 知ら れ 
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た 事実 で あり , その 定量 的 な 仕事 も 数 氏 に ょ り 発 表 さ れ 
て いる 。 著者 等 は ワー ル ブ ル グ 検 圧計 を 用 いて , 単細胞 
期 遇 虫 卵 の 酸素 消費 (に 及ぼ す 水素 イ オン 濃度 , 基質 , 温度 


等 の 影響 を 検討 し た 。 Me ゝ て は 呼吸 に 何等 認 む 
べき 影響 を 与え な か つた が , 温度 で は 37. Ne - 最 
ゃ 呼吸 が 促進 され その 前 後に お いて 低下 し た 。. 卵 内 で の 


中 系 を 理解 する た め に は 條 数 を 彼 演 し た ホモ ジ ネ ー ト 
に つい て 実験 を 行わ ね ば な ら ぬ が , ホモ ジ ナ イズ され た 
東 卵 を 用 いて 検 圧 計 に か けた 実験 で ご は 著しく 酸素 消費 が 
抑圧 され て し まう た め 現 在 の 所 で は 実験 する こと が 困難 
で ある 。 顕 虫 卵 の 発育 時 期 ヒ し て , 単細胞 , 2 細胞 , 数 
細胞 , 桑 実 , 暑 射 , 仔 虫 の 各 期 , 及び 脱 殻 仔 虫 , マウ 
ス 肝 内 仔 虫 , 肺 内 仔 虫 の 3 仔 虫 時 期 の 夫々 の 発育 時 期 の 
に coo 34 
は , 2 細胞 期 に お いて 一 時 的 に Puma * 減 少 する 
が 次 で 上 昇 を し , 昧 期 に お い ee し 仔 由 形 成 と 
と も に 有り 肖 サ し 。 人 の 人 ビ つ て 

低下 し , 10 週 化 に は 各 期 を 通じ 最低 の 値 を 示 

上 記 各 知 隔て ある お 考 み ら れ 0 れ す ー デ の 
的 消長 に つい て 行 つ た 実験 で は , 略 々 酸素 消費 の 動き と 
同 じ 相 が 得 と っ > れ た 。 す な わ ち 数 細胞 期 , 桑 実 期 に 最高 と 
な り , その 前 後 で 低く , 仔 虫 形成 後 は 時 日 の 経過 に つ 
江 少 の 一 臨 を た どろ 。 仔 昌 て は , マウ ス 肝 内 移行 中 の 誠 


食 2 日 後 の 仔 虫 , 肺 内 移行 中 の 試食 5 日 目 , 7 日 目 の 仔 
下 を 夫々 の 臓 器 か ら 特 殊 な 方 法 RM で 提 め ワー 
フレ ブル グ 検 圧 計 で 酸素 消費 : を 評 っ フ / 。 発育 が 進む ? 


この の 
増加 率 と 略 々 同一 で あり , 従 つ て 酸素 消費 素 と し て は 特 
別 な 増加 は 無い も の と 思わ れる 。 以上 の 実験 か ら , sp 
卵 は 発育 に つれ て 一 時 的 に 酸素 消費 が 上 昇 し 昭 射 期 に お 
いて 最高 値 を 示す が その 人 後 は 減少 を 続け , 仔 虫 形成 後 は 
時 日 の 経過 に つれ て 次 第 に 低下 し 遂に 各 期 を 通じ て の 最 
低 値 を 示す 。 双 仔 虫 で は 体内 移行 の 時 期 が 経る に つれ て 
RF これ は 由 体 の 成長 と 平行 し た も の で 
あつ て , 消費 素 と し て の 増加 は 認め られ な い 。 従 つて 単 
細胞 期 か ら 肺 内 移行 期 ま で の 間 で は 卵細胞 や 仔 由 の も つ 
呼吸 系 に は 酸素 消費 の 上 で は 急激 な 変化 は 無い 。 

( 間 ) ( 予 研 寄生 虫 ) 柳沢 十 四 男 

1) optmuns temperature 37.5 で は 顕 虫 卵 の どの stage 
で 決定 され まし た 温度 で すか 。 2) 2-cellstage で O。 
uptake の 滅 生 かる と 云う 意味 ie すか 。 3) gly- 
cogen の energy source で ある と 云う 事 よ り RRQ は 測定 
され まし た か 。 4) cyanide に 対す る sensitivity の 虫 卵 
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Stage と お ける 差異 は 観察 され ま レ た か 。 


141. 中 止 


142.、 ゲン チア ナビ オレ ツ ト の 養 線 虫 駆 中 作用 と 適用 法 
城間 冬 行 田中 寛 ( 東 医 歯 大 公 衛 ) : Y. SHIROMA 
HH TANAKA : Anthelmintic efEcts of gentiana violet 
tablets on the parasitic female SZzggy/ の 7es s7e7c67276S 


糞 線 虫 症 の 治療 に は Methylrosanilline ゲン チア ナビ 
オレ ッ ト (G.V.) が 最も 普通 に 用 いら れ , その 効力 を 朗 
め ら れ た 報告 が 多い 。 一 方 近年 製品 化 さ れ た 錠剤 の 使用 
で 臨床 的 : な 粘 果 が 得 ら れず , G.V. の 効果 に し ば 
し ば 疑問 が 向け られ る 。 本 研究 で は G.V. は 確実 に 糞 線 
虫 SZzozgy/oz2es sezcozg が s の 幼 貝 排 虫 数 を 減少 させ る 
だ け で な く , 寄生 世代 成虫 を 駆除 する 効果 を 認め た 。 
NN 
治療 効果 を 向上 さ 訪 た 。 糞便 中 に 幼虫 を 多数 排 洪 し こい 

患者 13 例 に つき G.V. 錠 を 1 日 194~ 308mg We 

た 結果 , 治療 前 糞便 沙 抹 標本 で 18mm 平方 カバ ー グ ラ > 
中 500 匹 前 化 の 幼虫 数 が 殆 ん ど 全 例 に お いて 1 通 = 
0 に 近い 迄 減少 し た 。 双 授 与 開始 2 日 化 よ り 全 例 に お し 
て 次 抹 標本 寄 生 世 代 成 昌 が 検出 きれ 。 多い も の は 1 標 
本 平均 Y 臣 に も 達し た 。 とれ ee と 数 万 匹 
も 成虫 が 排 湯 され た - と と に な り 。 は 幼虫 数 を 減少 
EER 効果 の ある と 
と を 確 め た 。 錠剤 製品 L,MLM′ の 3 種 の 比較 で は , 被 
検 者 中 効力 を 認め た 率 は 順に (26.7), (55.622), 
(988.82) で M 剤 が 最も 有効 で あつ た 。 3 種 で は 副 作 
用 の 高 率 に 現れ た の は MM 剤 ご あつ た 。 L, M, M' 剤 の 蒸溜 
水 , 酸 , アル カリ 中 の 溶解 迄 に 要する 時 間 は M が 最少 , 
が 最大 で , 38 で 蒸溜 水中 で は 順に 平均 831 分 。108, 262 
で あつ た 。 投与 時 期 は 食前 80 分 , 食 直後 , 食後 80 分 を 比 

, 効果 は 順に 83.3%), “(100 の ), (66.7 
を ) て: 食 直 後 が 最も 有効 で あつ た 。 副作用 出現 率 は 
Mc ( 1005), 食後 7,。 (53.8 多 ) で 食前 が 多く 現 礼 
AA - れ 等 の 比較 で は 副作用 は 多少 出現 する が 落 解 時 間 

四 い WM 剤 4 - 食 直後 に 与え る 方 法 が 最も 有効 で あつ た 。 
Fse みる と ,。 GV そ の も の に は 糞 線 虫 寄生 成虫 の 駆 
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昌 効 果 が 十分 認め られ た が , そ の 副作用 を 減少 させ る 為 。 
ュー チン グ し すぎ た 製品 或いは 早く 浴 解 を 起き ない 
投与 法 で は 駆虫 効果 は 十分 期待 出来 な か つた 。 と れ と 逆 
に 副作用 は 多少 現れ る が 比較 的 溶解 し を すい 製品 を 用 
い , 食 直 後に 投与 する 方 法 が 駆虫 効果 を よく 現し た 。 詳 
細 は お 茶 の 水 医 学 雑誌 に 発表 予定 。 


143. 人 体 寄 生 線 虫 と まぎらわしい 人 尿 中 の 不明 虫 卵 
に つい て 1) 根 薬 類 に 寄生 する 根 着 線 虫 卵 の 計測 値 軒 
野 由 治 ・ 矢 島 ふ き ・ 柳 沢 利 喜雄 ( 千 大 公 衛 ) : Y. KURO- 
NO, F. YAJIMLA を R YANAGISAWA: On the 
eggs of uncertain nematodes in faeces resernbling to 
eggs of human parasitic nematodes (1 ) On the size of 


eggs of root-knot nematode 


浮 洛 法 に ょ る 人 体 寄生 線 昌 卵 を 検索 する 際 に , 特に 釣 
東 卵 及び 東 : 様 線上 卵 と 常 こよ く 類 似 し た 不明 由 卵 


に 遭遇 する 。 集団 検便 の 際 の 出現 問 度 は 季節 ・ 対 象 等 に 
ょ つて 異 る 如く で ある が , 我々 の 調査 の 範囲 で は 何れ も 
数 称 を 出る と と は な か つた 。 陽性 者 を 再び 検便 する と 多 


* は 一 度 と 検出 きれ な い の で iP 

た 非 人 体 寄生 性 虫 卵 こ 推測 さ 。 一 方 植物 寄生 の 炉 
和 中 罰 が 形 人 的 に 上 記 点 卵 と 類似 する の て 。 生 信 は 
簡単 な 調理 で 食す る 三種 の 野菜 に 寄生 する 根 交 線 虫 卵 
計測 し , ツ ビ ニ = 釣 虫 , アメ リカ 釣 虫 , 犬 釣 虫 , 東洋 毛 様 線 
東 卵 と 比較 し て みた 。 東 卵 の 短 径 は 各 卵 共 40 前 後 で 大 
差 な か つた 。 長 任 ご は アビ ニ 姜 到 。 ア メリ カ 釣 点 犬 上 
は 66 み 前 俊 で 小さ く , 東洋 毛 様 線 虫 卵 は 90 ム で 中 間 の 値 
を 示 し レ 。 根 瑠 線 虫 卵 ご は ,。 83, 94, 95 で 変動 が 大 きか つ 

以上 各 虫 卵 の 長短 径 の 分 布 型 は 正規 確率 紙上 ご 正規 
型 と 認め られ た 。 根 溜 線 昌 卵 の うち , 最も 小型 の 東 卵 は 
人 参 ょ り 得 た ミ の で 之 は 釣 由 卵 及 C \ 東 洋 毛 様 線 東 卵 と ご 
判定 する 危険 が 大 きい 。 今後 人 尿 中 の 不明 昌 卵 と 之 ら 根 
痛 線 点 卵 の 異同 た 確 め 。 な お 根 燃 線 昌 卵 ご あつ た 場合 は 
種 の 同定 を 行う 予定 で ある 。 な お 人 選 内 の 人 体 寄 生 線 虫 
卵 と まぎらわしい 不明 虫 卵 の 特徴 は 次 の 如く で ある 。1) 
東洋 毛 様 線 虫 卵 よ りや ゝ 細長い 。 時 に 釣 虫 卵 と ま ぎ ら わ 
し い 大 いさ の ぅ の も 見 出さ れる 。 2) 虫 卵 両端 が 鈍 円 で 信 
形 を し こい る 。 時 に パナ ナ 形 に 長 軸 の 一 方 が 内 側 に 比 曲 
し て いる 。D 卵 没 は 導く 。 色 は 無色 又は 淡 黄 緑色 。4) 卵 
湯 胸 は 初期 の も の は な く , 多く は な 変性 像 で , 時 < 仔 
虫 期 像 を 呈す る 。5) 変 性 像 は 上 粒 , 姜 縮 , 空 胸 , 転位 等 
の 種々 な る 像 呈し, 仔 虫 期 像 の 場合 は 殆 ん ど 仔 虫 が 淡 








黄 緑 色 に 見 える 。 


144. Rhabditis 属 線 虫 に 関す る 生物 学 的 研究 3) 
小島 将 三 ( 岐 医 大 寄生 虫 ) : T. KOJHMA : 
studies on 2 の 22S spp. 


Biologcal 


人 体 よ ょ り 得 た Rhabditis 属 線 虫 4 種 ( ヵ eo, 兄 
679g の 72, 刀 . 7g7c の 677 尋 . の に こつ いて 各種 
机 卵 剤 。 及び 水素 イオ ン 濃 度 (pH 3, 4, 5, 6, 7, 8) に 
性交 の な 人 た 。 水 
ォ オン 濃度 に 対し こ は , 1) 全 般 的 に 幼虫 は 成虫 よ り 抵抗 性 
。 2) 水 素 イ オン 濃度 の 高い 程 生 存 時 間 は 長い , 即 
らち pH7 及び pH8 で 最も 長 時 間 生存 し 得 て 雌 雄 に 依る 
抵抗 性 の 差 は な いと 思わ れる 。3) 水 素 イ オン 濃度 の 低い 
場合 , 例え ば pH 3 に お いて は 素 ヵ ego が 著 明 に 抵抗 
性 を 示し , 史 egzxgg7g が 比較 的 抵抗 性 に 乏しい 。 め 水 
素 イ オン 濃度 の 高い 場合 に は 各種 線 虫 は 略 同様 の 抵抗 性 
を 示し , 大 差 な い 様 で ある 。 各種 殺 卵 剤 に 対し て は , 1) 
全般 的 に 幼 昌 は や は り 成 虫 よ り も 高い 抵抗 性 を 示す 。32) 
抵抗 性 に 雌雄 の 差 は な いと 思わ れる 。3) 或 る 一 定 濃度 以 
下 に な る と 急 ーー に 比 
例 し ne と 示す 場合 。 る $④) 兄 が e 太 の は 各種 
薬剤 北 れ に 対し て ぁゃ 最も 衣 朱 性 を 示す と は 云え な い 
に し て ゃ 。 平均 すれ ば 最 $ 著 明 に 高い 抵 手 を 示す 。 他 
の 3 種 は 大 差 な く 幾 れ が 高い 抵抗 を 有する と は 定め 難い 
様 ご で ある 。 史 eo は 吾 々 の 経験 で は 比較 的 多数 人 体 
より 検出 し 得る が 以上 の 如く 水素 イオ ン 濃度 の 低い 所 で 
著 明 な 抵抗 を 示し 又 各 種 薬剤 6 ey 
を 有する と 云う 事 は 人 体感 染 に 関す る 一 つの 要因 に 挙 


られ る の で は な いか と 
られ る の て ハ か と 考え られ る 。 


er ー 
カ 考 、 巡 
< の の め る や 


145. 線 虫 の 組織 化学 的 研究 山田 正明 - 村 上 発 一 
木 康 民 ( 熊 大 寄生 昌 ) : MV YAMADA, R. 0 


錠 Y. SUZUKI : Histochemical studies on Nematode 


昨年 本 学会 に お いて , 豚 昌 の 無機 物質 に つい て 組織 
化学 的 に 研究 し 報告 し た 。 即ち Ca, Mg, Fe, Cu, Mn 
を 種々 の 染色 法 に て 検査 し た 結果 Ca, Mg, Fe 共に 程 
度 及 び 分 布 の 差 は ある が , 中 腸 上 皮 細 胸 層 , 角 皮 下層 , 剛 
線 基礎 組織 及び 正中 線 基底 部 に 証明 し 得 た が , Cu, Mn 
は 証明 し 得 な か つた 。 其 後 更に Co, Al Zn, Hg, Ag, 
Si S に つい て 検索 し , Co は 中 腸 上 皮 細 胞 層 に 認め , 
Al は Alminon に ょ り 濃 淡 の 差 は ある が 浦 侵 性 に 紅色 に 











を 色 し ,。Hg, Zn は Dithison に より 夫々 染色 され る が , 
Ag, S, S は 証明 し 得 な い 。 本 回 は 更に Ca, Mg, Fe, 
Al Cu の 諸 種 無機 物質 に つい て , 夫々 CaCl, MgCL, 
Co (NO。) 6 HO, FeCl, AICI。, CuSO, の 水 藩 液 中 に 2 
時 間 , 4 時 間 , 20 時 間 37C に て 飼育 又は 上 記 無 機 物 質 の 
0.5 多 藩 液 を 体腔 液 中 に 注入 後 ,0.9 生理 的 食塩 水 に 飼 
育 し , ア ルコ ー ル 固定 , パ テラ フ イ ン 切 片 を 作成 し 次 の 染色 
法 に て 組織 化学 的 に 追求 し た 。 染 色 法 : 1) Ca i) KGssa 
の 硝酸 銀 法 j) Alizalin S 直接 法 2) Mg i) Titangelb 
法 。 ij 次 亜 浜 度 酸 ア ルカ リ 法 3) Coi) IDthison 法 

ii) e-Nitroso-8-Naphthol 法 ) Fe i) Perls-Siieda 氏 法 
5) Al i) Aluminon 法 6) Cu i) P-Dimethylaminoben- 
zyjiden rhodanin ァ ro j) Aya Acid 法 成績 : 無 
機 溶液 内 に 飼育 し た Co は 2 時 間 目 に 角 皮 下層 , 側 
線 , ーーー 人 HPA Syn 
証明 され , 逆 に 角 皮 下層 , 筋 層 の 星 色 は 消失 する 。 往 入 
し た Co は 2 時 間 後に は 角 皮 下層 , 筋 層 , 中 腸 条 線 層 に 
濃 沈着 し て 来る が , 4 時 間 後 に は 条 線 層 , 筋 層 , 角 皮下 
坦 状 は みか て か 2 特 間 終 た は で れ 党 の 部 か の 知多 が 
消え て , 中 腸 上 皮 細 胞 の み に 残存 する 。Fe 液 中 に 飼育 
レ と 際 に は 体 壁 外層 に 附 着 す る の み で , 時 間 を 経過 し 人 
も 体内 部 に は 証明 され な い 。Fe 液 注入 を 行え ば 4 時 間 
義 に 中 腸 条 線 層 , 同 基底 膜 及び 体腔 組織 が 濃 染 する が , 

20 時 間 後 に は 腸管 腔 内 に の み 認 め ら れる 。 Al は AlCI。 
液 中 に 飼育 する も 著 変 を 認め ず 。 注 入 す れ ば 4 時 間 後 に 
は 中 腸 条 線 層 及び 下 腸 基 克 有 が 濃 梁 する が 。 20 時 間 後 に 
は 中 腸 上 皮 細 胞 が 濃 染 する だ け と な る 。 CuSO。 液 中 に こ 
の 飼育 に て は 4 時 間 後 に は 角 皮 上 層 , 筋 層 及 び 側 線 の 濃 
染 和 を 認め ,20 時 間 後に は 中 腸 上 皮 細 胞 に 認め る 。 CuSO, 

液 を 注入 すれ ば 20 時 間 後 , aw と 近 
い 粒 層 が 着 染 する 。 Ca, Mg は 対照 に 比 し 著 変 を 認 
し TMR の 
染色 され る 様 で ある 。 総括 すん ば , Co, Cu, Al で は 飼 
育 に より 久 皮 を 通し て 角 皮 下層 , 有 居 , PT 
織 を た へ て 中 腸 上 皮 細 胞 層 に 至り , 20 時 間 後に は 大 部 分 排 
港 き れ , Fe は 角 皮 外層 に 附 着 す る の ろ で 吸収 され ず , 

Ca, Mg で は 特別 の 変化 が 認め られ ず , 無機 溶液 を 顕 了 虫 
体 の 一 部 に 注入 すれ ば , Co, Al Fe, Cu で は 中 腸 上 皮 
細胞 より 腸管 腔 内 に 排 湯 さ れる も の と 考え られ る 。 顕 虫 


体内 の phosphatase の 量 的 変動 が 。 2, 3 種 の 駆虫 剤 深 
液 中 の 飼養 で 如何 に 変動 する か を 組織 化学 的 に 検索 し た 
が , 結 
全般 的 に 減少 し , 


し し て ベベ キシ ソン ン 海 人 草 薔 液 中 に 飼育 すれ ば , 
サン ト ゾ ー ル 溶液 飼育 上 虫 は 殊 に 腸管 


( 106 ) 
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上 度 の phosphatase が 減少 する 。 


146. 顕 虫 抗 元 に 関す る 研究 飯田 正雄 ( 岐 医大 寄生 1 
虫 ) : M. IIDA : Studies on the ascaris antigens 


豚 串 虫 を 実験 材料 と し て 顕 虫 抗 元 の 類 属性 , 皮 内 反 
応 , FM 反応 等 を 行い , 腸管 に 寄生 する 上 虫 と その 宿主 
の 免 商 成 立 の 関係 に つい て 考察 し た 。 免 商 の 主要 因 と な 
ちの は 上 顕 虫 の 分 泌 は 排 港 物 等 の 代謝 産物 で あり , 此 
れ は 飼育 液 に 含ま れる も の と 考え られ る 。 そ と で 飼育 湾 
を 抗 元 と し て 家 兎 耳 静 脈 に 注射 し て 免疫 血清 を 作り , 飼 
育 液 , 体腔 液 , RS 
昌 体 煮沸 抗 元 に つい て 沈降 反応 の 場 を 求め て , 此 等 の 抗 
元 性 を 検討 し た 。 な お 恩師 森下 教授 ふ 幼 定 に - お いて 免 
商 の 成立 し 難い の は , 顕 限 か ら 排 演 さ れ た 抗 元 物質 が 腸 
管 を 通じ て 多く は 吸収 され な い 事 に 基 因 し , ひい て は そ 
の 抗 元 物質 は 糞便 中 に 排 湯 さ れる も の と 考え 〒M 反 応 を 
考案 され た 。 此 の よ うな 立場 か ら 集団 検便 時 (小学 校 児 
童 807 名 ) の 皮 内 反応 及び TM 反 応 を 試み た 。 体腔 液 を 
Boivin 型 抗 元 の トリプシン 消化 法 を 行い , 叱 れ を 更に 
除 重 白 し て 得 た 所 主 飼 育 液 型 質 を 用 いて 度 内 反応 を 行 つ 
が , 顕 虫 卵 保 持 者 と の 間 に は 相関 関係 が 認め られ な か 
つた 。 之 に 反し て TIM 反 応 に は 高度 の 相関 性 を みた 。 そ 
こ で 共通 の 抗 元 性 を 持つ 前 記 各 種 抗 元 に 対す る 免疫 血清 
(飼育 液 , 体腔 液 , 体 壁 部 , 生殖 器 。 消化 器 , 外皮 層 , 
山 腺 , 筋肉 層 に 対す る 7 種 の 抗 血清 ) を 用 いて 多数 例 
(岐阜 県 下 の 小 中 学 校 児 童 総計 117 名 ) の TM 反 応 を 施 
行 し た 。 其 の 結果 FM 反応 は , 排便 後 3 日 以内 の 尿 抗 元 
と 飼育 液 , 体腔 液 , tene の os 
TM 反 応 た 行え ば , 顕 虫 卵 陽性 者 に は 凡 て 陽性 で あ 
更 と 排卵 を > な い 雄 上 の 単独 寄生 や 幼 弱 昌 が 寄生 さ と 
思わ れる 者 に 陽性 を 呈し た 。 此 の 際 間 便 の 量 を 出来 る だ 
け 多 く 得 る 事 は , 抗 元 の 絶対 量 を 確保 する の に 大 切な 事 
て あか か 

。 以上 の 事 か ら 雌 雄 , 幼 弱 に 関係 な く 鋭 敏 に 顕 虫 症 の 
診断 を 行う に は , FM 反応 が 極め て 有用 な 方 法 ご で ある と 
考え られ る 。 


の 0!) 


147 . ooo 
造 福田 武夫 ・ 菅 原 謙次 ( 熊 大 寄生 虫 ) : T. FUKUDA 
& KSUGAWARA : Electromicroscopic studies on 
4scg7zS 7 の 77COZ の es var。 sZ2422 ( 8 ) 
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昭和 34 年 6 月 (1959)〕 


数 年 来 本 教室 で は 顕 下 体 構造 の 電子 顕微 鏡 学 的 研究 を 
行い その 微細 構造 を 明か ら に し つ ょ ある の で ある が , 本 
回 は 所 詩 花 房 状 器官 の それ に つい て 示説 する 。 光学 顕 微 
穫 こ よる 花房 状 器官 の 検索 に より 本 器官 の 終末 分 枝 の 最 
先端 に マロ リー 染色 に より 好 酸 性 の 可 染 題 粒 の 密 在 する 
- と を 知る 。 位 相差 顕微 包 に よ つ て は 強く 細 く 頸 粒 と し 
て 観察 され る 。 と れ 等 の 粒 を 写真 計測 すれ ば 相当 の 大 
小 不同 さ を 示 す が ミ トコ ンド リア の それ に 一 致す る と 考 
えら れる 。 と の 部 位 を 超 薄 切 片 し て 多数 の 電子 員 久 
写真 を 近影 し た 。 款 来 錠 村 の 上 外 膝 は 生計 導 の 詳 
か 見 られ 電子 密度 は 内 層 の も の が 大 で あり , 両 膜 共に 周 
が 見 られ る 。 き て 計 区 の 幸人 は 休 隊 生 和 
を 示す も の で は な い が , ミト コン ドリ ア の 基本 的 大 き 
構造 を 示す も の も を 存在 し , 同一 大 ほ さ 及び より 大 な 
3 ら も の に お いて , ミト コン ドリ ア の 二 重 膜 構造 消失 し , 
稀 に 一 定 の 周期 を 示す 波状 構造 を 認め る も の が 混在 す 
と 。 更 に は 同 粒 の 内 容 の 半 分 或 は 全部 が 電子 密度 大 の 
塊状 体 を な す も の , 或 は 橋 構 造 か 全く 無秩序 な 細 串 粒状 
構造 と な り 淡 明 化 し て いる も の も 存在 する 。 と れ 等 馴 粒 
の 示す 諸相 は 本 題 粒 を ミト ュ ン ドリ ア と 同定 し て 細胞 機 
能 相 に 一 致す る 変化 を た 示し て 居る も の と 解釈 する 。 
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148. 殺菌 燈 が 顕 虫 卵 の 発生 に 及ぼ す 影 響 に つい て 只 
野 正志 ・ 上 只野 柳 (岐大 学芸 生物 ) : M. TADANO 鐘 Y. 
TADANO : Effect on the development of ascaris egg 


bx germicidal lamp 


本 研究 は 虫 の 携 滅 を 目的 と し て 行 つ た 。 材料 と し て 
衣 虫 有 殻 卵 を 用 い , 比較 検討 の 為 , 馬 顕 虫 有 穀 卵 を も 
用 いた 。 光源 と し て 殺菌 培 を 用 い , 50cm と 100cm の 
距離 か ら 賠 射 し た 。 卵 の stage は 前 者 で 囲 卵 腔 形成 中 
ら の も の と 形成 完了 の も の , 後者 で 囲 卵 膝 完 成 の も の rho- 
mbic stage, rhombic>morula stage の も る の で ある 。10 で C 
て 処理 彼 82 士 1 O で 発生 させ た 。 務 射 量 Ca Wmin cm の) 
は 2.5 て 5,250 で ある 。 豚 上 虫 卵 の 場合 は (a) 囲 卵 腔 完 
成 卵 を 50cem か ら 賠 射 する と 。 1,000~1,200 で 正常 幼生 
の 形成 が 困難 と な り , 1,500 で 幼生 が で ず 1cell で 全部 
発生 を 停止 する 。 2 て 4cell で 停 赴 は 800 で 最大 で blss. 
ip stage の 停止 SR 水泡 
出現 は 1,200 以上 に 多く 現れ , は 500 附 近 で 多数 で 
る 。 (b) 囲 卵 腔 形成 中 の も の に me Me と 
1cell stage で 停止 は 1,200 で 最大 で blastula stage で 停 
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止 は 400 で , 変形 は 600 前 後 で 最大 で 水泡 出現 と 幼生 形 : 
成 の 完全 停止 は 1.200 で ある 。 (<c) 照射 距離 を 100cm 
と する 完全 に 正常 幼生 の 形成 停止 は 少な く と も 1.,500 
を 要する 。 1 cell stage で 停止 は 照射 量 の 増加 に 比例 し て 
増し 2 て 4cell stage で 停止 は 450 で 最大 で , morula- 
blastula stage で 停止 は 300 で 起 る 。 水泡 出現 は 1,.000 
以後 に ます 。 変形 は 750 に 多く な る 。 馬 昌 卵 で は 革 
卵 膝 完成 後 の 1 cell stage, 50 cm で 賠 射 し た 場合 1,050 
で 完全 に abnormal に な る 。 rhombic stage で 300 で , 
rhombic>morula stage 間 に 処 理 す る と 300^ 450 の 間 で ' 
完全 に abnormal larva に な る 。 両 卵 を 通じ early stage で 
前 核 合 一 時 の 核酸 移動 の 抑制 停止 , 多核 形成 , 染色 体 
の 裂 断 凝 塊 , 癒 著 , 不 等 分 処 が 起 る 。 又 外 部 細胞 質 の 
形成 抑制 停止 特に mitochondria の 消失 , 卵黄 凝結 , 
卵 収 縮 , 伸張 , 変形 。 cleavage pattern の 変化 ( 割 球 
大 小 , 配列 , 順序 等 の 変化 , 速度 の 変化 ) が 現れ る 。 
卵 割 の 停止 , 割 球 の 分 裂 停止 特に 体 細胞 (S,) に 閉 明 で 
ある 。 gastrula stage で は exogastrulation 極 引 な 時 は 
gastrulation 不能 に 陥り 単なる 細胞 塊 と な る 。 体 細胞 , 
生殖 細胞 の 分 化 の 失敗 を 来 す 。larval stage で 作 head!, 
trun に , tail malformation, ど 傘 1 部 の み 形成 する も の 等 
現れ , 叉 運 動 抑制 され 。 以 の 実際 か ら 了 直 人 よ り 
馬 雅 は 敏感 で あり , 六 間 紅 財 叶 と 地 3 
cell stage か ら 発 生 が 進み な に つれ て 一 般 に 敏感 と な る 。 
照射 量 が 同じ で あつ て も 過 射 時 間 が 長い と 影響 の 出現 は 
ずれ る 。 要する に 囲 卵 腔 中 の 豚 眼 虫 卵 は 7C1,050 )~8" 
(1.200 ) で , ee 
馬 咽 虫 卵 で は 囲 卵 膝 形成 完了 の も の は 5 ( 850) 一 
(1,050 ), rhombic stage で 3 450), rhombic<morula、 
stage で 2 ( 3800) で 完全 に 正常 欧 生 を 停止 する 。 と の 
事 は 殺菌 燈 を 顕 虫 の 撲滅 に 極め て 有効 で あ ある 事 を 立証 ナ 
る 。 殺 菌 燈 は 2.600 A" の 光量 が 多い 事 と 発生 状態 か ら 
前 記 の 影響 は 紫外 線 に 依る 蛋白 の 生 合 成 の 障害 に 起因 す 
る と 推定 され る 。 


149. 界面 活性 剤 の 応用 に 依る 昭 虫 卵 の 生死 比 別 ⑬ 
奥村 和夫 (日 医大 一 内 科 ) : K. OKUMURA : Discrimi- 
naton between life and death of ascaris ova by use of 


surface activator 


環 虫 卵 の 生死 鑑別 法 に は 種々 え 有 が, 現在 一 般 に は 培 : 
養 法 が 行わ れ て いる 。 培養 法 は 判定 迄 に 長い 期間 を 要 す 
る の で , 先 に 私 は 界面 活性 剤 (ネオ コー ル SW : ノイ ゲン 
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也 A 170 三 2 : 1 に 混 す ) 対 n- ブ チル アル コー ル ( 予 じ 
め 0.1 錠 の ピロ ニン を 加え る ) 対 水 を 1 : 2 : 7 に 混 じ 
た 液 を 用 いて , 卵 内 容 が 卵 尊 内 全体 に 拡 が つ た 
き て いた 卵 と し 卵 内 容 と 卵 尊 と の 間 に 空 隊 を 残し た ま ゝ 

の も の を 死ん で いた 卵 と = 拉 定 す る 方 法 に 依 つ て , 短 時 間 
で 卵 の 生死 た 鑑別 し 得 た 事 を 報告 し た が , 今回 , 二 硫化 炭 
素 , 草子 油 を 作用 せしめ た PP と 培養 法 と 


本 方 法 と で 比較 し て 。 た の で 報告 する 。 実験 方 法 : 1) 糞 
便 中 より 得 た 顕 虫 受精 卵 を 用 いた 。2) 殺 卵 剤 と し て 二 硫 
化 炭素 , 草子 油 を た 用 いた 。3) 殺 尋 剤 に 均等 性 を せる 


目的 で 界面 活性 剤 や A 1414 MterovhWe を 混 
ず ) ) 殺 卵 試験 は 100cc 入 り 試 験 管 中 に て 行 つ た 。5) 温 
度 は 20'C。6) 殺 試 験 の 前 , 及び 試験 後 1 日 ・2 日 ・$ 
日 ・5 日 ・7 日 ・10 日 ・14 日 毎 に 卵 を 取り 出し , その 半 
分 を ホル マリ ン 加 寒天 培地 に て 8 週間 培養 し , 仔 虫 形成 
率 を 求め て 塔 養成 績 と し た 。 他 の PS り ra 
死 の 第 別 を 行 つ た 。 判 定 結果 : 生 卵 多 を 次 に 記す 。 

( ) の 前 は 培養 成績 の 値 を 示し ( ) ei の 
成績 の 値 を 示す 。1) 二 硫化 炭素 の 場合 の 250 倍 : 作用 前 
89 (93), 1 日 後 0 (4 ), 以後 0 (0)。 @ 500 倍 : 作用 
前 89 (94), 1 日 後 0 (7?), 以後 0 (0)。@1000 倍 : 作 
用 前 89 (94), 1 日 後 8 (7), 2 日 化 0(3),3 日 後 0 
( 3), 以後 0 (0 )。@2000 倍 : 作用 前 89 (94), 1 日 後 
2 (10), 2 日 後 0 (8), 3 日後 0 (5),5 日 後 0 (2), 
以後 0 (0)。 @4000 倍 : 作用 前 89 (94), 1 日 後 9(20), 
さよ yah 
(4), 以後 0 (0)。 2) 草 子 油 の 場合 の 1000 倍 * 全 放 前 
95 (97), 1 日 後 0(9)2 日 後 0 iro 
32000 倍 : 作用 前 95C97), 1 日 後 2 (10), 2 日 後 0 (7), 
8 日 後 0 (8). 以 後 0 (0 )、@4000 倍 : 作用 前 95C97), 
1 日 後 24 (15), 2 日 俊 6 (9),3 日 後 2(4),5 日 俊 0 
3). 以後 0 0) @G8000 倍 : 作用 前 95 (97), 1 日 後 78 
(72), 2 日 後 14(39) 3 日 俊 9 (15), 5 日後 2 (9), 7 日 
後 0 (4), 10 日 後 0(1). 以後 0 (0)。⑱16000 倍 : 
作用 前 95 (97), 1 日 後 86(90), 2 日 俊 27C38), 3 日 後 19 
(80), 5 日 後 18 (25), 7 日 後 10 (12), 10 日 後 6(5),14 
日 後 8 (0)。 


150. 床 尿 消化 槽 内 問 虫 卵 の 抵抗 性 に 関す る 基礎 的 研究 
(@) 西 三郎 ・ 内 田 昭 夫 柳沢 利 喜 雄 ( 千 大 公 衛 ) 谷 川 久 
治 ( 千 大 衛生 ) :S. NISHI. A. UCHIDA, R. YANA- 


GISAWA & K. TANIKAWA : Fundamental studies 


( 108 ) 


も の を 生 


〔 寄 生 躍 学 雑誌 ・ 第 8 巻 *・ 第 3 号 


on the resistance of ascaris eggs in a night-soil digestion 
tank (2) 


第 一 報 で は 25C ょ り 40'C まで の 各種 温度 に お ける 虹 
尿 , 殿 , 及び 殿 水 の 鍋 虫 卵 殺 滅 効 果 に つい て 報告 し た 
回 は 殿 尿 消化 槽 内 の 消化 機能 は 嫌気 性 細菌 群 , 小 菌 
群 ( 110'C15pd15 万 ) を 作 つ て 各 メ ヂ チ ウ ム 中 の アム モ = 
ア 量 を 測定 し , 更に 殺 卵 効果 を 比較 検討 し た の で その 結 
果 を 報告 する 。1) 実験 材料 及び 実験 方 法 : 前 報 と 同様 
豚 題 虫 卵 を メ ヂ ウム に 混 じ て 対象 と し た 。 尿 及び 尿 は 
々 別々 に 採取 し , 5 日 間 以 上 室温 に 放置 し た も の で ぁ 
る 。 各 メ ヂ ウム 肥 び 対 賠 と し て 水 に つい こ 作用 温度 30. 
32, 34, Ms 
させ て 欠 察 し た 。 特 に 36 や C に お いて は 陳 旧 尿 の 場合 の 親 
卵 効果 も 併せ 実験 し た 。 ア ム モ ニア の 測定 は コン ウェ ー 
の 装置 を 使用 し て 赤松 法 で 行い 。 pH は pH 試験 紙 で 測 
定 し た 。 殺 卵 効果 の Nm Sa こよ り 2, 4, 8 週間 
培養 し , 虫 卵 形態 像 より し た 。 向 メチ ウム 中 で の 中 
Kr 実験 成績 ・ 各 作 用 温度 に 
お ける 仔 貝 期 卵 形成 率 2 2 以下 に な る 作用 日 数 を 見 2 
, 不 小 菌 尿 尿 は 80 で 16 日 , 32O 8 日 , 84O 5 日 , 36C 
4 日 , 36'C ( 陳 旧 尿 ) 5 日 , 不 減 菌 尿 は 30'C10 日 , 82 で 
7 日 , 34 4 日 , 86O 7 日 。 36'C( 陳 旧 尿 ) 5 日 で あ り , 溢 
菌 尿 尿 は 82C13 日 , 84C16 日 で あり , し か し 36'O10 日 で 
は 9022, 小 菌 尿 は 30O13 日 , 84 で 16 日 で あり , 36'C10 晶 
で な お 4322 で あり , 昭 粒 化 変性 卵 1002% に な る 作用 日 数 
は 不 減 菌 尿 尿 30'C26 日 , 32 で 16 日 , 84*O10 日 , 36'C 8 日 
で ある 。 ア ム モ ニア 量 は 各 温 度 共 不 滅菌 群 は 減 菌 群 より 
多く 。 双 両 群 内 で は 殿 尿 は 尿 よ り 多少 多 か つ た 。 各 メ ヂ 
ウム 共に 温度 の 高低 と 関係 な く , 作用 日 数 3 日 より 10 日 
内 に 最高 値 を 示し 後 滞 減 し た 。 即 ち 最 高値 は 不滅 菌 展 尿 
307C59.9, 82C57.5, 34 で C 48.0, 36'C 48.4 n/1000 で ま 
つた 。 洪 菌 尿 以外 の メ ヂ ウム 中 で は 虫 卵 の 発育 は 全く 認 
らら れず , 減 菌 尿 80'C。32 で で は 一 部 は 仔 虫 期 卵 に 迄 発 
育 (最高 282) し た が 多く は 桑 実 期 迄 で , 86 で で は 和 桑 実 期 
迄 で あつ た 。3) むす び : ふ 選 尿 中 顕 虫 卵 は 作用 温度 
高く な る に つれ 短い 作用 期間 で 仔 虫 期 卵 形 成 率 が 低下 し 
且つ 頼 粒 化 変性 卵 出現 素 は 上 昇 す る 。 ji) 尿 の 殺 卵 効果 
は 殿 尿 の 殺 卵 効果 より 大 で ある 。 和牛 ) 殿 尿 , 尿 共 に 滅菌 
操作 に より 殺 卵 効果 が 低下 する 。iy) 殺 卵 効果 は 尿 尿 の 
作用 温度 上 昇 に より 増強 する が ,。 アム モニ ア 量 は 必ず ! 
も 増加 し な い 。y) 則 尿 の 顕 虫 卵 発育 抑制 作用 は 減 菌 操 
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作 に よる も な く な ら な い が , 尿 の それ は 滅菌 操作 に より 
減退 する 。 


151. 顕 虫 感染 家族 の 畑地 に お ける 土壌 内 問 虫 卵 の 消長 
伊藤 一 郎 ( 静 大 保健 ) 中 島 啓 (静岡 農 高 ) : 』 ITO 鐘 
T. NAKASIMA : On the distribution of Ascaris egg in 
the soil of vegetable-garden contaminated with the ni- 


ght-siol fertilizer 


1957 年 か ら 1958 年 に わた り , 静岡 市 郊外 に お ける 魚 虫 

保有 農家 4 世帯 と , 顕 虫 皆無 の 農家 1 世帯 の 各々 8 地区 
づ > ゝ の 畑 を 選定 し , その 土壌 内 虫 卵 の 消長 を 毎月 1 回 
毎 に 負 察 し た 。 そ の 結果 , 次 の と と が 判明 し た 。1) 名 
東 保 有 農 家 の 耕作 地 で は 乾燥 量 10 g の 土壌 に 平均 5.6 ケ 
の 昭 虫 卵 を 認め , 顕 虫 皆無 農家 の それ は 0.5 ケ で あつ 
<。 と れ は 風塵 その 他 に よ つ て 隣接 の 他 地 区 か ら 混 入 し 
た も の と 思わ れる 。2) 年 間 を 通じ て 魚 虫 卵 の 多い 月 は 
12 月 か ら 翌 年 5 月 まで で あつ た 。 静岡 地方 の 気候 は 夏期 
が 高温 で 降雨 少く 日 照 時 間 も 比 較 的 長い に 反し , 冬期 
は なし ろ 温 暖 で ある た め に 顕 虫 卵 は 12 5 月 の 頃 が 最 ミ 
多い の で は な いか と 相 像 され る 。3) 下 卵 の 発育 状況 は 
一 般 に 仔 虫 包 蔵 卵 が も つと ゃ 多く て 41.6 多 に 達し , 変性 
卵 が 最も 少く て 9.8% で あつ た 。 す な わ ち , 静岡 地方 の 
上 壌 中 の 遇 虫 卵 は 死滅 する も の ょ り も 発育 する も の が 非 
*, その 了 予防 は 特に 重要 で あろ う 。 


アー っ 
キン ンス 


152. 宮城 県 に お ける 銀 虫 の 季節 的 自然 感 楽 喘 況 湯田 
和郎 (宮城 衛 研 ) 氏 木 了 司 ( 予 研 寄生 昌 ) 小 財 勲 (伊吹 
正 K.K.) : K. YUDA, N. SUZUKI 科 IL KOZAI : On 
the seasonal, natural infection of 4scgzzs 7 の 7zcoZes 


among the people in a village of in Miyagi Prefecture 


占 虫 , 釣 虫 の 感染 時 期 , 回 数 な どの 自然 感染 様式 や 年 
令 別 お よび 家族 内 の 感染 状況 に 関す る 商学 調査 に つい て 
は , 二 ・ 三 報告 が ある が , 東北 地方 殊 に 宮城 県 に お ける 
調査 成績 を 報告 する 。 対象 部 落 は , 46 戸 819 名 で ある 
が , 1957 年 1 月 より 翌年 1 月 まで 1 ヶ年 に わた り , 隔月 
に 検便 (信和 食塩 水 浮 藻 法 と 直接 塗 抹 法 併用 ) と 駆虫 を 繰 
返す 一 方 , 試験 区 の 家庭 の 殿 尿 溜 に は , 月 2 回 殺 卵 剤 の 
投与 を 行 つ た 。 な お , 第 2 回 目 以後 の 検便 は , 前 回 の 駆 
虫 の 役 検便 (3 週間 前 後 の 間隔 ) に あたる よ うに 配慮 し 
た 。 感 染 の 時 期 に つい て は , 調査 成績 に よる と 駐 虫 で 
は , 8 月 か ら 5 月 に か け て 上 昇 し , 7 月 に 下降 , 11 月 に 
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は 再 上 昇 し , 1 月 の 山 が ある と と か ら 春 と 秋 の 二話 性 が 
想像 され る 。 叉 , 釣 昌 で は , 11 月 に 山 が られ た 他 は 著 
明 な 変化 は 認め られ な か つた 。 更に, と の 事実 を 吟味 す 
る と , 感染 し た 時 期 は 検査 時 の 約 2 ヶ月 前 と し て , 9 > 
11 月 頃 お よび 3 月頃 と な る 。 と の と と に つい て は 。 人 為 
的 な 駆 昌 と 自然 界 に お ける 再 感染 と の 関係 で 駆虫 薬 と 対 
する 虫 体 の 抵抗 力 , 再 感染 の 強 さ な どの 問題 も 考え られ 
ね ば な ら な い 。 更 に, 再 感染 率 を 追 つ て みる と , 5 月 頃 
と 11 月 頃 に 激増 し て いる の が 目立つ 。 新 感染 率 と あわ せ 
て 自然 感染 素 と し た が , 5 月 か ら 7 月 に 向 つて 下降 線 を 
示し , 9 月頃 か ら 再 上 昇 し , 11 月 頃 に は 最高 と な つて い ・ 
る 。 富 城 県 の 場合 , 5 月 頃 と 11 月 頃 の 二 つ の 山 が あり , 

特に 11 月 頃 に は 感染 が 甚 し い 。 顕 虫 の 感染 回 数 は , 1 年 
間 , Y 回 の 検便 で 初 検便 の 際 , 陰性 の も の も , 陽性 の も 
の も 共に 1 回 と 2 回 感染 の も の が 9698 多 を 占め て い : 
る 。 又 , 顕 虫 の 家族 内 の 陽 転 状況 えみ る と , 4060 多 が 
最も 多く , 26.8% を 示し た 。 と の と と は , と の 部 落 の 約 
リ 4 の 世帯 で は , 1 年 俊 に 家族 の 半数 が 感染 する と と を 示 


し て いる 。 


153、 我国 苦 村 に お ける 地域 釣 虫 感染 率 の 推測 に つい て 
矢島 ふき 柳沢 利 喜 雄 ( 千 大 公 衛 ) : F. YAJIMA & 民 
YANAGISAWA : Consideration on the estimation of 


hookworm incidence in rural area in Japan 


農村 地域 の 釣 虫 予防 対策 を 行う に 当 つ て は , 先 づ 第 一 
に 地域 の 釣 息 感染 状況 を 把握 する と と が 必要 で , と の と 
と な し に は 予防 対策 の 必要 性 を 見 極め る と と さえ も ゃ 出 
来 な い 。 双 事 業 計画 予算 措置 等 の 基礎 資料 と し て 欠く と 
と が 出来 な い 。 と の 段階 で は 個々 人 の 感染 の 有無 を 問 
題 に し て いな い の で , 一 部 の 標本 抽出 に よる 検便 に て 人 金 
地域 感染 状況 を 推測 する と と が 出来 れ ば 非常 に 便利 で あ 
る 。 我々 は 農村 に お いて も , 検査 の 容易 な 学童 と 青年 団 
体 の ある と と に 注目 し , 青少年 層 と 全 住民 の 釣 和 感染 素 
の 関係 を 既存 の 資料 に 基 ず いて 検討 し て みた 。 資料 は 最 
近 10 ヶ 年 間 に , 我国 農村 の 特に 寒冷 地 を 含ま な い 地 域 の 
調査 に お いて , 年 令 別 釣 東 感 染 率 が 明らか で , 特に 年 合 
の 偏り が な く 検 査 数 が 多数 , 寄生 虫 種 が 判明 し て 居る 検 
査 法 及び 技術 が 精確 等 < の 条件 に 叶 つ た 18 ヶ 町 の も の で 
ある 。 全 住民 釣 虫 感染 素 を 縦 軸 こ と り , 青少年 層 感 染 素 
を 横 軸 に と つて みる と , 両者 の 間 に 明 瞭 な 線型 の 順 相関 
が 認め られ た の で , 回 帰 方 程 式 と 分 散 を 計算 し た 。 優 占 


(109 ) 








422 


分 布 虫 種 に ょ る 差異 は 認め られ な い 。 縦 軸 に 20 才 以上 の 
戒 人 層 の 釣 虫 感染 率 を と つて も , 同様 の 傾向 が 認め られ 
た 。 そ と で , 一 定 地域 の 青少年 層 釣 虫 感染 率 を 明らか に 
し た 時 , 之 を 相当 年 令 の 回 帰 方 程 式 及 び 分 散 に 代入 すれ 
ば ぱ ば, 概括 的 な 全 住 民 又 は 成人 釣 息 感染 素 が 推定 され る 

簡便 な 図 計算 ご も よい 。 採 便 の 容易 な 6 一 15 才 の 小 中 
学生 , 下級 小学 生 を 除い た 11~15 才 の 学童 の 二 者 の 場合 
は 回 帰 方 程 式 及 び 分 散 が 略 等 し い の で , どちら を 用 いて 
も 推定 の 精度 は 同 程度 で ある 。16~20 才 の 青年 層 の 場合 
は , 分 散 の 巾 が 前 二 者 より 小さ い の で , 推定 の 精度 は ょ 
いか 。, 家族 の 採 便 に 当 つ て は 困難 が 大 きい と 思わ れる 。 
な お 青少年 層 の 感染 素 は 全員 検便 に たら ず と ゃ 5 生 人 
抽出 標本 に ょ る 成績 で 充分 で あろ うぅ 、 以上 の 回 亡失 定 

よる 簡便 な 方 法 を 見 出し た の で , 2 後 資料 の 追加 9 
て 更に 推定 の 精度 を た か め 度 いと 思う 。 


154. 亜 硝酸 ソー ダ の 漬物 内 咽 虫 卵 殺 減 に 関す る 研究 
松尾 悦郎 ( 横 医大 寄生 虫 ) :E. MATSUO : Studies on 
ovicidal effect of natrium nitrite against asCariS eggs in 


pickles 


日 本 に お ける 魚 虫 の 感染 源 の 中 で 最も 重要 な も の は 冬 
ee 49 Aeho 風 府 で ある 事 は 斑 虫 の 季節 的 
消長 を うれ ば 明らか で あろ る 。 そ と で 著者 は 漬物 中 に 投入 

「 久 職 に 供する 季 あす 
ダ を 選び , 漬物 中 に お けろ 殺 卵 力 , 界面 活性 剤 
役 卵 力 の 増強 , Po - 及 ぼ す 影響 調べ , 満 
足す べき 結果 に 到 つ た の で 報告 する 。 そ の 結果 は , 1) 
NaNO, は 痢 帝 中 に お いて 18 や て 8.000 x。 8 日 で 87.7 
22, 7 日 で 92.522, 14 日 で 96.622 の 顕 虫 卵 殺 減 力 を 示 L 
た 。 5 'C で は 殺 卵 力 が 低下 し て , 6,000 7 日, 8,000 
メ 14 日 で 瀬 く 8022 以 上 の 殺 卵 作用 が あつ た 。 2) 界 面 活 
性 剤 6 種 ( 除 イ オン 型 8 種 , 陽 イ オン 型 1 種 非 イ オン 型 
2 種 ) を 竹 々 NaNO。 に 配合 し て 殺 卵 力 を 検 Ne 
ーー eS 人 が 夫 AT 
野菜 に 対し て は 陰 イ オン pomtiehekiy4 
界面 活性 剤 と NaNO。 の 配合 比 は 10 : まで も 休 
whoa 寺 As 
(2),(3), ( 9 と 実際 面 よ り eeet し て 記 - 
pon F- 103 を 。 配合 比 を 1 が 適当 と 認め た 。 
ーー 実際 応用 ょ り 
考え た L-NaNO の 殺 卵 濃度 は 12.000 x と 考え る 。?) 
間 度 4? て 5 で 以下 に お いて は 少く と ゃ 14 日 以内 の 作用 
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で は L-NaNO は 殺 卵 効果 を 認め な か つた 。8) L-Na 
NO。 の 殺 卵 力 は 投入 俊 1 週間 以内 に 発揮 され , 以後 低 
減 す る 。9) 成熟 卵 の L-NaNO。 に 対す る 抵抗 力 は 未熟 
卵 よ り 弱 く , 18'C で は 16,000 メ 7 日 で 完全 に 感染 を 防 

止 し た 。10) L-NaNO。 の LD。 値 は 当 瓦 0.9mg で あつ 
た 。 41) 本 性 素 る てく 生 ! た 場合 , 投入 後に L- 
NaNO。 の 含有 量 は 急速 に 減少 する 。12) L-NaNO> 自体 
及び L-NaNO, で 処置 ・ と 漬物 え ef 
経口 投与 する も , 体重 並 に 組織 に 病 的 変化 を 認め た ふっ 


ちこ 


ラッ テ た だ 


155. Dithiazanin (エー ザイ 提供 ) の 駆虫 実験 森下 哲 

・ 小 林 瑞 穂 ・ 坂 井田 久 善 ・ 高橋 収 ・ 永 瀬 典 子 ・ 浅井 紀 
胡 ・ 稲村 台 男 ・ 小 島 輝 三 ( 岐 医大 寄生 虫 ) : T. MORIS- 
HITA, M. KOBAYASHI, HL SAKAIDA, O. TAKA- 
HASHI, N. NAGASE, M. ASAI, Y.INAMURA ぐ 


. KOTIMA : Antihelminthic effEct of Dithiazanin 


Dithiazanin 腸 溶 錠 
女 52 名 に 投与 し . 3 週間 後に 5 回 塗 抹 法 , MS 
遊 法 。 セロ テー ジ 法 で 効果 判定 を 行い 次 の 様 な 結果 を 得 
た 。1) 200mg 3 日 投与 群 で は 全く 無効 で あつ た 。 32 
200mg 3 日 投与 で は 釣 虫 で は 無効 で あつ た が 暁 虫 2 名 
* す べ て 陰 転 し た 。3) 400mg 3 日 投与 で は 顕 虫 54.822 
釣 虫 41.622, 鞭 虫 756.02, 暁 虫 502 と 陰 転 を 認め た 。 3) 
600mg 3 日 投与 で は 句 虫 66.622 暁 虫 は 1 例 で ある が 陰 
転 を 見 た 。5) 600mg 6 日 投与 で は 釧 虫 88.3% 釣 上 50.0 
2, 東毛 は 1 例 で ある が 陰 転 し た 。 以 上 続 合 し て 見 て 1 
の 場合 の 200mg 3 日 投与 の も の を 除い て , 魚 虫 20 名 中 
13 名 (65.022), 釣 虫 19 名 中 7 名 (86.82), 明 昌 5 名 中 
4 名 (80), 鞭 虫 4 名 中 8 名 (75%), 東毛 1 名 中 1 名 
( 100%) の 陰 転 を 見 た 事 に な る が , 一 般 に 1 日 600mg 
6 日 投写 の も の が 駆虫 効果 が 多い 様 ご ある 。 商 Dithiaz- 
anin 投与 に 依る 副作用 は 全く 認め な か つた 。 


100mg/tab.) を 躍 卵 陽性 成人 


156. サン トニ ン 海 人 草 エ キス 合 刑 及び ビ ベ ラジ ン 製 剤 
の 名 虫 駆虫 効果 と 排 虫 態度 に つい て 熊谷 中 荒木 武雄 
・ 内 田 昭夫 ・ 柳 沢 利 喜雄 ( 千 大 公 衛 ) : H. KUMAGAI, 
T. ARAKI, A. UTTJDA 層 R. YANAGISAWA : 
Anthelmintic eficacy of santonin preparation combined 
with digenea extracts, and Diperazine 


われ われ は 虫 集団 駆虫 薬 と し て 広く 用 いら ちら れ て いる 
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サン トニ = ニン, マク ニン 合 剤 (マク = ニン S 及び コイ ツ ミ 
ン ) 及び ぴ ピ ペラ ジン 製剤 ( ビ ペ デン) の 駆虫 効果 を 上 虫 卵 
陰 転 事 及 び 排 虫 成績 より 比較 検討 し た 。 対 象 : 長野 県 下 
柳 那 郡 遠山 村 和 田 小 526 人 , 南 和 田 小 187 人 , 八重 河内 
小 150 人 の 児童 全員 。 検 便 方 法 : 塗 抹 法 8 枚 値 , 不 受精 
卵 陽 性 者 及び 陰性 者 は 6 枚 値 , 後 検便 は 服薬 8 週 俊 同様 
実施 。 排 虫 調査 方 法 : 検便 成績 より 18mm* カバ パー ガラ 
ぇ 内 虫 卵 数 10 個 以上 ( 士 ), 1 ~ 9 個 ( 十 ), 不 受精 の み の 
傷 性 者 ( 十 不 ), 陰 性 者 (一 ), と 程度 分 けし て , 各 群 か ら 
無 作 為 に 排 虫 対象 者 を 抽出 し , 投薬 後 1 週間 の 全 排 浴 尿 
を 集め , 源 便 し , 排出 眼 虫 数 , 魚 の 体長 , 体重 , 雌 子 
宮内 卵 に つい て 調査 し た 。 駆 虫薬 及び 駆虫 方 法 : マク = 
ン 8 は サン トニ ン 量 0.052~ て 0.05g, コイ ツ ミ ン は サン 
ト = ン 量 0.08~ 0.045g,。 ピ ビ ペ ニン は アジ ピン 酸 ピ ペラ テラ 
ジン 2.4g っ 8.36 g を 前 二 者 は 午前 9 時 10 時 に 頓服 , 
ビ ペ ニン は 午前 9 時, 午後 8 時 に 分 服 投与 し た 。 成績 : 
マク ニン , コイ ジ ツジ ミン の 両者 の 陰 転 率 , 排 虫 成績 と も 差 
異 を 認め な か つた の で 以下 合 剤 と し て 集計 略記 し , ピ ペ 
= ン と 比較 検討 し て 述べ る 。 陰 転 吉 は 合 剤 26.9% (90.5 
2), 44.72 (81.7%), 57.8% (62.7%), 59.7 多 (70.1 
2), ピ ペ ニ ン 64.1% (53.1 多 ), 78.42% (69.1%5), 66.7 
2 (62.7 多 ), 56.7 2 (70.122) 一 (%) は 駆虫 時 対 
象 者 の 陽性 率 を 示す 一 で 各 薬 剤 の 陰 転 系 を 同一 対象 者 か 
ら の 抽出 に ょ る 駆 下 時 陽性 素 62.7 多 , 70.1 を 比較 すれ 
ば 両 薬剤 の 差 は 認め られ な い 。 薬剤 別 虫 卵 濃 度 別 , 排 虫 
率 及 び 排 虫 数 を みれ ば 合 剤 は ( 症 ) 38/40 95.0, 9.9 
隻 , ( 十 ) 34/40 85.022 8.0 隻 ,( 十 不 ) 28/89 71.8 多 , 
1.8 隻 ,( 一 ) 35/73 47.922. 1.8 隻 , ピ ペ ベニ ン は ( 士 ) 
92/35 91.422 6.9 隻 , ( 十 ) 29/36 80.622 8.7 隻 , 〈 十 
不 ) 85/56 62.5% 8.4 隻 , (一 ) 46/103 44.7 2, 1.9 隻 
で あり , 排出 顕 虫 の 雌雄 比 は 雄 1 に 対し て 合 剤 の ( 填 ), 
( 填 ) で は 1 : 1.5。〈 十 不 ) 1 : 2.8。 (一 )1 : 0.2, 
ビ ピ ペ ニ ン の ( 填 ), ( 十 ) 1 : 1.5,。 ( 十 不 ) 1 : 1.8。 
(一 ) 1 : 0.5 で あつ た 。 ま た 排出 顕 虫 の 大 き さ を みる と 。 
雄 の 10 て 24cm が 合 剤 で は 95.4 多 を 占め , ピ ペ ニ ン で は 
88.42, 雌 の 15 一 29 cm の し め る 割合 は 合 剤 79.2 多 , ピ 
ペ ニ ン 66.1% で あつ た 。 し か し て と れ ら 排出 遇 虫 の 大 き 
さ の 差 は 駆 眼 時期 に よる も の で , 同一 時 期 (1959 年 1 月 
及び 2 月 ) に 調査 し た 成績 で は , 合 剤 に よる 上 記 雄 は 
94.4, 雌 71.6 名 , ピ ペ ニ ン で は 雄 95.0 多 , 雌 75.5 多 で 
あつ た 。 以上 の 諸 成績 か ら 両 薬剤 の 駆虫 効果 を 比較 する 
に , 陰 転 素 及 び 排 虫 態度 と も 差 を 認め 難い 。 な お 両 薬剤 
の 副作用 は 極め て 低 率 で , 軽微 で あつ た 。 
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157。 釣 頭 虫 の 研究 (3) Cez7ror ん czs e7on の 7zzs 
了 T4/74 ど の 77 の 春 丸 の 暗 型 に つい て 小林 緑 (目黒 寄 
生 昌 館 ) : M。 KOBAYASHI : Studies on the Acantho- 
cephala ( 3 ) Studies on the anomaly of testis of Cez7zo- 
ZzzS e/ozgg が es YAMAGUTI 


Cez7zoZ2y の Zs 67gzgg7 が es YAMAGUTI は 多頭 虫 類 ・ 
ケン トロ リン クス 科 に 属し , フク ロウ 科 の 鳥 か ら は し ぽ ぼ 
レ ば 見 出 され る が , 閉 者 は 昨年 三 天 の フク ロウ を 入手 
し , 解剖 し た 結果 合計 168($72, ?Y6) の 虫 体 を 得 た 。 
その 和俊 こ れ ら の 帳 体 に つき 調査 し て いた と と ろ , その うぅ う 
ちの 雄 昌 72 の 中 か ら , 宰 丸 を 一 つ し か も た な い 時 型 の 虫 
体 を 二 例 発 見 し た の で 報告 する 。 先 づ 一 番目 の フク ロウ 
は 人 岩手 県 に て 捕獲 され た も の で , と れ か ら 採 取 し た Ce- 
7797 み 6C726S の 7 の gg が es YAMAGUTT は 52 で , こと の うぅ 5 
ちの 雄 25 ( 雌 27) か ら 婁 丸 を 一 つ し か も た な い 晴 型 一 例 
を 発見 し た 。 二 番目 の フク ロウ は 福島 県 で 捕獲 され た も 
の で , 24 の 正体 を 採取 し た が , と の うち の 雄 15 ( 尼 9 ) 
の 中 に は 型 は 認め られ な か つた 。 三 番目 の フク ロウ は 
捕獲 地 不明 で ある が , 72 の 虫 体 を 採取 , と の うち の 雄 32 
( 肉 40) の 中 に ゃ 最初 の と 同じ く 婁 丸 を 一 つ し か も た な 
い 時 型 一 例 を 発見 し た 。 通 常 Cez7zoyyyac/gcs e7Ogo が cs 
YAMAGUTI の 朗 丸 は 椿 円 形 を 呈し , 縦 に 二 つ 並 ん で 
いる が , これら 因 型 の 虫 体 は , 同 程 度 の 体長 の 正常 な 虫 
に 比較 し , 位置 的 に 見 て 前 の 麟 丸 が な く , 後 の 丸 が 
ー つ 認め られ る の み で , その 形 や 大 き さ に 変 つ た と と ろ 
は な く , 釣 の 数 や 他 の 諸 器 官 に る 特別 の 変化 は 認め られ 


な か つた 。 


158. 中 止 


159. マウ ス の Encephalitozoon 自然 感染 と 環境 の 関 
係 飯野 洗 衣 ( 慶 大 寄生 虫 ) : H. IINO : Experiments 
on the infection mode of Encephalitozoon in mice 


Encephalitozoon は , 第 1 報 ・ 第 2 報 に 報告 せ る 如く 
広汎 な る 自然 感染 の 認め られ る 原 束 で ある が , 現在 まで 
如何 な る 経路 に より 感染 し , 如何 な る 経過 を た どる ち ぁ の: 
で ある か 明らか で な い 。 感染 後 の 経過 に つい て は , 第 2: 
報 に お いて いき ゝ か の 成績 を 報告 し た が , 今回 は 感染 を 
起す 様 な 環境 に つい て 実験 行 つた も の で と ゝ に 報告 す 
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。 材料 及び 方 法 : 実験 に 用 いた マウ ス は , 体重 約 15g 
で 雷 と 訟 われ を も の て 雌雄 を 分 離せ ず , 動物 商 より 
購入 し その ま ゝ 使用 し た 。10 匹 宛 の グル ー プ を 第 1 より 
第 6 まで 作り , 第 1 は , CYP 感染 マウ ス を 飼 
育 し た 逢 を その ま ゝ 飼育 し , 感染 の 麗 れ の な い 清 潔 な 場 
所 に 置い た 。 第 2 は , 火 和 で 減 菌 され た 飼育 箱 で 飼育 し 
感 梁 の 可能 性 が ある と 考え られ る 動物 室内 に 置い た 。 第 
3 は , 減 菌 され た 飼育 箱 の 中 で 新 マ ウス と 既に Encep- 
halitozoon を 接種 感染 せしめ た マウ ス を 一 緒 に 入れ て 飼 

レ た 。 第 4 は , 滅菌 し た 箱 で 新 マ PR 基本 
の 尿 を 0.5cc 宛 腹腔 内 接種 し て 飼育 し た 。 第 5 は , eo 
と 同様 感染 マウ ス の 尿 を mew し 
0.5cc を 腹 艇 内 に 接種 し て 飼育 し た 。 rr の ee 
ーー SPYPRCH な Re 
ビニ = ニール 管 で 胃 内 え 注 入 し た マウ ス を 飼育 し た 。 以 上 の 
グル ー プ は 3 週間 飼育 し , 腹水 を 減 菌 硝子 毛細 管 で 採取 
し て 直接 懸 滴 標 本 で 鏡 検 , 虫 体 の 有無 を 検査 し , 更 た その 
肝 ・ 肛 の エム スル ヂ オ ン を 作成 し て 鍵 康 マウ ス に 継 代 し て 
虫 体 の 有無 を 検 し た 。 成績 : 第 1 より 第 8 まで と 第 5・ 
第 6 の グル ー プ で は , 直接 腹水 を 鏡 検 し て は , 1 例 も 下 
体 を 認め る 事 は 出来 な か つた 。 第 4 グル ー プ で は 10 例 中 
6 例 よ り 正 体 を 検出 する 事 が 出来 た 。 直 接 腹水 中 に 下 体 
を 認め な いも の も 腹腔 内 に 接種 され た も の 以外 , 経口 , 
経 友 其 の 他 の 感染 経路 が 考え られ る の で , 肝 ・ 肌 を エム 
ル ヂ オン と し て 継 代 検査 し た 結果 , 第 1 グル ー プ より 1 
匹 , 第 2 グル ー プ より 1 匹 , 第 8 グル ー プ より 2 匹 の 中 
体感 染 マ ウス を 発見 し た 。 第 5 ・ 第 6 グル ー プ か ら は 中 
体 の 感染 し た マウ ス は 認 た 。 第 4 グル ー プ 
の 残り 4 忠 も 虫 体 を 認め な か つた 。 


られ な か つ : 


160. Encephalitezoen の マウ ス 腹腔 内 に お ける 増殖 
状況 京 吉 美 ( 慶 大 寄生 虫 ) : Y. KYO: Observations 
on the growth of PA in peritoneal cavity 


of experimentally infected mice 


エン セ フ ア リト ー ゾ ー ン は 。, 形 態 。 宿主 。 寄生 状況 等 々 
多く の 点 で トキ ソプラ スマ 作 酷 似 し た 原虫 で あり , その 
自然 宿主 は トキ ソプラ スマ と 同様 に 路 乳 類 , 鳥類 で ある 。 
併 し , と の 感染 を 証明 する に は 現 段階 で は 東 体 の 確認 以 
外 に 方 法 が 無い 。 す な わ ち , 直接 に 被 検 物 か ら 下 体 を 検 
出す る か , 或いは その エム ル ヂ オン を マウ ス 腹 腔 内 に 注 

て 刺 体 を 増殖 せしめ て か ら 検 索 する か の どちら か 
の 方 法 が 現在 行わ れ て いる 。 マ ウス の 腹腔 内 に お ける 由 
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体 の 増殖 状態 すなわち 導 日 の 虫 体 数 の 動き を 数 値 で 未 
す た と め に , 感染 マウ ス 腹 水中 に 浮 灘 する 小 汐 巴 球 以 外 の 
中 型 及 び 大 型 の 単 核 細胞 200 個 を 算 え その 中 に 取 体 が 侵 
入 増 殖 し て いる 細胞 が 何 個 あ る か を 算定 し た 。 と の 方 法 
(にょ つて 東 体 増殖 の 状況 を 略 々 あや まり な く 知 る と と が 
出来 る と 思わ れる 。 私 は , 1) と の 判定 法 に よ つ て コー 
チ ゾ ン 処 置 マ ウス に お ける 下 体 の 増殖 状況 を 検討 し , 2) 
感染 の 終了 し た マウ ス の 腹腔 内 に 再 接種 実験 を 行 つて 初 
感染 時 の 貝 体 数 と 比較 を し , 3) エン モ フ ァ リト ゾー ン 
死 豆 体 ワ クチ ン を 使用 し て , マウ ス 腹腔 液 内 の 貝 体 の 増 
殖 状態 に 及ぼ す 影 響 を 追及 し , 4) 区 弱 マウ ス の 腹腔 内 
接種 実 肉 を 行っ て 。 昌 体 増殖 に 及ぼ す 影 響 に つい て 検討 
と 。1) マウ ス 腹 腔 液 中 に お ける エン セ フ ア リト ゾー 
ン の 増 区 所 態 は , 接種 染 後 2 8 周 目 で 最高 に 達し 
ニ の 後 急 に 減少 し て 7 週 目 に は 殆 ん ど 消 和 失 す る と と を 数 
的 に 観察 し た 。2) 感染 の 終了 し た マウ ス の 腹腔 内 に 
再 接種 を 行 うと, 昌 体 は 殆 ん ど 増 殖 し な い 。3) コーチ 
ゾン 処置 に よ つ て , 腹 膝 液 中 に も 各 臓 器 に も , 特に 良好 
な 虫 体 の 増殖 は 認め られ な か つた 。3$) 死 虫 体 ワ クチ ン 
注射 に よる 免疫 マウ ス で の 昌 体 の 増殖 は , 無 処置 の も の 
と 差異 が 全く 認め られ な か つた 。5) 体重 8 g 以下 の 幼 
弱 マ ウス と 体重 16g 以上 の 成 謀 マ ウス と の 腹 膝 液 内 に お 
ける 東 体 の 増殖 状態 に は , 殆 ん ど 差 異 が 認め られ な い 
ぶ 。 前 者 で は , 感染 後 1020 日 で 大 多数 が 死亡 し た 。 


161. 条 虫 革 商 に 関す る 研究 (1) マン ソン 和 頭 条 忠 に よ 
る Arthus 現象 に つい て 小栗 菊 夫 (日 獣 大 寄生 ) : 
K. OGURI : 
On the Arthus phenomenon due to の Z ヵ /y/7o の 7 が 77247 


Immunological studies on tapeworm ( 1 ) 


772772S022 


条 虫 類 の 免 商 に つい て 基礎 的 資料 を 得る 目的 で の な 
yo5o 友 7 2 の 2S の 22 を 用 い Arthus 現 祭 の 実験 を 行 つ 
-。 の gs の 2 の 感 作家 更に 対し 万 gzsgzz お よび 
Sgzgg222 2 の 5 の 72 抽出 液 を 用 い 反応 を 惹起 し , 併せ 
て と れ ら の 抗原 に つい て の 性 状 お よび 皮膚 反応 を 比較 栓 
討 し た 。1)、 両 抗原 の 室 素 量 は 水 1 : 106 抽 出 の 場合 は 
孤 虫 0.406 mg, 成虫 0.450mg で , 生理 的 食塩 水 抽出 
の 場合 は 孤 虫 0.372mg, 成虫 0.866mg を 示し た 。 2) 
両 抗原 を paper Re C ま つて) プ タ ノ デビル 
酢酸 。 水 (4 : 1 ) で 展開 し , ninhydrin 呈 色 の Rf 
を 検索 する Peek 0.88, 0.27, 0.15, 0.10 の 
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Rf が 検出 で きた 。3) Arthus 現象 に よる 両 抗原 の 皮 
眉 反応 を 時 間 的 に セロ ファ ン 紙 に 模写 し て , 腫 央 面積 を 
測定 し て 比較 する と 成 束 抗原 が 強い 反応 を 示し た 。 4) 

Evance blue5 多 液 を prokilo 1cc 静 注 し て , 両 抗原 の 
皮膚 反応 を 観察 する と 成虫 に や ゝ 強い 色素 沈着 を みとめ 
た 。 5) 両 抗原 に Evance blue 注 液 を 混 じ て 皮 内 注射 し 
て , 色素 拡散 性 を 比較 する と , 孤 虫 抗原 が 著 明 か つ 強 い 


拡散 を みとめ た 。 


162. 条 虫 抗原 に 関す る 研究 羽田 野 浪 子 ( 岐 医大 寄生 
東 ) ・N. HADANO : Studies on tape-worm immunity 


マン ソン 裂 頭 条 虫 及 び 和 牛 拡張 条 虫 の 乾燥 来 の 生理 的 食 
壇 水 抽出 液 を 抗原 と し て , 家 兎 耳 静 脈 感 作 法 に 依る 家 兎 
血清 抗体 産生 能 と , 前 記 2 種 血 清 に 対す る 異種 条 虫 の 生 
理 的 食塩 水 抽出 抗原 と の 間 の 免疫 学 的 類 属性 に つい て し 
ら べ 次 の 様 な 結果 を 得 た 。1) pH 7.0 の 生理 的 食塩 水 抽 
出 液 を 原液 と し て 欧 降 価 の 消長 を 見 る と いづ れ も 32 cc6 
回 注射 で 上 昇 曲線 は 最高 に 達する 。 と の 時 の 拡 原価 抗体 
価 の 測定 を 重層 沈降 洲 で 求め て 見 る と マン ソン 裂 頭 条 虫 
の 抗原 価 は 平均 10.000 倍 で あり , 抗体 価 は 64 倍 で ある 
和牛 拡張 条 遇 で は 平均 10,000 倍 で 抗体 価 も 64 倍 で 二 者 の 
前 に 大 差 を 認め な か つた 。2) 各種 pH の 0.85% 食 塩水 

出 抗原 と 前 記 血 清 と の 抗原 , 抗体 価 の 比較 を 試み た が 
pH 8.7 の も の が 最も 高い 値 を 示し た 。3) 前 記 抗 血清 の 
異種 条 虫 と の 類 属性 を 重層 沈降 法 で の 反応 の 場 の 形 か ら 
求め 二見 る と 異種 条 虫 生理 的 食塩 水 抽出 抗原 の 抗原 価 は 
感 作 抗原 の 約 。 で あり , 抗体 価 は 感 作 抗原 の 場合 と 変 


と >- ャ 
の 
し 7 ひひ ゴマ OO 


163. 馬 の Anoplocephalidae に 履 す る 条 虫 の 駆虫 に 
つい て 福井 正信 ( 伝 研 寄生 虫 ) : M. FUKUI : Studies 
on the anthelmintic effects of bithionol, bithionol acetate 
and dichlorophen on the equine tapeworm、 zo の /oce- 
が 2/2 の e ゲ 27Z 


Anoplocephalidae に 属す る 馬 の 条 虫 4zo ヵ /oce の ZZ/ み 
が ゲ o が gg は 主として 幼 駒 に 寄生 し 濃厚 感染 の 場合 は 時 
に 死に いた る 場合 も ある 。 と れ に 対す る 治療 法 は 従来 殆 
ん ど 行 われ て いな か つた が 吾 々 は 関東 附近 の 軽 種馬 牧場 
に お いて の と れ ら の 条 息 の 感染 状況 の 調査 と 併行 し て $ 
種 の 駆虫 剤 , Bithionol (2, 2-dihydroxy-3, 3"-5, 5"-tetrac- 
hloro-diphenylsulfde), Bithionol acetate (2, 2 - 中 hydroxy 
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-3,3"-5,5"-tetrachloro-dioxyacetate), Dichlorophen (5, 5/- 
dichloro-2, 2"-dhydroxy-diphenyl-methane) を 使用 し て 駆 
虫 試験 を 行 つた 。 宿主 に 対す る 毒性 試験 と し て Bithionol 
50, 30, 15, 10, 7 。 5mg ル kg, Dichlorophen 50, 30, 20。 
10mg/kg, Bithionol acetate 20, 15, 10, Y, 5mg/kg 

を 4 才 ょ り 20 才 迄 の 馬 に 投与 し 症状 を 観察 し た 。 そ の 結 
果 内 3 頭 に 軽い 一 過 性 の 下痢 を みた の みみ で あつ た 。 次 に 
Bithionol 15mg/kg 5 日 連続 投与 し 同様 副作用 を 観察 し 
た が 何等 の 異常 を 認め な か つた 。 次 で 駆虫 試験 と し て 先 
ず Bithionol に つい て は 前 学会 で 10mg/kg 迄 の 駆虫 効果 
を 認め た の で ぐ 今 回 は 10mg/kg, 7 mg/kg, 5mgkg の 8 群 
に 分 ち 各 量 1 回 経口 授与 し 画 後 の 排 正 状況 を 観察 し 併せ 
て 後 検便 に よる 糞便 内 虫 卵 陰 転 状況 を 調査 し た 。 投 薬 前 
後 の 絶食 , 下剤 投与 等 の 処置 は 行わ な か つた 。 て と の 結果 
排 は 何れ の 段階 で も 8 頭 中 6 頭 752 ( 他 の 牧場 で は 5 
mg/kg 群 4 頭 中 1 頭 25, 同 2 頭 中 2 頭 100% の 成績 も 
得 た ) で あつ た 。 下 卵 陰 転 率 ゃ 6 週 後 5 mg/kg 群 に 1 頭 
陽性 例 を みた の み で あつ た 。 ( 他 の 牧場 で の 例 で は 4 週 
後 4 頭 中 1 頭 252 の 陰 転 素 で あつ た )。 Bithionol acetate 
で は 排 虫 率 Y mg/kg 群 で 3 頭 中 1 頭 882% を みた の み で 下 
卵 陰 転 率 は 5 mg/kg 群 で は 4 週 後 8 頭 中 0 頭 で あ つた 。 

Dichlorophen は 20, 15, 10, 7, 5mgkg 各 和 群 計 15 頭 中 
排 虫 例 は 15mg/kg 群 2 頭 中 1 頭 で あ り , 又 他 の 牧場 で の 
25mgkg 投与 群 で は 3 頭 中 1 頭 の 排 虫 例 を みた 。 虫 卵 陰 
転 率 は 成績 に や > 乱れ が みみ られ た 。 以上 何れ の 薬剤 も 宿 
主 に 対す る 毒性 は 低く 条 虫 駆 点 剤 と し て 有効 な る の ゝ 一 
つと 思わ れる が 現在 廷 の と と ろ .4xop/oce カ zz の e が の な - 
gZ に 対す る 駆虫 効果 は Bithionol が 最も 優れ て いる と 
思わ れる 。 猫 排 浴 さ れる 貝 体 は Bithionol, Dichlorophen 
共に 頭 部 を 含め と の 完全 虫 体 が 多く 幼 弱 な も の ゝ 排 虫 も 
認め られ た が 排出 経過 時 間 に ょ る 大 き さ の 差 は 認め られ 


な か つた 。 


164. 四 吸 具 類 の 卵子 の 構造 並び に 肝 発 育 に 関す る 研究 
森山 貞 信 (神戸 披 済 会 病院 ) : S. MORIYAMA : Studies 
on the structure and embryonal development of theova 、 
of Tetrabothridiata 


先 に , 縮小 条 虫 及び 艇 小 条 息 卵子 の 構造 普 び に 有 発 育 
に 関す る 研究 と し て , 両者 の 卵子 の 卵殻 内 及び 仔 東 帝 内 
に , 夫々 卵 膜 及び 仔 虫 帝 膜 と も 称す べき 装置 の 存在 せ 
る 事 を 発見 し , 更に 之 等 が 如何 に し て 発生 する か を 検索 
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し 報告 し た が , その 人 後 無 釣 条 虫 卵 に つい て も 同様 の 装置 
が 存 し , 又 そ の 発生 過程 も 同様 で ある 事 を 知り 得 た の で 
報告 する 。 此 の 観察 は , 母 虫 子宮 内 より 採取 せる 生鮮 標 
本 , へ マト キシ リン ・ エ オジ ン 染 色 標 本 , 及び 各種 組織 
化学 的 染色 標本 に つい て 行 つ た 。 無 釣 条 虫 の 卵殻 は 略 々 
球形 , 無色 透明 無 構造 の 慕 薄 な る 膜 で , 破壊 され 易い 。、 
細胞 分 裂 開始 後 早期 に 母体 側 よ り 分 泌 さ れる 。 卵殻 と 仔 
虫 帝 と の 間 に は , 透明 濃 綱 な 液体 が 満 さ れ , 且 2 ケ の 卵 
殻 膜 細胞 と 1 ヶ の 卵黄 細胞 及び 粗大 頼 粒 状 を 呈す る 卵黄 
物質 を 認め る 。 2 ヶ ケ の 卵殻 膜 細胞 は , 比較 的 小 な る 核 を 
有する 大 細胞 で , 原形 質 中 に 多数 の 小 題 粒 を 認め る 。 卵 
細胞 分 裂 開 始 初期 に 之 ょ り 分 化し た も の で , 後述 する 仔 
息 殻 膜 形成 後 と の 表面 に 仔 虫 殻 形成 物質 を 分 泌 す る も の 
と 思わ れる 。 仔 由 殻 は , 短 棒 円 体 , 厚く 黄 褐 色 を 呈し , 
表面 に は 6 角形 (時 に 5ー7 角 ) の 網目 状 紋 理 を , 断面 
に て は 放線 状 紋 理 が 認め られ , 更に その 中 に 微小 頸 粒 が 
認め られ る 。 之 に 内 方 に 向い 僅か に 狭小 せる 6 角 の 和 柱 
体 が 密接 し て 並列 し 形成 され て 居り , 且 各 生 柱 体内 に 微 
小 頼 粒 を 有 し て 居る に よる 。 仔 貝 殻 に , 仔 虫 殻 膜 形成 後 
に , その 外側 に 先 づ 仔 虫 殻 物質 粒 が 単 層 を な し て 念珠 
状 に 配列 し , 次 で 各個 が 互 に 側 方 より 圧迫 を うけ 細長 と 
な り 形 成 さ れる 。 仔 虫 の 保護 に 役立つ 。 仔 虫 殻 膜 は , 仔 
虫 殻 の 内 面 に 接し て 存在 せる 要 状 の 構造 物 に て , 染色 標 
本 に て は 度 < 之 よ り 剥 離す 。 此 の 膜 は , 卵 疫 膜 細胞 分 化 
後に , 六 釣 幼虫 を 形成 すべ き 桑 実 期 細胞 群 の 表面 に , 仔 
虫 帝 膜 細胞 が 単 層 に 敷石 状 に 並列 し て 生ずる も の で , 幼 
弱 卵 で は 個々 の 細胞 を 明瞭 に 認め る が , 成熟 に 従い 細胞 
の 境界 及び 核 を 消失 し , 無 構造 と な る 。 六 釣 幼 虫 は 仔 東 
殻 内 で 発育 を 遂げ る 。 結語 : 四 吸 具 類 に 属す る 縮小 条 
虫 , 媛 小 条 虫 , 無 釣 条 虫 卵 は , 卵殻 , 卵殻 膜 ( 無 釣 条 息 
誠に て は 大 な る 2 ヶ ケ の 卵殻 細胞 ), 透明 層 , 仔 虫 殻 , 仔 
東 殻 騰 , 六 釣 幼虫 より 構成 され , 夫々 の 発生 過程 も 酷似 
し て 居り , 特に 卵殻 腕 及 び 仔 了 虫 帝 膜 と 称す べき 装置 が 存 
在 し , 脆 発育 途上 の 仔 了 虫 殻 形成 に 関す る 之 等 の 役割 は 興 
味 あ る も の で ある 。 


165. 矯 小 条 虫 の 人 体感 染 に 当り 之 に 関与 する 重要 中 間 
宿 王 の 研究 宮地 敬介 (日 寄 研 ) : K. MIYACHI : Study 
on the intermediate hosts of 万 yzezo/ の ZS 2 が 


本 条 虫 の 発育 に 関し Grassi (1887) に より 直接 感染 説 
が 唱え られ Toyeux (1920) 及び 佐伯 義久 (1919) 等 の 
研究 に より 追試 せら れ 広 く 学界 に 承認 せら れる と と ろ と 
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な つた 。 然し 之 ょ り 先 き Stein(1852) に より 本 条 虫 あ 他 
種 条 虫 と 同様 中 間 宿 主 の 存在 を 提唱 され て 以来 , Danpf 
(1910), Minchin を Nicoll (1911), Tohnston (1913) 
等 に より 甲虫 の 一 種 及 び 牌 類 の 数 種 が 中 間 宿 主として 証 
明 せ られ る に 至 つ た 。 次 で 本 邦 に お いて は 浅田 ・ 宮 田 
(1940) 氏 等 は 住家 性 渦 類 に 寄生 する 三種 類 の 繁 が 中 間 
宿主 と な る 事 を 立証 し , 更に 浅田 (1941) は 往年 吾 が 国 
の 一 部 人 土間 に 珍重 生食 せら ち れ つつ あつ た グ ワ イマ イラ 
ミ ム シ ダマ ン シ 4 の Zs の zezs の ye ヶ ( 一 名 九 竜 虫 ) が 
有力 な る 中 間 宿 主 ま る と と を 証明 され た 。 著者 は 先 年 来 
本 条 良 の 人 体感 染 に 当り , 中 間 宿 主として 特に 関与 する 
種類 に つき 攻 究 中 で あつ た が , 偶然 に 千世 攻 (て Cz 太 oz 
2 7 の 252S) に 発生 せる マダ ラメ イガ の 一 種 の 幼 東 政 - 
esZiz sp. に つき 発育 試験 を 遂げ , 有力 な る 本 条 虫 の 中 

間 宿 主 な る 事 を 確認 し 得 た の で 報告 する 次 第 で ある 。 


166. セ 人 リ ア の 分 泌 , 排 浴 系 統 に 関す る 研究 宮沢 正 
憲 ( 岐 医大 寄生 虫 ) : M. MIYAZAWA : Studies on se- 
cretion and excretion systems of Se7Z77 の Ce7 の 7 


従来 推論 の 域 を 出 て いな い 腺 虫 の 分 泌 。 排 港 系 の 各 原 
基 細 胞 を 追及 する 目的 で 演者 は SegzZ cezyr の 形態 発 
生 学 的 研究 を 行 な つ て いる が , と と に は その ミク ロフ イ 
ラリ ヤ の 形態 と 成虫 の 分 泌 , 排 浴 系 の 組織 学 的 所 見 に つ 
いて の 知見 を 報告 する 。 1 Se7zzZ cezwf の ミク ロフ ィ 
ラリ ヤ に つい て 1) 頭 腺 は 2 対 の 原 基 細 胞 より な り , 
頭 端 か ら 13.4ー16.7 。 と 26.7 て 33、4 。 の 部 に ある 。 3) 
側 腺 は 体 の 両側 に 頭 端 より 尾 端 迄 1 列 に な らぶ 細胞 核 の 
配列 と し て 認め られ る 。3) 排 港 系 と し て は 頭 端 より 
61.8 一 70.1z の 所 に 排 港 腔 と その 膝 の 後 緑 に 排 浴 細 胸 の 
核 を 認め る 。4) 頸 腺 は 80.2ー95.24 の 位置 に あつ て 比 
較 的 大 き な 核 が 認め られ る 。5) 生殖 細胞 は 平均 値 で は 
等 間隔 の 配列 を 示す が 各個 体 別 に 見 る と 相当 の 変異 を 示 
す 。 HH 成虫 に つい て 1) 頭 腺 は 退化 器官 と 思わ れ , 頭 
端 , 口 居 部 に 限局 され る 4 ヶ ケ の 腺 組 織 と し て 認め られ 開 
口 部 は 口唇 乳頭 の 両側 に ある 。2) 食道 は 筋 性 部 と 腺 性 
部 に 大 別 さ れ , 障 性 部 は 全 食 道 の ヵ を 占め る 長大 な も の 
で 背 位 に 1 ヶ , 亜 腹 : に 1 ケ づ つ 計 8 ケ の 食道 腺 よ ょ り 形 成 
され る 。 と の 腺 に は 特別 な 開口 部 様 構 造 は 認め な か つ 
た 。3) 排 浴 系 は 耳 型 を な し , 側 腺 中 の Carrying cell 
jayer に は 側 管 が 殆 ん ど 認 め ら れ な い 。 4) 頸 腺 は 排 浴 
椅 部 の 左側 腹 位 に あつ て 排 浴 橋 に 連絡 し , 後部 で は 食道 
筋 性 部 に 融合 する 。 
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167. エゾ ヤ チ ネズ ミ か ら 得 られ た 任 肉 胞子 虫 に つい て 
大 林 正 士 ・ 北 村 之 利 (北大 獣医 家 才 寄 生 虫 ) : M. OBA- 
YASHI & Y. KITAMURA : SZzcocysZzs ce 太 77 の 072YS7 
n. sp. from Ce 万 7 の の 72YS 72 の 7 の CS の 6 の / の 26 THO- 
MAS 


北海 道 滝川 産 の 1 例 (1957) 及び 野幌 産 の 6 例 (1958), 
計 例 の エゾ ヤ チ ネズ ミ (Ce 故 7 の の VS 7227OC2726S の @- 
の ozgzze THOMAS) か ら , 佳 肉 胞子 虫 の 一 種 を 得 た 。 心 
筋 を 除く 全身 横 紋 筋 に , 筋 繊維 の 走向 に 一 致し て , ミー シ 
ェ ル 管 が 認め られ , 濃厚 感 梁 の 場合 に は , 也 幹 筋 は 表面 
串 粒 状 を 呈し 灰色 が か つて 見 えた 。 本 住 肉 胞子 虫 の ミー 
シェ ル 管 の 大 き さ は , 0.6- 1.5X0.15<0.25 mm, 管 
藤 の 厚 さ 8 Y ム で あつ た 。 管 は 斐 薄 な 隔壁 に よ ょ つて 830 
<50 z 大 の 小 胞 に 分 けら れ , その 内 に 多量 の 微小 胞子 
を 容れ る が , 展 々 中 央 部 に ある 小 胞 は 僅か し か 胞子 を 容 
れ な い 。 胞子 は 一 般 に 。 椿 円 或 は 卵 円 形 。 時 に 類 半月 状 。 
大 き さ 4ー6X2 一 3 み 核 は 一 端 に 近く 偏在 し 直径 が 
1.5 て z ム , 細 旋 質 は 透明 感 つ よく 加 粒 物質 に 乏しい 。 
作 肉 胞子 虫 に は 種類 が 多く , 従来 種 属 特異 性 の 著 明 な も 
の と され て いる 。 医 歯 類 寄生 の も の に 関し て も , ges, 
As, yys, 77ce が cs, CZ の ZZ, ルル ZZ の 7Z, 万 272 が 2 の 5, 
7z が xs な どの 諸 属 か ら 知ら れ て いる 。 今回 の 種 と , 既報 
告 諸 種 と 比較 し て みた が , 一 致す る 種 は な か つた 。 よ く 知 
られ て いる Sgzcocys が s 27ZZS BLANCHARD, 1885 に お 
いて は , ミー シェ ル 管 の 大 き さ 2 ~ 6 X0.15 一 0.2 mm, 
管 脱 の 厚 さ 1015 胞子 は 緩 曲 し た 長 半 月 状 。 大 き さ 
1012X 8 一 4 み ( 自 家 例 ) で あり , 明 ら か に 異な る 。 以 
上 諸 条 件 を 吟味 し た 結果 , 今回 ヒエ ゾ ヤ チ ネ ズミ か ら 得 た 
種類 を 新種 と し , SgocysZs cc 放 Zozoyz7sz n. Sp. と 命 
名 し た 。 


168. 任 肉 胞子 虫 の 壮 素 隆 可 に 関す る 研究 , 特に 和 邊 寄 
生 例 に お ける 末 相 神経 の 病変 に つい て 吉川 政 市 (広島 
農 短 大 家 畜 衛生 ) : M. YOSHIKAWA : Histopathologi- 


al studies on the nerve fbers of sarcosporidiasis in cattle 


1958 年 末広 島 県 産 の 和牛 15 例 に 見 出さ れ た 和牛 住 肉 胞子 
也 の 発生 素 は 502 に 及び , 部 位 的 に は 心筋 86.6%, 舌 筋 
26.622, 唆 筋 て その他 の 骨 舟 筋 に 20% の 寄生 が あつ た 。 生 
体 の 主要 変化 は : 少数 寄生 例 に 著 変 は な い が , 多数 寄生 
例 に は 単に 衰弱 が 見 られ た 。 本 虫 寄生 の 多い 個体 〈 肝 


等 他 の 寄生 限 を 欠く も の ) の 組織 的 病変 の 主要 な も の 
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は : 虫 体 周囲 大 は 近 部 の 病変 は 不同 で ある が , 著 変 部 に 
は 筋 線 礁 の 崩壊 (円 朋 状 ・ 和 缶 状 ・ 含 球状 ・ 粒 状 ・ 儲 状 ) 
捨 転 (螺旋 状 ・ 蛇 行状 ) 大 小 不同 の 肥大 , 帝 縮 性 離解 或 は 
空 管状 の 筋 質 消失 が あり , その 部 の 筋 核 増 王 は 少 許 の 造 
筋 細胞 , 組織 球 の 出現 を 見 る 。 末 構 運 動 神経 線維 は 分 岐 
膨大 し , 松 根 状 を な し 辺 緑 円 滑 を 欠き , 終 校 また 短大 で 
老 木 の 梅 枝 状 を な し , 或 は 島 詞 状 月 壌 , 断片 等 を あら わ 
し , 終 網 を 欠く も の が 多い 。 或 は その 構造 不明 で 結 稼 状 
を な し , 或 は 崩壊 し て 小 頼 粒 を 有する も の が ある 。 筋 紡 
細 体 ワ ソイ ズ マ ン 筋 線維 は エ オ ジン 好 染 性 を 増し , や や 太 
さ を 増 し , 一 部 崩壊 する も の を 散見 する 。 下 天 変 感 神経 
節 の 神経 細胞 は 壮 縮 し , 核 の 偏在 を 来 し 無 簡 神 経 線維 は 
姜 縮 蛇行 , 配列 を 乱す も の が 多く , 連 珠 状 に 膨大 し , そ 
の 珠 間 線 維 は 微細 と な り 成 は 消失 する も の が ある 。 以 上 
の 病変 中 末 構 運動 神経 線維 , 交感 神経 線維 の 病変 は 相当 
強く , 殊 に 交感 神経 線維 は 著しく 障 如 さ れ , それ ら の 変 
化 は いづ れ も 本 虫 の 寄生 濃度 に 比例 し て 現われ た 。 


169. 和牛 グ ロビ ジウ ム (7ogzz7z の eszo7 が ) の 組織 化 
学 的 検討 一 色 於 芳 四 郎 ( 阪 府 大 獣医 ) :O. ISSHIKI : 
Histochemical studies of cattle Globidium (C/o の ze の e- 
SZ の 7 が ) 


朝鮮 和牛 の 骨格 筋 組 織 (10 何 フォ ル マ リ ン 水 固定 ) に 寄 
生 す る グロ ビジ ウム 胞 要 を 切片 標本 と な し , 25 種 の 染色 
法 を 施し て , 被 険 お よび 胞子 の 性 質 を 検討 し た 。 即 ち , . 
色素 分 折 の 結果 と 組織 化学 的 反応 の 艇 略 は 次 の 通り で あ 
る 。 外 膜 : van Gieson,Azan-Mallory, Gallego の 染色 
より , その 主要 構成 要素 は 腰 原 線維 で あり ,Gallego, Wei- 
gert, Bielschowsky-Maresch な どの 染色 こよ ょ り , 弾 性 線維 
と 格子 線維 の 参加 ある と と が 証明 され た 。 中 膜 : 私 は と 
れ を 線維 芽 一 線維 細胞 由来 の 異物 性 多核 巨 細 胞 と 解 し た 
が , その 細胞 質 は 鉄 反応 陰性 , グリ コー ゲン , 脂質 。 民 
NA な ど が 弱 陽 性 。 核 クロ マネ テン と 核 小 体 と が DA 陽 
性 で ある の を 認め た 。 H-E, PTAH, van Gison,Azan- 
Mallory, Gallego, Weigert (線維 素 ), Mazia ( 和 蛋白質), 
メチ ル バ イ オレ ッ ト , Bielschowsky 一 鈴木 と Honigberg 
& Davenport の 鐵 銀 法 な ど に よ ょ り 細 胞 質 に 網状 構造 を 
認め , H-E, Weigert (線維 素 ), Mazia。H-D の 負 銀 
法 な ど に より , 小 胞 状 の 網 眼 内 に 大 小 の 眠 粒 を 証明 し , そ 
の 小 胞体 様 構 造 で ある の を 認め た 。 内 膜 : 殆 ん ど 各 種 の 
染色 (Giemsa, Field の 染色 を 含む ), 各 鍼 銀 注 (Rio-Hor- 
tega を 含む ), Mazia の 法 な ど に より , 一 条 の 細線 と レ 
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て 染め 出さ れ , ス ダ ン 冒 - ス ダン 黒 の 染色 で は 嫌 色 性 , 
ご PPP5 の Ar た np 
策 色 法 を 施し た 結果 を 総合 し , 細 有 質 核 質 ・ 中 心 カ 

オ ゾ ー ム ( 仁 ) より 構成 せ EE 
染 な いし 本 性. 細胞 人 内 . 簿 と 欠 滴 関 , また 人 
に 民 々 濃 染 部 な いし 粒 の 存在 を 認め た 。 細胞質 お よび 
核 ( 仁 を 含む ) に 証明 され た PAS 陽 性 物質 は グリ コー 
ゲン で あり , 細胞 質 と 仁 に 脂質 , 細胞 質 に RTNA, 核 内 
に 念珠 様 の D NA 到 陽 性 串 粒 を 証明 し た 。 な お Mazia の 
染色 に ょ より, 細胞 質 と 核 に 蛋白 質 が 証明 され た 。 考察 : 
以上 の 成績 か ら 見 て , 胸 粗 の 外 膜 は 明か に 宿主 側 か ら 生 
じ た も の で あり , se 
等 側 か ら 箱 た 妥 め られ る 珍 馬 K こ 包 まれ た ) を 喰 取 し 
た 多核 巨 細胞 で ある と 考え ら 。 結局 Globidium は 原 
や 引 す W vb 
は 養成 で き な い 、。 


170. Z7zco が 77 が orzzo co7oz (Yamaguti 1942) に 関 


する 研究 (2②) 伊藤 康夫 ( 阪 医大 病理 ) : Y. ITO : Studies 
on czo の ZZZ2Z coZ の 7 (Yamaguti 1942) (2) 


77zcZoPz 放 ZZZ2Z co722 の 雄 成 虫 は 1942 年 山口 に より カ 
ラス に 発見 され て いた が , その 雌 成虫 は 1952 年 田部 ・ 小 
田 に より ムク ドリ に 1 れ 。 その 雌 成虫 の 体制 は 1941 
年 山口 の 記載 し た OzzZo の ZZZz 62 の eZzz の e と 一 致す 
が 
雌雄 成 の 同棲 寄生 を 認め , 田部 ・ 小 田 の 見 解 を 確認 し , 
成虫 の 構造 並び に 我国 一 定 地方 に お ける 分 布 の 概要 を 本 
学会 西日本 支部 大 会 (1958 年 ) に 発表 し た 。 其 の 後 の 雌 
成虫 に 関す る 検索 成績 と カラ ス の 腸 , 肝 に お ける 由 卵 の 
発育 過程 , 漠 離 過程 及び Miracidium こつ いて 述べ る 。 
1) 雌 成虫 の 生殖 器 構造 は OzzZo0ZZ7Z2 のみ め 677z の 6 
の 生殖 器 構造 と 完全 に 一 致す る 。2) 上 虫 卵 の 発育 過 程 
昌 卵 は 宿主 の 肛門 直上 部 附近 の 腸 粘 肌 組 織 に 最も 多く 見 
出さ れ , 常に 同一 発育 過程 の も の が 5~ 6 個 集 在 する 。 
東 卵 の 発育 過程 は 次 の 5 期 , 即ち a) 未 発育 期 D) 分 割 
分 胞 期 c) 桑 実状 発育 期 d) 器官 発育 期 e) 発育 完成 期 
に 大 別 す る こと が 出来 る 。 未 発育 期 の も ゃ の は 暴 成 虫 体内 
卵 形成 腔 に 認め られ 大 き さ 81x26x で , 腸 壁 に お いて は 
分 割 分 胞 期 以後 の も の が 認め られ る 。 成熟 虫 卵 は 両極 の 
や ゝ 笑 つた 不正 椿 円 形 で , 卵 尊 の 一 極 に 小 団 を 有する 。 
大 き は 115。 08X 62.72z で , 卵殻 は 比較 的 厚く 完成 し た 


Miracidium を 容れ る 。 3) 正 卵 の 流 苑 過 程 腸 に お い 
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て は 器官 発育 期 ま で の 虫 卵 に は 周囲 組織 の 細胞 反応 は 多 
ん ど 認 め ら れ な い 。 発育 完成 期 成熟 下 卵 に お いて は 周 昭 
組織 に 衝 症 像 を 認め , 殊 に 好 酸 球 の 浸潤 か 著 明 で ある 。 

な お 成熟 の 極 期 に お いて は 好 酸 球 の 各 し い 浸 潤 , 出血 父 
Ag と な り 組 織 の 崩壊 を 来 し , 虫 卵 の 腸 了 壁 よ り の 洪 苑 
を 認め る 。 双 虫 卵 は 展 々 宿主 肝 内 に 栓 塞 を お こし た も の 
が 見 受け られ る 。 と れ を 中 心 と し て 肉芽 結節 を 形成 し て 
その 父 は 棟 鳥 住 血 吸虫 に お ける 所 見 と 類似 し て いる 。4) 
Miracidium 水中 に 流離 し た Miracidiaum は 西洋 梨 状 の 
形態 を 有 し , 大 さ 189X87 で 毛 を 有する 。 構 造 は 略 
々 他 の Trichobilharzia 属 の Miracidium と 同様 で ある 
が や っ ゝ 幅 の 広い 特徴 が ある 。 双対 の 大 き な 単 細胞 腺 は 
急激 に 細長 な 管 と な り 先 適 に 開き, 豚 細 胞 は 4.1~ 8.2 
ム の 多角 形 の 大 細胞 で 棟 鳥 住 血 吸虫 の Miracidiam に 比 
し て 策 々 小さ い 特 徴 を 有 し , その 数 も 18 て 22 を 算 し た 。 


171. 名 古屋 市 の 油 か ら 見 出さ れ た 内 部 寄生 虫 に つい て 
戸谷 徹 造 ・ 加 藤 勝也 ・ 武田 正義 (名 市 大 医 動物 ) : T 
TOTANI, KK. KATO 鐘 M. TAKEDA : Parasites 


found in house-rats in Nagoya City 


名 古屋 市 に 見 る 住家 性 単 の 内 部 寄生 虫 は , 1928 年 安 
藤 , 尾崎 の zzos7o222 ce7 の 72s 及び 。 万 gc の - 
gzs に 関す る 報告 の み で その 後 。 他 の 発表 は な い 。 余 等 

は 同市 の 住家 性 肖 か ら 内 部 寄生 虫 の 種類 を 知る 目的 を 以 
て , 1988 年 2 一 8 月 に 互 り , 0 
地元 中 村 保健 所 の 協力 を 得 て , 捕獲 調査 の 結果 , 次 の 尋 
き 成 績 を 得 た の で 報告 する 。 寄生 上 保有 状況 ・ 検査 総数 
110 頭 中 何等 か の 寄生 虫 に 感染 し て いた 旧 は 88 頭 (80.0 
22) で , gzs 7g が zes ば 33 頭 中 28 頭 (69.4 多 ), gs 
z の 7 の eg2c26S は 77 頭 中 65 頭 (84.4 2) と 活動 徹 囲 の 広い 
zo7 の egzCes が 兄 7g が es より 感染 度 が 高い 。 寄 生 旧 の 
種類 : 尺 zes 及び 學 ozZ み egzcxs を 通じ nematoda 

部 分 を 占め Cgzg/e7eZgs sg み os (82.7 22)。 
PA g の 2e/272 (16.422)。 AZ の os7 ヶ の yzS 7775 

(5.5 狐 ), 4spzcz/kzzs 7e77g カ 7e7g( 4.622), 万 ge カ g7c/ な 
/e ヵ gcg ( 2.7 多 ), gzgy/oze72 の 07267Z ( 1.822) 
の 順に 6 種 で , 更に 州 族 別に 分 ける と 叱 7gs で 
は S oe/g7Z (24.2 2) が 最も 高く, C. oZe72 
(6.12) が 低い , 兄 zoz み egiczs で は . sz の の 5 の 
(40.8 2) が 高く , 4. e/zg が ezg ( 2.622) が 低 か 
つた 。Cestoda で は CysZcezczs Zsezo/gZs (49.1 多 ), 
万 yyzezoe カ is の 2 の (25.522), 万 xgxg( 8.222) 
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の 8 種 が 見 られ 兄 zes で は CZsczo277s, 2 の 
共に (18.22) を 示し , 到 zzz ( 9.1 多 で あつ 
た 。 史 zoZ26gzcz65 は 前 者 に 比 し 何れ も 高 率 で C 7Zsez- 
ggZs の (62.822), 臣 2z72 (82.52) を 見 て いる 。 

Trematoda に つい て は zozyegzczs の 一 頭 か ら 不 完全 
な る Echinostoma 様 の 虫 体 が 検出 され た が その 種類 判明 
し な い の で 除外 し た 。 寄生 虫 混合 感染 状況 。 玉 zzs, 
7 の 6gzczeS 午 通 し 2 種 感染 最も 多く (42.12) 次 に 1 
種 の (37.52), 3 種 は (19.3)。 で 特に 束 ヵ ozoegyczeS 
に 4 種 感染 の も の 一 例 を 発見 し た 。 次 に 由 体 保有 数 を 
調べ た 結果 友 の zzzZ を 18 匹 保有 する 雄 の 兄 zoz- 

22gzcS (に 1 例 あ り 。 又 そ の 体 の 最長 は , 412mm に 
達し 全 腸 に 理 つ て 鼓 張 し て いた 外 C. szzosg を 胃 部 
内 容 と 共 : こ 98 匹 数 えた も の 1 例 と 計 2 例 を 見 た 。 尚 雄 
雌 問 に お ける 感染 素 の 相違 は 認め られ な か つた 。 


172. 床 便 内 問 虫 卵 分 布 に 関す る 研究 (3) 駆虫 剤 効果 判 
定 の 一 方 法 角田 富雄 ・ 中 島忠 一 ( 千 大 三 輸 内科) : 工 

TSUNODA & C. NAKAZIMA : Studies on the distri- 
bution of ascaris ova in human feces (3) On a method of 


the estimation of effect on extermination of ascaris 


集団 に お ける 魚 虫 卵 分 布 は 指数 分 布 す る 。 故 に 各個 人 
の 母 平均 m の 総 平均 で ある 集団 卵 平 均 a の 推定 で ある 標 
本 平均 に つい て 次 の 如き 統計 学 的 関係 が 成立 する 。 カ バ 
ー グ ラス あたり の 久 数 

4 個人 を 表わす 示 標 1 
j 三 1 て 6 カバ ー グ ラス を 表わす 示 標 
各個 人 の 母 平 均 値 mi, 集団 の 母 平均 値 a, 各個 人 の 標本 

平均 値 xi, 集団 の 標本 平均 値 .., と し エニ タ ぇ . 王 Nz.. と 
置く と 2T/a は 自由 度 2 NN の z2- 分 布 を する 。 従 つて ぇ ../a 
は 自由 度 ( 2 NN, oo) の 『- 分 布 を する 。 と の 関係 は ニー 若 
ヽ は それ 以上 の 集団 を 比較 する 際 有 効 で ある 。 二 つの 集 
団 を P(T, N」 a,) と (T。, N。, a。) と する と 2 Ti/a」 と 2 
Tjaz が 自由 度 2 N, 2 N。 の x2- 分 布 を する た め F ニ =2T/a 
2 N / 2Ta・2 Nu っ m/ ミ as なる が 自由 
2 Ni, 2 N。) な る 表 - 分 NR 隊 EPe と する と = ニー 
を 陸 分 布 表 で 検定 し 。 以 上 の 関係 を 実例 と に つい て 模 
2 
集団 の 駆虫 前 の a を 下 - 検 定 し 有意 の 差 を 認め な か つた 。 
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小学 校 学 童 集 団 の 駆虫 前 と 駆虫 後 の 検定 で は 危険 率 0.01 
で 有意 の 差 を 認め た 。 (第 2 例 ) 農村 住民 集団 の 切 
卵 陽 性 者 を 任意 抽出 法 に ょ り 2 群 に わけ 夫々 に 強力 サン 
トミ ン M 錠 (て S 群 ), お (N 群 ) を 授与 し その 
効力 を 比較 し た 。 駆 束 前 a は 有意 の 差 な い 。 後 検便 結果 
Me 

な か つた 。 (第 3 例 ) 学 童 集団 も 系 統 抽出 法 に て 8S, 
2 2 こわ び 駆 虫 前 a 2 と 認め な か つた 。 と の 群 
は 8 も TN も 投与 量 が 不 充 分 で あつ た の で 陰 転 率 も 極め て 
悪 か みつ た 。 陰 転 系 の Z*- 検 定 で 有意 の 差 が あり 投与 群 
の 方 が 効果 が 勝 り a の 〒- 検 定 で も 有意 の 差 を 認め 同様 
な 傾向 を 示し た 。 以上 の 如く 集団 卵 平均 s を F- 検 定 す 
る と と に ょ つて 異 つ た 二 妃 天 数 集団 の 名 束 卵 陽 性 度 の 比 
較 が 可能 で あり 駆虫 剤 効果 判定 方 法 と し て も 除 転 事 や 卵 
減少 者 率 , 排 虫 素 と 並ん で 有効 に 使用 し うる と と を 確認 
レ た 。 


173. ドウ モイ 酸 並 びに 其 の 関連 化合 物 の 人 体内 敵 虫 の 
生 上 に 及ぼ す 影 組 並 に 駆虫 の 実態 に 喜 い て 醒 殿 順 ( 広 
島 市 ) : 」 MAKIDONO : Studies on the anthelmintic 


e 代 ect of domoic acid and its related compounds on ascaris 


ドウ モイ 酸 は 海草 ハ へ ナヤ ナギ の 有効 成分 で あり 孤 大 薬 
学部 竹本 教授 に よ つ て 発見 され た 全く 新 ら し い 駆 虫薬 で 
ある 事 は 昨年 の 西日本 寄生 和 虫 学会 で 報告 し た 通り で あ ち 
る 。 其 の 後 ド ウ モ イ 酸 の 関連 化合 物 と し て 「 テ トラ ヒド 
ロ ド ウ モイ 酸 」,「AN ア セチル ドウ モイ 酸 」 を 竹本 教授 ょ 
り 御 恵 与 頂い た の で 之 が 人 体内 占 虫 の 生態 に 及ば す 影 響 
普 と 駆 昌 効果 あり や 否や を 追及 し と ゝ に 報告 する 次 第 で 
ある 。 実験 の 結果 か ら は , 1) ドウ モイ 酸 は 今 迄 の 駆虫 
薬 よ り 早 く 効 き 且 つつ 有効 時 間 が 長く , 従 つて 現在 吾 々 が 
知る 薬物 の 中 で は 最 優秀 の も の と 考え る 。2) テト ラ ヒ 
ドロ ドウ モイ 酸 は 駆虫 効果 は な く 又 虫 体 に 何等 の 反応 を 
与え な い 。3) NN アセ チル ドウ モイ 酸 は 虫 体 に 何等 の 影 
響 も 与え ず 又 駆虫 効果 も な い 。 以 上 関連 化合 物 は カイ = 
ン 酸 の 関連 化合 物 に 当 つ て 私 が 実験 し て 経験 し た と 同様 
2 重 結合 を いじ つた り , イミ ノ 基 を アセ チル 化す る 事 に 
ょ つて 無効 と な つて 来る の で 興味 深い 事 が 究 わ れる 。 


174. 短 虫 体腔 流 成分 に よる アレ ルギー の 実験 病理 学 的 
研究 (③ 覧 に 於 ける アナ フ ィ ラキ シー 現象 を 指標 と し て 
の 研究 浜本 訪 二 ・ 赤 松 蒼 夫 ( 阪 医大 病理 ) : Y. HAMA 
MOTO & T. AKAMATSU : Experimental pathologi- 
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cal studies on the allergy by the ascarid cavity Huid and 
its fractions (3) On the anaphylaxis in kidney 


過去 2 回 に わた り , 顕 虫 体腔 液 並 びに その 分 画 成分 に 
ょ る 放 膚 反応 の 態度 及び 各 抗 原 の 頻 回 静脈 内 注入 (活動 
性 免疫 ) に ょ つて 起 る 各 臓 器 組織 の 変化 を 検索 し , 所 詩 
顕 下 抗原 感 作 の 場合 の 形態 学 的 特長 及び 病理 組織 学 的 な 
立場 か ら 見 た 駐 虫 抗原 の 免疫 学 的 性 質 等 を 明らか に し て 

た 。 今回 は , 此 等 東 抗原 を も つて 家 兎 息 に アナ フィ 
ラキ シー 現象 を 惹起 さ し め 夫々 の 場合 に お ける 宙 の 形態 
学 的 変化 を 検索 し た 。 実験 方 法 : 豚 頭 虫 体腔 液 で 充分 免 
疫 し た 家 兎 の 左側 腎 動脈 より 体腔 液 , 蛋白 質 成分 。 多 糖類 
成分 各 1 cc を 注入 し , 24 時 間 後 , 48 時 間 後 の 腎 所 見 を 鈴 
宗 し た 。 実験 結果 : 注入 抗原 の 相違 に ょ り 夫 々 特長 ある 
変化 を 呈し , 腎炎 の 発現 機 訂 に 各々 異な つた 興味 ある 所 
見 を 示す 。 肉眼 的 に は , 抗原 注入 側 紗 は 何れ も 対 側 腎 と 
比較 し て 一 般 に 軽度 の 腫 服 を 示す 事 が 多く , 双 多 糖類 成 
分 注入 例 で は , 諸々 に 皮 質 の 出血 及び 貧血 性 梗塞 を 見 る 。 
組織 学 的 に は , 蛋白 質 成分 注入 例 で は , 糸 符 体 は 多核 白 
血球 の 集積 に よく 富 核 が 高度 で 可 成り 駐 大 し 著 明 に 招 血 
性 で 所 々 に フィ ブリ ン 血 栓 を 認め , 又 路 系 相互 問 の 癒着 
及び 部 分 壊死 等 の 見 られ る 糸 答 体 腎炎 の 像 を 示し その 他 
に 軽度 の 間 質 炎 を 認め る 。 双 細 尿 管 に は , 上 皮 の 変性 及 
び 少 量 の 硝子 様 円 柱 を 認め る 。 次 に 多糖 類 成分 注入 例 で 
は , 前 記 皮質 の 出血 及び 貧血 性 梗塞 の 他 , ネ 稔 体 で は 初 
期 に 高度 の 充血 乃至 は 血行 停止 像 を 見 る 事 が 多い 。 然 し 
48 時 間 後 に は , 充 箇 は 可 成 り 消 退 し 逆 に 委 血 性 と な り 踊 
係 の 膨 化 肥厚 が 強く 一 部 糸 徳 体 ご は, 内皮 細胞 核 の 腫 大 

び 軽 度 の 増生 が 認め られ る 様 に な る 。 双 小 動脈 で は , 
内 度 細胞 の 増生 並び に 粒 状 変性 , 硝子 滴 状 変性 並び に 
硝子 標 円 柱 も 可 成り 認め られ る 。 体腔 液 注 入 例 で は 5 例 
中 1 例 に の み 腎 炎 の 発現 を 見 た が , 和 ホ 筆 体 変化 は , 蛋白 
質 成分 注入 例 に 類似 性 が 求め られ , その 他 に 間 質 炎 が 認 
め ち られ , 双 細 尿 管 の 変性 及び 硝子 様 円 柱 も 極め て 高度 で 
ある 。 以 上 の 成績 か ら 見 て . 蛋白 質 成分 注入 に ょ つて 発 
現し た 腎炎 は , nephritische Glomerulonephritis を 主体 と 
する 変化 で あつ て histiotrop 型 虫 抗原 に よ つ て 発現 し 
た 血管 外 性 抗原 抗体 反応 の 関与 し た 病変 で あり , 多糖 類 
成分 注入 に ょ つて 発現 し た 変化 は , 子 拉 腎 , 全身 性 8 耳 
現象 発現 時 の 腎 所 見 に 酷似 し 又 ネ 千 体 は , nephrotische 
Glomerulonephritis 乃至 は 軽度 の proliferative Glomeru- 
lonphritis の 形態 を と り serotrop 型 虫 抗原 に ょ る 血管 
内 性 抗原 抗体 反応 に よ ょ つて 発現 し た 変化 で ある と 思わ れ 
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( 加 ) ( 熊 大 寄生 虫 ) 岡 村 一 郎 
我々 も 数 年 来 癌 虫 Allergie の 組織 表現 を 研究 レ し て 来 
た し , 殊 に 昨年 秋 の 南 日 本 部 会 で は 腎 の 組織 像 に つい て 


告 し た 。 和 蛋白 分 太 と 糖分 謀 と の 間 で は 前 者 が 極め て 優 
位 の 抗原 性 を 有する と と を 組織 像 で は 証明 出来 る 。 


175. 虫 飼育 液 の 先導 化学 的 研究 (1) 阿久 沢 実 ( 且 
獣医 大 寄生 虫 ) : M. AKUSAWA : Immunological stu- 


dies on metabolic sbstance of ascaris 


名 虫 症 の 発生 機転 に つい て は , いわ ゆる 顕 虫 考 の 作 
用 , また は , アレ ルギー の 立場 か ら 検討 きれ て いる 。 と 
れ ら を 宿主 の 立場 か ら 見 る と 息 体 代謝 物質 が いずれ に つ 
いて も 重要 な 因子 と 考え られ る 。 私 は , 由 体 代謝 物質 を 
飼育 液 か ら 含 窒素 物質 と し て 抽出 し , と れ に 抗原 と し て 
Arthus 現象 を 指標 と し た 実験 を お と な つた 。 顕 虫 の 何 
重 1 g に つい て 食塩 水 10 ml の 割合 で 雌雄 別に 37 で の 
遇 卵 器 中 で 飼育 し , 飼育 液 中 に 排 江 され る 宣 素 量 を 測定 
し た 。 その 結果 , 窒素 量 は 性 別に 差異 が みとめ られ ず 
飼育 時 間 と 平行 し て 量 的 増加 を 示し た 。 抗原 採取 の 計 
的 で 頭 虫 体 (雌雄 と も ) の 全 重 量 の 3 ~ 4 倍 の 食塩 水 を 
加え , 37 で で 48 時 間 , 飼育 を お こない 飼育 液 を 回 収 し 
て 冷 アセ トン に ょ つて 含 窒素 物 を 採取 し た 。 と れ を 食 左 
水 に 抽出 (1 : 100) し , 粗 抗 原 と し て 用 いた 。1) 感 
作 ウ サギ に 対す る 粗 抗 原 の 皮膚 反応 は , 1 : 100, 1 : 
1.000 お よび 1 : 10,000 まで 陽性 反応 を みとめ た 。 2) 
Evans blue 注入 に よる 局所 の 色素 沈着 は ( 1 ) と ほ ゞ お 
な じ 傾 向 を 示し た 。3) Column chromatography に よる 
粗 抗原 の 分 画 精 製 は ,。 いろ いろ と , と と ろ み みた が 望ま レ 
い 成 績 は えら れ な か つた 。 4) Zone electrophoresis に 
よる 粗 抗 原 の 分 画 精 製 は Kunkel の 法 に よ ょ つて 激 粉 を 旋 
持 体 と し て お と な い 原 点 を 中 心 と し て 5 峯 に 分 離 を み と 
め た 。 陰極 側 よ り , 2 番目 の fraction に 皮膚 反応 が 著 
明 に 出現 する と と を 確認 し , Evans blue に よ つ て や も また 
組織 所 見 上 の から も , と れ を みとめ た 。 と の 分 画 に つい て 
の 免疫 学 的 性 状 に つい て は 現在 追求 中 で ある 。 


176. 非 経 的 に 投与 し た 義 虫 卵 の 運命 に つい て ③ 
柳井 富夫 ( 阪 大 微 研 寄生 虫 ) : . YANAI : Studies on 
the behaviour and fate of various ascarid eggs placed 


outside intestine of host (3) 
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昭和 34 年 6 月 (1959)] 


私 は と れ 迄 。 主として 豚 , 犬 , 馬 等 各種 名 政 卵 を 用 い 
て , と れ ら を マウ ス の 脳 , 腹腔 , 大 用 筋 等 の 一 定 部 位 に 
注入 し て , 主として その 運命 に つい て 実験 を 続行 し て 
た が , と れ ら の 顕 虫 卵 が マウ ス 体内 で , 夫々 一 定 の 移行 
を な し , 且 , 豚 及 び 犬 名 息 単 細胞 期 卵 は 初期 桑 実 期 迄 , 
馬 昭 下 単 細胞 期 の み が 運 動 仔 虫 期 卵 に 迄 発育 し 得る こ 
と を 見 出し , 又 と れ ら の 顕 虫 卵 は 。 結局 は , 発育 し た 
も の も し な いも の ゃ , 生体 の 革 盛 な 反応 機転 に ょ つて , 
変性 に 陥り , 遂に 衣 壌 , 吸収 され て し まう も の が ある と 

告 し た 。 今回 は , マウ ス の 腹腔 内 に 注入 し た 場合 に つ 
いて , さら に 詳細 な 観察 を な し , 又 異 所 組織 内 に お ける 
豚 虫 卵 の 発育 に 関し , 両 棲 類 , 及び 魚類 を 用 いて 多少 
の 知見 が 得 ら れ た の で 報告 する 。1) 左下 腹部 腹腔 に 注 
入 し た 昭 昌 卵 は , と の 種類 に 関 せ ず , 大 部 分 は 上 行 し て 
上 腹部 腹膜 及び 横 画 膜 下面 の 腹膜 舌 壁 中 に 移行 し て いる 
が , 一 部 の も の は 横隔膜 を 通過 し て 胸腔 中 に も 見 出さ 
れる 。 と の 移行 経路 に 関し て , 脳 に 注入 し た 場合 と 同様 
に , 銭 銀 咽 虫 卵 に よ つ て 時 間 的 に 観察 し た が , 虫 卵 は 極 
め て 短 時 間 の うち に 移行 し , 80 分 に し て 既に 胸腔 の 縦 隔 
洞 や 心 裏 虐 に , 双 2 時 間 目 の も の は , 大 動静 脈 管 衣 の 緩 
粗 組織 に 連鎖 状 に 列 な る 多数 の 黒 染 問 虫 卵 を 欧 見 し た 。 
2) 腹腔 内 に は , 3 一 5 日 の 後に は 粟 粒 大 か ら 半 米粒 大 
の 息 卵 結節 が 形成 され る が , と れ を 増殖 型 の 小 丘 状 白 班 
と , 愛 竹 型 の 蘭 様 虫 卵 結節 と に 分 け 。 と れ ら の 下 卵 結節 
内 に お ける 東 卵 の 運命 に つい て 観察 し た 。 そ の 組織 学 的 
所 見 に 関し て , 上 記 の 顕 虫 卵 の 種類 に ょ つて , 多少 の 差 
異 が 認め られ る が , 一 般 に は , 取 卵 を 取 囲 ん だ 肉芽 組織 
で , その 主 な 細胞 は , 濃 染 性 の 核 を 有する 細胞 質 の 少な い 
組織 球 性 の 所 主 円 型 細胞 が 大 部 分 を 占め , その 他 線 維 芽 
組 胞 , 形質 細胞 , 汐 巴 球 , 肥 振 細胞, 上皮 様 細胞 等 が あ 
り , 多 型 核 白血球 も 所 々 に 認め られ る が 好 酸 球 は 稀 で あ 
る 。3) 豚 下 単細胞 期 卵 は .。 マウ ス 体 内 で は 初期 又 実 
期 に 迄 し か 発育 し 得 た ない が , 80 一 32 で 室温 の 妖 体 内 に お 
いて は , 14 日 目 10%, 21 日 目 に 90% の 割合 に , 又 2630 
水温 の 金魚 の 腹腔 内 に お いて は , 20 一 28 日 目 に お い 

, 2 3 多 の 割合 に 運動 仔 虫 期 卵 を 完成 し た 。 と れ に 
依る と 顕 虫 卵 の 組織 内 発育 に は , 体温 が 大 き な 影 響 力 を 
も つて いる も の の よ ょ う で ある 。 


177. 愛知 県 下 過去 十 ケ 年 間 に 於 ける 腸管 内 寄生 虫 罰 の 
消長 加藤 勝也 ・ 後 藤 寿 作 ・ 武 田 正 義 ・ 水 田 勲 - 三浦 光 
生 ・ 村 瀬 一 美 ・ 早 川 な つ 子 ・ 服部 信子 (公衆 保健 協 ) : 
K. KATO, GOTO, M. TAKEDA, IL MIZUTA, M. 
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MIURA, K. MURASE, N. HAYAKAWA 錠 N. HA-・ 
TTORI: On the distribution of the population with 
parasite eggs in recent ten years at Aichi-Prefecture 


終戦 末期 か ら 異 常 な 間 延 を 示し た 寄生 邊 も , 関係 方 面 
の 予防 対策 に ょ り 最 近 で は と み に 減 少し つつ ある が , 余 
等 は 昭和 24 年 より , 愛知 県 を 中 心 と し 三重 県 , 岐阜 県 の 
保有 状況 を 知る た め , 過去 10 ヶ 年 間 に 理 つて 調査 し 総 検 
査 人 員 4,945,947 名 に 達し た 。 依 つて その 概略 を と と に 
報告 する 。 愛知 県 が 24 年 より 33 年 迄 4.898.861 名 , 其 の 
保有 率 は 顕 虫 29.522, 釣 虫 2.92, 年 次 別に 見 る と 24 年 
は 顕 虫 4922, 釣 虫 2.7% で あつ た が 10 ヶ 年 目 の 33 年 に 
は 顕 虫 9.7, 釣 了 虫 0.92 に 減少 し て いる 。 央 阜 県 で は 
28 年 か ら 33 年 まで 6 ヶ年 間 で 検査 件 数 は 338,130 名 で 28 
年 の 顕 虫 保有 は 34.3%, 釣 虫 2.4 多 , 33 年 は 鯛 虫 も 11.2 
22, 釣 が お 0.2 多 に な つ て いる 。 三重 県 保有 状況 は , 
29 年 か ら 38 年 まで 5 ヶ年 間 に 実 施し た 検査 数 は 214,454 
名 で 29 年 の 顕 由 保有 51.722, 釣 昌 は 3.02, 5 ヶ年 後 の 
33 年 は 顕 虫 が 18.022, 釣 虫 が 1.2 と 年 々 減少 し て い 
る 。 三 県 を 比較 する に 29 年 の 愛知 県 で 全 保有 率 28.82% 
に 対し 岐阜 県 28.9% と 略 同率 な る も 三重 県 は 61.22 で 愛 
知 岐阜 の 約 2 倍 以上 の 保有 率 で あつ た 。 愛知 県 に お ける 
24 年 学童 全 保 有 率 は 53.52, 顕 虫 51.122, 釣 虫 2.3% で 
あつ た の が 83 年 で は 全 保 有 率 14%, 顕 虫 102, 釣 虫 0.5 
と 著しい 減少 を 示し て いる 。 中学 に お いて も 同様 で あ 
る 。 然 る に 一 般 は 24 年 全 保有 素 412%, 顕 虫 29.82%, 釣 下 
12.52% だ つた の が 83 年 は 全 保 有 率 81.7 多 , 顕 虫 24.8 多 , 
釣 虫 6.8 多 の 如く 僅か に 減少 し て いる に 過ぎ な い 。 双 特 
種 事 業 場 と し て , 名 鉄 従業 員 の 調査 結果 を 挙げ る と 25 年 
全 保 有 素 48.8, 顕 虫 37.92, 釣 虫 18.92 が 年 々 に 減 
少し て 83 年 に は 全 保 有 率 11.922, 顕 虫 5.62%, 釣 虫 9.2 
2 と 著しく 減少 し て いる 。 最 後に 愛知 県 33 年 の 調査 か ら 
地域 別 保有 状況 を 採る に 顕 虫 で は 山村 の 28.4% が 最高 で 
最低 は (都市 名 古屋 中 心 区 ) の 5.9% で あり , 魚 虫 は 虫 
と 同様 山村 が 3.7 多 都市 0.21 を 2 で あつ た 。 余 等 は 昭和 24 
年 か ら 88 年 まで 愛知 , 三重 , 岐阜 の 三 県 下 に 理 り 集団 検 
便 約 500 万 に お いて 以下 の 事 を 学ん だ 。 (岐阜 は 28 年 一 
33 年 6 ヶ年 三重 は 29 年 一 8 年 5 ヶ年 ) 1. 全 保有 素 は 10 年 
間 に ' り 』 に 減少 し て いる 。 俳 し 虫 種別 で は 鞭 昌 吸 虫 (横川 
肝 ヂ ス 等 ) 殆 ん ど 減 少 の 傾向 な く 吸 虫 な ど な むしろ 上 昇 の 
傾向 さえ 見 られ る が と れ は 寄生 事 そ の も の の 増加 より も 
検査 技術 の 進歩 に 負う も の と 思う 。2. 双 検査 対象 の 職種 
別に 学童 , 特殊 事業 場 は 著しい 減少 を 示す も 一 般 は 殆 ん 
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ど 減 少し て いな い 。 そ れ は 前 者 が 定期 的 検便 を 実施 し て 
いる に 反し 後者 が 極め て 不定 期 で あり 回 数 る 少な い 夏 当 
然 で あろ う 。3. 更 に 愛知 , 喜 阜 , 三重 の 比較 で 前 二 者 は 
減少 著しい が 三重 は 著 明 で な い が , と れ は 三重 が まだ 検 
査 年 限 が 短い の と 浸透 度 が 高い と と に よる の で あろ う 。 
4. 愛 知 県 33 年 度 地 域 的 保有 率 は 山村 , 平地 , 農村 , 旧 市 
内 の 順 で あつ た 。 

( 間 ) ( 阪 医大 内 科 ) 岩 田 繁雄 
1) 蜂 虫 は 如何 で し ょ う 。2) 保 卵 率 の 著 明 な 減少 は 
上 虫 の 激減 の よう で す が , その 原因 は 駆 由 の み で し ょ う 


か 。 
( 間 ) ( 九 大 三 内 科 ) 枝 屋 富 一 
多数 の 御 報 告 を 頂き まし た が その 間 に 一 定 の Principle 
を 御 引き 出し に は な り ま せん で し た か 。 
( 問 ) ( 医 歯 大 公 衛 ) 田 中 定 


1) その 地区 と し て は 糞 線 上 が か な り 出 て お り ま す が 
検査 法 は 何 を 用 いま し た か , 自由 生活 の 線 昌 類 と 十分 鑑 
別 さ れ ま し た か 。2) 移入 し て 来 た 人 か ら 検 出さ れる の 
で し よう か 。 特 に 多発 する 地区 , 家族 な ど が あつ た の で 
し ょ うか 。 

( 潜 ) 加 藤 勝 也 

1) 普 昌 卵 が 減少 する 場合 は 無 性 卵 が 多く 検出 され て 
いま す 。2) 保有 率 の 高い 事 に つい て は 学童 と 違 つて 毎 
年 検査 を 実施 し て いな い 事 に よる と 思わ れ ま す 。3) 糞 
線 虫 は 外地 より 引揚 者 に 多く 見 受け られ た 。 


178. 長野 県 仮 田 市 地方 に お ける 一 般 内 部 寄生 虫 の 疫学 
的 研究 銅 岳 博 ( 公 保 協 飯田 市 保衛 課 ) 平木 敬二 ( 順 大 
体育 ) 林 滋 生 ・ 佐藤 孝 慈 ・ 佐 藤 金 作 ( 伝 研 寄 生 虫 ) : 是 . 
SUKIGARA, K. HIRAKI, S. HAYASHI, K. SATO 
科 K. SATO : Epidemiological studies on the inciden- 
ces of infection with the common intestinal helminths 


at the Hida district、Nagano Pref 


1986 年 1 月 以降 1957 年 12 月 まで の 2 年 間 に 沙 抹 法 を 主 
と も て 。 上 市 陸 衛 の 一 能 財 保育 園 , 小 , 中 , 高等 学 
校生 徒 合計 215,829 名 の 検便 を 行 つた 結果 , その 51.6 多 
が 衝 生 上 人 者 ど あつ た か, 顕 保有 潮 は 36.5, 
系 22.6%%, 釣 虫 2.5 多 , 東毛 1.42% で あつ た 。 釣 虫 の 検 
出 率 を 高め 。 疫 学 的 解析 を 行う 為 , 1958 年 度 に は , 沙 抹 , 
浮 渡 , 試験 管 濾紙 培養 法 の 3 法 を 併用 し た 。 初 め に 飯田 
市 の 旧 市 内 市 街 地 で 任意 抽出 され た 232 名 に つい て 検索 
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2 と 上 た こ お け る 年 令 分 布 を 調 ふ 
る と 。 顕 虫 , 鞭 虫 等 通常 若年 層 に 陽性 率 が 高く な る と と 
ろ , 当地 で は , 80 才 台 以 降 に 高く , 若年 層 で は 比較 的 低 
く , 従来 学校 を 主 な 対象 に し て 行 つ て 来 た 駆虫 対策 が 効 
果 を あけ て 来 た と と を 知 つ た 。 商 中 央 アル プス 寄り の 山 
村 で 2484 名 の 同様 三 法 併用 検便 を 行い , 75.1 多 の 高 率 に 
虫 卵 陽 性 者 を 見 出し た が , 魚 虫 54.2 め , 鞭 虫 28.822, 釣 
虫 8.0, 東毛 0.12 を 示し た 。 釣 虫 の 虫 種別 は , ツ ビ 
ニ 釣 虫 7.42, アメ リカ 釣 虫 0.52% で ツ ビ = 優勢 で あぁ 
人 ま の 
こ , 各種 寄生 上 虫 の 感染 事 の 差 を 認め な か つた 。 し か し 
鞭 応 , ツ ビ = 釣 虫 等 に 有意 な 家族 集積 性 が 認め られ, ツ 
ビニ ェ 釣 虫 , アメ リカ 釣 虫 共 , 夫婦 間 , 父子 , 母子 問 に 著 
し い 感 染 の 相関 が 認め られ た 。 ま た 野菜 の 栽培 を 行う 家 
庭 は 。 し か ら ざ る 家 に 比 し て ,。 ツ ビ =, アメ リカ , 東毛 
共に 感染 事 が 高く , ナス , キ ウ リ 畑 で 採 果 及び 給 肥 , 際 
草 を 行う も の , 大 根 畑 で 間引き , 給 肥 , 除 章 作業 に 従事 
する も の は , 一 般 に 比 し 著しく ツ ビ = 釣 虫 感染 素 が 高い 
と と を 確 め た 。 ア メリ カ 釣 虫 に つい て は 例 数 が 少な く て 
統計 的 処理 が 出来 な か つた 。 な お , 畑 に 野 つ ば を 備え て 
いる と ころ は , 野 つ ぼ の な い 家 に 比 し , ツ ビ =, アメ リ 
カ , 東毛 共に 感染 事 が 低 か つ た が , 特に 野 つ ぼ が 2 一 以 
上 , また 一 つ で も し きり を し て 2 つと し て で 使用 し て いる 
家庭 に 低 率 が 著しく , 野 つ ぼ ば 一 つ だ け の と と ろ は , 一 般 
に 比 し て 著しい 差 が な か つた 。 従 つて 釣 昌 駆 除 対策 上 , 
野 つ ぼ の 推 賞 が 有効 で あり , 特に 2 つ 以 上 設置 する よう 
指導 する こと と が 望ま ほし いも の と 思わ れる 。 
( 間 ) ( 予 研 寄生 昌 ) 負 木 了 司 
1) 貯溜 構 と た いう も の が と の 地方 に は 見 られ ます で し 
ト ょ うか ( 野 だ め と の 関連 に お いて )。2) と の 地方 の 主 
な 感染 の 場 は どの 様 な 畑 と 推定 され ます か ? 3) 釣 委 
性 上 友 フ 炎 の 発症 に つい て の 御調 査 は な され まし た か ? 
(等 ) 鈴 柄 博 
実際 に 下 肥 を 使用 する と いう 点 か ら ナ ス , カボ チ ヤ , 
ダイ コン 畑 等 が 他 よ り も と くに 注目 され , そ と で の 作業 
感染 の 関係 か らち ら み る と ナス 畑 , ダイ ユン 畑 が 重要 な 感 
染 の 場 と 思わ れる 。 
( 問 ) ( 敏 研 寄生 虫 ) 森 下 
家族 内 虫 感染 に お いて 父 と 子 と の 間 の 相関 々 係 は 有 
意 性 が ある が , 母 と 子 と の 間 に は 有意 性 が な いと 云う と 
と の 意義 を どう 説明 し ます か 。 
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家族 関係 を 調べ る と 釣 過 で は , ツジ ビニ も アメ リカ も ゃ 例 
外 な く , 夫婦 , 父子 , 母子 問 の 感染 に 相関 が ある が , 魚 
虫 , 鞭 虫 で は 夫婦 , 母子 問 で 有意 で な く , 例外 的 に 仙 子 
間 に 相関 が か みとめ られ まし た 。 と れ は 一 定 の 外 険 率 以 内 
で 誤 つ た 判断 な の か , 実際 に 相関 が ある べき な の か は 今 
後 の 検 討 を 要する 問題 と 思い ます 。 


179. Santomin 投与 大 の 血液 , 腸 液 , 尿 , 状 便 中 に 見 
られ る 酸化 物 と 思わ れる 一 物質 に つい て ( 続 藝 ) 板東 丈 
夫 ・ 茅 籍 二 ・ 伊 藤 直 ( 順 大 薬理 ) : T. BANDO, K. KA- 
YA 科 械 . ITO: A substance supposed to be an oxi- 
dation product of santonin proved in blood, jntestinal 
juice。 urine and faeces of dogs after administration of 


santonin (continued) 


Santonin (以下 8 と 略記 ) 投与 犬 の 血液 , 尿 等 の 中 に 
含ま れる 8 を 2・4-Dinitrophenylhydrazone (SDNPH) と し 
て Colaumn chromatography に より 分 離 採取 する 際 に , 
明らか に と れ と 異な る 他 の 1 分 画 (8 ) を 得 た が , と の 
も の ゝ 紫外 部 , 可視 部 及び 赤 外 部 の 吸収 スペ クト ル が 
SDNPH に 著しく 近似 性 を 有 す る 事実 等 か ら , と れ が 
S に 由来 する も の で ある こと を 前 総会 に お いて 報告 し 
た 。 今回 香 々 は Jafe の 原 法 に 従い S 投与 犬 の 尿 よ り e- 
Hydroxysantonin (以下 古 O 8 と 略記 ) を 精製 分 離し た 。 
と の も の に つい て 8 の 場合 と 同様 に 2・4-Dinitrophenyl- 
ME を 得 。 8 / と の 異同 を 検討 し た 。 耳 OS を 単独 

と は S と 混 じ て 2・4-DinitrophenyIhdrazine と 反応 さき 
させ アル ミナ 塔 を 流下 させ る と eo-Hydroxysantonin-2・4- 
Dinitrophenylhydrazone (HOS-DNPH) は S′ と 同じ 位置 
に 現れ また S-DNPH と 明か に 分 離し た 。 また HOS-D 
NPH の 吸収 スペ クト ル を 見 る と S" と 同様 に 410ma に 
最大 吸光 を 示し , 融点 も S' と 同じ く 140? で あつ た 。 と 
れ ら の 諸事 実 か ら 8'/ は HOS-DNPH と 同一 物 で ある と 
考え る と と が で きる と 思わ れる 。 次 に 定量 法 に つい て は 
8 の 場合 と 同様 に , HOS-DNPH の 410mz に お ける 標 
準 直線 選 一 0.0805 十 0.10665 7 を 得 . これ に より 了 廿 OS 
量 を 求め た 。 本 法 に ょ り 各 被 検 物 中 の HOS8 量 を 定量 す 
る と , 血清 中 で は 1 g 投 与 に お いて 友 下 注射 (S.C.) の 場 
合 。 投与 後 1 hr. で 5.57/cc の 最大 値 を 示し 34hr. で 
本 普 た な ら た 。 多義 を (PO で は he 後 11 
yjcc の 最大 値 に 達し 以後 比較 的 長 時 間 検 出さ れ , また そ 
の 最大 値 も SC. の 場合 の 約 2 何で あつ た 。 尿 に お いて 
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は , 先ず 24hr. 尿 で 定量 を 行 つ た 結果 は SC. の 場合 1 g 
投与 で は 17~19mg, 0.5 g 投 与 で は 1115mg が 得 ら 
れ た 。P.O. で は 1 g 投与 で 27 一 35 mg が 得 ら れ , 8 排 
洪 の 場合 と 逆 に SC. より PO. の 方 が 多く 得 ら れ た 。 

次 に 尿 中 排 浴 の 時 間 的 経過 を みる と , SC. で は 2hr. で 
最大 値 を 示し , PO. で は 6hr. 後 最大 値 に 達し 以後 滞 減 
レ つ つ 長 時 間 に 理 つて 排 洪 が 続い た 。 糞便 で は SC. の 
場合 1 g 投 与 で 24hr. 48hr. 便 中 に 夫々 1.5mg, 0mg, 
他 の 1 例 は 夫々 3.25mg, 0mg を 得 , PO. で は 24hr. 

48hr. 便 中 に 夫々 4.25mg, 7.0mg 計 11.25mg, 他 の 1 
例 で は 夫々 Y.2mg, 5.2mg 計 12.4mg を 得 た 。 即 ち S.C. 
の 場合 に 比 し PO. の 場合 の 方 に 多量 の 古 OS を 認め 
た 。 以 上 の 結果 を 総括 する と , 氷 及 び 糞 便 中 に 排 演 さ れ 
る 了 OS は , いづ れ も PO. の 場合 が S.C. の 場合 より 
多く 尿 中 で 約 3 : 2, 糞便 で 4 : 1 又は @ : 1 の 比 で あ 
つた が , 糞便 の 場合 は 3 日 目 の 排 港 量 に つい て は 確認 し 
て いな い の で と の 比率 は 概数 を 示す も の で ある 。 


( 間 ) ( 後 研 寄生 虫 ) 森 下 薫 
e-Oxysantonin の 駆虫 効果 の 問題 は 如何 で すか 。 
( 答 ) 板 東 素 夫 


MEN に こ は 少 く と も z 2 の の 実験 に お いて 
駆虫 効果 は あま りな いよ ょ よう です 。 今回 は e-Oxysantonin 
の 計上 基 果 の 如何 を ま 間 と し た の で は な く , Santonin の 
犬 に お ける 吸収 ・ 排 洪 の 経路 , 体内 酸化 の 問題 に つい て 
薬理 学 的 に 一 応 の 検討 を 行 つ た 次 第 で す 。 


( 間 ) ( 九 大 内 科 ) 梓 屋 富 一 
胆汁 へ の 排 湯 は お し ら べ に な つて 居り ませ ん か 。 
( 箸 ) 板 。 . 齋 。 計 .、 示 


技術 的 に 少し く 困 難 な 点 が あり , まだ 致し て 居り ませ 
ん 。 


180. Dithiazanime の 駆虫 効果 に つい て Nm 
慎 田 般 ・ 小 笠原 惨 道 ・ 武 地 孝治 ( 京 府 医大 三 内 科 ) : 
MASUDA, M. YOKOTA, K. OGASAWARA る KK. 
TAKECHI: On the anthelmintic effect of Dithazanine 
iodide upon roundworm, whipworm and pinworm in man 


我々 は 最近 Liy 社 製 の Dithiazanine iodide の 50 mg 
enteric coating 錠 に よる 名 虫 , 較 応 及び 暁 昌 の 駆除 試験 
を 行う 機会 を 得 た 。 本 剤 は 1957 年 以来 所 謝 広 領域 駆 東 剤 
と し て , 双 鞭 虫 に 対し て 有 壮 で ある 点 で 注目 さき れ て い 
る 。 対象 は 京都 府下 周山 中 学校 生徒 の うち 顕 虫 , 鞭 虫 及 
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び 釣 由 を 保有 する 夫々 42, 40, 3 名 (第 1 群 ) と , 黒田 
小学 校生 徒 の うち 暁 虫 を 保有 する 55 名 (第 2 群 ) で , 後 
者 の うち 同時 に 魚 虫 , 鞭 虫 を 保有 する 夫々 24, 29 名 に つ 
いて は , それ ら に と 対す る 駆虫 効果 も 併せ て 検討 し た 。 投 
与 方 法 は 第 1 群 で は 1 日 8 回 3 て 4 錠 を 25 日 間 , 双 
1 日 1 回 5 錠 を 6 日 間 投 握 し た が , 副作用 が か な りあ つ 
た 。 そ と で 第 2 群 で は 用 量 を 少し 減じ , 又 予 め ノ バ ミ ン 
錠 を 与え て お いて 毎日 1 3 錠 を 6 日 間 投手 し た 。 そ し 
て 対照 と し て Piperazine adipate 錠 ( 240mg) を 1 日 1 回 
6 10 錠 を 6 日 間 投 与 し た 。 そ の 効果 は 顕 虫 , 鞭 虫 は 
与 終了 後 2 週 及び 3 週 後 の 2 回 , 直接 塗 抹 法 及 び 矢 尾 板 
氏 法 に より , 暁 昌 は 同じ く 1 週 後 か ら 連 続 6 日 間 肛 囲 検 
Onesmmーー ト Tp 第 1 群 で は 副作用 
た め 規 定 通り 服用 出来 な い 者 が あつ た の で 投与 総量 別 

Cee 裕 取 人 対 し て 2.0 8 以上 ど は 夫 
5/7, 712 : 678, 5 が 除 転 し た 。- それ 以下 の 量 で 
は 夫々 88~572%, 14ー80%% が , 通算 し て 夫々 21/42, 502 
18/40, 32 が 陰 転 し た 。 服 用 者 の 少 い 懐 有 み が あ る が 。, 2.0 
& 以上 で あれ ば 両 種 寄 生 虫 に 対し て ほ ゞ 満足 すべ き 結果 
を 得る と 考え られ る 。 双 釣 虫 8 名 中 1 名 が 培養 法 に よ つ 
て や ゃ 陰 転 し た 。 次 に 第 2 群 で は , 暁 昌 に 対し て 通算 55 名 
中 58 名 。 96 多 が , Piperazine で は 28 名 中 22 名 , 78 狐 が 陰 
転 し た 。 又 顕 虫 , 鞭 虫 に 対し て は 11/24, 452 : 4/29, 
18 め が 除 転 し た 。 と の よ ょ うに 比較 的 少量 の 連続 投与 に よ 
つて も ゃ 本 剤 は Piperazine に 匹 英 する 明 昌 駆 除 効果 を 有 
する が , と の 量 で は 顕 虫 , 鞭 虫 に 対し て 第 1 群 及 び Pr 
2 の 成績 ょ り 劣 る 結果 を 得 た 。 副 作用 は , 第 1 群 
こ お い て 投与 者 総数 60 の うち, 悪心 31, 吸 吐 18, 下痢 21, 
eee 
た 。 し か し いずれ も 一 過 性 で , 尿 中 ウロ ビリ ノー ゲン , 
衝 白 等 は 殆ど 出現 し な い 。 一 方 第 2 群 で は 用 量 が 少 いせ 
いか 。, 副作用 は 殆ど 認め られ な か つた 。 以上 述べ た 如く , 
本 剤 は 昭 虫 , 較 上 虫 及び 上 虫 に 対し て 甚だ 有効 な 駆虫 剤 で , 
更に 詳細 に 追求 する 価値 が ある と 考え られ る 。 


1S1. カイ ニン 酸 関 係 化合 物 の 駆虫 作用 並 に その 楽 理 に 
つい て 田村 三郎 (藤沢 薬品 ) : STAMURA : Studies 
on the anthelmintic effect and pharmacological action of 


related compounds of Kainic acid 
欠 


= ン 酸 関係 化合 
-4, 5-dicarboxypyrrol (B.C.P.) 並 ( 


物 の 中 今回 は 2-isobuthyl-3-methyl 
こそ の 類似 体 に つい て 検 


待 し 。 誠人 お 1 ー10mg の 経口 投与 で 卵 陰 転 率 は 攻 ue 
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52% で ある 。 5mg の 時 の 卵 陰 転 事 は 約 88%, その モノ 
エチ ー ル エス テル は 約 29% で カイ = ニン 酸 よ り は 効力 は や 
> 弱い 。B.C.P. の 駆虫 作用 機 詩 に は 種々 の 要因 が 重 な 
り 合 つて 居り 或 作 用 は カイ ニン 酸 よ り は 強い が 或 作用 は 
弱く その 総合 的 効果 の 判断 を zx gzzo の 実験 で 行う こ 
と は 難し い が シ マミ ミズ 神経 筋 に 対す る 作用 の 強 さ は カ 
イニ = ニン 酸 より や > ゝ 謙 く 豚 遇 虫 頭 部 神経 筋 標本 の 実験 で は 
運動 麻痺 作用 を 呈し その 有効 最低 濃度 は カイ = ニン 酸 よ り 
や > ゝ 有 弱く 作用 の 様式 も 異 つ て 居る 。 U 字 管 で の 実験 で は 
海 人 草 エ キス の 様 な 運動 変化 を 示す が その 作用 の 発現 は 
早い 。 と の 顕 虫 の 組織 病理 学 的 観 窪 の 結果 で は カイ = ン 
酸 同 様 消化 管 上 皮 細 胞 の ミト ュ コンド リヤ の 酵素 に 変性 を 
起 し 鉄 イ オン を 遊離 し て 褐色 の 上 粒 を 認め る 。 ユ ハク 酸 
オキ シダ ー ゼ や 系 の 水素 伝搬 阻害 度 で は BCP. は Dithi- 
azanin より は 弱い が , カイ ニン 酸 や ワニ リン 酸 よ り は 
や ゝ 強い 。B.C.JP の モノ フエ チー ル エ ステ ル は と の 作用 
B.C.P. に 劣る 。 豚 釧 虫 筋 ホ モジ ネー ト の 酸素 摂取 阻害 
度 は カイ = ニン 酸 や 海 人 草 ェ キス と 比較 する と 何れ より も 
強い 。 新 様 に BC.P. に は 海 人 草 ェ キス 近似 の 作用 が 
ある が 溶解 度 に 難点 が あつ て 厩 2Zzo で は 一般に 強い 
作用 が 認め られ る に も か > ゝ わら ず 巡 9 ゆ の で は 増量 し て 


も 効力 は 良く な ら な い 。 B.C.P. の 化学 構造 と 駆虫 作用 
の 関係 を 検討 する た め に 4 又は 5 の 位置 の carboxyl 電 


を methylcarboxylate に 変え だ も の つい て 検討 する 

その 作用 は カイ = ニン 酸 の 作用 に 近づく 。 叉 2 の 位置 の 
isobuthyl. 基 を methyl 基 で 置換 する と て の 効力 は 騰 ま 
る 傾向 が ある 。 BLC.P_ の モノ フエ チー ル エ ステ ル は 水 に 
難 溶 で (B.C.P より も 更に 難 溶 ) B.C.P. より も る 効力 は 
僅か 弱い 様 な 感 が か する 。B.C.P_ の マウ ス 経口 投 上 時 の 
LDz。 は 約 Y00mg/kg で 毒性 は カイ = ニン 酸 よ り も 弱く 。 中 
毒 量 投与 時 の 後肢 の 運動 麻痺 は 特異 的 で ある 。 モ ル モ ッ 
ト 摘出 腸管 実験 , 家 兎 生体 実験 で は 酸性 で は その 運動 を 
元 進 す る が アル カリ 性 で は その 運動 を 抑制 する 。B.C.P. 
の 静脈 注射 で 家 兎 の 肝 , 腎臓 は 障害 を り , 血圧 は 一 過 
性 に 上 昇 , 心 運動 は 元 進 き せ られ る 。 B.C.P. が 吸収 き 礼 
る と 毒 作 用 を 現 わ す 事 は カイ = ニン 酸 の 場合 と ほ ゞ 同様 で 
ある が その 毒 作用 の 程度 は B CP の 方 が や ゝ 弱い 様 に 思 
われ る 。 

( 問 ) ( 阪 医 大 内 科 ) 岩 田 繁 雄 

駆虫 剤 が 筋 の 脱水 素 酵素 作用 の 阻害 が ある と か , 腸管 
上 皮 の ミト コン ドリ ア と の 障害 が ある と 云う 事 は わか り 
ます が (我々 も 今 総合 で 報告 し た 如く 釣 で 認め て お り 
きす ) と の 両 変化 の 関係 及び 殺 息 作用 に つい て どの ょ 2 
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に 考え て お られ ます か 。 

(等 ) 田 村 三郎 

カイ = ン 酸 関係 化合 物 の 駆虫 作用 並 に 薬理 に つい て ど 
の factor が 駆虫 作用 機 序 に 最も 大 きく 関与 し て 居る か 
と 云う 問題 に つ し "で 旧 識 信 導 簡 中 で は 貞 り ま す が , 
唯 念 申し 上 げ ま し た 事 は それ 等 の 作用 が 何等 か の 形 で 
駆虫 作用 に 関与 し て 居る だ ろう と 云 つ た 程度 で 一 つの 
factor と 成り 得る と 云う 事 で あり ます 。 腸管 の 上 皮 細 
胞 の ミト コン ドリ ヤ に お ける 変性 は 呼吸 の 抑制 と る 関連 
が あり ます が 最も 大 きい factor と 成り 得る か は 唯 今 の 
処 何 と も 申し 上 げ ら れ ま せん 。 


182. 鏡 検 用 探 便 具 の 考案 と 其 の 応用 佐野 健二 ( 呉 寄 
生 虫 研 ) : 人 K. SANO : On the method of collecting feces 


for the stool examination 


本 案 は 集団 検便 を 対照 に 考案 し た も の で あつ て 。 ポリ 
エチ 袋 , へ ら 。 輪ゴム , 紙袋 及び ロー ラー より な る 。 紙 
人 舌 に は 氏名 成績 欄 採 便 方 法 を 印刷 し て ある 。 採 便 と 鐘 
検 > へら, で 採 便 し その まま ポリ エチ 人 和 袋 に 入れ 口 を 輪 ゴ 
ム ご 封じ 紙袋 に 入れ る 。 鐘 検 時 ゴム を 除去 レ し ロー ラー で 
薄 層 に 伸 し 直接 鏡 検 する 。 便 質 に より カー ル し た 時 は フ 
イル ム が 策 伸 びる 程度 に 牽引 する と 平 に な る 。 視野 面積 
が 必要 で あれ ば 凸版 マス ク を 挿 擦 す れ ば 鮮明 に 廊 線 され 
2。 本 法 の 応用 : 従来 の 標本 を 作る 場合 は 窟 し て 大 便 
絞り 出し 塗 抹 す る 。 集 卵 注 : ゴマ ム を 除き 2 > 8cc の 溶 
液 を 加え 溶解 後 試験 管 に 流入 し 画 後 の 所 置 に 移る 。 培養 
法 ・1) 釣 虫 の 薄 層 培養 。 ロ ー ル され た 薄 層 の まま 培養 す 
る 。 卵細胞 の 発育 と 運動 の 始期 仔 昌 の 卵 門 運動 脱穀 及び 
脱皮 等 が 詳細 に 分 る 。32) ポ リエ チ 袋 に 0.5cc の 水 を 入れ 
採 便 し た , へ ら , を 其 の 筐 或いは 逆 に 浸し て お く と 鋼 
化 幼虫 は 水中 に 移行 する 。 低 部 に 水 を 溜め ろ 為 少量 の 空 
気 を 残存 し 口 を 封じ て お く 。 効 束 は 袋 の 上 か ら よ く 見 え 
る 。 昭 虫 卵 は 三 週間 位 で 解 化す る が 運動 は 実に 緩慢 で あ 
る 。 従来 と の 比較 : 従来 の 藩 抹 の 何 倍 か を 鏡 検 する の で 
検出 素 は 高い 。 釣 虫 は 培 養 状態 を 見 る の で 発見 し 易い 。 
欠点 と し て 融 虫 不 受精 卵 及 び 鞭 虫 卵 の 一 部 が ロー ラー で 
生々 膨張 する が 原形 は 保つ て いる 。 本 法 に よる 録 察 : 1) 
絹 小 条 虫 卵 の 蛋白 膜 を 人 工 的 に 破砕 し た も の 又 自 然 卵 の 
一 部 に 球 子 が アメ ー バ 様 運動 を 起 し 釣 は 各個 に 活 湊 な ボ 
ー フ ラ 様 運動 を 起す , 叉 核 膜 を 脱出 する 球 子 が あつ て 釣 
は 透 動 する か の 様 に も 笑 出 し て 前 進 す る 。 約 半年 後 乾 
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燥 し た 標本 に 水 を 与え る と 殆 ん ど 総 て の 釣 及 び 球 子 が 運 
動 を 起す 。2) 東洋 毛 幼 束 が 規則 的 な テモ セン 形 を 形成 す 
る 。 釣 虫 の 如く 水中 に 浮遊 し た い の も と れ 等 に 起因 する 
の で は な いか と 思う 。 本 法 の 特長 : 悪臭 乾燥 を 防ぎ , 軽 
古 と 小 容積 は 栓 送 に 便利 あり 。 ロール 即 林木 た た る の 
で 衛生 的 で ある 。 暁 息 卵 採卵 紙 : 征 形 の ポリ エチ 災 は セ 
ロ ハ ン の 一 端 を 円 形 に 切り 抜き 二 折 し て セロ テー プ を 央 
る 。 用 時 開い て 採卵 し 元 の 様 に 折り 直接 鏡 検 する 。 縦 折 
すれ ば 半 円 形 の 鏡 検 で すむ 。 緑色 は 目 の 保護 と セロ テー 
プ の 所 在 を 標示 する 。 


183. 有 釣 , 無 釣 条 虫 及び 広 節 裂 頭 条 虫 の 人 体内 生存 期 
限 並 に 其 の 発育 と 感 薬 頻 度 に 就 て 浅田 順一 ・ 越 智香 一 * 
梶 房子 ・ 宮 地 和 敬介 ・ 三 島 章 ・ 山中 浪速 (日 寄 研 ) : 

ASADA, G. OCHIL, HH KAZI。 氏 . MIYACHIL T。. 

MISHIMA, る N. YAMANAKA : Infective frequency 

development and length of exsistence in human body 

of 7gezzZ sz 7 の 6 が 7 の 77ZyXC/6S Sg726 の が eS and :- 

み の /y770 の og7 が 7 7272426 


著者 等 は 襲 に 有 釣 条 虫 11 例 。 無 釣 条 虫 44 例 の 人 体感 染 
例 を 体験 し 。 其 の 概要 は 東京 医事 新 誌 第 73 巻 , 第 8 号 に 
挿 見 を 述べ た と と ろ で ある 。 然るに , 其 の 後 無 釣 条 虫 80 
例 。 有 釣 条 虫 7 例 及 , 放せ 介 は 電 馬 し 得 
た の で 凛 に 要旨 を 告 せ ん と する 次 第 で ある 。 1) 有 
釣 条 虫 7 例 に お け 修 別 関 係 は . 男 6 名 女 1 名 で ある 。 
人 体内 生存 期限 は , 最短 2 年 6 ヶ月, 最長 14 年 10 ヶ 月 で 
あつ た 。2) 本 条 虫 の 寄生 虫 体 数 は , 第 2 例 は 2 条 で あ 
つた が , 他 は 何れ も 各 1 条 で あつ た 。 虫 体 の 長 さ は , 概 
ね 170~ 276cm を 算 し た が , 最長 は 686en に 和 遠 する 
も の を 認め た 。3) 無 釣 条 点 30 例 に お ける 性 別 関係 は , 
男 24 名 女 6 名 で あつ た 。3) 本 条 虫 の 人 体内 推定 性 存 期 
限 は 最短 6 ヶ月 男 1 名 , 1 年 以上 4 年 まで の も の 138 名 中 
男 9 名, 女 4 名 。 4 年 以上 8 年 千 の も の 11 名 中 , 男 9 
名 , 女 2 名 , 15 年 より 18 年 迄 の も の 男 2 名 , 18 年 以上 20 
年 廷 の 者 男 1 名 。 80 年 以上 の 者 男 2 名 で あつ た 。 最長 年 
限 は 31 年 1 ヶ月 で あつ た 。5) 寄生 忠 体 数 は , 30 例 中 第 
18 例 は 2 条 の 寄生 を 認め た が , 他 は 何れ も 1 条 で あつ 
た 。6) 虫 体 の 長 さ , 最短 510cm, 最長 1420em で あつ 
た 。7) 無 釣 条 虫 と 他 種 寄生 虫 と の 共 棲 寄生 は , 吸虫 類 
4 例 を 認め た ( 18.80%%)。 高橋 吸虫 3 例 ( 6.7 多 ) 横 
川 骨 昌 及 有害 異形 胡 虫 各 1 例 ( 3.322) で 線 東 類 の 寄生 
は 皆無 ご あつ た 。8) 無 釣 条 虫 不 完全 駆虫 $ 例 に つき 。 
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再生 発育 試験 を 行い , 英 便 中 に 虫 卵 を 認め る 迄 の 期間 は 
59 一 68 日 目 , 又 体 節 の 排出 を 認め る 迄 の 期間 は , 63 一 66 
日 を 要 し た 。9) 広島 県 下 在住 者 に し て , 本 条 虫 流行 地 
の 旅行 先 こ て 鯉 の 刺 身 を 食し 感染 を 受け た と 思わ れる 広 
節 裂 頭 条 虫 保有 者 5 名 を 証明 し た 。 

( 加 ) ( 素 医 大 ) 長 野 寛治 

只今 80 年 以上 の 寿命 が 経験 され た と の と と で あり ます 
が 私 も 先 年 20 年 以上 の 例 を 経験 し まし た 。 と ゝ に 注目 す 
べき は 永年 特記 すべ き 症 状 は な か つた が 虚弱 で あつ た が 
駆虫 後 閉 し く 健康 に こなつ た と 云う と こと で あり ます 。 

( 問 ) ( 岐 医 大 病理 ) 江 口 季 雄 
有 釣 条 虫 の 内 地 感 染 は 少 い が 私 も 戦後 山口 で 見 た 2 例 
は 確実 に 内 地 感 染 で あり ます 。 有 釣 条 虫 と 無 釣 条 虫 の 鑑 
ヤー アツ ニーeroWiCoeP 和 の Ne 
く あ る と と を 多く の 教科 書 に 指摘 し て いる が , 私 の 見 た 
例 は 1 例 と Y 一 8 個 つ づい て あり , AI 
えて いき す 。 貴 下 の 経 験 例 の 正体 で は 如何 で し た か 。 永 
年 有 釣 条 虫 寄生 し て いた 例 で , 有 釣 持 虫 の 寄生 は あり ま 
さん で し た か 。 人 体 裏 虫 症 の 感染 に つい て , 条 虫 寄生 者 
で 片 飾 の 胃 内 逆流 , 或 は 卵 摂取 の 外 に , 私 は 豚肉 内 に 移 
行 し た 六 釣 幼虫 を 肉 と 共に 生食 し て 感染 を 来る こと が あぁ 
ろう と 考え て いま す 。 広 節 殖 頭 条 虫 効 虫 の 魚 寄 生 率 は 北 
海道 , 北陸 産 の る ゃ の に 高く , 大 平 洋 岸 (木曽 川 等 ) 産 の 
も の で は 低い の で , 貴 下 の 報告 も 恐らく 北陸 , 北海 道産 
み ら の 感染 と の 相 定 に は 同意 見 で す 。 

( 箸 ) 浅 田 順 一 
wrt で ea と 関す る 従 
来 の 説 は 分 類 学 上 の 特徴 と は な ら な いと の 御 意 見 は 全く 
科 も る 作 鋭 の 注 り て ああ まや た | 昌光 で 芝 
致し まし た 有 釣 条 良 18 名 に は 人 体 要 虫 定 は 全然 認め られ 


まっ よ に 
に ただ で さじ た 。 


184. Dichlerphen tablets 経口 投与 に 依る 瓜 実 条 虫 
の 駆虫 効果 大 越 伸 ・ 北 野 訓 敏 ・ 友 田 勇 ・ 薄 井 万 平 ・ 高 
塩 満男 (東大 獣医 ) : SOKOSHI, N. KI-TANO, 1. TO- 
MODA, M. USUI & M. TAKASHIO : Effect of anth- 
elmintic。 Dichlorophen tablets by oral administration 
on the canine tapeworm, の y/7742 CZ7272772 
e 

Dichlorphen Tablets の 経口 投与 に 依る 瓜 実 条 虫 の 駆 
東 試 験 を 試験 し た 。JDichlorophen は 英国 , May and Ba- 
ker 社 で 成 作 され た も の で , 化学 名 を 2 : 27-dihydroxyl- 
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dichlorophenyl-5:5"-dichlorophenyl methan と 称し , phe- 
nol 臭 を 有する 水 に 医 落 性 の et 結晶 で Tablet は 一 錠 
中 0.5g を 含有 し た も の で ある 。 実験 方 法 と し て は 1 ) 
供 計 大 8 頭 の 性 就 験 。 2 ) 自然 感染 大 12 頭 の 剖検 を 人 
つた 駆虫 試験 。 3 ) 15 頭 の 自然 感染 犬 に 対す る 治療 試験 
の 三 実験 を 行 つ た 結果 次 の 様 な 結果 が 得 ら れ た 。 1 ) 瓜 
実 条 虫 に 対し て は 駆 虫 効果 を 有 し , 本 薬品 の 有効 量 は 約 
500 mgjkg で ある 。 2 ) 本 薬品 は 投薬 前 の 絶食 及び 後 
下剤 を 必要 と し な い 。 $ ) 本 薬品 の 駆虫 効果 は 投 楽 後 
翌日 か ら 体 節 片 の 自然 排出 が 停止 する が , 腸 内 に お ける 
瓜 実 条 虫 の 体 節 片 は 殆ど 崩壊 を うけ, 従 つて 駆虫 に 成功 
し た 場合 に お いて も , 体 節 片 の 排出 を 認め 難い 場合 も あ 
る 。 4) 本 薬品 の 示 必 試験 と し て 2.000 mgkg を 授 
Tyr 過 性 の 下剤 を 認め た 他 副 作 
用 を 伴わ な か つた 。 婦 治療 試験 に お いて は 15 例 中 に 軽度 
の 収 吐 1 例 を 認め た の る で あつ た 。 従 つて 病 犬 , 幼 弱 犬 
MMW を し て も か 5 ) 犬 顕 虫 に 対し て 

は 多少 の 駆虫 効果 が あつ た が 犬 釣 虫 , 犬 攻 眼 に 対し て は 
く 効果 が な か つた 。 


時 


185. 礼 六 島 に お いて 多 房 性 エエ ヒノ コッ クス 中 間 宿 主 と 
目 さ れる 野 単 の 検索 成績 市 川 公 穂 ( 道 立 衛 研 ) : 氏 

ICHIKAWA : Surveys of the field voles regarded as 
the intermediate host of 万 cc の CCZS 2727270cz/Z72S on 
Rebun Island。Hokkaido 


1953 年 , 礼文 島 出 身 加 者 時 より 「 頭 節 を 具 え た 繁殖 胞 
形成 像 ] を 証し 該 疾 患 は 正しく Echinococcuns で ある と 
と を 確認 し , 続い て 同島 の 猫 よ り 成虫 を 証し た と と は ほ 既 
に 報じ た 処 で ある (安保 , 市 川 : 昌 寄 誌 2, 3 巻 : 日 病 誌 
42, 48 巻 )。 更 に 同島 患者 分 布 , esa 血清 診断 等 
WO 千 の 知見 を 得 て 来 て いる 。 然 し , 中 間 宿 主 の 

は 1951 年 以降 数 次 の 調査 に 不 拘 (CRattus 属 868 そ の 他 ) 
遂に 決定 を みな いで いる 。 本 つて , ベー リン グ 海域 普 
びに 欧洲 に お いて は Rausch, Schiller. Thomas, Vogel 
等 (1951 て 1956) は 従来 の 戸 gzgzz/pszs の 他 に 
2 が 7ocz/Z7 が s の 存在 を 確証 し , 其 の 中間 宿 主 と し て 
Clethrionomys 属 , Microtus 属 等 の 野洲 と その 他 の 挿 歯 
類 を 挙げ た 。 此処 % MA 
る に 至 つ た の で ある が , 我々 は 昨年 9 月 初め て 野 濃 63 匹 
(CZ zocg の zes 7 が oygioe 60 匹 その 他 ) を 得 て 之 と つ 
き 検 す る と と が 出来 た の で ある 。 そ の 結果 は 1 ) 全 例 と 
お いて 体腔 に 小 衰 包 形成 を みた も の は な か つた が , 2) 
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が ンー 
mm 径 に 達する 椿 円 体 の 小 朗 包 で あつ て Cuticle を 被 
り 。 其 の 内 層 は 0.8mm に 及ぶ 厚い 価 肉 層 で あり 一 定 の 
構造 を 鶴 わ せ , 又 , 2 例 ま で は 明瞭 に 1 個 の 頭 節 を 形成 
し て いた 。 即ち , True bladder worm の Taenias 型 の 
も の で ある 。 最 後 の 1 例 は 肝 の 表面 下 に 埋もれ て 存 し , 
長径 0.8mm の 屈曲 甚 し い 小 裏 包 で あつ て , 周囲 か ら 若 
千 遊 離し て 存 し , その 壁 は Cuticle 層 を 含め て 甚 々 非 薄 
る 。 僅 に 体 肉 層 を 認め る 部 分 も 上 記 8 例 に 比 し 細 串 
粒状 で 何等 の 構造 を 認め 得 な い 。 駐 , 第 殖 胞 乃 至 頭 節 の 
形成 を 認め ず , 属 の 決定 は 不能 で ある 。 然 し 上 述 3 例 の 
Ceid と 外形 並び に 体 肉 層 を 対比 する と 直 に 同一 物 
と 二 S 難い 1 例 で あつ た 。 一 応 , multiceps 属 を 除外 
る 時 , Ech. 属 を 疑い 得る 例 と 考え た の で ある 。 4) 
肝 に お いて は 之 等 の 他 , 膜 瘍 形成 1 例 . CgZz//Zzzg /e- 
ヵ zZzg 寄生 2 例 , 結節 様 の 細胞 浸潤 巣 を 有する も の 18 
例 を みた 。 5) 肺 に お いて は 胞 隔 炎 様 の 所 見 を 示す も の 
1 例 の 他 。 上 記 類 似 の 細胞 浸潤 巣 を 1 例 に みた 。 6) 之 
等 肝 肺 の 細胞 浸潤 巣 は 小 円 形 細胞 を 主体 と し , 之 に 線維 
幼 並び に 若干 の 好 中 球 好 酸 球 を 混 じ て を り 。 中 に は 結 
核 結節 様 の も る の も 存する 。 之 等 は Ech. 感染 と 若干 の 関 
連 が 想像 され る 。 Y) な お , 之 等 細胞 浸潤 巣 を 有する 野 
少 の 島内 分 布 は 偶々 該 疾 患者 発生 分 布 と 一 致し た 。 
( 加 ) (所 大 獣医 ) 山 下 次 郎 
講演 者 は 今回 の 報告 で は 包 虫 寄生 を 確認 され て いな い 
が , 今後 の 検索 に よ つ て 野 削 の 包 息 寄生 の 確証 を 得 ら れ 
る と と を 期待 し , 我々 も 協力 の 上 替 力 致し 度 い 。 


186. マン ソン 和 裂 頭 条 虫 に 関す る 研究 (4) Plerocerceid 
の 生体 外 飼育 に 就 て 高 椅 剛 男 ( 昭 医 大 生物 ) : . TA- 
KAHASHI : Studies on の ヵ /y/7o の 5o7772422 2 の 7S の 2 (4) 


Survival of Plerocercoid zz 97 の 


実験 的 に マウ ス に 感染 せしめ て 得 た 由 含 80 て 40 日 の 
Piercercoid を 使用 し , 試験 管 又 は カー レル 閣 , 各種 飼育 
液 , 又は それ ら に 寒天 を 加え た も の を 使用 し た 。 由 体 は 
滅菌 生食 液 で 8 回 。 それ に 5,000 ucc の ペニシリン を 加 
えた 液 で 2 回 洗 敬 し て 飼育 開始 し た 。 寒 天 は 虫 体 の 鋼 察 
に 有利 で あり , 皮下 織 と 同様 な 欄 境 に する 目的 で 使用 し 

こ 。 観察 は Plerocercoid 特有 の 変形 伸縮 運動 を 指標 と し * 
運動 微弱 な 場合 は 加 温 し , 不動 の 場合 は 死 と 判定 し た 
ペニシリン 沙 液 中 の 7 日 後に お ける 結果 は 5,000 u/cc 群 


437 


が 由 体 を 完全 に 保ち , 10,000 u/cc 及び 50u/cc 群 は 何れ ・~ 
も 下 体 一 部 賑 は の 結果 を 得 た 。 生 理 的 塩類 沙 深 で 
は Locke Tyrode Ringer 食塩 水 を 使用 し , 何 れる 大 開 な 
PP 0.9 多 食塩 水 を 使用 し た 。 寒天 
1 多 が 最も 良く , 生食 寒天 ( 0.922 生 食 液 十 1 寒天 ) 
0om か We 
は , 宿主 が 両 棲 類 か ら 員 乳 類 に 理 る の で 0 "CO か ら @7YO の 
箇 囲 で 観察 し た 結果 , 20'C が 最も 良く 最長 81 日 を 示し 
た 。 双 温度 上 昇 と 共に 頭 部 と 体 部 の 離 断 が みみ られ る が , 
と れ と 生存 日 数 は , 特に 関係 が 見 られ な か つた 。 人 血清 
犬 血清 , 血 茜 , 脱 織 血 , glucopolytamin( 以 下 gp. と 略す ょ 
の 各 濃 度 に お ける 生存 日 数 は 25 人 血清 40 日 , 5 多 脱 織 
血 37 日 , 2522gp. 50 日 を 示し 夫々 犬 に 経口 授与 し た 結果 。. 
感染 成立 し た 。 生 食 寒天 に 血清 , 脱 織 血 , 肉汁 肝 社 , 
gp. を 加え た も の で は , 肉汁 , 肝 汁 は 生存 日 数 短く 良好 の 
環境 と は いえ な い 。 で その 他 は 寒天 を 加え な い 場 合 と 略 同 
様 で あつ た 。 次 に gp. 寒天 の 各 濃 度 に お ける 虫 体 の 生存 - 
日 数 は , 20 多 群 が 最 大 80 日 を 示し , アン プル に と 封入 し た 
場合 は 濃度 の 低い 方 が 生存 日 数 長 か つ た 。 以 上 の 結果 か 
ら 25 多 血清 , 25 gp. 25 多 血清 寒天 , 20% gp. 寒天 
が 良 結果 を 示し た の で , 客 温 度 別に 検討 し た 結果 10 で * 
血清 が 最大 65 日 の 生存 を 示し , 血清 群 と -gp. 群 で は , 
何れ の 温度 に お いて も 前 者 が 良好 な 成績 を 示 し た 。 と れ 
ら を 対照 の 食塩 水 群 に 革 べ る と 最長 日 数 に お いて 約 1.1 
ーー 3.7 倍 の 生存 日 数 を 示し た 。 又 虫 体 の 状態 は 飼育 開始 : 
時 と 変り な いも の (A), 一 部 膨潤 又は 崩壊 する も の (B ),. 
頭 部 の 離 断 する も の (C), が み ら れ , 高温 度 域 は AーO 
低温 度 域 は AB, と 云う 傾向 を 示し た が , と の と と と 
生存 日 数 と は 関係 が みち られ な い 。 虫 体内 glycogen 量 は 
飼育 日 数 の 経過 と 共に 低下 し , 4 週 修 に は 初期 量 の 約 り 。 
ー*/』 に 低下 し た 。 組織 化学 的 に も glycogen の 消失 が み 
られ た 。 
( 問 ) ( 岐 医大 病理 ) 江 口 季 雄 
マン ソン 条 虫 プレ ロケ ルコ イド は 飼育 メデ ウム 内 で は 
尾部 か ら 浸 軟 し て ゆく ーー 液 杉 の メチ ウム と 寒 
天 加 の 如き 場合 と の 間 に 導 閥 が あ あり ます か 。 プ レロ ケル コ 
イド 体内 に は 組織 的 に 見 ・ 多量 の glycogen が あり ます 
が , 飼育 液 中 で の G の 蔵 少 は , 尾部 浸 吉 の も の と , そう 
で な いも の と の 間 に 差 が な ありま し ょ うか 。@ の 存在 組 


織 で 又 Labiles G と , Stabiles G と の 差 が あり まし ょ 2 う 
か 。 
( 箸 ) 高 橋 剛 男 
液状 メデ ウム と 寒天 メ ヂ ウム で は , 虫 体 の 状態 差 が - 


( 125 ) 
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あり ませ ん 。 Glycogen は 頭 部 近く の 切片 で 検索 いた し 


まし た と と ろ で は 差 を 認め ませ ん 。 

( 間 ) ( 後 研 寄生 虫 ) 森 下 薫 
40 日 も 正常 な 状態 ご 生き て いる 場合 虫 体 の 成長 は あり 
ます か 。 形態 的 の 変化 は な く と も 体長 体 巾 が 大 に な る と 
云う よう な と と は あり ます か 。 

( 竹 ) 高 橋 剛 男 
感染 能力 を 保持 する だ け で 成長 は 見 られ ませ ん 。 


187. 有 輪 条 虫 Onchosphere の 人 工 能 化 に つい て 沢 
田 勇 (奈良 学芸 生物 ) :L SAWADA : On the activation 
of the onchospheres of the fowl tapeworm, 7gz/e7g 
< の 3S7zZz7zs 


有 輪 条 虫 の 新鮮 な 離脱 片 節 1 片 を 種々 の 塩類 溶液 又は 
消化 液 2. 8 滴 を お と し た スラ イド グラ テラス の 上 に お き , カ 
バー グラ テス を か け て 上 か ら 軽 い 圧 を 加え , 片 節 内 の on- 
chosphere を 片 節 か ら お し 出す と 同時 に 溶 液 の 蒸発 を 防 
ぐ た だめ に だ に カ バーグ ラス の 周囲 に ワ ゼ リン を 必 ぬ つ て oncho 
sphere の 卵 膜 か ら の 脱出 (activation) 状態 を 顕微 鏡 を 使 
用 し て 調査 し た 。10 分 以内 に onchosphere の 完全 脱出 が 
お きた の は KCI NaHCO。, NaCl。 NazSO,。 MgCl。 KN 
〇 , CaCl, FaH。PO。 の 落 液 で あり , 不 完全 脱出 Cembr- 
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yophore を 破 つ た の み で 卵 膜 か ら 脱出 の 出来 な か つた も 
の ) 又は 釣 の みみ の ゆる や か な 運動 が お きた の は KSO。 
MgSO,. KCO。,。 NaNO』,。 NazHPO。 な どの 沙 液 に つけ 
た 場合 , 又 脱 出 は 勿論 釣 の 運動 すら お と こら な か つた の は 
NazCO。, MgCO,, CaCO』。 NaPO, CH。COONa, HPO, 
な どの 溶液 並び に 0.8 多 pepsin solution、0.1 め , 0.2 
多 , 0.38 多 trypsin solution, 0.5% pancreatin solution, 
0.1 欠 , 
tion,0.3 2 trypsin と 0.522 cholic acid の 等 量 混合 溶 
液 な ど で あ つた 。 完全 脱出 が お きた 8 種 の 塩類 溶液 こつ 
いて , 夫々 濃度 (M) を 変え て その 中 に お ける 脱出 素 を 
調査 し た 結果 , 溶液 の 種類 に よ つ て 最高 の 脱出 事 の み ら 
れる 最適 濃度 が ある こと が 判明 し た 。 と れ ら の 最適 濃度 
み ら 浴 透 圧 を 計算 し , 8 種 の 浴 流 の 浴 透 圧 を 比較 する と 。 
夫々 異 つ た 値 を 示し て いる の で onchosphere の 脱出 に 対 
レ し て 秒 稀 圧 の 影響 と いう と と より むし ろ 夫 々 の 者 類 溶液 
の 有する イオ ン の 特異 性 が 大 き な 働 き を 与え て いる と 考 
えた 方 が 受 当 で ある 。 か > ゝ る 点 か らし て , 今後 更に 多く 
の 異 つ た 佑 類 藩 液 に つい て onchosphere の 脱出 の 状態 
を 調査 し な けれ ば 明瞭 な 結語 を 出す と と は 不可 能 で ある 
が , 本 実験 結果 の みか みか ら すれ ば , 有 輪 条 取 の onchosph- 
ere の 脱出 の 誘 発 に つい て は CI イオ ン が 可 な り 重 要 な 役 
割 を 演じ て いる と と が 明らか に な つた 。 


0.522 cholic acid solution。0.3 多 jipase solu- 
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〇 第 18 回 日 本 寄生 虫 学会 東日本 訪 部 大 会 ( 於 新潟 大 学 


昭和 33 年 ) の 大 会 記事 (B 5 版 41 買 ) の 残部 が 少々 あり 
ます の で , 御 希望 の 方 は 編集 係 ま で 御 申込 有 み 下 さい . 
料金 は 送料 を 含め まし て 100 円 で す . 
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香川 県 三豊 郡 高 瀬 町 上 勝間 
広島 県 三原 市 木原 町 1529 
東 病 研究 所 


北海 道 大 学 医 


日 本 寄生 


京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 
学 医 動物 学 教室 


東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 地 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 


新潟 市 沼 垂 西 横 町 886 

大 阪 府 堺 市 宿院 町 東 1 の 29 

千葉 市 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 
室 何 南 分 室 


鹿児島 市 鹿児島 大 学 農学 部 
鹿児島 市 山下 町 鹿児島 大 学 医学 部 衛 
生 学 教室 


熊本 県 球磨 郡 球磨 村 


広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 
虫 病 研究 所 


大 阪 府 衛生 部 予防 課 


名 . 導 


浅見 敬三 
浅 沼 凡 
浅利 臣 
栗 屋 チェ 


凍 昭三 


馬場 敏 臣 
馬場 弘志 
板東 夫 夫 


帖 佐 博 


醍醐 幅 二 
第 一 楽 品 工業 
株 式 会 社 
大 日 本 製 楽 
株 式 会 祉 


大 日 本 製 楽 
抱 . 了 . 研究 部 


土肥 幸枝 
堂本 一 朗 


江 ロ 博 三 
江 ロ 季 雄 
愛媛 県 寄生 申 
予防 協会 
遠藤 p 衛 
遠藤 和 
江 長 栄一 


藤林 緊 
訂 原 満室 子 
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東京 都 新 宿 区 信濃 町 慶応 義 藝 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 


東京 都 新 宿 区 大 久保 百人 町 誤 源 化学 
研究 所 動物 学部 


基隆 更 新潟 大 学 医学 部 医 動 物 学 


東京 都 新宿 区 市 ヶ 谷 河田 町 東京 女子 
医科 大 学 寄生 虫 学 教室 


金沢 市 浅野 本 町 城北 診療 所 


前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
鹿児島 市 清水 町 166 
東京 都 女 京 区 本 郷 順天堂 大 学 医学 部 
薬理 学 教室 


C 
東京 都 大 田 区 田園 調布 1 の 1279 


D 
豊中 市 千 ヶ 池 大 阪 大 学 医学 部 薬学 科 
富山 市 下 身 井 1 


大 阪 市 東 局 区 内 道修 町 3 の 25 

大 阪 市 福島 区 海老 志 上 2 の 1 

広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 曳 
病 研究 所 

大 阪 府 南河内 郡 河 南町 弘 川 


鳥取 市 吉 方 鳥取 大 洪 学部 獣医 学科 
岐阜 市 北野 町 岐阜 県 立 医科 大 学 病理 
学 教室 


た Ua 


新潟 県 小千谷 市 本 町 魚沼 病院 内 
高槻 市 大 阪 医 科大 学内 科学 教室 
長崎 市 興善 町 長崎 大 学 風土 病 研究 所 
臨床 部 


更 
ュー ek 鹿児島 大 学 医学 部 第 


新潟 市 旭 町 1 新潟 大 学 医学 部 医 動物 
学 教室 











藤原 元 典 





藤井 正男 


藤 井 満 
藤本 滋 


藤 波 浩 
藤沢 俊雄 


藤田 敏子 
藤田 潮 吉 
藤 田 三 
藤 陵 至 功 
福田 武夫 
福田 正道 
福原 文明 
福井 正信 
福井 忠孝 


福井 至 夫 
福井 利 人 


福 豆 多重 光 


福本 圭 士 
福島 英雄 


福島 淳 仔 
福島 県 立 医 大 
附 風 図書 館 
吉山 利雄 
古 野 治 


古沢 元 之 助 
伏見 純一 


二 槽 宣 


則 息 県立 大 学 
医 学 部 








京都 市 左京 区 近衛 通 京都 大 学 医学 部 
衛生 学 教室 


トル に ーー 本 2 合 町 3 丁目 住宅 
会 アパ バー ト 3 
京都 市 左京 区 下鴨 西 半 木 町 西部 60 


熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 
生 上 昌 病 学 教室 


山形 県 酒田 市 酒田 病院 


ー ャ ao 国立 横浜 病 


東京 都 千 代田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 
第 1 医院 内 科 


都 下北 多摩 郡 小平 町 農林 省 家 畜 衛 生 
試験 場 


東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 


東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 


熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 
生 虫 病 学 教室 


大 阪 市 阿倍 野 区 旭 町 大 阪 市 立 大 学 医 
学部 医 動物 学 教室 


東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医 
学部 寄生 昌 学 教室 


東京 都 浴 区 芝 和 白金 台 町 東京 大 学 伝染 
病 研究 所 寄生 虫 研究 部 


徳島 市 蔵本 町 徳島 大 学 医学 部 公衆 衛 
生 学 教室 


横浜 市 金沢 区 六浦 横浜 市 立 大 学 
ーー 福岡 学芸 大 学生 物 学 孝 
大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 束 原虫 学部 

大 阪 市 住吉 区 中 加賀 屋 町 南大 阪 病 院 
ーー 鹿児島 大 学 医学 部 第 


大 阪 市 阿部 野 区 旭 町 大 阪 市 立 大 学 医 
学部 医 動物 学 教室 


福島 市 杉 妻 町 21 
山口 県 徳山 市 徳山 保健 所 
トー ea 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 


福岡 市 馬 出 御所 の 内 町 630 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 東 原虫 学部 


東京 都 渋谷 区 宇田 川町 51 


G 


岐阜 市 北野 町 1 


権 際 高 春 
後藤 寿 作 


後藤 千代 


群 馬 大 学 
医学 部 図書 館 
群馬 県 学校 
保 健 会 


用 田野 浪 子 
南風原 助 泰 


浜田 康治 
浜田 義雄 
浜本 知 三 
必 田 野 邦 和 
畠田 吉 切 
波多 野 精 美 
半沢 久 次 度 
原 淳 
前 証 


原 軍 記 
原田 文男 


原 田 隆 
原田 義道 


原 田 豊 
春田 孝 正 


橋 ロ 俊 過 
橋 野 源義 
長谷 川 恩 


長谷 川 幅 治 
橋 本 粗 


林 直 敬 
林 滋 生 


林 短 行 





(寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 3 号 





大 阪 府 三 島 郡 島本 町 東大 寺 
名 古屋 市 中 村 区 ニッ 橋 町 4 の 4 公衆 
保健 協会 


東京 都 渋谷 区 原宿 3 の 289 
前 橋 市 岩神 町 280 


前 橋 市 群馬 県 庁 教 育 委員 会 事務 局内 


昌 


岐阜 県 授 要 郡 谷 流 村 深坂 
大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 


er re 鹿児島 大 学 医学 部 第 


大 阪 市 東淀川 区 十 三 西 の 町 武田 薬品 
工業 K.K. 醸 酵 研究 所 


高槻 市 大 阪 医科 大 学 病理 学 教室 
大 分 市 西新 町 250 大 分 県 立 病院 
新潟 県 新発田 市 寺町 畠田 病院 

愛 媛 県 松山 市 一 番 町 15 

東京 都 世田谷 区 玉川 等 等 力 町 3 の 16 
習志野 市 藤崎 順天堂 大 学生 物 学 教室 
東京 都 千代 田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 
第 一 内 科 


山口 県 徳山 市 浦 石 2131 徳山 中 央 病院 


横浜 市 南 区 中 村 町 神奈 川 県 衛生 研究 
所 


兵庫 県 出石 郡 出 石町 材木 46 
岡 病 院 出石 分 院 


米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 第 二 内 科 
学 教室 


公立 豊 


千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
本 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 


鹿児島 市 山下 町 鹿児島 大 学 医学 部 病 
理学 教室 

ーー 鹿島 大 学 医学 部 第 二 
etccor ち Pa 道 立 衛生 研究 
月 


神戸 市 江 区 畑 原 町 通 3 の 22 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


東京 都 港 区 芝 愛 岩 町 東京 素 恵 会 医科 
すく 科 


開所 寄生 所 部 


熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 
生 虫 病 学 教室 


東京 大 学 伝染 
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林田 正典 
科 田 窟 太 度 


桶 渡 吉 治 
東 出 弘 
日 野 和徳 
日 野 眞 申 
下 林 明 


下島 信子 
下野 宏 
キ 野 多聞 
下野 長春 
年 川 範 


川 光昭 
年 岡 輝明 


弘前 大 学 本 部 


弘前 大 学 医学 
部 村 外 科 教 室 


広島 県 立 医大 
附 風 図書 館 


兵藤 光 美 
北条 昌 中 


北海 道 大 学 医 
学部 附属 病院 
中 央 図書 室 


本 田 信義 


本 間 誠 
堀 栄 太 了 


堀 克 重 
堀 ロ 武 二 訪 


堀本 豊信 
堀 見 利 昌 


堀 家 守 産 
保阪 幸男 


星 直 利 
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熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 
生 虫 病 学 教室 


久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 病理 
学 教室 


鹿児島 市 西田 町 154 

堺 市 大 仙 町 大 阪 府 立 大 学 農 学部 
東京 都 大 田 区 田園 調布 3 の 149 
香川 県 観音 寺 市 析 田 町 内 1532 


東京 都 洪 区 芝 白 金 三 光 町 北里 研究 所 
寄生 虫 室 22 号 


埼玉 県 大 里 郡 江南 村 小原 療養 所 


久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 公衆 
衛生 学 教室 


新潟 県 新潟 県 衛生 部 予防 課 
山梨 県 甲府 市 敷島 町 
が 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 


ーー 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 
福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 歯科 口腔 
外科 学 教室 


弘前 市 相良 町 2 

弘前 市 相良 町 2 

呉 市 了 向 賀 町 

熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 


生 虫 病 学 教室 
Fo 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 


北海 道 札 幌 市 北 14 条 西 5 丁目 
ーー 日 本 医科 大 学 


山形 県 酒田 市 下 中 町 57 
鹿児島 市 山下 町 鹿児島 大 学 医学 部 第 
二 病 理学 教室 


金沢 市 仙台 町 金沢 大 学 理学 部 生物 学 
教室 


東京 都 千代 田 区 神田 錦町 1 の 6⑥。 日 本 
基 箇 教団 診療 所 


大 阪 市 東住吉 区 平野 本 町 2 の 18 


東京 都 武蔵 野市 境 日 本 獣医 畜産 大 学 
寄生 虫 学 教室 


香川 県 丸亀 市 入 番 町 28 の 2 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


東京 都 板橋 区 板橋 町 9 の 1817 東京 都 
寄生 虫 病 診療 所 





保科 利 一 
細川 修治 


伊吹 正 化学 
工業 株 式 会 社 


ー 井 昭 五 
一 瀬 永吉 


市 岡 朝 甘 
市 岡 四 表 
市 川 公 穂 
井戸 一 陸 
出射 三 了 
医学 中 央 雑誌 
五十嵐 和子 
伏 田 正雄 


坂 島 利彦 
人 骸 島 政治 


骸 野 治彦 
仮 野 洗 明 


伊 従 茂 
伊集院 武 文 
池田 稔 正 
池 田 正 
池 田 博 
池内 まき 子 
池 沢 導 
生沢 万 寿夫 
今井 田 二 三 

今 村 興 
稲 垣 元 博 
租 垣 清二 郎 


条 垣 光 己 
箱 神 寿 志 
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東京 都 港 区 芝 海 岸 通り 東京 水産 大 学 
増殖 学科 


山口 県 宇部 市 山口 県 立 医 科大 学 病理 
学 教室 


滋賀 県 愛知 川町 愛知 川 
東京 都 品川 区 平塚 6 丁目 昭和 医科 大 
学 医 動物 学 教室 


エー イキ オーーo 慶応 義塾 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教 


ao 帯広 害 産 大 学 
高槻 市 大 阪 医科 大 学 岩田 内 科 
札幌 市 南 11 条 西 16 丁目 

岡山 県 津山 市 山下 101 井戸 病院 内 
大 阪 市 東住吉 区 田辺 東 之 町 7 の 29 
東京 都 秒 並 区 上 高井 戸 3 の 848 
川崎 市 溝の口 高津 保健 所 
岐阜 市 北野 町 岐阜 県 立 医科 大 学 寄生 
忠 学 教室 


山梨 県 甲府 市 錦町 4 山梨 県 立 医学 研 
究 所 


長野 市 西 役 町 日 本 寄生 東予 防 会 長野 


部 


福岡 県 若松 市 堺 町 市 立 若 松 病院 内 科 


東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 藝 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 


エーーー ア アーー 箇 慶 義 応 塾 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教 


青森 市 浪 館 2 
部 衛生 課 


長崎 市 興善 町 長崎 大 学 風土 病 研究 所 
病理 部 


千葉 県 市 川 市 入 幡 町 4 の 1347 
山口 市 山口 県 衛生 研究 所 


東京 都 所 区 西ヶ原 農業 技術 研究 所 経 
営 土 地 利用 部 生活 環境 研究 室 


東京 都 女 京 区 大 塚 辻 町 18 都立 衛生 研 
究 所 寄生 虫 宣 


大 阪 市 天王 寺 区 東山 町 大 阪 市 立 大 学 
医学 部 医 動物 学 教室 


る 岐阜 県 立 医科 大 学 寄生 虫 学 教 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 


東京 都 港 区 基 新 橋 7 の 12 芝 診 療 所 
東京 都 世 田 ヶ 谷 区 上 司 町 1 の 528 
静岡 県 田方 郡 画 南村 柏谷 62 

東京 都 柳 並 区 西 萩 窪 2 の 143 
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往 泉 武男 


稲 臣 成一 
猪木 正三 


井 上 左 
井 上 廉 


井上 座 太 訪 
伊佐 博夫 


位 坂 清光 


石田 秀 雅 
石垣 征矢 男 
石黒 秀雄 


石 原 国 
石原 道子 


石原 忠雄 


右 非 淳 
石井 信太 郎 
石 井 進 


石井 俊雄 
石井 康 


石井 富夫 
石井 洋一 


右 川 道雄 
石川 県 山代 
保 備 了 所 


一 色 誰 葛 四 度 
石 財 逢 


石 堀 舌 
磯部 灯 則 
磯 部 光 


磯田 政 副 


板 橋 理 
板 垣 博 


板垣 四 度 





岡山 市 岡山 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 暫 大 学 徐 物 
病 研 究 所 寄生 虫 原虫 学部 


ママ 東京 学芸 大 
学 小金 井 


宮崎 大 学 農学 部 
獣医 学科 


東京 都 練馬 区 南町 1 の 3326 
Fa 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 


大 阪 市 東 局 区 内 法 円 坂町 3 大 阪 赤 十 
字 病 院 


高槻 市 大 阪 医科 大 学 病理 学 教室 
静岡 県 浜松 市 中 の 町 1217 


山 日 県 下関 市 長 府 町 山口 大 学 農学 部 
家畜 病理 学 教室 


米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 


熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 
生 虫 病 学 教室 


東京 都 北 多摩 郡 小平 町 農林 省 家 畜 術 
生 試 験 所 小平 分 場 

広島 県 福山 市 府中 町 1 

東京 都 落 区 麻布 我 善 坊 20 

東京 都 北 多摩 郡 小平 町 農林 省 家 畜 衛 
生 試 験 場 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 


横浜 市 衝 見 区 生 表 町 437 

ば の 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 
名 古屋 市 西区 浄心 町 2 の 11 
石川 県 江 沼 郡山 代 町 

人 大 阪 府立 大 学 農学 部 獣医 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 中 部 


大 阪 府 枚方 楠葉 1048 棒 葉 診療 所 
熊本 県 人 吉 市 南 泉田 町 5 人 吉保 健 所 
ーー ee の 13 宝 坂 小 


武蔵 野市 境 日 本 獣医 夫 産 大 学 病理 学 
教室 


千葉 市 神明 町 千葉 県 衛生 研究 所 
神奈 川 県 相模 原市 滑 野 辺 麻布 獣医 科 
大 学生 物 学 教室 


東京 都 世 田 ヶ 谷 区 太子 堂 町 342 


半音 失 放 新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 





伊 東 享 
伊東 仁 孝 


伊東 保 一 認 
伊藤 二 認 


伊 際 敬吾 
伊藤 淳一 


伊藤 竜 雄 
伊藤 康夫 
伊藤 洋一 


清 東 晃 
岩淵 勉 
岩井 吉 兵 術 
岩井 湿 雄 
岩出 太郎 


岩城 保 仁 


岩倉 利 明 
岩間 春夫 
岩田 正俊 
岩田 繁雄 
岩田 神 之 助 


岩手 医科 大 学 
園 書 館 
岩田 俊夫 


岩崎 弘 三郎 
岩 崎 孝 
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東京 都 新宿 区 新 小 川町 2 の 20 菊川 音 
久留 米 市 久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 病 
学 教室 


東京 都 北 区 西ヶ原 農業 技術 研究 所 経 
営 土地 利用 部 生活 環境 研究 室 


静岡 市 大 岩 町 静岡 大 学 教育 学部 保健 
学 教室 


米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 第 二 内 科 
凍 際 市 導い 新潟 大 学 医学 部 医 動 物 学 


長野 県 下伊那 郡 千 代 村 
高槻 市 大 阪 医 科大 学 病理 学 教室 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


高槻 市 大 阪 医科 大 学 病理 学 教室 
東京 都 板橋 区 板橋 町 9 の 2338 
岩手 県 花泉 町 県 立花 泉 病院 
川崎 市 市 の 坪 189 

横浜 市 金沢 区 平潟 町 140 済生会 若草 
病院 

東京 都 千代 田 飯田 町 日 本 医科 大 学 第 
一 病院 内 科 

宮崎 市 清水 町 65 宮崎 県 衛生 研究 所 
愛知 県 知多 郡 横須賀 町 

奈良 市 奈良 学芸 大 学生 物 学 教室 
高槻 市 大 阪 医 科大 学 第 一 内 科 
新潟 県 柏崎 市 農林 省 家 畜 衛生 試験 坦 
北陸 支場 

盛岡 市 内 丸 

熊本 市 城内 2 の 丸 熊本 大 学 医学 部 寄 
生 躍 病 学 教室 

高槻 市 大 阪 医科 大 学 病理 学 教室 
山口 県 小郡 町 明治 東 1276 

大 阪 市 東成 区 大 今 ヶ 里 北 之 町 4 の 145 
長野 県 下高井 郡中 野 町 北信 病院 


リリ 


東京 都 港 区 芝 愛 容 町 2 東京 束 恵 会 医 


科大 学 東京 病院 南 病棟 
東京 都 薄 芝 愛 害 町 2 の 165 


いる 


京都 府 福知山 市 私 市 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研 究 所 寄生 虫 原虫 学部 


高槻 市 大 阪 医科 大 学内 科 教 室 
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ミキ 
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海江田 


首 結 考 醒 重 牙 菩 藻 し 

湯 誠 慌 形 田 皿 香 間 
幸 放 用 

時 穫 導 の 用 沖 敬 別 届 豆 


潮 
田 
| 
浴 


神 奈 川 県 
寄生 予防 協会 


金光 虎 雄 
閑 先 薔 一 


加納 大陸 
方 波 見 重 兵衛 
片 淵 秀雄 
片 田 状 
片桐 優 


片桐 正三 
片 蜂 大 助 
片山 洋 卒 
加藤 勝也 


加藤 明王 


河辺 秀雄 
川辺 光 丸 
川 満 恵 光 


川 本 に 


河村 潤子 
河 原 勉 


骨 和 34 年 6 月 





(1959) ] 


長崎 市 興善 町 長崎 大 学 風土 病 研究 所 
熊本 県 荒尾 市 原 方 田倉 持 

広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 虫 
病 研究 所 


広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 昌 
病 研究 所 


徳島 市 蔵本 町 徳島 大 学 油谷 内 科 
東京 都 千 代田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 
内 科学 教室 


大 阪 市 阿部 野 区 旭 町 大 阪 市 立 大 学 医 
学部 医 動物 学 教室 


二 あ 生 本 時 本 うる 8 亀谷 医 


高槻 市 大 字 高 槻 1.363 
as 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 


9 国立 巡 野 病院 内 


人 宮之城 保健 
ル 


横浜 市 金沢 区 泥 亀 町 24 青木 医院 


広 馬 県 府中 市 府中 町 60 の 3 


茨城 県 勝田 市 日 立 製 作 所 日 立 病 院 水 
戸 分 院内 科 


東京 都 文 京 区 湯島 東京 医科 歯科 大 学 
医 動物 学 教室 


打 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 
佐賀 県 鳥栖 市 鳥栖 保健 所 日 本 住 血 吸 
虫 病 研究 室 

特 松 市 芝 町 34 本 田 技術 工業 K.K. 浜 


松 診療 所 
Pa 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 


新潟 市 新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
長崎 市 興善 町 長崎 大 学 風土 病 研究 所 
滋賀 県 坂田 郡山 東町 近江 長 賠 診 療 所 


名 古屋 市 中 村 区 ニッ 橋 4 の 4 日 本 寄 
生 上 予防 会 支部 


名 古屋 市 中 区 桜町 3 の 8 愛知 県 農林 
会 館 4 階 


東京 都 大 田 区 雪 ヶ 谷町 396 

東京 都 大 田 区 仲之 郷 3 の 14 
長崎 市 興善 町 長崎 大 学 風土 病 研究 所 
策 一 病理 


京都 市 東山 区 本 町 15 丁 目 京都 第 一 
赤十字 病院 内 科 


高槻 市 大 阪 医 科大 学 病理 学 教室 
奈良 市 今 御門 樹 5 


(131 ) 


川名 革 
川名 泰 
河 野 明 
川野 喜代 次 


河 野 加 
河 野 旧 


河野 猪 三陸 
川崎 標 陽 
川 島 弘 


川島 健治 度 
川副 泰 時 


川津 折 陸 


茅 衝 三 


菊 地 正 
菊 池 定 
木 畑 美 知 江 


木 原 紀 
木村 正雄 


木村 道 也 
木村 志 陸 
木村 静子 
木 村 重 


木村 都 陸 
木下 武男 


尋 田 秋彦 


岩 田 隆 
北畠 栄 太 度 


北原 経 太 


北川 徳 三 陸 
北本 治 


北村 鋼 一 
北 村 誠 


北村 精 一 
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千葉 県 館山 市 北条 1703 川名 医院 
千葉 県 館山 市 北条 1703 川名 医院 


大 阪 府 三 島 郡 三島 町 一 ツ 屋 383 


東京 都 港 区 麻布 宮村 町 69 都立 城南 高 
校生 物 教室 


トー 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 
Et 日 本 医科 大 学 赤木 内 


鹿児島 市 鹿児島 大 学 農 学部 
鹿児島 市 鹿児島 大 学 医学 部 第 一 内 科 
田川 市 大 字 伊田 2745 三井 田川 鉱業 所 
病院 


福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 昌 学 
教室 


東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 藝 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 


長崎 市 大 橋 町 長崎 大 学 学芸 部 保健 科 
を 順天堂 大 学 医学 部 薬理 学 


奈良 県 北葛城 郡 当 麻 村 大 字 染 野 
弘前 市 弘前 大 学 医学 部 枯 外 科 教 室 


東京 都 港 区 芝 和 白金 台 町 国立 公衆 衛生 
院 微生物 学部 寄生 虫 室 


東京 都 目 黒 区 下 目黒 目黒 寄生 虫 館 
人 宮崎 大 学 農学 部 水産 学 


岡山 市 岡山 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
岡山 県 都 定 郡 早島 町 

大 津 市 橋本 町 大 津 市 役所 和 世 生 課 
兵庫 県 篠山 局 区 内 兵庫 農 科 大 学 獣 医 
学 教室 


岡山 市 岡山 大 学 医学 部 平木 内 科 
岡山 市 津島 岡山 大 学 工学 部 官舎 


名 古屋 市 中 区 南 外堀 町 6 の 1 知 県 
庁 構 内 愛知 県 衛生 研究 所 


山形 県 酒田 市 下 小路 21 


弘前 市 本 町 弘前 大 学 医学 部 第 一 病理 
(寄生 東部 ) 


鹿児島 市 下 荒田 町 446 県 営 ア ペー ト 
中 一 号 


三重 県 度 会 郡 大 宮 町 野原 


東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 
病 研究 所 臨床 研究 部 


横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医学 
部 寄生 虫 学 教室 


東京 都 北 区 志茂 町 2 の 1670 日 本 化 薬 
K.K. 王子 製薬 工場 


長崎 市 坂本 町 長崎 大 学 
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北野 訓 敏 


北 山 博 
北沢 英 


九州 大 学 医学 部 
寄生 虫 学 教室 


小林 照夫 
小 林 明 


小林 晴 治 訪 
小林 準 三 


小林 瑞穂 
小林 芳 人 
児玉 威 


古賀 元 晃 
古賀 孝 


小浜 哲 度 
小 池 保 


小島 邦子 


国立 相模 原 病院 


小牧 薦 夫 
小松 寿子 
小松 頁 向 
小 富 義孝 


小宮 山 新 一 
近藤 カ 王 至 


近藤 末 男 
近藤 武男 
近藤 化学 工業 
株 式 会 社 
近野 誠二 
小西 富 三 
小竹 恵美 務 " 


小生 政吉 
小 山 カ 


東京 都 女 京 区 向 ヶ 岡 区 生 町 東京 大 学 
農学 部 家畜 内 科学 研究 室 


大 阪 府 豊中 市 桜塚 本 通 3 の 38 
松山 市 樽 味 町 愛媛 大 学 農 学部 


福岡 市 堅 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 和 寄生 虫 部 


き 岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 虫 学 教 


宇治 市 開 町 松 の 146 


東京 都 文 京 区 湯島 3 の 1 
科大 学 医 動物 学 教室 


as 岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 虫 学 教 


東京 医科 歯 


東京 都 文 京 区 本 富士 町 東京 大 学 医学 
部 薬理 学 教室 


ea! 神奈 川 県 衛生 研究 
崩 


福岡 市 潟 州 町 58 古賀 胃腸 病院 
宮崎 市 広島 通り 3 の 15 医療 法人 同心 


鹿児島 市 山下 町 鹿児島 大 学 医学 部 衛 
生 学 教室 


東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医 
ーー 


イキ エイ ナイ イヤ 部 

神奈 川 県 相模 原市 上 稚 間 
宮崎 市 権現 町 三 葉 荘 
高知 市 朝倉 高知 大 学 教育 学部 
東京 都 港 区 芝 新 橋 3 の 18 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


川崎 市 溝の口 357 高津 保健 所 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 

東京 都 北 多摩 郡 府中 町 東京 農工 大 学 
衛生 学 教室 


愛知 県 北設楽 郡 東栄 町 三輪 
福岡 市 下 州 崎 町 57 
福井 市 志 比 口 町 福井 県 衛生 研究 所 


東京 都 文 京 区 向 ヶ 岡 将 生 町 東京 大 学 
農学 部 内 科 教 室 


東京 都 千代 田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 
第 一 医科 内 科 


大 阪 市 東淀川 区 13 東 之 町 3 の 67 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


楠 正 知 
久 津 見 晴 亡 


久留 米 大 学 医学 
部 寄生 虫 学 教室 


径 原 明 
柔 原 寛一 
京 吉 美 


町 田 喜一 


前 川 康治 
横 哲夫 
橋 殿 順 
牧 野 正 
増田 正典 
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東京 都 港 区 青山 南町 6 の 7 
F 電 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 


た 田端 町 452 B 16 


レー テー ーー 東京 蒸 恵 会 医科 
大 学術 生 学 教 


eevtRooo 二 4 兵庫 農 科 大 学 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 躍 部 


東京 都 豊島 区 西巣鴨 4 の 530 
津山 市 田町 25 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


長野 県 下伊那 郡 胡 山 村 和田 病院 
大 阪 市 天王 寺 区 筆 ヶ 崎 町 15 桃山 病 院 
長野 県 下伊那 郡 大 下 条 村 御 供 


東京 都 北 多摩 郡 府 中 町 東京 農工 大 学 
農学 部 獣医 学 教室 


aa 岐阜 県 立 医科 大 学 寄生 虫 学 教 


埼玉 県 鴻巣 市 関東 東山 農業 試験 場 
熊本 市 古 京町 化学 及 血 清 療法 研究 所 


邊 市 西畑 町 
高槻 市 井川 24 日 本 専売 公社 診療 所 


東京 都 杉並 区 和泉 町 118 黒田 医院 
東京 都 千代 田 区 神田 鎌倉 町 8 中 央 診 
療 所 


東京 都 台 東 区 浅草 橋場 2 の 5 
大 阪 府 泉大津 市 若宮 町 15 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


久留 米 市 旭 町 


長野 県 飯山 市 太田 
松山 市 久米 町 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 
MM 


千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 


宮城 県 白石 市 桜 小 路 公立 刈田 病院 
弘前 市 本 町 弘前 大 学 医学 部 外科 教室 
広島 県 猿 角 橋 町 84 

兵庫 県 西宮 市 松山 町 47 


京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 
学 附属 病院 胃腸 科 
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路 和 34 年 6 


増田 陸 婦 
桂 屋 富 一 
剛 宮 典 久 


松林 久吉 


松田 鎖 雄 
松田 忠 泰 


松川 弁 一 訪 
松本 往 雄 


松本 克彦 


松村 竜 雄 
松尾 悦郎 


松尾 喜久 男 


松 岡 弘 
松代 朋 三 


松下 文雄 


松浦 利 次 
松山 弘吉 


松崎 義 周 


三原 鷹 太 訪 
三 上 義昭 
御 前 定 
参 木 傍 司 
三島 輝 意 
清 三 
安産 
正登 
和 合 


N3 
プ 


則 四 四則 


光井 庄 太郎 


三浦 昭子 


浦 醒 楼 
浦 璧 


旧 四 


浦 洋 
浦 孝次 


(1959) ] 


兵庫 県 加東 郡 社 町 社保 健 所 
福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 第 三 内 科 
rw 信州 大 学 医学 部 病理 学 教 


CRoAWniok- 鹿 応 義 地 大 学 攻 
学部 寄生 虫 学 教室 


広島 市 符 町 1825 。 
ae 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 


新潟 県 小千谷 市 本 町 魚沼 病院 


岡山 県 邑久 郡 裳 掛 村 虫 明 6253 国立 療 
養 所 邑久 光明 園 


東京 都 品川 区 平塚 6 丁目 昭和 医科 大 
学 医 動物 学 教室 


前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 小児 科 


横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医学 
部 寄生 虫 学 教室 


京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 
学 医 動物 学 教室 


山鹿 市 桜町 亀井 方 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 和 虫 原虫 学部 


熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 
生 東 病 学 教室 


東京 都 玉川 保健 所 
で と 和歌 山 市 小松 原 
横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医学 
部 寄生 虫 学 教室 

東京 都 入 王子 市 散 田 417 

鳥取 市 鳥取 大 学 医学 部 第 二 内 科 

大 阪 市 港 区 市 岡 浜 通 3 の 45 
秋田 市 上 中 城 町 秋田 県 立 中 央 病院 
三原 市 木原 町 日 本 寄生 虫 病 研究 所 
千葉 市 千葉 大 学 医学 部 第 一 内 科 
愛知 県 西春 日 井 郡 新 毛 町 大 字 須 ケロ 19 
東京 都 世 田 ヶ 谷 区 鳥山 町 883 
人 


岩手 医科 大 学 第 三 内 科 教 


東京 都 港 区 芝 自 金 台 町 東京 大 学 伝染 
病 研究 所 寄生 虫 研究 部 


高槻 市 大 阪 医科 大 学内 科学 教室 
ーー 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 


大 阪 市 東 区 今橋 3 の 1 
金沢 市 金沢 大 学 薬学 部 薬物 学 教室 


ll 
穫 


旧 内 対 表 旧 
キ 
党 


宮田 葬 徳 
宮武 明 一 
宮崎 一 計 


宮 里 


宮沢 正 意 
溝 越 将 城 


水野 哲夫 


水 藩 理 
水谷 昭夫 


茂木 邦雄 


時 月 久 
門馬 健次 


森 美 須 
森 納 
森 和 雄 


森島 保 一 郎 
森下 哲夫 


森 下 弘 
森 下 医 
森 田 隆 
森山 和典 
森山 真 信 
村 婦 吉 


村 江 通 之 
村 丼 知也 
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445 


福岡 県 田川 市 東 区 伊田 三井 田川 鉱業 
所 病院 


京都 市 京都 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

熊本 県 荒尾 市 荒尾 市 立 病院 

東京 都 世 田 ヶ 谷 区 玉川 身 沢 町 1 の 430 
三原 市 木原 町 日 本 寄生 昌 病 研究 所 

本 鹿児島 大 学 医学 部 第 


東京 都 世 田 ヶ 谷 区 下馬 日 本 大 学 農 獣 
医学 部 衛生 学 教室 


画 館 市 音羽 町 2 の 6 

西宮 市 霞 町 103 

大 阪 市 西区 南 堀 江 通 1 の 40 
ae 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 


山口 県 宇部 市 小串 山口 県 立 医科 大 学 
病理 学 教室 第 一 講座 
静岡 市 安東 3 の 98 


東京 都 世 田 ヶ 谷 区 池尻 9 陸上 自衛 隊 
衛生 学校 第 4 科 


ae 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 


岡山 市 岡山 大 学 医学 部 寄 系 学 教室 


京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 
学 微生物 学 教室 


横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医学 
部 寄生 虫 学 教室 


静岡 市 静岡 県 衛生 研究 所 
大 阪 市 西区 阿波 堀 通 2 の 20 ガラ シア 
病院 


北海 道 札幌 市 北 梅 道 大 学 農学 部 
米子 市 西町 鳥取 大 学 医 学部 第 二 内 科 
東京 都 品 川 区 平塚 6 丁目 昭和 医科 大 
学 医 動物 学 教室 


千葉 県 市 川 市 彼 高 町 1283 
岐阜 市 北野 町 岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 
虫 学 教室 


京都 市 中 京 区 王 王 下溝 町 38 の 2 日 本 
新薬 株 式 会 社 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 


愛媛 県 南 字 和 郡 城辺 町 2560 愛媛 県 立 
南宇和 病院 

名 古屋 市 中 村 区 花 車 町 2 の 30 有限 会 
社 衛生 科学 サー ビス セン ター 

神戸 市 生田 区 中 山手 通 6 の 91 神戸 披 
済 会 病院 内 

Care 富山 化学 工業 株 式 会 


米子 市 鳥取 大 学 医学 部 衛生 学 教室 


大 阪 市 福島 区 堂島 大 阪 大 学 医学 部 放 
射線 科 














村上 獄 郎 































村上 売 一 
村 重 武 次 
室 屋 博 
牟田 口 利 幸 
武藤 昌 知 


十 測光 争 二 
間 呈 キキ 
折 株 沙 


長 尾 


長尾 牡 二 


永瀬 典子 
永田 長 風 
永山 正治 


永吉 康 諸 
中 林 敏夫 


中 田 秀明 


幸 庵 
晃子 
志郎 


中 川 
中 川 
中 川 


中 込 人 性 
中 牙 一 
中 島 忠一 


中 島 典 雄 
中 島 貞夫 


中 島 進一 





高知 市 中 新町 2 の 43 北 街 診療 所 
広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 東 
病 研究 所 


熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 
生 昌 病 学 教室 


出品 ー テ す 山口 県 立 医科 大 学 
病理 学 孝 


Prosr 日 本 橋 堀 留 町 
イザ ー 株 式 会 社 


akaaskko 三井 病院 保健 


台 糖 ファ 


山梨 県 吉田 局 区 内 明 見 町 

N 
米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 公衆 衛生 
学 教室 


大 阪 府 布施 市 六 屋 西 106 の 6 
川口 市 芝 3933 

横浜 市 磯子 区 杉田 町 2210 
東京 都 港 区 芝 白 金 三光 町 北里 研究 所 
東京 都 品 川 区 北 品川 6 の 387 長尾 研 
究 所 


福岡 県 三 涯 郡 大 木町 入 丁 牟田 三 源 診 
療 所 


東京 都 江戸 川 区 東 小 松川 4 の 1888 大 
阪 合同 K.K. 東京 工場 


岐阜 県 郡上 郡 白鳥 町 白島 
宮崎 市 船 塚 町 宮崎 大 学 農学 部 
ee 鹿児島 大 学 医学 部 第 


宮崎 県 串間 市 国民 保険 直営 診療 所 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 敏生 物 
病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 


FR 小見川 中 央 病 


金沢 市 下 小川 町 82 大 野 四 忠 造 様 方 
新潟 県 真 江津 市 真 江津 保健 所 


東京 都 台 東 区 上 野 東京 都 恩賜 上 野 動 
物 園 獣 医 衛生 宣 


東京 都 品 用 区 平塚 6 丁目 昭和 医科 大 
学 医 動物 学 教室 


東京 都 千代 田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 
第 一 内 科 


千葉 県 茂原 市 東郷 1.900 東洋 高圧 工 
業 K.K. 千葉 工業 所 診療 所 


熊本 市 京町 2 の 173 


大 阪 市 東 区 森町 南 1 丁目 大 阪 府 立 衛 
生研 究 所 


に aa 甲府 市 錦町 山梨 県 立 医 学研 究 
月 
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中 島 知 雄 
中 島 芳 治 尋 


中 松 正 弘 


中 村 人 逸 参 
中 村 二郎 
中 村 典 男 
中 村 太 弁 


中 西 健一 


中 西 央 葉 


中 野 悟 
中 野 重男 
中 瀬 勝 


中 山 ク ニ 了 


中 山 茂 
中 山 太 門 
南 塵 交 綱 
中 沢 幸一 
根本 順 忠 


日 本 医大 
第 一 病院 内 科 


日 本 寄生 虫 予防 
会 福岡 県 支部 


日 本 冷蔵 株 式 
会 社 研究 所 


新潟 大 学 附属 
書 館 
西 三陸 
西 田 弘 


西田 弘 年 
西垣 吉彦 
西本 真 七 夫 


西 村 猛 


西山 実 光 
野田 売 三 


野 田 昇 
野 ロ 政 輝 


岩手 県 水沢 市 木 畑 小路 3 
東京 都 中央 区 日 本 橋 移 町 2 の 12 中 馬 
病院 


ー 岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 中 学 教 


高槻 市 大 阪 医 科大 学 第 一 内 科学 教室 
大 阪 市 阿倍 野 区 三 明 町 1 の 40 
千葉 県 香取 郡 東庄 町 石 出 橋 病 院 


の ーー キル ーー 平野 西脇 町 18 大 日 本 
臓器 研 


FoRewcuJiNoaos 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 


京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 
医科 大 学 医 動物 学 教室 


門司 市 意 門 町 2 野 畑 彦 蔵 内 

岐阜 県 郡上 郡 和 泉 村 診 療 所 

し eee 徳島 大 学 医学 部 第 二 内 
東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 

甲府 市 山梨 県 立 医学 研究 所 地方 病 科 
東京 都 目黒 区 中 根 町 261 

東京 都 港 区 赤坂 新町 1 の 10 

千葉 県 衛生 民生 部 予防 課 
福島 県 田村 郡 小野 町 根本 医院 


東京 都 千 代田 区 飯田 町 2 の 10 
福岡 市 地蔵 谷 13 

東京 都 中 央 区 湊町 3 の 8 食品 研究 課 
新潟 市 旭 町 通り 1 番 町 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛 
生 学 教室 

米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 公衆 衛生 
学 教室 


東京 都 入 夫 島 信夫 町 三根 
静岡 市 北 安 東 町 74 

徳島 市 蔵本 町 徳島 大 学 医学 部 第 一 病 
理学 教室 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研 究 所 寄生 虫 原虫 学部 
鹿児島 市 上 荒田 町 鹿児島 大 学 農 学部 
人 大 阪 府立 大 学 農学 部 獣医 


大 阪 市 西区 北 堀江 御池 通 2 の 26 
静岡 市 小黒 一 丁目 静岡 県 衛生 研究 所 
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野村 弘 


野村 一 高 
野崎 蒸 勝 
野末 茂 昭 


大 場 一 兵衛 
大 林 正士 


越智 香 一 
越智 等 枝 
越知 シゲル 
織田 卓 五 度 


小田 球 三 
小田 俊 切 


緒形 一 保 
小 和 侍 原 眉 道 


小川 閉 
小川 初枝 
荻野 渋 了 
大 越 伸 
大 串 晃 治 


小栗 菊 夫 
大 橋 年 治 


大 琴 一 了 
大 下 得 三 
追 川 実 男 
大 家 裕 


大 石 盟 


大 磯 友 胃 
大 国 輝 成 
岡 幹 健 
岡 橋 徹 
岡部 法 洋 


昭和 34 年 6 月 
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生生 芝 赤 羽 町 済生会 中 央 病院 


高槻 市 大 阪 医科 大 学 病理 学 教室 
横須賀 市 野比 国立 久里 浜 病院 
ee 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 


O 


佐賀 県 伊 万 野 立花 町 4040 の 2 
札幌 市 北海 道 大 学 獣医 学部 家 寄 生 
東 病 学 教室 


広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 忠 
病 研究 所 
広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 東 
病 研 究 所 


広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 束 
病 研究 所 


久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 附属 
病院 吉住 内 科 


岡山 市 岡 岡山 大 学 医学 部 病理 学 教室 
ピー jnes 旭 町 大 阪 市 立 大 学 医 


大 阪 市 住吉 区 東 加 賀 屋 町 1 の 60 南大 
阪 病 院 

京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 
学 第 三 内科 


佐賀 県 東 松 浦 郡 相知 町 大 字 平 山上 
栃木 県 足利 市 通 1 の 2697 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


東京 都 女 京 区 向 ヶ 岡 区 生 町 東京 大 学 
農学 部 獣医 学科 家畜 内 科学 教室 


「 近藤 化学 工業 株 式 会 


東京 都 品川 区 北浜 川町 1149 
長野 県 下伊那 郡 阿南 町 長野 県 立 阿 南 
病院 内 科 

東京 都 渋谷 区 円 後 町 11 
福岡 市 西新 町 西南 学院 

前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 


東京 都 文 京 区 本 郷 順天堂 大 学 医学 部 
薬理 学 教室 


東京 都 北 多 摩 郡 府中 町 東京 農工 大 学 
農学 部 


山形 市 香 浴 町 大 宝 寺 32 
東京 都 世 田 ヶ 谷 区 経堂 304 

大 阪 市 旭 区 大 宮西 乏 町 8 の 57 
大 阪 市 天王 寺 区 大 道 4 の 59 


久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 寄生 
昌 病 学 教室 


(135 ) 


岡 田 漂 
岡田 周子 


岡 原 哲三 
岡 原 国男 


岡本 窟 司 
岡本 議 一 


岡村 一 陸 


岡 野 実 
岡 野 昔 


岡崎 忠 諸 
沖 波 実 
沖山 錬 三 防 
大 久保 和子 


大 国 輝 成 


奥村 和夫 
大 倉 俊彦 
大 森 南 三朗 
大 森 謙三 
大 村 益 一 


大 村 


大 野 敬 
大 野 正仁 


大 野 俊雄 
小野 典 雄 


小 野 豊 
小野 郷 一 
小野 忠相 
小野 田 孝 義 
長 田 信 
大 沢 正夫 
大 阪 大 学 
医学 部 図書 館 
大 阪 医科 
大 学 図書 館 
大 瀬 貴光 
大 志 卒 粗 


大 島 桂 太 
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静岡 県 其 東郡 清水 村 国立 沼津 病院 


東京 都 沙 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 
病 研究 所 医局 


福岡 県 糸島 郡 前 原町 糸島 保健 所 
Ao 大 阪 市 立 衛生 研究 


京都 市 北 区 南大 野 町 31 
東京 都 品川 区 平塚 6 丁目 昭和 医科 大 
学 医 動 物 学 教室 

熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 
生 昌 病 学 教室 

中 央 区 日 本 橋 室 町 4 の 2 日 本 新薬 内 


京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 
医科 大 学 医 動物 学 教室 


山口 市 東 白 石 2293 防 長 寄生 虫 予防 会 
広島 市 南 観 音 町 3 丁目 県 公 合 
千葉 県 船橋 市 前 原町 3 の 337 
千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 


東京 都 本 郷 本 富士 町 東京 大 学 医学 部 
田坂 内 科 


東京 都 娘 京 区 音羽 町 5 の 1 

千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
長崎 市 興善 町 長崎 大 学 風 土 病 研究 所 
長野 県 下伊那 郡 富 草 村 


東京 都 千 代田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 
赤木 内 科 


東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 


福島 県 須 人 賀川 市 国立 福島 療養 所 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 後生 物 
病 研 究 所 寄生 虫 原虫 学部 


東京 都 渋谷 区 青葉 通 町 22 交通 局 病院 
久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 寄 衝 
東 学 教室 


兵庫 県 多紀 郡 篠山 町 兵庫 農 科 大 学 
愛媛 県 今治 市 常盤 町 3 丁目 今治 保健 所 
堺 市 大 阪 府立 大 学 農学 部 獣医 学 教室 
東京 都 町 田 市 原町 田 町 田 保健 所 
横須賀 市 佐野 町 6 の 35 
群馬 県 伊勢 崎 市 上 町 大 沢 小児 科 医院 


大 阪 市 北 区 常安 町 33 


高槻 市 古 邊 部 350 


福井 市 志 比 口 町 福井 県 衛生 研究 所 


東京 都 文 京 区 湯島 東京 医科 歯科 大 学 
公衆 衛生 学 教室 


名 古屋 市 愛知 県 衛生 研究 所 





東京 都 沙 区 芝 自 金 台 町 国立 公衆 衛生 
院 微生物 学部 寄生 忠 室 


長崎 県 南高来 郡 愛野 町 長崎 県 農業 試 
験 場 愛野 試験 地 


東京 都 北 区 西ヶ原 農業 技術 研究 所 経 
営 土地 利用 部 


iM 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 


東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 セン イ 会 館 
富山 化学 工業 株 式 会 社 東京 支部 


甲府 市 山梨 県 立 医学 研究 所 


広島 県 御調 郡 向島 町 立花 2319 の 2 立 
花 診療 所 


埼玉 県 浦和 市 浦和 保健 所 
前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 小児 科 
教室 


0 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 
鹿児島 市 山下 町 鹿児島 大 学 医学 部 第 
2 内 科 


新潟 市 旭 町 通り 新潟 大 学 医学 部 医 動 


物 学 教室 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 


広島 市 牛田 町 早稲 区 896 

甲府 市 古 府中 町 30 国立 甲府 病院 
東京 都 世 田 ヶ 谷 区 祖師 谷 1 の 281 

大 宮 市 埼玉 県 衛生 研究 所 生活 科学 部 


R 


東京 都 目黒 区 上 目黒 


S 


千葉 県 佐倉 市 佐倉 保健 所 
東京 都 品 用 区 平塚 6 の 1033 
前 橋 市 総社 1600 


東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


福岡 県 田川 郡 三菱 方 城 病 院 


岐阜 市 北野 町 岐阜 県 立 医科 大 学 寄生 
昌 学 教室 


長崎 市 興善 町 長崎 大 学 風土 病 研究 所 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 


大 阪 市 住吉 区 粉 浜 本 町 4 の 51 
仙台 市 舟 丁 3 番地 


桜井 記 介 
佐久 間 正 人 
析 本 台 宝 訪 
佐野 基 人 
五 月 女 謙一 
猿田 栄助 


佐 々 学 


佐々 木 敬一 


佐々 木 真 栓 
佐々 木 孝 
佐藤 淳 夫 


佐藤 温 重 
佐藤 権 内 


佐藤 治美 
佐藤 八郎 


佐藤 孝 惹 
佐 際 守 


佐藤 直義 
佐 共 昇 
佐藤 重 房 


佐藤 礼 冶 
沢 田 盟 
沢 田 順 
沢田 藤 一 訪 
沢田 利 頁 
佐渡 正四 郎 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 3 号 


山形 県 酒田 市 今 町 81 
川崎 市 相 住吉 1,813 

岡山 市 岡山 大 学 医学 部 寄生 中 学 教室 
千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 重 物 学 教 守 
栃木 県 字 都 宮 市 旭 町 宇都 宮 保 健 所 
東都 上 区 大 原町 1224 国立 東京 


東京 都 港 区 芝 和 白金 台 町 東京 大 学 伝染 
病 研究 所 寄生 虫 研究 部 


東京 都 文 京 区 大 塚 芝 町 東京 都 衛生 研 
究 所 寄生 忠 室 


長野 県 南佐久 郡 臼田 町 佐久 総合 病院 
山梨 県 中 互 摩 郡 橋 形 町 小 笠 原 保 健 所 


京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 
医科 大 学 医 動物 学 教室 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


上 0 人 ry 公立 田名部 病 


三重 県 員弁 郡 藤原 村西 野尻 
上 市 山 下町 鹿児島 大 学 匠 学部 人 
東京 都 導 区 基 自 金 台 町 東京 大 学 叙 


病 研究 所 寄生 虫 研究 部 
山口 県 宇部 市 小串 山口 県 立 医 科大 学 
第 一 病理 学 教室 

千葉 県 香取 郡 小見川 町 小見川 病院 
新潟 県 高田 市 大 手 町 高田 保健 所 

前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 
教室 


山形 県 寒河江 市 柴 橋 市 営 柴 橋 診 療 所 
奈良 市 奈良 学芸 大 学生 物 学 教室 


大 阪 市 阿部 野 区 旭 町 大 阪 市 立 大 学 医 
学部 小田 内 科 


ea 九州 大 学 医学 部 内 科学 教 
前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 
教室 


長崎 市 戸町 3 丁目 長崎 検疫 所 
新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 


鳥取 市 吉 方 町 鳥取 大 学 農学 部 獣医 学 
科 内 科学 教室 


東京 都 新 宿 区 角 箸 3 の 214 
佐世保 市 白 南 風 町 27 千住 博 内 科 
eo 北海 道 大 学 医学 部 薬学 


福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 昌 学 
教室 


佐賀 市 水 ヶ 江 町 松 小路 16 志田 医院 





突 和 34 年 6 月 


下 上 康 穫 


間 保 忠 三 朗 
守 随 忠雄 
島田 光 重 
島袋 哲 
島谷 敏男 


清水 喜一 央 
清水 清久 


(1959) 〕 


東京 都 文 京 区 本 郵 順天堂 大 学 医学 部 
薬理 学 教室 


兵庫 県 川辺 郡 西谷 村 
三重 県 松阪 市 朝日 町 済生会 松阪 病院 
千葉 県 市 原 郡 加茂 村 醒 

沖縄 那覇 市 琉球 政府 経済 局 畜 産 課 


京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 
学 医 動物 学 教室 


福岡 県 小倉 市 足立 山門 町 大 寺前 
甲府 市 錦町 山梨 県 医学 研究 所 


徳島 県 名 西郡 神山 町 広野 50 の 5 
武蔵 野市 吉祥 寺 2214 


久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 街 生 
東 学 教室 


愛媛 県 松山 市 北 持田 町 133 
Te 信州 大 学 医学 部 病理 学 教 


鹿児島 市 山下 町 鹿児島 大 学 医学 部 第 
二 病 理学 教室 


東京 都 江東 区 深川 枝川 1 の 6 
高田 市 大 手 町 新潟 県 高田 保健 所 
東京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 1 の 16 
久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 公衆 
衛生 学 教室 


東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 
病 研 究 所 寄生 虫 研究 部 


宮崎 県 北 族 県 郡山 之 口 町 志 々 目 医院 
京都 市 上 京 区 柴野 南部 若草 町 9 
ec 404 宮 北 順 三 


大 阪 府 吹田 市 千里 山 263 
京都 市 南 区 唐橋 平 垣 町 58 国鉄 アパ ペー 
ト 504 


の 小見川 中 央 病 
東京 都 品川 区 平塚 昭和 医科 大 学 医 動 
物 学 教室 


山梨 県 中 写 摩 郡 昭和 村西 条 新 田 


名 古屋 市 中 区 桜町 3 の 8 愛知 県 厚生 
連名 古屋 診療 所 


静岡 県 沼津 市 錦町 671 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 上 部 


静岡 県 田方 郡 画 南村 仁田 画 南 病 院 
名 古屋 市 中 村 区 ニッ 橋 中 部 日 本 公衆 
保健 協会 


大 阪 府 蘭 木 市 茨木 1491 


進 真 夫 
元 木 未 詞 


鈴木 璧 
鈴木 成美 
鈴木 記 之 
欠 木 直義 


鈴木 武 
鈴木 重 一 


鈴木 康 民 
鈴木 了 司 


欠 木 豆 明 
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化学 及 血 清 療 法研 究 所 
東京 恵 会 医科 


熊本 市 古 京町 


東京 都 港 区 芝 愛 岩 町 
大 学 衛生 学 教室 


に Meotn 山形 県 衛生 研究 
月 


京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 


学 微生物 学 教室 


川崎 市 戸手 町 2 の 53 戸手 アパ ー ト 7 
号 733 室 


東京 都 文 京 区 向 ヶ 岡 交 生 町 東京 大 学 
農学 部 家畜 内 科 教 室 


塩釜 市 山 の 寺 161 
静岡 県 賀茂 郡 下田 町 相 玉 548 


北海 道 芦別 市 西 芦 別 町 三井 芦別 鉱業 
所 病院 内 科 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 中 部 


横浜 市 南 区 上 大 岡町 72 
理 


長野 県 下伊那 郡 泰阜 村 南 診療 所 
千葉 県 香取 郡 東庄 町 笹川 5630 


岐阜 県 稲葉 郡 那 加 町 岐阜 大 学 工学 部 
工業 化学 教室 


大 阪 市 東淀川 区 加島 町 1 
業 株 式 会 社 研究 所 


東京 都 導 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 
病 研究 所 獣 疲 部 


東京 都 中 野 区 宮園 通り 3 の 5 
広島 市 西 引 堂 町 14 


大 阪 市 天王 寺 区 東上 町 22 大 阪 市 立 大 
学 医学 部 医 動物 学 教室 


東京 都 千 代田 区 神田 験 河 台 2 の 2 理 
雲 堂 病院 


藤沢 薬品 工 


前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 術 生 学 教室 


東京 都 品川 区 平塚 6 の 1016 昭和 医科 
大 学 医 動物 学 教室 


山口 県 字 部 市 東 区 東 見 初 東 見 初 病院 
蘭 城 県 東 革 城 郡 小 川町 
栃木 県 大 田原 市 滝沢 355 
静岡 市 太田 町 42 

全 導 4 番 丁 東北 大 学 医学 部 黒川 


千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
秋田 県 能代 市 住吉 後 2 山本 組 含 病院 
高槻 市 大 阪 医科 大 学 病理 学 教室 


東京 都 女 京 区 向 ヶ 岡 顔 生 町 東京 大 学 
農学 部 家畜 内 科学 教室 
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鷹 津 科 文 
高山 久 旗 


高山 四朗 


武 田 
武田 正義 
武田 正治 
武田 薬品 工業 
株 式 会 社 学術 
第 一 部 学術 課 
武川 藤吉 


武市 任 
武見 太 又 
竹本 常松 
租 本 帝 


租 村 宏之 
租 内 党 
竹下 真子 
信人 人 


租 山 治 
滝沢 明和 誌 
衣 雇 一 了 
玉井 太 度 
玉井 吉 怠 


玉山 長 悦 
田村 三 太 訪 
田 辺 
田 辺 
守屋 筒 三 
田中 英雄 
田 中 定 


田 中 交 
田中 徳 著 
田 中 実 
田中 隆文 


田 那 村 季 





高槻 市 大 阪 医 科大 学内 科学 教室 


東京 都 港 区 芝 白 金 全 町 東京 大 学 伝染 
病 研究 所 了 臨床 研究 部 


福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 公衆 衛生 
学 教室 


新井 浜 市 金子 住友 別 子 病院 内 科 
名 古屋 市 中 村 区 稲葉 地 町 五反田 47 の 12 
長野 県 下伊那 泰 息 村 北 診療 所 


大 阪 市 東 区 道修 町 2 の 27 


横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医学 
部 寄生 虫 学 教室 


福岡 県 哨 賀 郡 水 巻 町 日 吉 社 宅 1013 号 
東京 都 中央 区 銀座 4 の 2 翌 書 館内 
豊中 市 箇 ヶ 池 大 阪 大 学 薬学 科 
ee 広島 市 西 保健 所 予 


水戸 市 葵 城 県 庁 衛生 部 保健 予防 課 
京都 市 東山 区 山科 町 四宮 
下関 市 後田 町 国立 下関 病院 

補 知 炊 内 呆 爾 日 本 モン キー セン 


兵庫 県 尼崎 市 武庫 川町 1 の 23 
千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
長崎 市 興善 町 長崎 大 学 風土 病 研究 所 
第 一 病理 


山形 県 東根 町 東根 赤十字 病院 


東京 都 世 田 ヶ 谷 区 下馬 3 丁目 日 本 大 
学 農 獣医 学部 


岩手 県 北上 市 済生会 黒沢 尻 病院 
茨城 県 衛生 部 予防 課 
高槻 市 大 阪 医 科大 学 病理 学 教室 


広島 上 佐谷 村人 市 町 市 
病院 


大 阪 市 東 局 区 内 道修 町 3 丁目 20 田辺 
製薬 K.KK. 学術 部 


大 阪 市 阿部 野 区 旭 町 大 阪 市 立 大 学 医 
学部 医 動物 学 教室 


東京 都 女 京 区 湯島 東京 医科 歯科 大 学 
公衆 衛生 学 教室 


徳島 県 海部 郡 由岐 町 町 立 由 岐 病院 
長崎 市 興善 町 長崎 大 学 風土 病 研究 所 
高槻 市 大 阪 医科 大 学 病理 学 教室 


久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 寄生 
東 学 教室 


愛知 県 岡崎 市 康生 通 東 1 の 10 





棚瀬 幸 正 
万 下 辻 一 


谷田 英 一 
谷川 博 利 
谷川 久治 


谷口 守男 
谷内 芳 治 


手島 一 
寺 師 宗 夫 
寺本 昭三 


寺尾 央 一 度 
戸 田 事 


問 川 向 典 
徳 本 章 


登 倉 登 
徳地 清 六 


徳 カ 久 二 訪 


東京 医科 歯科 大 
学 附 風 図書 館 


東京 女子 医科 
大 学 図書 館 


東京 寄生 虫 
予防 協会 


東京 歯科 大 学 
図 書 赤 
冨 村 保 
友 田 処 


友 松 新 五 
鳥居 達生 


利 剛 静 一 


鳥取 大 学 附属 図 
書館 医学 部 分 館 


戸谷 役人 造 
私 谷 革 


土屋 上 頁 彦 
津 田 洋 
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熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 
生 虫 病 学 教室 


京都 市 中 京 区 千本 松原 日 本 新薬 株 式 
会 社 


神戸 市 長田 区 蓮 宮 通 2 の 2 
宮崎 市 清水 町 宮崎 県 衛生 研究 所 
で 革 訂 人 了 千葉 大 学 医学 部 衛生 学 


世 田 ヶ 谷 区 下馬 3 丁目 日 本 大 学 農 獣 
医学 部 獣医 学科 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 虫 病 学部 


千葉 県 安房 郡 長 狭 町 松尾 寺 吉 尾 病院 
宮崎 県 宮崎 市 中 村 町 4 丁目 73 


熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 
生 虫 病 学 教室 


埼玉 県 北 足立 郡 吹上 町 町 立 吹上 病院 


神戸 市 生田 区 中 山手 通 6 の 91 日 本 北 
員 接 済 会 神戸 病院 


東京 都 新宿 区 新宿 2 の 23 
ae 防 長 寄生 虫 予防 


長崎 市 興善 町 長崎 大 学 風 土 病 研究 所 
区 馬 町 横 市 立 大 学 医学 
東京 都 豊島 区 目白 町 2 の 1164 

東京 都 怒 京 区 湯島 3 の 1 


東京 都 新宿 区 河田 町 10 
東京 都 中 央 区 京橋 2 の 1 


東京 都 千 代田 区 神田 三崎 町 1 の 7 
堺 市 大 仙 町 大 阪 府立 大 学 農学 部 獣医 
学科 教室 
東京 都 文京 区 
科 家 畜 内 科学 教 
群馬 県 高崎 市 下 豊 岡町 142 

の 大 阪 市 立 大 学 医学 部 小田 内 科 


記 率 大 党 胡 学部 了 明 


東京 都 中 野 区 本 町 通り 6 の 28 

鳥取 県 米子 市 西町 86 

名 古屋 市 千種 区 覚王山 通 名 古屋 市 立 
城東 病院 


大 阪 府 吹田 市 大 字 山田 上 944 大 阪 市 
立 弥 済 院 附属 病院 


新潟 県 高田 市 大 手 町 高田 保健 所 
ae 徳島 大 学 医学 部 第 二 内 
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確 井 女 治 
牛尾 耕一 
月 井 治 陸 
薄井 万 年 


移 川 仁 郎 


和田 行 一 


若杉 幹太 了 


和歌 山県 立 医 科 
大 学 附 風 図書 守 


分 島 整 
分 山 志 距 


遮 辺 路 


遮 辺 弘 夫 





昭和 34 年 6 月 


(1959) 〕 


千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
東京 都 世 田 ヶ 谷 区 世 田 ヶ 谷 2 の 1069 
東京 都 品 用 区 平塚 町 昭和 医科 大 学 医 
動物 学 教室 


鹿児島 県 名 瀬 市 田上 町 18 


も ーー スキマ 農林 省 家畜 衛 
生 試 験 場 寄生 虫 部 


千葉 市 千葉 大 学 医学 部 三輪 内 科 


豊橋 市 多 米 町 野中 7 中 部 寄生 虫 予防 
研究 所 


熊本 市 西 外 王 井町 53 
り 
本 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 


鹿児島 県 名 瀬 市 鹿児島 県 立 大 島 病院 
高槻 市 大 阪 医 科大 学内 科学 教室 


東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 


大 阪 市 佳 吉 区 帝塚山 東 4 の 43 


東京 都 北 多 摩 郡 小平 町 農林 省 家 畜 衛 
生 試 験 坦 


茨城 県 勝田 市 東 石川 社宅 
弘前 市 弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 


若松 市 鴨 生 田 北九州 五 市 共立 療養 所 
第 二 松 寿 園 


東京 都 千 代田 区 神田 多 町 2 の 6 

大 富 市 吉敷 町 埼玉 県 衛生 研究 所 
大 阪 府 手 屋 川 市 香里 645 

川崎 市 木 月 関東 労災 病院 内 科 

大 垣 市 鹿児島 町 1 の 1 大 垣 保健 所 


東京 都 娘 京 区 向 ヶ 岡 再生 町 東京 大 学 
農学 部 獣医 学科 


宮 域 県 本 吉 郡 階 上 村 2 
W 


東京 都 千 代田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 
第 1 医院 内 科 


大 田 区 北 千 束 765 
和歌 山 市 美園 町 5 丁目 


大 宮 市 大 宮 埼玉 県 衛生 研究 所 
熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 
生 虫 病 学 教室 


移 川 病院 


作詩 神辺 高校 生物 研 


トナ キイ 横浜 市 立 大 学 医学 
部 寄生 虫 学 教 


渡辺 昇 蔵 


渡辺 強 三 
渡辺 義夫 


数 本 秀一 
八木 光 
矢島 ふき 


山 類 芳雄 
山田 源 三 
山田 正明 
山 ロ 昇 
山口 左 仲 
山川 幸子 
山口 富雄 


山本 肛 雄 


山本 勘 
山本 好 明 
山本 知良 
軸 本 位 太 認 


山中 孝昭 


山中 浸 速 
山中 直之 
山梨 県 立 医 学 
研 究 也 
山之内 製薬 株 
式 会 社 学術 課 
山岡 邦夫 
山下 裕 諸 


山下 久幸 
山下 貢 司 


山下 正文 
山崎 英 正 
山崎 俊幸 
柳井 富夫 


柳 治 
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東京 都 北 多摩 郡 小 平 町 農林 省 家 畜 衛 
生 試 験 場 


静岡 市 大 岩 町 静岡 大 学 教育 学部 


山口 県 柳井 市 古 開 作 笑 越 725 高尾 方 
防 長 寄 生 虫 予防 会 周 東 支部 


k 6 


松坂 市 京町 116 ' 革 本 内 科 診 療 所 
横浜 市 港北 区 日 吉本 町 1886 
て 楽市 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 


東京 都 大 田 区 池上 徳 持 町 11 

大 阪 市 大 阪 市 立 大 学 医 動物 学 教室 

熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 

岡山 市 岡山 大 学 医学 部 寄生 和束 学 教室 
岡山 市 岡山 大 学 医 学部 寄生 虫 学 教室 
岐阜 市 佳 田 町 2 の 5 

徳島 市 蔵本 町 徳島 大 学 医学 部 第 一 病 
理学 教室 


福岡 市 堅 粘 九州 大 学 医学 部 寄生 忠 学 
教室 


茨城 県 行方 郡 潮 来 村 潮来 保健 所 
京都 市 有 有 京 区 竜 究 寺 塔 の 下町 2 
岡山 市 岡山 大 学 医学 部 平木 内 科 


東京 都 娘 京 区 東京 大 学 農学 部 舞 医 学 
科 病理 学 教室 


福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 昌 学 
教室 


三原 市 木原 町 日 本 寄生 虫 病 研究 所 
高槻 市 大 阪 医 科大 学 岩田 内 科 


甲府 市 錦町 4 


東京 都 中 央 区 日 本 橋 小舟 町 


松山 市 堀之内 町 愛媛 県 衛生 研究 所 
札幌 市 北海 道 大 学 獣医 学部 家 書 寄生 
東 病 学 教室 


大 宮 市 桜木 町 大 宮 鉄 道 病院 
山口 県 字 部 市 山口 県 立 医 科大 学 病理 
学 教室 


宮崎 県 串間 市 福島 町 市 立 病院 
岡山 市 岡山 大 学 医学 部 薬理 学 教室 
川崎 市 登戸 病院 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 


し Sad 大 阪 阿武 山 赤十字 





柳沢 利 喜 雄 
柳沢 十 四 男 
矢野 勝治 尋 
鯉 田 義男 
宴 田 一 訪 
誠 田 澄子 
安 弘 岡 一 男 
矢崎 芳夫 


横川 泉 雄 
横尾 秀典 
横 田 衝 


横内 幸 造 
藤 士 
真 雄 
幸雄 


米 沢 
吉 田 
吉 田 


吉 田 
好 井 
吉 川 


美 彦 
敏 明 
供 一 


- 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 忠 部 


富山 市 北新 町 9 番地 日 本 新薬 株 式 会 
社 富山 出張 所 


東京 都 千 代田 区 飯田 町 日 本 医大 第 1 
医院 内 科 

東京 都 品 所 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 〒 防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


東京 都 港 区 芝 愛 内 町 東京 素 恵 会 医科 
大 学 衛生 学 教室 


千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
長崎 県 諫早 市 船津 名 205 


京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 
学 川井 内 科 


約 前 市 根 良 町 紀 前 大 学 医学 部 第 一 病 
理学 教室 


鹿児島 市 山下 町 鹿児島 大 学 医学 部 
大 阪 府 豊能 郡 笑 面 町 桜井 70 の 2 


京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 
学 医 動物 学 教室 


江東 区 大 島町 7 丁目 中 之 橋 診療 所 
高槻 市 大 阪 医科 大 学内 科 

大 阪 市 佳 吉 区 帝塚山 府立 大 阪 女子 大 
学生 活 科学 科 

広島 県 賀茂 郡 西条 町 広島 農業 短期 大 
学 家畜 衛生 学 教室 

千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
RT 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 


大 阪 市 福島 区 上 福島 北 3 の 14 
久留 米 市 橋 原 町 健康 保険 第 一 病院 
仙台 市 覚 性 院 工 16 宮城 県 衛生 研究 所 
前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 小児 科 


Z 
門司 市 大 里 御 所 町 4 丁目 財津 医院 


Sadun。 BE. 有 HH. 


Yogore。 IM. G.: 


Wagner, E.D. : 


William, J. E. : 


Hsu。H. F.: 


牙 旧 乱 


当 吐 末 大 則 召 幅 注 苦 悦 午 王 
前 席 時 苫 再 醒 苗 皆 評議 擬 陣 世 洋 誕 絆 語 


閣 勤 汗 障 局 田 共 翌 沖 陣 消 滞 虹 前 要 N 酒 革 悦 悦 
書 局 


(寄生 旧 学 雑 巧 ・ 征 8 巻 ・ 第 3 本 


外国 人 会 員 
神奈 川 県 相模 原市 406 医学 研究 所 


Institute of Hygine Universi 2 of the 
Philippines, Aerran Street, Manila, 
Philippines 

Department of Parositology, School of 
Tropical and Preventive Medicine, 計 
Loma Linda、 California、 U.S. A. 


神奈 川 県 相模 原市 406 医学 研究 所 


Department of Zoology National S 
as University. Taipeh, Formosg 還 
China 間 


韓国 慶 南 多 山 市 岩 南 洞 620 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 敏 邊 物議 
病 研究 所 ・ | 


神奈 川 県 相模 原市 406 医学 研究 所 
中 華人 民 共 和 国 上 海 上 海 市 衛生 局 


中 華人 民 共 和 国 南京 中 国 医学 科学 附 
南京 寄生 虫 病 研究 所 


し tr 高雄 医 学生 上 


に 台湾 省 峰 東 県 潮州 鎮 台 人 誕 凌 2 


PP 北 市 国立 人 逆 大 学区 学 陸 
生 忠 学 教室 


台 浴 台北 市 国立 大学 匠 学 陸 
素 学 教室 


人 首 房 県 導 人 台湾 省 着 疾 砕 
月 

韓国 京城 大 学 病院 内 科 
和夫 列 市 中 区 所 油 一 半 26 式 計 


韓国 大 邸 市 東 仁 洞 328 ピル 


予防 医学 教室 
トー は 中 天馬 3 


韓国 慶 南 移 山 市 大 測 洞 を 
増殖 科 


韓国 慶 南 移 山 市 岩 南 洞 620 中 央 家 寺 上 
衛生 研究 所 


ーー 田浦 洞 は 中 央 居 


台湾 省 台 中 市 中 山路 161 
広島 県 三原 市 木原 町 日 本 寄生 上 生 和 
究 所 


京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 必 科 大 
学 微生物 教室 1 


AD 


至急 御 知 ら せ 下 さい 








